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表 か ら は 『 サ イレ ント ヒル 3 公 : 
『 失 われ た ーー サ イレ ント ヒル ・ ク グロ ニク ルー』 の ダブ ル 
この 本 が ダブ ルフ ェ イ ス ( 両 表 艇 ) に な つっ て し まっ た の は 、 ボ ク の せい じゃ な い 。 由 
サイ レン ト ヒ ル が 振 つ 邪悪 な 力 に よっ て 、 本 の 半分 が 上 下 逆 に な っ つて し まっ た 
ん だ ろう 。…… | ウ (の 242 

この 本 の 前 半 は 、 『 サ イレ ント ヒル 3』 の 完全 政略 ガイ ド に な っ て いる よう だ 。 
プレ イ に つま っ た ら 、 ボ ク の 代わ り と し て 案内 役 に な っ て くれ る は ず だ 。 

後ろ か ら 読 み 始め る 後半 は 、 サ イレ ント ヒル シリ ー ズ の すべ て の 謎 に 飼 る 内 容 

と な っ て いる 、 と ボク は 聞い て いる 。 
解き 明か され た 謎 を じっくり と 読み 、 サ イレ ント ヒル の 世界 に 浸っ て みる と いい 。』 
ボク と 悪夢 の 中 で 出会え る くら い に …… フ フフ フ 。 
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突如 へ ザー の 前 に 現れ た 私 立 探 0 bill 
彼女 は ショ ッ ピ ング モー ル の プティ ッ ク に 迷い 
突然 恐ろし い 人 怪物 が 彼女 の 目 の 前 に 姿 を 現 

死 で 落ち て いた 銃 の 引き 金 を 引 - 


避 夢 に 侵 餅 さ れ た よう に 変貌 し た 世 夫 
へ ザー は その 中 に 取り 込ま む 


信 湿 な 沈黙 に 変わ り 、 間 こえ て くる の は 異形 の 生 
孤独 な 狂気 の 世界 に 取り 残さ ん た へ ザー 
逃げ 出す こと し か で き な か っ た 。 
どこ に 行け ば いい の か 。 








0 My 







ー フ 了 
ろ が あり 、 他人 に 》 





て 彼 は 協力 者 と な る 0 


l| | 現れ くけ は 二 その 行 ス を | 




















で つ [ 滋 山 3 テー メロー キ 


S + 





| 還 ECO \! ///4 悪 > アマ | 


ゲー ム を 初め て プレ イ す る 時 に は 「New Game」 
を 選ぶ 。 一 度 ゲ ー ム オー バー に な っ た 後 の タ イト ル 
で は 「Continue] が 、 ゲ ー ム クリ ア 後 に は 
「Extra New Game」、「Extra Costume」 な どの 
新しい メニ ュー が 追加 され る 。 そ の まま 操作 を せ ず 
に 放っ て お く と 、 ゲ ー ム の デモ ムー ピー が スタ ー ト 
する よう に な っ て いる 。 デ モ 中 に スタ ー ト ボタ ン を 
押せ ば いつ で も タイ トル 画面 に 戻る こと が で きる 。 








4 ゲー ム を プレ イ 
し て いる 状況 に 
よっ て 、 タ イト ル 
画面 の メニ ュー 項 
目 は 増減 する 。 

















難易 度 選択 


「New Gamel や 「Extra New 
Game」 で ゲー ム を 始め る と 、 難 易 度 
を 選択 する 画面 に な る 。 こ の ゲー ム で は 、 
アク ショ ン の レベ ル 、 謎 解き の レベ ル を 
9 段階 か ら 選 択 可能 。 ア クシ ョ ン が 苦手 
だ と いう 人 は アク ショ ン を Easy に 、 謎 
解き に 時 間 を か けた く な いと いう 人 は り リ 
ドル を Easy に すれ ば 良い 。Easy か ら 
Hard ま で すべ て を クリ ア し な けれ ば 見 
られ な い 追 加 要素 も ある 。 
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ゲー ム 中 、 あ ちこ ち に 赤く 光る 紋章 が 
描か われ て いる 。 こ れ が セー ブ ポ イン ト で 、 
これ を 調べ る と メモ リー カー ド に セー ブ 
デー タ を 残す ご と が で まる 良 及 ニク 6 
オー パー なら:G も 到 王 9 が 二 る る 
Load し 、 そ こ か ら や り 直 すこ と が で き 
る 。 た だ し セー ブ 回 数 が 多い と 、 ク リア 
時 の 評価 は 下がる 。 ら 周 目 以降 な ど 、 自 
信 が ある な ら セ ー ブ は 控え め に し て お こう 。 





人 セーブ ポ イン ト は さま ざま な 所 に 
描か れ て いる 。 大 き さ も まち まち だ 。 
見 落と さ な い よう に 注意 し よう 。 


人 る セー ブ デ ー タ は 40 ま で 作る こと が 
で きる 。 上 書き する と 古い デー タ は 
消え て し まう 。 








体力 


ゲー ム 中 の へ ザー の 体力 は 、 メ 
ニュ ー 画 面 左 上 の 表示 の 色 に よっ 
て 分 か る よう に な っ て いる 。 青 が 
安全 な 状態 で 、 黄 色 、 赤 と な る に 
つれ て 危険 な 状態 に な り 、 表 示 の 














点滅 も 早く な る 。 赤 に な る と コン 
トロ ー ラ も 鼓動 の よう に 小刻み に 
振動 し て 危険 を 伝え る 。 危 険 な 時 
は 栄養 ドリ ンク な どの 回 復 ア イ テ 
ム を 使用 し て 回 復 し よう 。 な お 、 


アク ショ ン レ ベル に よっ て へ ザー 
の 初期 体力 は 右 の 表 の よう に 決め 
られ て いる 。 ま た 、Hard モ ー ド 
を クリ ア 後 、 オ プシ ョ ン で 残り 体 
力 を 表示 で きる よう に な る 。 








スタ ミナ 








へ ザー に は 体力 の 他 に スタ ミナ も 設 スタ ミナ 切れ || | スタ ミナ チ の 回 衝 | 





| | 

WE 
ズ タ ミ が か 5026 以 下 だ な | | 静止 し て いる と 自然 に 回 
る と 走る 拉 度 が 遅く な る 。 | | 
| | 


され て いる 。 通常 は スタ ミナ の 残 量 は 確 
認 で き な い が 、 ア クシ ョ ン レ ベル Hard 
を クリ ア す る と オプ ショ ン で 表示 で きる 
よう に な る 。 移 動 し た り 、 攻撃 し た りす 
る と スタ ミナ を 消耗 し て いく 。 ス タ ミ ナ 


に 後 す る 。 栄養 ド リサ シク 、 アデ: 
10%6 以 下 で は 武器 で の 攻撃 ] | ンプ ル で も 回 復 する 他 、 移 | 
が 遅く な る 。 0 に な る と 、 最 | | 動 し て 画面 が 切り 苦 わ る 際 
高速 度 で 走る こと は で き な | | に 完全 回 復 す る 。 アン プル | 


1 St い 。 ボス 戦 で は 特に 注意 じ =| を 使用 後 3 分 は スタ ミチ を 消 引 
を 消耗 する と 移動 や 攻撃 の 速度 が 下がる に 請 六 計 | 生生 ず 行 動 で まろ 
の で 、 敵 の 攻撃 を 受け や すく な る 。 SS 





敵 の 攻撃 を 受け た り 、 へ ザー の 体力 が 0 に な る と 
死亡 し 、 ゲ ー ム オー バー に な る 。 そう な る 前 に セー ブ 
や 、 体 力 の 回 復 を し て お こう 。 そ の ほか 、 深 い 穴 に 
落ち る 、 列 車 に ひか れる 、 イ ベン ト で 不適 切な 行動 
を 取っ た 時 な ども ゲー ム オ ー バ ー に な る 場合 が あ 
る 。 死亡 し た 時 の 状況 に よっ て は ゲー ム オ ー バ ー 時 
に デモ が 入る こと も ある の で 「GameOver」 の 文 
字 が 出る まで は 一 応 見 て お こう 。 


4 ゲー ム オ ー バ パー 
に な っ た 時 に は こ 
の 画面 が 表示 され 
る 。 そ の 後 、 タ イ 
トル に 戻る 。 
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と 由 員 Y] 








O) 「[ 憧 上 出 3 テー トー 





1 っ 0 | まく | 








の [ペン O 古 還 周 ト ー さ 





タイ トル 画面 、 ま た は プレ イ 中 の メ 
ニュ ー 画 面 か ら 、 オ プシ ョ ン を 変更 する 
こと が で きる 。 こ こ で 決め た 項目 は ゲー 
ム の プレ イ し や すさ に 大 きく 関係 する の 
で 、 慎 重 に 設定 し よう 。 オ プシ ョ ン 画 面 
で 下 還 年 革 還 ボ タン を 押す と エク スト 


ラオ プシ ョ ン 画 面 に 切り 替わる 。 





ゲー ム 中 に 表示 され る オプ ショ ン 画 面 、 通 常 画面 、 


メニ ュー 画面 な どの 見 方 を こ 


HHIILLLHIIIITSN 
TITTTTTTITITITI 





こ で 把握 し よう 。 

















| | Button Conftg 


| コン トロ ー ラ の ポタ ン に 一 り 当 て られ で 


| いる 操作 を 変更 する 。 


宇 幕 表示 の 言語 を ア 言 語 か ら 選 択 で きる 。 
ボタ ン 、 方向 キー の 左右 で 変更 。 


| Langua&ge 


SUubt ュ teS 


ムー ビー の 補 幕 表示 を すず る か どう か を 切 
ら 替 和え る 8 





Brightness: beyel | 


Sereen Position | 


Vibration | 





、 画面 の 明る ざさ を プ 段階 に 変更 する 。 明る 
、 め に し て お ぐ と プレ イ し や すい 。 


画面 の 表示 位置 が ズレ て いる 場合 に 修正 
する 。 


コン トロ ー ラ の 振動 を 9ff か ら Hard ま で 
人 4 段階 に 変更 で きる s 





| Sound l 


| _BGM Volume | 


に SE Votume ] 





| 音声 を モノ ラル に する か 、 ステ レオ に す 
る か 選択 で きる 。 


| COntTO+ F ャ pe 


| キャ ラク ター の 向き で 操作 する 3D と 画 
| に の 向き で 操作 する 2B を 選ぶ ご と が で きる 。 


ゲー ム 中 に 流れ る BGM の 普 量 を 設定 で 
寺 る 。 


ゲー ム 中 の 汗 音 、: ドア の 音 な ど SE の 音 
量 を 設定 で きる 。 


お BOOd COHO〒 Bood Votume 


自分 や 敵 の 流す 血 の 色 を 変更 で きる 。 通 
| 常 は 赤 。 


自分 や 散 の 流す 血 の 時 を 変更 する こと が 
で ぎる 。 


ーー GS rfeet 


| マッ プ を 表示 じ だ た 時に. 最初 か ら 拡 大 じ 
に で 表示 させ る ごと が で きる 。 


ダー ム 中 の 画面 に 大 ち で いる プイ ズ を 消 
去 す る こと が で きる 。 


る 。 ゲー ム 中 何 度 も 死亡 する と BeginnerMode、 ク リア す 
る 毎 に BulletAdiust、 ア クシ ョ ン レ ベル を Hard に し て クリ 
ア す る と LieDisplay が それ ぞ れ 追加 され る 。 


4 


クリ ア す る 毎 に 、 弾 薬 の 数 を 最大 で 5 倍 
まで 増やす こと が で きる よう に な る 。 





akKRun COnt も oO 


通常 の 移動 を [歩く ] か -[ 走 る ] か ど ち 
ら か に 設定 で 寺 る 初期 設定 は 上 示 ぐま 


DiSplay MoOde 


画面 の 表示 を ぐつ きり させ る か どう か を 


決定 で きる 。 


4 項目 が 増え て いる 。 
クリ ア し た ら エ クス ト 
ラオ プシ ョ ン を チエ モツ 
レ 4 9 た <) 


通常 は 表示 され な い へ ザー の 体力 と スタ 
に 成 24EiI に IFE: の Giks っ 講 











| @ クリ ー チ ャ ー 


⑥ セー ブ ボ イン ト 


回 復 アイ テム 








金 メニュー コマ ンド 


( う 】 メモ ー- 








テム を 使用 する 。 

せ で て 使用 まる こと が で きる 。 
ご と が で きる 。 

チュ ー ム な ど を 装備 する 。 


列 撃 葉 器 の 弾薬 を け ロ ー ド す 
る 。 


を 操作 する 。 





| | AdjuStVolime を 調節 する 。 


イベ ント アイ テム 回復 アイ | 
イベ ント アイ テム を 組み 合わ - 


アイ チム の 詳し じい 説明 を 見 る 


Sci | 館 中 で 入手 する ラジ オ の 電源 


途中 で 入手 する ラジ オ の 背 量 


USe 
| に 








② 政 呈 ーー 
⑳ 消費 アイ テム ーー 


) メニ ュー コマ ンド 一 


プレ イヤ ー が 操作 する キャ ラク 


ター、 ヘ ザー。 基本 的 に 画面 中 | 


央 付近 に 表示 され る 。 


の が の る 昧 ウ の この Pe26 
や 音 に 反応 し 、 ヘ へ ザー を 見 つけ | 


る と 攻撃 し て くる 。 


2 ス 2 プー タダ を 作る が で き 


る 。 さ まさ ざま な 場所 に 用 意 さ れ | 


て お り 、 赤 く 光 っ て いる 。 


へ ザー の 体力 や スタ ミナ を 回 復 | 
する アイ テム 。 棚 な ど に 置か れ | 


で いる こと が 多い 。 


いつ で も 開く 扉 、 一 方 向 か ら 鍵 


が か か っ て いる 扉 、 特 定 の 鍵 が 
必要 な 扉 な どの 種類 が ある 。 


へ ザー の 体力 を 色 で 表示 し て い 


る 。 体力 が 減る と 赤く な り 、 点 | 


減 の 間隔 が 早く な る 。 


.。 その エリ ア の 地図 を 持っ て いれ 





ば 参照 で き る 。 通 常 画面 で ⑯ 
を 押す の と 同じ 。 


. そこ まで の プレ イ 中 に 見 つけ た 
手掛かり 、 さ ま ざ ま な 情報 を 確 


認 す る こと と が で きる 。 


ゲー ム の オプ ショ ン を 変更 する | 
と と が で きる 。 変更 する と シス | 


あな デス タダ 太 セ エス さ れる 。 


入手 し た アイ テム が 表示 され る 。 | 
防弾 チョ ッ キ な ど 導 備 で きる も | 


の 、 イベ ント で 使う も の な ど 。 


入手 し た 武器 が 表示 され る 。 こ | 
の 画面 で 装備 する こと で 使用 で 


きる よう に な る 。 


プレ イ 中 に 見 つけ た 回 復 ア イ テ 


ム や 弾薬 が 表示 され る 。 回復 ア 
イ テ ム を 使用 する こと が で きる 。 


現在 表示 中 の アイ テム 、 武器 に | 
関す る コマ ンド が 表示 され る 。 | 


使用 、 装 備 な ど が で きる 。 


1 っ まく 





S) 





Of 団 固 ドー 


[へ と 


っ 」| 





1 っ 生ま < 作 | 








の [ 弄 





攻 衝 人 annl 提 間 提 


へ ザー の 基本 的 な 操作 、 動 き を ここ で 学ぶ 。 敵 を か わし 、. 
仕掛 け を 調べ る 上 で 大 切な 基礎 に な る 。 
















] | $ 章 人 


で 
VY | 





1 


中 で 革 薄 
刀 | 


。o9 合 時 き 呈 | 久 


串 (r い と へ ご 吉 之 詳 士 光 。 和 憶 下 は 
。 店 着 暴 9 環 憶 。 の 介さ さき 


語 刀 屋 rat 信 で 守 研 で YY 





へ で 汗 Cc 候 机 対 S 吾 。 避 学 
半 伯 五 避 本 さこ いさ 四 。 は 鐘 師 


| $ 旋 回 | | 平行 移動 | 
| 環 CPFEZESZZZZE| | 還 昌 iP 間 間 | 








。 の ok 人 A 還 中 


へ 箇 避 杏 め ぶら Sfy 本 8 設 ( て 次 
届 ご 芝 護 。 ぷ きき 甘党 吾 隔 で 0V 六 


。S う な 河 愉 さき べ ぷ 舌 箇 
| 光 旬 。 の st 軸 電 kW 委 ok 中 


ASeokAGtrvfy の ほす 杜 ま 帝人 y 師 
ト 。 の 各回 ご べき き 吾 叶 肝 


Ci コ 





オプ ショ ン の ControlType で 3D タ イプ と 2D タ イプ 


の 移動 を 変更 で きる 。 3D タ イプ で は 上 を 押す と へ 
ザー が 前 進 す る が 、2D タ イプ で は へ ザー の 向き に 
関係 な く 、 上 を 押す と 画面 の 奥 に 向かっ て 移動 す 
る 。 使 いや すい 方 を 選ん で プレ イ し よう 。 











| | 後退 


| 方 向 キーor 左 ステ ィ ッ ク 上 | | 方 向 キーor 左 ステ ィ ッ ク 下 


で 商 生 
革 吉 
人 へ 9 富 


時 で 寺 料 二 衝 評 更 べ 
. 生 wwa 里 選べ 舞 CYt 
司 NV 必 半 欠 。 の 中 較 避 ば 


と 
oO コン サッ 





関 EN 


| $ クイック ター ン 
| mrmem 


| | 舘 # す 
| 昌 ば 
| 昌 や 
| 件 人 な 芝 . く 
| る 参る 

| | まる を | 
| | に を すり 
と 向 

則 昌 N l 
| | 放 代 
| 19 

追 | 
わ 


この ゲー ム で は 足音 や 光 に クリ ー チ ャ ー が 反応 





Jo9r ご Sr の 仁 虫 ら 浴 
時 性 ぶ 選 生 帳 回 へ さ 


。 導 宮古 乱 癌 


する 。 走る と クリ ー チ ャ ー に 気付 か れ や すく な る 
葉 譜 ボ タン の 警 戒 モー ド で は 足音 も 小さ く な り 、 
気付 か れる こと も 少な い 。 武器 を 使っ た り ラ イト 
を つけ た りす る の も 敵 に 気付 か れる 元 な の で 注意 。 

















その 他 の アク ショ ン 


例 ラ イト 
回 
ゲー ム 中 で 入手 で きる ライ ト 
の オン 、 オ フ を 切り 替え る 。 基 
本 的 に は オン に し て お く 方 が 良 
い 。 敵 に 気づか れ た く な い 場 合 
に だ け オ フ に し て お く と 良い 。 
放 い 場所 で は 、 こ れ が 無い と 何 
も 見 え ず 、 ア イ テ ム を 入手 する 
こと も で き な い 。 


念 サ ー ナ ビュ ー/ 見 財 す 
本 罰 ボ タン を 押す こと に よっ 
て 、 視 点 を へ ザー の 痛 後に 移す 
こと が で きる 。 一 罰 ボタ ン を 押 
し た まま 右 ス ティ ッ ク を 押す 
と 、 へ ザー の 顔 の 向き に 合わ せ 
て 視点 を 動か すこ と が で きる 。 
壁 の 表示 な ど を 確認 する 場合 に 





人 ライ ト を つけ る こと に よっ て 前 方 が より 
見 や すく な る 。 





全 右 ステ ィ ッ ク で 顔 だ け を 動か し て 視点 を 


便利 だ が 、 使 えな い 場 所 も ある 。 変更 する こと が で きる 。 
メ ニュ ー 画 面 ズー ム 
軒 5] 


メニ ュー 画面 を 表示 す 
る 。 ポ ー ズ の 役割 も か ね 
て お り 、 メ ニュ ー 画 面 表 





示 中 は 攻撃 を 受け る こと 有効 で 、 ボ タン を 離す と 

は な い 。 ア イ テ ム の 使用 、 通常 の 表示 に 戻る 。 ゲ ー 

武器 の 装備 な どの 際 に メ ム 中 で は あま り 使用 する 

ニュ ー 画 面 を 使用 する 。 場面 は な い 。 

多 記 に 手 を つく 金 忠 を きら す 


画面 の 一 点 を ズー ム し 
て 見 る こと が で きる 。 ボ 
タン を 押し て いる 間 だ け 





金 装 備 アイ テム 使用 
メニ ュー 画面 で 回 復 アイ テム 
を 装備 し て お く と 、 危険 な 時 、 
監 還 ボタン で すぐ に 使用 する こ 
と が で きる 。 メ ニュ ー 画 面 を 見 
な いで すむ の で 便利 だ 。 女 に 敵 
に 攻撃 され た り し た 時 に 備え 
て 、 栄 養 ド リン ク を 装備 し て お 
く と 良い だ ろう 。 


例 マ ッ プ 表示 
0 本 1] 
その エリ ア の 地図 を 持っ て い 
る 場合 、 参 照 で きる 。 地図 が 手 
に 入ら な い エ リア も ある の で 注 
意 。 現在 位置 が 表示 され る ほか 、 
プレ イ を 進め る と 、 開 閉 で きる 
扉 、 行 き 止 まり 、 へ ザー が 見 つ 
けた 仕掛 け な ど も 書き 込ま れ 
る 。 こ まめ に 確認 し よう 。 











アク ショ ン レ ベル を Hard に し て いる と 、3 秒 以 
上 走っ て 壁 に ぶつ か っ た 時 に 壁 に 手 を つく 動作 が 入 
る 。 この 間 は 動く こと が で き な い の で 、 注意 が 必要 だ 。 


4 壁 に 手 を つい て いる と 
無防備 。 走行 時 は 壁際 で 
速度 を 落と そう 。 





スタ ミナ が 30% 以 下 に な っ て いる と 静止 時 に 上 息 
切れ の 動作 が 入り 、709%% に 回 復 す る まで 続く 。 ス タ 
ミナ 切れ に な ら な いよ う 注 意 し よう 。 


4 息切れ の 動作 は 、 ス タ 
ミナ が 消耗 し て いる こと 
を 示す 危険 信号 だ 。 


SILENT HITLL3 


* HAY]1 








こさ ! 若 尋 赴 貞 





1 っ まく 人 | 








の [一 洛 Sr 吉 








心掛け よう 。 


多 攻 軸 

IO IO 
基本 と な る 攻撃 。 警戒 状態 で る ボタ ン を 押す と 敵 
に 攻撃 する 。 近 距離 正面 の 敵 に 自動 的 に 狙い を 定め 
る が 攻撃 が 命中 する と は 限ら な い 。 





間 < 昌 琶 武器 で は ボタ ン 
を 長く 押し て も 短く 押 
し て も 効果 に 変化 な し 。 











| 利和 OO OO 
打撃 直 器 で @ ボ タン を 押し っ ぱな し に する と 、 大 
きく 上 下 に 振り 下ろ す 攻 撃 が 出る 低い 位 置 の 敵 に 
も 命中 し や すい の が 特徴 。 





4 床 を は い 回 る スラ ー 
パー な ど に 特に 有効 な 
攻撃 だ 。 














敵 と の 戦闘 は 避け られ る に こし た こと は な い 。 し か し 、 
や お を 得 な い 場 合 に 備え て ここ で 戦闘 の 基本 を 学 ぼ う 。 


時 戦闘 動作 


警戒 状態 


1 EE St60〔jdQ 二 
武器 を 持っ て いれ ば 構え 、 攻 撃 で き | 
る 肖 勢 を と る 。 敵 が 近く に いる 場合 は | 
狙い を 定め る 。 こ の 状態 で は 足音 は 小 
さく な り 、 移 動 速 度 は 遅く な る 。 敵 か 
ら の ダメ ー ジ は や や 小さ く な り 、 穴 に 
近づい て も つま ずく こと は な い 。 危険 | 
を 感じ た ら ま ず 警 戒 状態 に する よう に 


















警戒 状態 の 移動 | 
通常 は 人 ボ タン で 走る こと 
| が で きる が 、 警 戒 状 態 で は 走 
| _ れ な い 。 ま た 英 が 近く に いる 
| 場合 、 敵 に 狙い を つけ た まま 
| 移動 する の で 、 平 行 移動 で 英 
| の 横 に 回 り 込 む 動き に な る 。| 





ト 英 の 攻撃 を か わし な が ら 横 か 
ト らち 攻撃 す る こと も で きる 。 


打撃 武器 の 場合 、 短 く @ ボ タン を 押し 、 連 打 す る 
こと で 連続 攻撃 に な る 。 左右 に 振り か 点 る 攻撃 が 多 
い 。 比 較 的 広い 範囲 に 攻撃 で きる 。 


< 連続 攻撃 中 も 意外 と 
敵 の 反撃 を 受け や すい 
の で 注意 。 


武器 に よっ て は 突き 攻撃 の あめ る も の が ある 。 少し 
前 進 す る た め 遠 く の 敵 に も 当たり や すく 、 よ ろ め か 
せる こと が ある 。 敵 が 低い 位置 に いる と 低め に 突く 。 


4 少し 間合い が 離れ て 
いる 場合 に 出す と 有効 
な 場合 が 多い 。 


多 蹴 り 、 踏み つぶ し 
接近 し た 状態 で ⑩ 

敵 が 床 に 倒れ て いる 時 、 警 戒 
状態 を 解い て 接近 し 、⑱ ボ タン 
を 押す と 蹴り また は 踏み つぶ し 
攻撃 で ダメ ー ジ を 与え る こと が 
で きる 。 あ まり 大 き な ダ メー ジ 
で は な い が 、 と ど め を 刺す 時 に 
有効 だ 。 起き 上 が る 敵 が 攻撃 し 
て くる 場合 も わる の で 注意 し て 
攻撃 する こと 。 


人 リロード 

射撃 武器 は 装弾 数 に 制限 が あ 
り 、 ま た 、 残 弾 数 が 0 に な っ た 
時 に 攻撃 し よう と する と リロ ー 
ド の 動作 に な る 。 リ ロー ド 中 は 
移動 以外 の 動き が と れず 、 無 防 
備 に な る の で 注意 。 リ ロー ド 中 
に 攻撃 を 受け る と キャ ン セ ル さ 
れ 、 も う 一 度 リ ロー ド す る 必要 
が ある 。 メニ ュー 画面 か ら リ ロー 
ド す れ ば 隙 は な い 。 


ガー ド 
LR2 夏 %) 
アク ショ ン レ ベル Easy で は 
押し っ ぱな し で ガー ド 可 能 だ 
が 、Normal 以 上 は 自動 的 に 解 
除 と な る の で タイ ミン グ よ く 防 
ぐ こ と か が 必要 。 武 器 を 装備 し て 
いれ ば ダメ ー ジ を 5% に 抑え て 
くれ る 。 防 弾 チ ョ ッ キ を 六 て ガー 
ド す れ ば ダメ ー ジ は 0 に な る 。 








い 安 全 な 場所 で 行う の が 理想 。 








人 使い こなせ ば 非常 に 強力 。 ス プリ ッ ト ワ ー 
ム の 攻撃 な ども 防ぐ こと が で きる 。 


リロ ー ド や ガー ド の 他 に も 、 ア クシ ョ ン レ ベ 
ル に よっ て 変化 する 動作 は ある 。 Easy で は 警戒 
“な く て も @ ボ タン を 押し っ ぱな し に する 
* 攻 撃 が 可能 。 特 に 注意 が 必要 な の は 穴 の 
対処 で 、Normal で は よろ めき 動作 中 に 穴 の 方 向 
に 移動 し よう と する と 、Hard で は よろ めき 中 に 
攻撃 を 受け た だ け で 落下 する 。 また 、 ダ ブル ヘッ 
ド の 噛み 付き 攻撃 な ど に 捕まっ て いる 時 間 も ア 
クシ ョ ン レ ベル に よっ で 変化 する 。 











蹴り 攻撃 DATA 
攻撃 力 
衝撃 力 

消費 スタ ミナ 











4 地味 だ が 連続 し て ダメ ー ジ を 与え る 
こと が 重要 。 死 亡 し た 敵 に 対し て も 少 
し の 間 は 攻撃 する こと が で きる 。 














アク ショ ン レベ ル と リロ ー ド | | 


アク ショ ン レ ベル を Easy に | 
設定 じ て い る 場合 に は 、 上 射撃 | 
志 呆 の は 条 生 ド ア クシ ョ シン は | 


| な い 。 武器 を か まえ た だ け で | 


人 銃 に 弾 を 込め 直す 動作 。 敵 の 攻撃 を 受け な 


- カード の 性 能 | 


| 自動 的 に サロ ー ド され る 。 そ | 


の た め ミ 残 弾 数 を 気 に す る と コ 
と な く 攻 撃 で きる 。 1 


非常 に 有効 な カー ド だ が 妨 
げ な い ダ メー ジ も ある 。 疫 の 


| 瑞 撃 武器 で の 攻撃 や 、 ダ ブル | 


ベッ ド の 叱 み 付き 攻撃 な ど が | 
そう だ 。 ス ラー パー の 攻撃 は | 


| 全く ガー ド が で き な い の で 注 -| 


| 意 。 特殊 な 地形 か ら 受 ける ダ | 


| メー ジ も 防げ な い 。 


R り 動作 で 
隙 が で き て し まう 。 


に 








1 っ | まく | 








(の [ 還 畠 S(Y 愛 





と 中] 








の [< 員 S 間 





具体 的 な 武器 の 特徴 は 204 ペ ー ジ か ら 解 説 し て いる が 、 
ここ で は お お ま か な 基 本 を 説明 する 。 


中 武器 の 入手 方 法 


最初 か ら ヘ ザー が 持っ て いる 武器 は ナイ フ だ け 。 
次 に ハン ドガ ン を イベ ント で 入手 する 。 そ れ 以 外 の 
武器 は すべ て 、 ゲ ー ム 中 で 探し 出さ な けれ ば な ら な 
い 。 射撃 武器 の 弾薬 も 同様 だ 。 ま た 、 一 度 ク リア し 
て か ら 「Extra New Game] で プレ イ を 開始 する 
と 、 ク リア 時 の 条件 に よっ て 隠し 武器 が 使え る よう 
に な る 。 い ずれ も 強力 な も の ば か りな の で 、 ぜ ひ 見 
つけ 出し 、 使 っ て みよ う 。 


4 床 に 落ち て いる ハ 
ンド ガン を 見 つけ 
る へ ザー。 以 後 こ れ 
を 使用 する 。 




















由 打 撃 武 器 と 射撃 武器 


打撃 武器 と 射撃 武器 に は それ ぞ れ 特徴 が ある 。 理 
解 し て うま く 使 い 分 け よ う 。 打撃 武器 は 弾 切れ な ど 
の 制限 が な く 、 リ ロー ド も し な いで 済む お 点 が メリ ッ 
ト 。 そ の 代わ り 敵 に 接近 し な けれ ば な ら ず 、 反 撃 を 
受け や すい 。 射 撃 武 器 は 強力 だ が 弾薬 に 限り が ある 。 
また 、 接 近 さ れる と 意外 と 命中 させ に くく 、 か な ら 
ず し も 有利 と は 言え な い 。 ち な み に ガ ー ド の 性 能 は 
打撃 武器 、 射 撃 武 器 と も 同じ だ 。 


ハン ドガ ン な ど は 、 
構え た まま で 移動 で 
きる 。 敵 の 攻撃 を か 
わ そ う 。 











| 打撃 攻撃 の 特徴 者 








| 射撃 攻撃 の 特徴 

| ・ 弾 切れ 、 リ ロー ド が な い : 離れ た 敵 を 攻撃 で きる 
・ 接近 し な けれ ば 当たら な い | ・ 左 力 、 連射 な ど に 優れ 、 大 ダメ ー ジ を 与え られ る 
・ ア クシ ョ ン レ ベル Hard で は 、 壁 や 敵 に 当 : ・ 接 近 戦 で は 不利 な も の も ある 


| た っ て 眺 ね 返る の で 陣 が で きる “ 


昌 武 器 に よる 特性 の 違い 

武器 に は 、 打 撃 、 射 撃 と いっ た 区 別 の 他 に 、 個 別 
の 性 能 に も 違い が ある 。 た と えば ナイ フ は 接近 戦 で 
相手 に 当たっ て いる 時 間 が 長い ほど ダメ ー ジ が 大 き 
く 、 ア クシ ョ ン レ ベル に よっ て 壁 に 跳ね 返る こと が 
ある が 敵 に 跳ね 返る こと は な い 。 モ ー ル は 1 度 の 攻 
撃 で 1 体 に し か ダメ ー ジ を 与え られ な い 、 な ど だ 。 
それ ぞ れ の 違い を きち ん と 理解 し 、 敵 に よっ て 使い 
分 ける こと で 有利 に 戦う こと が で きる 。 


4 移動 し な が ら 攻 撃 
で きる ナイ フ で 、 敵 
の 近く を 回 りな が ら 
攻撃 する の も 有効 。 

















LENT HILL3 














ゲー ム 中 で は 広い マッ プ を 探索 し 、 さ ま ざ ま な 謎 解き を | 


し な けれ ば 先 に 進む こ 


中 探索 の 基礎 


まず は 行動 で きる 範囲 を 歩き 回 り 、 入 る こと の で 
きる 部 屋 を 把握 し よう 。 不審 な 場所 は @ ボ タン で よ 
く 調 べ 、 何 か メッ セー ジ が 出 な いか どう か を 確か め 
る 。 次 に 、 イ ベン ト ア イ テ ム を 探し 出 そ う 。 入 手 し 
た ら Examine コ マン ド で 詳細 に 調べ て お く 。 仕掛 
け の あり そう な 場所 で は イベ ント アイ テム を 使用 す 
る こと に よっ て 先 へ 進め る 場合 も わる 。 こ れ ら を 繰 
り 返 し 、 イ ベン ト を 進行 させ て いく の だ 。 





と が で き な い 。 








4 複数 の アイ テム を 
順番 に 使っ た り 、 組 
み 合 わせ て 使っ た り 
する こと も ある 。 





リド ルレ ベル に よっ て 、 ゲ ー ム 中 で 発生 
する イベ ント は まっ た く 異 な っ て いる 。 
Easy で は 発生 し な い イ ベン ト も あり 、 イ 
ベン ト の 謎 も 分 か りや すく な っ て いる 。 一 
方 Hard で は 非常 に 難解 な 謎 が 多く 、 よ く 
考え な けれ ば 先 へ 進む お こと が で き な い 。 
ゲー ム で の 情報 だ け で は な く 、 現 実 の 知識 





AEasy で は 本 棚 に 本 を ら 冊 戻す だ 
な ども な けれ ば 解け な いよ うに な っ て いる 。 け で 数 字 を 読み と る こと が で きる 等 。 





人 AHard で は シェ イク スピ ア の 知識 
が 必要 。 難 解 な 詩文 を 読み 解く 等 。 








サー チ は アイ テム や 謎 解き に 必要 な 仕掛 け を 見 つ 
ける 能力 。 通 常時 、 ヘ へ ザー は 仕掛 け や セ ー ブ ポ イン 
ト 、 回 復 ア イ テ ム な どの 方 向 に 視線 を 向け る 。 ゲー 
ム 中 へ ザー が 正面 で は な く 首 を 曲げ て いる よう な 
ら 、 そ ちら の 方 向 に 何 か あ る と いう こと だ 。 サ ー チ 
する 範囲 は アク ショ ン レ ベル で 決ま っ て いる 。 ま た 、 
ボタ ン を 押し 続け る と 観察 モー ド に な り 、 近 くに 
ある 仕掛 け の 方 向 を 向く 。 エイ ミン グ は 敵 に 狙い を 
定め る 能力 で 、 警 戒 モ ー ド の 時 に 発生 する 。 


上 ActiOn Leve1 RWN1630| 
Ea&SY 


Norma1 
Hard 








4 へ ザー の 見 て いる 方 
向 を よく 調べ よう 。 引 
き 出 し に 何 か が ある 。 





4 観察 モー ド で は 少し 
身構え る よう な 態勢 に 
な り 、 向 き を 変え る 。 
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と HAY] 








- ム [Ok 筐 度 (v 准 落 














と 由 1 








の [NIS ヽ で ぐい 





プレ イ の コッ 


プレ イ を する 上 で 、 特 に 注意 し て お きた いこ と 、 覚え て 
お く と 効率 アッ プ す る テク ニッ ク を 説明 する 。 








豚 明 NM 
{ { 届 





中 敵 と 戦わ ず に 逃げ る 

この ゲー ム で は 敵 を 倒し て 得 ら れる も の は ほとん 
ど な い 。 そ の た め 、 基 本 的 に は 敵 か ら 逃 げ る 方 が 効 
率 よ く ゲ ー ム を 進め られ る 。 倒 すべ き 敵 は 、 何 度 も 
通る 場所 に いて 邪魔 な 敵 と 、 ボ ス だ 。 ま た 、 隠 し 武 
器 な ど を 手 に 入れ る 条件 を 満た す た め に 敵 と 戦う 場 
合 も ちる だ ろう 。 そ れ 以 外 で は 戦う 必要 は な い の で 、 
素早 く 敵 の 周囲 を すり 抜け る よう に し よう 。 


4 クロ ー サ ー な ど は 動き 
も 遅く 、 相 手 に する より 
避け た 方 が 良い 。 











量 ガ ー ド し て か ら の 反撃 
や お を 得 ず 戦う 場合 、 や みく も に 攻撃 する と 隙 が 
大 きく 、 反 撃 を 受け て し まう 。 一 度 敵 の 攻撃 を ガー 
ド し 、 敵 が 態勢 を 立て 直す 前 に 反撃 すれ ば 安全 に ダ 
メー ジ を 与え る こと が で きる 。 敵 の 攻撃 を ガー ド し 
た 直後 に 攻撃 ボタ ン を 押す と 、 ガ ー ド 終了 の 動作 を 








せ ず に 素早 く 反撃 する こと が で きる 。 な お 、 ガ ー ド 


R > すさ N 人 る 敵 の 攻撃 を よく 見 て 、 ガ ー 人 人 敵 の 隙 を つい て ダメ ー ジ を 
| ー ーー ミグ が N の 
し て いて も 少し だ け ダ メー ジ が ある が 、 防弾 ビ 罰 罰 したら すぐ に 反撃 。 与え る こと が で きる 。 


キ を 装備 し て いれ ば ダメ ー ジ を 0 に で きる 。 


量 視 点 を 上 手 に 使う 


視点 を うま く 利 用 する こと に よっ て 、 ゲ ー ム の 中 
で 表示 され て いる ヒン ト を 見 つけ る こと が で きる 。 
壁 に 書か れ た 文字 や 、 落 ち て いる アイ テム な ど 、 視 
点 を 変え て みる と 見 つけ られ る も の も ある 。 敵 と の 
戦闘 で も や 、 で きる だ け へ ザー の 背後 か ら の 視点 に 切 
り 替 えた 方 が 操作 し や すい 。 




















4 地下鉄 で は 天井 付近 に 表示 
が ある 。 移動 する 時 の めやす 
に し よう 。 








中 アイ テム の 使い 方 





イベ ント アイ テム を 手 に 入れ た ら 、 ま ず メ ニュ ー 
画面 で Examine コ マン ド を 使う 習慣 を つけ よう 。 
それ に よっ て 、 ア イ テ ム の 基本 的 な 情報 を 得る こと 
が で きる 。 次 に 、 仕 掛け の あり そう な 場所 で いろ ん 
な アイ テム を 使っ て みる こと 。 Combine で 組み 合わ 
せ て 使っ て みる こと も 忘れ な いよ うに し よう 。 仕掛 
け と アイ テム の 組み 合わ せ に は 意外 な も の も ある 。 


4Examine に よっ て 得 ら 
れる 情報 は 、 時 に は と て 
も 大 切な ヒン ト に な る 。 
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に wt 
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シナ リオ 解析 の 利用 法 


VSNSS 


シナ リオ 解析 編 で は ゲー ムク リア に 直結 する 情報 を 網羅 。 
各 パ ー ト ご と の マッ プ と 詳細 チャ ー ト を 上 手 に 活用 
すれ ば 冒険 を スム ー ズ に 進め て いく こと が で きる 。 


マッ プ 】 





で 6T 志 9E ま TIEO 0 9:! り 





場面 ど と の 地図 は すべ で 掲載 じ で あり 、 ア イ テ ム 
の 位置 や クタ クリー チャー の 出現 位置 も アイ コジ で 表示 
し て ある 。 ま た 通れ る 扉 や 鍵 が な い 扉 な どの 指示 も 、 
ゲー ム 中 と 同じ 記号 で 書き 込ま れ で いる 。 














アイ テム 

4 義人 9 ト ア イ テ ム は 四 還 の 番号 順に 表示 し 、 
補給 アイ テム は Easy、 Normal、 Hard の アク ショ 
ン レ ベル 別に 数 と 種類 を アイ コン で 表示 し で ある 。 


ウ り トチ 吉 

アク ショ ン レ ベル 別に 数 と 種類 を アイ コン 表示 。 

() 内 は 左 か ら Easy、 Normal、 Hard の 英 の 出現 数 。 
( ファ イル 


緑色 の 囲み は アイ テム 、 赤 色 の 囲み は クリ ー チ 
ー、 青 色 の 囲み は それ 以外 の 情報 を 掲載 。 
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NN … ク ロー ザー た 2 和 スラー る … ア ンプ ル (@ あ ) … セ ー ブ ポ イン ト 「 
天 。 ダブ ル ヘ ペッ ド : アク ショ ン レベ ル Easy で 前 … ハ ンド ガン の 弾 $ … 通 過 不 可能 な 扉 や 通路 「 
サジ の キャ 出 更 す る リー チャー 0 どちら か ら る 通過 可 | 
人 2 アク ョ ル ベ MNoma で | 購 … シ ョ ッ ト ガン の 弾 | ぐー うー 能 な こと を 示す 
は SA 52 チビ 』 サフ マシ ンカ ン の 衝 | 一 >… 一 方 通行 を 示す 
上 yt タ イ ナ ス Te 動か 動い イ パ 他 人 | 
0 る 7 リー チャ ー コウ ジャ つま 0 MI 
際 ハン ガン タイ ブナ ー ス 上 AR ーー 地 MCOeW | 
才 ( ぃ ペン チュラ ム … 栄 養 ド リン ク 中 IM Mn 27 
2 -/ モ 0 ぁ 2 間 eno | 放 We 7BDBEA 
し 了 8 の 覧 JHths6099 20 1 





eee 


Tndex Chart 
その 場所 で すべ きこ と を 簡潔 に 説明 。 
詳細 チャ ー ト を 見 な く で て も ある 程度 は 手 
順 が 把握 で きる よう に な っ で いる 。 チャー 
ト の 色 で プロ セス の 意味 を 変え で ある 。 


必須 の プロ セス …………・ 商議 
クリ ア に 必要 で は 
な い プ ロ セ ス 


2 週 目 以 降 に  .……… 
可能 に な る プロ セス 




















デュ 
err Nm 
詳細 チャ ー ト 
FLow Chart 

チャ ー ト の 項目 を クロ ー ズ アッ プ し て 、 
場面 どど に さら に 細か い 説 明 を 加え て あ 
る 。 ご れ を 見 れ ば 、 ど こ で 何 を すれ ば い 
いか が が すぐ に 分 か る よう に な っ て いる 。 


AA 移動 経路 図 
その 場所 の マッ プ を 縮小 し て 掲載 し 
で ある 。 道順 が すぐ に 分 か る よう に 
な っ て いる 。 


Demo 

イベ ント で デモ が 流れ る 場面 で は 、 
ゲー ム 中 で は 説明 され な い 物語 の 背 
景 な ど が 補足 され て いる 。 


詳細 解説 

各 場面 ど と の 詳し い 解説 が 掲載 され 
で いる 。 プ レイ ヤー が 何 を すれ ば 良 
ゆい の か が 書か れ て いる 。 


回 








9 0 か ヵ ヽ W/ 10 ひか ヽ と 
薬 ポ イン ト & ポ イン ト に つい て 
ある 地点 を 通過 し た 時 点 の 回 復 & 弾 薬 ア イ テ ム 
の 所 有数 に より 、 そ の 後に 配置 され る 回 復 & 弾 薬 
アイ テム の 数 が 増減 する こと が ある 。 そ の 際 、 回 
復 ア イ テ ム の 合計 所 有数 を 薬 ポ イン ト 、 弾 薬 アイ 
テム の 合計 所 有数 を 弾 ポ イン ト と 定義 し 、 右 の ポ 
イン ト を 当て は め て 算出 する こと に な る 。 マ ッ プ 
ペー ジ の 補給 アイ テム 欄 に 書か の れ て いる 各 ポ イン 

ト の 条件 を 満た せ ば アイ テム の 数 が 増減 する 。 











の 薄 ボ イン ト (1 個 あ た り ) 





栄養 ドリ ンク 1 PT を TP ソト 1 ポイ ント 
救急 キッ ト し に time… の 小 ジ ド 
アン プル EPC PP ウ 1 3 ポイ ンド 
の 弾 ボ イン ト (1 発 あ た り ) 

ハン ドガ ン の 弾 … 1 ポイ ント 
ショ ッ ト ガ ン の 弾 .- 3 ポイ ント 
サブ マシ ン ガ ン の 弾 …0.5 ポ イン ト 
スタ ン ガ ン パ バッテリ ー………… 2 ポイ ント 
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切 千 せき こせ] 








Tv 


民 き こ 





な が っ て いる こと を 示し て いま す 。 
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F Pa 
ジェ ッ ト コ ー ス ター に ひか れる 
ここ の 位置 まで 歩く と 、 ジェ ッ 
トコ ー ス ター が 走っ て き て ひか 
れ て し まう 。 こ の イベ ント は 避 
けら れ な い 。 ゲ ー ム オー バー で 
は な く 、 悪夢 が 終わ る だ け 。 














ーー テー 


を 


| [大 交 時 計 ] を 入手 。 


っ P041 








く 





O: 


| 世 三 ウシ ジャ ー キ ー」 を 入手 
ーP.041 





E り クン ルリ ルン | 
を 入手 。 一 P.039 





「 ハ ンド ガン 」 を 入手 。 一 P040 





1 
「 ト ング 」 を 使用 。 「 鍵 (ベス ト 
セラ ー ズ )」 を 入手 。 一 P.041 


)。 。 「 ビ ピー ム セ イ バー」 を 入手 。 


ーP.041 








「 シ ョ ッ ピ ング モー ル の 地図 」 
を 入手 。 一 P.040 






「 ト ング | を 入手 。 一 P.040 


Ne wwCiH AR 








[シェイ クス ピア 全集 」 を 棚 に 

戻す 。 暗 号 を 解い て 4 桁 の 数 字 

し ま ::【 の 攻め y/k ほっ の 導 コ リ ルレ 
4 】 日 | 








ベス ト セ ラー ズ に 入る 。 一 P.042 





ドー ター に 乗っ て 裏 世界 
ジオ 」 入手 。 一 P043 





「 漂 白 剤 ] を 入手 P044 





、 汚い トイ レ で の イベ ント 。 
っ P045 


が ド [防弾 チョ ッ キ ] 
を 入手 。 一 P.045 









TV を 見 る と 映像 が 見 える 。 
、 Pi045 





2 多 
ハン ドガ ン の 弾 入手 。 奥 の 扉 の 
、 鍵 を 開く 。 一 P.046 






「 調 理 され た 鍵 」 を 入手 。 一 P.046 


rm Pi 








肖 
| 





と 


「 ク ルミ 」 を 入手 。 一 P.046 





[調理 され た 鍵 ] を 使用 。 「 鉄 パ 
イプ 」 を 入手 。 一 P.046 


琶 パイ プ を 手 に 入 神 た 詳 






換気 扇 ス イッ チ を オフ に し 、 左 
の 扉 に 入る 。 [漂白 剤 ] と 「 洗 
剤 」 を 混ぜ て 虫 を 退治 。 換気 扇 
ひと も 5 た 区 : 北 2 の kr る ミリ 
IL7/ 


万 力 の よう な も の に 「 ク ルミ 」 
を 使用 、「 ム ー ン スト ー ン 」| を 
入手 。 一 P.047 


@ 





クル ミ の 中 に 実 攻 や な く で 区 か 
に た と: を 4 





「 


に 【 の ) le 較 ペー ニ レ ピル シ ミニ ジン コ 3 
使用 し て 開く 。 一 P.047 


迷 末 ME 


レン ルリ My 人 ペ コク) 
ーP.048 






、 ハ ンド ガン の 弾 な ど を 入手 。 
、 ーP.049 











基 革 こせ べ ] 








で つ [( 誠 ) 選 ー ミ ー 中 さ SVN 





PART 1 ンー ショ ッ ピ ング モー ル central square 


右 ショ ッ ピン グモ ー ル の 地図 | 
調 サフ マシ カン 


[ショ ッ ピ ング モー ル 1 階 ( 委 )] | イベ ント & 表 備 2 


時 ハン カン の 童 (22271) 


| 給 (Eax fd) SUDDIy 
うか 


トイ レ の 中 か ら ス ター ト 
へ ザー を 操作 で きる よう 
に な る 。 ダ グラ ス を まく た 
め に 、 ト イレ の 窓 か ら 脱 出 
する 。 こ の 時 点 で セー ブ す 
る 必要 は 特に な い 。 外 に 出 
た ら 、 右 に 向かっ て 走り 、 
最初 の 扉 に 入ろう 。 














mm アイテム 


| イペ ント & 装 備 SVeTi 和 P | 識 


| 科 給 (EasyNermalHard) supply 


WW 2 ロー サー(②2222) 


central square ショ ッ ピ ング モー ル ぐ PART 1 





[ショ ッ ピ ング モー ル 2 階 ( 委 )] 


File 
初め て の 戦闘 本 2 


ナム ボディ と の 初戦 闘 。 
し か し ナム ボディ は 動き が 
素早 く 、 最 初 は 苦戦 し が ち 。 
ここ は 素早 く 横 を すり 抜け 
て 扉 を 目指 そう 。 最初 に 目 
指す べき 場所 は ヘレ ン ・ ベ ー 
月 5 誠 


ヘレン. ペー カリ ー 


当 穫 せこ ご せ ヾ Y] 








つ [( 天 ) 亡 い ミ ー 中 VN 









で つ [( 編 ) 選 コミ ー 中 VNuW 


半 。 湊 


STILENT HiLL3 


5 


ト 


狭い 場所 で 敵 に 遭遇 
狭い 通路 を クロ ー サ ー が ふさ 

いで いる 。 敵 を 通路 の 片側 に お 

びき 寄せ て 逆 側 を 走っ て 抜け よ 

う 。 背後 か ら の 敵 に 挟み 撃ち さ 
る と 非常 に 危険 だ 。 





entral sqauare ショ ッ ピ ング モー ル マ PAH 





の う [( 煽 ) 請 コミ ー 中 VN 


0 3 


SILENT HTLL3 











難 稚 キ せこ 寸 Y] 








て で つ [( 綱 ) 避 い ミ ー 中 VSmW 





PART 1 9 ショ ッ ピ ング モー ル central square 





[ショ ッ ピ ング モー ル 2 階 ( 裏 )] 


ハン ドガ ン の 弾 あ り 
ハン ドガ ン の 弾 な ど が ある 部 
屋 だ が 、 ナ ム ボ ディ が た くさ ん 
いる 。 な まじ 相手 に する と 大 苦 
戦 す る 。 多 少 の ダメ ー ジ は 覚悟 
し て で も 走り 抜け 、 ア イ テ ム だ 
け 入 手 し て 脱出 し よう 。 


宝飾 店 













2 
、 計 Re4ji| 


1 
品 店 





9 





SN 








[( 組 ) 憶 い ミ ー 中 VS 


cn 
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穫 せこ 寺 








[( 綱 ) 尺 の Q ミ ー 中 ささ VS 


ト 一 」 


了 e ン っ ショ ッ 50 ク グモ ー ル central Square 














了 


[ショ ッ ピ ング モー ル 3 階 ( 裏 )] 


Centra1 Square 


棚 に 回 復 ア イ テ ム 


調理 され た 鍵 を 入手 し た 

ら 奥 の 壁 の 棚 、 向 か っ て 左 

』 の 隅 を 調べ よう 。 回 復 アイ 

テム が 置か れ て いる は ず 。 

奥 の 扉 は 開か な い 。 入 っ て 

きた ドア に 引き 返し て エス 
カレ ー タ ー を 下り よう 。 


還 ア イ テ ム 


| イベ ント & 閉 備 


eo 


NM ロー サーO11) 





地下 鉄 に 進む 前 に 、 


ター が 開い て いる ハン バー 

ョ ッ プ を へ 寄 ろ う 。 
セー ブ ポ イン ト が あり 、 回 
復 ア イ テ ム 、 弾 薬 な ども あ 
る 。 へ ザー が 眠っ て いた 窓 
、 際 の 席 も 調べ て みよ う 。 





central sauare ショ ッ ピ ング モー ル PAR 


0 


SILENT HILL3 ぅ 3 


こ 』 [( 邊 ) 避 コミ ー 中 VN 





PART 1 > ショ ッ ピ ング モー ル central square 1 





茹 弄 せこ せ べ ] 











て こつ [テー+ 番 吾 、 ミ ー 由 NMNSmW 


へ ザー の 前 に 現れ た 探偵 、 ダ グラ ス 。 彼 を 振り きっ 
て 抜け 出し た へ ザー に 、 見 た こども な い 怪 物 が 製 い 
し ノル メー 間 と ルコ が: 土 - 怒 0 と) ソ リン ルン ル / 



















析 に まみ れ た 遊園 地 の 中 を さま よう 、 悪 夢 に うな され 
ぐい た へ ザー。 彼女 が ハン パー ガー ショ ッ プ で 目 沈 め る 
シー シン だ 。 一 度 ゲ ー ム を クリ ア し -「Extra-New_Game] 
で ゲー ム を 開始 し た 場合 は 、 [悪夢 ] の 遊園 地 は 登場 せ | 
ず 、 こ の へ ザー の 目覚 め の 場面 か ら ス ター ト す る 。 異変 CI 
の 兆候 は まっ た く な く 、 周 囲 も 通常 の ざわ めき に 包ま れ 0 2 
で いる 。 席 を 立つ 。 





< 目覚 め た ば か りら の | 


eeetezozrezemeeecemueeexAocroeermeeoeozazeeeezreeaoaoeaeeaaaopreeeneaaeaaraeaneaeaaeeeoearneaoeaeaeeeaaaaararzeaeaoeeaseoaaewanaspetaeemraaaeaeeacrrrauaooseooraeeeaseoesuazeeaeazecosooegeoaaervaa 
中 











父親 に 電話 を か け て 、 こ れ か ら 帰 宅 す る と 告げ る べ 
ザー。 彼女 の 前 に 、 ダグラス と 名 乗る 探偵 が 現れ る 。 
彼 は へ ザー の 出生 に 関す る 情報 を 持っ て お り 、 あ る 人 
- 物 に 会 わせ た いと 言っ で くる 。 全く 関 心無い ベ ザ ー 
は 、 し つこ くつ いて くる ダグ ラス を まく た め に 、 女 子 
トイ レ に 入る 。 こ の シー ン が 終わ る と プレ イヤ ー が 岳 
ads 





< 探 偵 と 名 乗る ダグ | | 
ラス 。 尾 し お へ ザー | | 
は 彼 を 無視 し 、 そ の ま 
ま 女子 トイ レ に 入っ 
で いく 。 

















回 Character & Demo 


や ヶ み ペ ーー > olb、 で ペ 
ダグ プス カー ドジ ンド 
何者 な の か は っ きり し な い が 、 へ ザー を 探し て い 
た らし い 。 ショ ッ ピ ング モー ル で 買い 物 を し て いた 
へ ザー に 接 し 、 探 偵 と 名 乗る 。 長い コー ト に よれ 
よれ の ネクタイ と いっ た 、 潮 えな い 風 貌 。 へ ザー は 
彼 の 素性 を 怪し み 相 手 に し よう と し な い 。 女子 トイ 
レ に 入ろう と する へ ザー に 対し 、 廊下 で 待っ で いる と 
告げ る 。 ベ ザ ー は 彼 の 追跡 を まく た め に 、 ト イレ の 
窓 か ら 脱出 し 、 別 の 入口 か ら 再 度 シ ョ ッ ピ ング モー 
ル の 中 に 入る 。 






で ペー 


づ デ 





へ ザー が 出 て くる 
| まで 廊下 で 待つ と そい 
コタ フラ ス 、 9 


は うん ざり 。 


ここ か ら へ ザー を 操作 で きる よう に 
な る 。 まず は 鏡 に 書か れ た 紋章 を 調べ 、 
セー ブ ポ イン ト を 確認 し よう 。 特 に こ 
こ で は セー ブ す る 必要 は な い が 、 メ ッ 
セー ジ を 見 る こと が で きる 。 一 番 窓際 
の 個室 に は 誰か 入っ て いる よう だ が 、 
ノッ ク の 音 が する だ け で 姿 を 見 る こと 
は で き な い 。 窓 を 調べ る ど モ ー ル の 外 
に 出る こと が で きる 。 


b 窓 に 近づい て @ ボ タン を 押し て 調 


べ る と 、 外 に H 


central square ショ ッ ピ ング モー ル ご PART 1 





キャ ラク ター& デ モ 


- Doug1as Cartland 50 代 後半 男 - 











HH られ る 。 


4 鏡 に 書か れ た 紋章 が セー ブ ボ イン 
ト 。 見 つけ た ら チ ェ ッ ク し よう 。 








無限 サブ マ . シ ン ガ ン 入手 。(2 周 目 以降 ) 


ラス ボス を 打撃 武器 で 倒し て 、 ゲ ー 
ム を クリ ア し た こと が あり 、「Extra 
New Game」 で 新た に ゲー ム を 始め 
た 場合 に は 、 こ こ で 無限 サブ マシ ン ガ 
ン を 入手 で きる 。 トイ レ か ら 外 に 出 た 
ら す ぐ 左 に 向き を 変え 、 突 き 当たり ま 
で 進 も う 。 箱 の 上 に 無造作 に サブ マシ 
ン ガ ン が 置か れ て いる 。 弾 数 の 制限 な 
く 撃 ち 続 ける こと が で きる 。 





4 非常 に 強力 な 武器 
だ 。 ら 周 目 以降 の プ 
レイ で し か 入手 する 
こと が で き な い 。 こ 
れ さ え あ れ ば 敵 に は 
苦労 し な い 。 




















て 《 つ [テー+ 普 幸 へ ミー 中 NNN 


凍 入 せこ 寸 Y] 














PART 8 > ショ ッ ピ ング モー ル central square 


. 暴 形 と の. 中 遇 < ハ 
シャ ッ タ ー の 閉じ か けた ブティック 
に 入る と 自動 的 に デモ が 始ま る 。 床 に 
落ち て いる ハン ドガ ン を 入手 。 そし て 、 
突然 現れ た 不気味 な 怪物 を 銃 で 殺す こ 
と に な る 。 店 員 は 明らか に 怪物 に 殺さ 
れ て いる 。 ヘ へ ザー と 死体 の 中 間 辺 り 、 
レジ の 正面 に ハン ドガ ン の 弾 が 落ち て 
いる の で 、 忘 れず に 入手 。 そ の 後 、 レ 
ジス ター の 裏側 を 回 っ て 奥 の 扉 か ら 外 
に 出 よ う 。 














切 江 せこ ご こせ せ べ ] 


ざさ っ すず 


人 る トイ レ か ら 外 に 出 た ら 、 こ の 扉 を くぐっ て 
ショ ッ ピ ング モー ル の 中 に 戻る 。 そ の まま 走っ 
て 、 突 き 当たり の 扉 を 開 こ う 。 




































ブティック の 裏 の ドア か ら 出 る と 、 
狭い 通路 に 出る 。 こ こ か ら シ ョ ッ ピ ン 
グモ ー ル の 外 に 戻る こと も で きる が 、 
出口 は な い 。 エレベータ ー は 動か な い 
が 、 そ の 脇 の 階段 を 使っ て ら 階 へ 進 も 
う 。 エ レベ ー タ ー 正 面 の 掲示 板 に は 
ショ ッ ピ ング モー ル の 地図 が ある の で 
忘れ ず に 入手 し て お こう 。 非常 に 重要 
な アイ テム だ 。 








ら 階 で は まず 、 シ ョ ッ ピ ング モー ル 
中 央 の 大 き な 吹 き 抜け へ 進 も う 。 吹 き 
抜け に は ら 体 の クロ ー サ ー が いる 。 こ 
れ を うま く 走 っ て 避け 、 ヘ レン ・ ベ ー 
カリ ー に 入る の だ 。 扉 の 左手 に は トン 
グ が 置か れ て いる 。 後 で 使用 する こと 
に な る の で 入手 し て お こう 。 そ の 後 、 
吹き 抜け か ら 通 路 に 戻っ て 別 の 道 を 探 
索 する 。 


の [テー+ ポ 夷 へー 中 NICNuW 











クリー チャ ー に 襲わ れ て 死ん 
で いる 店 員 。 こ の へ ザー の 位置 
か ら 見 て 左 後方 に ハン ドガ ン の 
弾 が 落ち て いる 。 K 


に | 
出 


ル の 地 國 入手 


4 襲っ て くる クリ ー チ ャ ー。 巡 
怖 に 駆 ら れ て ハン ドガ ン を 乱射 
する へ ザー。 殺 され る か と 思っ 
た 瞬間 、 ク リー チャ ー は 倒れ る 。 





レジ カウ ンタ ー の 裏 を 通っ て 








を 探 そう 。 暗 い が 奥 の 方 に 











扉 が め る 。 こ こ か ら お 店 の 裏側 
に 抜け られ る 。 


る 何気ない 掲示 板 に 、 
2 ヨッ ツ ピ ジ シダ グモ 王 上 
の 地図 が ある 。 現在 
位置 が 分 か る の で 探 
索 が と て も 楽に な る 。 
ぜひ 入手 し よう 。 














4 パン 屋 に つき も の 
の アイ テム 、 ト ング 。 
これ さえ あれ ば 後 で 
鍵 を 入手 で きる 。 











] 
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mp 一 


クリ ア 時 の 評価 画面 で 、 射 撃 武 器 で 
倒し た クリ ー チ ャ ー の 数 が 打撃 武器 で 
倒し た クリ ー チ ャ ー よ り 多 い 場 合 、 火 
炎 放射 器 が 入手 可能 に な る 。「Extra 
New Game」 で ゲー ム を 開始 する と 、 
この ベー カリ ー の レジ の 上 に 火 火 放射 
器 が 置か れ て いる 。 射 程 は 短め だ が 、 
連続 し て ダメ ー ジ を 与え る こと が で 
き 、 し か も エネ ルギー の 制限 は 無い 。 


ドー ルン カー ーー 


次 に マッ プ 左 上 に 向け て 伸び る 通路 
を 探索 し よう 。 最 初 に 入れ る 右手 の 訪 
庫 に は ダブ ル ヘ ッ ド が いる が 、 す ぐに 
は 醒 っ て こない 。 ピ ビー フジ ャ ー キ ー に 
気 を 取ら れ て いる の だ 。 そ の そば の 木 
箱 に 使用 前 の ビー フジ ャ ー キ ー が 置か 
れ て いる 。 近づく と ダブ ル ヘ ッ ド か 気 
付く の で 、 素 早く ビー フジ ャ ー キ ー を 
手 に 入れ て 逃げ よう 。 


Ia 馬上 を 


MM マッ プ 左 上 に 伸び る 通路 の 奥 の 方 、 
非常 衝 の そば の 扉 に 入る と ヒ セ ー ブ ポ イ 
ント が ある 。 中 に 敵 は いな い の で 安心 
し て 棚 の 回 復 ア イ テ ム を 入手 し よう 。 
扉 か ら 見 て 一 番 遠 い 端 の 隅 を 調べ る と 
何 か が 落ち て いる こと が 分 か る 。 こ こ 
で トン グ を 使用 すれ ば 、 狭 い 隙 間 か ら 
中 に 差し 入れ て 「 ト ング で 拾っ た 鍵 ] を 
入手 する こと が で きる 。 





























4 射撃 武器 を メイ ン に し て クリ ア し 
た プレ イヤ ー に 与え られ る ご ほう び 
だ 。 





b 火 淡 放射 器 の 下 の ち らし に も 変化 
が ある 。 調べ て みよ う 。 





の 効果 。。 


4 ビー フジ ャ ー キ ー に 気 を 取ら れ て 
いる うち は 襲っ て こない 。 


b 近づく と さす が に こち ら に 気付 
き 、 襲 いか か っ て くる 。 





スズ の 幼 を 入手 


4 ここ に も セー ブ ポ イン ト が ある 。 
心配 な ら セ ー ブ し て お こう 。 


吹き 抜け 


bk かなり 隅 に 落ち て いる 。 
に ある 書店 に 入る た め の 鍵 だ 。 





づり エー ム セ ー ニ バー 入手 (2 周 目 以降 ) 


一 度 ク リア し た 際 に 敵 臣 器 よ り も 
打撃 武器 で 多く の 敵 を 倒し て いる 場 
合 、「Extra New Game」 で ビー ム セ ー 
バー を 入手 する こと が で きる 。 セ ー ブ 
ポイ ント が あっ た 廊下 の さら に 奥 、 突 
き 当 た り の 扉 を 調べ て みよ う 。 ド アノ 
ブ が 外れ て 武器 に な る 。 強力 な 剣 だ が 、 
攻撃 を 受け る と スイ ッ チ が 消え て し ま 
う の で 、 使 用 時 は 注意 し よう 。 


亡 
ま 
ウ の 
き 
あ 
り 








4 ドア ノブ が 武器 に 
な る 。 警 戒 状態 で 移 
動 し な が ら 出 す と ス 
イッ チオ ン の 際 の 隙 
が 少な く 、 す ぐ 攻 撃 
に 移 れる 。 





4 


STLE 
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に つう 


析 更 、 還 ま 天 所 まき 
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の [テー+t 血 加 へ キーNNINdu 






ペー キー ポス 







視 庫 を 出 た ら 、 通 路 を 戻り 、 再 び 
ショ ッ ピ ング モー ル 中 央 の 吹き 抜け 
へ 。 ら 体 の クロ ー サ ー を か わし な が ら 、 
ベス ト セ ラー ズ の ガラ ス 戸 を 調べ よ 
う 。 明 る く 目 立つ の で お 店 の 場所 は す 
ぐ 分 か る は ず 。 す る と 自動 的 に 「 ト ン 
グ で 拾っ た 鍵 ] を 使用 し 、 中 に 入れ る 
よう に な る 。 す ぐ 中 に 入っ て クロ ー サ ー 
を か わ そ う 。 


書店 で は 一 番 奥 の 扉 の 鍵 を 開く こと 
が 目的 だ 。 こ の 鍵 は 、4 桁 の 数 字 を 入 
力 し て 開く よう に な っ て いる 。 数 字 の 
ヒン ト は この 書店 の 中 に ある 。 こ こ で 
の 謎 解き は リド ルレ ベル に よっ て 変化 
する 。Easy と Normal で は 数 字 は ラン 
ダム 、Hard で は 常に 同じ 数 字 に 設 
され て いる 。 レ ジ の 上 に ある ハン ドガ 
ン の 弾 も 忘れ ず に 取っ て 進 も う 。 








和 人 900dfeamWteWMeete 人 deeeeleiu08 












本棚 に 空い て いる 場所 が ある 。 こ 


こ で 本 を 使い 、 棚 に 戻 そう 。 


ーー 
セラ ニス へ 。。。 ae 


4 ぽつんと 明る い 書 
店 が ある 。 ド ア を 調 
べ て 鍵 を 開き 、 中 に 
入ろう 。 も た も た し 
いる ど ごみ ロー ザ サー 
が 襲っ て くる 。 





8964erewdAmMeX6WWffnoy 


4Easy と Normal で は 落ち て いる 全 
集 を 本 棚 に 戻し こみ る と 分 か る 。 












5 ecomerempenompymenewrreseepremreawsweeewwesrzomearoeeaezewraneznmaret em 


Character & Demo 


| 
| 
1 
| 怪物 だ ら サ の ツジ ョ ッ ピ ング モー ル で ご こ ご べ へ ザー テ が 出 
| 会 う 黒 衣 の 女性 。 異常 事態 の 中 に ある の に まっ た く 
| 平常 で 感情 を 抑え た し ゃ べり 方 は 、 か えっ て 伺か 不 
| 気味 な も の を 感じ させ る 。 初対面 の は ず の へ ザー に 
還 WEREHORMBER SR 
こつ いて 、 ヘ へ ザー 自身 が 知ら な い 何 か を 知っ て いる 


ポ づ 9 


た へ ザー を 置い て どこ へ と も な く 立 ち 去 る 。 







| 
| 
H 


話す 内 容 は [楽園 ] な ど 宗教 が か っ て お り 、 事 情 
の 分 か ら な い ヘ ザー に は 要領 を 得 な い 。 頭痛 が 起き 


4 謎 めい た 言葉 だ け 
を 残し 、 立 ち 去 る ク 
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aweaamraewensaewstaeeowmkastrarrmeoeewenwiawemruoweseveuetesamnmrartaevweweords Preoereysememwaeeesarawnnraen 


クロ ー デ ィ ア が 消え た 方 に 向かっ て 
いく と 、 エ レベ ー タ が ある 。 扉 を 調べ 
る と デモ が 始ま る 。 乗っ て し まう と 戻 
る こと は で き な い の で 、 や り 残 し た こ 
と が ある な ら 扉 を 調べ る 前 に 戻っ て 済 
ませ て お こう 。 エレベーター の 中 で は 
天井 か ら ラ ジオ が 落ち て くる 。 ク リー 
チャ ー が 近く に いる と 雑音 を 出し て 教 
えて くれ る アイ テム だ 。 ラジ オ 入 手 後 、 
裏 世 界 に 突入 する 。 














人 る 奥 に ある エレ ベー ター を 調べ て 乗り 込 も う 。 
動い て いる エレ ベー ター は ここ だ け 。 も う 戻 
る こと は で き な い 。 

















4 下り て いく エレ ベー ター の 外 
に は 不気味 な クリ ー チ ャ ー が う 
ご めく 。 い っ た い ど こま で 下り 
て いく の か ……。 


』 天井 か ら 落 ち て くる ラジ オ 。 
敵 が 近く に いる と 雑音 を 発する 。 
死ん だ フリ を する 敵 も 雑音 で 判 
断 す る こと が で き 、 便 利 。 


4 メニ ュー 画面 で ラジ オ を 調べ 
る と 、 音 量 を 調節 する こと が で 
きる 。 自 分 の 聞き や すい 音量 に 
セッ ト し て お こう 。 
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で 








エレ ベー ター を 下り る と すぐ ダブ ル 
ヘッ ド に 襲わ れる 。 相 手 に する と や っ 
か いな の で 、 通 路 を 走っ て 救護 室 へ 逃 
げ 込 も う 。T 字 路 の 突き 当たり に ある 
部 屋 だ 。 こ こ に は セー ブ ポ イン ト が あ 
る 他 、 回 復 ア イ テ ム な ども 置い て ある 。 
一 休み し た ら 、 扉 を 出 て 左 に 進み 、 扉 
を 開い て 倉庫 の 方 へ 向け て 進 も う 。 


ライト. を 入手 


トイ レ の 手前 に ある 扉 を 入る と 倉庫 
だ 。 こ こ に は 節電 の た め 灯 り を 消す よ 
うに 、 と いう 指示 と 、 電 灯 の スイ ッ チ 
が ある 。 スイ ッ チ を オフ に し て みる と 、 
壁際 に 何 か が 光る も の が ある は ず だ 。 近 
寄っ て 調べ る と ライ ト を 入手 する こと 
が で きる 。 ま た 、 壁 の 棚 に は ハン ドガ 
ン の 弾 や 回 復 ア イ テ ム も ある の で 、 忘 
れず に 入手 し て お こう 。 


漂白 . 刑 入 . 手 


門 庫 を 出 た ら す ぐ 隣 の 部 屋 に 入 ろ 
う 。 こ こ は 男 子 ト イレ だ 。 幸い 誰 も い 
な い が 、 リ ドル レベ ル が Normal 以 上 
な ら こ こ に 漂白 剤 が 置か れ て いる 。 後 
で 通路 を ふさ ぐ 躍 の 群 を 退治 する 時 に 
必要 に な る の で 、 必 ず 取 っ て お く こ と 。 
リド ルレ ベル が Easy な ら ば ここ に は 
何 も な い 。 特 に 立ち 寄る 必要 も な い の 
で 、 さ っ さと ブティック を 目指 そう 。 

















る 過酷 な 裏 世界 を 探 
索 前 に 、 こ の 部 屋 で 一 
度 セ ー ブ し て お いて 
も 良い か も し れ な い 。 
慎重 に 先 を 進 も う 。 


3 電灯 を 点灯 、 消 灯す る た め の ス イッ 
チ が ある 。 消 し て みよ う 。 


壁際 で 光る も の を 発見 。 ライ ト だ 。 
これ が な いと 後半 は 先 へ 進め な い 。 





すぐ 隣 の 扉 。 や や 奥まっ て いる の 
で 、 見 落と し て し まう こと も 。 


k 壁際 に 置か れ た 漂白 剤 の ビン 。 目 
立つ の で すぐ 分 か る だ ろう 。 








し 





] 





才 
子 
ト 
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レ 
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た 





、 6 トイ レ に て - 


本 筋 と は 関係 な い イ ベン ト が ら つ 発 
生 す る 。 一 番 奥 の 個室 を 調べ る と ノッ 
ク の 音 が する 。 中 に 誰か 居る よう だ が 
部 屋 を 出 よ うと する と ……。 も う 一 つ 
は 『「 サ イレ ント ヒル 2」 の デー タ が メ 
モリ ー カ ー ド に ある 状態 で ゲー ム を 起 
動 す る と 発生 する 。 汚 れ た 便器 に 何 か 
が 詰まっ て いる の だ 。「2』 を プレ イ 
し た 人 な ら ピ ン と くる か も ? 


最初 に ハン ドガ ン を 入手 し た の と 同 
じ ブ ティ ッ ク の は ず だ が 、 こ の 裏 世界 
で は 少し 様子 が 変わ っ て いる 。 こ こ で 
は 非常 に 重要 な アイ テム が 二 つ 手 に 入 
る 。 ひと つ は 進行 上 に 必要 な ハン ガー。 
も う ひ と つ は ダメ ー ジ を 軽減 し こく れ 
る 防弾 チョ ッ キ だ 。 ハ ン ガ ー は レジ 正 
面 付 近 の 壁際 、 防 弾 チ ョ ッ キ は 一 番 奥 
の ハン ガー に か か っ て いる 。 


ハン ガー を 入手 し た ら 来 た ルー ト を 
戻 ろ うう 。 クロ ー サ ー が いる 広い 通路 で 、 
マッ プ 左 端 に ある 部 屋 に 入る 。 こ こ に 
は 天井 に 穴 が 空い て お り 、 ハ シゴ が 見 
える 。 普通 で は 手 が 届 が な い が 、 ハ ン 
ガー を 使用 し て 引き 下ろ し 、 上 る こと 
が で きる よう に な る 。 上 の 階 か ら ハ シ 
ゴ を 降り た り 、 穴 に 落ち た りす る と こ 
こ に 戻る 。 





ハシ ゴ で ら 階 に 上 が る と 通路 に 出 
る 。 ノ イズ の ある テレ ビ を 調べ る と 短 
い イ ベン ト を 見 る こと が で きる 。 また 、 
その 右手 の 通路 を 進 お むと セー ブ ボ イン 
ト も ある 。 こ の 通路 に は 、3 階 へ の エ 
スカ レー ター、 宝 飾 店 の 扉 、 ナ ム ボ ディ 
の 部 屋 へ の ドア が ある 。 ま ず は 3 階 へ 
の エス カレ ー タ ー を 上 っ て みよ う 。 


汚い トイ レ の イベ ント 。「 ら 2』 で 
も あっ た の を 覚え て いる か な ? 


敵 の 攻撃 を 防ぐ 便利 な アイ テム 。 
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ハン. ガー。。 肪 弾 チ ョ ン キ 入手 





ボス 戦 で は 必須 だ 。 





4 誰 も いな い 個 室 。 あの ノッ ク は 一 
体 何だ っ た の か ……。 





4 線 が 細い の で 見 逃し て し まい が 
ち 。 部 屋 を よく 調べ よう 。 





4 真下 に 立つ と 視点 が 変化 し 、 ハ シ 
ゴ に 気付 く よ う に な っ て いる 。 


ル 下 で ハン ガー を 使用 する と 、 デ モ * シ 
が 始ま る 。 


テ ボス 戦 直前 に も ここ で セー ブ し て 


お く と 





良い だ ろう 。 








4 テレ ビ に は 一 瞬 だ け 「1」 の シェ 
リル の 画像 が 映る 。 
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テレ ビ に 向かっ て 左手 の 部 屋 に は 、 
奥 の カ ウン ター の 上 に ハン ドガ ン の 弾 
が 置か れ て いる 。 弾 は 補充 し た い が 、 
狭い 部 屋 で ナム ボディ に 囲ま れる と か 
な りや っ つかい だ 。 一 番 い い 作 戦は 、 中 
に 入っ た ら 思 い 切 っ て 突っ 走り 、 敵 を 
無視 し て 弾 を 手 に 入れ た ら 、 そ の まま 
奥 の 扉 の 鍵 を 開け て 逃げ る こと だ 。 こ 
れ な ら 被 害 は 最小 限 で 済む 。 


公民 せこ 寸 Y] 


エス カレ ー タ ー を 歩い て 3 階 に 上 が っ 
た ら 、 す ぐ 右 手 に ある 部 屋 に 入ろう 。 
部 屋 の 中 央 に 犬 の 丸焼き が 乗っ て い 
る 。 丸焼き を 調べ る と 「 調 理 さ れ た 鍵 ] 
を 入手 する こと が で きる 。 こ の 鍵 は カ 
フェ に 通じ る 扉 を 開く た め に 必要 だ 。 
食堂 の 奥 の 棚 に ある 回 復 ア イ テ ム を 入 . 
手 し た ら 、 入 っ て きた 扉 か ら 出 て ら 階 
の テレ ビ の ある 通路 へ 戻 ろ う 。 


クル . ミ 手 

ら 階 通 路 に 戻っ た ら セ ー ブ ポ イン ト 
の 前 を 通り 過ぎ 、 宝 飾 店 に 入ろう 。 こ 
こ で は まる で 宝石 の よう に ショ ー ケ ー 
ス に 陳列 され た クル ミ を 手 に 入れ る こ 
と が で きる 。 ク ルミ を 入手 し た ら そ の 
まま 直進 し て 奥 の 扉 か ら 出る 。 ク ロー 
サー の 攻撃 を か わし 、 奥 の ドア で d 階 
で 手 に 入れ た 「 調 理 さ れ た 鍵 ] を 使用 
則 詞 玖 妥 下 民 央 の 








調理 され た 鍵 を 使っ て 入っ た 部 屋 は 


ビィ 

g カフ ェ だ 。 ま ず 入 っ て すぐ 左手 の 棚 の 
シ 中 に 栄養 ドリ ンク が 置か れ て いる 。 ま 
生計 議 / た 、 た に 直 汗 し た 壁 に は 余 め に 鉄 バイ 
ル 肝 庶 プ が 張り 出し て いる は ず 。 こ の 鉄 バ イ 
科 論証 プ を 調べ る と 、 武 器 と し て 持っ て いく 
に こと が で きる 。 今後 、 ナ イフ に 変わ り 
T 打撃 武器 の 主力 と な る 。 ナイ フ よ り は 
こ 議 詳 ぶっ と 強力 な 武器 で ある 。 

0 4 
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25 拭 バ イプ を 入手 





4 動き の 早い ナム ボ 
ディ に 囲ま れる と か 
な り 苦 戦 す る 。 相 手 
に せ ず 近づか れる 前 
に 素早 く 逃 げ ば る の が 
一 番 いい 手 だ 。 























4 犬 の 丸焼き の 中 か ら 鍵 が 出 て く 
る 。 大 切 に 持っ て お こう 。 





P 奥 の 棚 に は 回 復 ア イ テ ム 。 
の 扉 は 開か な い 。 


その 横 

















< 宝飾 店 に ある ショ ー 
ケー ス に ぽつんと 残 
っ て いた 不思議 な ク 
ルミ 。 こ ん な 場所 に 
いっ た い 誰 が 残し て 
いっ た の だ ろう ? 


4 外し て 持っ て いく 。 間 合い も 広い 
し 、 移 動 し な が ら 攻 撃 で きる 。 


』 棚 に は 栄養 ドリ ンク が 置か れ て い 
る 。 見 落と さ な い よう に し よう 。 
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3 に 3 








洗剤 . を 入手 


吹き 抜け に 出 た ら 、 ベー カリ ー の あっ 

た 場所 へ 入ろう 。 こ こ は が らん と し て 
いる が 奥 へ 抜け る 出口 が ある 。 ま た 、 
リド ルレ ベル が Normal 以 上 な ら 、 出 
口 の 手前 に 洗剤 が 置か れ て いる は ず 。 
この 後 、 虫 の 大 群 を 倒す た め に 必要 な 
アイ テム な の で 持っ て いこ う 。 そ れ 以 
外 に は 特に この 部 屋 で 注意 すべ き 点 は 
な い 。 


換気扇 と 。 緩 忠 抽 


大 き な 換 気 扇 の ある 通路 に 出る 。 リ 
ドル レベ ル Normal 以 上 で は 、 躍 を 退 
治し な けれ ば な ら な い 、。 通路 で まず 、 
換気 扇 の 電源 を オフ に し て お こう 。 次 
に 左手 の ドア を くぐり 、 空 の くず 入れ 
の 前 で Combine コ マン ド で 洗剤 と 漂 
白 剤 を 混ぜ て 使用 する の だ 。 通路 に 戻 
る 際 は 、 忘 れず に 換気 扇 の 電源 を オン 
に し て か ら 再 び 進 も う 。 


万 力 の . よ う . な も の で クル ミ を 割る 


広い 通路 で は 、 ダ ブル ヘッ ド と ペン 
ヂ ュ ラ ム を 上 手 に 避け よう 。 こ こ に は 
セー ブ ポ イン ト が ある 。 ま た 万 力 の よ 
うな も の が 置か れ て いる の で クル ミ を 
使用 し 、 中 か ら ム ー ン ス トー ン を 入手 
する 。 こ れ で つい に スプ リッ トワ ー ム 
と 戦う た め の 準 備 が 整っ た 。 部 屋 を 出 
た ら 右 手 に 進み 、 吹 き 抜け へ の 扉 の 鍵 
を 外し て 通 ろ う 。 近 道 で きる 。 











central square ショ ッ ピ ング モー ル ご PART 1 


4 裏 の 流し の 辺り に 
置か れ て いる の が 洗 
剤 の ビン だ 。 た だ し 
この ビン は 、 リ ドル 
レベ ル Easy で は 存 
在 し な い 。 


4 まず オフ に する 。 和 殺虫 剤 を 使っ た 
後 で オン に 戻す の を 忘れ る な 。 





, 洗剤 と 漂白 剤 を 混ぜ る と 有毒 ガス 
が 発生 する の だ 。 真似 し な いよ うに 。 











4 白い 台 の 上 に 置か れ て いる の が 万 
力 。 近づい て クル ミ を 使用 する 。 











ょ クル ミ の 中 に は ムー ンス トーン 
が 。 ど う や っ て 入れ た の だ ろう ? 





[ ブ ば 月 の 尾 を . ム . ニ ンス トー ン で 開く 


宮 S 


テレ ビ の ある 通路 へ 戻り 、 必 要 な ら 
セー で お く 和 5 スカル ター を 引 つ 
て 3 階 へ 。 正 面 吹き 抜け へ 続く 通路 に 
は 、 月 の 扉 が め る 。 ム ー ン ス トー ン を 
使用 すれ ば 扉 が 開く よう に な る の だ 。 
吹き 抜け の 中 央 部 分 に ハシ ゴ が ある 。 
降り る と ボス 戦 な の で 、 あ ら か じ め 装 
備 や 体力 を 整え 、 防 弾 チ ョ ッ キ を 着 て 


お こう 。 


4 この 扉 の 前 で ムー 
ンス トー ン を 使用 
し 、 は め 込 むと 扉 が 
開く 。 扉 の 中 に は 敵 
は いな い の で 、 安 心 
し て 進 も う 。 








茎葉 き こざ ] 











さこ 』】 [テー+ ボ 秋 畔 モー 中 NN TSmW 













巨大 な 外皮 に 履 わ れ て お り 、 そ の 中 か ら 口 を 出 で は 体力 に 関係 な く 即 ゲー ム オ ー バ ー。 決 し て 受 
し て 攻撃 し て くる 。 前 後に ある 6 つの 穴 の どれ か け な い よう に し な けれ ば な ら な い 。 十分 に 距離 を 
か ら 顔 を 出す の で 、 そ の 正面 に 移動 し こ て ハ ンド ガ 置い て 攻撃 する の が 安全 だ 。 外 皮 に 攻撃 が 当たっ 
ン で 攻撃 する と 良い だ ろう 。 あ まり 接近 する と 噛 ” て も あま り 効 果 は な い の で 、 正 面 か ら 口 の 辺り を 
み 付 き 攻 撃 を し か け て くる の で 注意 が 必要 。 ま た 狙 お う 。 時 々 穴 か ら 出 て 移動 する の で 、 そ の 際 に 
特殊 噛み 付き 攻撃 は アク ショ ン レ ベル Hard 以 上 は 踏み つぶ され な いよ うに 。 


半生 せこ すす] 


【 ス プリ ッ ト ウ ー 計 





アクション レベ ル 体力 

890 前 後 
1690 前 後 
4009 前 後 


















地震 攻撃 
正 み 付き 攻撃 (特殊 ) 
移動 時 体 当 た り 攻 撃 








対処 方法 


出 て くる 穴 を 見 極め 、 走 行 や 平行 移動 を 
活用 し て スプ リッ トワ ー ム の 正面 に 移動 
する の が 鉄則 。 そ の 後 、 ハ ンド ガン を 和装 
備 し て 攻撃 する 。 外 皮 に 当たっ て も た い 
し た ダメ ー ジ に な ら な い の で 、 か な ら ず 
皮 の 内 側 を 狙う こと 。 








4 穴 か ら 穴 へ の 移動 
中 は た いし て ダメ ー 
ジ を 与え られ な い 。 
無駄 弾 は 使わ な いよ 
うに 、 次 の 攻撃 の 機 
会 を 待 と う 。 


4 大 きく 口 を 開け て 
いる 間 が 攻撃 の チャ 
ンス 。 ハ ンド ガン で 
連射 し て ダメ ー ジ を 
与え よう 。 近 づき 過 
ぎ な いよ うに 。 














て で つ [テー+ 慕 器 モー 中 さき VSmN* 








central sqauare ショ ッ ピ ング モー ル < pa 





[ 





スプ リッ トワ ー ム を 倒す と 、 元 の 
ショ ッ ピ ング モー ル 1 階 に ある 広場 に 
戻っ て いる 。 唯一 、 進む こと が で きる 
半ば 開い た シャ ッ タ ー を くぐっ て 直進 
する と ガラ ス 戸 に ぶつ か る 。 こ の ガラ 
ス 戸 を 調べ る と デモ が 始ま る 。 そ の 前 
に 右手 の ハン バー ガー ショ ッ プ に 寄 ろ 
う 。 こ こ に は セー ブ ポ イン ト 、 回 復 ア 
イ テ ム な ど が 置か れ て お り 、 次 の ステ ー 
ジ へ の 準備 が で きる 。 





ム 4 スプリット ワー ム を 倒し 、 現 実 世界 に 戻 つ 
て きた へ ザー。 し か し 相変わらず 他 に 人 影 は 
な く 、 不 気味 だ 。 








p 地下 鉄 の 手前 右手 に ハン バー 
ガー ショ ッ プ 。 こ こ に 立ち 寄り 、 


ョ ッ プ 


NNN 


4 シャ ッ タ ー の 下 を くぐり 抜け 、 
ここ を 脱出 し よう 。 他 に 進め る 
場所 は な い 。 こ の 先 に 直進 する 
と 地下 鉄 へ 降り る 入口 が ある 。 











回 復 ア イ テ ム な ど を 





F に 入れ て 








お こう 。 





4 セー ブ ポ イン ト 。 次 の 地下 鉄 
の セー ブ ポ イン ト ま で た いし た 
危険 は な い の で 、 次 の ポイ ント 
まで 見 送っ て も いい だ ろう 。 











間 民 きこ 二 





人 @ 





(つの [テー+ 普 香 へ ギー 中 NT 




















虫 Bit 


改札 に 入る 。 一 P.058 










| EuEIE を JH 
| 





券売 機 の 上 の 古い 新聞 、 オ カル 
ト 雑 誌 を 読ん で いる と ホー ム か 
ら 突 き 落と され る 。-P.059 


くだ らぶ まく て 受 真 い 舌 ば か り 
し を ある 人 北 まだ 03 に も.4 












n d e x C HA RT 


UTU 


ャ 

0) 

| トブ レー カー」 を 入手 。 
ーP.059 


ナッ トブ レー カー を 使用 、 ナ ッ 
ト を 外し て 扉 を 開く 。 一 P.060 


レ し た も た た メチ そえ お 1 
商 生 プレ ゼン ト と か 7? 


」 線路 に 降り 、 右端 の ドア を チェ ッ 
」 ク す る と 電車 が 到着 する 。 …P.061 











Nm 
語 


| 





ホー ム 中 央 付近 に ある ドア の 鍵 
を 開く 。 一 P.061 


電車 に 乗る 。 一 P.062 


ヨ 
NII< 





ZTT 


先頭 車両 を 目指 す 。P.063 





com 3 En 





rm 





地下 鉄 が 停車 する 。P.063 








ヘー ゼル スト リー ト 駅 は 5 つの 層 か ら な っ て い 
る 。 地 上 に 最も 近い A 層 か ら 、 最 も 深い E 層 まで で 
ある 。 注意 し な けれ ば な ら な い の は 、B 層 か ら 直 
接 3 番 線 ・4 番 線 ホー ム に 到達 する 階段 と 、1 番 線 ・2 
番線 ホー ム を 経由 し て 3 番線 ・4 番 線 ホ ー ム に 到達 
する 階段 が め ある こと だ 。 も う 一 つの 注意 点 は 、 地 
図 で は 分 か ら な い 仕 切り が あちこち に 設置 され て 
お り 、 自 由 に は 移動 で き な い と いう 点 に ある 。 ガ 
ラク タ で 通れ な い 通路 や 、 人 金網 で 仕切 られ た ホー 
ム で ある 。 ホ ー ム が 仕切 られ て いる か ら と いっ て 
うか つ に 線路 を 歩く と 電車 に ひか れ て ゲー ム オ ー 
バー に な る の で 注意 し よう 。 








人 線路 を 歩い て 金網 を 越え た り 、 あ まり 長い 時 間 線 路 に い 
た りす る と 、 列 車 に ひか れ て ゲー ム オ ー バ パー に な る 。 


山 
改札 
役 
通路 ・ ゼ ー ブ ボ ポイ ント 
C 
1 番線 2 番線 ホー ム 


1 
乗り 換え 用 通路 





9 
3 番線 ・4 番 線 ホ ー ム 


ヘー ゼル スト リー ト 駅 の 構造 











人 例外 と し て 、3 番 線 ホー ム の 隅 か ら 行 ける 赤い 扉 に 近 づ 
く 時 に は 列車 は すぐ に は や っ て こない 。 











PART 6 > 地下 鉄 subyay 


昔 穫 せこ すす ざ ] 


電車 事故 の 新聞 記事 


券売 機 の 上 に 古 新 聞 が 置か れ 
て いる 。 こ れ と 階段 途中 に 落ち 
て いる オカ ルト 雑誌 を 両方 調べ 
る と 4 番線 ホー ム で 突き 落と さ 
れる イベ ント が 発生 する 。 














電車 マッ プ 0 *⑦ 


て で つ [> 対 テ ー ニ テモ は エース 





2 番線 の 下 で ナッ トブ レー カー 
を 発見 し た ら 、 こ こ で ナッ ト を 
外し 、 扉 を 開 こ う 。 こ の 先 の ホー 
ム に は ショ ッ ト ガ ン の ある 電車 





〇 ) [ 約 テ ー ニ テモ は ー ク 


0 5 


SITLbLNT HfTLE3 








茹 秋 せこ 寸 ざ ] 








の 【[ 〇 田 テ ー ニ テモ 店 一 > 


PART ブ > 地 ト 鉄 subway 


タ ceopwPcnnn 
※ ナ ッ ト ブ レー カー 入手 後 十 


MNO 
ッ ト ガ ン 入 手 と 同時 


ダブ ル ヘ ッ ド 


地下 鉄 で 最初 に 目指 す の 

が この ホー ム 。 ダ ブル ヘッ 

| ドド は うま く か わ そ う 。 向 か 

い の 2 番 線 の 階段 を 降り る 

立 と ナッ トブ レー カー、1 番 

線 の 階段 を 降り る と 回 復 ア 
AN ORMNO 


F ile 
ショ ッ ト ガ ン 入 手 

B 層 で ナッ ト を 壇 し た 

ち 、 こ こ で ショ ッ ト ガ ン と 

』 て の 弾 を 入手 で きる 。 そ の 

後 、 自 分 が 降り て きた 階段 

の 裏側 に ある 下り 階段 を さ 

) ら に 降り よう 。 3 番線 へ の 
乗り 換え 通路 が ある 。 








MM 


ナッ トブ レー カー 
ダブ ル ヘ ッ ド の いる 2 番 


トブ レー カー を 入手 する 。 
その 後 、B 層 まで 戻っ て ナッ 
ト の ある ドア を 開く 。 


[ ロ 育 テー ニテ モー 





cn 
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切 和 革 せこ せ ヾ ] 











て つ [m 育 テー ニテ ハモ は 一 > 


PART つ > 地下 鉄 bws 


SILENT 


HLL 


電車 へ の 通り 道 


ホーム 端 の 赤い 扉 を チェ ッ ク 
し た ら 、 そ の まま 電車 づ た い に 
直進 し 、 階 段 を 上 っ て すぐ また 
下り る 。 ホ ー ム の 逆 の 端 まで 進 
め ば 、 電 車 に 乗る こと が で きる 。 
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m ク リー チャ ー「C3LUTG Ge 
[ | 名 前 (EasyINormaMHard) 


レ ダブ ル へ | ド (1+2/5+3/5+5) 
※ 赤 い 扉 に 触れ る と 十 


券売 機 の 古 新聞 と 階段 途中 の 
オカ ルト 雑誌 を 読ん で いる と 、 
ここ で 何者 か に 線路 へ 突き 落と 
され る 。 す ぐ 電 車 が や っ て くる 
の で 、 急 いで ホー ム に 戻 ろう 。 





ハン ドガ ン の 弾 
扉 を ぐぐって すぐ 右手 に ハン 
ドガ ン の 弾 が ある 。 カ メラ の 視 
界 の 外 な の で 、 先 を いそ いで い 
る と 気が付か な い 。 扉 を くぐっ 
た ら す ぐ 右 を 向い て 、 忘 れず に 
弾 を 手 に 入れ る よう に し よう 。 





SILENT HILL3 ぅ 3 


PART つ > 地下 鉄 sabyay 





癌 葉 せ ご こせ] 








で つ [テー+ 寺 音 層 へ 幣 箕 


地 


下 攻 秦 央 


地下 鉄 で も 不気味 な 怪物 た ち が へ ザー を 酸 う 。 翻弄 
ざれ な が ら 、 彼 女 は 電車 に 乗り 込 も うと する が 














5 っ 」| 


E 


1 


ここ で は まだ クリ ー チ ャ ー も 出現 せ 
ず 、 安 全 だ 。 オ カル ト 雑 誌 の イベ ント 
を 見 た いな ら 、 券 売 機 の 新聞 を 調べ て 
か ら 改 札 に 入ろう 。 改札 を くぐっ て す 
ぐ 右 の 壁 に 地下 鉄 構内 の 地図 が ある 。 
この 地下 鉄 は 似 た よう な 景色 が 続い て 
自分 が どこ に いる の か 分 か り に くい 構 
造 な の で 、 必 ず こ こ で 地図 を 手 に 入れ 
て か ら 進 も う 。 その 後 、 階段 を 降り る 。 


。1 番線 の . ホ ホー 
層 に は セー ブ ポ イン ト が ある 。 こ 
こ か ら は 複雑 に な る の で セー ブ し て お 
く と よい だ ろう 。 目指 すべ き は マッ プ 
右上 の 1 番線 方 面 の 階段 。 階 段 を 降り 
て C 層 に 入る と すぐ ダブ ル ヘ ッ ド に 設 
われ る 。 数 が 多く て 手強い の で 走っ て 
逃げ よう 。 降り て きた ホー ム の 向かい 、 
ら 番線 の 階 段 を 降り て ナッ トブ レー カー 
を 探す 。 





HILL3 











4 駅 員 室 に 一 番 近 
い 、 少 し 広い 通路 で 
改札 を 通過 し よう 。 
券売 機 は 壊れ て お 
り 、 キ ッ プ な ど を 購入 
する こと は で き な い 。 


人 MOWNytewwgm Mn 


4 敵 の 相手 を し て いる と キリ が な 
い 。 ジ グ ザ グ に 走っ て か わ そ う 。 








LB 層 に ある セー ブ ポ イン ト 。 大 き 
く 壁 の ポス ター に 描か れ て いる 。 











う 


my 党 ご 当 大 強 ば 


ドー 











オカ ルト 雑誌 と 人 身 事故 。。。 


B 層 か ら マ ッ プ 左下 の 階段 を つか っ 
て 降り て いく と 4 番線 に 出る こと が で 
きる 。 改札 の 外 で 券売 機 の 上 の 古 新聞 
を 調べ 、 さ ら に この 階段 途中 の 踊り 場 
の オカ ルト 雑誌 を 調べ て お く と 、4 番 
線 ホー ム で 突然 何者 か に 線路 に 突き 落 
と され る 。 電 車 が 入っ て くる 前 に 女 い 
で ホー ム に 戻 ろ う 。 周 囲 を 見 回 し て も 
誰 も や いない 。 こ れ が 雑誌 に 書か れ て い 
た 地 縛 霊 の 仕業 な の だ ろう か ……。 





葛 売 機 の 上 に * 置 いて ある 


新聞 か 





人 4 券 売 機 の 上 の 新聞 。 も う 何 ヵ月 か 前 の 古い 
日 付 で 、 こ の ヘー ゼル スト リー ト 駅 で 起き た 
人 身 事 故に つい て 描か れ て いる 。 





番線 の 階段 を 降り る と 、 ガ ラ 
クタ で ふさ が れ た 通路 が ある 。 こ 
こ に は ナッ トブ レー カー が 落ち て 
いる 。B 層 で ナッ ト を 壊し て 扉 を 
開く た め に 必要 だ 。 ま た 、 一 度 上 
の ホー ム に 戻り 、 向 か い 1 番 線 側 
の 階段 を 下り て くる と 、 ガ ラク タ 
に 向かっ て 右手 の 机 の 上 に 回 復 ア 
イ テ ム が 落ち て いる 。 両方 と も 手 
に 入れ た ら 、 元 来 た 階 段 を 戻っ て 
B 層 に 上 が ろう 。 





人 天井 付近 に 表示 され る 1 番線 の 表示 を 


目印 に 進 も う 。 
い の で 要 注 意 。 








p 何者 か が 背後 か ら 近 づい て き 
て 、 線 路 に 向かっ て 突き 落と さ 
れる 。 後 で ホー ム を 調べ て みて 
も 誰 も いな い 。 








台 の 上 に 置か れ て いる ナッ トブ レー 
カー を 拾う 。 








左右 対称 の 駅 で 迷い や す bp 








び 上 の ホー ム に 戻り 、 階段 を 上 が っ 








て B 


層 へ 戻る こと 。 


subway 地 ト 鉄 < PART 2 


4 床 に 落ち て いる オカ ルト 雑誌 。 
中 に は 地 縛 霊 に 関す る 記事 が 載 
っ て いる 。 へ ザー は 本 気 に は し 
て いな い が …… e 





4 電車 の 警笛 の 音 が 聞こ える 。 
振り 返っ て すぐ ホー ム に 戻 ろ う 。 
も た も た し て いる と 電車 が や っ 
ES オー っ だ 5 











4 暗い 場所 で 四方 八方 か ら 敵 が 襲っ て 
くる の で 危険 だ 。 

















< 逆 の 階段 か ら 来 る と 、 机 の 上 に 
アイ テム が ある 。 


ロ 
茶 














SITLEN 


T” 仁 ず も も メ 


苔 弄 きこ 二 Y] 








(の [テー+ 二 番 笠 ヽ 沖 


PART レジ / > 地 ト 鉄 Subway = 








革 せこ すべ ] 











ナッ ト を 壊し て 進む 

B 層 に まで 戻っ た ら 、 マ ッ プ 右 下 、 
ら 番線 へ 向かう 扉 に 向かお う 。 こ の 扉 
は 、 ナ ッ ト と 鎖 に よっ て が っ ちり し め 
つけ られ て いる 。 扉 の 前 で ナッ トブ レー 
カー を 使え ば この ナッ ト を 外し 、 扉 を 
開く こと が で きる の だ 。 扉 を 開け た ら 
その 先 に ある 階段 を 降り て いこ う 。 な 
お 、 こ の 後 B 層 に 戻っ て くる と クロ ー 入 を 了 く と その 先 に は 階 邊 2 番 
サー が 出現 し て いる の で 注意 。 線 ホー ム に 降り て いく 。 


4 鎖 で ぐる ぐる 巻き に され た 扉 。 ナッ 
ト を 外し て 開 こう 。 











8 6 ショ ッ ト カ ガ カン. を 入手 
番線 ホ ー ム に 降り て いく と 、 
そこ に は 短い 電車 が 止ま っ て いる 
の で 、 開 いた ドア か ら 中 に 入っ て 
みよ う 。 中 に は ショ ッ ト ガ ン が 置 
か れ て いる 。 ま た 、 別 の 座席 に 
は ショ ッ ト ガ ン の 弾 も ある 。 シ ョ 
ッ ト ガ ン を 入手 する と 、 階 段 付 近 
に イン セイ ン キ ャ ン サ ー が 出現 す 生生 の 入口 の すぐ 右手 に 、 ショット 
る の で 注意 。 下 り て きた 階段 の 裏 ガン の 弾 も ある 。 
側 に 回 り 込 むと さら に 下 へ の 階段 
が ある 。 降り て 9 番線 に 向かお う 。 


本 還 4 ラッ ピン グ さ れ た ショ ッ ト ガ ン が 中 
央 付近 の 座席 に 置か れ て いる 。 








る 初 登場 の クリ ー チ ャ ー。 動 き は 鈍い 
の で か わす の は た や すい 。 








人 2 番線 ホー ム に は 電車 が 止ま っ て いる 。 
電車 の ドア が 開い て いる の で 、 そ こ か ら 階段 の 裏側 に は さら に 下 へ 降り る 階 

















中 に 入っ て みよ う 。 段 。 3 番線 ホー ム を 目指 そう 。 














の [テー* ボ 基 避 、 幣 | 














wuvax 地下 鉄 く PART ブ 
( ) / 雪 修 に 降り て 扉 を チェ ッ ク す る 


連絡 通路 を 通っ て この ホー ム 
へ 。 ホ ー ム の 端 まで 行く と 、 線 路 
に 赤く 光る 扉 が あめ る こと に 気 づ 
く 。 線路 に 降り て 、 こ の 扉 を 調べ 
に 行こ う 。 扉 を 開け る こと は で き 
な い が 、 そ の 瞬間 、 ダ ブル ヘッ ド 
が 襲い か か っ て くる 。 ま た 同時 に 
電車 の 警笛 が 聞こ えて くる の で 、 タブ ル ヘ ッ ド が 歳 っ て くる 。 電 
ダブ ル ヘ ッ ド は 相手 に せ ず 、 切 い 警笛 も 聞こ えて くる 。 

で ホー ム に 戻 ろ う 。 電車 が ホー ム に 


4 例 に よっ て 扉 は 開く こと が で き な 
い 。 だ が 敵 が 出現 する 。 

























入っ て くる 。 


4 ホー ム に 駆け 寄っ て @ ボ タン で 素早 
く 上 に 上 が ろう 。 敵 を 倒す 暇 は な い 。 





人 赤く 光る 扉 に 向かっ て 走る 。 こ の 時 点 
で は まだ ダブ ル ヘ ッ ド は 出現 し な い の で bp 間 一 髪 ひ か れず に すん だ へ ザー。 こ 
安心 し て 良い 。 の 後 、 電 車 の どこ か の 扉 が 開く 。 




















( ) 0 性 を 開け て 進む 


bs デモ の 最後 に ドア が 開く 
ー ン が ある が 、 開 いて いる ドア は す 
DR 実は 電車 の 最後 
部 の ドア が 開い て いる の で 、 そ こま で 
行か な けれ ば な ら な い の だ 。 ま ず 到 着 
し た 電車 に 治っ て 歩き 、 錠 の か か っ た 
扉 を 開い て 先 へ 進 も う 。 こ の 扉 の 向 こ 


43 番 線 ホ ー ム に あ 
る 一 方 通行 の 扉 を 開 
き 進 お 。 ま ず は ホー 





2 0 人 時 馬 ム の 中 央 部 分 へ 向け 
うに 出る と すぐ ダブ ル ヘ ッ ド に 襲わ れ 鍵 を 月 けた て 進ん で いく の だ 。 
る の で 注意 し よう 。 敵 に 注意 。 


0 6 


凍 徐 きこ 寸 Y] 








[テー+ 十 音 層 へ 商 筐 


ーー 


PART 2 > 地 ト 鉄 subway 





革 穫 せこ 寸 ざ ] 








の [テー+ ボ 曽 翌 へ 商 っ ] 穫 


OO 時事 に 乗り 込む 

9 番線 ホー ム 中 央 部 分 に ある 階段 を 
上 り 、 踊 り 場 を 通っ て その まま まっ す 
ぐ 階 段 を 降り よう 。 す る と 番線 ホー 
ム の 端 に 降り る こと が で きる 。 ベ ンチ 
に は 回 復 ア イ テ ム が ある の で 入手 。 そ 
の 後 、 開 いて いる ドア か ら 電 車 に 乗り 
込 も う 。 一 度 乗る と も うこ こ に 戻っ て 
くる こと は で き な い の で 、 や り 残 し た 
こと が あれ ば 済ま せ て お こう 。 





ぁ 電車 に 乗れ ば 





は 終了 。 







由 T 

















括 台 は 電 











一度 、 中 央 部 の 階段 を 上 が り 、 ま 
た 降り て こ な け れ ば な ら な い 。 


























subway 地下 鉄 < PART 6 





] () 先 顕 車両 を 目指 す 


走り 始め て し まっ た 地下 鉄 の 中 で 、 
と りあ え ず 先頭 車両 まで 行っ て みる よ 
り 他 に な い 状 況 だ 。 最 初 に セー ブ ボ ポイ 
ント が ある の で 、 必 要 な ら セ ー ブ し よ 
う 。 と ころ どこ ろ で は ナム ボディ 、 最 
後に イン セイ ン キ ャ ン サ ー が 襲っ て く 
る 。 相手 に する の が 面倒 な ら す り 抜 け 
て も 良い が 、 通 路 が 狭い の で 囲ま れ な 
いよ うに 注意 し よう 。 


4 最初 に セー ブ ポ イン ト が ある 。 
車両 を 移る と も うこ こ に 戻っ て 
くる こと は で き な い の で 、 セ ー 
ブ を する な ら 最 初 に し て お こう 。 


革 せこ せ ざ ] 





p 通路 は 狭い が 敵 を か わせ な い 目 
ほど で は な い 。 先 を 急ぐ な ら 闘 
わ ず 、 そ の まま 走 ろ う 。 途 中 調 
べ る べき も の は な い 。 W 


地 
下 
昌 


内 





3 車内 で は 合計 2 箇所 に アイ テム 
が ある 。 敵 は いな い の で 安心 だ 。 
この ハン ドガ ン の 弾 は ドア の す 
ぐ 脇 で 見 つけ に くい 。 


全車 内 に 閉じ こめ られ て し まっ た へ ザー。 と 
りあ え ず 、 す る こと も な い の で 先頭 車両 まで 
歩い て 行っ て みる こと に し よう 。 








地 下 , 鉄 . を 降り る 


6 両目 の 出口 を ふさ いで いる イン セ 
イン キャ ン サ ー を 倒す か 、 や りす ご し 
て 先頭 車両 に 乗り 込む と 、 デ モ が 始ま 
る 。 こ の デモ で 車両 が 停止 し 、 ド ア も 
開い て 電車 を 降り る こと が で きる よう 
に な る 。 し か し 降り た 先 は 、 駅 名 の 表 
示さ えな い 謎 の 場所 。 と りあ え ず 、 電 
車 を 降り た 場所 の 正面 の 壁 に 、 落 書き 
に 混じっ て セー ブ ポ イン ト が ある の で 
セー プ じ で ぐ お と う 。 テ デモ が 終了 する と ドア が 開き 、 
ホー ム に 降り る こと が で きる よ 
うに な る 。 し か し 、 こ こ が ど こ 
な の か は 分 か ら な い 。 





4 先頭 車両 の 先頭 を 調べ て みる 
と 、 不 思 議 な こと に 運転 席 が な 
い 。 い っ た いこ こま で どの よう 
に し て 動い て きた の だ ろう ? 

















4 ホー ム に 降り る と 正面 に セー 
ブ ポ イン ト が ある 。 し ば らく セー 
ブ で きる 場所 は な い の で セー ブ 
し て お こう 。 





人 先頭 車両 に 到着 し た 途 端 、 電 車 が 雪 停 車 す 
る デモ が 始ま る 。 へ ザー は 衝撃 で 投げ 出さ れ 
て し まう 。 








C う [テー+ 導 立 へ 幣 年 
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ーP.070 






02 
rad 2 1 
「 モ ー ル 」 と 「 地 図 」 を 入手 。 
、ーP070 








「 ワ イン ボトル 」 を 入手 。 
ーP.071 





「 ス トー ブ の 燃料 」 を ワイ ン ボ 
/2 あ めき (ik の JI ん | 





| DX CU 旨 遇 主 細 





「 ス トー ブ の 燃料 」 を 燃料 タン 壁 の コン セン ト に 「 ド ライ ヤー」 
ク に 移し 、 右 側 に ある スイ ッ チ を 使用 する 。 一 P.072 

を 入れ る 。 ハ シゴ を 降り る 。 

ITA| 





「 ド ライ ヤー」 を 入手 。 一 P.072 





を 投げ 入れ る 。「 金 の パ 
イプ 」、 「 銀 の パイ プ 」 を 
入手 。 一 P.073 








ハシ ゴ を 上 る 。 一 P.073 





Rough sketch Ga1llery 01 








PART 3 > 下水 道 swwer 





赤く 染まる 通路 


2 周 目 以降 の プレ イ で は 、 
通路 が 赤く 染まり 、 へ ザー 
の 体力 が 奪わ れ て いく 。 こ 
れ に よっ て 体力 が 減っ て も 
死亡 する こと は な い が 、 ク 
リー チャ ー の 攻撃 を 受け る 
と 死ん で し まう 危険 が ある 。 


当 穫 せこ 寸 Y] 





ワイ ン ボ トル の 場所 
通路 の 奥 に は ワイ ン が 置か れ 
て いる 。 あ まり アイ テム らし く 
な い の で 見 過ごし が ち だ が 、 調 
べ る こと に よっ て ワイ ン ボ トル 
を 入手 する こと が で きる 。 





で つ [- 二 ※ コ 








Sewer ト 水道 








> mm う 


革 穫 せき こせ] 











PART > 下水 道 sawer 


切 穫 せこ すべ] 








橋 の 下 に 何 か が …… 





一 度目 に ここ を 通る 時 、 橋 の 下 
に よく 注意 し て みよ う 。 何 か が 
水 の 中 に いる は ず 。 し か し ドラ 
イヤ ー を 取っ て 戻る 時 に は 、 い 





で つ [N 議 え コ 
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水路 の 中 を 走れ 


ペン ヂ ュ ラ ム が た むろ し て いる 
エリ ア 。 い ちい ち 相 手 に する の 
は 大 変 だ 。 思 い 切 っ て 水路 の 中 
を 走る と 案外 わ ず ら わ さ れず に 
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降り た 場所 は 下水 道 に 通じ る 地下 赴 だ っ た 。 下 水道 
を さま よう へ ザー は 地上 に 戻れ る の だ ろう か ? 











@ 1 謎 の. 駅 に. 降り. る 


セー ブ ポ イン ト に 向かっ て 左 の 方 、 ホ ー 
ム の 端 に 小さ な 扉 が あめ る 。 こ こ か ら 出 
て 地下 道 を 進 も う 。 ら 周 目 以降 の 場合 、 
壁 の 色 が 不気味 な 赤色 に 女 変 し 、 ヘ ザー 
の 体力 を 奪っ て いく 。 致死 的 な ダメ ー 
ジ は 受け な い が 、 さらに ペン ヂ ュ ラ ム や 
ナム ボディ の 攻撃 を 受け る と 危険 。 体 
力 を 回 復 さ せ て お いて 、 地 図 の ある 部 
屋 まで 一 気 に 走り 抜け よう 。 






部 屋 に 入っ て 左手 の 壁 に 地図 が 貼ら 
れ て いる の で 入手 。 そ の 隣 、 横 倒し に 
な っ た ロッ カー の 上 に は 武器 の モー ル 
が 置か れ て いる の で これ も 手 に 入れ よ 
う 。 ま た 、 電 車 ま で の プレ イ で 回 復 ア 
イ テ ム や 弾薬 を 消耗 し て いる 場合 、 反 
対 の 壁際 の 棚 の 上 に 弾薬 や 回 復 ア イ テ 
ム な ど が 置か れ て いる 。 そ の 後 、 部 屋 
を 出 て 先 へ 進 も う 。 


STLE 皇 T HILL3 











4 暗い ホー ム の 端 に 出口 を 発見 。 こ 
こ で 体力 を 回 復 さ せ て お く 。 





, 色 が 変わ る 壁 。 思 いっ きり 走ら な 
いと 、 み る みる 体力 が 下がる 。 








4 重く 動き が 鈍い が 、 強 力 な 武器 。 
振り 下ろ し 攻撃 が 有効 。 





』 壁 に 貼ら れ て いる 地図 を 入手 。 こ 
れ で 地下 道 の 様子 が わか る 。 
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モー ル の 部 屋 を 出 て 直進 し 、 右 手 に 
2 扉 の 中 は 再び 通路 で 、 
の 突き 当たり に は ワイ ン が 置か れ た 
BN 1 本 だ け 空 の ボトル が ある 
の で 持っ て いこ う 。 ま た 、 そ の 近く に 
は ビー フジ ャ ー キ ー、 場合 に よっ て 栄 
養 ド リン ク も 置か れ て いる 。 ま た 、 マ ッ 
プ 下 の 突き 当たり に は ショ ッ ト ガ ン の 
弾 が ある 。 手 に 入れ て お こう 。 








4 後 で 灯油 を 入れ る 入れ 物 と し て 使 
うこ と に な る 。 


マップ 下 の 方 の 突き 当たり 、 ド ラ 
ム 和 缶 の 上 に 弾薬 が ある 。 








) 人 4 スト ー ブ の 燃料 を 入手 


この 部 屋 の 前 に は ナム ボディ が た く 
さん いる の で 注意 し よう 。 部 屋 の 中 を 
調べ る と 回 復 ア イ テ ム や 弾薬 な ど が 手 
に 入る 。 壁 に は セー ブ ボ イン ト が ある 
の で セー ブ す る こと も で きる 。 セ ー ブ ポ 
イン ト に 向かっ て 右 下 の 方 に 灯油 スト ー 
ブ が あり 、 ワ イン ボトル を 使用 する と 、 
この 和 灯油 を びん に 入れ て 持っ て いく こ 
と が で きる 。 


EE NNE 





この 部 屋 の すみ に は ハシ ゴ が ある 
が 、 汚 い 水 が 満た され て いて 降り る こ 
と が で き な い 、。 部 屋 の 中 央 部 に ある 機 
械 を 動か す 必 要 が ある 。 隣 の 部 屋 か ら 
持っ て きた 灯油 入り の ボトル を 、 機 械 
左端 の 給油 口 に 使用 し た 後 、 右 端 の ス 
イッ チ を オン に する 。 す る と 機械 が 動 
いて 水門 を 動か し 、 ハ シゴ が 使用 可能 
に な る の だ 。 早速 この ハシ ゴ を 使っ て 
下 に 降り て いこ う 。 


人 ム ハ シ ゴ が 水没 し て お り 、 と て も 使う こと が 
で き な い 状態 。 部 屋 の 機械 を 動か すこ と が で 
きれ ば な ん と か な り そ う だ 。 











OO 本 ロ を 思い て ああ 








4 灯油 スト ー ブ の 前 で ワイ ン ボ トル 
を 使用 すれ ば よい 。 


や っ と セー ブ ポ イン ト を 発見 。 セー 
ブ し て お こう 。 








左端 で 口 を 開け て いる 給油 品 
に 、 隣 の 部 屋 か ら も っ て きた 灯 
油 を 注ぎ 込む お 。 こ れ で 機械 を 動 
か す 準 備 は 完了 だ 。 


















, 右端 の 操作 盤 で スイ ッ チ を オ 
ン に する と 、 機 械 が 動き 、 地 下 捉 工 
の 水門 を 巻き 上げ て いく 。 八 シ 
ゴ を も う 一 度 見 て みよ う 。 


4 水 が な く な り 、 使 用 する こと 
が で きる よう に な っ た 。 こ の 八 
シゴ を 利用 し て さら に 下 に 降り 
て いっ て みよ う 。 
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() 6 ドラ イヤー. を 入手 

ハシ ゴ を 降り た ら 、 マ ッ プ 左下 の 小 
部 屋 を 目指 すう 。 こ こ は さ ま ざ ま な ゴ 
ミ が 大 量 に 溜め 込ま れ て いる 部 屋 だ 。 
入口 か ら す ぐ 左 手 の ス ツー ル の 上 に 、 
まだ 使え る ドライ ヤー が 置か れ て いる 
の で 持っ て いく こと に し よう 。 ま た 、 
入口 か ら 向 か っ て 右 奥 の 方 の 棚 を 調べ 
る と 、 ア ンプ ブル を 入手 する こと が で き  。 ス ッ ー ル の 上 に 置か れ て いる ドラ 
る 。 他 に 有効 な も の は 特に な い 。 イヤ ー。 意外 な 使い 方 を する 。 


4 棚 の 下 の 方 に アン ブル が 置か れ て 
いる 。 入手 し よう 。 
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この 部 屋 は 何 か の 事務 室 だ っ た よう 
だ 。 セ ー ブ ポ イン ト が あり 、 栄 養 ドリ 
ンク も 置か れ て いる 。 机 の 上 の ノー ト 
を 調べ る と 隣 の 部 屋 の 水中 に いる 怪物 
に つい て の 説明 が 書か れ て いる 。 手 私 
弾 は さす が に 手 に 入ら な い が 、 ド ライ 
ヤー を うま く 使 えば 倒せ る は ず 。「 立 
ち 入 り 禁 止 」 の 紙 が 貼ら れ て いた 扉 を P セー ブ ポ イント が 床 に 書か れ て い 
開け て 貯水 室 へ 入ろう 。 る 。 セ ー ブ し て 次 へ 進 も う 。 


4 机 の ノー ト を よく 読ん で 、 敵 の こ 
と を 調べ て お こう 。 











Fo 
補 ウ 


の 8 ドラ イヤ で. 怪物 . を 感電 死 さ せる 

この 部 屋 の 水 の 中 に は 怪物 が いて 、 
狭い 橋 を 渡 ろ うと する と 足 に 巻き 付 
寺 、 そ の まま 水中 へ 引き ずり こま れ て 
ゲー ム オ ー バ ー に な っ て し まう 。 扉 を 
くぐっ つた ら ま す 左 を 向き 、 壁 に ある コ 
ン セ ント を 見 つけ る 。 ここ で ドラ イヤ ー 
を 使用 する と 、 自 動 的 に ムー ビー が 始 
まり 、 怪 物 を 感電 死 さ せる こと が で き 
る 。 こ こ で は 戦闘 は な は なく 、 あ っ け な く 
通路 を 渡る こと が で きる 。 p 映像 で は 確認 し に くい が 、 水 
の 中 に 怪物 の 死骸 が 浮か び 上 が 
る 。 こ れ で 安全 に 橋 を 渡る こと 
が で きる よう に な る 。 


4 コン セン ト に 差し た ドラ イヤ ー 
を 水 に 投げ 込む お へ ザー。 こ れ に 
よっ て 、 コ ン セ ント の 電流 が 流 
れ 込 み 、 怪 物 は 死亡 する 。 


























4 ドライヤー を 使用 し な いま ま 
渡 ろ うと する と 、 水 中 に 引き ず 
り 込ま れ 、 そ の まま 抵抗 も で き 
ず に ゲー ム オ ー バ ー に な る 。 














人 る 橋 を 渡 ろ うと し て は いけ な い 。 入 っ て きた 








扉 の すぐ 左 に ある コン セン ト を 見 つけ 、 ド ラ 
イヤ ー を 使 お う 。 
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〇 ) り 金 の バ パイプ. と 銀 の . バ パイプ.。(2 周 目 以降 ) シ 
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ど 周 目 以降 、 貯 水 室 で 水中 の ヘビ の < 水中 か ら 突 然 、 美 し い 女神 が 5 リリ 
= リー チャ ー 左 感 吉 死亡 せ た 4 本 の 鉄 パ イプ を 持っ て 出現 する 。 
0 3 MPAA 較 フレ イヤ ー に 質問 を 投げ か け て 。 
後 、 ギ リ ギ リ 水 ぎわ に 立っ て 水 を 調べ くる 。 解 
る と 鉄 パ イプ を 捨て る か どう か 尋ね ら 白 
れる 。 鉄 パ イプ を 装備 か ら 外 し た 状態 
で 「 は い 」 と 答え る と 、 水 中 か ら 下 水 
道 の 女神 が 出現 する の だ 。 女 神 の 質問 
に 対し て 、 ど の よう に 答え た か に よっ 
て 、 ご ほう び ぴ び が も ら え る こと も 。 ち よっ 
と ジョ ー ク の 入っ た 息抜き の イベ ント 。 ト プレイ ヤー の 返答 に よっ て は 、 
鉄 パ イブ を 返し て くれ る 上 、 ご 
ほう びに 金 の パイ プ と 銀 の バイ 
プ を くれ る 。 
< 装備 する と か っ こい い が 、 性 
^ ム 鉄 バイ ブ を 装備 し て いる と 捨て られ な い の 能 は 鉄 パ イプ と まっ た く 同 じ 。 
で 、 装備 を 外し て か ら 水 を 調べ よう 。 思い 切っ 特に 強力 な 効果 が ある わけ で は 
て 「 は い 」 と 答え る 。 な いよ うだ 。 
仙 
トス 
1 0 地上 へ の は し . ご を . 上 る 
貯水 室 を 抜け 、 外 に 出 た ら ほ ぼ 一 直 水路 の 脇 を 走る 。 暗 闇 の 中 か 
ュ = ピ シゴ ら 襲 っ て くる ペン ヂ ュ ラ ム に 注 
株 だ 。 通路 を 抜け て 外 に 出る ル ジ ヨ を 意 し よう 。 時 に は 水路 の 中 を 走 
探 そ う 。 た だ し 気 を 付け な けれ ば な ら る の も 手 だ 。 
な い の は 水路 の 近く で 襲っ て くる ペン 
ヂ ュ ラ ム 。 高い 場所 を 飛ん で いる の で 、 
低い 水路 の 中 を 走れ ば あま り 相 手 に せ 
ず に 切り 抜け られ る 。 そ の まま 出口 ま 
で 逃げ 切っ て し まえ ば こち ら の も の 。 
地図 は 途中 で 読め なく な っ て し まう 
が 、 終 点 の ハシ ゴ を 上 れ ば 地上 だ 。 p 長い 通路 。 こ の 辺り は 地図 に 
載っ つて いな い 場 所 だ が 、 貯 水 室 
の 下 の 辺 り を 通り 抜け る 通路 に 
な っ て いる よう だ 。 
下 
水 
道 
詳 
< 地上 へ 出る ハシ ゴ を 発見 。 こ 電 
^ 貯 水 室 を 後に し て 、 入 っ て きた の と は 別 の れ で つい に 真っ 暗 な 地下 か ら も ヤ 
扉 を 出 よ う 。 出 た ら 右 に 曲がり 、 直 進 。 突き お さら ば 、 と 思わ れ た が …… ま L 
当たり の 扉 を 開く 。 だ まだ 悪夢 は 続く 。 必 
7 











階段 で 5 階 へ 上 が り 、 扉 に 入る 。 
潜 き 電 


頭 が つい て いる マネ キン を 調べ 
て か ら 部 屋 を 出 よ うと する と … 


変色 し て いる 壁 を 壊し 「 サ イレ 


シン サー」 を 入手 。 ベ ッ ド を 容 に 
、 落 と し た 後 、 穴 に 飛び 込む 。 
ーP.087 


建物 の 扉 に 入る 。 一 P.686 1 階段 で 5 階 ま で 上 る 。 一 P.088 
| 
ーP.086 PF 





「 ド ライ バー」 を 入手 。 画廊 食 
庫 で [日 本 刀 」 を 入手 。 






に コル / ム (57 且 /4 の か ジル: タウ //=) 
て 隣 の ビル に 入る 。 一 P.087 











TP 


エレ ベー ター ホー ル に 戻り 、 扉 


9 。 


「 オ キシ ドー ル 」 を 入手 。 机 の 


の 開い て いる エレ ベー タ を ジャ ッ 上 の 理科 の 教科 書 を 調べ る 。 
キ で 開け 、 ロ ー プ を 使っ て 2 階 ーP.092 


に 降り る 。 一 P.090 


「 
9) 


エレ ベー ター で 1 階 へ 降り る 。 
ーP.092 


ーP.090 






バス タブ を 調べ る と 裏 世界 へ 。 出口 を ふさ いで いる 怪物 と 床 に 
ーP.090 落ち て いる 童話 を 調べ る 。 


、ーP.092 


」 冷蔵 庫 の 中 を 調べ て 「 豚 レバ ー」 
を 入手 。 一 P.092 





as 


| もい 
炎 の 絵 の 前 で 「 豚 レバ ー」、「 紙 


マッ チ 」、「 オ キシ ドー ル 」 を 組 
み 合 わせ て 使用 する 。 一 P.093 

















話 の 続き を 調べ る 。--P.093 


H 


拉 E ジ ジン 
名 と の 螺 信 有 大 あう 








1 


「 銀 の コイ ン 」 を 入手 し 、 自 販 
機 で 使用 する 。 「 生 保 会 社 の 鍵 」 
を 入手 。 一 P.094 













[生保 会 社 の 鍵 」 を 使用 する 。 
ーP.095 


最後 の 童話 を 調べ 、 ビ ル の 外 に 
出る 。 一 P.095 





建 
筐 
中 
ル 
1 
に 
0 
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S エ 





委 


ョ アイテム 


この 場所 まで 来 て 視点 が 隣 の 
ビル の 中 か ら に 切り 替わっ た ら 
すぐ 手前 の 窓 に 近づい て ⑱ ボ タ 
ン を 押 そ う 。 そ うす る と 隣 の ビ 
ル に 移動 する こと が で きる 。 


0 肖 





こさ 』 [ 選 の そい 芋 清 秘 
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回 か 殴り つけ て みる と 、 璧 が 壊 
れる 。 中 か ら は サイ レン サー が | 
出 て くる と 共に 、 死 体 の 足ら し 
きも の も 見 える 。 





て こつ [ 説 m ミ 芋 精 秘 
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0 W7 の 7WV7 2 ウコン 








《 〇 [( 誠 ) 憶 N モ 琴 間 
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きよ で MSNO 王 す 導 合う 


人 ダンス ホー ル 
ここ に は イン セイ ン キ ャ ン サ ー 
や ダブ ル ヘ ッ ド が いる 。 ス トー 
リー 上 、 こ こ に 入る 必要 は な い 
が 、 ク リア 時 の 評価 を 上 げ る た 
め に ここ で 戦う 手 も あ る 。 





で [( 弟 ) 亡 Q モ 器 
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SILENT HILL3 ぅ 


KWINi 自動 車 関連 用 品 


、 通路 に 次 々 と ナム ボディ が 出 
現す る 。 日 本 刀 を 装備 し て いれ 


ば 、 こ こ で 切れ 味 を 試し て みて 
も 良い だ ろう 。 た だ し 集まら れ 


る 前 に 1 体 ず つ 素早 く 倒 そ う 。 
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有 
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グリ ー ン リッ ツジ ・ メ ンタ ル ヘ ルス クリ ニッ ク 





C う [( 網 ) 局 そい 画 汰 
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スラ ー パ ー 
通路 に 大 量 の スラ ー パ ー が は 
い 回 っ て いる 。 こ いつ の 攻撃 は 
ガー ド で き な い の で や っ か い 
だ 選 ニ フワ ジ ャ エー キー で か まき の 
け 、 モー ル の 振り 下ろ し で 倒 そ う 。 


麻 務 剛 





こつ [( 幼 ) 層 や ミ 療 
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[雑居 ビル 5 階 ( 裏 )] 


・ フ ァ イ ン アー ト 
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[( 龍 ) 情 いで い 汰 
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切 せ こせ べ ] 








[テー+ 普 回 へ で 右 癌 こそ い 甘 潜 秘 


ーー]】 





で い 詞 溢 佑 


建 
ピ ミ 
(4 
り 
階 














の O+ 紳 築 中 の ビル. に . 入 . る 


地上 に 出 た ら 、 ビ ル の 外壁 に そっ て 
ぐる り と 回 り 、 ビ ル 正 面 に 出 よ う 。 ド 
ラム 和 缶 の 上 に セー ブ ポ イン ト が ある 。 
ドア の 中 に 入り 、 エ レベ ー タ ー 左 手 に 
置か れ た 回 復 ア イ テ ム を 入手 。 次 に エ 
レベ ー タ の 右手 に ある 了 段 を 上 上り 、5 
階 ま で 行こ て う 。 途 中 、3 階 と 4 階 の 扉 
に は 天井 が 抜け こい る と いう 張り 紙 を 
見 る こと が で きる 。 


5. 階 の 肩 . に 入る 

階段 で 3 階 と 4 階 の 張り 紙 を 見 た 後 、 
5 階 ま で 上 る 。 次 に 目指 すべ き 場 所 は 、 
ー 番 奥 に ある 扉 だ 。 そ の 手前 に ある ト 
イレ で は 「 誰 か が 住み 着い て いた よう 
だ 」 と いう 情報 を 得る こと が で きる 。 
奥 の 扉 を 開き 、 中 に 進む と そこ に は 浮 
浪 者 が 住み 着い て いた らし い 生 活 の 跡 
を 見 る こと が で きる 。 床 に は 大 き な 穴 
が 開い て いる 。 








4 外 の ドラ ム 缶 に は 、 セ ー ブ ポ イ 
ト が 描か れ て いる 。 


》 階段 の 手前 、 左 の 壁 の 陰 に 回 復 ア 
イ テ ム が ある 。 見 落と し が ち だ 。 


4 通路 の 一 番 奥 、 
の 近く に ある この 
を 開け て 中 に 入れ 
よい 。 ほ ぼ 一 本 道 
の で 迷う こと は な 
だ ろう 。 


扉 





ビビ 
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building 建築 中 ビル ー 雑 居 ビ ル < pun 








RRBf け 1[1〈 ヅ 〈X1L へ へ て て LSE 穫 認 . ミ SRI 





Jak ト を 徐 と す 


り 
ビ 
ル 
北 





入口 近く の 壁 に 、 一 部 だ け 新 し く 塗 
り 込め た らし い 色 の 違う 壁 が ある 。 鉄 
パイ プ で 何 度 か が 叩い て みる と 、 壁 が 砕 
け 、 中 か ら サ イレ ン サ ー が 出 て くる 。 
また 、 穴 の 周囲 の 缶 に まぎれ 、 弾 薬 や 
回 復 ア イ テ ム も 入手 で きる 。 そ の 後 、 
ベッ ド を 調べ て 穴 の 中 に 落と し 、 自 分 
も そこ に 飛び 込 も う 。 天井 に 開い た 穴 
を 通り 、 一 気 に 3 階 に まで 落ち る 。 





b 3 階 ま で 落ち る の で 、 ク ッ シ ョ ン 
の 代わ り に 利用 する の だ 。 




















「) 4 中 場 を 伝っ て 階 の ビル へ 


3 階 ま で 落ち て き て ベッ ド に 着地 。 
する と 正面 の 壁 に 大 き な 穴 が 開い て い 
る 。 そ の 穴 か ら 外 に 出る と 、 ビ ル の 外 
壁 に 治っ て 建築 用 の 足場 が 組ま れ て い 
る 。 ペ ン ヂ ュ ラ ム に 襲わ れる 前 に 足場 
に 治っ て 走り 、 隣 の ビル の 窓 へ 移 ろ う 。 
足場 に 治っ て 走っ て いく と 、 隣 の 窓 か 
ら の 視点 に 切り 替わる の で 、 す ぐに 分 
か る 。 


》 視点 が 切り 替わっ た ら 窓 に 近づい 
て 調べ る 。 する と ビル の 中 に 入れ る 。 





4 壁 の 中 か ら サ イレ ン サ ー が 出 て く 
る 。 銃 に 装着 し て 音 を 消せ る 。 





4 足場 の 右端 で 90 度 向き を 変え 、 
奥 に 向かっ て 進ん で いこ う 。 
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か 2 


苺 居 ビ ピル 2 階 











雑司 ピル. で . の . ス ター ト 


隣 の ビル に 移る と 、 と りあ え ず 敵 の 
攻撃 は な い 。 こ こ は 建 築 中 で は な く 、 
いく つか の 企業 が 入っ て いる 雑居 ビ 
ル 。 ど こ か の 企業 の 応接 室 ら し い 。 だ 
が この ビル も や は り 不 気味 な クリ ー 
チャ ー た ち が 支 配 し て いる 世界 だ 。 と 
りあ え ず 、 部 屋 を 出 て 探索 し て みよ う 。 
通路 に 治っ て 進み 、 行 止ま り の 扉 に 
入ろう 。 





4 雑居 ビル の 始ま 
り 。 こ の 応接 室 の 唯 
ー の 扉 だ 。 こ こ か ら 
外 に 出 て 廊下 を 歩 
き 、 一 番 奥 の 扉 を 開 
いて みよ う 。 


LE し 。 あ 、 清 


茹 氏 せ こざ ] 








こ 』】 [テー+ ボ 送 識 そい 碧 次 こそ 芋 清 陣 
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マネ キン の パー ツ が 大 量 に 置か れ た 
禄 庫 。 暗 が り の 中 に 手 や 足 が 転がっ て 
いる の は 不気味 だ が 、 棚 に ショ ッ ト ガ 
ン の 弾 が 落ち て いる の で 拾っ て お こ 
う 。 ま た 、 首 の つい た マネ キン を 調べ 
て か ら 立 ち 去 ろう と する と 、 突 如 女 性 
の 悲鳴 が 聞こ え 、 マ ネ キ ン の 首 が 切り 
落と され 、 そ こ か ら 血 が 流れ 出す イベ ドア に 近づく と 悲 只 が 。 首 が 切り 
ント が ある 。 か な り 不 気味 。 落と され 、 血 が 流れ て いる 。 


4 頭 が つい た マネ キン が 組み 立て 途 
中 で 置い て ある 。 


切 穫 せこ せ ざ ] 





( ) / 全 に 注意 し て 通り 抜け る 


応接 室 と マネ キン 倉庫 の 中 間 辺 りか 
らき Qi エレ ベー ター ホー( 尽 火 る 導 ( 
に いる ダブ ル ヘ ッ ド は 襲っ て くる の で 
注意 が 必要 。 何 度 も 通る こと に な る の 
で 、 気 に な る よう な ら 倒 し て し まう と 
いう 手 も あ る だ ろう 。 と りあ え ず は 直 
進 し 、 正 面 に あめ る ダン ス ホ ー ル の 事務 
室 の 方 に 向かっ て 進ん で いこ う 。 





軸 ウン ペー の ボー 
ル の ダブ ル ヘ ッ ド 。 
角 か ら 飛 び 出 し て く 
る 敵 に は 注意 し て お 
か な けれ ば な ら な い 
だ ろう 。 








に 
1 
べべ 
1 
1 
ホ 
1 
ル 





っ () 章 居 ヒル の 地図 を 入手 


エレ ベー ター ホー ル か ら 入 る 扉 の 正 
面 に ある 事務 室 に は 地図 が 置か れ て い 
る 。 机 の 上 に は ハン ドガ ン の 弾 も ある 。 
セー ブ ポ イン ト も ここ に ある の で 、 セ ー 
ブ し て お こう 。 気 に な る 引き 出し は 、 
今 は 開け る こと が で き な い 。 こ の 事務 
室 を 出 て 左 、 一 番 奥 の 部 屋 は ロッ カー 
室 に な っ て お り 、 足 重 な 回 復 ア イ テ ム 。 。 セ ー フ ポイ ント 。 石 後ろ の デス ク の 
が ある の で ぜひ 立ち 寄 ろ う 。 引き 出し は 何 か が ひっ か か っ て いる 。 


( ナ ひ 見 昌和 を 控 半 


4 ガラ ス の テー ブル の 上 に 落ち て い 
る の が この 雑居 ビル の 地図 だ 。 


























建 

L ダン ス ホ ー ル 事務 室 や ロッ カー 室 の 

3 アイ テム を 調べ た ら エ レベ ー タ ー ホ ー 

る ル に 戻り 、 階 段 で 5 階 へ 上 が ろう 。 5 

記章 階 の エレ ベー ター ホー ル に は 敵 は いな 

ル 癌 識 い の で 安心 し て 移動 で きる 。 エレ ベー 

タ を 無視 し て 通り 抜け 、 左 手 に 曲がる 

と 「 フ ァ イ ン アー ト 」 と いう 画廊 の 表 < ひさ な 者 
! 示 が 出 て いる 扉 が ある 。 こ の 扉 に 入っ に 入る の が 次 の 手順 
ーー て 中 を 調べ て みよ う 。 だ 。 
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に = キュ ニョ シン NO 


主 





壁 の , 絵 を. 調 . べ る 
中 に 入る と さま ざま な 絵 が 飾ら れ て 
いる 。 正面 に め る 大 き な 壁 の 、 右 手 に 
ある 扉 か ら 奥 に 入ろう 。 こ の 部 屋 の 絵 
画 は 実は 後 で 重要 な 役割 を 果たす こと 
に な る 。 正 面 の 壁 に は 絵 が 無く 、 キ ャ プ 
ショ ン だ けが 残っ て いる の で 調べ て お 
こう 。 ま た 「 記 憶 を 妨げ る 者 ]」 と いう 
絵 の 裏側 に は セー ブ ボ ポイ ント が ある 
が 、 今 は まだ 見 る こと が で き な い 。 


ドラ イ バ .ー。、。 日 本 刀 を 入手 


まず 画廊 を 出 た ら 左 に 曲がり 、 マ ッ 
プ 上 の 方 の 突き 当たり で ドライバー を 
入手 する 。 こ れ で 事務 室 の 引き 出し を 
開く こと が で きる 。 次 に マッ プ 下 の 方 
の 画廊 倉庫 に 入り 、 日 本 刀 を 見 つけ よ 
う 。 こ れ ら すべ て が 終わ っ た ら 絵 の あ 
る 部 屋 に 戻り 、 画 廊 を 出 よ う 。 そ し て 
正面 に め る 廊下 を 通り 、 マ ッ プ 左側 の 
方 へ 移動 する 。 


ジャ ッ キ . を 入手 

マッ プ 下 の 方 の 廊下 は 、 敵 も 多く や っ 
か い だ 。 こ こ を 抜け て 自動 車 関連 用 品 
会 社 の 事務 室 に 入ろう 。 こ こ で 栄養 ド 
リン ク が 手 に 入る 。 ま た 、 イ ベン ト ア 
イ テ ム の ジャ ッ キ も 入手 で きる 。 この 
ジャ ッ キ は 93 階 の エレ ベー ター を 開く た 
め に 使用 で きる 。 ここ を 出 た ら 正 面 や や 
左 寄 り の 扉 の 鍵 を 開い て エレ ベー ター 
ホー ル に 戻り 、3 階 へ 降り よう 。 


b 大 切 に 飾ら れ た 日 本 刀 。 切 れ 味 鋭 


く 、 非 常に 扱い 


p 誰か の デス ク の 上 に 置か れ て いる 
回 復 ア イ テ ム を も ら っ て し まお う 。 





引き . 出 し か ら ロ ュ ェ ブ を 入手 


3 階 に 戻り 、 再 び げ ダ ンス ホー ル の 事 
務 室 へ 。 こ こ に あっ た 引き 出し を 開く 
た め の ア イ テ ム は 、 ド ライ バー だ 。 ひっ 
か か っ て いる 引き 出し に ドラ イ バ ー を 
ね じ 込 ん で 開く と 、 ローブ が 出 て くる 。 
これ を 入手 すれ ば 、 エ レベ ー タ ー を 利 
用 し て ら 階 へ 降り る 準備 が 整う 。 も う 
3 階 に は 戻っ て 来 ら れ な く な る の で 、 
必要 な ら セ ー ブ を し よう 。 


テ ドラ イ バ ー を 突っ 込み 、 ゴ リ ゴ リ 


と 押し 広げ て 品 





buiqding 建築 中 ビル ー 雑 居 ビ ル < pamr 4 








や すい 武器 だ 。 


4 絵 の か か っ て いた 
跡 が ある と いう 。 こ 
の 後 、 右 側 奥 に ある 
扉 を 開い て 、 奥 の 画 
廊 倉 庫 の 方 に 進ん で 
いこ う 。 





4 段ボール の 上 に 無造作 に ドラ イ バ ー 
が 置か れ て いる 。 もらって お こう 。 








< 棚 に 置か れ た ジャ ッ キ を 入手 。 壁 


層間 際 に ある の で 見 落と さ な い よう に 。 








ー プ を 入手 する 。 





4 引き 出し を 詳し く 調べ て みる と 、 
わずか に 開き か か っ て いる 。 





(の [テー+ 普 器 へ NT 正 送 こ ざい 旦 清 向 


共 せ こせ V] 
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切 江 せこ ご こせ べ ] 








[テー+ 番 翌 ヽ 、N 正 肖 こ モバ 耳 精 央 


で つ 





も ー ツ 
KA ぶ 


] 人 4 ジャ ッ キ と ロー プ で 脱出 

3 階 か ら 下 へ 降り る 通路 は な いよ う 
に 見 える が 、 ジ ャ ッ キ と ロー プ を うま 
く 使 っ て ら 階 へ 降り られ る よう に な 
る 。 エ レベ ー タ ー の うち 、 わ ず か に 開 
きか け て いる 場所 で まず ジャ ッ キ を 使 
い 、 扉 を 通れ る くら い に 開 く 。 次 に ロー 
プ を 使用 し 、 下 へ 垂らす と 、 階 下 に 降 
うり る こと が で きる 。 降 り る と 戻 つて く 。 、 ロ ー フ を 使っ て よう や くら 階 に 降 
る こと は で き な い 。 り る こと が で きる 。 


の 隙間 を 押し 広げ る 。 








ィ イン テリ ア . ショップ を 探 . せ 
この 通路 に は 敵 が 登場 し な い の で 安 
心して 歩き 回 る こと が で きる 。 2 階 か 
ら 降り て き て 目 に 付く の は 、 自動 販売 
機 に 貼ら れ た 大 き な セ ー ブ ポ イン ト 。 
裏 世 界 に 入っ て すぐ に セー ブ ポ イン ト 
が ある の で ここ で は まだ セー ブ し な く 
て も よい だ ろう 。 通路 を 右 に 進み 、 ド 
ア を 開い て イン テリ アシ ョ ッ プ の 中 に 
入ろう 。 





バス タブ を 調べ . 裏 . 世 界 へ 

アク ショ ン レ ベル が Hard 以 上 の 場 
合 、 インテリ アシ ョ ッ プ 受付 の 隣 の 部 
屋 に は ナム ボディ が いる 。 そ れ 以 外 で 
は 敵 は いな い 。 さら に 部 屋 を 抜け 、 マッ 
プ で 一 番 上 に 書か れ て いる 部 屋 に 入っ 
た ら バ スタ ブ を 調べ よう 。 デ モ が 始ま 
り 、 そ の まま 周囲 の 様子 は 裏 世界 の 雑 
居 ビ ル へ と 移動 する 。 新しい ビル の 内 
部 を 探検 し よう 。 












vVsN-NHN を SN 


て し まう 。 


4 扉 の 間 に ジ ャ ッ キ を 押し 込み 、 扉 





4 イン テリ アシ ョ ッ 
プ の ソフ ァ の 近く に 
條 ピー ララ ジャー キー 
が 落ち て いる 。 も ち 
ろ ん 見 逃す 手 は な 
い 。 拾 っ て お こう 。 





一 見 する と 、 何 の 
変哲 も な いた だ の バ 
スタ ブ だ が 、 こ れ を 
きっ か け に し て 裏 世 
界 の ビル へ と 変化 し 
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裏 世界 で は 車椅子 の 上 の アイ テム を 
取り 、 ス ラー パー の 攻撃 を うま く か わ 
し て まず メン タル クリ ニッ ク に 立ち 寄 
ろう 。 こ この ソフ ァ の 上 に へ ザー の 写 
真 が 落ち て いる 。 不可 解 な 走り 書き が 
な され て お り 、 何 者 か が が へ ザー の こと 
を つけ まわ し 、 狙っ て いる か の よう だ 。 
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MAAMaA 


4 メン タル クリ ニッ ク の 受付 、 待 合 
室 に な っ て いた よう だ 。 


k ソフ ァ ー の 上 に 置か れ て いる 写 





へ ザー は 不審 が る が 、 現 時 点 で は 何 も 走 。 誰が 何 の た め に 撮っ た 写真 な の 
分 か ら な い 。 か ? 
ヴィ ン . セ ント の . い る 部 屋 へ 


この 部 屋 の 壁 に セー ブ ポ イント が あ 
る 。 すぐ に セー ブ し て も よい し 、 ヴ ィ 
ン セ ント に 会 っ た 後 、 も う 一 度 こ こ を 
通っ た 時 に セー ブ し て お いて も いい だ 
ろう 。 セ ー ブ ポ イン ト 向 か い に あ る 扉 
は 向こう か ら 鍵 が か か っ て お り 、 こ ち 
ら か ら は 開か な い 。 奥 の ドア を 開く と 
そこ に いる 新た な 人 物 、 ヴ ィ ン セ ント 
に 出会う こと に な る 。 





4 壁 に 描か れ た セー 
ブ ポ イン ト 。 裏 世界 
最初 の セー ブ ポ イン 
ト だ 。 


よう な 変人 と し て 映っ て いる よう だ 。 
す が 、 彼 の 真 


IO) 





茎 穫 せこ こせ ざ ] 








、〒 い 碧 竣 こそ 是 潤 個 


[テー+ 秋 憶 ` 


ー ト 





革 天 せこ せ ざ ] 








[テー+ ボ 較 へ で 正光 こ で 芋 漆 科 
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19 オキ シド ニル 。 を 入手 





2 






球 司 避 い 


ヴィ ン セ ント と 話し 終え て 部 屋 を 出 
た へ ザー は 、 自 動 的 に この 部 屋 に 出 て 
くる 。 こ この 棚 に は 多数 の 回 復 ア イ テ 
ム が 置か れ て いる ほか 、 イ ベン ト ア イ 
テム の 「 オ キシ ドー ル 」 が ある 。 また 、 
リド ルレ ベル に よっ て は 机 の 上 に は 理 
科 の 教科 書 が 広げ られ 、 酸 素 の 発生 方 
法 に つい て 説明 され て いる 。 必 要 な も 
の を よく 調べ て お こう 。 


, 理科 の 教科 書 。 酸素 を 発生 させ る 
た め に 必要 な 品物 が 書か れ て いる 。 


エレ ベー ター で .1 階 へ 


メン タル クリ ニッ ク を 出 た ら 、 エ レ 
ベー ター に 向かお う 。 エレ ベー ター ホー 
ル に いる スラ ー パ ー の 攻撃 は 防御 で き 
な い の で 、 ピ ビ ピー ララ ジャー キー で ひび きつ 
け て モー ル で 振り 下ろ し 攻撃 を する と 
良い 。 表 世界 で は 動か な か っ た エレ ベー 
ター だ が 、 裏 世界 で は 片 一 方 の エレ 
ベー ター を 使う こと が で きる 。 この エレ 
ベー ター で 1 階 まで 移動 し よう 。 





エレ ペー ター を 降り で すぐ 、 
口 の 辺り に 巨大 な クリ ー チ ャ ー、 グ ラ 
トン が 居座っ て いる の が 分 か る 。 こ の 
怪物 は 襲っ て こない が 、 出 口 を 完全 に 
ぶさ いで し まっ て いる 。 こ れ を 倒す の 
が 当面 の 目標 だ 。 そ の 手前 に は 、 グ ラ 
トン らし ぎ 怪 物 が 出 て くる 童話 の 断片 
が 描か れ て いる 。 と りあ え ず よく 読ん 
で 、 こ の 内 容 を 確認 し て お こう 。 


フ ゼ 豚 レ バー を 入手 


この 


FN 計 


グラ トン に 背 を 向け て 左 の 通路 を 進 
み 、 突 き 当 た り 左 手 扉 を 開け て カフ ェ に 
入ろう 。 中 に は イン セイ ン キ ャ ン サ ー 
が いる の で 注意 。 カウ ンタ ー 沿 い に 歩 
いて 壁際 まで 行く と 冷蔵 庫 が あり 、 そ 
こ に 豚 レ バー が ある 。 酸 素 を 発生 させ 
る た め に 使う アイ テム だ 。 イ ン セ イン 
キャ ン サ ー の 近く の 机 に は 弾薬 も 置か 
れ て いる 。 


1 階 出 


, 童話 の d 














うな 状況 の 物語 が 語ら れ て いる 。 


b 豚 レ バー を 持っ て いこ う 。 こ れ で 


で も 今 の へ ヘザー と 同 








酸素 を 発生 させ る の だ 。 





4 ドア の 左手 に ある 棚 。 回復 アイ テ 
ム も 忘れ ず に 取る こと 。 














4 エレ ベー ター の 前 
で @ ボ タン を 押し て 
乗り 込み 、 操 作 盤 を 
調べ て 行き た い 階 を 
押せ ば 、 そ の 階 へ 進 
むこ と が で きる 。 


Martd0tey 結 38ntWWWeWMMYWAW9sewemweweemreuurー 


3 童話 の 中 で は 人 を 食っ て いる と い 
う 怪 物 。 う か つ に 近づけ な い 。 


じ よ 





< 素早く 行動 すれ ば 、 敵 と 戦わ ず 弾 
だ け 持 っ て 逃げ る こと が で きる 。 
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あんた と こと 
カフ ェ か ら 出 た ら 。 エレ ベー ニタ で 
5 階 へ 行う 。 こ こ で は マッ プ 左 下 の 
会 議 室 に 行く こと が 目的 だ 。 廊 下 の ス 
ラー パー は 無視 する か 、 ビ ー フ ジャ ー 
キー を 利用 し て 倒 そ う 。 部 屋 の 中 に は 
灰皿 が 置か れ て お り 、 誰 か の 使っ た 紙 
マッ チ が 置か れ て いる 。 机 の 上 に は 弾 
薬 も 置か れ て いる 。 紙 マッ チ と 一 緒 に テー ブル の 端 に は ハン ドガ ン の 弾 
入手 し て お こう 。 が ある 。 手 に 入れ て 外 に 出 よう 。 


の 人 の 絡 に 火 を つ 


了 廊下 を 進み 、 画 廊 に 入ろう 。 こ こ に 
は 壁 に セー ブ ボ イン ト が ある 。 正面 に 
は 表 世 界 で 外さ れ て いた 絵 が 残っ て お 
り 、 キ ャ プシ ョ ン も 完全 な 形 に な っ て 
いる 。 こ の 絵 の 前 で 、 紙 マッ チ 、 オ キ 
シド ー ル 、 豚 レバ ー の 3 つ を 組み 合わ 
せ 、Combine コ マン ド を 使っ て 使用 
する 。 す る と 絵 を 燃やす イベ ント が 発 
生 し 、 絵 の あっ た 場所 の 裏側 に 隠し 通 


路 が 出現 する 。 3 つの アイ テム を Combine し 
て か ら 、Use で 使用 する 。 そ う 議 滞 時 
する と 絵 を 勢い よく 燃やす こと 
が で きる 。 


4 紙 マ ッ チ を 入手 。 ま だ 煙 が 出 て い 
る タバ コ は 誰が 吸っ て いた の だ ろ 
き 生 














4 終 に つい て も 何 か を 思い 出し 
そう な へ ザー。 キ ャ プシ ョ ン を 
よく 読め ゆば 、 こ こ で どう する ベ 
きか 分 か る だ ろう 。 


























デー ぐさ さいき ・ー ご びき 著 





4 窓 の よう な 隠し 通路 。 調 べ て 
みる と 裏側 に 通り 抜け る こと が 
で き 、4 階 へ 降り る た め の 階 段 が 
出現 する 。 


人 人 表 世界 に あっ た 「 記 憶 を 妨げ る 者 ]」 と いう 
絵 が な く な っ て お り 、 そ の 裏側 の セー ブ ポ イ 
ント が 使用 可能 に な っ て いる 。 














絵 の 裏側 の 隠し 階段 を 降り て 4 階 へ 
進む お 。 ド ア を 開く 前 に 左手 の 行き 止ま 
り を 調べ る と 、1 階 で 見 つけ た 童話 の 
続き の 部 分 が ある こと に 気づく だ ろ 
う 。 この 内 容 に どん な 意味 が あめ る の か 、 1 
1 ES ジー) 
館 玉 っ は まだ 分 か ら な い 。 と りあ え ず 調 べ 遇 遇 の 
て お いて 、 今 は 扉 を 開け た さら に 先 へ 果たし て へ ザー の 運 
と 進 も う 命 を 象徴 し て いる の 
遅 や つ ? だ ろう か ? それ と 
も 何 か の ヒン ト ? 
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『 や ベッ ンド の . 下 か 。 

マッ プ で 右 下 の 部 屋 に は 、 地図 に 載っ 
て いな い 部 屋 が 隣接 し て いる 。 こ こ に 
は ベッ ド が あり アイ テム が 置か れ て い 
る 。 し か し うか が つ に 近づく と ベッ ド の 
下 に 隠れ て いる スラ ー パ ー に 攻撃 され 
に ミッ スッ ニー ビー シー 
ひと つ 使 用 し 、 お びき 寄せ て モー ル で 
振り 下ろ し 攻撃 し よう 。 安全 に アイ テ と ベッ ド の 上 に は 弾薬 と 回 復 アイ テ 
ム を 入手 で きる 。 ム が 置か れ て いる 。 


寺 和 9994933099W 人 20fM4YMMAM6DRYKewrtrernrforeeet 


4 モー ル で な ぐれ ば 相手 は ダウ ン し 
て 動け な く な り 、 倒 し や すい 。 


共 穫 せこ ご こせ ヾ ] 




















ブ ザ スラ ーー バ パ バー. を. か わし て 進む 


この 廊下 に は 多数 の スラ ー パ ー か が 出 
現す る 。 安 全 を 重視 する な ら 、 ビ ー フ 
ジャ ー キ ー と モー ル で 一 体 ず つ 倒 し て 
いく の が いい だ ろう 。 そ う で な けれ ば 
多少 の ダメ ー ジ は 覚悟 で 走り 抜け て し 
まう の が よい 。 通路 を ひたすら 走り 、 
マッ プ 左 上 に ある 部 屋 まで 駆け 抜け よ 
う 。 途中 、 敵 に つか まっ て 囲ま れ て し 
まう こと が な いよ うに 注意 。 


4 床 に 倒さ れ た ら す 
ぐ ス ティ ッ ク を 動か 
し 、 ボ タン を 連打 し 
て 少し で も 早く 起き 
上 が ろう 。 追加 の ダ 
メー ジ を 受け て し ま 
う ぞ 。 








⑳ 


ブ 8 銀 の コイン. で て. 生保 会社 の , 縺 を 入手 


部 屋 に 入っ て すぐ 右手 に 、 コ イン が 
ちら ば っ た テー ブル が ある 。 ま ず こ こ 
を 調べ 、 銀 の コイ ン を 入手 する 。 次 に 
ー 番 奥 の 方 に ある 自販 機 を 調べ 、 銀 の 
コイ ン を 使用 する 。 す る と 缶 が 出 て くる 
が 、 中 に は な ぜ か 生保 会 社 の 鍵 が 入っ て 
いる 。 自 販 機 の 奥 の 壁 に は 謎 めい た 言 
葉 が 落書 き さ れ て いる 。 銀貨 と 人 の 命 
の 関係 を 冷や か し た 詩文 の よう だ 。 


4 缶 ジ ュー ス を 売っ て いる は ず 
の 自動 販売 機 。 し か し 実際 に 購 
入 し て みる と 、 ジ ュー ス は 出 て 
こない 。 








ぁ 缶 を よく 振っ て みる と 、 中 か 
ら 鍵 が 飛び 出し た 。 い っ た いな 
ぜ ? 誰が 何 の た め に ここ に 鍵 
を 隠し た の だ ろう ? 








4 聖書 の 中 に ある 、 キ リス ト の 
命 を 銀貨 GO 枚 で 売っ た 裏切り 者 
ユダ の 話 を 下敷 き に し て いる よ 
うだ 。 


人 テー ブル の 上 に 散ら ば っ て いる 銀 の コイ ン 。 
通常 の お 金 と は 違う よう だ 。 1 枚 だ け 持っ て い 
く こ と が で きる 。 


[テー+ 違 普 疾 へ で 正光 こ モ 時 料 師 
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自販 機 か ら 生 保 会 社 の 鍵 を 手 に 入れ 
た ら 、 廊 下 を 走っ て エレ ベー ター ホー 
ル に 戻 ろ うう 。 わ ざわ ざこ こま で の 道 の 
り 全 部 を 戻る 必要 は な い 。 途 中 、 マ ッ 
プ ブ 中 央 付近 に ある 鍵 の つい た 扉 を 開け 
ば 、 す ぐに エレ ベー ター に た どり つけ る 
よう に な っ て いる 。 ま た エレ ベー ター を 
利用 し 、 生 保 会 社 が 入っ て いる 1 階 に 
戻 ろ う 。 


39 生保 . 会 . 社 。 の 尾 , を . 開 . く 


1 階 で は カフ ェ と 逆 方 向 、 つ まり グ 
ラ ト ン に 痛 を 向け て 右 の 方 向 に ある 扉 
を 調べ る 。 す る と 自動 的 に 生保 会 社 の 
鍵 を 使用 し 、 通 れる よう に な る 。 入 っ 
た ら 左 へ 進む 。 す る と 行き 止ま り で ス 
ラー パー が 謎 の 肉 塊 に お ら が っ て いる 
の に 気づく は ず 。 敵 と 戦う つも り が な 
いな ら 、 す ば や くそ の 手前 左側 に ある 
扉 に 入っ て し まお う 。 


最 . 後 . の . 章 . 話 . の . 断 上 語 


生保 会 社 の 会 議 室 らし き 部屋 に は 、 
長 机 と 椅子 が 並ん で いる 。 その 上 に は 、 
童話 の 最後 の 断片 が 置か れ て いる 。 調 
べ て みる と 、 巫 女 が 角 り 、 不 思 議 な 呪 
文 で 怪物 を 倒す と いう 場面 が 描か われ て 
いる 。 思 わ ず へ ザー が 不思議 な 呪文 を 
つぶ や く と 、 ど こ か で 大 き な 叩 び 声 が 
聞こ える 。 こ れ で つい に グラ トン は 消 
え 、 外 に 出る こと が で きる 。 同時 に ク 
リー チャ ー も すべ て 消え て いる 。 





人 ム 4 スラ ー バ パー が いる 手前 の ドア が 会 議 室 だ 。 
この 奥 の 通 路 は 、 ガ ラク タ が 積ま れ て いて 通 
る こと が で き な い 。 


> の . 幼 , を 開け 。 て エレ ベ 
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ーー 





3 青い 蛍光 灯 の 光 が 
印 。 こ の 下 の ド ア 
を 開き 、 エレ ベー ター 
ホー ル に 戻 ろう 。 




















4 生保 会 社 の 鍵 は こ 
こ で 使用 する こと が 
で きる 。 ビ ル 脱 出 ま 
で も う 一 息 。 




















会議 室 の 机 の 上 に は 、 あ の 破 
られ た 童話 の 最後 の 断片 が 置か 
れ て いる 。 調 べ て 内 容 を 読み 上 
げ て みよ う 。 


p 巫女 が 復活 し 、 つ い に 怪 物 を 
倒す こと を 決意 する 。 そ し て 呪 
文 で 怪物 を 倒し て 、 ハ ッ ピ ー エ 
ンド に な っ て いる 。 





4 へ ザー が つぶ や いた 呪文 は 、 
グラ トン を 消滅 させ る 力 を 持っ 
て いた よう だ 。 こ れ で 外 に 出る 
こと が で きる 。 


Pr 


症 和夫 せこ 十 








[テー+ 普 立 ヽ で 面 治 こ モ 是 滴 侯 


_ て mn 





Fe X Ci HIASRIT 






部 屋 に 入る 。 一 P.101 


アパ ー ト を 目指 す 。 一 P.100 






ミ シ ョ ナリ ー と の 戦闘 。 一 P.102 





あな た は どう する の ? 









O つう へ ザ -oWW 0 


ミ ビ ゴ の 北 ミ Eig: 放 旨 二 4 JA 「 ス タン ガン 」 を 入手 。 一 P.103 





Rough sketeh Gallery 92 











_PART ら > 市 街 地 一 アパ ー ト city 一 apartment 


革 穫 せこ 寸 ヾ ] 


ビル の 出口 


ビル を 脱出 する と 、 こ の 場所 
に 立っ て いる 。 画面 右 の 方 向 に 
進み 、 路 地 に 沿っ て 画面 奥 へ 曲 
が ろう 。 道 な り に 進む と 、 つ い 
に 自宅 の アパ ー ト に 帰れ る 。 














で つ 【[ 短 応 計 
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(の [ 剛 テ ー こ テー ニ 
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PART 9 > 市 街 地 一 アパ ー ト diy 一 apartment 


aDilHiMIm で nit 


朗 穫 せこ せ Y] 


アパ ー ト に 戻っ た へ ザー を 待っ て いた の は 、 死 体 と 
3 と ルー ヤツ A リ ピラー レル 2 イジー ズン 
を 問い つめ 、 彼 女 へ の 復讐 を 心 に 碑 う 。 

















SH ステー の 了 ア Amrh. へ 

雑居 ビル を 出る と 、 市 街 地 に 出る 。 
ここ に は 敵 は 出現 し な い 。 ビ ル の 出口 
に 向かっ て 右 へ 進ん で いこ う 。 す る と 
画面 奥 へ 向け て 曲がり 角 が 出 て くる 。 
ここ を 曲がり 、 細 い 路 地 を その まま 道 
な り に 進ん で いく と 、 ア パー ト の 入口 
に つく 。 正面 と いう より は 裏口 に 当 た 
る よう だ 。 こ こ か ら 中 に 入り 、 自 宅 へ ヘザー の 斉 ら す アバ ー ト 。 や っ と 
帰ろ う 。 帰っ て くる こと が で きた 。 


4 奥 に 向かっ て 曲がる 角 。 壁 に 沿っ 
て 進ん で いれ ば 分 か りや すい 。 








自分 の 部 司 ま で 


アパ ー ト の 中 は 薄暗く 、 た くさ ん の 
部 屋 が 並ん で いる 。 ま ず は 正面 玄関 ま 
で まっ すぐ 進 も う 。 こ こ に は セー プ ポ 
イン ト が ある 。 こ の 後 、 手 強い ミ シ ョ 
ナリ ー と の 戦い が 控え て いる の で 、 こ 
こ で か な ら ず セー ブ し て お く こ と 。 さ 
も な いと 、 ミ ショ ナリ ー に 殺さ れ た 坦 
合 に 雑 大 ビル か ら や り 直 すこ と に な つ その すぐ 近く に へ ザー の 家 が あ 
て し まう 。 る 。 調べ る と 自動 で 鍵 を 使っ て 開く 。 


4 郵便 ポス ト の 向かい に セー ブ ポ イ 
ント 。 慎 悩 する へ ザー。 





一 [テー+ 送 器 、 へ テー スー 牌 剖 膨 


























特殊 を エン ディ ング ⑫ 周 呈 正 際 ) 
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2 周 目 以降 の プレ イ で へ ザー ビー ム ま た は セク シー 
ビー ム を 使っ て 敵 を 30 体 以上 殺し 、 素手 の 状態 の ま 
ま ア パー ト に 入る と 特殊 な お まけ LUFO エ ン デ ティン 


クト る 見 る 0 が で きる 。 イル ント lp レシ リ ニス ズ 
共通 の 非常 に ナン セン ス な エン ィング タ 。 な ん も も 
いえ な い 絶 句 も の の 終わ り 方 な の で 、 ぜ ひ 一 度 は 見 
て みよ う 。 入手 方 法 は 209 ペ パー ジ を 参照 の こと 





< 部 屋 に 入っ た 瞬間 
か ゆら 、 イ ウス ド 調 の 
絵 に 切り 替わる 。 そ 
し ん そこ 待つ ん い 


2 部 屋 に 入る と イベ ント 。。。。 


アパ バート に 入る と 、 自 動 的 に イベ ン 
ト が 始ま る 。 そ し て 、 ソ ファ ー に 座っ 
て いる 父 に 話し か ける へ ザー。 し か し 
父 は 応え な い 。 正面 に 回 っ た へ ザー は 、 
父 が すでに 何者 か に よっ て 惨殺 され て 
いる こと に 気づい て 憎 然 と する 。 し ば 














し 取り 乱 し 、 悲 嘆 に 暮れ る へ ザー。 し 
か し 、 屋 上 へ と 血 の 跡 が 続い て いる こ 














と に 気づい た 彼女 は 屋上 へ 上 が る 。 





ソフ ァ ー で 死ん で いた 人 親 。 そし で 、 そこ か ら 純 


く 血 の 跡 が 屋上 に 向かっ て いる と と に 気づい た へ ザー 


| は 、 屋上 上 で クロ ー デ ィ ア を 発見 する 。 激しく クロ ー 
| ディ ア を 憎む べ ザ ー。 父 の ハリ ー を 殺し た 理由 を 問 
| いつ め る ベ ザ ー に 、 ク ロー ディ ア は 二 つ の 理由 を 挙 
| ける 。 ひと つ に は 、 17 年 前 に へ ザー を 連れ 去っ た ハリ 


- ム 椅子 に 座っ た まま 大 量 の 血 を 流し 死ん で いる ハリ ー。 - 昌 多 
| は 02001 





4 ソフ ァ ー に 座っ て 
いる 父 を 見 て 開放 感 
に ひたる へ ザー。 外 
の 異常 に つい て 、 父 
に 相談 し よう と 話し 
か ける の だ が ……。 


ー へ の 復讐 。 も う ひ と つ は 、 へ ザー い 本 を - 
抱か が せる こと 。 政 り に 駆 ら れ た 
ィ ア に ハン ドガ ン を 向け る 。 


- じ る こと な く 、 ハリ ー を 実際 に 殺し た 犯人 、 ミ シ ョ ナリ ー 


を 立ち 向かわ せる 。 YooHil22 

ミシン ョ チカ り は 3 
人 
た て る た め に ハハ リー を 


殺し た 、 と いう 彼女 の 
| 真意 は 不明 な まま だ 。 


、 長い トン ファ ー を 持 
- ち 、 素早 い 動 き で 襲っ 
で くる クリ エー チャ ー。 
りつ 





茹 穫 きせ こせ ざ ] 








[テー+ 秋 詳 、、 テ ー ニ ゴー 世 貴 半 


ーー キテ 























一 [テー+ 秋 香 、、 テ ー ニ ゴー 生 導 革 


PART う > 市 街 地 一 アパ ー ト city-apartment 

ミ シ ョ ナリ と の, 戦 韻 

両手 に トン ファ ー の よう に 伸縮 自在 の 刃物 を 持っ サイ レン サー を つけ る こと で 射撃 武器 に よる ダメ ー 
て いる 。 人 を 殺す こと に よっ て 快楽 を 覚え る 人 型 ジ を 与え る こと が で きる 。 ま た 、 背後 か ら 撃っ た 
の クリ ー チ ャ ー。 ク ロー ディ ア の 命令 に 従う 。 動 り 、 攻 撃 の た め に 力 を 溜め て いる 間 に 撃 つた り し 
き が 素早 い 上 に 武器 の 射程 距離 が 長い の で 、 倒 す て も ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる 。 ま た 、 へ ザー 


の は 大 変 だ 。 射 撃 武器 で 正面 か ら 攻 撃 す る と 弾 を 。 が ライ ト を 消す と 走り 斬り 攻撃 を し な く な り 、 立 
は じい て 防い で し まう 。 音 で 反応 し て いる の で 、 ち 止 まる 確率 が 増え る 。 


ドジ ョ ナリ ご ) 


アク ショ ン レ ベル 




















攻撃 
振り 回 し 攻撃 





笑 き 刺し 攻撃 ( 柚 ) 
突き 刺し 攻撃 ( 丸 ) 
溜め 攻撃 ( 柄 ) 
溜め 攻撃 ( 刃 ) 
起き 上 が り 攻 撃 
走り 斬り 攻撃 ( 柄 ) 
走り 斬り 攻撃 ( 刃 ) 























対処 方 法 


よほど 腕 に 自信 が な けれ ば 、 サ イレ ン 


サー 付き の ハン ドガ ン で 戦う の が いい だ 
ろう 。 動き が 素早 く 、 視 点 を 常に 動か し 
て 目 を 離さ な いよ うに し な いと 、 画 面 外 
か ら 攻 撃 を 受け る こと に な っ て し まい 、 
非常 に 不利 に な る 。 


4 非常 に 長い 射程 距 
離 を 持つ 刃物 。 横 移 
動 で か わす か 、 ガ ー 
ド で 防ぐ か し た いと 
ころ 。 


< 転倒 し た 状態 か ら 
起き 上 が りな が ら 攻 
撃 し て くる こと も あ 
る の で 注意 。 タ イミ 
ング よく ガー ド だ 。 
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ペ ベガ が モー ガ が ミウ 当 ナ リー タル 打 履 で 階下 に 記 だ りく くる と 、 
そこ と に は ダグ ラス が や っ て き て いた 。 思わ ず 激 遇 し 、 
ダグ ラス に 八 つ 当 た りす る ヘザー。 落ち 着き を 取り 戻 
し た へ ザー は 、 ハ リー を ベッ ド に 乗せ 、 シ ー ツ を か ぶ 
せ て 花 を 供え る 。 そ し て へ ザー は 改め て クロ ー デ ィ ア 
へ の 復讐 を 塁 い 、 サ イレ ント ヒル へ 向かう こと を 決意 
する 。 ダ グラ ス は 責任 の 一 端 を 感じ 、 彼 女 に 協力 する 。 


ハリ ー が 座っ て いた ソフ ァ の 前 に 扉 
が あり 、 へ ザー の 部 屋 が ある 。 こ こ で 
は タン ス の 中 か ら ス タン ガン を 入手 す 
る こと が で きる 。 以 前 に ハリ ー が 護身 
用 に 買い 与え た も の の よう だ 。 ハ リー 
の 部 屋 な ど 、 家 の 中 を くま な く 調 べた 
ら 、 外 に 出 て セー ブ ポ イン ト の 前 を 通 
り 、 正 面 出口 か ら ア パー ト を 出 よ う 。 


< 二 人 は ハリ ー を 簡 
単に 埋 更 する 。 そし 
て クロ ー デ ィ ア の 待 
つ サ イレ ンド ヒル へ 
向かう こと に 。 


4 スタ ン ガ ン は 射程 は 短い が 、 イ ン 
セイ ン キ ャ ン サ ー に 特に 有効 だ 。 


L 父親 の 部 屋 も 調べ る と さま ざま な 





コメ ント を 見 る こと が で きる 。 


の 外 に 出る と 、 ダ グラ ス が テン セン ト 
か ら の 伝言 を 伝え 、 地図 を 渡す 。 [サイ レン ト ヒ ル 
- に 着い た ら レ ナー ド を 探せ 」 と 。 他 に 手がかり の な - 
い へ ザー は と りあ え ず レナ ー ド を 探す こ 
る また タウ ウス は びり が 狂う 7 いた 
旦 お BE 


を 知る 時 の た め に 、 
時 れ て ri に ・ 池 て が ー は 17 年 前 に 関す る - 
_ 記憶 を 思い 出す 。 神 の 復活 を 願っ た クロ ー デ ィ ア 。 そ 
1 その 事件 か ら 生き 残っ た 少女 アレ ッ サ が へ ザー 


関す る 詳細 な 内 


た の だ 。 彼女 は すべ て の 事件 に 決着 を つけ る た 


- め 、 1 


BE 
いで 語る ダク ジ ラス 。 
し て 次 第 に ザー の 記 
憎 が 計る 。 


、 天 答 な 過去 を 振り 返 


ム ハ リ ー の ノー ト 。 サイ レン ト ヒ ル に 着い た 
を 開い て 、 Exarnine コ マン ド で 内 容 を 読ん で お こう 。 


る へ ザー。 楽し か っ た 


: か りー と の 條 活 も 信 は ば 


すでに 遠い 。 





凍 穫 せこ 寸 Y] 





人 





[テー+ 番 裕 、、 テ ー ニ コー 勘 剖 千 


CO 








レシ ルレ ルー の kr の ③/akG 人 2 
れ 、 病 院 へ 向かう こと に 。 
ーP.122 





3 
市 街 を 通 
り 抜け て 病院 へ 向かう 一 P122 


りう 


条件 を 満た す と 、 マ リア の イベ 
ント が 起こ る 。 一 P.123 


マッ プ の 赤丸 に 従い 、 





昌 ISA 
机 の 上 に 置い て ある 「 岳 院 の 地 
図 」 を 手 に 入れ る 。 一 P.123 


上 W つ 人 秩 え 


レナ ー ド と スタ ン レ ー に つい て 
書か れ た 患者 の メモ を 読む 。 
ーP.124 


O6 間 ** 


スタ ン レ ー の 日 記 を 読み 、 以 後 
日 記 が 出現 する よう に する 。 
ーP.124 








か て 


同 キュ ア 除 光 液 」 と [赤水 を 


入手 ファ ッ シ ョ ン 雑 誌 を 読む 。 
ーP.124 


nd e x CHA RT 


O8 2 階 東 廊下 


スタ ン レ ー の 日 記 を 読む 。 
は の 】 コ は / 3/ ル (LGAY 央 
ーP.125 





廊下 の 張り 紙 に 従い 、 暗 証 番 号 
を 入力 し て 鍵 を 開け る 。-P.125 


1@⑨ UE 


死体 の 入れ 墨 に 書か れ た ヒン ト 
と カル テ を 見 て M4 号 室 に 行く 。 
ーP.125 





スタ ント カメ ラ 」 を 入手 。 一 P.126 


] 2 


ベッ ド の 隙間 を 利用 し て 、 複 数 
の ナー ス と 戦う 。P.126 





基 に [マニ キュ ア 際 光 液 」 を 使っ 
て 、「 階 段 の 鍵 ] を 入手 。 一 P.126 





「 階 段 の 鍵 」 を 使い 麟 を 開け て 科 
段 を 使え る よう に する 。 一 P.127 





エレ ベー ター 前 に 落ち て いる 「 サ 
ブ マ シン ガン 」 を 入手 。 一 P.127 





」「 イ ンス タン トカ メラ 」 を 使い 、 


棚 の 裏側 の 壁 を 写す 。P.127 


て 


廊下 の 張り 紙 を 見 て 、 香 護 婦 が 
閉じ 込め られ て いる 警告 を 読 
む 。 つ P.127 


スタ ン レ ー の 日 記 を 読む 。 
へ ザー に 愛 を 語っ で いる 。 
ーP.128 


1 9 3 階 倉 庫 


スタ ン レ ー の 日 記 で 棚 の 裏 に 関 
する 情報 を 読む 。 一 P.128 


2@⑳ 誤 


スタ ン レ ー の 日 記 を 読む 。 
自殺 願望 に つい て 書か れ て い 
る 。 つつ P.128 





本 ジン ア ルス ルル vi 
暗証 番号 を 入力 する 。 一 P.128 


2 


ゴシップ 誌 を 見 て 、 希 望 の 家 に 
つい て の 記事 を 読む 。 一 P.129 


と う 3 階 西 廊下 


ナー ス が ふさ いで いる の で 、 ラ 
イト を 消し て 近づき 、 倒 ま …P.129 








2 条 


日 記 を 読み 、 ス タン レー が 殺さ 
れ た こと が 分 か る 。-P.129 





廊下 の 端 に 出現 し た 扉 を 抜け 
て 、 狭 間 の 世界 へ 。ーP.130 


通路 を 進み 、 奥 の 行き 止ま り に 
た どおり 着 ぐ 8yP1346 

代わ り に 現れ た 通路 の 中 に 入 
り 、 ハ シゴ を 上 る 。-P.132 


アク ショ ン レ ベル が Hard 以 上 
」 だ と スラ ー パ ー が 出現 する 。 
ーP.132 


デイ ルー ム を 通り 抜け て エレ ベ 
ー タ ー へ 向かう 。 一 P.132 


鏡 の 部 屋 の トラ ッ プ に か か り 、 
ダメ ー ジ を 受け る 一 P.132 





















電話 を 取る と 身 に 覚え の な い 誕 
、 生日 を 祝 わ れる 。 一 P.133 






女子 ロッ カー で ゴミ 箱 を 調べ 、 
「 ビ ニー ル 袋 ] を 入手 。 つ P.133 





St 





フタ や ベッ ド に 書か れ た 数 字 を 
読み 解き 、「 火 葬 さ れ た 鍵 ] を 
入手 。P.133 





いつ < 





血 抜き され た 男 か ら 、「[ 
ル 袋 ] に 血 を 入れ る 。 一 P.134 


Eo ーー 


フ 診察 室 
レナ ー ド に 関し て 書か れ た 看護 
婦 の メモ を 読む 。 一 P.134 





う 6 ぁみ - 


レナ ー ド の 描い た 落書 き が 落ち 
て いる の を 見 つけ る 。 つ P.134 





「 火 葬 さ れ た 鍵 」 を 使い 、 デ イル 
ー ム へ の 扉 を 開け る 。 一 P.134 








ル 
38 


EEEWSliily/E! だ ゴ ニ ァ ルン な の 2 
を ここ で 受け 取る 。 つ P.135 





「 血 の 入っ た ビニ ー ル 袋 ] を 使っ 
て 失わ れ た 儀式 を 行う 。 一 P.135 






」 ハシ ゴ を 降り て 病院 の 地下 に 行 
き 、 レ ナー ド と 戦う 。 一 P.136 





」 表 の 世界 に 戻る 。「 タ リス マン ] 
を 手 に 入れ る 。 一 P.137 






kk:E/:47 上 人 邊 に ニレ ピ ) 2 人 
戻り 、 ヴ ィ ン セ ント に 会 う 。 
ーP.137 





ヴィ ン セ ント に 従っ て 街 の 北西 
へ 進み 、 遊 園地 へ 。 一 P.137 





劇場 に 立ち 寄る 


病院 へ 行く 途中 、 唯 一 立 
ち 寄れ る 劇場 、 ヘ へ ブン スナ 詳 
イト 。 こ こ に は アイ テム が 
いく つか 置い て ある の で 、 
行き が け に 寄り 道 し て 回 収 
re om 昌 | 
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病院 に 行く 途中 で サイ レン ト 
ヒル 市 街 に いる クリ ー チ ャ ー を 
全 減 させ て いて も 、 病 院 後に 通 
る 時 に は 、 ま た 違っ た 配置 で ク 
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革 秋 半 








[( 天 ) 憶 一 逢 滞 導 


ーー ト 


PART > サイ レン ト ヒ ルー 病院 Silent nii-hospital 











ナー ス を 各個 撃破 


アク ショ ン レ ベル ノー マ 

|。 ル 以上 で 、 西 の 廊下 に 複数 

の ナー ス が 出現 する 。 廊下 

に 入る 前 に ライ ト を 消し て 

お き 、 囲 まれ な いう ち に 1 
体 ず つ 倒 し て いこ う 。 





(の [( 氷 ) 避 潜 癌 


事 全 


STLpDNTY せ TLE3 





せ ざ ] コ 
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昔 江 











[( 端 ) 憶 N 恒 癌 


に 3 


デキ 








ナー ス が 遅れ て 出現 

エレ ベー ター か ら 降 り て も 、 
敵 の 姿 は な い 。 し か し 、 イ ンス 
タン トカ メラ を 手 に 入れ て 戻る 
と 、 ア クシ ョ ン レ ベル Normal 
以上 で は ナー ス が 出現 する 。 





[( 正 ) 憶 N 恒 導 
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シ 区 dL 人 計 PR 1 
ナ 
リ 
オ 
解 
析 
_ クロ ー サ ー を 無視 する 
屋上 に は 複数 の クロ ー 
サー が いる 。 囲 まれ や すい 
の で 無視 し て 通り 抜け 、 ア 
イ テ ム だ け を 回 収 し 、 急 い 
で 入口 に 戻り 、 屋 上 か ら 逃 
げた ほう が いい 。 








一 【[( 交 ) 剛 翌 癌 











St を 


下 の 奥 まで 進む と ナー 
ス が 複数 待ち か まえ て い 
る 。 ビー フジ ャ ー キ ー を 取っ 
た 辺り か ら ラ イト を 消し て 
近づき 、 気 づか われ な いよ う 
に 倒す の が 無難 だ 。 


まま 
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[N 夢 常民 泊っ 青 常 恒 癌 
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スラ ー バ パー と ナー ス が 
血 入り ビニ ー ル 袋 を 入手 する 
と 、 西 廊下 に ナー ス と スラ ー パ ー 
が 出現 する 。 ス ラー パー を ビー 
フジ ャ ー キ ー で 足止め し た 隙 
に 、 ナ ー ス に 近づい て 倒 そ う 。 








ーー 【[( 綱 ) 望 Q 和 恒 癌 


玉 れ な も 3 








デイ ルー ム に 火葬 され た 鍵 を 
使っ て 入っ て も 、 金網 に 阻ま れ 
て いる 。 実は 、 北 東 の 出入 口 か 
ら 金 網 の 内 側 に 入れ る の で 、 こ 
の 落書 き を 見 る こと が で きる 。 





こ ! [( 畑 ) 避 一 測 癌 


まま 1] 
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茹 弄 せこ 二 Y] 


スラ ー パ バー(+1/+2/+2) 

※ ロ ッ カ ー ル ー ム に 入っ た 後 6 
仙 ナ ー ス (0707+1) | 

※ ロ ッ カ ー ル ー ム に 入っ た 後 











一 [( 畑 ) 選 NN 潮 閣 














茹 江 せこ ご 寸 Y] 








一 【[( 綱 ) 選 の 避 


PART 6 に っ サイ レ ント ヒル ーー 病院 silent hill 一 hospital 











ゴ 

_ スラ ー バ パー の 対処 
裏 の 病院 に 入る と いき な 
り ス ラー パー に 襲わ れる 。 
ここ に 限ら ず 裏 の 病院 内 で 


| は スラ ー パ ー の 出現 頻度 が 


高い 。 ビ ー フ ジャ ー キ ー を 
惜しま ず 使 お う 。 


窒 の 外 に 人 の 手 
部 屋 の 奥 の 窓 を 調べ る 
と 、 ハ ンド ガン の 弾 が 手 に 
| 入る 。 よ く 見 る と 外 に 手 が 
ぶら 下がっ て いる の だ が 、 
調べ て も メッ セー ジ が 出る 
だ け で 何 も 起こ ら な い 。 
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革 書 せこ ご こせ ざ ] コ 








一 [テー+ 間 へ 型 痢 ご モバ テ V で へ 


PARTQ > サイ レン ト ヒ ルー 病院 sent hin-hospital 


父親 を 殺さ れ 、 ク ロー ディ ア に 復讐 を 痺 う へ ザー。 
ウ ヴィンセント が 言い 残し た 言葉 に 従い レナ ー ド を 探 
E ル コッ に シル レル アマ: ロレ し た 目 ピ ンス 3 づ / 2 ロリ ) 衣 


Re3 SA pcs ae NSR 










My ダグ ラス の 車 で サイ レン ト ヒ ル に 向 
か う 途 中 、 へ ザー は 過去 の 事件 を すべ 
て 思い 出す 。 因 緑 の あ る サイ レン ト ヒ 
ル に 到着 後 、 レ ナー ド と いう 男 を 捜す 
た め に モー テル で 相談 し 、 ダ グラ ス と 
ふた て に 分 か れる こと に する 。 レ ナー 
ド の 家 は ダグ ラス に 任せ て 、 病 院 へ 向 
か お う 。 な お 、 モー テル の 中 に は セー ブ モー テル に も あの 赤い 紋章 が 用 意 
ポイ ント 以外 に は 何 も な い 。 され て いた 。 誰 の 仕業 か ? 


サイ レン ト ヒ ル の 町 は 若干 広く 、 勝 
道 に 入れ る 場所 も 存在 する 。 し か し 、 
病院 と 劇場 以外 の 建物 の 中 に は 入れ 
ず 、 ア イ テ ム も 発見 で き な い の で 寄る 
だ け 無 駄 だ 。 地図 の 赤丸 に し た が っ て 、 
北 の 通 り を 出 て 西 に 進み 、 分 か れ 道 で 
南 に 曲がっ て まっ すぐ 進 も う 。 道 の 西 
側 を 歩い て いけ ば 、 視 点 が 変わ る 場所 と 視点 が 切り 替わっ た 曲がり 角 を 見 
が ある 。 そ こ が 病 院 の 入口 だ 。 逃さ すず 、 病 院 の 入口 へ と 進 も う 。 



























け 、 病 院 へ 
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4 ダグ ラス と へ ザー は ふた て に 分 か 
れ て レナ ー ド を 探す こと に な る 。 


4 サイ レン ト ヒ ル は 肥 に 包ま れ た 
| 町 。 思わ ぬ と ころ で 襲わ れる 。 





silent h 則 一 hospital サイ レン ト ヒ ルー 病院 く PARTQ 








る 


1 場 に は. ME ーー 


病院 前 の 大 通り の 西側 に 脇道 が < 劇場 の テー ブル や カウ ンタ ー の 上 に 
ある 。 脇道 に 入る と 、 階 段 を 上 っ の 29602 人 回し で お きた し 5 
た と ころ に 劇場 「 へ ヴ ン スナ イト 」 
の 看板 が 。 こ の 劇場 は 中 に 入る こ 
と が で きる 。 立ち 寄ら な く て も す 
お 場所 だ が 、 カ ウン ター や テー ブ 
ル の 上 に は アイ テム が 置か れ て い 
る の で 手 に 入れ て お こう 。 ま た 、 
サイ レン ト ヒ ル の 観光 案内 の バン サイ レン ト ヒ ル の 観光 案内 。 リ ソー 
フレ ッ ト も 読む こと が で きる 。 ト 地 だ っ た 様子 は ほとん ど な い が 。 




























半生 せ こざ ] 















S04tet8fSiyK4o か ASHef0H 人 040 人 3 人 kteeAtd43 が 40 人 09946 





病院 に 入る と すぐ 目 の 前 に 病院 事務 
室 へ の 扉 が ある 。 こ の 部 屋 に 入り 、 机 
の 上 に ある 病院 の 地図 を 手 に 入れ て お 
こう 。 ま た 、 部 屋 の 左上 隅 の 棚 に は 栄 
養 ドリ ンク が ある 。 セーブ ポ イン ト も 
ある の で 、 忘 れず に 記録 し て お きた い 。 
部 屋 か ら 出る と 左右 両側 か ら ナ ー ス が 
近づい て くる 。 挟ま れる と 不利 な の で 、 
どちら か 一 方 に 近づい て 早め に 倒 そう 。 


4 扉 に 入り 、 向かっ て 
すぐ 左 の 机 に は 地 
が 置か れ て いる 。 そ 
の 反対 側 に は 栄養 ド 
リン ク が ある 。 


を 地 
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C う [テー+ ボ 送 器 ヽ 恒 疲 こ ご ミ バ テーV で へ は 


6 > サイ レン ト ヒ ルー 病院 Silent hil-hospital 









NR 
NR My 





リン 病院 事務 室 を 出 て 右 に 進み 、 角 を 曲 
が っ た 右手 に ある 部 屋 に は 、 机 に メモ 
が 置か れ て いる 。 探し て いた レナ ー ド 
と スタ ン レ ー と いう 男 の ら 種類 の メモ 
が 確認 で きる 。 ち な み に 、 面 会 室 で ス 
タン レー の 日 記 を 確認 じ て か ら こ の メ 
モ を 読む と 、 へ ザー が 「 変 な 日 記 を 書 

いて いる 人 」 呼ば の りす る 。 ま た 、 冷 。 。 し ナー ド の ほか に も 、 初 め て 見 る 
蔵 庫 の 中 に は 栄養 ドリ ンク が ある 。 名 前 の 男 に つい て の メモ が ある 。 


34 張り紙 が され て いる 冷蔵 庫 。 中 に 
は 栄養 ドリ ンク が ある 。 
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41 病院 の 入口 か ら 左 に 進ん で 角 を 曲 が 

り 右側 の 面会 室 に 入る と 、 机 の 上 で 日 

記 と 人 形 が 見 つか る 。 さ っ き 読 ん だ メ 

モ に 書か れ て いた スタ ン レ ー と いう 人 

史 問 物 が 書き 残し た 日 記 だ 。 な お 、 病 院内 
で 他 の 日 記 を 見 つけ る に は 、 こ の 日 記 
を 最初 に 読ん で お く 必 要 が ある 。 (Go 
で 日 記 を 読ん で いな いと 、 ほ か の 場所 
で 日 記 が 出現 すら し な いか ら だ 。 


4 スタ ン レ ー と いう 
人 物 は 、 ヘ へ ザー の 訪 
問 を 待ち 焦 が れ て い 
た よう だ 。 以 後 、 的 
確 な アド バイ ス を 受 
ける こと に な る 。 














階段 に は 鍵 が か か っ て いる の 
で 、 現 段階 で 他 の 階 に 行く に は 、 
エレ ベー ター を 使う し か な い 。 そ 
の 上 、 エ レベ ー タ ー で は ら 階 に し 
か 行け な い 。 ら 階 で は 地図 上 で 上 
に ある 女子 ロッ カー へ 行き 、 開き っ 
放し の ロッ カー を 調べ る と 、 中 か 
ら マ ニキ ュ ア 除 光 液 を 見 つけ られ 
る 。 ま た 、 続 け て 同じ 場所 を 調べ ロッ カー を 調べ る と 、 マ ニキ ュ 
る と 香水 も 手 に 入る 。 ア 除 光 液 と 香水 が 見 つか る 。 


ファ ッ シ ョ ン 雑 誌 の 謎 (2 周 且 玉 降 ) 


女子 ロッ カー の 入口 に ある 机 に は 、 ファ ッ 
ショ ン 雑 誌 が 置か れ で いる 。 通常 は な ん 


4 エレ ベー ター の 操作 は ビル と 同じ 。 
角 を 調べ て 行き 先 の ボタ ン を 押 そ う 。 








の 意味 も な いも の だ が 、「TExta New Game] 
か ら 始 め た 場合 の み 、 メ モ が 本 の 間 に 挟 
まれ で いる 。 こ の メモ に 書か れ て いる の < TExta New Game] 
は TEXWa.Coslume] の パス ワー ド 。 入力 フッ ーーーーーー 


3 か ら パ スワ ー ド が 見 つか 
し て 新 』a 4 チュ ニム を 皇 に 人 人 れ よ う 。 る 。 





一 [テー+ ボ 曽 避 、 湊 痢 ご テア V で へ 
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silent hi 一 hospital サイ レン ト ヒ ルー 病院 < PART 














OS スタ ン レ . ニ の 日 . 記 


ぎ ら 了 の 廊下 に ある スト レッ チャ ー の 
上 に は 、 ス タン レー の 日 記 が 置か れ て 
いる 。 と の 日 記 に は 、 近 く の 扉 を 開け 
る ヒン ト が 張り 紙 に ある こと が 示さ れ 
て いる 。 突 き 当 た り に ある 張り 紙 を 探 
そう 。 な お 、 日 記 よ り 先 に 張り 紙 を 読 
むと 、 こ の 日 記 は 消え て し まい と 度 と 
読め ゆめ なくなる 。 見 た いな ら 見 逃さ す 先 
に 日 記 を 読ん で お く こ と を 勧め る 。 


東 廊下 か ら 西 へ 抜け る 扉 に は 、 番 号 
式 の 鍵 が か か っ て いる 。 開 ける に は 正 
し い 数 字 を 入力 し な けれ ば な ら な い 。 
スタ ン レ ー の 日 記 に よれ ば 、 正 し い 番 
号 は 4 ケタ で ヒン ト も 近く に ある と の 
こと 。 突き当たり の 壁 の 張り 紙 に ヒン 
ト が ある の だ が 、 リ ドル レベ ル に よっ 
て 内 容 が 異な っ て いる 。 入力 装 置 と 見 
比べ て 正しい 番号 を 見 つけ 出 そ う 。 
















れ て いる 。 腕 に は 入れ 墨 が 彫 ら れ て い 
る が 、 こ れ は 後 で アタ ッシュ ケー ス を 
開け る た め の ヒ ント と な っ て いる 。 な 
お 、 こ の 死体 が 生前 どん な 人 物 だ っ た 
か は 、 机 に 置か れ た カル テ に 書か れ て 
いる 。 収 容 理由 や 死因 の ほか に 、M4 
号室 に 収容 し て いた こと や 、 男 の 持ち 
物 が その まま 残っ て いる こと が 分 か る 。 











絶 の ヒン ト 


4 廊下 の スト レッ 
チャ ー の 上 に 、 ズ スタ 
ン レ ー の 日 記 が 。 内 
容 は 扉 の 開け 方 に 関 
する も の 。 人 形 も 一 
緒 に 置か れ て いる 。 








4 廊下 突き 当り の 張り 紙 を 読む お 。 そ 
の まま で は 、 何 の こ と か 分 か ら な い 。 





ルト ヒン ト と 入力 装置 の 並び 順 を つき 
合わ せ て 、 正しい 番号 を 見 つけ 出す 。 








4 入れ 墨 に は この 先 の ヒン ト を 示し 
て いる 。 実は 見 な く て も いい 。 





bk カル テ に は 入れ 墨 の 男 の こ と が 。 
入院 患者 で は な いら し い 。 
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[ レト カメ ラ を 入手 


M4 号 室 に 入る と 、 目 覚 し 時 計 の ア 4 鳴り 響く 目覚 まし 時 計 。 ア ラー ム 
ラー ム が 鳴り 響い て いる 。 ま た 、 入 品 訪 凍 CS 村 わ な いい 
近く の ベッ ド の 上 に は スタ ン レ ー0 の 日 
記 が 置か れ て いて 、 隣 の ベッ ド の アタ 
ッシュ ケー ス は 入れ 墨 の 男 の も の で あ 
る こと が 分 か る 。 目覚 じ 時 計 を 調べ る 
と 時 刻 を 確認 で きる の で 、 分 か っ た 番 
号 を アタ ッシュ ケー ス に 入力 し 、 イ ン 自覚 ま し 時 計 の 時 刻 を 入力 する 
スタ ント カメ ラ を 手 に 入れ よう 。 と 、 ア タッ シュ ケー スガ が 開く 。 
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M5 号 室 に は 立ち 寄る 必要 は な い が 、 
救急 キッ ト が ある の で 余裕 が あれ ば 回 
収 し て お きた い 。 た だ し 、 難易 度 に よっ 
て は ナー ス が 3 体 出現 する の で 、 ま っ 
すぐ 進め ば 囲ま れ て し まう 。 部 屋 に 入っ 
た ら す ぐ 扉 の 横 に ある ベッ ド の 隙間 に 
入り 、1 体 ずつ 相手 に し て いけ ば 安全 
に 戦え る 。 救 憩 キッ ト を 取る の は ナー ナー ス を 全て 倒し た ら 、 部 屋 の 則 
ス を 倒し て か ら に し た 方 が 良い 。 に ある 救急 キッ ト を 回 収 。 


6 ) 鍵 を 取る 


4C4 号 室 の 壁 に は いろ いろ な も の 
が 貼り 付け られ て いる 。 調べ て みよ 
う 。 


4M5 号 室 に は ナー ス が いる 。 近 づ 
か れる 前 に ベッ ド の 隙間 へ 逃げ よ 











ら 階 を 一 通り 回 っ た ら 1 階 に 戻り 、 
西 廊下 の C4 号 室 へ 向かう 。C4 号 室 に 
は 壁 に 鍵 が 貼り 付け られ て いて 、 接 着 
剤 で し つっ か りく っ つい て いる の で 取れ 
な い 。 こ こ で マニ キュ ア 除 光 液 を 使え 
ば 、 階 段 の 鍵 を 手 に 入れ る こと が で き 
る 。 ま た 、 ベ ッ ド の 上 の スタ ン レ ー の 
日 記 に は 、 は が し 方 の 情報 が 書か れ て | 尼 着 判 で 貼ら 5 れ て いる が 、 マ ニキ ュ 
いる 。 鍵 を 取る 前 に 読ん で お こう 。 ア 除 光 液 で を れい に は が せる 。 





ーー ビー+ ボ 半 器 へ 洪 泊 ご ミド テア V で ユキ 














4 磨 左 の 鍵 で 肩 を 開け る 


C4 号 室 で 手 に 入れ た 階段 の 鍵 を 使っ 
て 扉 を 開け ば 、 階 段 で 他 の 階 へ 移動 で 
きる よう に な る 。 し か も 一 度 使用 すれ 
ば どの 階 の 階段 の 扉 も 開い た こと に な 
り 、 地 下 か ら 屋 上 まで すべ て の 階 を 回 
れる 。 ち な み に 階 段 が 使え る よう に な 
っ た の と 同時 に 、 エレ ベー ター を 使っ て 
3 階 に 行け る よう に な っ て いる 。 た だ 
し 、 地 下 へ の 移動 は 不可 。 


病院 の 地下 を 進む と 、 エ レベ ー タ ー 
の 周り に 弾 痕 が 見 られ る 。 ど う や ら 廊 
下 に 倒れ て いた 車椅子 に 乗っ て いた 人 
が 激しく 戦っ た 形跡 らし く 、 床 に は サ 
ブ マ シン ガン が 落ち て いる 。 持 ち 主 の 
生死 が 気 に な る が 確認 は で き な い の 
で 、 サ ブ マ シン ガン だ け で も 拾っ て お 
こう 。 ま た 、 手前 の 曲がり 角 に は サブ 
マシ ン ガ ン の 弾 も 落ち て いる 。 
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4 1 階 で 階段 の 鍵 を 
使い 、 階 段 が 使用 可 
能 に 。 こ れ で 全 階 の 
階段 前 の 扉 が 開い て 
いる の で 、 病 院 の す 
べ て の 階 を 回 ろう 。 














4 地下 の 曲がり 衣 に は サブ マシ ン ガ 
ン の 弾 が 落ち て いる 。 回 収 し よう 。 




















ルト エレ ベー タ の 前 で は 、 新 し い 武 器 
と し て サブ マシ ン ガ ン が 手 に 入る 。 








倉庫 に は 何 も な いよ うに 見 える が 、 
奥 の ほ う を 調べ て みる と 、 棚 の 裏 か ら 
何 か 引 きず っ た よう な 跡 が あめ る こと が 
判明 する 。 こ の 棚 に 向かっ て イン スタ 
ント カメ ラ を 使え ば 、 棚 の 裏側 を 撮影 
する こと が で きる 。 写っ た 映像 は 棚 の 
裏側 に 血 で 書か れ た 4 ケタ の 数 字 。 こ 
れ は 3 階 の 廊下 の 扉 を 開け る の に 必要 
な 番号 な の で 、 覚 えて お こう 。 





4 棚 に 向かっ て イン 
スタ ント カメ ラ を 使 
えば 、 裏 側 を 撮影 で 
きる 。 撮 っ た 棚 の 裏 
の 写真 は 後 で 見 返す 
こと も 可能 。 


ー 閉 じ 込 め ら れ た 順 護 帰 の 療 告 





3 階 の 上 の ほう に ある 特別 治療 室 の 
廊下 に は 張り 紙 が ある 。 ど う や ら 看 護 
婦 を どこ か の 一 室 に 監禁 し て いる らし 
い 。 特 別 治療 室 の 右 か ら 2 番目 の 部 屋 
に 入る と 、 ナ ー ス が 襲い か か っ て くる 。 
この クリ ー チ ャ ー が 看護 婦 の な れ の 果 
て の よう だ 。 倒 し て し まっ て も 問題 は 
な い が 、 得 られ る も の も 何 も な い の で 
素通り し て も いい だ ろう 。 





< 廊下 に 張ら れ た メモ 。 ク リス ティ 
と いう 看護 婦 が 加 せ られ て る らし 
い 。 


》 部屋 の 中 に は クリ ー チ ャ ー の ナー 
ス が 。 看護 婦 の な れ の 果て な の か ? 
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8 際 - ーー ek 

特別 治療 室 の 左端 の 部 屋 に は スタ ン 
レー の 日 記 が ある 。 今 まで と 違っ て 病 
院内 を 回 る 上 で の ヒン ト は 書い て な く 
て 、 た だ へ ザー へ の 愛 を 語っ て いる だ 
け だ 。 この 日 記 に よる と 、 いつ まで た っ 
て も 日 記 の 側 に ある 人 形 を へ ザー が 受 
け 取 ら な いこ と に スタ ン レ ー は 失望 し 
て いる よう だ が 、 こ の 人 形 は どう や っ 
て も 取る こと は で き な い 。 


1 1 - 柱 給 ア イ テ ム を 貼 収 


3 階 の 倉庫 に は セー ブ ポ イン ト が あ 
る 他 、 ス タン ガン バッ テリ ー や 栄養 ド 
リン ク が ある の で 、 回 収 し て お く よ う 
に 。 ま た 、 地 下 で イン スタ ント カメ ラ 
を 使っ て いな けれ ば 、 ス タン レー の 日 
記 も 出現 する 。 内 容 は や は り 地 下倉 庫 
の 裏 の 番号 に つい て だ 。 ス タン レー の 
日 記 を 全て 読み た けれ ば 、 地下 より 先 の 棚 に あぁ る スタ ン ガ ン パ バッ テリ ー 
に この 部 屋 に 来る こと だ 。 と 栄養 ドリ ンク を 取っ て お こう 。 





葉 せこ せ ざ ] 


< 部 屋 の 中 に ぽ つ ん 
と 日 記 だ けが 置か れ 
て いる 。 内 容 は へ ザー 
へ の 愛 の 告白 。 人 形 
を 受け 取ら な いこ と 
も 嘆い て いる 。 








地下室 で 番号 を 撮影 し て いな けれ 
ば 、 棚 の 上 に スタ ン レ ー の 日 記 が 。 












タン 
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階段 を 上 っ て いく と 、 屋 上 の 扉 の 前 
に スタ ン レ ー の 日 記 が ある 。 内 容 は ス 
タン レー の 自殺 願望 に つい て で 、 ヒ ン 
ト と は 関係 な い 。 な お 、 こ の 日 記 が 出 








4 階段 で 、 屋 上 の 扉 の 前 に 日 記 が あ 
る 。 暗 く て 見 つけ に くい 。 


除い て 今 ま で に と 種類 以上 スタ ン レ ー 
の 日 記 を 読ん で いな いと 出現 し な い 。 
また 、 屋 上 で は クリ ー チ ャ ー を 無視 し っ いで に 屋上 で 、 角 の ドラ ム 向 に 
て サブ マシ ン ガ ン の 弾 を 取っ て お こう 。 ある サブ マシ ン ガ ン の 弾 を 取 ろ う 。 
















3 階 の 東 廊下 か ら 西 に つなが る 扉 に 
は 、 ら 階 と 同じ よう に 番号 入力 式 の 鍵 
が か か っ て いる 。 正解 の 番号 は 倉庫 の 
9 症 に 

9 二 5 2 

< 地 下倉 庫 で 撮影 し 

た 写真 を 見 て 番号 を 

再 確認 。 こ の 数 字 を 

廊下 の 扉 に 入力 すれ 

ば 、3 階 の 西側 へ 行 
ける よう に な る 。 





て し まっ て も 、 棚 の 斉 の 写真 を 見 る こ 
と で 確認 する こと が で きる 。 な お 、 こ 
の 番号 は ラン ダム で 変化 する 。 





一 [テー+ 曽 翌 ヽ 麗 疲 ご モミ バテ V で ユキ 
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希望 の 家 " に 関す る 記事 を 見 る 


S1 号 室 で は 、 ベ ッ ド の 上 に 置か れ た と 
ゴシップ 誌 を 読む お こと が で きる 。 記事 > 
に よる と 、 サ イレ ント ヒル に ある " 希 
望 の 家 " と いう 名 の 施設 は 邪教 集団 が 
経営 し て いた らし く 、 子供 が 虐待 され 
て いた と 言わ れ て いる よう だ 。 ま た 、 
へ ザー に は 聞き 覚え が ある 場所 らし い 。 
ゴシップ 誌 の ほか に 奥 の 小 物入れ も 調 と ゴシップ 誌 の 内 容 は 邪教 集団 が 絡 
べ て 、 栄 養 ドリ ンク を 見 つけ よう 。 お む "希望 の 家 " に つい て 。 


M ス . が ふさ 


廊下 を 西進 お むと 、 ベ ンチ に ビー フ 
ジャ ー キ ー が 置か れ て いる の で 取っ て 
お こう 。 さ ら に 先 に 進む と ナー ス が 待 
ち 構 えて いる 。 ハ ンド ガン を 装備 し 
て いる も の も いる の で 、 ラ イト を 消し 
て 見 つか ら な いよ うに 進む おこ と 。 ハ ン 
ドガ ン を 持つ ナー ス が 一 番 奥 に いる の 
で 、 ほ か の ナー ス を 倒し た ら 切 いで 間 
合い を 詰め 、 撃た れ な いよ うに し よう 。 


[ も ae カー の 最期 。。 


条件 を 満た し て 8S7 号 室 に 入る と 、 
ベッ ド の 上 に バラ バラ に され た 人 形 と 
共に 日 記 が 置か れ て いる 。 ス タン レー 
は へ ザー と 会 うこ と は か な わ ず に 、 レ 
ナー ド に 殺さ れ て し まっ た らし い 。 こ 
れ 以 降 、 ス タン レー の 日 記 が 現れ る こ 
と は な い 。 な お 、 こ の 日 記 を 見 る 条件 
は 、 最 初 の 日 記 を 除い て 今 ま で に 3 種 
類 以 上 の 日 記 を 読ん で お く こ と 。 











4 ベッ ド の 脇 に ある 栄養 ドリ ンク を 
ら 本 と も 取っ て お こう 。 


茹 穫 せ こす せ ざ ] 








< 廊下 に は ハン ドガ 
ン を 持つ ナー ス も い 
る の で 、 ラ イト を 消 
し て 進 も う 。 ひ そ か 
に 近づい て 1 体 ず つ 
倒し て いく の だ 。 














4 スタ ン レ ー の 最後 
の 日 記 。 こ れ に よる 
と 、 レ ナー ド を 怒ら 
F せ て し まい 殺さ れ た 
| よう だ 。 へ ザー と 会 
えな いう ち に ……。 



































スト ー カ ー イ ベン ト 条 件 一 覧 

イベ ント 名 場所 サ 
スト ー カ ーA 面会 室 特に な し も 
スト ー カ ーB C4 A を 見 て いる 。 階段 の 鍵 を 取っ て な い 14 
スト ー カ ーC 2 階 東 鹿 下 A を 見 て いる 。 2 階 東 廊下 の 扉 を 開け て な い 3 
スト ー カ ーD M4 A を 見 て いる 。 イン スタ ント カメ ラ を 手 に 入れ て な い | 謝 
スト こ ヵ ーE 特別 治療 室 A を 見 て いる 了 
スト ー カ ーF 3 階 倉庫 A を 見 て いる 。 地下 で イン スタ ント カメ ラ を 使っ て な い | 甘 
メス トー か -G 屋上 スト ー か カーBーF の 内 、 二 つ 以 上 見 て いる と 発生 | も 
スト ー カ ーH SZ スト ー カ ーBG の 内 、 三 つ 以上 見 て いる と 発生 
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PART サイ レン ト ヒ ルー 病院 Sient hm 一 hospital 


3 の - デ ィ ア に 対す る へ ザー 紀 の 「 
和 口調 か ら 起 り と 憎しみ を 感じ 9 ア の 
- 陰謀 を 止め る た テー の 2 


1 < クロ ー デ ィ ア だ と 思 


し N 込 み 、 一 方 的 に まく 


、 * 声 の は 探し て いた 


レナ ー ド だ っ た 。 捕 ら 


- われ の レナ ー ド に 会 う 


* 、 太り 下っ た 男 の 声 が 


2 肩 , を . 抜 け 。。 病 . 肝 の . 狭 間 . へ 


S15 号 室 で レナ ー ド か ら 電 話 で 言 
われ た 通り に 、 ら 階 の 廊下 の 西端 まで 
行く と 今 ま で な か っ た 扉 が 出現 し て い 
る 。 こ れ が レナ ー ド が 捕らわれ て いる 
世界 へ の 入口 だ 。 こ の 扉 を くぐる と 、 
と て も 病院 と は 思え な い 不 思 議 な 通路 
に 出 て し まう 。 表 と 裏 の 世界 の 狭間 で 、 
地図 に も 記さ れ な い 場 所 だ 。 病 院 の 狭 
間 を 通り 抜け て 裏 の 世界 へ 進 も う 。 


- た め 、 ら 階 の 邸 下 へ 。 較 


し 立て る 男 。 ベ ザ ー は ~ 
誤解 を 解 こ うと する 。 「 








4 レナ ー ド と の 電話 
後 、 ら 階 の 西 の 端 に 
見 た こと も な い 扉 が 
現れ た 。 こ の 扉 の 向 
こう に は 、 狭 間 の 世 
界 が 待っ て いる 。 

















ーー [テー+ ポ 前 避 、 湊 痢 ご ミ バテ V で へ 
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通路 の . 果 . て . ま で . 進 . む 
狭間 で は 謎 解 さ は な く 、 クリ ー チ ャ ー 
も 出現 せ ず 、 た だ 出口 を 目指 し て まっ 
すぐ 進む お こと に な る 。 た だ し 、 通 路上 
で は 突然 天井 が 降り て き て 進め な く な っ 
た り 、 ふ さがっ て いた 通路 が 開い た り 
する 。 どちら に せよ 行け る と ころ は 1 カ 
所 し か な い 。 つ ぶさ れる こと は な い の 





で 、 仕 掛け が 落ち 着く の を 待っ て 、 出 = 





狭間 の 一 番 奥 まで 進む と 、 赤 い 紋 章 が 壁 に 描か が れ 
で いる 。 いつ も の 紋章 と は 違い 、 へ ザー が 見 で いて 


口 へ と 向かえ ば いい 。 が 、 ら 





る で 終わ り が な いか の よう だ 


4 仕掛 けが 動く 通路 。 つ ぶさ れる 心 
配 は な い の で 行け る 方 向 に 進 も う 。 











回 








も 頭 は 痛く な ら な い 。 調べ て いる うち に 、 看 護 婦 が 


ラ の 前 で ひと り 語っ て いる よう な 白昼 夢 を 、 ペ 
上 この 看護 婦 は 息 も 絶え 絶え な 子供 の 面 
EE 悲観 し て いる 様子 だ 。 自 昼 夢 が 終わ 


-^ 壁 に 紋章 が 描か れ で いる 。 し か し 、 い つも 現れ る も の と は 


少し 違う よう だ 。 その た めか セー ブ も で き な い 。 


BS に 中 








扉 を く ぐ れ ば 出口 に 近づく 。 











あど 「 ス ザン は 人 女 の こと を [時 有 の よう な 和 写 で 


3 


わり の あっ た 人 物 で 今見 た こと は 過去 来 事 らし 
い 。 へ ザー の 記憶 も 少し ずつ 完全 な 形 ( っ あ 
る 。 放 は 深まる ば か り だ が 、 紋 章 の あっ た 


看護 帰り サ の 独白 。 
へ ザー と は な ん ら か の 
関係 が ある よう だ が 、 
何 を 嘆い て いる の か ? 


- 白昼 可 が 終わ る と 、 
紋章 の あっ た 壁 が 消え 
で いる 。 狭間 の 出口 は 
目 の 前 だ 。 先 に 進 も う 。 




















基 せき こ ご こせ ざ ] コ 








[テー+ ボ 番 各 ヽ 民法 ご モミ バテ ざ で へ 寺 


ー ト 
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フチ 消え . た . 壁 の . 中 を 進む 

紋章 の 描か れ た 壁 が 消え 、 現 れ た 通 
路 を 通 ろう 。 先 に 進む と 扉 が あり 、 中 
に は ハシ ゴ が 伸び て いる 。 ハ シゴ の 途 
中 に いる ヴァ ル テ ィ エ ル は 危害 を 加え 
て こない の で 無視 し 、 登 り 切 る と 裏 の 
世界 の 病院 3 階 に た どり 着く 。 な お ア 
クシ ョ ン レ ベル が Hard 以 上 の 場合 は 、 。 に 
廊下 に 出る 前 に 敵 に 備え て モー ル を 装 ける に し 
備 し て お く と いい 。 どう : 


4 先 に 進む と ハ シゴ が ある 。 登 る と 
ヴァ ル テ ィ エ ル が いる が 気 に し な 
い 。 


切 穫 せこ こせ べ ] 





避 環 杜 























ブ 8 Hard 以 上 は スラ ー バ パー に 注意 


アク ショ ン レ ベル が Hard 以 上 の 場 
合 、 狭 間 か ら 3 階 の 廊下 に 出る と すぐ 
に スラ ー パ ー が 襲っ て くる 。 少し 進ん 
で ビー フジ ャ ー キ ー を 置き 、 ス ラー パー 
を お びき 出し て か ら あ ら か じ め 装 備 し 
て お いた モー ル で 攻撃 を 加え る 。 スラ ー 
パー は ら 体 いる の で すべ て 倒し て か ら 
先 に 進み 、 S3 号 室 に 立ち 寄っ て セー スラ ーー が か ビーフ ジャ ー キ ー に 
ブ し て お きた い 。 か じ り つ いて いる 間 に 攻 撃 し よう 。 


紅 入 ラー パー に は モー ル と ビー フ 
ジャ ー キ ー の 併用 が 有効 だ 。 





ー 潜 選 環 








デイ ルム . を 抜け て エレ ベー ター へ 


西 廊下 か ら 東 へ 通じ る 扉 は 反対 側 か 
ら 鍵 が か か っ て いて 通れ な い 。 東側 に 
出る に は 右 下 の デ イル ー ム を 通り 抜け 
よう 。 デ イル ー ム を 抜け る と 、 主 に ス 
ラー パー を 中 心 と し た クリ ー チ ャ ー が 
出現 する の で 、 ビ ー フ ジャ ー キ ー を 活 
用 し て 片付け 、 廊下 の 鍵 を 開け て お く 。 
裏 の 病院 で は 階段 を 使え な い の で 、 工 ティ ルー ム を 抜け る と 、 ま た スラ ー 
レベ ー タ ー で ら 階 を 目指 そう 。 パー が 出現 。 モー ル で 倒 そう 。 





4 デイ ルー ム の 中 央 に は 、 奇 妙 な 物 
体 が ぷら 下がっ て いる 。 































3 階 の 禄 庫 に は 鏡 が ある 。 何 の 変哲 
も な いよ うだ が 、 そ の うち 鏡 の 中 か ら 
血 が 流れ 出し て 扉 が 開か な く な る の で 
外 に 出れ ず 、 し ば らく する と 部屋 が 血 で 
埋め 尽く され て ダメ ー ジ を 受け て し ま 
う 。 ダ メー ジ を 受け た 後 は 外 に 出 ら れ 
る よう に な る が 、 こ の あと 部 屋 に 戻っ 
て も 何事 も な か っ た か の よう に 元 に 戻 ぁ p 真っ 暗 に な る ほど あふ れ 出す 。 扉 
っ て いる 。 も 開か ず 、 ダ メー ジ を 受け て し まう 。 


4 鏡 の 中 で は 床 に 血 が 流れ て いる 。 
この 血 が 鏡 を 越え て 流れ 出し ……。 











一 [テー+ ボ 章 斉 ヽ 憶 痢 ご モテ V で ユキ 
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ら 了 で 男子 ロッ カー に 入る と 電話 の 
鳴る 音 が する が 、 電話 は 見 当たら な い 。 
ロッ カー を 調べ て いけ ば 、 中 か ら 公 軍 
電話 が 見 つか る 。 電 話 に 出る と 謎 の 男 
か ら 身 に 覚え の な い 誕 生日 を 祝 わ れ て 
し まう 。 電話 が 切れ た 後 で 再度 調べ て 
みる と 、 な ん と 電話 線 が つなが っ て い 
な い 。 な お 、 電 話 を 受け た 時 点 で 1 階 
に プレ ゼン ト が 出現 し て いる 。 


ら 階 の 女子 ロッ カー に 入っ て すぐ 左 
に ある ゴミ 箱 を 調べ る と 、 ビ ニー ル 袋 
が 手 に 入る 。 さら に 調べ る と 、 栄 養 ド 
リン ク が 手 に 入る 。 ま た 、 部 屋 の 奥 に 
ある ロッ カー に は 、 近 づく と 勝手 に 扉 
が 開き 、 中 に 怪物 が 閉じ 込め られ て い 
る の が 見 られ る 。 し か し それ 以上 の こ 
と は 何 も 起こ ら な い の で 、 放 っ つて お い 生ま に ロッ カー の 馬主 大物 
て エレ ベー ター に 戻 ろ う 。 が 現れ る 。 襲っ て くる 心配 は な い 。 


エレ ベー ター で 地下 3 階 へ 行く と 、 

広い 死体 安置 所 に 出る 。 死 体 を 置い た 
スト レッ チャ ー が 並び 、 奥 に は 火 炉 
が ある 。 こ の 中 に ある 次 葬 さ れ た 鍵 を 
手 に 入れ る こと が 、 地 下 3 階 で の 目的 
だ 。 レベ ル に よっ て 異な る 謎 を 解い て 、 
火葬 炉 の フタ を 開け よう 。 ち な み に ア / 
番 の 死体 が スタ ン レ ー で ある こと が 、 リド ルレ ベル に よっ て は 、 ベッ ド 
誕生 日 の 電話 か ら 判 明 し て いる 。 に も ヒン ト の メモ が 貼ら れ て いる 。 

































へ ザー の 31 歳 の 誕 
生日 を 祝う 電話 だ が 、 
年 齢 も 誕生 日 も 間違っ 
て いる よう だ 。 声 の 
主 は レナ ー ド で も ス 
タン レー で も な い 。 


4 女子 ロッ カー で は 、 ゴ ミ 箱 か ら ビ 
ニー ル 袋 と 栄養 ドリ ンク が 見 つか る 。 


















4 火葬 炉 の フタ に は 鍵 を 開け る た め 
の ヒン ト が 書か れ て いる 。 














『 者 い 
gz 呈 1 も 呈 区 藤 表 も も 3 


切 秋 せこ 寸 ヾ ] 











C う [テー+ ボ 基層 へ 潜 疲 ご ー モ テア V で へ は 


ずら > サイ レン ト ヒ ルー 病院 Silent nil 一 hospital 





革 重 半 こ 寸 ヾ ] 








_ 一 [テー+ ボ 秋 笠 へ 沼 疲 ご = バテ で へ 





4 ヒ ニ ー ル 祭 に 血 を 入れ る 


エレ ベー ター で d3 階 に 戻り 、 西 廊下 
へ の 扉 を 通り 抜け て 隣 の 部 屋 に 入る 
と 、 死 体 が 吊り 下げ られ て いる 。 下 に 
は バケ ツ が あり 、 死体 か ら 抜 か れ た 血 
が いっ ぱい に 溜まっ て いる 。 こ こ で は 
女子 ロッ カー で 手 に 入れ た ビニ ー ル 袋 
を 使い 、 中 に 血 を 入れ て お く こ と 。 こ 
れ で 、 と りあ え ず ら 階 、3 階 と 回 り 終 
わっ た の で 、 残 る 1 階 へ と 向かお う 。 


1 階 の 診察 室 に は セー ブ ポ イン ト が 
ある の で 立ち 寄っ て お こう 。 ま た 、 こ ご 
この 机 の 上 に メモ が 置か れ て いる 。 軒 
者 に つい て 注意 を 促す メモ が 置か れ て 
いる 。 こ れ は レナ ー ド の こと で あり 、 
信仰 する 宗教 に 異常 な ほど の 傾倒 を 見 
せ て いる こと が わか る 。 サ イレ ント ヒ 
ル で 宗教 と 言え ば 、 ク ロー ディ ア の 関 
わる 教団 の こと だ ろう か ? 


デイ ルー ム に 入れ る 扉 は ら ヵ 所 だ 
が 、 そ の うち 鍵 を 使わ ず に 入れ る も の 
が 北側 に ある 。 こ こ か ら 中 に 入っ て も 
通り 抜け る こと は で き な い が 、 興 味 深 
い ノ ー ト が 沙 ち て いる 。 そ こ に は 剣 を 
持っ た 男 と 血まみれ の 人 間 の 落書 き が 
描か れ て いる 。 さ ら に 、「 印 章 の 守護 
者 と し て 」 戦う こと も 書か れ て いる の 
で 、 レ ナー ド の 書い た も の だ と 分 か る 。 


葬 され . た . 幼 。 


1 階 の 南 の 突き 当たり に 進み 、 火 葬 
され た 鍵 を 使う こと デ イル ー ム を 通り 抜 
けら れる よう に な る 。 デ イル ー ム の 中 
に は ナー ス が 1 体 い る が 、 通 路 が 金網 
で 仕切 られ て 細く 、 有 利 に 戦う こと が 
で きる 。 西側 の 廊下 へ と 通り 抜け る と 、 
「Happy first birthday ! 」 と いう メ 
ッ セ ー ジ が 見 える は ず な の で 、 誕 生日 
プレ ゼン ト を 取り に 行こ う 。 





HILL3 


ビニ ー ル 袋 を 使え ば 、 血 を 入れ て 
持ち 歩け る よう に な る 。 


, 紋章 の 反対 側 に ある 机 に 置か れ た 











アン プル も 





回 
































いる 部 屋 。 何 の た め な の か は 不明 。 




















- レ ナー ド . に 関す る 看護 婦 の メモ 


3 看護 婦 か ら 医 師 多 て の 、 問 題 人 物 
に つい て の 注意 が 書か れ た メモ が 。 





収 し て お こう 。 





落ち て. いる 落書 き を 見 る 。。. 














4 デイ ルー ム は 人 金 綱 
で 二 つ に 分 断 さ れ て 
いる 。 沙 書き が ある 
の は 、 鍵 な し で 入れ 
る 方 だ 。 南 か ら 入 っ 
て も 見 られ な い 。 


4 南 の 扉 に 火葬 され 
た 鍵 を 使っ て 、 部 屋 
を 通り 抜け よう 。 中 
に は ナー ス が いる が 、 
通路 が 細く 戦い や す 
い の で 問題 な い 。 








4 血 抜き され た 死体 が ぶら 下がっ て 
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う 


8 謀 生 日 プレ セン ト を 受け 取る 


C1 号 室 に 入る と 、 ら 階 で 誕生 祝 の 電 
話 を 受け た 時 点 の 状態 に よっ て 異な っ 
た 数 の アイ テム や クリ ー チ ャ ー が 出現 
する 。 こ れ が 電話 の 相手 が 言っ て いた 
誕生 日 プレ ゼン ト の 正体 だ 。 ま た 、 こ 
こ で スト レッ チャ ー の 下 に 置か れ た バー 
ス デ ー カ ー ド に 書か れ て いる 年 齢 は で 
た ら め に 見 える が 、 実 は へ ザー の 過去 
に 関わ る 大 事 な 意味 を 持っ て いる 。 





4 プレ ゼン ト に は ア 
イ テ ム だ け で な く 、 
ナー ス が 襲い 掛か っ 
て くる こと も 。 プ レ 
ゼン ト 部 屋 に 入る と 
きも 気 が 抜 け な い 。 





C4 号 室 に は いる と 、 ストレッチ ャ ー 
で 作っ た 祭壇 の よう な も の が ある 。 ま 
た 「 失 われ た 記憶 ] と いう 本 も 置い て 
あり 、 儀 式 に つい て の 説明 が 読め る 。 
本 に 従っ て 儀式 を する に は ビニ ー ル 袋 
に 入れ た 血 を 生 暫 と し て 捧げ よう 。 儀 
式 が 終わ る と 祭壇 が ずれ て ハシ ゴ が 現 
れ 、 地 下 に 行け る よう に な る 。 地 下 に 
は レナ ー ド が 待っ て いる の で 、 対面 す 
る 前 に この 部 屋 で セー ブ し て お こう 。 


必 
人 ム 「 失 われ た 記憶 ] に は 、 儀 式 に は 生 と し 
て 血 を 捧げ る こと が ある と 書か れ て いる 。 他 
の 方 法 も 説明 され て いる が 、 今 は 関係 な い 。 











4 スト レッ チャ ー で 作っ た 祭壇 
らし きも の が 。「 失 われ た 記憶 」 
に 書か れ て いた 謎 の 儀式 は 、 こ 
こ で 行わ れ て いた の か ? 


3 階 の 処置 室 で 手 に 入れ た 、 血 
を 入れ た ビニ ー ル 袋 を 使っ て 生 
に する 。 儀式 を 行え ば 何 か が 
起こ る よう だ 。 








る 儀式 が 終わ る と 、 扉 の 手前 の 
床 が 開い て ハシゴ が 現れ る 。 こ 
れ で は 部 屋 の 外 に は 出 ら れ な い 
の で 、 ハ シゴ で 地下 に 潜 ろ う 。 





SILENT HITLL3 


沼 穫 せこ ご 寸 Y] 








CO! [テー+ 半 層 へ 型 疲 こ モ マテ で は 





凍 生 せ こ ご こす ざ ] 





らら @@@ 





一 [テー+ 音 翌 ヽ 民 痢 ご ミド テ V で ふ 寺 









病室 に 現れ た ハシ ゴ を 降り 、 下 水道 の よう な と 
ころ に 降り る と 、 レ ナー ド の 声 が する 。 神 に 逆 ら 
う 者 に 並々 な ら ぬ 英 悔 心 を 見 せる レナ ー ド に 、 予 
想 と 違い クロ ー デ ィ ア と 同様 の 人 物 で ある こと を 
悟っ た へ ザー は 、 お 互い 誤解 だ っ た と 手 を 切 ろう 
と する 。 し か し 、 騙 され た と 怒り に 震え 姿 を 現し 


4 水 か ら 出 た と ころ 
を ショ ッ ト ガ ン で 攻 
撃 し 、 ダ ウン させ て 
も う 1 発 撃つ 。 これ 
で し ば らく 動か な い 。 











た レナ ー ド は 、 す で に 人 間 で は な か っ た 。 印章 を 
奪い に 来 た も の だ と 決め 付け 、 レ ナー ド は へ ザー 
に 襲い か か る 。 庁 怪 な 腕 を 振り 回 し て 攻撃 し 、 ダ 
メー ジ を 受け る と 水 に 潜り 、 泳 いで 移動 する レナ ー 
ド に は 、 打 撃 攻 撃 が 有効 と な る 。 水 に 足 を 取ら れ 
動き に くい が 、 歩 いて 追い か け よ う 。 


ルン レス スム 3 2 








腕 振り 攻撃 : 左右 
水中 か ら 立 ち へ の 脆 振 り 攻撃 
カウ ンタ ー 攻 撃 (1 発 あたり ) 20 











= レナード が 姿 を 現し た ら 近 づい て ショ ッ 
~ ト ガン を 1 発 撃 ち 、 水 に 溝 っ た と ころ に 
も う 1 発 。 こ れ で し ば らく の 間 動 か な く 
な る の で 、 日 本 刀 を 振り 下ろ し て 攻撃 し 
よう 。 な お 、 ア クシ ョ ン レ ベル Easy な ら 
ショ ッ ト ガ ン は 1 発 だ け で いい 。 


仰向け に 水中 で ダ 
ウン し て いる レナ ー 
ド 目 が け て 、 繰 り 返 
し 日 本 刀 を 振り 下ろ 
し て 攻撃 する 。 
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41 タリ スマ ン を 手 に 入れ る 


レナ ー ド を 倒し 、 気 が つく と 表 の 世 
界 に 戻っ て いた 。 床 も 元 通 り に 戻り 扉 
か ら 出 られ る よう に な っ て いる 。 す で 
に 病院 に は 用 が な く な っ た の で 、 モ ー 
テル へ 帰ろ うと する へ ザー。 ふ と 床 に 
落ち て いる も の に 気づい て 拾い 上 げ 
る 。 病院 の 狭間 に 描か われ て いた 紋章 と 
同じ 模様 。 それ は レナ ー ド が 必死 に 守 つ し ナー ド も いな く な っ た の で 、 モー 
て いた 印章 ・ タ リス マン だ っ た 。 テル へ 帰る こと に する へ ザー。 


4 タリ スマ ン を 拾い 上 げ る へ ザー。 
狭間 の 壁 で 見 た も の と 同じ 紋様 だ 。 





革 せこ ご 二 ざ ] 




















42 市 街 . を 抜け 。。 モ テル. に 戻る 

病院 を 出る と 、 ヴィン セン ト と クロ ー 
ディ ア の 口論 が 始ま る 。 ク ロー ディ ア 
は 幼少 の 頃 、 レ ナー ド か ら 虐 待 を 受け 
て いた こと が 分 か る が 、 と りあ えす ず 今 
の へ ザー に は 関係 な い 。 サ イレ ント ヒ 
ル の 市 街 で は 、 病 院 に 来 た 時 に 劇場 に 
入っ て いれ ば 、 後 は 寄る べき と ころ は 
な い 。 敵 も な る べく 無視 し て まつ すぐ モー テル の 北 に ある 大 通り を 、 北 
モー テル の 106 号 室 に 戻 ろう 。 西 に 進 お よう ヴィ ン セ ント は 勧め る 。 


モー テル に 戻っ て きた へ ザー。 部 
屋 の 番号 は 106 だ 。 








マ や ー 中 








ヴィ ン . セ ント . に 補 い .。 北西 へ 


モー テル に は ダグ ラス や クロ ー デ ィ 
ア の 姿 が 見 え ず 、 代 わり に ヴィ ン セ ン 
ト だ けが いた 。 ヴ ィ ン セ ント は ダグ ラ 
ス の 伝言 だ と いい 、 ク ロー ディ ア の い 
る 教会 へ 行く よう 告げ る 。 教 会 へ 行く 
に は 、 サ イレ ント ヒル の 北西 に ある 遊 
園地 を 通ら な けれ ば な ら な い 。 本当 に 
ダグ ラス の 言葉 か ひど うか へ ザー は 疑う 。 北 証 へ まっ すぐ に 進む と 、 い つの 
が 、 結 局 遊園 地 へ 向かう こと に する 。 間 に か 遊園 地 に た どり 着く 。 


4 街中 に は 相変わらず クリ ー チ ャ ー 
\。 無視 し て 駆け 抜け よう 。 





こ 』】 [テー+ ボ 番 層 へ 恒 疲 ー モ バテ V で へ キ 
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エン トラ ンス で お 化け 屋敷 に つ 
」 いて の 説明 を 最後 まで 聞く 。 
」 ーP148 


崩れ た クッ キー 告 か ら 「 ジ ェ ッ トコ ー 
スタ ー の 鍵 」 を 入手 。 一 P.146 


ジェ ッ ト コ ー ス ター の 電源 を 切 
り 、 コ ー ス ター の レー ル を 進む 。 
避 | を 、 最後 まで 開く 。 一 P148 
る 1 も 
こと な は ー 表 呈 析 紅 
うす は : そ そう チチ セオ ネ アオ す コ 
死体 が 降り て くる まで 進ん で か ら 、 
解説 を 最後 まで 聞く 。 …P.149 
| 









| 
軍 ロ だ けれ ど な か な か 
伴っ こい 青年 で ね 


、 切符 売り 場 の 正面 に 見 える 門 に 
進み 、 お 化け 屋敷 へ 。P.148 












アク ショ ン レ ベル Hard 以 上 は 、 
警戒 し な が ら 進 む 。 一 P.149 


だ か ら 足 元 に は 気 を つけ て 列 し い 








追っ て くる 赤い 光 か ら 急 いで 逃 
げ 切 ら な いと ゲー ム オ ー バ ー 
| に 。 一 P149 


だ が みん を な は 著 の 孝 り を 
切 ん で は いた いよ うだ 








客席 で 「 チ ェ ー ン 」 を 、 ス テー ジ 
| 上 で 「 赤 い 靴 ] を 入手 。 …P.150 





















か て ーー 






[チェ ー ン 」。. を 使っ で タワ ー と [赤い 靴 」 を シン デレ ラ に 、「 人 形 メモ リー・ オ ブ ・ ア レッ サ と の 
戦闘 、 合 計 で 4 回 倒す こと に な 
中 る 。 齋 同 短 4 


扉 を つなぎ 、 電 源 を 入れ る 。 の 頭 ] を 白雪 姫 に 使う 。 一 P.152 
っ P.150 


人 人形 の 頭 を 白 軍 拒 の 手 の 上 に 香 い た 





メリ ー ゴ ー ラ ンド の 床 に 書か れ 
、 た アレ ッ サ の 血 文字 を 読む 。 
ーP.155 












ダグ ラス と 話す と 無事 を 確認 で 

きる イベ ント が 発生 。 一 P.151 上 に 
『 売り 
アイ スク リー ム 売 り 場 に 置か れ 
KG/ ツ AU リ た ゴル ル と 全 北 すす 江 』 
ーP153 


物 


2 





ダグ ラス が まだ 生き て る か どう か 
確認 し に 来 た だ け 








道 を 通り 抜け る と 途中 、 壁 に 書か 
れ た 神 を 讃え る 詩 を 見 る 。 
ーP.155 








NE メリ ー ゴ ー ラ ンド の 生き て いる 
椅子 の 上 で 「 ダ グラ ス の 手帳 」 を 、 





11 頭 の 馬 を 制限 時 間 内 に 殺す 。 
占い 机 の 上 で 「 人 形 の 頭 | を 入手 。 ーP.153 
ーP.152 


4 


TP 
6 『 
昌 に 


。 


ダグ ラス の 手 幅 を 手 に 入れ た 





。 
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File 
クッ キー 和 缶 の 中 の 鍵 
ジェ ッ ト コ ー ス ター の 鍵 は 向 
と 紛らわしい の で 見 つけ に く 
い 。 ど うし て も 見 つけ られ な い 
陣 咽 場合 は 、 他 の 場所 へ 移動 し て 視 
馬 畔 点 を 変え て か ら 探す の も いい 。 


7 『 SW 9 





化け 屋敷 の 殺人 現場 


| お 化け 屋敷 の ダ に 


0 


赤い 光 か ら 逃 げ る 


赤い 光 か ら 逃 げ 切る に は 、 角 
こぶ つか ら な いこ と が 重要 。 そ 
の た め に は 見 て すぐ 反応 する の 


化け 屋敷 入口 





ーー [ 導 財 さき 井 


1 4 


STLBNT は ほす も も 3 





茎 午 せ こ せ べ ] 








[NISー こ ツー 


ー ト 
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[ステ ー ジ ー タ グラ ス ] 


男 
クロ ー サ ー を 待ち 伏せ 





お 化け 屋敷 の 出口 は フェ 
ンス で 仕切 られ て 細い 通路 
に な っ て いる 。 こ こ か ら 出 
ず に クロ ー サ ー が 近づく の 
を 待て ば 、 囲 まれ る 心配 な 
く 倒 すこ と が で きる 。 














の 9 の 


KI ト トー 


ンー 改心 INK] 





1 4 3 
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| 名 前 (EasyNormalHard) 


ー 邊 が N 2ー サ ーG42) に 
ーー 敵 天 タカ ル ヘ ッ ド (02 








ーー [ズー ロー こ メ ー 話 ③ ン mm 











| 


教会 へ の 道 





| メリー ゴー ラン ド の 馬 を 攻撃 
馬 を 倒す に は 、 密 着 し て 日 本 
刀 を 振り 下ろ す の が 効果 的 だ 
な お 一 定時 間 内 に 倒し 切れ な い 
と 、 馬 が 口 か ら 赤 い 回 を 吐き 出 
、 ゲ ー ム オー バー に な る 


| ディ ア が 所 属す る 教団 の 内 容 を 
表す も の 。4 つ で 1 つの 詩 を 構成 
、 し て いる の で 、 入 口 か ら 近い 順 
番 に 読ん で いこ う 。 


孝 
会 
へ 
の 
に 
5 


1 


ST LN 中 青 エ 


0 
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諏 民 せこ 寸 Y] 


( ん 光電 
ッ ト ヒ ル の 北西 に ある 遊園 地 に だ 
そ と に は 、 悪夢 と 同じ 風景 が 広がっ て い 
会 っ た 悲惨 な 目 を 、 無 事 に 回 避 で きる の 


SC SE 5 











位 | ロー ジェ ッ ト コ ニ ス ター | 











@ HH- 抽 れ た クッ キー 抽 か ら ジ シェット コー スタ ー の 購入 手 


3 陳列 棚 の 中 に 救急 キッ ト が 並ん で い 
る こと も ある 。 く まな く 探 そう 。 


遊園 地 で は 、 ま ず ス ー ベ ニー ル 
ショ ッ プ に 入る 。 店 に 入っ て 左側 
を 奥 へ と 進み 、 角 を 通り 過ぎ る と 
大 き な 音 が する 。 ク ッ キ ー 和 缶 が 崩 
れ た 音 だ 。 落ち た 缶 の 中 に は ジェ ッ 
トコ ー ス ター の 鍵 が 入っ て いる 。 
ジェ ッ ト コ ー ス ター の 鍵 は 見 分 け 
に くい 上 に 、 セ ー プ ポイ ント と 近 ~ 。 カ ウン ター の 後ろ の 棚 に 回 復 
い の で 取り づら い が 、 セ ー ブ ポ イ イ テ ム が ある 場合 も 。 
ント に 向かい 、 少 し 右 に 向き を 変 
えて 調べ れ ば 見 つけ や すい 。 




























4 何 も し て いな い の に クッ キー 缶 が 崩 
れ 落 ち た 。 悪 夢 と は 違う 。 








人 ム 4 ス ー ベ ニー ル シ ョ ッ プ の 入口 は 、 立 て 








看板 を 通り 抜け た あたり が 目安 。 ク ロー  p 崩 れ 落 ち た 缶 の 中 に 、 ジ ェ ッ トコ ー 
サー に 囲ま れ な いう ち に 中 に 飛び こも う 。 スタ ー の 鍵 が 入っ て いた 。 








ーー レー+ ボ 章 各 、 還 














た amusement park 遊園 地 く PART の 








シェ ッ ト コ ユニ 


( 交 スー ベニ ー ル ショ ッ プ を 出 た ら 
ジェ ッ ト コ ー ス ター を 目指 す 。 場 所 が 
分 か り に くい が 、 ジ ェ ッ ドコ ー ヌ ター 
へ の 道しるべ と 大 き な 緑 の 門 の 間 に あ 
る 扉 が 正解 の 出入 口 。 途中 出現 する ク 





を オフ に する 。 


4 ジェ ッ ト コ ー ス ター に 乗る た 
め 、 随 段 を 上 っ て いる 途中 で も 
クリ ー チ ャ ー に 追い つか れる こ 
と が ある 。 止まら ず 進 も う 。 








リー チャ ー の 間 を 駆け 抜け て 、 一 気 に 
ジェ ッ ト コ ー ス ター 乗り 場 ま で 上 りき 
ろう 。 な お 、 レー ル の 上 に 降り る 前 に 、 
ジェ ッ ト コ ー ス ター の 鍵 で 制御 室 に 入 
り 、 ス イッ チ を 切っ て お く こ と 。 





p レー ル に 降り る 前 に 、 制 御室 
に 入り 、 ス イッ チ を 切っ て お く 。 
奥 に は 栄養 ドリ ンク も 置い て あ 
る の で 、 取 っ て お こう 。 





ーママ ペー ロ ・ く で 守る 





4 レー ル の 上 を 歩い て いる 途中 
で 自動 的 に スイ ッ チ が 入り 、 ジェ ッ 
トコ ー ス ター に 襲わ れる が 、 な 





人 る ジェ ッ ト コ ー ス ター に 向かい 、 扉 を 抜け る 
と クリ ー チ ャ ー の 群れ が 。 狭く て 戦い に くい 




















切 革 せこ せ ざ ] 





場所 な の で 、 さ っ さと 通り 抜け よう 。 


ヘザー が ジェ ッ ト コ ー ス ター で 苦闘 し て いる 頃 、 


ダグ ラス も 遊園 地 の 中 に いた 。 単独 で クロ ー デ ィ ア 
に 会 い 、 嘘 の 理由 で へ ザー の 捜査 を 依頼 し た こと に 
~- つい て 問い 詰め る 。 し か し 、 ベ ザー を 奪わ れ た の は 
| むし ろ 自 分 達 の ほう だ と 言う ラク ロー ディ ア 。 ダ グラ 
| ス は それ で も へ ザー は 幸せ だ っ た と 切り 返す が 、 ク 


騙さ れ て いた の よ あの 男 に 


ムダ グラ ス の 追求 に も ち 、 ク ロー ディ ア は 動じ な い 。 お し ろ 自 
分 信 の カ が ヘザー を 専 われ た の だ と 言う 。 - 





ん と か 逃げ 延び られ た 。 


1 は BHTHB2S 
方 だ と 答え る 。 そし て 、 へ ザー が 宿 し て いる 神 が 目 . 
党 め れ ば 、 苦 し み の な い 永遠 の 楽園 が 築 か れる 、 と - 


自分 の 理想 を 憐 悔 と し て 語る 。 その 虚しい 理想 を 声 


高 に 否定 し た ダグ ラス は 、 ク ロー ー デ ィ ア に 拳銃 で 狂 


3 は 作 才 


1 
「 永 遠 の 楽園 ] は ダグ 
ラス に と っ て 退 届 極 ま 
りな いも の だ っ た 。 | 


ー ダグ ラス に 参 銃 を 向 


けら れる クロ ー デ ィ ア 
だ が 、 落 ち 着き 払っ て 


- 逆 に 挑発 する 。 - 








こ 』】 [テー+ ポ 送 笠 へ 礎 囲 隊 
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さき 


全 代 プ 某 一 マメ ー ロ 


昌 





づ 生 


ロッ > 氷 下 て 琴 交 


を 





生 年 ン 溢 S 泥 下 了 てき 











正面 の. 門 . に 進む 


ジェ ッ ト コ ー ス ター か ら 飛 び 降 り 、 
切符 売り 場 の 上 で 気がつい た へ ザー。 
な ん と か 無傷 で すん だ た め 、 遊 園地 内 
の 探索 を 続行 し よう と する 。 降 り た 場 
所 は 非常 に 暗く 、 周 り の 様子 が 分 か り 
に くい 。 出口 に 進 お に は 、 切 符 売 り 場 
を 痛 に し て まっ すぐ に 進む と いい 。 門 
に 突き 当たる の で 、 通 り 抜 ける と お 化 
け 屋 敷 へ と 出 ら れる 。 





ジェ エット コース ター 
か ら 飛 び 降 り た 後 、 
気がつい て 降り た 切 
符 売 り 場 を 背 に し 
て 、 ま っ すぐ 進む と 
門 に た どり つく 。 








お 化け 屋敷 の 入口 前 に は セー ブ ポ イ 
ント が ある 。 セ ー ブ し て か ら 屋 敷 に 入 
ろう 。 入 口 で は お 化け 屋敷 の 正式 名 が 
「 ボ ー リ ィ の 幽霊 屋敷 ] で ある な ど 、 
長 々 と 説明 を され る 。 こ の 説明 が 終わ 
る まで は 先 へ 進む 扉 は 開か な い の で 最 
後 ま で 聞い て いよ う 。 な お 、 コ ン テ ィ 
ニュ ー な ど で 再 開 し た 場合 は 、 こ の 音 
声 を 無視 し て 扉 を 通る こと が で きる 。 


斉 . 声 . を . 最 . 後 . ま で . 聞 . く 


お 化け 屋敷 の 最初 の 部 屋 は 殺人 現 
場 。 悲惨 な 殺人 事件 が あめ っ た と さん ざ 
ん 脅 か が され る 。 そ し て 、 最 後に は 嘘 だ と 
言わ れ て し まう も の の 、 視点 が 切り 替 わ 
り 窓 の 外 に 首吊り 死体 の シル エッ ト が 
浮か が び 上 が る 。 こ こま で の 説明 を 見 る 
と 次 の 部 屋 へ の 扉 が 開く よう に な る 。 
な お 、 こ の 部 屋 で も 再開 し た 場合 は 最後 
まで 説明 を 待た ず に 扉 を 開け られ る 。 











エン トラ ンス で 説明 を 聞く 


4 お 化け 屋敷 の 入口 に 入る と も う 戻 
れ な い 。 入る 前 に セー ブ し て お こう 。 


』 説明 が ある 間 は 、 扉 が 開か な い 。 
少し 長い が 終わ る まで 待 と う 。 





3 殺人 現場 の 部 屋 。 立 ち 入り 禁止 の 
テー プ が 貼ら れ て いる 。 


b 今 ま で の 説明 は 全部 嘘 ? し か 
し 、 最 後に は どん で ん 返し が 待つ 。 




















お 
化 
け 
屋 
敷 
の ) 
2 
1 
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死体 . が 降り. て くる まで 進む 


お 化け 屋敷 の 次 の 部 屋 に は 、 入 っ て 
も 何 の 説明 も 始ま ら な い 。 先 に 進み 角 
に ある 扉 を 調べ て も 開か な い 。 角 を 曲 
が っ て 進む と 、 突 如 天 井 か ら 逆 ぐさ 吊り 
の 死体 が 現れ て 説明 が 始ま る 。 死体 が 
出現 し 、 説 明 を 聞き 終わ れ ば 扉 は 開く 。 
な お 、 こ の 部 屋 の 扉 は 再開 し た 場合 で 
も 死体 を 出現 させ る まで は 開か な いよ 
うに な っ て いる 。 





4 曲がり 角 を 進む と 突然 天井 か ら 死 
体 が ぶら 下がる 。 名 前 は ダニ ー。 





b 再開 し た 場合 は 、 死 体 を 出現 させ 
れ ば 説明 は 聞か な く て も 構わ な い 。 








ard 以 上 は 甘 成 し な が ら 進 も 


ん ござ 藻 所 て 民 交 





足元 を 気 を つけ る よう に 注意 され る 
が 、 実際 に と げ だ ら け の 天井 が 落ち て 
くる 。 最後 まで 落ち て は こない の で 、 
安心 し て 進め る 。 し か し 、 ア クシ ョ ン 
レベ ル が Hard 以 上 の 場合 は 監 還 ボ タ 
ン を 押し て 警戒 状態 で 進ん で いな い 
と 、 天 井 が 落ち て きた 瞬間 に ゲー ム オ ー 
バー と な る 。 吊 り 天 井 を 抜け た ら 説明 
が 終わ る の を 待ち 、 扉 を 抜け よう 。 


43 番 目 の 部 屋 は 古い 屋敷 。 足 元 が 
危な いら し い の だ が ……。 





床 に 気 を つけ て いる と 天上 が 落ち 
て くる の で 驚か され る 。 





「 ) まい 光 か ら 急 いて 透 げ る 


前 の 部 屋 の 説明 で は 出口 と 言わ れ て 
いた が 、 実際 に は 長い 廊下 に 出る 。 こ 
の 廊下 で は 赤い 光 に 追わ れる こと と な 
り 、 追 いつ か れる と 即 ゲ ー ム オー バー 
に な る 。 曲がり 角 に ぶつ か ら な いよ う 、 
視点 が 切り 替わる 前 に どちら に 曲がる 
の か 判断 に 集中 し な が ら 駆 け 抜 け よ 
う 。 また 防弾 チョ ッ キ を 着 て いる な ら 、 
速く 走れ る よう 脱い で お こう 。 





4 曲がり 角 が 次 々 と 
続く 廊下 を 赤い 光 が 
追っ て くる 。 光 に 追 
いつ か れる と ゲー ム 
オー バー と な る 。 
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(パリ り チ ェ ー ン と 京太 条 生 


お 化け 屋敷 を 抜け る と 、 ぐ る ぐる ロ 
ケッ ト と いう アト ラク ショ ン の ある 場 
所 に 出る 。 ア トラ クシ ョ ン の 向かい 側 
に ある 門 は この 段階 で は 開か な い の 
で 、 別 の 門 か ら 進 も う 。 さ ら に 門 を 通 
り 坂 ける と 、: ズ ステ ー ジ に 出る 。 ステ ー 
ジ で は 舞台 上 で 赤い 靴 を 、 客席 で チェ ー 
ン を 手 に 入れ て お こう 。 ま た 、 ベ ンチ 
に は 栄養 ドリ ンク や ショ ッ ト ガ ン の 弾 
も ある の で これ も 取っ て お こう 。 k ステ ー ジ の 真ん中 に は 赤い 靴 
が 置か れ て いる の が 見 える 。 目 
立つ 割 に は 何 の 仕掛 け も な い の 
で 、 上 が っ て 取っ て お こう 。 


4 ステ ー ジ の 中 に は クリ ー チ ャ ー 
が いな い の で 、 安 心して アイ テ 
ム を 探せ る 。 観 客席 か ら チ ェ ー 
ン を 見 つけ 出 そ う 。 





凍 生 せこ 寸 Y] 








4 門 か ら 入 っ て 左手 に ある ベン 
チ に 、 栄 養 ドリ ンク や ショ ッ ト 
ガン の 弾 も 置か れ て いる 。 こ れ 
も 取る の を 忘れ ず に 。 


人 お 化け 屋敷 を 出 た 後 は 、 ま た クリ ー チ ャ ー の 
群れ が 待ち か まえ て いる 。 間 を 駆け 抜け て 
ステ ー ジ へ と まっ すぐ 進ん だ ほう が いい 。 

















の } チェ ーー. ン . を (使っ て. 肩 を . 開 ける 


ステ ー ジ で アイ テム を 手 に 入れ 
た ら 、 ぐ る ぐる ロケ ッ ト の と ころ 
まで 戻 ろ う 。 向 か い の 門 を 調べ る 
と 、 開 か な い 理 由 が 錆び つい て い 
る だ け だ と 分 か る 。 この 門 に チェ ー 
ン を 引っ 掛け て お こう 。 ま た 、 ア 
トラ クシ ョ ン の 上 に 乗り 中 央 の 柱 2 
か 5HHC い S7( イ ブフ に も 、 チェ ー 2 シス ン ペー 
ン を つなげ よう 。 こ の 後 、 制 御室 ' ン の スイ ッ チ を 入れ る 。 
で スイ ッ チ を 入れ れ ば 、 ア トラ ク 
ショ ン が 動き 出し て 門 が 開く 。 


4 ぐる ぐる ロケ ッ ト の 柱 か ら 出 て いる 
バイ ブ 状 の も の を 調べ る と 、 役 に 立ち 
そう な こと が 分 か る 。 チ ェ ー ン を 使う 。 





ク 5 








4 アト ラク ショ ン が 回 転 し て チェ ー ン 
を 巻き 取り 、 門 を こじ 開け る の に 成功 。 





デマ ロロ が ぶ べ へ ぷ 











全 固 く て 開か な い だ け な の で 、 ウ ィ ン チ 











の よう な も の が あれ ば 開け られ る 。 見 た 目 に 変化 が な いよ うだ が 、 こ れ 
で 門 を 通る こと が で きる 。 








一 [テー+ 寺 間 層 へ 牌 囲 了 
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チェ ー ン を 使っ て 開け た 門 を 抜け る と 、 ティ ー カ ッ 
プ の 前 で ダグ ラス が 倒れ て いる 。- クローディア に や 
られ た らし く 、 足 の 中 を 折っ だ た よう だ 。 ど うし で こと 
こま で 無茶 を する の か と いぶ か る へ ザー に 、 


息子 に 似 て いる こと を 告白 する ダグ ラス 。 ま た 、 候 
子 は 強盗 を 働い て 射殺 され た と も 。 へ ザー は 後 は 自 


ム テ ィ ー カ ッ プ の 前 で 倒れ て いる ダグ ラス を 見 つけ る 。 ど う - 


や ら ク ロー ディ ア に だ 足 を や られ て 動け な いよ うだ 。 


再会 し て 別れ た 後 、 チ ティ ー カ ッ プ の 
と ころ に 戻る と まだ ダグ ラス は いる の 
が 確認 で きる 。 こ こ で ダグ ラス に 話し 
掛け る と へ ザー が 軽口 を 叩き 、 最 後に 
ダグ ラス を 心配 し て いる そ ぶ ぷりも 見 せ 
る 。 て この 会 話 は 何 度 で も 行え る 。 ち な 
み に 、 近 くに ある ワゴン の 下 に ウサ ギ 
の マス コッ ト が つぶ され で いる が 、 こ 
ちら は 調べ て も 何 も 起 こら な い 。 








[店 い の 館 マ メリ ー ゴ ー ラ ンド | 


0 は 洲 の | 二 


邊 女 が 





分 に 任せ て 体 ん で いる よう に 、 そし て [終わ っ た め 
する 。 打ち 解け た よう に 見 える が 、 
うと 背 を 向け た へ ザー に ダグ ラス は 銃 を 向け る 。 一 
脚立 ち 目 まる べ ベ ザー だ が 、 意 を 決し た か の よう に 振 
SEE 


い 残 し て 、 ひと り で 先 に 進 も うと _ 
し か し 先 に 進 も 


1 
子 に 似 て いる と 言わ 
れ 、 照れ くさ そう に 返 


一 を する べ ザ テー。 


ょ ダグ ラス の 銃口 が へ 


リザ リー を 人 有 5 か が な 


殺せ ば 神 の 復活 も 阻止 
で きる の か ? 


いる ダグ ラス 。 先 


よう に 穏やか な 会 
が 交わ され る 。 


4 動け な いた め テ ィ ー 
カッ プ の 前 に 残っ て 


ほ 


どの や り 取 り が 嘘 の 
話 
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ーー [テー+ ボ 血 避 へ 胃 


PAPT 5 > 遊園 地 amusement park 


1 2 タク ラス の. 手帳 と 人 形 の 頭 を 入手 


ダグ ラス と 別れ て 門 を 抜け る と 、 右 
手 に 派手 な 色 を し た 扉 が 見 える 。 この 
建物 は 占い の 館 で 、 セ ー ブ ポ イン ト が 
ある 他 、 様 々 な アイ テム が 置か れ て い 
る の で 回 収 し て お こう 。 入口 近く の 椅 
子 の 上 に ダグ ラス の 手帳 、 奥 に 置か れ 
た 占い 用 の テー ブル の 上 に 人 形 の 頭 、 
その 隣 の 椅子 に は アン プル が ある 。 特 
に 人 形 の 頭 は 、 先 に 進 お の に 必要 な ア 
イ テ ム な の で 忘れ ず に 。 


全 門 を 抜け る と 、 右 手 に 占い の 館 が ある 。 周 
り が 暗い 中 で 扉 が 目立つ 色 を し て いる の で 、 
見 つけ や すい 。 中 に は セー ブ ポ イン ト が ある 。 





占い の 館 を 出 て 、 す ぐ 右 を 見 る と 別 
の 建物 が ある 。 こ れ は 童話 の 館 で 、 中 
に 入っ て その まま 奥 に 進ん で も 扉 が 開 
か な い の で 先 に 進め な い 。 こ こ で は 中 
央 に ある シン デレ ラ の 像 に 赤い 靴 を 、 
白雪 姫 の 像 に 人 形 の 頭 を 使 お うっ 。 こ れ 
で 奥 に 進め る よう に な る 。 な お 、 奥 の 
レー ル の 上 に 写真 が 落ち て いる が 、 こ 
の 写真 に 映っ て いる 影 の 形 が 謎 を 解く 
た め の ヒ ント に な っ て いる 。 


人 占い の 館 を 出 た ら 、 す ぐ 右 に ある 建物 に 入 
ろう 。 中 に は 童話 に 関す る アト ラク ショ ン が 
ある よう だ が 、 今 は 動い て いな い 。 




















4 ダグ ラス の 手帳 は 占い の 館 に 
入っ て すぐ 右 の 椅子 の 上 に 、 ぽ 
つん と 置か れ て いる 。 読 ん だ 後 
で 持っ て いく こと に な る 。 


p 占い の 館 に ある ダグ ラス の 手 
帳 に は 、 へ ザー と 出会う 前 に 行っ 
て いた 捜査 の 様子 に つい て 吉 明 
に 書き 込ま れ て いる 。 6 


4 占い 用 の テー ブル の 上 に 置か 
れ て いる 丸い 玉 は 、 人 形 の 頭 。 
また 隣 の 椅子 の 上 に は アン プル 
が ある の で 取っ て お こう 。 


赤い . 靴 と 人 形 の . 頭 を 使う 


4 落ち て いる 写真 に は 二 つ の 像 
の シル エッ ト が 写っ て いる 。 こ 
の 写真 が ヒン ト に な っ て いる 。 


ヶ 館 の 中 央 に は 二 つ の 像 が ある 。 
この うち シン デレ ラ の 像 に 赤い 
靴 を 使う 。 


4 白雪 姫 に は リン ゴ の よう に 丸 
い 人 形 の 頭 を 手 に 持た せ て みる 。 
ニニ つと も 使い 終わ る と 向かっ て 
左 奥 の 扉 が 通れ る よう に な る 。 
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館 を 抜け る と クリ ー チ ャ ー が 現 
れる の で 、 倒 し な が ら 進 も う 。 ま 
た 、 ア イス クリ ー ム 売り 場 に は ス 
タン ガン バッ テリ ー が ある 。 さら 
に 、 売り場 の 上 に は メモ が 置か れ 
て いる 。 今 まで の 屋台 と は 違い 、 
調べ る と この メモ を 読む お こと が で 
さる 。 見 る と 、 ハ リー が 昔 、 書 き 残 。 、 ァ イィ テム で は な い の で 分 か り に くい 
し た も の だ 。 ち な み に 、 こ の アイ が 、 屋 台 の 上 に は メモ が 置か れ て いる 。 
スク リー ム 売 り 場 は 1 作 目 で セー 
ブ ポ イン ト だ っ た 場所 だ 。 


4 アイ スク リー ム 売 り 場 に は スタ ン ガ 
ン バ ッ テリ ー が 二 つ 置 か れ て いる 。 





4 メモ を 見 る と 、 ハ リー の 文字 が 。 
17 年 前 の 決意 が 書き 留め られ て いる 。 











全 童 話 の 館 を 抜け る と 、 遊 園地 で は 最後 











の クリ ー チ ャ ー が 現れ る 。 少 し ずつ 進み k アイ スク リー ム 売 り 場 の 斜め 向かい 
な が ら 1 体 ず つ 倒 す と 、 戦 いや すい 。 に 門 が ある 。 も う 遊 園地 の 出口 は 近い 。 
























菩 | メリ ー コ ゴー ラン ド 


生き . て . い る.1。.1 遇 の 馬 . を . 級 . す 


門 を 通り 抜け る と 、 メ リー ゴー ラン 
ド が ある 。 中 に 入る と 扉 が 閉まり 、 メ 
リー ゴー ラン ド が 動き 出す 。 1 頭 だ け 
止ま っ て いる 馬 に 張り 紙 が し て ある の 
で 、 調べ て みる と 一 定時 間 内 に 他 の 馬 
の 動き を 止め れ ば いい こと が 分 か る 。 
上 下 に 動い て いる 1 1 頭 の 馬 を 攻撃 し 、 
動き を 止め よう 。 馬 を 攻撃 する に は 日 、 生 間 に 動い て いる 馬 を 全て ゅ 壮 
本 刀 の 振り 下ろ し が 使い や すい 。 な いと 、 殺 され る こと を 暗示 する 。 


くま る で 営業 中 の よう に 明か り が 灯っ 
て いる メリ ー ゴ ー ラ ンド 。 





メ 
リ 
L 
ゴ 
1 
4 
の 
ド 
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一 [テー+ 利 絆 へ 短冊 菜 


1 6 メモ リー オブ アレ ッ サ と の 戦闘 


全て の 馬 の 動き を 止め る と 、 馬 か ら 滴 り 落ち た て し まう 特性 を 持つ 。 ま た 倒す た びに 、 ナ イフ か 
血 が 集まっ て 不気味 な クリ ー チ ャ ー が 現れ る 。 こ  。 ら ハン ドガ ン 、 鉄 パイ プ 、 サ ブ マ シン ガン の 順に 、 
の へ ザー と 同じ よう な 姿 を し た 敵 は 、 メ モリ ー・ 次 々 と 強力 な 武器 に 持ち 替え た 新た な メモ リー・ 
オブ ・ ア レッ サ 。 へ ザー に 生ま れ 変 わる 前 の アレ ッ オブ ・ ア レッ サ が 出現 する 。 こ の 多彩 な 攻撃 を し 
サ の 心 の 暗い 部 分 が 具現 化し た も の だ 。 こ の 敵 は 、 て くる 敵 を 相手 に する に は 、 メ リー ゴー ラン ド の 
正面 か ら の へ ザー の 攻撃 を ほとん ど 全 て ガー ド し 馬 や 柱 が 攻撃 を か わす た め の 手 助け と な る は ず だ 。 





メモ リー オプ アレ タ サ 
ナイ ブフ 使用 時 
アク ショ ン レベ ル 


鉄 パ イプ 使用 時 



























3 サブ マシ ン ガ ン 使 用 時 

ハン ドガ ン 使 用 時 ) アク ショ ン レベ ル 
アク ショ ン レ ベル 
Easy 
























ナイ フ 難 ぎ 払 い 
ハン ドガ ン 射 撃 
ハン ドガ ン 唆 り 
鉄 パ イプ 次 ぎ 払 い 
サ プ マ シン ガン 射 没 
サブ プ マ シン ガン 殴り 

















: へ ザー と ほ ば 同じ 攻撃 方 法 を 持つ 英 
gs 相手 が 打撃 武器 を 装備 し て いる 時 は 、 
の 攻撃 を ガー ド し て か ら 日 本 刀 で 反撃 
つう 。 相手 が 銃 を 使う 場合 は 、 狙 い を 
れる 前 に 近づい て 殴り 攻撃 を 誘 
ヌー ド 後 に 反撃 する と いい 。 






4 相手 の 打撃 攻撃 を 
ガー ド し て 日 本 刀 で 
反撃 する の が 基本 。 
倒し て も 、 武 器 を 変 
えて 現れ る の で 、 合 
計 で 4 回 倒す こと に 。 


4 うま くい け ば サブ 
マシ ン ガ ン で 押し 切 
れる こと も 。 ガ ー ド 
蘭 良 され が ちな の で 、 か 
な り 運 に 左右 され る 。 
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較 | 教会 へ の 道 」 

























ーー ぐい ゆー ロ ーッ 


メモ リー・ オ ブ ・ ア レッ サ を 倒す と 
メリ ー ゴ ー ラ ンド が 止ま り 、 教 会 へ 続 
く 道 が 出現 する 。 また 、 倒れ た 場所 に 、 
血 文 字 が 書か れ て いる の が 見 つか る 。 
アレ ッ サ は 神 が 上 駐 る の を 恐れ 、 ヘ へ ザー 
を 殺 そ うと し た よう だ 。 し か し へ ザー 
は 、 ア レッ サ の こと を 忘れ た わけ で は 
な く 、 ま た アレ ッ サ と は 違う 答え を 出 
し た と 言い 残し 、 教 会 へ 向かう 。 


教会 へ 続く 道 へ 進む と 、 左 右 の 壁 に 
血 文 字 で 詩 が 書か れ て いる 。 内 容 は 神 
を 讃え て 楽園 へ の 導き を 待望 する も の 
で 、 四 つ で ひと つの 詩 を 成 し て いる 。 
さら に 階段 を 上 りき っ た と ころ に ある 
扉 に は 「 楽 園 へ 至る 道 へ の 始め の 門 」 
と 書か れ て いる 。 ク ロー ディ ア が これ 
まで 残し て きた 数 々 の 言動 と 一 致す る 
これ ら の 言葉 は 、 つ い に へ ザー が 最後 
の 戦い の 場 へ 来 た こ と も 示し て いる 。 





人 教会 へ 続く 道 で 、 壁 に 書か れ た 詩 の 最初 の 
部 分 。 今 の 世界 を 嘆き 守 し み 、 奇 跡 を 待ち 望 
ん で いる よう だ が 、 神 の 復活 の こと か ? 














dEW 記 NRiefi2WHNIMNNNMWNMeneaewntotpereeesteeeー 


電電 は ーッ 親 当 ゃ 
アレ ッ サ が 倒れ た 場 
所 に は 、 血 で な に か 
書か れ て いる 。 こ れ 
が 彼女 が ヘザー を 殺 
そう と し た 理由 らし 
い 。 


0WNCNMN 和 3090782002 人 MCEMrskirwetoRpheeeewmー 


4 詩 の 真ん中 の 部 分 。 奇 跡 の た 
め な ら ど ん な 苦労 も いと わな い 、 
まさ に 現在 の クロ ー デ ィ ア の 行 
動 を 示し て いる か の よう だ 。 


詩 の 終盤 の 部 分 。 ク ロー ディ 
ア が ダグ ラス に 言っ た 言葉 が 思 
い 浮 か 点 内 容 。 こ の あと 、 神 を 
讃え る 声 で 締め くく られ て いる 。 


4 扉 の 前 に 書か れ た 言葉 。 単 に 
この 先 が 教会 で わる こと を 示す 
の か 、 そ れ と も 期 が 満ち る 前 避 
れ を 示し て いる の か ? 





癌 箕 せ こせ ざ ] 
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っ | 
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<< 夜 の 目 >> の タロ ッ ト 入 手 。 壁 
に 貼ら れ た 絵 を 観る 。 一 P.163 








壁 に 貼ら れ た 手書き の 絵 を 調 
べ 、「 教 会 の 地図 」 を 手 に 入れ 
る 。 一 P.163 


、 儀 悔 の 答え の 選択 に よ 
り 、 結 末 が 変わ る (2 周 
目 以降 ) 。 一 P.163 


神 よ 秒 お 許し くだ さい 





OO 


机 の 上 の 「 カ セッ ト テ ー プ | を 入 
手 。 紋章 の 写本 を 読む 。 一 P.164 





O5 尊 


セー ブ ポ イン ト の 周り に ある 、 教 
団 の 聖人 の 絵 を 観る 。 一 P.164 


幽 填 の 足跡 が 通り 過ぎ る の を 待っ 
て か ら 、 絵 を 動か す 。 一 P.165 





<< 月 >> の タロ ッ ト を 手 に 入れ 、 
「 書 : 異 界 の 法則 |] を も ら う 。 
ーP.165 





地下 で << 吊 る され た 男 >> の タロ ッ 
ト を 入手 。 一 P.165 











4 
ベッ ド に 置い て ある ハリ ー の 日 
記 を 読む 。…P.166 





クロ ー デ ィ ア の 過去 を 思い 出す 。 


<< 女 教 息 >> の タロ ッ ト を 入手 。 
壁 に 貼ら れ た 「 真 鈴 の 鍵 ] を 取る 。 日 記 や バー ス デ ー カ ー ド を 見 る 。 
ーP.167 ーP.167 









スケ ッ チ ブッ ク を 見 る 。 


EE ゴ ッ ル cc:4= 2 人 北 うと ッッ ル < 衣 
ーP.168 





壁 の 中 に 消え る 幽霊 の 足跡 を 追 
い 、 壁 を 調べ る 。P.166 


教壇 に ある 担任 の 手紙 を 読む 。 


し - 








<< 愚 者 >> の タロ ッ ト を 入手 。 カセ ッ ド プッ キ . で [テーブ 省 を 「 ペ ンダ ント 」 を 使い クローディア 
アグ ラオ フォ ティ ス の 本 を 読 再生 。 ヴ ィ ン セ ント へ の 意見 書 か ら 生 まれ た 「 神 | と 戦う 。 
む 。 一 P.166 を 読む 。P.167 ーP.169 


族 / 
/ 


1 7 年 氷 の 事件 に OM て / 
休 か 各 っ て いる こと は な か? 












革 民 せこ 寸 Y] 














PART 8 教会 murcu 


上 神話 5 約束 ] の 1 和 


祖語 | 6 信 全 ] 


し し は 1 5 選 


、 最初 は クロ ー サ ー し か 出 


、 現し な い が 、 地 下 で アイ テ 


ム を 集め て 戻っ て くる と 、 
ベレ 2Yー や スラ 所 が 己 
も 出現 する 。 始 め に 倒し て 


隊 ぉ こう 。 





大 


者 の 部 屋 





1 き 
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計 民 せこ こせ ヾ ] 











[ コ 筐 取 紅 





ペン ヂ ュ ラ ム を 撃 憧 
扉 を くぐる と すぐ 、 ペ ン ヂ ュ 
ラム が 通路 の 外 か ら 近 づい て く 


る 。 そ の 場 か ら 動 か ず に ショ ッ 
ト ガ ン や サブ マシ ン ガ ン を 使 
いい 、 攻 され る 前 に 叩き 落 そう 


人 
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革 秋 せこ す ざ ] 








ー PART &. > 教会 church 


一 テー+ ボ 問 へ 取 避 





教 


へ ザー は 遊園 地 を 無事 抜け て 教会 へ と た どり 着い た 。 
ヴィ ン セ ント の 情報 どおり 、 礼拝 堂 で クロ ー デ ィ ア 
と 会 う 。 決着 が つく の は も うす ぐだ 。 














ヘザー が 教会 の 中 に 入る と 、 礼 拝 堂 で 祈っ て いる 
梁 回 所 FT に 全う 挫 で の コチ ルイ の だ 0、 の 
ザー が 訪れ る こと も 予定 の うち だ と 気 を 取り 直す 。 
} そし で て 、 楽園 の 創造 は 昔 、 ア レッ サ も 望ん だ と と だ っ 
| た と 言う 。 ク ロー ディ ア に 楽園 の 創造 を 教え た の は 
アレ ッ サ だ っ た の だ 。 し か し 、 ア レッ サ の 記憶 も あ 














彼 が また 必 い た の ね 


| へ ザー が た どり 着い た こと に 一瞬 と ま ど い を 見 せる クロ ー 
ディ ア だ が 、 こ れ も 予 定 の うち だ ども 言う 。 





屋 の 外 へ 逃げ て し まう 。 








る へ ザー に と うっ て 、 今 は そん な 父 慢 な 妄想 は 願い 下 
げ だ っ た 。 へ ザー は 銃 を 向け で クタ クローディア を 追い _ 1 
詰め た か に 見 えた 。 だ が 、 腹 を 押さ え で うず ぐま る 
へ ザー。 ク ロー ディ ア へ の 怒り が ペ ザ ー の 中 で 神 を 1 
育て て いる こと を 確認 する と 、 ク ロー ディ ア は 礼拝 | 
記 の 外 へ 出 で 行っ て し まう 。 










「 
| 
| 
を 許さ な い 。 そ の 愉 天 | 
が へ ザー の 体 に 異変 を | 
も た らし て いた 。 


b 有 痛 に 硬 え 切れ ず う 
ずく ぐま る ヘザー を 残し 
で 、 グ 則 エ ディ ア は 部 











church 教会 < PART & 








な ん と か が 持ち 直し た へ ザー だ が 、 当 
然 ク ロー ディ ア の 姿 は も うな い 。 礼拝 
堂 の 中 に は セー ブ ポ イン ト が ある の で 、 
セー ブ し て お こう 。 ま た 、 祭壇 の 上 を 
見 る と << 夜 の 目 >> の タロ ッ ト が ある 。 
タロ ッ ト カ ー ド は 他 に も 数 枚 あ り 、 最 
後 の 部 屋 へ 進 び むための 重要 な も の な の 
で 、 手 に 入れ て お く こ と 。 他 に も 隠れ 
た 情報 を この 部 屋 で 集め て お こう 。 


廊下 に 出る と 道 が 二 つ に 分 か れ て い 
る 。 左側 に 紙 が 貼ら れ て いる の が 見 え 
る の で 、 先 に 左 へ 進ん で 調べ て お く よ 
うに 。 こ れ で 教会 の 地図 が 手 に 入る 。 
た だ し 、 教 会 の 地図 は アレ ッ サ が 幼い 
頃 に 手書き で 作っ た も の な の で すべ て 
が 書き 込ま れ て お ら ず 、 新 た な 部 屋 を 
探索 し て いく うち に ヘザー 自身 が 書き 
加え て いく こと に な る 。 




















4 祭壇 の 上 に << 夜 の 目 >> の タロ ッ 
ト が ある 。 いく つか ある うち の 1 枚 。 











クロ ー デ ィ ア が 出 て いっ た 扉 か 
ら 、 部 屋 を 出 て 追い か ける こと に 。 











4 廊下 に 出る と 左 奥 
に 教会 の マッ プ が あ 
る 。 手書き の 地図 で 、 
途中 まで し か 書か れ 
て いな い 。 記 入 し な 
が ら 進 むこ と に 。 


低 悔 の 答え で 結末 が 変わ る (2 周 目 以降 ) 


会 の 地図 と は 反対 側 に 介 悔 室 へ の 
扉 が ある 。 層 悔 を 聞く 側 の 小 部 屋 だ 。 
中 に は 何 も な い が 、 窓 口 を 調べ る と 反 
対 側 の 部 屋 に 誰か が 入っ た 様子 が あ 
り 、 思 わ ぬ 悔 を 聞き 届け る こと と な 
る 。 な お 、 ら 周 目 以降 は ここ で 「 許 す ]」 
を 選ん で さら に 条件 を 満た し て いる 
と 、 異 な る エン ディ ング を 迎え る こと 
に な る 。 詳細 は 182 ペ ー ジ 。 





る 儀 悔 室 の 中 。 何 も な いよ うだ が 、 
窓口 を 調べ る と 誰か が 悔 に 訪れ る 。 


位 悔 に 現れ た の は 誰 な の か ? こ 
の 選択 が 結末 を 変え る 。 
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穫 せこ ご こせ] 








. 時 人 の . 絵 と 教 還 


一 [テー+ 普 回 へ 取 





大 部 屋 を 抜け て 先 に 進む と 、 道 が ニ 
つ に 分 か れ て いる 。 こ こ で 南 に 進み 、 
向かっ て 左手 の 部 屋 に 入ろう 。 部 屋 の 
中 で は 、 本 棚 か ら ハ ンド ガン の 弾 と 、 
机 の 上 か ら カ セッ ト テ ー プ が 手 に 入 
る 。 カ セッ ト テ ー ブ プ は 爪 が 折れ て いる 
の で 、 どこ か で 聞く こと が で きそう だ 。 
また 、 写 本 も 机 に 置か れ て お り 、 こ の 
中 で 紋章 の 意味 に つい て 説明 が な され 
て いる 。 








ム ア ク ショ ン レ ベル が Hard 以 上 の 場合 は 、 部 
屋 の 前 を イン セイ ン キ ャ ン サ ー が 上 さい で い 
る 。 倒 し て か ら 中 に 入ろう 。 





廊下 に 出 て 今度 は 北の方 へ 進む と 、 
鐘楼 に た どり 着く 。 こ こ に は セー ブ ポ 
イン ト が ある 他 、 周 り に 3 枚 の 絵 が 飾 
られ て いる 。 奥 の 方 が 暗く て 見 え に く 
く 、 近 づい て うっ すら と 繧 が 見 えた 頃 
に は 視点 が 切り 替わる の で 、 気づき に 
くい か も し れ な い 。 描か われ て いる の は 、 
この 教団 で 聖人 と 人 敬 わ れ て いる 人 物 
達 。 アレ ッ サ の 絵 も あり 、 教団 が へ ザー 
に 執着 し て いる の が 分 か る 。 








人 鐘楼 に は 中 央 に 紋章 が ある 。 奥 の ほう は 暗 
く て よく 見 えな い が 、 絵 が あめ る の が うっ すら 
と 分 か る は ず だ 。 左右 に も 1 枚 ず つ 絵 が ある 。 














4 近づく と 視点 が 変わ っ て し ま 
う の で 見 つけ に くい が 、 本 棚 の 
中 に は ハン ドガ ン の 弾 が ある 。 
取り 忘れ な いよ うに 。 


b 机 の 上 に カセ ッ ト テ ー プ が 置 
か れ て いる 。 何 か が 録音 され て 
いる よう な の で 、 ど こ か で 再生 
で き な い か が 探し て みよ う 。 





4 カセ ッ ト テ ー ブ と 一 緒 に 置か 
れ て いた 写本 。 行く 先々 で へ ザー 
を 悩ま せ て きた 、 あ の 紋章 に つ 
いて 記さ れ て いる 。 








4 聖母 アレ ッ サ 。 抱 か れ て いる 
子供 も アレ ッ サ で あり 、 要 する 
に どちら も へ ザー の こと を 表し 
て いる 不思議 な 絵 だ 。 


三 聖 人 の ひと り 、 聖 ニコ ラス 
の 絵 。 奇 跡 の 医師 と いう か ら に 
は 、 教 団 発展 の 過程 で 大 活躍 し 
た の だ ろう 。 























4 最後 まで 信仰 を 捨て な か っ た 聖 
ジェ ニ フ ァ ー の 絵 。 こ の 人 物 は 
『「 サ イレ ント ヒル 2』 で 公園 に あっ 
た 像 の モデ ル で も ある 。 
































charch 教会 < PART & 
( )O 澤 土足 を 見 て 、 緩 を 動か す 


鐘楼 へ 続く 廊下 の 途中 で 、 壁 に 絵 が 
か か っ て いる 。 し か し 、 こ の 絵 を 調べ 
て も 何 も 起こ ら な い 。 絵 の 前 を よく 見 
て みる と 、 白 い 床 の 上 に 何者 か の 足跡 
が 点々 と つき 始め る 。 足 跡 が 行く と こ 
ろ ま で 行く の を 待ち 、 壁 の 向こう 側 へ 
消え て いっ た ら 絵 を 調べ よう 。 す る と 
絵 を 動か せる よう に な り 、 そ の 裏側 か 呈 誠 か 壁 の 向こう に 消え る の を 確 
ら 扉 が 現れ て 先 に 進め る よう に な る 。 認 する と 、 壁 の 絵 を 動か せる 。 


る 絵 の 前 で 待っ て いる と 、 足 跡 が 現 
れる 。 足跡 の 主 の 姿 は 見 えな い 。 





革 和 せこ 二 Y] 





プ 冥 世 癌 剖 





「 ) / 月 の タロ ッ ト と 書 :。 異 界 の 法則 入手 


絵 を 動か し 廊下 を 通り 抜け る と 細い 
通路 に 出る 。 こ の 通路 の 端 に ある 扉 に 
入る と 、 中 は 広い 書庫 に な っ て いる 。 
奥 の テ ー ブ ル の 上 に は << 月 >> の タロ ッ 
ト が あり 、 取 る と ヴィ ン セ ント が 現れ 
て へ ザー に 「 書 : 異 界 の 法則 ] と いう 
本 を 渡す 。 ま た 、 本 棚 の 中 に 開き 放し 
で 置か れ て いる 本 を 読む こと が で き 
る 。 ら 冊 あ り 、 中 身 は タロ ッ ト に つい 


4 書庫 に 入り 、 奥 に 進む と テー 
ブル が ある 。 上 に は << 月 >> の 夕 
ロッ ト が あり 、 取 る と どこ か ら 
と も な く ヴ ィ ン セ ント が 現れ る 。 
































て と サイ レン ト ヒ ル の 宗教 に つい て だ 。 上 ヴィンセント は 印章 を 手 に 入 に / 
れ た か 気 に し て いる 。 な ん の こ る. 
と か 分 か ら な い へ ザー だ が 、 タ 
リス マン を 取り 出し て 見 せる 。 
4 ヴィ ン セ ント か ら 直 接 本 を も ら 
人 細い 道 に た くさ ん の 扉 が 並ぶ 。 開 く の は 奥 う 。 タ イト ル は 「 書 : 異 界 の 法則 ]。 
の 扉 だ け だ 。 ス クレ イ パ ー ガ が 出現 し 、 穴 に 落 レナ ー ド か ら 手 に 入れ た メト ラ ト 
ちや すい 場所 だ け に 慎重 に 移動 し た い 。 ン の 印章 に つい て 解説 し て ある 。 
') 8 エレ ベーター. で 移動 し て 、 吊 る され た 男 の タ ロッ ト を 入手 
書庫 を 出 た ら 細い 通路 の と ころ に あっ 
た エレ ベー ター で 、 地 下 に 進む お 。 エ レ 
ベー ター を 降り た ら 、 南 の 扉 を 通っ て 
人 まっ すぐ 進 お と 死体 安置 所 に 着く 。 中 
上 天 の 死体 の 上 に は << 吊 る され た 男 >> の KEO SE 
還 女 直 所 で 、 虹 
棋 紅 タロ ッ ト が ある 。 ま た 部 屋 に 入っ て 右 ん 中 の 死体 の 上 に 無 詳 
- 弁 / 置 の 璧 の 方 に ショ ッ ト ガ ン の 弾 が 入っ て 半 作 に << 員 る され た 
いる の で 、 こ れ も 忘 れず に 調べ て お こ 2 
95 ト は これ で 8 枚 目 だ 。 号 
1 6 5 
撤 〒m- 俊 ま も なす 3 
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南 
廊 
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死体 安置 所 を 出 て 、 廊 下 を 南 に 曲 
が っ た 先 の 部 屋 に 入る 。 中 は 父親 の 部 
屋 に まる で そっ くり で 、 へ ザー を 大 い 
に 驚か せる 。 ベ ッ ド の 上 に 古び た 日 記 
が ある の で 読ん で みる と 、 父 ・ ハ リー 
が へ ザー に つけ た 名 前 に 対し て 相当 苦 
し ん で いた こと が 判明 する 。 し か し 、 へ 
ザー は 父親 が 自分 を 愛し て くれ た こと 
に 感謝 の 言葉 を 表す の で あっ た 。 





NNWWNWtvm4WiWYeHieh 





4 父親 の 部 屋 と まっ た く 同 じ だ 。 ベッ 
ド の 上 に 日 記 が 置い て ある 。 


b 奥 に ある 机 も 調べ て 、 ス タン ガン 
バッ テリ ー を 取っ て お こう 。 





璧 の 中. に 消える. 足跡 を. 追う 


東側 に 戻り 、 奥 か らら 番目 の 扉 を 通 
る 。 扉 の 向こう 側 の 細い 通路 に は クリ ー 
チャ ー が いる の で 、 倒し て か ら 進 も う 。 
さら に 先 に 進み 、 南 の 大 部 屋 を 通り 抜 
ける と 行き 止ま り に 出る 。 し か し 、 こ 
こ で も 白い タイ ル の 床 が ある の で 、 し 
ば らく 待っ て いる と 衣 霊 の 足跡 が 現れ 
て 壁 の 中 に 消え て いく 。 こ の あと 壁 を 
調べ れ ば 、 隠 し 通路 が 見 つか る 。 





4 白い タイ ル の 上 を 通 ろ うと する と 
視点 が 変わ る の で 、 そ の まま 待つ 。 














k 定跡 が 消え た 壁 を 調べ る と 、 隠 し 
扉 が 現れ る 。 そ の 奥 に は 病室 が 。 





本 に 挟 まっ て . い る. 愚者 の . タ ロッ ト を 入手 


隠し 通路 を 抜け た 先 の 部 屋 は 、 今 ま 
で に 何 度 か へ ザー の 語る 思い 出 の 中 で 
出 て きた 病室 だ 。 こ こ で も ベッ ド を 調 
べ る と 、 悪 夢 の よ うな 7 年 間 を 過ごし 
て いた こと を 思い 出す 。 椅 子 の 上 に 置 
いて ある 本 に は 、 悪 霊 を 追い 出す 効力 
の ある 赤い 液体 に つい て 書か れ て お り 、 
<< 愚 者 >> の タロ ッ ト が 挟ま っ て いる 。 
また 、 写 真 の 裏 に は アン プル が ある 。 
反対 側 に 回 っ て 取 ろ う 。 





人 ベッ ド の 横 に 椅子 が あり 、 そ の 上 に は 本 が 
置か れ て いる 。 ア グラ オフ ォ テ ィ ス と いう 血 
の よう な 液体 に つい て 書か れ て いる 。 








4 アグ ラオ フォ ティ ス の 本 に 挟 
まれ て いた << 愚 者 >> の タロ ッ ト 
を 見 つけ る 。 こ れ で タロ ッ ト を 
4 枚 手 に 入れ た こと に な る 。 





』 小物 入れ の 上 の 写真 立て に は 、 
アレ ッ サ が 7 歳 の 頃 の 姿 が 。 そ の 
裏側 に 回 り 込 お むと 、 ア ンプ ル を 
見 つけ られ る 。 

















4 血まみれ の ベッ ド を 調べ る と 、 
アレ ッ サ が この 病室 で 死ぬ よう 
な 苦し み を 受け な が ら 7 年 間 過 ご 
し て いた こと が 語ら れる 。 
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クロ ー サ ー の いた 大 部 屋 を 通り 抜け 
て 北 の 通路 に 戻り 、 さ ら に 西 に 進ん だ 
先 の 部 屋 に 入る 。 こ こ は ア レッ サ の 部 
屋 。 セ ー ブ ポ イン ト の 隣 の 壁 に は 真 銀 
の 鍵 が 掛か っ て いる 。 鍵 を 手 に 入れ た 
ら 1 階 へ 戻 ろ うう 。 な お 、 部 屋 の あ ち こ 
ち を 調べ る と 、 へ ザー が クロ ー デ ィ ア 
どの 思い 出 を 配る 。 また 、 机 の 上 に は 。 ょ へ <。koLe は スケ ラテ ラン ラク 
ハリ ー の 書い た メモ が 残さ れ て いる 。 が 。 アレ ッ サ の 描い た 絵 が 見 られ る 。 


1 階 に 戻っ た ら 、 鍵 が か か っ て 入れ 
な か つっ た 扉 へ 進む 。 通 路 に 入っ つて 角 を 
曲がり 、 す ぐ 北 の 扉 を 抜け る と 広い 部 
屋 に 出る 。 ア レッ サ が 通っ て いた 学校 
の 教室 だ 。 こ こ で は アレ ッ サ の 机 や 教 
増 の 上 に 置か れ た 担任 の 手紙 を 調べ ら 
れる 。 ち な み に 、 担 任 の K・ コ ゴードン [ 
の 名 前 は 「 サ イレ ント ヒル 」 に も 登場 交 壇 の 上 に は 揚 任 の 手拭 が 。 アレ ッ 
し た 。 な お 、 こ の 教室 は 通ら な く て も サ の こと を 心配 し て いた らし い 。 
先 へ 進む お こと が で きる 。 


カセ ッ ト デ ッ キ ズ テ ニーズ を 再生 する 


教室 を 通り 抜け る と 、 西 側 に 部 屋 が 
ー つ 並ん で いる の が 見 える 。 こ の うち 
北側 の 部 屋 に 入る と 、 本 棚 の 中 に カセ ッ 
ト デ ッ キ が ある 。 カ セッ ト テ ー ブ を 再 
生 する と 、 ヴ ィ ン セ ント と 信者 の 対話 
が 聞け る 。 彼 は クロ ー デ ィ ア を 快く 思っ 
て いな いよ うだ 。 まだ 、 机 の 上 の 手紙 下っ 
に は 、 ヴィ ン セ ント が 導 競 馬 の た 9 生 和 0 は 生け か 電 と 
に 利用 し て いる と 書か れ て いる 。 し い 。 


る KJ 
ッ タ 
. ベッド. の . 上 で 女 教 邊 


西側 に あっ た も う 一 つの 部 屋 に 入 
る 。 ク ロー ディ ア の 部 屋 だ 。 中 で は ク 
ロー ディ ア の 日 記 や アレ ッ サ が クロ ー 
ディ ア に 宛て た バー ス デ ー カ ー ド な ど 
が 見 られ 、 ク ロー ディ ア が アレ ッ サ と 
の 友情 を よほど 大 切 に し て いる こと が 
分 か る 。 また ベッ ド の 上 に << 女 教皇 >> 
の カー ド が ある 。 こ れ で すべ て の タロ 本棚 に は クロー ティ ア の 日 記 が 。 
ッ ト が 揃っ た 。 アレ ッ サ へ の 気持 ち に 変わ り は な い 。 







4 璧 の 標本 に 混じっ て 、 真 人 の 鍵 が 
ある 。 手 に 入れ た ら 1 階 に 戻 ろう 。 


ご 寺 さ で 











る 教室 の 真ん中 に あっ た アレ ッ サ の 
机 。 ひど い 悪 口 が 書き 込ま れ て いる 。 
































4 本 棚 の 中 に カセ ッ ト デ ッ キ が あ 
り 、 テ ー ブ を 聞く こと が で きる 。 












4 ベッ ド の 上 で タロ ッ ト の 最後 の 1 
枚 、 << 女 教皇 >> を 手 に 入れ る 。 





5 つっ ユーロ 遇 本 


に お 
ご で 






8 
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アレ ッ サ の 部 屋 の 奥 の 扉 に は 仕掛 け 
が あり 、 タ ロッ トカ ー ド を 正しく 並べ 
な いと 開か な い 。 こ の ヒン ト は ベッ ド 
の 上 に ある スケ ッ チ ブッ ク の 中 に 描か 
れ て いる 。 謎 を 解い て カー ド を 並べ る 
と 扉 が 開き 、 ク ロー ディ ア と ヴィ ン セ 
ント が 待つ 地下 の 礼拝 堂 へ と 進め る よ 





うに な る 。 最後 の 戦い に 備え て 、 この タロ ッ ト の 扉 を 抜け 、 地下 に ある 
部 屋 で セー ブ を し て お こう 。 隠さ れ た 礼拝 堂 へ 向かう 。 











4 アレ ッ サ の 部 屋 に ある タロ ッ ト 仕 
掛け の 扉 。 正しい 位置 に 並べ よう 。 














]LNORMAL | 


ッ チ ブッ ク に 書か れ た 王 


、 礼拝 堂 の 肩 を 開 ぐ と ヴィ シセ ント と クロ ニー ディア 
| が 押し 問答 を し て いる 場 に 出る 。 あ まり に も 置 沖 的 
- な 言動 に 送 上 し た クロ ー デ ィ ア は 、 ヴィ ン セ ント を 背 
_ 後 か ら 深々 と 刺す 。 床 に 倒れ ん な が ら 、 ヘ へ ザー に 印章 
を 使う よう に 叫ぶ が ヴィ ン セ ント だ が 、 メ トラ トン の 
印 剖 を 取り 出し て も 何 の 効 力も 発揮 し な い 。 そ し て 


E モ ソン: を 当り 呼 / 
パー ティ を 始め よう 


4 へ ザー を 迎え 入れ る ヴィ ン セ ント 。 彼 の 狙い は 、 ヘザー と 


ヴイ ン セ ント は クロ デー デ ィ ア に と め の め を 刺さ ざれ て し 
まう 。 一 方 、 全身 に 赤い アザ の よう な も の が 浮き 上 
が り 、 苦 し み 倒 れる ヘザー。 神 が も うす ぐ 復 活 し て 
じ ま う の が 7 1 か お 、 の あと クロ ー デ イィ イア を 攻撃 
する か が 一 定時 間 が 過ぎ で し まう と 、 神 が 生れ 落ち て 


パー ムーム と な る 。 


.4 ク ロー ディ ア に あっ 
さり と 背後 か ら 刺 され 
る 。 それ で も 印章 を 使 
う よ う 、 べ ザー に 叫 点 。 


か ベン ダン トド の 中 に - 


入っ て いた 赤い 結晶 を 


飲み 、 体 内 に 宿っ て い 
た も の を 吐き 出し た 。 




















nm 


] ザ [ 神 」 と . の . 戦 . い 


へ ザー が 父 か ら も ら っ つた ペン ダン ト を 使う と 、 
中 か ら 赤 い 結 晶 が 現れ る 。 ア グラ オフ ォ テ ィ ス だ 。 
これ を 飲み 体内 か ら 肉 塊 を 吐き 出す へ ザー。 驚き 
慌て た クロ ー デ ィ ア は 、 肉 塊 を 踏み 潰 そ うと する 
へ ザー を 押し の け 、 拾 い 上 げ て 自分 で 飲み 込む 。 
クロ ー デ ィ ア の 全身 に 赤い アザ の よう な も の が 浮 


エミ 
最 
下 
層 


ルレ スム) 2 体力 
Easy 6999 前 後 
Normal 8000 前後 
Hard 10000 前 後 関 








立ち 状態 腕 振り 攻撃 
四 つ ん 店 い 状 態 腕 振り 攻撃 
四 つ ん 違 い 状 態 頭 秋 き 攻撃 
炎 攻 撃 











4 頭 を も た げ て いる 
時 は 打撃 武器 で 攻撃 
で き な い 。 ハ ンド ガ 
ン を 打ち 込ん で 、 頭 
を 下げ させ よう 。 
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き 出 る 。 苦し み も だ えな が ら う ずく まる と 、 突 然 
消え 去り 、 後 に は 大 き な 穴 が 開い て いる 。 そ の 人 穴 
に 飛び 込む へ ザー。 地 の 底 に は クロ ー デ ィ ア の 死 
体 が 転がり 、 彼 女 か ら 生 まれ た 「 神 ] が 立ち は だ 
か る 。 ヘ へ ザー に 拒絶 され た た め 下 半身 が 不 完全 な 
状態 だ が 、 六 を 操り 、 長 い 腕 を 振り 回 し て くる 。 


対処 方 法 


「 神 ] が 立ち 上 が っ て いる 時 に は ダメ ー 
ジ を 与え られ な い 。 ハ ンド ガン を 3 発 打 
ち 込 むと 頭 を 下げ る の で 、 近 づい て 日 本 
刀 の 突き 攻撃 で ダメ ー ジ を 与え よう 。 詳 
し く は 223 ペ ー ジ を 参照 。 

















< 火 攻 撃 は 少し 引き 
付け て か ら 、 円 を 描 
く よ う に 端 か ら 端 へ 
駆け 抜け て か わす 。 


晴夫 


凍 穫 せこ 寸 Y] 








(の [テー+ 沸 避 ヽ 、 問 
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>@⑥ の 
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芝 ま 、 志 * 


「 サ イレ ント ヒル 3」 に 散り ば はめ られ た 数 々 の 話 。 


難易 度 ご と に こ 


本 屋 の 奥 の 扉 に は 鍵 が か か っ て いて 、 先 に 進む に 
は 謎 を 解く 必要 が ある 。 こ の 謎 解き さ の ヒン ト は 、 扉 
の 横 に 貼ら れ た 紙 に 書か れ て いる 。 た だ し 、 こ の 張 
り 紙 は 扉 と 本 棚 の 細い 隙間 に 位置 する の で 調べ に く 

い 。 少し ずつ へ ザー の 向き を 変え て 調べ る よう に 。 
また 、 本 屋 の 中 に 落ち て いる シェ イク ピア 全集 を 拾 
い 、 本 棚 に 正しく 並び 替え て 背 表 紙 を 見 る と 正解 の 
番号 が 分 か る 仕組 み に な っ て いる 。 張 り 紙 に 書か れ 
て いる ヒン ト を 解き 明か し て 、 正 し い 並 び 順 を 見 抜 
こう 。 こ れ で 判明 し た 番号 を 奥 の 扉 に 入力 装置 で 打 
ち 込 め ば 、 先 に 進め る よう に な る の だ 。 


本 の 並べ 方 を 見 抜く 


ほか の 難易 度 と は 異な り 、 落ち て いる シェ イク スピ 
ア 全 集 は ら 冊 だ け 。 残 り の 3 冊 は 初め か ら 本 棚 に 入っ 
て いる 。 そ の た め 、 逆 に 本 棚 の 調べ る 場所 に 特徴 が 
な く 、 気づき に くい 。 本 を 入れ る 場所 は 本 が 落ち て 
いた 場所 の 真横 に あたる の で 、 拾 っ た ら 一 歩 進 ん で 
横 を 向く よう に する と 見 つけ や すい だ ろう 。 本 の 並 
べ 方 は 、 全 集 の 巻数 順 で いい 。 こ れ で 並ん だ 背 表紙 
を 見 る と 手書き の 4 ケタ の 数 字 が 完成 する 。 あ と は 
この 数 字 を 奥 の 扉 に 入力 すれ ば いい 。 


奥 の 扉 の 向かっ て 右側 を 調べ る と 、 張 り 紙 を 読め 
る 。 内 容 は マク ベス の 冒頭 か ら の 引用 だ が 、 本 の 並 
べ 方 の ヒン ト に な っ て いる 。 正しい 順番 に 並べ る の 
は 間違い で 、 お しろ 間違っ た 順番 に 並べ て 正解 を 作 
り 上 げ る と いう こと を 示し て いる 。 つ まり 、 本 棚 に 
並べ る 順番 は 、 正 し く 巻 数 順に 並べ る の で は な く 、 
背 表紙 に 書か れ た 数 字 が 判別 で きる よう に 並べ れ ば 
いい 。 シ ェ イ クス ピア 全集 5 冊 を すべ て 拾い 上 げ 、 
いろ いろ 並べ 替え て 試そう 。 尚 、 数 字 は ラン ダム 。 


の HILL3 





れ ら の 謎 解き を 解説 し て いこ う 。 





シェ イク スピ ア の 謎 か け 


シェ イク スピ ア の 物語 を 理解 し て 考え 


4 本 棚 の 間 に バ ラバ ラ と シェ 
イク スピ ア 全 集 が 落ち て い 
る 。 す べ て 拾っ て お こう 。 








本 の 謎 を と いて 正解 の 番号 
が 分 か れ ば 、 奥 の 扉 に 入力 す 
る こと で 先 に 進め る 。 








4 床 に 落ち て いる 本 は ら 冊 だ 
け 。 本 が 落ち て いる すぐ 横 の 
本 棚 を 調べ よう 。 








》 最初 か ら 3 國 が 本 棚 に 収 ま 
っ つて いる 。 そ の 合い 間 に 残 り 
の ら 嘆 を 入れ よう 。 





、 正しい は 間違い 、 間 違い は 正しい 
- 並べ よ 、 そ の 本 、 狩 える よう に 


4 巻数 順 で は な く 、 
4 ケタ の 数 字 が 完成 
する よう に 、 あ れこ れ 
並べ 替え て みよ う 。 











この 難易 度 の 謎 解 そ で は 、 そ れ ぞ 
れ の 本 に シェ イク スピ ア の どの 物語 
が 収録 され て いる の か 、 知 っ て お く 
必要 が ある 。 あらかじめ 、 ア イ テ ム 
画面 で 1 冊 ず つ 調べ お こう 。 た だ し 、 
難 物語 の 内 容 ま で は 分 か ら な い の 
で 、 別 項 に まとめ て ある 。 

① の 部 分 に は 特に 意味 は 無い 前 置 
き で 、「 サ イレ ント ヒル 3』 の プレ イ 
ヤー に 対し て の 問い か け だ 。 

⑧ の 部 分 は 、 本 を 左 か ら 順 に 並べ 
て いく と いう 意味 。 ま た ③ の 部 分 に 
より 、 一 番目 に 並 記 の は 「 偽 り の 狂 
気 」] を 演じ た 「 人 ムレ ッ ト 」、 つ ま 
り シ ェ イ クス ピア 全集 4 と な る 。 

④ の 部 分 、 死 を 演じ た の は 「 ロ ミ 
オ と ジュ リエ ッ ト 」 な の で 、 棚 の ら 
番目 は シェ イク スピ ア 全 集 1。 

⑤⑥ の 「 愛 する も の を 手 に か ける 」 
と いう 部 分 は 「 オ セロ ー」 の 内 容 。 
た だ し 「 白 と 黒 と に 逆転 する 遊び 」 
は 盤 上 ゲー ム の 「 オ セロ (= リバ ー 
シ )」 の こと を 表し て いる 。 ち な み 
に 「 オ セロ 」 の 名 前 は 「 オ セロ ー」 
か ら 取 られ て いる の は 有名 な 話 。 こ 
れ で 棚 の 3 番目 は シェ イク スピ ア 全 
集 5 に な る と 分 か る 。 

⑥ の 部 分 は 「 リ ア 王 」 を 表し 、 シ 
ェ イ クス ピア 全集 6 の こと 。 ま た ⑦ 
の 「 血 に まみ れ た 王座 」 は 「 マ クベ 
IE の と 。 つま D、 ジ モイ タス 世 
ア 全 集 3 の 内 容 を 表し て いる 。 こ こ 
まで で 本 の 並び が 4 1523 の 順 と な 
る が 、 ま だ 正解 の 番号 で は な い 。 
⑧ の 「 復 讐 者 ] は 「 人 ハム レッ ト 」 を 
表し 、「 二 度 の 血 を 流し 」 は 「 八 ム 
レッ ト 」 の 数 字 を 2 倍 す る こと を 表 
し て いる 。 同様 に ⑨ の 部 分 は 「 ロ ミ 
オ と ジュ リエ ッ ト 」 の 数 字 を 3 倍 、 
⑪ は 「 マ クベ ス 」 を 削除 する こと を 
それ ぞ れ 表し て いる 。 よ っ て 、 残 る 
数 字 は 835 の 6 と な り 、 こ の 番号 を 入 
力 す れ ば 先 に 進め る こと に な る 。 

な お 、 リ ドル レベ ル が Hard の 場 
- 合 の み 暗 証 番号 は 変化 し な い の で 、 
正解 を 知っ て いれ ば わざ わざ 本 当 に 
並べ て みる 必要 は な い 。 
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切 尋 せこ せ Y] 








[SI ヨ 1qala 


ーー 


し 


病院 2 階 の 暗 十 番号 


ーーーーーーーーー ーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ボタ ン を 押す 順番 は 、 


表 の 病院 2 階 で 東 廊下 か ら 西 へ 抜け る に は 、 扉 の 
入力 装置 に 4 ケタ の 暗証 番号 を 入力 し な けれ ば な ら 
な い 。 こ の 暗証 番号 に つい て 、 廊 下 の 突き 当たり の 
壁 に 貼ら れ て いる タイ プラ イタ ー で 打 た れ た メモ が 
ヒン ト に な っ て いる 。 リ ドル レベ ル に よっ て ヒン ト 





最初 の 数 字 を 考え よう 。 ま すず 、 左 の 列 で な いと ① 
の 「 右 2 づつ 移動 ] で き な い 。 ま た 「 上 1 つづ 移動 ] で き 
る の で 、② で 上 の 列 を 除外 する 。 こ の あと 「 下 2 つ 
移動 ]」 で きる の で 、③ で 下 の 列 を 除外 。 つ まり スタ 
ー ト は 4。 あ と は ヒン ト 通 り に 動か そう 。 








難 ケ タ の 数 字 の 大 き さ を ヒン ト に 基づい て 比較 し 、 
組み 合わ せ を 考え る 。 ら つづ 目 の 数 字 が 3 つ 目 の ら 倍 な 
ら 、 ら つ 目 と 3 つ 目 の 組み 合わ せ は それ ぞ れ 、 


(2 ら 、1) (4、 ら ) (6、3) (8、4) 


の どれ か に な る 。 ま た 、4 つ 目 の 数 字 が 1 つ 目 の 半分 
に な る な ら 、1 つ 目 と 4 つ 目 も 同じ よう に それ ぞ れ 、 


( ど 、1) (4、 ぢ ど ) (6、3) (8、4) 

の 組み 合わ せ に な る 。 この ら つの 組み 合わ せ 同 士 を さ 
ら に 組み 合わ せ た 4X4 通 りか ら 、 1 つ 目 が ら つ 目 より 
大 きく 、 3 つ 目 が 4 つ 目 より 小さ いも の を 考え る と 、 


(4、 ら 、1 、 ら ) (6、 ら 、1 、3) (8、 ら 、1 、4) 
(6、4、 ら 、3) (8、4、 ら 、4) (8、6、3、4) 


の 6 つま で 絞り 込む こと が で きる 。 


な 下 わ 王 凍 ぎ なほ ます も も 3 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー バ ーーーーー ーーー バ ーーーーーー バ ーー バーーーー 


数 字 に 隠さ れる 


の 内 容 が 異な る の だ が 、 ど れ も 入 力 装置 と 見 比べ な 
が ら 考 える こと で 解決 する 謎 か け に な っ て いる 。 こ 
の 縦列 、 横 3 列 で 構成 され て いる 入力 装置 を 見 て 、 
数 字 を 絞 


ヒン ト の 言葉 を どの よう に と ら える か が 、 
り 込 むための 有力 な 糸口 と な る 。 








これ まで に 選び 出し た 6 つの 組み 合わ せ の うち 、4 
つの 数 字 が どれ 1 つ 同 じ で な いた め 、 2 が か ぶる (4、 
ら 、1、 ら ) と 、4 が か ぶる (8、4、2、4) は 条件 
を 満た さ な い こと に な る 。 残 り の 組み 合わ せ は 、 


(6、 ら 、1、93) (8B、 ら 、1、24) 
(6、4、 ら 、 3) (8B、6、 3、4) 


の 424 種類 。 ま た 、3 つ の 数 字 が 上 の 列 で は な い 、 つ ま 
り 1、 ら 、3、 の 数 字 の うち どれ か が ら つ 以上 入っ て 
いて は いけ な い の で 、(6、 ら 、1、3)、(8、 ら 、1 
4)、(6、4、 ら 、3) も 除 か れる 。 残 る は 、 


(8、6、 3、4) 


だ け 。 この 組み 合わ せ は 、 ら つ の 数 字 が 右 の 列 、 つま 
り 3、6、9 で は な いと いう 最後 の 条件 も 満た し て いる 。 











HARD 


入力 装置 を 顔 に 見 立て て 考 
える 。 ① の 場合 、 向 か っ て 左 
側 の 目 を 押す こと に な る の 
で 、 相 手 の 右 目 か ら 始ま る こ 
と を 示す 。 つ まり 最初 の 数 字 
は 4 で ある こと が わか る 。 


回 回 回 
回 回 回 


⑧ の 部 分 の 場合 は 、 相 手 の 
「 舌 を 噛み 千 切 ] り 「 唇 に 食 
らい つく 」 の で 入力 装置 の 品 
に 当たる 部 分 を 押す こと を 示 
し て いる 。 つ まり 、 ら つ 目 の 
数 字 は B8 と いう こと に な る 。 


め / 


回 加 
回 回 図 回 回 回 












回 回 回 


③ の 場合 、「 桜 色 に 染まる 
類 ] が 3 番目 の 数 字 を 表し て 
いる 。 類 に 当たる 部 分 な の だ 
が 、 こ れ だ け で は 左右 が 確定 
し な い の で 、7 か 9 の どちら 
か まだ 分 か ら な い 。 保留 する 。 


回 回 加 
圏 回 回 


回 回 回 


先 に 4 番目 の 数 字 を 考え て 
みる 。④ を 見 る と 「 言 葉 を 嘱 
いて きた 」 の は 相手 の 左 耳 に 
対し て だ と 分 か る 。 入 力 装 軒 
の 左 耳 に 当たる 部 分 は 6。 こ 
れ が 4 番目 の 数 字 と な る 。 


回 回 回 
| 回 較 回 
| 回 回 回 


⑤ の 場合 「 類 に 触れ る 唇 を 
遣 い 上 げ て 」 より 、「 類 ] か 
ら そ の まま 動か し て 「 左 耳 」 
に 移っ て いる の で 、 左 右 は そ 
の まま 。 つ まり 、 左 類 の 部 分 
な の で 番目 の 数 字 は 9。 


回 回 回 
回 回 図 
回 回 回 








人 正しい 暗証 番号 を た 入れ る に は 、 廊 下 の 張 り 紙 の 謎 を 解 か な け 
れ ば な ら な い 。 入力 装置 の 数 字 の 配置 と 照ら し 合わ せよ う 。 








- 圭 い 備 子 の よう な 無垢 な 隊 

攻 は いつ だ っ て 僕 を 見 て いる し 

僕 も いつ だ っ て 君 を 見 て いる 

、 ああ 、 あ まり に 素直 に 、- 
美しく 汚れ な いか ら 

| 僕 は つら い ほ ど に 切な く 、 

| 著 LA ほ ど に 嬉し く な る 

、 僕 は 若 を 傷つけ 、 破 減じ て いき た い 
_: 僕 の この 思い を 知っ た ら 、 ーー 

| 攻 は どう 思う だ ろう か 2 
| た だ 休む 言わ ず 訟 笑 ん で くれ る だ ろう か - 
、 社 の HH か ら な ら 計 る 言葉 さえ 、- 

真珠 の よう に 美しい だ ろう 

| 日 付け を 交わ すず よう に 、- 

、 若 の 顔 に 左手 を 添え る 

」 そし て 親 持 を 若 の 眼 答 べ と 

| で いと 押し 込む の だ 

| 不意 に 力強く ぐ 、 中 路 いも な く 、 

に 傘 を 外 つ よう に 

| それ は どん な 感 崩 だ ろう か 、 

ゼ リ イ の よう だ ろう か 

: 僕 は 歓喜 に 打ち 埋 え な が ら 、 

淫 手 に 描き 混ぜ 、 そ の 血 の 
ぬる み を 味わう の だ 8 

こ 半 は どん な 声 を あげ る の だ ろう うぅ か 

- 貴 され た 且 か ら 、 
必 砂 の よう に 赤い 涙 を 流 じ て 
痛い 痛い 、 と 叫ぶ の だ ろう か . 
度 交わ し た か 訪れ る ほど の 

呈 づ け の 中 で 僕 が 狂おしい ほど の 











SR 


# 
ほ - 
| 






033 
に 欲望 が 満た す の は 
、 若 の 秋 公 に 染まる 類 も 、 壮 は NM れ て いた 









様 は きっ と 癒 きれ 了 の よう に 泣く だ ろう - 
ーー ュ 


計る 9 
、 偽り は 無かっ た けれ ど 
- 秘密 は 幾つ も 有 っ た 


. た ぶん 憎悪 か 恐怖 な の だ ろう | 
僕 が 用 を 終演 に 至る 苦痛 へ と 誘う よう うに 


whoseeoYerRPNS 





キャ サキ テキ キキ コモ も キナ トキ す ネ キナ ポス ちあ 


- 仙人 を 思っ で いた こと を は 知ら を ない 
菩 の その 立 き 叫ぶ 声 を 飲み 込む な よう に 、 


、- それ は ほ 十 が 萬 ける ほど に 芝 い に 培い な い 


ああ 、 菩 は 僕 を どう 思う の だ ろう か 
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死体 安置 所 の メモ 


ベッ ド に ド に 


裏 の 病院 の 地下 3 階 に は 、 死 
体 を 寝かせ た た くさ ん の スト レ 
ッ チ ャ ー が 並び 、 奥 に 火葬 炉 が 
ある 。 こ の 火葬 炉 の 中 に は 1 階 「 
で 使用 する 火葬 され た 鍵 が 隠さ 
れ て いる の だ が 、 ダ イヤ ル ロ ッ 
ク の 錠前 で 閉じ られ て いる 。 火 
葬 炉 の フタ に 書か れ た ヒン ト を 
元 に 、 ス トレ ッ チ ャ ー と 見 比べ 
て 4 ケタ の 番号 を 導き 出す こと 
が で きる 。 フ タ を 開け て 、 火 葬 
され た 鍵 を 手 に 入れ よう 。 





この リド ルレ ベル で は 、 炊 葬 炉 の フタ を 調べ る と 
引っ か き 傷 が 見 つか る 。 こ の 引っ か き 傷 を |、 
IV の 4 種類 の ロー マ 数 字 と 見 な し て 、 謎 解き を 考え 





る こと に な る 。 ま た 、 こ の ロー マ 数 字 は 別 の 引っ か 
き 傷 で 縦列 、 横 4 列 に 区 切ら れ て いる 。 ロ ー マ 数 字 
の 傷 の ある 位置 が 実際 に スト レッ チャ ー が 置か れ て 
いる 場所 と 対応 し て いる の だ 。 | 一 IV の 傷 の 位置 を 
覚え 、 対 応 する 場所 に ある スト レッ チャ ー の 番号 を 
確認 し て か ら 、 そ の 番号 を | か ら 順 に 並べ よう 。 こ 
うし て 導き 出さ れる 番号 を ダイ ヤル ロッ ク に 入力 す 
る と 、 炊 葬 炉 の フタ を 開け られ る 。 








se は 中 メ り 引 り 
> 下 周 


1 と > 吟 
DJBH> で で テ こ 人 人 


s の と さき さ 
AS| 


人 は 司 は ナド 
ら 8 縛 賠 だ せり は は 8 著 4 









b 傷 の 位置 に ある ベッ ド 
を 見 て 数 字 を 控え 、 炊 更 
炉 に 書か れ た ロー マ 数 字 
の 順番 に 並び 替え よう 。 





記さ れ た 病名 を 読み 解く 





この リド ルレ ベル で は 謎 解き が 
発生 し な い 。 
て いる の で 、 炊 葬 炉 の 中 を 調べ る 
だ け で 鍵 が 手 に 入る こと に な る 。 


フタ も 最初 か ら 開 い 


< の さゆ さと 改 対 詳 人 芯 
(rr ハ 革 可 .QSW ン 
と 琴 は 層 O は 当 葬 人 


4 火葬 炉 の フタ に ある 引 
っ か が き 傷 が ロー マ 数 字 に 
な っ て いて 、 ベ ッ ド の 順 
番 を 表し て いる 。 








1 番 の ベッ ド の メモ で 


1 番 目 の ペ ッ ド 
は 、「 彼 の 趣味 ] で 「 殺 | 生 役 し た コマ ドリ を 2 
し た 」 と 分 か る 。 つま り 、 | それ は スズ メ と 皆 が 言う 


快楽 殺人 者 で めった こと 


が 示さ れ て いる 。 すす る 命 

ら 番 ベッ ド の メモ で は 、 
「 蔵 」 が 冷蔵 庫 、「 満 ち て 空 を 忘れ た NN 
飽く ] は 満腹 で な いこ と | 座り 陣 取 る 蔵 の 前 
が 分 か ら な いこ と を 表 | 満ち で 飽く < 事 忘 れ て は 
す 。 つま り 週 食 症 の こと 。 | 動く 《 ク チル バジ 、 肉 を 食 お 「 


3 番 ベ ッ ド の メモ で 
は 、「 草 ] は 麻薬 、「 甘 い 





人 の 苦し み 、 彼 の 下 味 


ツグミ 呑み 込む 草 の 香 は 


幸せ ] は それ で 見 る 幻覚 』 甘い 幸せ 抱か せる 
の こと を 表し て いる 。 つ 上 上 潮 密 痛 れ た る の ツグミ 


まり 、 麻 薬 中 毒 だ っ た 。 


ENT せ は TL も 3 





員 腐 り て 死 の 瀬 に 









4 番 ベ ッ ド の メモ 。 鍵 
が 炉 の 中 に 隠さ れ て いる 
こと を 暗示 する 。「 扉 は 閉 
じ た ま ま 」 と は 火葬 され 
た 鍵 で 開け る 扉 の こと 。 


5 番 ベ ッ ド の メモ で は 、 
「 閉 じ た 心 」 と 「 閉 じ た 口 」 
が 心 を 閉ざし て 言葉 さえ 
話さ な い 状 態 、 す な わ ち 
自 閉 症 を 表し て いる 。 


6 番 ベ ッ ド の メモ で 
は 、「 選 記 道 ] が 羽 ば た 
き を や め る こと 、 つ まり 
自ら 命 を 断っ た こと を 表 
し て いる 。 自 殺 者 の こと 。 





4 番目 の ベッ ド 
鍵 を 隠し た コマ ドリ は 
今 は か ま ど の た だ の 灰 
今 は 空っぽ 彼 の 場所 
か < く で 扉 は 閉じ た まま 


5 番目 の ベッド 
言葉 記 れ た ヒバ が リ の 子 
一 人 望み て 壁 の 中 
閉じ た 心 に 閉じ た 口 
誰 も 望ま ず 橋 の 中 


6 番目 の ベッ ド 
絶え る 望み に 選ぶ 道 
や め る 羽 ば た き 和 白き ハト 
赤く 染まる は 自 き 羽 

自 く 染まる は 赤き 類 


7 番 ベ ッ ド の メモ に 


は 、 ス トー カー の こと が | 請 き み の その まま に 
書か れ て いる 。 へ ザー に 人 の 心 を 踏み に じ り 
日 記 で つき まとっ た スタ | 十 に き さや く 愛 の 歌 


ン レ ー を 表し て いる 。 


8 番 ベ ッ ド の メモ に 書 
か れ て いる の は 、「 天 の 


paP 
声 | を 聞き 、 常に 「 嘱 き 」 | 天 の 電 く 皇 い 人 
神 を と う 人 の こと 。 す な | 上 正 ま ぬ 嘱 き 、 神 を 用 い 
わ ち 狂信 者 を 示す 。 し 箇 





LeSE29. 


| 







異な っ て いる 。 タ ロッ トカ ー ド 





火葬 炉 の フタ に 書か れ た ヒン ト は メモ と 併せ て 読 
むと 、 対 応 する 死体 の 寝 て いる スト レッ チャ ー と 、 
その 数 字 を 並べ る 順番 が 示さ れ て いる こと が わか る 。 
① の 部 分 は 死 を 理解 し て いな い 人 、 つ まり 知 的 隊 害 
者 を 表し て いる 。 ス トレ ッ チ ャ ー の 数 字 は 9 に な る 。 
「 天 」 と は 数 字 の 順番 を 示し て いる 。 

② の 部 分 の 「 想 い 焦 が れる 狩猟 者 ]」 は スト ー カ ー 
の こと 。 ス トレ ッ チ ャ ー の 数 字 は 、7 に な る 。「 土 の 
中 ] の くだ り が 数字 の 順番 だ 。 

③ の 部 分 の 「 満 ちぬ 胃袋 ] は 過食 症 の こと で 対応 
する 数 字 は ら 。「 空 」 が 数 字 の 並ぶ 順番 を 意味 する 。 

④ の 部 分 で は 、「 笑 いす する 血 ] と 「 地 獄 ] が 快楽 
殺人 者 の こと を 表す 。 ス トレ ッ チ ャ ー の 数 字 は 1 。 
また 、「 地 獄 ] が その 位置 も 示し て いる 。 

数 字 の 順番 を 見 比べ る と 、 上 か ら 順 に 「 天 」、 「 空 」、 
「 土 の 中 」、「 地 獄 ] と な る 。 こ の 順に スト レッ チャ ー 
の 数 字 を 並べ 直す と 、 正 解 は 9271 と 導 か れる 。 


9 番 ベ ッ ド の メモ で 半生 目 の ペ ツ ド | 
は 、「 心 育た ぬ 」 が 未成 | 育た ぬ ミ ソサ ザイ | 
熟 な 心 を 、「 足 り ぬ 言葉 ] 


計り 認 言 葉 を 笑わ れ て 








が 言語 不明 瞭 な 様子 を 示 
す 。 つま り 、 知 的 障害 者 。 

0 番 ベ ッ ド の メモ に は 、 肛 革 0 番目 の ベッド 0 
「 死 すら 喜 ] ん で 「 問 えて 」 | 柳 コ 罰 わ る 甘美 き に 。 | 
いる 人 間 に つ いて 書か れ | 錠 の 身 、 問 えて 狂う トビ | 
て いる 。 つ まり 被虐 趣味 | 死す ら 喜 び 求め つつ 
を 示し て いる 。 | 落ち る 赤き 血 、 自 く 染 む 





スケ ッ ナ ブッ ク と タロ ッ ト 


ーーー ツ ーーー ーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツ ーーーーーーーーーーーーー ーーーー ーーーーー…ーーーーー……ー- 


タロ ッ ト カ ー ド に は 一 枚 一 枚 に 意味 が ある 


教会 の 地下 に ある アレ ッ サ の ヒロ ル 
部 屋 に は 、 奥 に 開か な い 扉 が お トク 
る 。 こ こ が 最後 の 謎 解き の 場所 寺 」 チ 
だ 。 こ の 扉 で は 教会 内 で 集め た 。 れ ゐ ッ 
5 枚 の タロ ッ ト カ ー ド を 正しく い 炎 に 
並べ る こと で 、 扉 が 開く よう に 用 : 


な る 。 並べ 方 の ヒン ト は 、 同 じ 
部 屋 の ベッ ド の 上 に 置か れ た ス 
ケッ チ ブ ッ ク に 書か れ て いる 。 

また その 内 容 は リド ルレ ベル で 


の 絵柄 を 、 ア イ テ ム 画面 で 確認 
し て お く と いい だ ろう 。 








スケ ッ チ ブッ ク に 描い て ある 絵 
は 、 タ ロッ トカ ー ド の 絵柄 と その 位 
置 を 表し て いる 。 関係 な いよ うに 
見 える 右 中 央 の 絵 は 、 月 の タロ ッ 

ト の 一 部 だ 。 この 絵 の 通 D り に タロ ッ 
ト を 扉 に 配置 し よう 。 


中 央 に 《 夜 の 貞 X 左上 に 
右上 に (月 
され た 男 


、 左下 に は (吊る 
、 右 下 に は 《 女 教 香 


U り 町 み 尽 対 テ ー サ テロ 
Yi 計 全 潤 隊 計 と て 円 / 作 
購 ③ 沢 8 遼 叶 き よ で で 4 
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基 穫 せこ ご こせ Y] 











1 [SdIll ヨ 1QaId 


革 民 せこ こせ ざ ] 








一 [Sal ヨ 1aald 





ズ タ ケッ チ ジ ブック に シト と も て 
歌 が 書か れ て いる 。 こ の 歌 に は 、 
タロ ッ ト カ ー ド の 絵柄 の 説明 と 位 
置 関係 が 暗示 され て いる 。 

① の 部 分 に 書か れ て いる 「 ま ほ 
う の お ふ だ 」 と は 、 占 い に 使 う タ 
ロッ トカ ー ド の こと 。 タロ ッ ト カ ー 
ド が 扉 を 開く 鍵 に な る こと と 、 全 





部 で 5 枚 あ る こと を 表し て いる 。 
⑧ の 部 分 は 、 タ ロッ ト を 並べ る 
上 で の 基本 法則 。 タ ロッ ト 置 き 場 
は 縦列 、 横 3 列 に 区 切ら れ て い 
る の だ が 、 配 置 する と き は どの 縦 
列 、 横 列 に も 最低 1 枚 は タロ ッ ト 





が 置か れる こと に な る 。 た だ し 、 
同列 内 に 3 枚 が 並ぶ こと は な い 。 

③ の 部 分 で は 、「 さ か さま 男 」 
は 《 吊 る され た 男 》) の こと を 示し 
て いる 。 ア イ テ ム 画面 で タロ ッ ト 
を 調べ る と 、 男 が さか さま に 吊る 
され て いる 絵柄 が 見 られ る 。[ 土 
の 下 」 は 下 の 列 に 位置 する こと を 
意味 し 、「 右 に も 左 も ち 、 だ れ も な 
い 」 の で 下 の 段 は これ 1 枚 だ け と 
いう こと に な る 。 また 、 左右 に カー 
ド が な い の だ か ら 、 中 央 に 置か れ 
る こと も 確定 する 。 





交 | [人 て の 多 に 最 


④ の 《 月 ) は 「 空 の 上 」 な の 
で 、 上 の 列 に 置か れる 。 ま た 、. 
「 お バカ の 、 あ た ま に 」 来る の 
で (月 ) が 《 填 者 ) の 上 に 位置 
する こと も わか る 。 

⑤ に 書か れ て いる 「 神 さま 、 
お いのり 、 え らい 人 」 は 《 女 教 
皇 ) の こと を 表す 。「 夜 空 を 、 
見 上 げ て る 」 か ら 上 の 列 に は 位 
置 し な いこ と が わか る 。 た だ し 、 
下 の 列 に は (吊る され た 男 》 し 
か 置か れ な い は ず 。 つ まり 、 中 
央 の 列 で ある こと が 確定 する 。 
「 夜 空 ] に あたる の は 《 月 》 か 
《 夜 の 目 ) だ が 、《 月 ) の 下 は 
(愚者 ) と 決ま っ て いて 置く ここ 
と が で き な い 。 よ っ て 、《 女 孝 
皇 ) の 上 は 《 夜 の 目 ) に な る 。 

⑥ の 「 き らい な 、 夜 の あれ ] 
が 《 夜 の 目 ) で ある こと は (《 女 
教皇 ) の ヒン ト か ら も わか る 。 
つま り 《 夜 の 目 ) と 《 女 教皇 ) 
は 左 の 列 に 並ぶ と こと に な る 。 
(月 ) と 《 愚 者 ) は 右 か 中 の ど 
ちら か に な る わけ だ が 、 最 初 に 
低 一 枚 は ある 」 
と 説明 され て いる の で 、 最 終 的 
に 右 の 列 で 確定 する 。 





金 解答 た 上 に ( 化 の 負 、 た 中 央 に ( 





上 に ( 朋 )、 中 央 に 





愚者 貼 央 下 に 吊る され た 男 








スケ ッ チ ブッ ク に 書か れ た アル ファ ベッ ト を 、 ロー 
マ 数 字 と 見 な す 。「4 つ は うそ 」 な の で 、 ロ ー マ 数 字 
と まっ た く 関 係 な い 4 つ を 除外 。 ま た 、「 本 当 の 中 に 
も すこ し だ け う そ を まぜ て いる 」 の で 、 関 係 な い ア 
ルフ ァ ベ ッ ト も 除外 する 。 な お 、 数 字 と タロ ッ ト の 
対応 は アイ テム 画面 で 調べ る と いい 。 ち な み に 17 は 
《 星 ) ee 手 に 入ら な い の で 無視 。 




































、 た 下 に (吊る され た 男 























ぐさ 3 プ で で さ ー] コ 








ーー 「 鞭 氏 き 団 彫 プ ミ まこ 


回 [RESULT RANK」70 点 以上 の 特典 
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ゲー ムク リア 後に 表示 され る リザ ルト 画面 で は 、 
総 プ レイ 時 間 、 取 得 ア イ テ ム 数 、 射 撃 武 器 で 倒し た 
敵 の 数 な ど そ の 回 の プレ イ 内 容 が 詳細 に 表示 され 
る 。 プ レイ ヤー の プレ イ 傾 向 が し っ か り と 記録 され 
で いる の だ 。 ま た 、 リ ザル ト 画 面 は セー ブ し て お け 
ば 、 い つ で も 確認 可能 と な っ て いる 。 何 度 も クリ ア 
に チャ レン ジ し て 、 自 分 の プレ イ 内 容 を 比べ て みる 
の も 楽し い だ ろ う 。 リ ザル ト 画 面 の 加 項 目 ご と の 見 


総合 ラン ク で 70 点 以上 を 獲得 する と 、 隠 し 武器 
の 「 火 拓 放射 器 」 の 送 の リー チ が 1 段階 長く な る 。 
威力 は 同じ だ が 射程 が 伸び る こと で 、 よ り 扱 いや す 
く な る の だ 。 さらに 85 点 以上 獲得 で 2 段階 ・100 
点 満 点 だ と 9 段階 まで パワ ー ア ッ プ する 。100 点 
擬 得 は 相当 厳し い が 、 隠 し 武器 を 使っ て も 達成 可能 
な 85 点 以上 の ライ ン な ら 、 十 分 狙え る 範囲 だ ろう 。 
例 火 炎 放 射 器 の リー チ 

70 点 以上 85 点 未満 1 段階 長く な る 
85 点 以上 100 点 : 2 段階 長く な る 
3 段階 長く な る 





いり し 
100 点 満点 








画 自分 の プレ イ 内 容 が 詳細 に 判定 され る 
















方 は 次 ペー ジ を 参照 し こも らい た い 。 

さら に その 回 の プレ イ で 、「 隠 し 武器 ] や 「 追 加 
コス チュ ー ム 」 な どの 出現 条件 […P.180] を 満 
た し た 場合 は 、 そ の こと が 報告 され る 。 

また 総合 ラン ク と な る 「HRESULT HANK」 で 
70 点 以上 を 出す と 、 哉 器 が パワ ー ア ッ プ する な ど 
の ご ほう び が 用 意 さ れ て いる 。 条 件 は ずい ぶん 厳し い 
が 、 腕 に 覚え の ある 人 は チャ レン ジ し て みよ う 。 





< 火炎 放射 器 の 火 は 始 
め は この くら い の リ ー 
チ な の だ が ……。 






ル 70 点 以上 を 獲得 し て 
1 段階 リー チ が 伸び る と 
この くら い に な る 。 


一 究極 の プレ イ 内 容 に は 3 つの 特典 が 付い て くる 


総合 ラン ク 100 点 、 つ まり 文 100 個 を 獲得 する 
と 3 つの 特典 が 用 意 さ れ て いる 。 火 火 放射 器 の 攻撃 
ZNN 避 内 セ エバ パー の リー チ が 長く な る 、 追 
加 コ スチ ュー ム の パス ワー ド が 表示 され る 、 の 3 つ 
だ 。 さ す が に 100 点 満点 を 出す た め の 条 件 は 厳し 
い の で 、 い くら 特典 が ある か ら と いっ て 、 万 人 に お 
勧め で きる も の で は な い 。 右 ペー ジ に 掲載 し て ある 
音 項 目 で 、 そ れ ぞ れ 最 高 の 文 数 を マー ク す る よう に 


「RESULT RANK」100 点 の 特典 
聞 火炎 放射 器 了 次 の プレ イ 時 より 攻撃 力 が 通常 より 増加 する 











に あと 時 王 10 点滴 点 だ け の パス ワー ド が 表示 され る 


SILENT HILL3 ぅ 





プレ イ す れ ば 、 そ の 合計 が 100 点 と な る の だ が 、 
口 で いう ほど 簡単 で な い の は 一 度 で も ゲー ム を プレ 
イ し た 人 な ら ご 存じ の は ず 。 ど うし て も 達成 し た い 
人 は 「RESULT HANK100 点 を 目指 す 最 短 フ ロ 
ー チ ャ ー ト 」[…P.184] を 参考 に し て みよ う 。 


人 


4 が ん ば れ ば 80 点 
以上 は 達成 で きる 。 
た だ それ 以上 と な る 
と 、 相 当 厳 し く な る 。 























で 、 セ ー ブ を する 際 は 目安 に する と いい だ ろう 。 


Ending type 


普通 の エン ディ ング 





今回 クリ ア し た エン デ Possessed … ダグ ラス 殺害 エン ティ ング 

ィング 名 UFO エ ン テ デイ ング 
Action Level 

今回 の プレ イ で 選択 し 


た アク ショ ン レ ベル 


Ke(el【- 提 ふん コ 6 


今回 の ブレ イ で 選択 し 
た リド ルレ ベル 


回 の プレ イ で の クリ 
計 間 











3 時 間 以 内 … 尋 娘娘 文太 放 太 廊 廊 友 
4| 衝 間 以 内 








ゆ 


経過 時 間 の カウ ント 
経過 時 間 の 加算 は 、 ゲ ー ム 中 の 以下 の 状態 の 時 に 行わ れる 。 
「 プ レイ ヤー を 操作 で きる 状態 の 時 ]、「 メ ニュ ー 画 面 を 開い て 
いる 状態 の 時 」、「 1 枚 絵 表 示 中 で カー ソル を 操作 で きる 状態 
の 時 |、「 パ ズル を 解い て いる 時 ]。 た だ し 、 各 ボス 戦 の クリ ア 
時 間 (killed time) の 加算 は 、「 プ レイ ヤー を 操作 で きる 状態 の 
時 の み 行 われ る 。 


いり ゅ 90 人 h4 の gi 本 (る 9 昭 の 0(- | 2 分 以内 


スプ リッ トワ ー ム を 倒す の に 可 し | 4 以 内 
た 時 間 4 分 以上 


Mb に に も 【o)0: ゅ (60B の ii【 コ 


ミ シ ョ ナリ ー を 倒す の に 要 し た 時 


間 
Leonard kil1 time 


レナ ー ド を 倒す の に 要 し た 時 間 






Memory of Aless& ZED な 時 124 
ki11 time 6 分 以内 ・ し 
メモ リー・ オ ブ ・ ア レッ サ を 倒す の | 6 分 以上 … 
に 要 し た 時 間 


The god kil1 time 
「 神 」 を 倒す の に 要 し た 時 間 





w 人 ム 
リザ ルト 画面 の 見 方 
リザ ルト 画面 の 各 項 目 の 詳細 は 、 以 下 の 通り 。 特 に 注意 し た い の は 、 
「Clear Time」 の 項目 だ を 。 こ の クリ ア 時 間 の 加算 方 法 は 実際 の プレ イ 時 間 


と は 異な り 、 イ ベン ト デ モ な どの 時 間 は 含ま れ て いな い 。 セ ー ブ ポ イン 
ト で セー ブ を し た と き に 記録 きれ て いる 時 間 と 同じ 加算 方 法 と な る の 













これ まで の ゲー ムク リア の 回 数 


NZ- 還 < 雪 6)09 の 1010【 コ 
number 


回 の プレイ で の セー ブ 回 数 と コ 
ティ ニュ ー 回 数 の 合計 


今回 の プレ イ で の 取得 アイ テム 数 
(隠し 武器 と マッ プ は 含ま れ な い ) 

















取得 数 5 個 に つき … 
※MAX は x20 
(100 個 以上 取得 ) 



















Extra weapon NCAA 
number 火炎 放射 器 ・ し 3 
SNROPRG56OESSWRIN 金 パ イプ ・ 文 

今回 の プレ イ で の 取得 陽 し 起 問 数 | 0 イッ 。e 
無限 サ プ マ シン ガン … 実 










5 体 に つき … 
※MAX は 文 X15 

(75 体 以上 殺害 )。 射撃 に カウ ン 
ト き れる 武器 は 「 ハ ンド ガン 」、 
「 シ ョ ッ ト ガ ン 」]、「 サ プ マ シン が か 
ン 」、「 無 限 サ プ マ シン ガン 」 


※MAX は 太 x15(75 体 以上 殺 
害 )。 打撃 に カウ ント され る 武 
吾 は 、 射撃 武器 お よび へ ザー 
ビー ム を 除く すべ て の 武 高 と 蹴り 


Tota1 Damage 500pts 以 内 


今回 の プレ イ で プレ イヤ ー が | !000pt 以 内 
受け た 全 ダ メー ジ 量 1500pts 以 内 ・ 







Defeated EnemY 
By Shooting 


射撃 に よる 殺害 数 (射撃 で と 
ど め を 刺し た 英 の 数 ) 


Defeated EnemY 
By Fighting 


打撃 、 蹴 り に よる 殺害 数 ( 打 
撃 で と ど め を 刺し た 英 の 数 ) 



















2000pts 以 内 ・ 
2500pts 以 内 ・ 
2500pts 以 上 …… 





※ プ レイ ヤー の 残り 体力 より 大 きい ダメ ー ジ を 受け た 場合 で も 
ダメ ー ジ 値 そ の も の が 加算 きれ る 。 穴 に 落ち て 死亡 し た 場合 は 、 
その と き の 残 り 体力 が ダメ ー ジ 値 と し て 加算 きれ る 。 






Extra Weapon used …… 
Beginner mode used 

4 次 京 京 如 如 尋 区 放 
衣 巡 放 広 
※Extra weapon used は 、 隠し 武器 を 装備 し た だ け で は 減点 に 
は な ら ず 、 それ を 使用 し た 時 点 で 減点 と な る 。Beginner mode 
used は 、EXTRA OPTION 画面 で これ を 選択 し た 時 点 で 減点 。 


Take off point 


今回 の プレ イ で の 減点 対象 
(RANK は マイ ナス され る ) 






(の [ 鞭 浅 S 団 彫 プ ミ ま よこ 


総合 ラン ク 。 上 記 各 項 目 で 獲得 し た 友 の 合 計 。 大 き な 星 1 個 
に つき 星 10 個 に 相当 。 最 大 100 点 。 (た だ し 、 支 の 合計 が マ 
イナ ス だ っ た 場合 は 0 と 見 な す ) 








ざく ぐ く 日 4 テ こ で さ ー] 








を 一 度 ク リア する と タイ トル 画面 に 「Extra 
Game」 の 項目 が 追加 され る 。 次 回 新しく ゲー ム 


と の 「Extra New Game」 か ら 開 始 す 
武器 や イベ ント 、 追 加 エ ン デ ィング と 
剛昌 浴 しめ る よう に ひな て 。 た だ し 詳 


トド い 


追加 要素 に は それ ぞ れ 出 現 条 件 が 設け られ て いる の 
で 、 そ の 条件 を 満た さ な い と 出現 する こと は な い 。 以 
追加 要素 の 一 覧 表 を 載せ て お く の で 、 ま だ 出し て 
いな いも の が あれ ば 条件 を 確認 し て ぜひ と も 出現 させ 


。 て みよ う 。 何 度 で も ゲー ム を 楽し め る こと 請け 合い だ 。 


Extra New Game 


1 周 目 を クリ ア す る 


効果 


これ を 選ん で ゲー ム を 開始 する こと で 、 
様々 な 追加 要素 が プレ イ 可 能 に な る 





Extra Costume 





1 周 目 を クリ ア す る 


この 画面 に 入り 、 パス ワー ド を 人 力 する 


こと に より 、 追加 衣装 を 入手 可能 
に 





Action Level Extreme 


武器 [ビー ム セ モー バー」 


アク ショ ン レ ベル Hard を クリ ア す る 


アク ショ ン レ ベル Hard よ り 難し い 、 ア ク 
ショ ン レ ベル Extreme 1 が 登場 する 





Extra New Game か ら 始 め る 。 1 周 目 を クリ ア し た 時 の RESULT 
で 、"Defeated enemy by fighting" の 数 が "Defeated enemy by 
shooting 以上 で ある か 、 あ る い は 2 周 目 を クリ ア す る 





武器 [ 火 人 炎 放射 器 」 


ビー ム セ ー バ ー を 人 手 可 能 に 
ーP.031] 





Extra New Game か ら 始 め る 。 1 周 目 を クリ ア し た 時 の RESULT 
で 、"Defeated enemy by fighting' よ り "Defeated enemy by shoot- 
ing' が 大 きい か 、 あ る い は 2 周 目 を クリ ア す る 。 


火炎 放射 器 を 入手 可能 に 
っ P.031] 





武器 [無限 サブ マシ ン ガ ン 」 


Extra New Game か ら 始 め る 。 The God と の 戦闘 時 、 打 撃 武 器 ( ナ イフ 、 
鉄 パ イズ 銀 パ イズ 金 パ イズ 、 モー ル 、 日 本 刀 、 ビー ム セ ー バ ー、 スタ ン ガ ン 
の いずれ か ) で と ど め を さす 。 


無限 サ プ マ シン ガン を 入手 可能 に 
ーP.030] 





武器 [へ ザー ビー ム 」 


Extra New Game か ら 始 め る 。RESULT 時 に 且 二 半数 の 提 人 ( 過 
去 の プレ イ も 含め る ) で 333 体 以上 の 敵 を 殺し て い 


へ ザー ビー ム を 使用 可能 に 
ーP.209] 





下水 道 の 女神 


Extra New Game か ら 開 始 す る 


下水 道 の 女神 ] の イベ ント が 発生 。 童話 
金 の 発 、 銀 の 信 」 の パロ ディ [一 P069] 





汚い トイ レ 


「 サ イレ ント ヒル 2 ある い は 「 サ イレ ント ヒル 2 最後 の 詩 ]】 の セー プ デ ー タ が 
メモ リー カー ドス ロッ ト 1 の メモ リー カー ド の 中 に ある 状態 で ハー ド を 起動 す 
る 。 1 度 、 こ の 上 記 チ ェ ッ ク が 有効 に な っ た 後 は 、 以後 、 常 に 有効 に な る 


汽 中 人 ル ] の イベ ント が 発生 。 サ 人 ルツ ト E ル 2| 
で 超 た 同種 f ベ ッ ト の パロ ア ([ーP04 





マリ ア と いう 女 


同上 





マ り 7A い 7 放 の 代 小 計 &。 け 化 ッ KA2| で 
8Y リ 7 旋 % 傘 た た の か の 了 に PI23 








| タグ ラス 殺害 エン ディ ング 


Extra New Game か ら 開 始 。 「 神 ] を 倒し た 時 点 で 、 敵 か ら 受 けた ダメ ー ジ の トー 
タル に 、 敵 殺害 数 の 10 倍 を 加算 し 、 教 会 の 「 尼 悔 する 女 ] で 「 許 す 」 と 答え た 場合 、 
きら に 1000pts を 加算 する 。 その トー タル が 4000pts を 超え て いる こと 


追加 エン ディ ング で ある 「 タ ダグ ラス 殺 
害 エン ド 」 が 起き る [一 P.182] 





UFO エ ン デ ィング 


Extra New Game か ら 開 始 。「 へ ザー ビー ム 」 あ る い は 「 セ クシ ー ビ ー ム 」 で 
敵 を 30 体 以上 倒し 、 か つ 、 何 も 装備 じ て い な い 状 態 ( つ まり ビー ム 装 備 状 
散 ) で アパ ー ト に 入り 、 アパ ー ト の 自分 の 家 ( 部 屋 ) に た どり 着く 


追加 エン ディ ング で ある 「UFO エ ン 
ド 」 が 起き る […P.182] 





タグ ラス お まけ 衣装 


タイ トル 画面 で Extra New Game を 選択 し た 状態 で コナ ミコ マン ド ( 上 」 
左右 左右 ⑱@⑳) を 入力 し て ゲー ム を 開始 


記 下 


アク ショ ン レ ベル と リド ルレ ベル は 
通常 通り の 選択 で OK。 ゲー ム 開 始 時 に 、 
いつ も と 條 う 効果 音 が な っ て いれ は 成功 。 





Bullet Adjust 














ゲー ム を 1 周 クリ ア す る ご と に +1。 MAX は x5。Extra Option で ゲー ム 中 の 
弾 の 入手 量 を 1 一 5 倍 に 調節 で きる 





弾 の 入手 量 を 最大 5 倍 まで 増やせ る 





Life Display 


アク ショ ン レ ベル Hard を クリ ア 


プル イヤ ー の 体力 ( 黄 プ レイ ヤー の スタ ミサ ナ ( 抽 、 
及び アン プル の 効果 持 締 状況 (オレ ンジ )、 プ レ 
イヤ ー の 東 締 状態 ( 柴 ) が 表示 され る 





Beginner Mode 





初期 値 を 0point と し 、 ア クシ ョ ン レ ベル Easy で 一 度 Game Over に | 
な る と 4point 加 算 、Normal で Game Over に な る と lpoint 加 算 と し 、 
この 合計 が 12point 以 上 





攻撃 力 が 5 倍 に 、 受け た タメ ー ジ が 
1/5 に 、 弾薬 の 取得 数 が 2 倍 に な 
る 。 RESULT の 評価 は 下がる 














\ 
追加 コス チュ ー ム 
一 度 ゲ ー ム を クリ ア す る と 「Extra New Game」 
と 同じ く タ イト ル 画 面 に [Extra Costume」 の 項 
目 も 追加 され る 。 こ と で 特定 の パス ワー ド を 入力 す 
れ ば 、 い ろ い ろ な コス チュ ー ム を 獲得 可能 。 な お パ 
スワ ー ド は 自分 で 入手 し て いな く で て も 、 正 確 な パス 
ワー ド さ え 入 力 す れ ば どの コス チュ ー ム も 獲得 で き 
る よう に な っ て いる 。 


シャ ツ "Heather" 
pa5Sard [パス ワー ド ] 
HappyBirthDay 






















、 有 HoppyBlirthDo 


bk メニ ュー 画面 で 装備 
する と へ ザー の 服装 が 
変化 する の だ 。 





4 パス ワー ド は 入手 し 
た だ け で は 意味 が な い 。 
し っ か り 入 力 し よう 。 






シャ ツ 「 四 角 頭 」 








pq55uqrd [パス ワー ド ] 








PutHere2Feelloy 








盾 New ame から 始め て クリ ア す る と 、RESULT で 


も 首 到 示さ れる 。 








入 
ピヨ 


E) 


敵 の 殺 午 数 が トー タル で 10 以 下 で ノー マル エン 
ド を クリ ア す る 。 殺 害 数 に は ボス も 含ま れる の で 、 
ボス 以外 は 5 匹 ま で し か 倒せ な い 。 





シャ ツ "Donrt touch" 
pdS5ard [パス ワー ド ] 
TOUCH_JMY_HEART 

















シャ ツ "zipper" 
pq55ard [パス ワー ド ] 
Shut_your_mouth 

















全 Extra New Game か ら 開 始 し て 、 病院 表 の ロッ カー 
痢 ルー ム に ある ファ ッ シ ョ ン 雑 誌 を 読む […P.124]。 











pdS5u>ard [パス ワー ド ] ME 
PrincessHeart 

















pd55 い qrd [パス ワー ド ] 
! 
| 3 ルイ 


いい 3 6 かこ が 2 
が いん を 2 

















Extra New Game か ら 始 め て クリ ア 。 これ を 装備 


と 3 
し で いる と 、「 ベ ザー ビー ム 」 が [セク シー ビー ム 」 
計 軒 に 変化 する […P2091。 








リド ルレ ベル Easy、Normal、Hard の 3 つ 全 部 を 
クリ ア す る と 、RESULT で 表示 され る 。 








FSScoard [パス ワー ド ] 
mn 1 M 2 き め 


で を 














OO Ph 訂 





pq55u>ard [パス ワー ド ] 


の (9.22 








っ ウン の で ら の 7 の 


で 














RESULT 時 に RANK100 点 を 取る と 、RESULT で 
表示 され る 。 














Extra New Game、 か つ 、 


ビー リド ルレ ベル Hard で 始め 、 
FE 直 教 会 の 図 音 訟 に 行く と 、 本 棚 
人 の あちこち に パス ワー ド の た 


め の 謎 か け の メモ が ある 。 











会 の 図書 室 で は 本 棚 
に パス ワー ド の ヒン ト が 
散り ば め ら れ で て いる 。 こ 
と で は 答え を 明か すこ と 
は で き な い の で 、 右 の メ 
モ を 参考 に 自分 で 謎 解き 
に 挑戦 し て も らい た い 。 
どれ も へ ザー が 幼い 頃 に 
読ん だ こと の ある 本 に 関 
係 し て いる よう だ が 





教会 の 図書 室 の メモ 


玉 目 覚め の 前 に 語ら れる 秘密 新た な る 変化 の 誕生 
本 数 字 の 間 に い る の は 初め か ら 終わ り ま で いな い 
田 全 部 で 年 相 の ボタ ン だ か ら 一 つ は いつ も 二 つ 
田 一 つ 目 の 数 字 は - ? 

田 つ 目 の 数 字 は ? 

還 三 つ 目 の 数 字 は 「 獣 の 王 と 豊 生 : の 神 」 

田 四 つ 目 の 数 字 は 「 騎 土 と 小姓 の 代理 人 ] 
圧電 つ 目 の 数 字 は 「 ラ ビス ・ ラ ズリ ある い は トル コ 石 ] 








唄 ざ くく 日 4 ぷ や プ ミ で ささ ー ツ 1] 








[よー ロボ HH 党 短 


ざさ さく 4 テ プ で で さ ー ざ 1] 








[NNIINH 言 人 


に 3 


で の ゲー ム で は 全部 で 3 種類 の エン ディ ング が 用 
意 さ れ て いる 。 最初 に クリ ア し た 時 は 必ず Normal 
エン ド に な る の だ が 、 ら 回 目 以降 に Extra New 
Game か ら 開 始 し て 、 そ れ ぞ れ の 条件 を 満た し て 
いれ ば さら に 8 種類 の エン ディ ング を 見 る こと が で 
きる 。 ダ グラ ス 殺 害 エ ンド は リザ ルト 画面 の エン デ 
ィング タイ プ が 「Possessed」 と 表示 され る 。 一 
方 、 シ リー ズ の お 約束 と も いえ る UFO エ ンド の エ 
ン デ ィング タイ プ は 「Revenge] と な っ て いる 。 
どちら も 最初 か ら 狙 っ て プレ イ し て いれ ば 、 そ れ ほ 
ご ど 厳し い 条 件 で は な い の で 、 チ ャ レン ジ し て みよ う 。 


Wi スス スス 幸 。 書 

な ん と か 「 神 」 を 倒し た も の の 実は へ ザー の 体 
が 乗っ 取ら れ て し まっ て いた 、 と いう 設定 の バッ 
ド エ ン ディ ング だ 。 発生 条件 は 「 神 」 を 倒し た 時 
点 で 、 敵 か ら 受 けた ダメ ー ジ の トー タル に 、 敵 殺 
害 数 の 10 倍 を 加算 。 さ ら に 教会 の 「 尼 悔 す る 女 」 
の イベ ント で 「 許 す 」 と 答え た 場合 、1000pts 
を 加算 し 、 そ の トー タル が 4000 ポ イン ト を 超え 
て いる と いう も の 。 ア クシ ョ ン レ ベル を Easy に 
し て プレ イ す れ ば 、 へ ザー の 体力 が 400 ポ イン 
トド に 設定 され 、 条 件 を 満た し や すい だ ろう 。 仮 に 
100 体 の 敵 を 倒し た 場合 、 そ れ だ け で 1000 ポ ボ 
イン ト が 加算 され る の で 、 で きる だ け 多 く の 敵 を 
倒し な が ら 進 むと 良い 。 





MMNNM MMUNNM に WM し 


シリ ー ズ の ファ ン に は お 約束 と な っ て いる 
UFO エ ンド も し っ か り と 用 意 さ れ て いる 。 条 件 
は 1 りか じじ mw な 』 あるいは 1 セク シェ ピエ ム ] 
で 敵 を 30 体 以上 倒し 、 か つ 、 何 も 装備 し て いな 
い 状 態 (つま り ビ ー ム 装備 状態 ) で アパ ー ト に 入 
り 、 ア パー ト の 自分 の 家 (部 屋 ) に た どり 着く と 
いう も の 。 何 も 装備 し て いな い 状 態 の 判定 場所 が 
自分 の 家 で は な く 、 ア パー ト に 入る と ころ な の で 
間違え な いよ うに し よう 。「 へ ザー ビー ム 」 で は 
攻撃 力 が 低い の で 、「 セ クシ ー ビ ー ム 」 で 挑戦 す 
れ ば 簡単 に 抄 件 を 満た すこ と が で きる だ ろう 。 こ 
れ ま で の ファ ン の 期待 を 裏 切ら な い 内 容 と な っ て 
いる の で 、 ぜ ひと も 自分 の 目 で 確認 し て みよ う 。 


SILENT HILL3 ぅ 


追加 エン ディ ング 








KS に 3 90 | 





る ム エ ン ディ ング タイ プ の 「Possessed] は 「 取 り 源 か れ た 」 
と いう 意味 。 本 当 は 見 た く な い バ ッ ド エン ディ ング な の だ が 、 
狙っ て クリ ア す れ ば 見 る こと は で きる 。 





人 アパート に 入る と いき な り 応 っ 飛ん だ イベ ント が 発生 。 ゲ 





ー ム の 究 囲 先 と は ひと 味 違う 、 シ ュー ル で ハイ テン ショ ン な 
イベ ント な の で 、 見 る 前 に それ な り の 覚悟 が 必要 。 




















|「 エクストリーム モ ー ド 


アク ショ ン レ ベル Hard を 見 事 ク リア する と 、 よ 
り 難 易 度 が アッ プ し て いる アク ショ ン レ ベル 
Extreme 1 が 登場 する 。 そ の 内 容 は 以下 の 通り 。 
エク スト リー ム だ け で 全 10 有 段階 まで 用 意 さ れ て い 
る 。ExtremeX を クリ ア す る と 追加 コス チュ ー ム 
の パス ワー ド を 獲得 で きる 。 





見た目 は Hard 
まで と 変わ ら な い 
が 、 細 部 の 条件 が 
厳し く な っ て いる 。 





Extreme の 特徴 


人 @ 体 力 、 ス タ ミ ナ が 低下 する 

Normal よ り 50% 低 い 
人 @ 被 ダメ ー ジ 量 が 多く な る 

Extreme 1 で Hard の 2 割 UP、ExtremeX で は 3 倍 
@ 索 敵 範囲 レベ ル が 低下 する 

Easy より 30% 低 い 


@ 末 綺 時 間 が 長く な る 


Extreme1 で Normal の 2.2 倍 、Extreme X で は Noamal の 4 倍 


@ 楓 の 体力 は Hard と 同じ 


4Extreme は X 
まで あり 、 タ イト 
ル 画 面 で レベ ル 選 








択 が 可能 。 


| _Extra Option 


ゲー ム を クリ ア し た り 、 あ る 特定 の 条件 を 満た す 
こと で Option に 新しい 項目 が 追加 され る 。Option 
画面 が 表示 され て いる と き に 、 画 攻 還 か 藍田 ボタ ン 
を 押す と さら に 細か い 設 定 が で きる Extra Option 
画面 に 切り 替わる 。 こ の Extra Option に は ある 条 
件 を 満た すこ と で 最大 3 つま で 項目 が 追加 され る の 
だ 。 加 項目 は 以下 の 通り だ が 、 自 分 の 体力 や スタ ミ 
ナ が 表示 され る Life Display は マニ アッ ク な 攻略 を 
目指 す 人 に は 欠か せな い 機 能 。 入 手 弾 薬 を 調節 で き 
る Bullet Adjust も 便利 な 機能 だ 。 


Bu11et Ad]just Life Display 


sc の (Cu が (r 評 司 は 明 避 選 9 引 誠 較 固 
cuoHdO BJx ヨ コン Wd と と 光 O 導 (て 義 首 人 る 








アク ショ ン レ ベル Easy で 一 度 
ゲー ム オ ー パ ー に な る と 4 ポイ 
ント 加算 、 ま た Normal で ゲー 
ム オ ー バ ー に な る と 1 ポイ ント 
加算 と し 、 こ の 合計 が 18 ポ イン 
ト を 超え る と 出現 。 攻 撃 力 が 5 
倍 に 、 被 ダメ ー ジ が 1/5 に 、 

、 取 得 弾 薬 数 が ら 倍 に な る 。 た だ 
し 、 こ の モー ド を 選択 し て クリ ア 
する と リザ ルト で の 評価 は 下がる 。 


ゲー ム 中 の 弾薬 の 入手 量 を 1 
て 5 倍 に 調節 で きる 機能 。 ゲ ー 
ム を 1] 度 クリ ア す る と Extra 
Option に 追加 され る 。 以 後 ク リ 
ア す る ご と に 弾薬 調整 量 が + 1 ず 
つ 増 えて いき 、 最 大 で デフ ォ ル 
ト の 5 倍 ま で 設定 可能 に な る 。 
弾薬 の 残 量 を 気 に す る こと な く 
射撃 武器 を 使え 、 リ ザル ト で の 
減点 対象 と は な ら な い 。 


アク ショ ン レ ベル Hard を クリ 

ア す る と 、 自 分 の 体力 や スタ ミ 
ナ の 残 量 ゲー ジ を 表示 する こと 
が で きる よう に な る 。 プレ イヤ ー 
の 体力 は 、 ス タ ミ ナ は 緑 、 ア 
ンプ ブル の 効果 持続 状況 は オレ ン 
ジ 、 束 縛 状 態 は 紫 だ 。 体 力 が 少 
な いこ と に 気づか ず に 死ぬ こと 
や 、 ス タ ミ ナ 切れ を 防ぐ ご と が 
で きる 上 級 者 向け の 機能 。 


SILENT H エ LDLL3 


ざく 日 く や テ で で さ ー ぺ 1] 








と つう [テー ロー ニテ >NH 








ささ SI や アミ で さ ー ざ コー 


ここ で は 100 点 攻略 に 向け た 最短 の フロ ー チ ャ 
ー ト を 掲載 する 。 ゲ ー ム クリ ア に 直接 関係 の な い イ 
ベン ト は 省略 し 、 最 低 限 必要 な 要素 だ け を 載せ て あ 
る 。 ま た 友 100 個 取得 条件 は 右 に 示し た 通り だ が 、 
と れ を 満た す た め の 前 提 条 件 と し て 、3 回 以上 クリ 
ア を し て いる セー ブ デ ー タ か 必要 と な る 。 
チャ ー ト に クリ ー チ ャ ー や 補給 アイ テム の アイ コ 
ン が 入っ て いる と ころ は 、 そ の クリ ー チ ャ ー を 倒す 
か 、 ア イ テ ム を 獲得 する と いう こと を 示す 。 目安 と 
し て 倒す 必要 の ある 150 体 の クリ ー チ ャ ー を 載せ 
て ある が 、 打 机 武 器 と 射撃 武器 の 数 の 振り 分 け は 各 
自 で 調整 し て ほし い 。 ま た ゲー ム 内 時 間 で 3 時 間 以 
内 に タリア する た め の 目 安 と な る TIME が 、 各 所 に 
入っ て いる 。 ボ ス を 含む お 各 ク リー チャ ー の 倒し 方 は 、 
旧 刀 1 の クリ ー チ ャ ー リ スト を 参照 し て らい た 
、 い 。 さら に セー ブ す る ポイ ント が ら ヵ 所 記さ れ て い 
_ る が 、 こ れ は や りや すい 場所 に 変更 し て も 構わ な い 。 











4 回 し か セー ブ 
で き な い が 、 セ ー 
ブ デ ー タ を ロー ド 
し 直せ ば 何 度 で も 
チャ レン ジ で きる 。 











OO NVH11nS ヨ H 


あく まで 初期 設定 で クリ ア を 目指 す の も 男らしい 

が 、 利 用 で きる も の は 最大 限 活用 する の も また 立派 

な 戦略 だ 。 Option と Extra Option の 特定 の 項目 を 設定 

、 し 直す だ け で 、 冒 険 が 格段 に し や すく な る 。Brigh 

tness Level を 上 げ る こと で 、 画 面 が 明る く な り ラ イ 

ト オ ラ の 状態 で も 周り が 見 渡せ る 。 ま た Hife Display 

は 必須 機能 と いえ る が 、 ア クシ ョ ン レ ベル Hard を ク 

リア し て いな いと 表示 で き な い 。Bullet Adjust は 最高 
設定 に し で 弾 切れ の 不安 を 払拭 し て お きた い 。 





ー [テー+ ボ 聞 <1 療 et 





と < 
w 交 次 六 交 交 次 六 PA 


文 100 個 獲得 抄 件 


アク ショ ン & リ ドル レベ ル . Hard 
(4 を 3 時 間 以 内 ( ゲ 


間 ) 
スプ リッ トワ ー ム 戦 2 分 以内 


分 以内 
メモ リー・ オ ブ ・ ア レッ サ 戦 3 分 以内 
「 神 」 戦 8 分 以内 

クリ ア 回 数 3 回 以上 

ャ -7 国 と コッテ に ュー 虹 0 人 計 2 本 で 


取得 アイ テム 数 100 個 以上 
(地図 、 隠 し 武器 は 含ま な い ) 
取得 隠し アイ テム 数 5 個 ( ビ ー 
ム セ イ バー、 火災 放射 器 、 Ag 
バイ ズ 無限 サブ マシ ン ガ ン 

身 区 武器 に よる 散 守 数 25 
打撃 肛 器 に よる 億 疫 害 数 75 体 以上 
トー タル ダメ ー ジ 500pts 以 内 


※ 隠 し 武器 は 使わ な い 、 ビ ギ ナ ー モ ー ド を 
選択 し な いこ と が 条件 


射撃 武器 で と ど め を 刺し た い 敵 


基本 的 に どの クリ ー チ ャ ー も 打撃 武器 の み で 倒せ る 


よう に な っ で いる が 、 


最低 75 体 は 射 武 器 で 倒さ な け 


れ ば な ら な い の が 文 100 個 の 条件 。 こ と で は 主 に ショ ッ 
ト ガ ン で 倒し や すい クリ ー チ ャ ー に 関し て 触れ で お く 


の で 参考 に し て ほし い 。 


ショ ッ ト ガ ン で ダウ ン さ せ 、 ダ ウ 


クロ ー サ ー 


ン 後 も ショ ッ ト ガ ン で 追い 撃ち 





ナム ボディ 


至近 距離 か ら な ら シ ョ ッ ト ガ ン 2 
発 で 倒せ る こと 


も ある 





飛行 中 は 至近 距離 か ら シ ョ ッ ト が ガ 


ベン ヂ ュ ラ ム 


ン で 撃ち 落と す 





イン セイ ン 
キャ ン サ ー 


スタ ン ガ ン 2 発 、 
に 蹴り 12 回 、 


2 度 の ダウ ン 中 
最後 に ショ ッ ト ガ ン 





シシ ピン の 人 と コ 


Brightness 
Level 





うま く 横 や 後ろ 2 か ら シ ョ ッ ト ガ ン 
を 当 で れ ば 1 、 


2 発 で 倒せ る 


[Extra Option」 を 最大 限 活 用 する 


LEVEL7 に すれ ば ライ ト を オフ に し て も ある 程 
度 は 周り を 見 渡せ る 。 敵 と 
ちろ ん 、 ラ イト も オフ に し た 方 が 気づか れ に くい 。 


は ラジ オ は も 





オン に し て お け ば 体 カ ゲ 


目 1 に 当り に り に EN4 


スタ ミナ ゲー ジ や 人 硬直 ゲ 


る 。 常に へ ヘザー の 状 問 を 把 揚 





を 4 回 クリ ア す れ ば デフ ォ ル ト x5 ま 


Bullet Adjust 

















【 シ ョ ッ ピ ング モー ル 】 2 階 通路 。 | ブティック の 外 。。 
由 0 W ] 通 族 に 出る と ナム ポテ ディ X3 が 出 0 
AM 本 天井 に 穴 の ある 部 屋 の 前 の 


AN 


天井 に 穴 の ある 部 屋 


女子 トイ レ 








「 ハ ン ガ ー」 を 使っ て ら 階 へ 。 


女子 トイ レ か ら 外 に 出 て 「 無 限 サ 
ブ マ シン ガン 」 入手 する 。 








ざさ くく 上 44 プ ミ で ささ ー マ ] コ 


| モー ル 中 央 の 吹き 抜け 
We 04 


「 ハ ンド ガン 」 入手 。 


ショ ッ ピ ング モー ル の 地図 
し て 、 階 段 で ら 階 に 。 





奥 の 扉 で 数 字 を 入力 (8358)。 


[調理 され た 抽 ] を 入手 後 、 ら 階 へ 。 





クロ ー デ ィ ア 登場 イペ ント 後 、 エ 
レベ ー タ ー に 乗る 。 





「 ト ング 」 と 「 火 刀 放 射 器 」 を 入 
手 後 、 元 来 た 道 を 引き 返す 。 


、「 ラ ジオ ォ 」 入手 。 [クル ミ 」 を 入手 後 、 奥 の 扉 へ 。 




































2 階 通 路 宝飾 店 裏 の 通路 
6 NN <TME 7 う > 較 員 に 0 
突き 当たり の 扉 を 調べ て 「 ビ ー ム [調理 され た 鍵 」 で? 
サー 1 開 鍵 」 で 通路 東端 の 鹿 
2 階 倉庫 の 2 つ 手前 の 部 屋 
508 し 
ー 4# 「 ラ イト 」 を 入手 する 。 押 
葉 還 と 加計 で 左右 に 動 を な が ら ダ は 
ブル ヘッ ド を 倒す 。 愉 
ラ 
ーー AN 
2 階 意 庫 [ 洒 白 剤 」 を 入手 する 。 5 さき 上 
「 孤 0 1 ら 
「 ト ング 」 を 使い [トン グ で 拾っ た 鍵 」 - 粗 
を 入手 。 AH 
「 ハ ン ガ ー」 と 「 防 弾 チ ョ ッ キ 」 ー 0 析 
を 入手 する 。 換気 詞 ス イッ チ を オフ 、「 泊 剤 4 
と 「 洗 剤 を 混ぜ て 使用 。 換気 詞 の 。 舌 
スイ ッ チ を オン に し て 通路 を 進 お 。 la 
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2 両 進む 


大 ナム ボディ x ] と ナム ボディ ※ 
1、 手 前 で 待っ て 1 体 ず つ 。 





| 1 両 進む 
手 。 ー 





万 力 の よう な も の で クル ミ を 割り 
「 人 ムー ジス ドー ン 」 を 入手 。 


ささ 3 くく や プ で で マー マコ] 





ヘー ゼル スト リー ト 駅 B 
が MPN 


ナッ ト を 外し て 扉 を 開け る と 、 
クロ ー サ ー※X ら が 出現 する の で 倒す 。 






ll:tctr 細 







ナム ボディ メ ※X8 が 出現 し て いる の 
で 鉄 パ イプ で 倒し て 3 階 へ 。 





倒し た 数 …………30 体 
取得 アイ テム ……44 個 


M 




























る 4 リル 4 yp パ W ヘー ゼル スト リー ト 駅 C 
「 @ 鉄 パイ プ で ら 分 以内 に 倒す 。 人 、 半 凍 MM NNE 52 ッ 1 
1 ⑨ [一 P.218] 「 シ ョ ッ ト ガ ン 」 入手 後 、 階 段 付 DA 8 
近 に イン セイ ン キ ャ ン サ ーx ら が 
出現 する の で 倒す 。 
。 こ 【 
赤い 鹿 を 調べ る と 、 ダブ ル ヘ ッ ド MNOteb0e Me 
X3 が 出現 する が 無視 し て ホー ム 
に 上 が る 。 電車 到着 イベ ント 後 、 突き 当たり を 右 に 向かい 扉 か ら 入 
電車 最後 尾 まで 移動 し て 電車 に 乗 る < 
コ り 込 お 。 
四 員 
ー ダグ ラス 再 登場 イベ ント Je 
6 ベン 
問 - 較 還 | www 
、 ち ぁ ーー ニー ペン ヂ ュ ラ ム X3 は 無視 し て 左 を 向 
- 即 途中 経過 いて 走り 、 右 壁 治 い の 扉 に 入る 。 
9 a 
1 倒し た 数 ………20 体 
8 |1 両 進む 。 
Mu 取得 アイ テム ……35 個 | 





ナム ボディ x8、 手前 で 待っ て 鉄 間 間 凍 所 が る 


バ パイプ ブ で 1 匹 ず つ 撃 破 が 最適 だ が 
難易 度 高 。 


※ 取 得 ア イ テ ム 数 に は 、 イ ベン ト 
アイ テム の 数 も 含み ます 。 
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ー [テー+ よ 細 十 中 遂 思 OW 











ee 





下水 道 通路 。 


ナム ボディ メ 3、 曲 が り 角 手前 で 
待つ て 加 個 撃破 。 曲 が り 衣 を 左 に 
曲がる 。 








モール 」S 地 図 を 入手 する 。 





下水 道 通路 。 


「 ワ イン ボトル 」 を 入手 する 。 


下水 道 通路 。 


ワイ ン ボ トル 入手 後 、 来 た 通路 に 
戻る と 大 ナム ボディ メ X 1] と ナム ボ 
ディ メ 1 が 新た に 出現 。 一 旦 逃 げ 
て 各個 撃破 。 東 に 伸び る 通路 を 進 
み シ ャ ッ タ ー を 開け る 。 


下水 道 通路 





まっ すぐ 進み 、 左 の 青い 扉 に 入る 
(ペン ヂ ュ ラ ム x3 は 無視 )。 


下水 道 通路 





直進 し て 青い 扉 に 入っ た 後 、 さ ら 
に 通路 を 東 ( 右 ) に 進み 、 右 手 の シ 
ャ ッ タ ー を 開け る 。 っ 


下水 道 ま で は けっ こ 


アク ショ ン レ ベル Hard の 場合 、 下 水道 スタ ー ト 地 
点 の 通路 で は 歩い て いる だ け で ダメ ー ジ を 受け て し 
まう 。 ど ん な に 長い 間 い て も 死ぬ こと は な い が 、 瀬 
死 状態 まで 体力 が 減っ て で しま う の は 避け られ な い 、 
Leo 2 笛 D か GRSIOy: 
で どん な に ダメ ー ジ を 受け て いて も 、 回 復 ア イ テ ム 
を 使用 し て いな い 状 態 (ゲー ム 開 始 時 の 体力 で ある 
100 ポ イン ト 以 内 ) で あれ ば 、 こ の 下水 道 の 通路 まで に 
受け る 総 ダ メー ジ 量 は 差 が な いと も いえ る の だ 。 


や っ か いな ポイ ント だ 。 





ee 直進 し 
が り 角 を 右 に 曲がる 。 



















































スト ー ブ の 灯油 を ワイ ン ボ トル に 
移し 「 灯 油 入り ワイ ン ボ トル 」 に 。 






| 下水道 通 路 。 







通路 に 戻る と ナム ボディ メ 3 が 新 
『 た に 出現 。 ピー フジ ャ ー キ ー で 戦 
| 力 を 分 散 し て 倒す の が 良い 。 

















灯油 を 燃料 タン ク に 移し 、 右側 に あ 
『 る スイ ッ チ を 入れ 、 水 の 引い た ハシ 
ゴ を 降り る 。 


| 下水 道 地 下 の 部 屋 





| 導 段 を 2 回 上 っ て 青い 訣 に 入っ た 
後 、 通 路 を ひたすら 直進 し て 青い 
扉 に 入る 。 





| | 水道 通 中 いい 






南 ( 右 ) を 向き 、 大 ナム ボディ メ ※1 
を 倒し て 壁 治 い を 進み 、 青 い 扉 に 
入り さら に 先 に 進む 。 





コミ 溜め の 部 屋 


「 ド ライ セー」 を 入手 する 。 


う ダ メー ジ を 食らっ て も 大 丈 





下水 道 通路 





| も と 来 た 道 を 戻る と 、 下 水 を は さ 
ん だ 向かい 側 に 大 ナム ボディ メ 
1 。 正面 の シャ ッ タ ー を 開け る 。 














ナム ボディ x3 と 大 ナム ボディ メ ] 、 
W 話 前 で 待機 し て ] 体 ずつ 撃破 。 突 
き 当 た り を 左 に 曲がり 、 青 い 扉 に 
入る 。 









警告 の 部 屋 
LIU JJ 1 
目 の セ ー ブ を し て お く 














コン セン ト に ドラ イヤ ー を 差 込 ん 
だ 後 、 そ の 場 で 調べ る と イベ ント 
発生 、「 金 ・ 銀 の パイ ブ 」 入手 。 











、「 ま 間 則 際 






左 璧 治 い に 走り 、 本 に 伸び る 通路 
# の 扉 に 入る (バン ヂ ュ ラ ム ※ ら は 無 





倒し た 数 …………51 体 
取得 アイ テム ……55 個 


/ 


Jerc 古 雅 ma と 。 和 


ざ 洒 慎 に J い で 徐 回 書記 州 る 


に 3 


SITLENT HELL3 う 





ざさ で 日 く や プ で で ささ ー] コ 





人 @@⑨@9⑨ 


i 富 00[ キ 2JNVdT1nS ヨ ヨ 


こ ! [テー+ ボ 両 吾 =+ 避 男 Gt 


2 
























に 





シ < 建築 中 ビル > 
I 
ク 
ー レ 
ン / 
入 
& 6 
1 旭 築 中 ビル 1 階 
に 6 、 奥 の 階層 を 上 が り 5 障 へ 。 
0 
li 建築 中 ビル 5 階 
「 サ イレ ン サ ー] を 入手 後 、 ベ ッ ド 
を 下 に 落と し て 3 階 へ 。 
璧 の 穴 か ら 外 へ 出 て か ら 戻っ て く 
る と 、 イ ン セ イン キャ ン サ ー メ 1 
が 出現 する 。 
1 全量 す ビ ル 3 本 人 
 @②@ 1 
人) 足場 を 画面 右 方 向 に 進ん で (ペン 
@ ヂ ュ ラ ム ※ ら は 無視 ) 隣 の ビル 窓 に 
0 入る 。 
- 全 
部 屋 の 扉 を 出 て 、 通 路 突き 当り を 
右 に 曲がり 、 左 手 の 文字 が 書い て 
ある 扉 か ら 通路 へ 。 
コ 
思 
き 
ri 
2 の 
。 を 
し 1 | ダン ス ホ ー ル 事務 室 
D 〇 0 昌 
1 回 地図 、 さ ら に 弾 ポイ ント が 少な い 


含 は ハン ドガ ン の 弾 X 1 入手 。 





ダン ス ホ ー ル ロッ カー 
(9) 8 





補給 アイ テム は 薬 ポ イン ト に より 
変動 。 


ーー [テー+ ボ 中 剖 中 mmt 


の 
1 
。 


NT HILL3 


雑居 ビル 3 階 非 常 品 





階段 で 5 階 へ 。 


雑居 ビル 5 階 廊下 





、 左 友 3 い に 進 み 、 左 手 に 見 える 画 


廊 の 扉 に 入る 。 





廊下 で 「 ド ライ バー」、 倉 庫 で 


「 日 本 刀 」 入手 。 


| KMN 自 動車 関連 用 品 





VM YWP 


通路 に ナム ボディ X 4、 木 の 扉 の 


部 屋 由 座 シ アセ イン キャ ン サ ー メ ※ 
1、 オフ ィ ス で 「 ジ ャ ッ キ 」 を 入手 。 








ダン ス ホ ー ル 事務 室 


ドラ イ バ ー で 引出 し を 開け て 「 口 
ー プ | 人 手 。 


| 事務 室 隣 の 部 屋 





NN 人 


日 本 刀 入 所 後に イン セイ ン キ ャ ン サ 


ーX ら と ダブ ル ヘ ッ ド x ら を 倒す 。 





雑居 ビル 3 階 廊下 


半開き の エレ ベー タ を ジャ ッ キ で 


開け 、 ロ ー プ を 使っ て @ 階 に 。 


雑居 ビル 2 階 廊下 
SAM 


エコ ー・ イ ン テ 


リア 
と 4=P/ ア ルン スン レ 介 衣 
バス タブ を 調べ て 裏 世界 へ 。 





術 居 ビル ( 婁 )> 


エコ ー・ イ ン テ リ ア & 
フロ アフ ァ ッ ショ ン 











| 雑居 ビル 2 階 廊下 


独 衣 ル で 災 選 ー 放 一 > 1 を 倒し 
北 の 扉 へ 。 
グリ ー ン リッ ジ ・ メ ンタ ル 
クリ ニッ ク 診 宗室 
ヴィ ン セ ント 登場 イベ ント 





| グリ ー ン リッ ジ ・ メ ンタ ル 
クリ ニッ ク 診 琶 


「 オ キシ ドー ル 」 を 入手 する 。 


| 雑居 ビル 2 階 廊下 。 


廊下 に 戻る と ダブ ル ヘ ッ ド X ら が 出 
現 、 エレ ベー ター に 乗っ て 1 階 へ 。 


冷蔵 庫 か ら 「 豚 レバ ー」 を 入手 し 
た 後 、 エ レベ ー タ ー で 5 階 へ 。 






KMN 自 動車 関連 用 品 
URI | 
ダブ ル ヘ ッ ド を 刀 で 秒殺 し 、 ビ ピー 
フジ ャ ー キ ー で お びき 寄せ た スラ 

ー バ ー を モー ル で 倒す 。 





「 紙 マッ チ 」 を 入手 する 。 











ギャ ラリ ー・ オ プ ・ 
ファ イン アー ト 月 
穫 に ある 絵 の 前 で 豚 レ バー、 紙 マ 


ッ チ 、 オ キシ ドー ル を 組み 合わ せ 
て 使用 。 階 段 を 降り て 4 階 へ 。 






居 ビル 4 階 輸 入会 社 通路 = 
uu 


ス 雪 バー※% 峰 隊 間 テ フ 選 務 村 キ 
ー に 食い つか せ モ ー ル で 柚 破 。 ス 
タ ミ ナ が 切れ た ら 扉 を 出入 り し て 
回 復 or 栄 養 ドリ ンク を 飲む 。 














雑居 ビル 4 階 部 屋 
SN 





ベッ ド の 下 に スラ ー パ で 市 明 不 い 
る の で ベッ ド 近 くに ビー フジ ャ ー キ 
ー を 置い て 誘い 出す 。 


| 居 ビル 4 階 輸入 会 社 通路 
2 
















ベッ ド の ある 部 屋 か ら 出 た ら 、 
まっ すぐ 正面 に ある 扉 に 入り 、 直進 
し て 突き 当たり の 部 屋 に 入る 。 


雑居 ビル 4 階 部 屋 


「 銀 の コイ ン 」 を 入手 し 自販 機 で 
使用 する と 「 生 保 会 社 の 鍵 ] を 入 
手 。 部 屋 か ら 出る と スラ ー パ ー メ ※ 
1 出現 、 無 視 し て 鍵 の か が っ た 扉 
か ら 廊 下 へ 出る 。 














雑居 ビル 4 階 廊下 


Ne で 1 階 へ 。 

















雑居 ビル 1 階 廊下 


南西 に ある 鍵 の か か っ た 扉 を 生保 
会 社 の 鍵 で 開け る 。 













生保 会 社 通 路 ” 


スラ ー パ ー メ 1 、 謎 の 肉 塊 を 食べ て 
いる スラ ー パ ー メ 1 、 ら 体 と も 食べ 
て いる 状態 に させ る と 楽 。 


周 べ る と 呪 
文 を 唱え 、 グ ラ ト ン が 消滅 。 


デイ ジー・ ヴ ィ ラ ・ ア パー ト 廊 下 






セー ブ ポ イン ト 横 の 出口 か ら 外 に 
。 出る と イベ ント 発生 。 














道 な り に 進み デイ ジー 』 上 ィ ラ ・ 
アパ = 暫 へ 。 


外 に 出 て 病院 へ 向かう 。 
ャ イジ ー・ ヴ ィ ラ ・ ア パー ト 廊 下 
で TME 1 時 間 15 分 > 








モー テル の 外 に は ダブ ル ヘ ッ ド ※ 
4、 モ ー テ ル の 入り 口 付 近 か ら モ ー 
テル 側 に は 来 な い の で 、 そ の 境界 
線 近 くに ビー フジ ャ ー キ ー を 置い 


て お びき 寄せ て 倒す 。 
イペ バジ シト 発 由 Na 





防弾 チョ ッ キ は 装備 し な い の が 常識 だ が …… 


竣 100 個 クリ ア は スピ ー ド が 命 。 1 分 1 秒 を 節約 
する た め 、 動 き の 鈍 る 防弾 チョ ッ キ は 装備 し な いで 
進め て いこ う 。 防弾 チョ ッ キ を 装備 し な いと 、 ガ ー 
ド を し て も 少量 の ダメ ー ジ を 食らう こと に な る が 、 
ダメ ー ジ の 総量 は 500 ポ イン ト 以 下 ま で は 大 丈夫 。 
た だ し 、 ボ ス 戦 だ け は 例外 だ 。 防弾 チョ ッ キ を 装備 
し て ガー ド し な いと 結構 な ダメ ー ジ を 受け る 可能 性 
の ある スプ リッ トワ ー ム 、 ミ ショ ナリ ー、 レ ナー ド 
の 3 体 と 戦う 前 に は 、 必 ず 装 備 し て か ら 臨 も う 。 


s 新 次 は S の 時 古寺 証 
滞 と 科 . パ と 9i 硬 時 滞 居 信 4 





1 


SILENT HT エ 


Lt 3 


ざく 日 Np プ で で ざさ ざ 





人 ⑥ ら 69 


i 党 00 ほ [キオ 2NVd ヨ 11nS ヨ ヨ 


(の 〇 [テー+ 滑 聞 <t 功 mt 


ざさ くく 日 4 や テ こ で さ ー 





人 の の らら 


i 宣 001 キ yNV ヨ 11nS ヨ ヨ 


ーー [テー+ ボ ボ 吾 叶 臣 加 





倒し た 数 …………87 体 
取得 アイ テム …85~87 個 


、 < 病院 ( 表 )> 








部 屋 を 界 て エレ ベー ター で 2 階 


人 。 





「 マ ニキ ュ ア 除 光 液 ] と 「 香 水 」 
を 入手 する 。 







| mwmrom 





ナー ス は ライ ト を 着 し て 日 で 
倒す 。 ハ ンド ガン タイ プ の ナー ス 
は 密着 マー ク 。 





目覚 し 時 計 を 止め て 時 計 の 時 刻 を 


確認 。 時 計 の 時 刻 で カバ ン を 開け 
て [イン スタ ント カメ ラ 」 を 入手 。 





右手 の ベッ ド 横 に 入り 3 人 の ナー 
ス を 1 体 ず つ 撃 破 。 ハ ンド ガン 持 
ち ぢ に 気づか れ な いよ うに 。 





ナー ス X ら が 新た に 出現 し て いる の 
で 倒し 、 エ レベ ー タ ー で 1 階 へ 。 


| 1 階 西 廊下 。 


[階段 の 鍵 」 を マニ キュ ア 除 光 液 
で 入手 する 。 


1 階 東 廊下 に 戻る 





一 度 事務 所 方 面 へ 戻り 、 受 付 前 の 
新た に 出現 し た ナー ス を 倒す 。 そ 
の 後 、 階 段 の 扉 を 開け て 地下 へ 。 





レジ スタ ン トカ メラ 」 で 棚 の 裏 
の 番号 を 写す (ラン ダム )。 


クロ ー サ ー※3 は 無視 し て サブ マ 
シン ガン の 弾 メ X ら を 入手 後 、3 階 
へ 移動 。 


| っ 階 倉 庫 


UI 


特別 治療 室 


3 則 二 下 へ の 還 








棚 の 裏 の 番号 を 入力 (ラン ダム ) し 


て 開け る 。 


ンダ ム 








ベン チ に ビー フジ jm 井 机 0 上 中 
ほど まで 進む と 9 方 向 か ら ナー ス が 
出現 。 いっ た ん 直進 し て ナ ー ス ※1 
の 脇 を 走り 抜け 壁 を 背 に し て 迎え 撃 
つ 。 ハン ドガ ンタ イプ に 注意 。 





受話 器 を 取る と イベ ント 発生 、 階 
段 で ら 階 へ 。 





M5 の 先 の 突き 当たり に 出現 し た 
扉 を 開け る 。 











- 導 間 3 の 紋章 を 調べ る と イベ ン ト 
発生 、 奥 の 扉 に 入る と 裏 世 界 へ 。 








3 階 西 廊下 。 


部 屋 を 出 て デイ ルー ム を 通り 抜け 
る 


| 3 了 西 庫 下 の 





スラ ー バ パーx3 と 人 ルン | 衣 前 半 M 
評 m ス 。 エレ ベー ター 窟 靖 谷 


1 




















女子 ロッ カー or 


「 ピ ニー ル 袋 」 を 入手 する 。 





ロッ カー か ら 出 る と スラ ー バ パーX ら と 
ハン ドガ ンタ イプ ナー ス が 新た に 出 
現 2 ピー フジ 六 培 語 W で スラ 届 バ 一 
を 足止め し て いる 間 に ナ ー ス を 倒 
し 、 続 け こ てこ ス ラー パー を 倒し て いく 。 
その 後 、 エ レベ ー タ ー で 地下 3 階 へ 。 





火葬 炉 の 番号 を 入力 (987 1 ) し 
「 火 葬 さ れ た 鍵 ] 入手 。 エレ ベー 
ター で 1 階 へ 。 





診察 室 
NMRA 隊 間 棚 粋 館 





デイ ルー ム の 扉 を 「 火 葬 さ れ た 鍵 ] 
で 開け る 。 





奥 の 扉 に 入る 。 


各 ボ ス 戦 に は 倒す まで の 時 間 に 制 限 が 設け られ て 
いる 。 だ が 、 ボ ス 戦 に 要 し た 時 間 は RESULT 画 面 で 
し か 確認 で き な い の で 、 せ っ か く 他 の 条件 を 満た し 
て いた の に 、 ボス 戦 の 時 間 だ けが オー バー し て いた 、 
と いう と と に も な りか ね な い 。 そ こ で ボス 戦 の 開始 
直後 に アン プル を 使用 し よう 。Life Display を オン に 
し て いれ ば 、 ア ンプ ル に よる スタ ミナ 無制限 時 間 3 
分 間 分 の 赤い バー が 表示 され る 。 こ の バー の 減り 具 
合 を 目安 に すれ ば お お よそ の 時 間 が 計れ る の だ 。 


| 1 階 西 廊下 。 


スラ ー パ ー メ ら 体 撃破 後 、 エ レ 
ベー ター で 3 階 へ 。 








ビニ ー ル 袋 に 血 を 入れ て 「 血 入り 




















_ 途 中 経過 


倒し た 数 ………122 体 





取得 アイ テム …108^112 個 





思 キ ー ル 袋 ] 入手 後 、 エ レベ ー タ 
中 階 へ 。 


1 階 東 廊下 。 





スラ ー パ 恒 商 風 M ド ガン タイ プ ナ 
ー ス が 新た に 軸 現 。 ビ ー フ ジャ ー 
キー で スラ ー パ ー を 足止め し て ナ 
ー ス か ら 倒 す 。 







奈 壇 で 血 入 り ビ ニー ル 氏 を 使う と 
ハシ ゴ が 現れ る 。 こ と で 回目 の 
セー ブ を する と 良い 。 





























分 以内 に 倒す […P.8g1]。 イ ベ 
ント 発生 後 「 タ リス マ 』 入手 。 








イベ ント 発生 。 モー テル を 目指 す 。 














k 4 


| 左 奥 の 扉 に 入る 


スー ペニー ル シ ョ ッ プ or 
KIM 1 陸 人 0 の 9 コ い 
[ジェ ッ ト コ ー ス ター の 鍵 」 を 入 





く サ イレ ント ヒル > | 


走る 。 


イベ ント 発生 、 外 に 出 て 北西 の 道 を 





< 遊園 地 > 





遊園 地 へ 入る デモ 。 


る 建物 に 入る 。 


| 手 し て 店 を 出る 。 


マ 
アン プル を 使っ て ボス 戦 で の 時 間 を 計る ろう 


| 石 方 向 に 進み 、 明 か り の つい て い 


sui u 叶 dtC 作 9 と ご 
雑 學 癌 テー サ で さ ー ビ サ u ざ 妨 人 る 











で Nm 


ざさ で 4 デミ 





@@@@ 


: 3NVd 11nS ヨ ヨ 


i 常 00! キ 


[テー+ ュ 南吉 <T 避 mm 





- @@@@6 















ぐさ NIIA ぷ テア さ で さ ー] コ 


| お 化け 屋敷 入り ロ 


i 党 00L4 NVYH11nSu 


E31454 と た 


ー [テー+ 竣 聞 中 濃 met 


右 璧 沿い に 進み で 、 マ ウン テン 
コー スタ ー の 扉 に 入る 。 


| マウ ン テ ン ・ コ ー ス ター 前 









正面 に ある 扉 に 入る (ダブ ル ヘ ッ 
ド X8@ と ペン ヂ ュ ラ ム メ X ら は 無 
視 )。 


| マウ ン テ ン ・ コ ー ス ター 
乗り 場 


階 箕 を 上 り 、 小 屋 の 扉 を ジェ ッ ト 
コー スタ ー の 鍵 で 開け て スイ ッ チ 
を 切る (ベン ヂ ュ ラ ム メ x3 は 無視 )。 
小屋 脇 の 扉 か ら レ ー ル へ 。 





レー ル を 進 お むと イベ ント 発生 。 


| お 化け 屋敷 前 の 広場 


お 化け 屋敷 に 入る 。 
で IME 時間 3 
説明 アナ ウン ス を 聞き 扉 に 。 


較 | ふ化 け 層 敷 の 殺人 現場 







説明 アナ ウン ス を 聞き 扉 に 。 


少し 進ん で 死体 を 出し た 後 、 扉 に 。 


民 47 52 上 2 と さ :| 


警戒 状態 で 歩い こ ト ラップ を 作動 
させ た 後 、 説 明 ア ナウ ンス を 聞き 
扉 に 。 











お 化け 屋敷 の 廊下 





赤い 唆 に 追い つか れる 前 に 突き 当 
り ま で 進み 扉 に 入る X@。 





お 化け 屋敷 出口 


クロ ー サ ーX3 は 扉 前 で 待っ て モー 
ル で 1 体 ず つ 倒す 。 1 体 倒 すご と 
に その 場 で スタ ミナ を 回 復 。 














用 くる ぐる ロケ ッ ト 


0 


入 つ て きた 場所 で ダブ ル ヘ ッ ド X 1 、 
クロ ー サ ー、 ぐ る ぐる ロケ ッ ト に いる 
ダブ ル ヘ ッ ド メ X 1 の 順に 倒し て いく 。 
入っ て すぐ の ダブ ル ヘ ッ ド が 遠 咲 え 
で 興 の ダブ ル ヘ ッ ド を 呼ん だ 場合 、 
ダブ ル ヘ ッ ド x ら を 先 に 倒す 。 











の WEA き ざ - ク ロー ザー 

ゝ ペン 証言 映ら 、 帰り : ダ ブ 
DNF 0 チュ ラム メ 2。 
行き 帰り と も 、 や 季 左 に 膨らん で 
走っ て 敵 を や り 過 です) 





ステ ー ジ 中 央 の 「 赤 い 靴 」、 観 客 
席 の 「 チ ェ ー ン 」 を 入手 する 。 





広和 ( り 





敵 を か わし な が ら 正 面 の 扉 に 入 
る 。 


ぐ <e< に ョ レル 4 





チェ ー ン を 使用 し て 扉 を 開け る 。 





ティ ー カ ッ プ 前 
OF 





ダグ ラス の イベ ント 後 、 前 に ある 
扉 を 開け る 。 


ET の 2 パ 当 


占い の 館 と 童話 の 館 が ある 。 





占い の 館 


て UE / 陸 間 2⑳ テ 


「 人 形 の 頭 」 と [ダグ ラス の 手 相 」 
を 入手 する 。 













シン デレ ラ の 足元 に 「 赤 い 靴 」、 
白雪 姫 の 手 に 「 人 形 の 頭 」 を 置き 、 
左 の 扉 に 進む 


扉 か ら 出 て すぐ の と ころ に ダブ ル 
ヘッ ド x 1 が いる の で 倒す 。 残 り 
は 少し ずつ 進み な が ら 各 個 撃破 。 
左 璧 治 い に 進み 扉 に 入る 。 








動い て いる 馬 を 攻撃 し て すべ て の 
馬 を 止め る 。 


EZ27.3 


| 
も 





9 分 以内 [て P.28g] 

















教会 へ の 道 








ー 本 道 を 進み 突き あたり の 扉 を 入 


途中 経過 。 


鐘楼 南 廊 下 





倒し た 数 
| る 。 右 壁 に 立て か け て ある 絵 を 


チェ ッ ク し て 扉 に 入る 。 


エレ ベー ター の ある 通路 


ー 番 奥 の 扉 に 入る 。 


EE 
MD 時 9 ゆ 


祭壇 で 「 夜 の 目 の タ ロッ ト 」 を 入 




















教会 書庫 





手 後 、 イ ベン ト 発 生 「 書 : 異 界 の 


左手 で 壁 を 法則 | 入手 。 





出 て 右 壁 沿い に 地図 。 











触り な が ら 進み 、 鉄 格子 近く の 東 の 
扉 に 入る 。 


エレ ベー ター で 地下 へ 





| 教会 地下 廊下 。 


直進 し て 突き 当たり の 扉 に 入る 。 











】 絵 の 前 に いる と 通路 に 足跡 が 出 





[ 教会 地下 廊下 。 





エレ ベー ター の ある 通路 








奥 の 机 の 上 の 「 月 の タロ ッ ト 」 入 











「 刷 る され た 男 の タ ロッ ト ]」 入手 。 
部 屋 か ら 出 て 南 ( 右 ) に 回 りこ て ん だ 
鹿 へ 。 





通路 に 戻る と スク レイ パーX@ が 
新た に 出現 する の で 倒す 。 エ レ 
ベー ター の ある 通路 まで 戻る 。 


ペン ヂ ュ ラ ム X@g( サ MM 朋 y 


で 倒す ) と スタ レイ Xuom 村 ) 


奥 の 扉 に 入る 。 








地下 大 部 屋 。 


困っ た 時 は SELECT ボ タン で PAUSE を か け よ う 


ゲー ム 内 時 間 で 3 時 間 以 内 に クリ ア と いう の は 友 
100 個 の 条件 の 中 で も 難し いも の の ひと つ 。 例え ば 
武器 の 持ち 替え や アイ テム を 使用 する 際 に 、 メ ニュ ー 
画面 を 開い て いる だ け で も 時 間 は カウ ント され て い 
る の だ 。 次 に すべ きこ と と が 分 か ら な く な っ た 時 に は 、 
ます ず SELECT ボタ ン を 押し て PAUSE を か ける 癖 を つ 
け で お こう 。 PAUSE 中 は ゲー ム 内 時 間 が カウ ント さ 
れる こと は な い の で 、 安 心して この 攻略 本 で マッ プ 
や チャ ー ト を 確認 する と 良い だ ろう 。 





s9Nfr 醒 混 叶 黄 ピ 橋 書 


生き 守 の gl 等 回 計画 宰 IC で まる 4 


1 


SITELENT H エ 


ま 


@ee@@ 


i 滞 00! キ 2NVd 11nS ヨ ヨ 


L 3 





ざさ 日 4 ぷ や プア で で ささ ー] 





C う [テー+ 責 吾 ct 油 mc 





| 教会 地下 南 廊 下 


視点 が 変わ っ た 位置 で 少し 待つ 
と 、 地 面 に 足跡 が つく 。 そ の 後 壁 
を 調べ る と 扉 が 出現 、 扉 に 入り さ 
ら に 奥 の 扉 へ 。 














本 に 挟ま っ て いる 「 愚 者 の タロ ッ 
ト 」 を 入手 する 。 


ぐさ NINE テマ で さ ー コ 


“ 3 いい 邊 |「 





』 イン シセ インキ ャ ン サ ー メ 2 が 新た 
に 出現 、 元 来 た 道 を 引き 返す 。 





| 地下 大 部 屋 


クロ ー サ ー メ 4 が 新た に 出現 、 無 
視 し て 出る 。 


- の @@@ 


通路 西南 (左下 ) の 扉 を 入る 。 


| アレ ッ サ の 部 屋 







「 真 鍛 の 鍵 」 入 手 後 、 エレ ベー ター 


HH エレ ベー ター の ある 通路 


通路 を 礼拝 堂 (スタ ー ト 地点 ) 方 面 に 
戻る 。 


i 党 0 JNVd11nS ヨ H 


ーー [テー+ 測 叶 剖 mG 


まま DBoNiH SE 下 も もう 3 


菊 タ ウイ パー※ ら 、 スラ ー パ ー※ ら 
出現 、 避 け て 出る 。 








南 の 扉 を 真 氏 の 鍵 で 開け る 。 直進 
し て 左 に 曲がっ て すぐ の 扉 に 入っ 
て 、 通 路 の イン セイ ン キ ャ ン サ ー 
を ひと まず 避け る (ここ で 戦う と 
後ろ か ら ス クレ イ パ ー が 出現 し 、 
挟み 撃ち に 会 う )。 








何 も せ ず に 出 て 通路 突き あたり 一 
番 下 の 扉 へ 。 





| クロ ー デ ィ ア の 部 屋 








ひと まず 避け た イン セイ ン キ ャ ン 
サー※1 と スク レイ パー*1 を 全 
し て エレ ペー ター で 地下 へ 。 


アレ ッ サ の 部 屋 







扉 に タロ ッ ト カ ー ド を は め て 進む 
(左上 「 女 教皇 」 中 央 上 「 夜 の 目 」 中 
央 「 愚 者 ] 中 央 右 「 月 ] 左下 「 吊 る 
され た 男 ] )。 





地下 礼拝 堂 





クロ ー デ ィ ア & ダ グラ ス の イベ ン 
ト 後 、 ペ ンダ ント を 使う 。 


. 倒し た 数 





………151 体 
取得 アイ テム …130~138 個 











2 


SS 





ぬ 一 届 ] 








[ 山 へ コテ 2 ヘス ト テ ツー テ 出さ 


ーー 


9 


一 アイ テム リス ト 


は た と 


レム ん アシ クル 42y4 | 











父 ハ リー か ら 誕 生日 に も ら っ た プレ ゼン ト 。 中 に は 赤 
い 宝 石 の よう な 、 液 体 が 入っ て いる 。 


ッ ング モー ル 2 階 


AM | …P031] 


/ oo 主人 
倉庫 に 落ち て いた 鐘 。 [ベス ト セ ラー ズ 」| と 書か れ た タ 
グ が つい て いる 。 書店 の 扉 を 開け る の に 使用 。 











MNO Anthol0gy 2 


書店 の 床 に 落ち て いる 。 愛し て 、 黙っ て いよ う 」 の 台 
詞 が 有名 な 四 大 悲劇 「 リ ア 王 ] が 収録 され て いる 。 





MP Anthology 


シヨ ッ ピン グモ ー ル 2 階 6 
人 MdkM [一 P0311 


ショ ッ ピ ング モー ル 2 階 
mw [-+P.031] 
収録 され て いる の は 四 大 悲劇 の 「 ハ ムレ ッ ト 」。 父 を 殺し 、 
母 を 奪っ た 王 に 復 凡 す る た め 、 狂気 を 演じ た 男 の 物語 。 











Hanger 





ンク モール 1 階 ( 表 ) 5 較 


[ーP 032] 
ショ ッ ピ ング モー ル 1 階 ( 裏 ) 
ldkM [一 P032] 


ブティック に 掛け て ある 針金 の ハン ガー。 天井 か らぶ 
ら 下 が っ て いる 樺 子 を 降ろ す た め に 必要 と な る 。 








SILENT HILL3 ぅ 3 


シェ イク ス ビ ヒア 全集 3 


シイ クス ピア 全集 5 


Ro に 1 ゴ Mi 6 


IE な し (最初 か ら 所 [ ) 


wtet2 プ ZN 
本 MPn99] 


へ ザー の 家 の 玄 関 の 鍵 。「 デ イジ ー・ ヴ ィ ラ ・ ア パー ト 
102」 と 鍵 の 頼 彫 られ で いる 。 











eicBoags ー cy の Pr ektsosas 
人 Au [ P031 


ショ ッ ピ ング モー ル 2 階 
上 MP031 
パン 屋 で パン を 挟む の に 使う 大 き な ピ ン セ ッ ト 。 隙 間 
に ある 鍵 を 取る た め に 使う 。 








Shakespeare Anthology 1 
ショ ッ ピン グモ ー ル 2 階 OR 
所 […P031] 


ショ ッ ピ ング モー ル 2 階 
em [ーP031 
本 棚 の 謎 解き に 使用 する 、 名 前 通り の シェ イク スピ ア の 
本 。 悲劇 「 口 ミオ と ジュ リエ ッ ト 」 が 収録 され て いる 。 











Shakesneare Antho10gy 3 





5 ショ ッ ピン グモ ー ル 2 階 0 
MM iP031] 


ショ ッ ピ ング モー ル 2 階 
使用 場所 [PF.0311 
3 人 の 魔女 の 予言 に 踊ら され 、 王位 を 強奪 し た 将軍 マク ベ 
ス の 破 減 を 描い た 四 大 悲劇 の ひと つ 「 マ クベ ス 」 を 収録 。 











Shakespeare AnthOl0gy 5 
ショ ッ ピッ グモ ー ル 2 振 。 
人 dl (一 Pn31 
ショ ッ ピ ング モー ル 2 階 
[emw [一 P0311 骨 


四 大 悲劇 の ひと つ 「 オ セロ ー」 を 収録 。 謀略 を 企てる 部 下 
を 信じ 、 愛す る 妻 を 殺し て し まっ た 男 の 絶 望 を 描い た 作品 。 














ショ ッ ピン グモ ー ル 2 階 ( 裏 ) 
em [P035] 
トイ レ の 清掃 に 使う ご く 普 通 の も の 。「 混 ぜ る な 危険 ] 
と 書い て ある 。 「 洗 剤 ] と 組み 合わ せ て 使用 する 。 

















Detergent 


ショ ッ ピ ング モー ル 2 階 ( 理 
[>P035] 
ショ ッ ピン グモ ー ル 2 階 ( 裏 ) 
使用 場所 [一 P035] 
流し に 置い て ある バス ・ ト イレ 用 の 洗剤 。[ 混 ぜ る な 危 
険 ] と 書い て ある 。 [漂白 剤 |] と 組み 合わ せる 。 








Walnmut 


PP ショ ッ ピン グモ ー ル 2 階 ( 理 ) 5 


[PF.034] 


ショ ッ ピ ング モー ル 2 階 ( 裏 ) 
MM | …P035] 
宝飾 店 の ショ ー ケ ー ス に 入っ て いる 。 振る と カラ カラ と 何 
か 入っ て いる 音 が する が 、 素手 で は 割る こと は で き な い 。 











Nutecraclkker 


時 還 還 地 人 
人 Al [PO55] 


地下 鉄 

上 MM (一 P05] 
錆び が つい た り し て 回 せな く な っ た ナッ ト を 壊し て 外す 
た め の 道 具 。 鎖 で 閉ざさ れ た 扉 の ナッ ト を 壊せ る 。 








対 滑り ボ トル Oi1-fi11ed bott1e 


EMI 


6 ド 水 道 
和 手 [PL067] 





ト 水道 1 
MM [PO67| 


スト ー ブ か ら 灯 油 を 移し 入れ た ボトル 。 機械 の 給油 口 
に 灯油 を 入れ る こと が で きる 。 





Screwdriver 


| 全 用 場所 ビル 3 階 
eml 使用 場所 [--P080] 


廊下 の 隅 に 落ち て いる マイ ナス ドラ イ バ ー。 錆び つ い 
た 机 の 引き 出し を 開け る こと が で きる 。 








雑居 ビル 3 階 
財 [PF080] 
自動 車 の タイ ヤ 交 換 時 に 車体 を 持ち上げる の に 使う 道 
具 。 エレベーター の 扉 を こじ 開け る こと が で きる 。 








Item List 


一 遇 1 








食堂 の 犬 の 丸焼き の 中 か ら 見 つか る 鍵 。 カ フェ の 裏口 
を 開け る こと が で きる 。 












ショ ッ ピ ング モー ル 3 階 ( 裏 ) 
[P.036] 

宝石 の 一 種 で 本 当 の 月 の 石 で は な い 。 [クル ミ 」 を 万 カ 
の よう な も の で 割る と 中 に ある 。 月 の 扉 で 使用 。 





ワイ ン ボ トル Wine bottle 
人 PON ト 水道 ie ee 3 
入手 場所 [ つ P.066] 
ト 水 道 1 
Mad (一 P067| 


通路 の 奥 に ある ワイ ン ラ ッ ク に は 1 本 だ け 空 の ボトル 
が ある 。 油 を 入れ る た め に 必要 。 









































信 
ド 水 汗 2 
MA [PD68] 
ト 水道 2 
上 dP069」 
ゴミ 溜め の 部 屋 に あっ た ドラ イヤ ー。 貯水 室 の 怪物 を 
感電 死 さ せる た め に 必要 と な る 。 
時 祉 選 ビル 3 階 
MA | Pe0l 
雑居 ビル 3 階 
ll | Pngn] 
事務 所 の 引き 出し の 中 に ある よく 使い 込ま れ た 丈夫 そう 
な ロー プ 。 エレ ベー ター か ら 2 階 に 下り る こと が 可能 。 ァ 
ま 
ム 
リ 
ス 
ト 
9 も 
6 <Y 
雑居 ビル 5 階 ( 裏 ) ト 
1 [-…P0851 
作 の 消 胡 液 と し て 使わ れる 薬品 。 二 隙 化 マン ガン と 混 | 
ぜ る と 酸素 を 発生 させ る 。 ム 
7 


SILENT HILL3 


符 一 昌 ] 








一 [出さ マコ テマ 2 ヘ ヘ テ ハ ー テ 刷り 





田 ア イ テ ム リス ト 


Pork 1iver 








雑居 ビル 5 階 ( 裏 ) 
[-*P.085] 


カフ ェ の 冷蔵 庫 の 中 に ある 生 の 肉 。 「 オ キシ ドー ル 」| と 
「 紙 マッ チ 」 と 一 緒 に 使っ て 化学 反応 を 起こ させ る 。 














雑居 ビル 4 階 ( 裏 ) 
上 MM [一 P084] 


クォータ ー ぐ らい の 大 き さ の 古臭い コイ ン 。 自 動 販 売 
機 で 告 ジ ュー ス を 買う こと が で きる 。 








DE に 1 MNONDON 


CIGSeikt 
手 場所 サイ レン ト ヒ ル へ の 車 中 


サイ レン ト ヒ ル に 向かう 車 の 中 で ダグ ラス か ら 渡 され る 父 
ハリ ー の 手記 。 へ ザー の 過去 に つい て 書か か れ て いる 。 

















NN Me 


也 () 
入手 場 所 3 108] 


病院 1 階 ( 表 ) 
本 [Pi09] 
接着 剤 で 壁 に 貼り 付け て ある 鍵 。 「 管 理 棟 階段 |] の タグ 
が つい て いる 。 








| 内 


電導 院 地 3 導 () 
人 ue […P116] 


病院 1 階 ( 表 ) 
MM (Pt7| 
地下 の 火葬 場 の 火葬 坊 で 見 つけ る 鍵 。 焼け 焦げ 黒ずん で 
いる が 使う こと は で きる 。 デイ ルー ム の 扉 を 開け る 。 


人 間 て 
NE 























ビニ ー ル 袋 ( ( 箇 人 り ) 


病院 3 階 (0 
| 入手 昌 所 











病院 1 階 ( 表 ) 
区 國 [Pt16] 
処置 室 に あっ た 天井 か ら 吊 り 下げ られ た 男 の 血 を 「 ビ 
ニー ル 袋 ] に 入れ た も の 。 祭壇 で 使用 する 。 








STILENT HILL3 


生保 会 社 の 鍵 


bt 
| 住 記 ピル 4 了 (35) | 
| [-…P084] 


IMEKj0tu 87. (with blood) 


(NMRNNMHiNe 


人 人 XS OR 
雑居 ビル 5 階 ( 裏 ) 

本 計 「-…Po85] 

会 議 室 に 置い て ある マッ チ 。「 オ キシ ドー ル 」| と 「 豚 レ 

バー」 と 組み 合わ せ て 使う 。 














の 500 に 1Ubd:90( い コ MM 


居 ビル 4 際 ( 東 ) 
MA (PO84] 
雑居 ビル 1 階 ( 裏 ) 
MM [PO821 | 


自動 販売 機 で 買っ た 告 の 中 に ある 鍵 。 タ グ に は 「 エ ル 
バー トン 生命 保険 ] と 書か が れ て いる 。 














マニ キュ ア 際 光 滋 NE5BI 0 emover 


病院 2 階 ( 表 ) 
人 手 場所 語 軸 Tl 

病院 1 階 () 
id [Pi08] | 
女性 用 ロッ カー で 入手 で きる マニ キュ ア を お と す た め 
の 薬品 。「 階 段 の 鍵 」 を 壁 か ら 和 が す た め に 使用 する 。 














0 【cE40【 つ gd:! 


2 商 ( 表 ) 
入手 場所 











撮影 し て すぐ に 写真 を 見 る こと が で きる カメ ラ 。 地下 
倉庫 の 棚 の 裏 を 撮影 で きる 。 





Plastic bag 


病 ( 香 ) 
MA | 119 








洒 院 3 階 ( 在 ) 
MM (Pt21 


女性 用 ロッ カー の ゴミ 箱 の 中 に あっ た 、 ご く 普 通 の 透 
明 な ビニ ー ル 袋 。 血 を 入れ る た め に 必要 と な る 。 








ジェ ン Ps Rolier coaster NM 


用 則 地 Cp 較 
| 和 手間 所 





用 所 


クッ キー 告 の 中 に 入っ て いた 鍵 。 悪夢 で は 出 て こない 。 
タグ に は 「 マ ウン テン ・ コ ー ス ター」 と 書い て ある 。 




















Ttem List 





1 DDT 
AkdkJ 「 …P143] 








遊 地 
| ll [P143] 





両端 に フッ ク が つい て いる 頑丈 そう な 鎖 。 「 ぐ る ぐる ロ 
ケッ ト ] の アト ラク ショ ン を 利用 し て 扉 を 壊せ る 。 


間 間 ド に 1916】 コ 


ーー 
dl | ・P143] 














人 用 場所 





ステ ー ジ の 上 に 置い て ある 、 血 の よう な 赤い 色 を し た 
片方 だ け の 靴 。 童話 の 館 で 使う 。 


Brass key 





隔 符 寺 











教会 
| (Pisal 


アレ ッ サ の 部 屋 で 標本 に され て いた 鍵 。 教 会 の 真 鈴 の 
扉 を 開け る こと が で きる 。 





革 : 異 罪 の 法則 
oo 
人 手 場所 間 に は] 


四国 


書庫 で ヴィ ン セ ント か ら 手 渡さ れる 古 臭 く て 重い 本 。 
「 タ リス マン 」 の 意味 に つい て 書か れ て いる 。 














(MS れ た 見 の タロ ッ ト Hanged Man tarot card 


1 数 会 地下 
dd pt61l 








| 合用 場所 に 161 | 


死体 安置 所 に ある タロ ッ ト 。 絢 教 者 、 自 己 犠牲 の 精神 、 
困難 な 前 途 な ど を 暗示 する 。 





〈 因 者 7 の タロ ッ ッ ト 


FooT tar 


時 私 会 地 ト 。 
Ad | Pi61l 








還 還 教会 地下 
| MM (Pte1l 


病室 の 本 に 挟ま っ て いる タロ ッ ト 。 愚か 者 、 あ て の な 
い 旅 、 定まら な い 職 業 と いっ た 意味 が ある 。 





症 kkAm4 


人 手 場所 [っ P.159] 


Booki 0therwor1d Laws 


ER 


ラス の 手帳 
| 入手 場 所 4 


四 還 > 


今回 の 調査 依頼 に 関す る 様々 な 情報 を ダグ ラス が 書き 
込ん を だ も の 。 ゲ ー ム クリ ア に は 直接 必要 で は な い 。 


MM aS'S MONOHDOK 

















Do11 head 


ハチ 所 











使用 場所 トー 4] 


テー ブル の 上 に 置い て ある 頭 だ け の 不気味 極まりない アイ 
テム 。 童話 の 館 で 自 霊 姫 の 手 に リン ゴ の 代わ り に 載せ る 。 





Cassette tape 








教会 
| [Pi59 | 


「 カ セッ ト デ ッ キ 」 に 入れ て 使用 。 17 年 前 の 出来 事 に 関す る 
解説 や も 、 ヴィ ン セ ント と クロ ー デ ィ ア の 関係 が 語ら れ て いる 。 





gh Tete tarot card 


nn 


ー 7 
誠 [Ps9] 








教会 地下 
回 符 守 


クロ ー デ ィ ア の 部 屋 に ある タロ ッ ト 。 純粋 な る 信仰 と い 
う 意 味 。 タロ ッ ト は アレ ッ サ の 部 屋 の 扉 で 使用 する 。 





'Moon' tarot card 


mn 訪 
和志 











教会 地下 
MM (Pt61] 


書庫 で 手 に 入る タロ ッ ト カ ー ド 。 危険 や 不安 、 迷 いと 
いっ た ネガ ティ ブ な 意味 合い を 持つ 。 





"Eye of Night tarot card 


ES 


上 | 所 








教会 地下 
| MM [Pi61] 
礼拝 堂 で 手 に 入る タロ ッ ト 。 正 規 の タロ ッ ト に は な い 
特殊 な カー ド 。 
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(の [中 へ コテ > スペ テ ニテ 出さ 


⑬ 一 遇 ] 








_』 系 は 「 非 人 間 型 ]、 高 周波 系 は 「 人 間 型 ]、 低 、 高 





F ト つ [ 由 へ 答 問 ヘ テス こと 由 へ 





Equip Ttem 


KWebtc) 





みき j 組 ショ ッ ピ ング モー ル 2 階 ( 表 )[ 一 P.0311 





シリ ー ズ を 通し て すっ か りお な じみ と な っ た アイ テム の ひと つ 。 
装備 し て いる と 、 プ レイ ヤー か ら 最 も 近い 敵 を 感知 し で ラジ オノ イ 
ズ を 発生 させ る 。 警 工 モ ー ド 時 は ラジ オノ イズ の 音量 が 2 倍 に な る 他 、 
敵 の 種類 、 移 動 速度 、 体 力 に よっ て 大 き さ が 変わ っ た り 、 ノ イズ の 
種類 が 変化 する 。 音量 は 、 敵 が プレ イヤ ー の 近く に いる ほど 、 ま た 
英 の 体力 が 多い ほど 大 きく な る 。 ま た ノイ ズ の ピッ チ は 敵 の 移動 速 
度 が 速い ほど 高く な る 。 感知 範囲 は 敵 の 種類 に より 異な り 、 死 亡 し 
た 敵 に 対し て は 感知 し な い 。 メ ニュ ー 画 面 で 電源 の オン ・ オ フ を 切 
_ り 替え た り 、 ノ イズ の ボリ ュー ム を 調整 する こと も 可能 だ 。 


























ラジ オノ イズ に 関す る 仕様 


ラジ オノ イズ に は 大 きく 分 ける と 「 低 周波 系 」 
| と 「 高 周波 系 」 の 2 種類 が 用 意 され て いて 、 反 応 
し た 英 の 種類 に よっ て 鳴り 方 が 変化 する 。 低 周波 





周 小 両 方 は 「 ボ ス 系 | に 対応 し で いる 。 詳しく は 
以下 の 表 を 参照 し て も らい た い 。 敵 が 視界 に いな 
い 状態 で も 、 ラ ジオ ノイ ズ の 鳴 り 方 か ら 「 人 間 型 」 


か 「 非 人 間 型 」 か を 判断 する こと が で きる 。 


介 ク リー チャ ー 別 の ノイ ズ 仕 様 
クリ ー チ ャ ー 名 | ノイ ズ ( 周 波 ) の 種類 | ノイ ズ の 感知 範囲 
高 20m 
低 14m 
低 16m 
低 18m 
イン セイ ン キ ャ ン サ ー 高 18m 
ナー ス 高 15m 
スラ ー パ ー 低 8m | ※ ク ロー サー や イン セイ ン キ ャ 
スク レイ パー 17m 9 記 志和 な ど は 人 
スプ リッ トワ ー ム 20m 間 型 ] な の で 高周波 系 の ノ 
グラ トン 15m イズ が 鳴る 。 メモ リー・ オ 
9 か りら 18m プ ・ ア レッ サ と 「 神 ]、 ヴ ァ 
レナ ー ド ル テ ィ エ ル は ラジ オノ イズ 
メモ リー: オ プ ・ ア レッ サ が 鳴ら な い 敵 。 ラ ジオ ノイ 
[ 神 」 ズ の 感知 範囲 は 敵 ご と に 
ヴァ ル テ ィ エ ル な る 。 


4 暗がり で 視界 が 
悪い と ころ で も 、 
ノイ ズ に よっ て 英 
の 有無 を 判断 する 
こと が で きる 。 
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Item List 





| 入手 場所 め 泊 ョ ッ ピ ング モー ル 1 用 (⑱) [ーP0321 


ショ ッ ピ ング モー ル の 倉庫 で 入手 で きる アイ テム 。 胸 ポ ケッ ト に 
入れ て 使用 し 、 暗 闇 を 照ら すこ と で 探索 を スム ー ズ に 進め る こと が 
で きる 。 ま た 、 暗 いと ころ に 落ち て いる アイ テム の 中 に は ライ ト を 
つけ て いな いと 取得 する こと が で き な い も の が ある 。 単に 暗闇 を 照 
ら す だ け で な く 、 イ ベン ト ア イ テ ム を 入手 し 、 ゲ ー ム を 進め る た め 
の 必須 アイ テム と な っ て いる 。 コ ント ロー ラ の 人 ボタ ン で オン ・ オ 
フ が 可能 。 た だ し 、 昼 や 夕方 の と き は ライ ト を つけ る こと は で き な 
い 。 基 本 的 に は 常時 付け て お きた い が 、 敵 に 気づか れ た く な い 場 所 
で は オフ に し た 方 が いい 場合 も ある 。 








ライ ト を オン オフ する タイ ミン グ 


アイ テム を 見 つけ る た め 
に は 常に ライ ト を 付け て お 
きた い が 、 そ の 分 、 敵 に 気 
付か れ や すく な る 。 特に 病 
院 で ハン ドガ ンタ イプ の ナー 
ス に 気づか れる と 非常 に や っ 
か い 。 周囲 の 敵 を すべ て 倒 
すま で は 消し て 行動 し 、 敵 
全滅 後に 速やか に ライ ト を 。 設 に 完 付 か れ に くく な る の で 、 戦闘 中 人 消し て いる と エレ ベー ター の ボタ ン が 
つけ る 癖 を 付け よう 。 は ライ ト を 消し て お く と 良い 。 押せ な か っ た りす る こと も ある 。 








防弾 チョ ッ キ Bulletproof Yest 








ショ ッ ピ ング モー ル 1 階 ( 裏 ) 建築 中 ビル 5 階 
| | pno2] 人 手 場所 
受け た ダメ ー ジ を 本 来 の 85% Pa Ni の 2 の 2 
に 、 衝 撃 量 を 509% に 軽減 する 。 に 装着 し て 発射 音 を 抑え る こと 
た だ し 、 行 動 が 遅く な る 。 が で きる が 、 攻撃 力 が 低下 する 。 











Perfume 

















病院 2 階 ( 表 ) 病院 1 階 ( 昌 ) 
和 手 場 所 納 WI1 人 手 場所 主人 


装備 する と 、 匂 い に よっ て 疫 疑 yaV4 強力 な 魔 除け ・ 魔 封じ の 力 を 
に 気 づ あ つれ や すく な っ て し まう * 持つ 魔法 陣 で 、「 メ トラ トン の 
トラップ アイ テム だ 。 印章 ] と 呼ば れ て いる 。 











0 


STLDYNTF 半 も も 3 


一 遇 ] 








[へ ぐ 答 問 ペ テ ハー 出す 


ーー ト 













































































ァ 一 ア イ テ ム リス ト 
1 nu 
タ ッ ハ So 
休 給 アイ テム 
EN リル アク 4 Health drink 
体力 を 25%、 スタ ミナ を 全て 回 復 の カ 
の 
いろ いろ な 場所 で 入手 可能 な 回 復 アイ テ が 上 
ム 。 体力 回 復 量 こ そ 少な いも の の 、 ス タ ミ き 時 
ナ を 全 回 復 で きる の が 特徴 。 ゲ ー ム 序盤 で る 消 
は 使用 機会 が 少な い の が 、 ボ ス 戦 や 敵 の 数 ぼ い 
が 多い 場所 な ど 、 ス タ ミ ナ 切れ を 起こ す と き が 
困る 場面 で 重宝 する 。 の 
@ EDP5 も 4 First-aid kit 
体力 を 50% 回 復 名 
量 
栄養 ドリ ンク の 倍 の 体力 を 回 復 す る アイ 姓 は 
テム 。 た だ し スタ ミナ は 一切 回 復 し な い 。 る か 
回 復 ア イ テ ム を 使う と き は 、 救 急 キ ッ ト > を か 
栄養 ドリ ンク > アン プル と いう 順番 が ベス 板 才 
ト と な る 。 栄養 ドリ ンク と アン プル は ボス い の 
戦 用 に 温存 し 、 通 常時 は この 救急 キッ ト を 。 い 休 
っ に ) 
リン クン グン 
ァ 開 議 人力 、 スタミナ を 全て 回 衝 馬入 
3 使用 後 3 分 間 は スタ ミナ 消費 ゼロ 馬 ま 
り 最高 の 回 復 ア イ テ ム 。 体 力 & ス タ ミ ナ を を が 
ト 全 回 復 す る うえ 、 使 用 後 の 3 分 間 は スタ ミ で な 
ナ を 消費 し な く な る 。 後半 の ボス 戦 に 挑む 便 の 
円 際 は 最低 1 個 は 持っ て お きた い 。 ゲ ー ム 全 1 
きす 体 を 通し て 入手 数 が 極端 に 少な い 貴 重 品 な ス 
z の で 、 使 用 する 場面 を 見 極め る 必要 が ある 。 に 
まき 邊 
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【 弾 】 Ammunition 






ハン ドガ ン の 弾 Handgun bu11et ' 


Ss 
な 


同時 入手 数 10 発 








He 計 
NNc ュ HINAS ミ ー 
THNMS マ 4 


ショ ッ ピ ング モー ル か ら 手 に 入れ る こと が で き 
る 弾薬 。1 個 に つき 10 発 の ハン ドガ ン の 弾 が 入手 
で きる 。 た くさ ん 落ち て いる の で 、 少 々 無駄 使い 
し て も 大 丈夫 だ が 、 最 後 の 「 神 」 戦 で 役に立つ の 
で 、100 発 程度 は 温存 し て お く と 良い だ ろう 。 


リ 7 ツバ 


病院 の 地下 で 初め て 入手 可能 と な っ て いる 。1 
個 に つき 32 発 の 弾 を 人 手 で きる 。 ゲ ー ム を 通し 
て 手 に 入る 弾薬 量 が 圧倒 的 に 少な い 上 、 速 射 性 に 
優れ て いる の で 、 あ っ と いう 間 に 消 費 し て し まい 
が ち 。 い ざと いう 時 の た め に 温存 し て お こう 。 


ルス Submachine gun bullet | 





| 同時 入手 数 | 32 発 





erFifr 


Fiel 人 へ 加 O 則 人 
wldfru 拉 SA し 0 











【 ド ッ グ フー ド jpes food 
4 MNOM 
















- る 弾薬 。1 個 に つき 6 発 の 弾 を 入手 で きる 。 比 較 


Item List 





に )6tca40500 症 に 30【-B 


ルル ン の 細 g 「 





地下 鉄 の 車両 内 で 初め て 手 に 入れ る こと が で き 


的 た くさ ん 落ち て いる し 、 ボ ス 戦 より も むし ろ 通 
常 の クリ ー チ ャ ー と の 戦闘 で 役に立つ の で 、 弾薬 
が 残っ て いる と き は 積極 的 に 使っ て いく と 良い 。 


シシ ルク / ル // ツテ リー Stun gun battery 


あま 4 4 個 | 


* も 





nu と ri>IN 順 


夫 で 還 幼 幅 浦 用 4 


FI シン 






アパ ー ト の へ ザー の 部 屋 で 初め て 入手 可能 と な っ 
て いる 。1 個 に つき 4 回 分 の バッ テリ ー が 手 に 入 
る 。 教会 の イン セイ ン キ ャ ン サ ー な ど 、 動 き の 遅 
い 敵 に 対し て 有効 。 使わ な いで 残し て し まっ て は 
も っ た いな い の で 積極 的 に 使っ た 方 が 良い 。 

















Beef jerky 





2 部 の 敵 を Se き 


| mw 4 衝 」 





ショ ッ ピ ング モー ル か ら 入 手 可能 。 地面 
に 置く と と で 、 敵 を お びき よせ る こと が で 
きる 。1 個 に つき 約 25 秒 間 は 引き つけ て お 
敵 の 数 が 多く な る と その 分 時 間 は 
短く な る 。 雑居 ビル と 病院 に 出現 する スラ ー 


ける が 、 


パー に 有効 な アイ テム 。 





ーMiXI 4 


に 
ー 


言 
0 
は 
な 
い 
ほ 
ご 
の 
効 
果 
が 
あ 
る 


届 ば iu と (r 王 一 


STLBgNT H エ EE3 








C う [| へ 3 庫 苦 さ テー 由 さす 


ぬ 一 軸 ] 








ト つ [ご 店 虹 





一 武器 リス ト 






Knife | 





| を) 工 な し (最初 か ら 所 有 ) 


| 

| 
最初 か の ら 持 っ て いる 飛び 出し ナイ フ 。 移動 し な が ら 攻 撃 す る こ 
と が 可能 な 上 、 複 数 の 敵 に 同時 に ダメ ー ジ を 与え られ る 。 攻撃 が 
英 に 跳ね 返る こと が な く 、 ヒ ッ ト し て いる 時 間 が 長い ほど 、 多 く 

の ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる の で 、 で きる だ け 密 着 し て 攻撃 | 
し た 方 が 良い 。Hard 以 上 は 、 壁 な どの 障害 物 に 攻撃 が ヒッ ト す 

る と 跳ね 返り アク ショ ン が 発生 する 。 振 り 回 し 攻撃 の 場合 、 攻 撃 | 

最 中 に 再度 攻撃 ボタ ン を 押す こと で 、 連 続 攻撃 を 出す こと が で き ] 

I 

1 

| 

| 

] 

| 

| 

| 

| 














る 。 最 大 3 連続 まで 連続 攻撃 可能 で 、 そ の 後 、 構 え 状態 に 戻る 。 


攻撃 方 法 


1 振り 目 
振り 回 し (短く 押す ) 2 振り 目 
3 振り 目 




















笑 き 刺し (長く 押す ) 


Handgun 





ショ ッ ピ ング モー ル 3 

最初 に 入手 で きる 小型 射撃 武器 。 威力 は それ ほど で も な い が 、 
速射 性 能 が あり 、 移 動 し な が ら 攻 撃 で きる の は 強み で ある 。 構 え 
た 時 に 、 銃 口 を 上 に し て 胸元 で 構え た 場合 は 敵 を ロッ ク し て いな 
い 。 銃口 を 敵 に 向け て 構え た 場合 は 敵 を ロッ ク し て いる 。 また 、 
攻撃 の 最 中 で も ター ゲッ ト の 切り 替え が 可能 。 サ イレ ン サ ー を 装 
着 す る こと で 発射 音 を 抑え 、 英 に 音 で 気付 か れ な く な る が 、 攻撃 
力 は 少し 低く な る 。 通常 時 の 使用 頻度 は 低い が 、 ス プリ ッ ト ワ ー 
ム や ミ シ ョ ナリ ー、「 神 ] な ど ボ ス 戦 で は 非常 に 有効 。 











攻撃 条件 攻撃 力 に セッ 敵 昌 | と と - た を 





サイ レン サー な し 120 





10 20 
サイ レン サー あり 100 




















10 人 ボス 戦 用 に な る べく 弾薬 を 温存 し て 
お く と 良い だ ろう 。 











| 
| 
| 


0 




















凌 パ イプ ノ 金 ・ 銀 パイ プ 














Weapon List 


Stee] pipe / Go1d pipe / 





| 有 電 言 鈴 パ イプ: ショ ッ ピ ング モー ル 2 階 ( 青 )[*P.034] 」 
| 妥 記 軒 低 バ イ ブ - 銀 パイ プ : 下水 道 2 [一 P.069] 時 

シリ ー ズ で は お な じみ の 打撃 武器 。 殴っ た り 、 突 いた り と 使い 
勝手 は 良い の で 、 日 本 刀 を 入手 する まで の 主戦 武器 と な る 。 ア ク 
ショ ン レ ベル に よっ て は 、 敵 や 壁 に 攻撃 が ヒッ ト す る と 跳ね 返る 
ご と が ある 。 ま た 、1 回 の 攻撃 で 複数 の 敵 に ダメ ー ジ を 与え る こ 
と は で き な い 。 振り 回 し 攻撃 の み 、 移 動 し な が ら 攻 撃 す る こと が 
で き 、 振り 下ろ し 攻撃 は 床 に いる 敵 に 攻撃 可能 。 振り 回 し 攻撃 中 
に 再度 攻撃 ボタ ン を 押す こと で 、 最 大 3 回 まで 連続 攻撃 を 出す こ 
と が で きる 。 金 ・ 銀 パイ プ も 性 能 は 鉄 パイ プ と 全く 同じ だ 。 


















































攻撃 回 数 攻撃 衝撃 ii と を と - た セ 詳 | 

1 振り 目 130 100 | 

振り 回 し (短く 押す ) 2 振り 上 100 20 90 | 
3 振り 上 100 80 | 

振り 下ろ し (長く 押す ) 160 職 思 の 130 | 
身 き (前 進 + 長 く 押 す ) 了 150 20 150 | 
| 














地下 鉄 
[…P054] 


= 

装填 数 最大 6 発 の 射撃 武器 。 1 回 の 発射 に つき 、18 発 の 弾丸 を 
広範 囲 へ 噴出 する の で 、 複 数 の 敵 に 対し て 同時 に 攻撃 する こと も 
可能 。 弾薬 も そこ そこ 入手 で きる の で 、 使 用 頻度 は 高い 。 至 近 距 
離 で 全 弾 を 叩き 込め ば 高い 破壊 力も 期待 で き 、 場 合 に よっ て は 敵 
を ま せ た り 、 ダ ウン させ る こと も 可能 。 た だ し 、 連 射 が で き な 
い 、 音 が 大 きい の で 敵 を お びき 寄せ や すい 、 移 動 し な が ら 撃 つこ 
と は で き な い な ど 、 扱い づら い 面 も 。 必ず 構 え 終 わっ て か ら 発 身 
する の で 、 構 え 行 動 を キャ ン セ ル し て 攻撃 する こと は で き な い 。 





攻撃 カ 





攻撃 条件 衝撃 力 | 消費 スタ ミナ 
8 発 の うち の 1 発 あたり 50 10 80 
最大 装填 数 6 








人 攻撃 力 、 入 手 弾 数 な ど を 考え る と 射撃 
武器 の 中 で は 一 番 使用 頻度 が 高く な る 。 
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SITLENYT H 










Silver DiDpe 
] 


| 
| 
| 


L 3 


交 一 遇 ] 








Cm [テテ ご 剖 昇 


半 一 下 ] 








N う [テハ ご 剖 独 





田 ア イ テ ム リス ト 













| 隊 

先端 に 刺 付き 鉄 球 の つい た ハン マー の よう な 武器 。 攻撃 する ま 
で の 時 間 が 長く 扱い に くい が 、 ヒ ッ ト さ せる と た いて い の 敵 は ダ 
ウン 状態 と な る 。 アク ショ ン レ ベル に よっ て は 、 敵 や 壁 に 攻撃 が 
ヒッ ト す る と 跳ね 返る こと も ある 。 ま た 1 回 の 攻撃 で 複数 の 敵 に 
ダメ ー ジ を 与え る こと は で き な い 。 鉄 球 部 分 と 柄 の 部 分 で 攻撃 
に 差 が ある た め 、 鉄 球 部 分 を ヒッ ト さ せな いと 意味 が な い 。 鉄 球 
部 分 と 柄 の 部 分 を 同時 に ヒッ ト さ せる と 、 そ の 合計 値 が ダメ ー ジ 
と な る の で 、 こ の 攻撃 を ヒッ ト さ せる の が 最も 効率 が 良い 。 















































場所 攻撃 力 衝撃 力 と - た セロ 

2 鉄 球 の 部 分 180 30 
振り 回 し (短く 押す ) 十 200 

柄 の 部 分 90 10 

12030 鉄 球 の 部 分 220 70 
振り 下ろ し (長く 押す ) GR 250 

柄 の 部 分 110 30 

120qm ( 鉄 上 部 分 は 103m_) 


Katana 上 


術 居 ビル 5 階 ( 表 ) 
| ^*wm [PO811 


雑居 ビル 以降 、 後 半 の ステ ー ジ で は 主戦 打撃 武器 と な る 脇差 し 。 
振り 回 し 、 振り 下ろ し 、 突き 刺し と 攻撃 方 法 に バリ エー ショ ン が 
ある 上 、 同 時 に 複数 の 敵 に ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる 。 攻撃 
が 敵 に 跳ね 返る こと が な く 、 ヒ ッ ト し て いる 時 間 が 長い ほど 、 よ 
り 多 く の ダ メー ジ を 与え る 。 移動 し な が ら 攻 撃 で き な い の が 唯一 
の 弱点 と な る 。 アク ショ ン レ ベル に よっ て は 、 壁 な どの 障害 物 に 
攻撃 が ヒッ ト す る と 跳ね 返り アク ショ ン が 発生 する 。 振り 回 し は 
3 回 まで の 連続 攻撃 が 可能 で 、 大 ダメ ー ジ を 与え る こと が 可能 。 






























































攻撃 方 法 衝撃 と を - た セル 
1 振り 目 90 一 180 70 
振り 回 し (短く 押す ) 2 振り 目 60 一 120 10 一 20 60 
3 振り 目 | 60-120 50 
振り 下ろ し (長く 押す ) 3 130 一 260 10 一 20 110 
『 150~300 10 一 20 120 
80cm 
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SILENT HILL3 




















Item List 























高圧 電流 に より 触れ た 相手 に ダメ ー ジ を 与え る 武器 。 元 々 は 痴 
漢 撃退 用 の も の 。 構え の 動作 を キャ ン セ ル し て すぐ に 攻撃 する こ 
と が で き 、 移 動 し な が ら の 攻撃 も 可能 な の で 使い 勝手 は 良い 。 大 
ダメ ー ジ を 与え 、 な お か つ 敵 を ダウ ン 状 態 に させ や すい と いう 特 
長 が ある 。 難点 は リー チ が 短い た め 、 至 近 距 離 か らし か 攻撃 で き 
な いこ と 、 バ ッ テ リ ー が 少量 し か 入手 で き な い の で 使用 機会 が 限 
定 さ れる こと 。 イン セイ ン キ ャ ン サ ー に は 特に 有効 で 通常 の 5 
6 倍 の ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる 。 






























攻撃 条件 D-1 と と - た も 』 
パッ テリ ー 残 量 あり 240 120 
196 6 50 
バッ テリ ー 残 量 な し 40 1 
25cm 
4 教会 な ど に 出現 する イン セイ ン キ ャ 
4 ン サ ー は スタ ン ガ ン で 倒す の が 良い 。 






4 





32 発 の うち 
1 発 あ た り 








60 


NO き 8 ) 2 N 
ジ Submachine gun / Unlimited submachine gun 


ショ ッ ピ ッ グ モー ル 1 階 ( 表 

中 … 還 3 員 
毎秒 15 発 と いう 極め て 連射 性 の 高い 射撃 武器 で 、 最 高 32 発 ま 
で 連射 可能 。 た だ 弾薬 が 多く は 手 に 入ら な い の で 、 使 い ど ころ を 
慎重 に 選ぶ 必要 が ある 。 構え る 時 は 常に 正面 を 向け て 構え る が 、 
発射 中 に 左 ス ティ ッ ク で 発射 方 向 を 操作 する こと が で きる 。 た だ 
し 攻撃 の 最 中 は ター ゲッ ト を 切り 替え る こと は で きず 、 移 動 し な 
が ら 撃 つこ と も で き な い 。 サ イレ ン サ ー を 装着 する こと で 発射 音 
を 抑え 、 敵 に 気付 か れ な く な る が 攻撃 力 は 低く な る 。 隠 し 武器 の 
無限 サブ マン シンガ ン は 文字 通り 弾薬 制限 な し 。 








病院 地下 」 陵 ( 表 ) 
[一 P.108] 

















と と - た セロ 














人 複数 の 敵 が 出現 する 場面 で 使え る よ 
う 、 弾 薬 を 温存 し て お く の が 良い 。 











アパ ー ト 
人 手 場所 商人 








| 
| 
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SILENT HITLL3 


人 一 遇 1] 








さこ! [テハ ご 問 弄 


半 一 軸 ] 








N う [テテ こ ご 剖 独 





圏 ア イ テ ム リス ト 







Beam Saber | 


1 













ショ ッ ピ ング モー ル 1 階 ( 表 ) 
入手 場所 敵 還 和 hKe 


へ ザー の 気力 を 光 の 刃 に 変え て 戦う 、 隠 し 武器 。 打撃 系 の 武器 
の 中 で は 攻撃 力 が ずば抜け て 高い 。 壁 や 敵 に ヒッ ト し て も 跳ね 返 | 
り ア クシ ョ ン を する こと は な い 。 攻撃 が 疫 に 長 時 間 ヒッ ト し て い 
る ほど 、 よ り 大 き な ダ メー ジ を 与え られ る 。 た だ 、 歩 き な が ら 構 
え 一 攻撃 動作 を し た 場合 は 構え を キャ ン セ ル す る こと が で きる 
が 、 静止 し た 状態 で 構え た 時 に 起こ る 構え 動作 は 、 キ ャ ン セ ル す 
る こと が で き な い 。 そ の た め 、 敵 に ダメ ー ジ を 受け た 後 は すぐ に 
攻撃 に 移り づら く な る の が 唯一 の 難点 と な る 。 
























































bayfm | し と と た も 4 

1 振り 目 200 一 400 80 

振り 回 し (短く 押す ) 2 振り 目 120 一 240 5 一 10 70 
3 振り 目 120-240 | 60 | 
振り 下ろ し (長く 押す ) - 300 一 600 10 一 20 100 
振り 回 し 連続 ( 衣 進 + 長 く 押す ) - 150~900 5 一 30 200 | 
80cm( 通 常時 )、120cm(RESULT RANK100 点 以降 ) | 








IMEO【 り ee っ g 











ショ ッ ピ ング モー ル 2 階 ( 表 ) 
人 「 一 P031 


炎 を 噴き 出し 、 敵 を 焼き つく す た め の 隠し 武器 。 攻撃 の 最 中 に 
左 ス ティ ッ ク で 発射 方 向 を 操作 で き 、 広 範囲 に 敵 を 攻撃 する こと 
も 可能 。 燃料 等 の 制限 は な い の で 、 制 限 な し に 使用 で きる 。 攻撃 
が 当たる と 敵 を 属 ま せる こと が で きる の で 、 攻撃 し 続け て 有利 な 
状況 に 持ち 込み や すい 。 複数 の 弾 を 打ち 出し て いる と 仮定 し て ヒッ 
ト 計算 を 行っ て いる (単位 は 1 発 ) た め 、 こ の 弾 が いく つ 当 た っ 
て いる か に よっ て 、 攻撃 力 は 変化 する 。.。 ま た 、 こ の 計算 方 法 に よ 
り 体 格 の 大 き な 英 ほど 、 大 ダメ ー ジ を 与え や すい 。 











攻撃 条件 | 攻撃 力 トシ 騰 語 と と た も 。 
































通常 時 1 発 あ た り 24/1 秒 0 50/1 秒 
特殊 時 1 発 あたり | 
RUMTRANKW 剖 出 | 0071 秒 0 5071 秒 | 
| 
補足 燃料 等 の 制限 は な く 、 無 制限 に 使用 可能 | 人 ー 庶 困 を 当 で る と 、 そ の まま 有利 | 
な 状況 に な りや すい 。 | 
0 8 
も ENT EEILL3 

















Ttem List 


Heather beam ] 








な し (トー タル の 敵 殺 害 数 の 累 算 が 333 体 以上 で 次 回 
| 0 の Extra New Game か ら 使用 可能 ) 





| 

ヘザー の 中 の 隠れ た 神 の 力 の 発 填 、 あ る い は UFO か ら 授け ら | 
れ た 吉 科 学 の と いう 設定 の 特殊 武器 。 あ まり 威力 は な い の で 、 | 
接近 戦 に は 不向き 。 立 ち 止ま っ て 攻撃 すれ ば 敵 を 追尾 する ホー ミ | 
ング ショ ッ ト が 2 発 撃て る 。 「 変 身 コ スチ ュー ム 」 を 打 備 し て い | 
な い 時 に 、 武 器 を 装備 し て いな い 状態 で 構え 、 攻 撃 ボ タン を 押す | 
こと に よっ て 使用 可能 と な る 。 た だ し 鏡 の ある 部 屋 で は 使用 不可 | 
に な る 。 こ の 攻撃 方 法 で 倒し た 敵 は 、 リ ザル ト 画 面 で 射撃 系 、 打 | 
撃 系 で 倒し た 敵 の どちら に も カウ ント され な い 。 1 



































攻撃 条件 攻撃 力 アッ 膝 較 と と : た も を 。 
(09 ン の あり 30 5 20 | 
前 万 ショ ッ | 
(和束 60 | 2 間 | 
Ab2PRHCdOLR | oop 


ーー - = ・ Pacooaeaemoomne ーー = ーーーーーーーーーーーーーーー…- 








な し (へ ザー ビー ム ス の 使用 条件 を 満た し 、 か つ 「 導 身 
信二 蘭 コス ナム | を 導 価 する と 使用 可能 ) 


へ ザー ビー ム の さら に 特殊 版 。 ヘザー ビー ム の 使用 条件 を 満た 
し 、 か つ 「 変 身 コ スチ ュー ム 」 で 変身 する と 使用 可能 と な る 。 攻 
撃 力 は ヘザー ビー ム よ り 格 段 に パワ ー ア ッ プ し て いる の で 、 す で 
に 「 変 身 コ スチ ュー ム 」 を 入手 し て いる な ら こ ちら を 使っ た 方 が 
良い 。 へ ザー ビー ム 同 様 、 鏡 の ある 部 屋 で は 使用 不可 と な っ て い 
て 、 射撃 系 と 打撃 系 の どちら に も 含ま れ な い 特 殊 な 攻撃 方 法 と な 
る 。 強力 な 攻撃 力も さる こと な が ら 、 へ ヘザー の コス チュ ー ム 姿 や 
攻撃 時 の ポー ズ だ け で も 見 る 価値 は 十分 ある 。 











攻撃 条件 種類 攻撃 力 | 衝撃 力 | 消費 スタ ミナ 
(ホー ミン グ 









前 方 ショ ッ ト ( 衣 が at 
( 攻 団 ボタ ン の み ) | 1 比 に つき ) | 60 2 100 





上 か ら 5 ビー ム 人 0 か 0 
( 靖 進 + 邊 撃 ボ タン ) ( 片 則 に つき) | 300/ 秒 30/ 秒 300/ 秒 





























ん yi SE 全 何 も 武 器 を 装備 し て いな い 状 態 で 
補足 鏡 の ある 部 屋 で は 使用 不 可 1 者 は 学 ら 3 
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(の [テハ ご 癌 独 
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人 一 出 ] 








⑬ 一 軸 ] 








_T つ [一 キー ロ さ テハ ニー ポー こざ 


須 サ リー チャ ー リサ スキ 





【 ク ロー サー) 


へ ザー が 一 番 初め に 遭遇 する こと に な る 人 間 型 クリ ー 
チャ ー。 巨大 な 体 駆 と 長い 腕 を 持ち 、 袋 状 に な っ た 腕 の 
先端 か ら 刃 を 出し て 攻撃 し て くる 。 動 作 が 遅い の で 攻撃 
を 避け る の は 難し く な い が 、 そ の 分 一 撃 の ダメ ー ジ が 強 
烈 。 攻 撃 を 食らう と ダウ ン 状 態 に な る こと も ある 。 


夢 、 地 下 鉄 、 | 
ル 


EZZJC: 
病院 、 遊園 地 


1300 前 後 1800 前 後 





Normal 


1700 前 後 2200 前 後 





Hard 


2000 前 後 2600 前 後 








Extreme 


攻撃 の 種類 


了 り 攻撃 ( 手 ) 





| 王 蘭 地下 半 


ショ ッ ピ ング モー/ 








2000 前 後 2600 前 後 


エリ ア 別 の 攻撃 力 





| 病院 . 施 園地 





取 り 攻撃 ( 針 ) 








ダウ ン 中 攻撃 








腕 の 振り 回 し 














悪夢 、 ショ ッ ピ ング モー ル 、 地下 鉄 、 病院 、 
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地下 鉄 ま で の クロ ー サ ー に 対し て は 、 移 動 し 
な が ら 攻 撃 で きる 打撃 武器 、 ナ イフ と 鉄 パ イプ 
が 有効 と な る 。 殴り 攻撃 を 避け な が ら 、 還 計 較 や 
監 計 ボタ ン で 背後 に 回 り 込み な が ら 攻 撃 し て い 
け ば 簡単 に 倒せ る 。 病院 以降 は 攻撃 パタ ー ン が 
変わ り 、 腕 の 振り 回 し 攻撃 を 多用 し て くる 。 こ 
の 場合 は 接近 細 は 避け 、 距 離 を 取っ て か ら モ ー 
ル の 振り 下ろ し 攻撃 を ヒッ ト さ せよ う 。 命中 す 
れ ば ダウ ン さ せる こと が で きる の で 、 そ の まま 
繰り 返し 攻撃 し よう 。 教会 に 出 て くる クロ ー サ 
ー は 時 間 と 共に 体力 が 回 復 す る の で 注意 。 


Netelie ghoo 生 


4 殴り 攻撃 を 避け 
な が ら ナ イフ で 攻 
撃 す れ ば 、 そ れ ほ 
ど 怖 く な い 。 





























Creature List 


デ 
I 
タタ 












アグ っ / ら /2 /722 プ 


NN Na 区 や 

ダ ア , リル レ ヘ ハッ ド アク ショ ン レ ベル 
割れ た 頭 部 に 鋭い 中 を 持つ 、 犬 に 酷似 し た 怪物 。 恨 内 ma 

を 好 お 独 猛 な 性 質 で 、 生 きた 人 間 を 見 る と 群れ を な し て 


い 掛か か る 。 通 常 は 歩き 回 っ て いる か が 死体 を 食べ て い 
る が 、 へ ザー を 発見 する と 追い か け て くる 。 遠 咲 え し て 











Extreme 


攻撃 力 
近く に いる 仲間 を 呼び 寄せ る こと も ある 。 2 


噛み 付き 攻撃 (始め の 一 軸 ) 
噛み 付き 攻撃 (中 付き 中 、1 秒 あたり ) 


開 呈 昌 隊 是 世 学 、 ショ ッ ピン グモ ー ル 、 地下 鉄 、 鈴 大 ビル 、 飛び 掛か り 攻 
時 サイ レン トル 、 対地 ダウ ン 中 攻撃 



































旬 国 | 
鉄 パ イプ や 日 本 用 な ど リ ー チ が あっ て 、 素早 い 攻撃 が 繰り と カ ] り 
出せ る 武器 が 有効 だ 。 部 屋 の 中 で は 噛み 付き 攻撃 を 四半 、 が 振 チ 
工 軸 ボタ ン の 横 移 動 で か わし つつ 攻撃 する と いい が 、 難 - 、 回生 | 
易 度 は 高い 。 広い 場所 で は 、 距 離 を 取っ て 飛び 掛か り 攻 に メ 
撃 を ガー ド し て か ら 振 り 下 ろ し 攻撃 が 良い 。 最 初 の 一 撃 攻 ド 
を ヒッ ト さ せる と 、 モ ーション を キャ ン セ ル し て 有利 な 天 を 
状況 に 持ち 込み や すい 。 飛び 掛か り 攻撃 中 に 攻撃 する と 人 ァ 
ダウ ン が 奪え る が 、 タ イミ ング は シビ ア 。 飛び 掛か り 攻 四 い 
撃 前 に 喰 り 声 を 発する の で 、 そ こ で タイ ミン グ を 計 ろ う 。 度 ド 
レ し 本隊 和 ま 
SILENT HILL3 


侍 一 届 1 


【 ナ ム ボ ディ 】 


に 及 点 程 で は な い が 、 集 団 で 襲わ れ た 


ピン グモ ー ル と 下水 道 に 主 に 出現 する 。 


300 前 後 450 前 後 


田 ク リー チャ ー リ スト 





ら 本 の 細く 長い 脚 を 持つ 者 。 移 動 速 度 、 攻 撃 力 共 に 人 
易 合 は 、 か な り 手 
こ ず る こと に な る 。 ま た 、 皮 膚 は 死人 の それ に 良く 似 て 
お り 、 体温 も 人 と 比べ て か な り 低い 。 ゲー ム 序 盤 の ショ ッ 


550 前 後 





450 前 後 650 前 後 


800 前 後 





550 前 後 800 前 後 


900 前 後 





550 前 化 800 前 後 


首 振り 頭 突 き 








900 前 後 








体 当 た り 





NO [- 山 壮 は せ N テ ニー ュー こざ 
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中 Pz 詳 ショ ッ ピ ング モー ル 、 下 水道 
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敵 と 戦う 際 の セオ リー 通り 、 ま ず は 相手 の 攻 
撃 を ガー ド し て か ら 攻 撃 す る の が 良い 。 有効 起 
器 は 鉄 パ イプ と 日 本 刀 で 、 い ずれ も ガー ド 後 に 
突き 攻撃 を 連続 し て 繰り 出せ ば 有利 な 状況 に 持 
ち 込め る 。 ち な み に 鉄 パ イプ の 場合 、 小 タイ プ 
で 突き 攻撃 X4 回 、 大 タイ プ で 突き 攻撃 X7 回 で 
倒せ る 。 単体 の 攻撃 力 は 低い が 集団 に 囲ま れる 
と 苦戦 する の で 、 必 ず 1 対 1 で 戦う 状況 に 持ち 
込む こと が 大 切 。 射撃 武器 な ら 、 シ ョ ッ ト ガ ン 
で うま く 引 きつ け て で か らぶ っ 放せ ば 、2 発 で 倒 
すこ と も 可能 だ 。 


4 攻撃 の 際 に フェ 
イン ト を か け で て く 
る の で ガー ド の タタ 
イミ ング に 注意 。 






























reature List 





らん / ん 7 
【 ペン ヂ ュ ラ ム 』 7 大 き さ 別 の 体力 


奇妙 な 体 駆 を 持ち な が ら 、 細 も な く 空 を 舞う 怪物 。 金 
属 め いた 固く 長い 爪 と 、 刃 の よう な も の が つい た 二 つ の 
頭 部 が 特徴 的 。 そ の 爪 を 刺し 、 あ る い は その 身体 を 回 転 攻撃 カ 
させ て 刃 の よう な も の を 切り つけ 、 攻 撃 し て くる 。 他 の 
怪物 の よう に 人 を 食らう た めで も な く 、 た だ 殺す こと を 3 
喜ぶ よう に 襲い 掛か っ て くる の が 不気味 で ある 。 


ショ ッ ピ ング モー ル 、 下 水道 、 雑居 ・ 建 築 中 ビル 、 サイ 
レト 間 、 二 
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ボス 以外 で は 最も 対処 し に くい 敵 。 ノ ー ダ メー ジ で 切 | 
り 抜け る の は 至難 の 技 な の で 、 基 本 は 戦わ ず に 逃げ る の | 
が 正解 だ 。 飛行 中 は 至近 距離 か ら シ ョ ッ ト ガ ン で 撃ち 落 
と すか 、 サ ブ マ シン ガン を 撃ち まく っ て 相手 の 突進 を く 
い 止め る の が ベス ト 。 ヘ へ ザー を 発見 する と 10 秒 間 の 追跡 
体制 に 入り 、 そ の 後 し ば らく 停止 する 。 つ まり 10 秒 間 だ 
け 逃 げ 回 り 、 そ の 後 、 後 ろ に 回 り 込ん で 攻撃 する の が 理 
想 。 地上 に いる 時 は 還 革 箇 、 葉 計 ボ タ us 
な が ら 鉄 パイ プ の 振り 回 し 攻撃 が 有効 。 





. 札 滑 農 問 叶 
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3 一軸 1 








画 ク リー チャ ー リ スト 





【 イ ン セ イン キャ ン サ ー)】 


腐 内 の よう な 臭い を させ る 、 点 よぶ ぷよ と し た 白っぽい 
体 を 持つ 。 基 本 的 に は 怠け 者 で 、 ご ろ ご ろ と 寝転がっ て 
いる こと が 多く 、 攻 撃 を 仕掛 けた り 、 す ぐ 側 を 通っ た り 
し な けれ ば 、 積 極 的 に 立ち 向かっ て くる こと も 少な い 。 
体力 を 回 復 する 能力 を 持っ て いる の で 注意 し た い 。 
体力 











地下 鉄 、 雑 居 ・ 建 築 中 ピル 、 教 人 























Easy 1800 前 後 
Normal 2300 前 後 
Hard 2700 前 後 








Extreme 


2700 前 後 


_F つ [一 ざさ サボ V へ は ざ へ ペー ハニ ー さ ホー こざ 








攻撃 
攻撃 の 種類 
両手 振り 下ろ し 
両手 振り 回 し 








振り 下ろ し 殴り (片手 ) 
振り むき 了 殴り 
起き 上 が り 振 り 回 し 
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動き が 遅く 単体 で 出現 する こと が 多い の で 、 
ガー ド さ え ぇ 怠ら な けれ ば 比較 的 簡単 に 倒せ る 。 
後ろ に 回 り 込 むと ガー ド 不 能 の 両手 振り 回 し 攻 
撃 を し て くる の で 、 必ず 真正 面 か ら 攻 撃 する こ 
と 。 打撃 武器 は 何で も いい が 、 相手 の 攻撃 を ガー 
ド し て か ら 攻 撃 す る の が 基本 。Hard で は 通常 
時 は 1 秒 あ た り 15 ポ イン ト 、 ダ ウン 時 に は 1 秒 あ 
た り 60 ポ イン ト も の 体力 を 常に 回 復 し て いる 。 
ダウ ン 後 も 油断 せ ず に 、 蹴 りな ど で 追 撃 し よう 。 
スタ ン ガ ン が 避 点 で 通常 の 5 一 6 倍 も の ダメ ー ジ 
を 与え る こと が 可能 。 




















鏡 ムカ を 回 物 す る 
の で 間髪 入れ ず に 
攻撃 し て いよ う 。 


/s27 ら 
と 〆/7 の と / 

















Creature List 








け ェ ス ! 


病院 の 中 を さま よう 看護 婦 の 姿 を し た 者 還 多 リー ズ で 
は お な 因 み の 看護 婦 タ イプ の クリ ー 和 朋 本 還 填 の 白衣 は 
血 と 騰 護 汚れ 手 に は 人 を 助け る た め 証 は な ぐ 』 傷つけ 
殺 寺 画 た め の 武 器 を 持っ て いる 。 鉄 炭 イ プ を 持つ タイ の 
プ g 放 上 N ガ ン を 持つ タイ ブ の だ 種類 が いる 。 放 シド ガ ーッ 
ン 包 軟 衣 IN よ る 攻撃 は ガー ド 不 可能 な の で 要 注 意 8 TPm 






Easy 700 前 後 


Normal 800 前 後 | 
Hard 1000 前 後 
Extreme 胃 俊 






































寺 "PP 苑 き 払い 
出現 エリ ア 0 
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相手 の 攻撃 を ガー ド し た 後 、 日 本 刀 の 振り 下ろ し 攻 
撃 X45 回 (攻撃 ボタ ン 押 し っ ぱな し ) で 倒せ る 。 ガ ー 
ド の タイ ミン グ が 取り や すく 、1 度 ガー ド し た 後 は 完全 に 
有利 な 状況 に 持ち 込め る の で 単体 で は まっ た く 怖 く な い 。 
た だ 複数 を 相手 に する 場合 は ライ ト を 消し て 、 な る べく 
敵 に 気付 が れ な いよ うに し て 、1 匹 ずつ 倒し て いこ 
に ハン ドガ ンタ イブ が 離れ た 場所 で こち ら の 存在 を 感知 
する と 非常 に 危険 。 至近 距離 か ら は 射撃 攻撃 は し 
い の で 素早 く 近 づい て 接近 濁 に 持ち 込 も う 。 
















si は 陣 古 怪 融 婦 は へ きり さ 


ニ 難 8 と 引き で テー は 対 埋 計ら 眉 訂 人 


SILENT HITLL3 


伴 一 遇 ] 








| [コーキ テハ ニー ュ キー こざ 


ぬ 一 軸 ] 











[一 >ーMI> ヘ テニ ーー ご ざさ 


圏 ク リー チャ ー リ スト 





【 スラ ー ノ パー】 

地べた を 遣い ずり 回 り 、 人 の 定 音 を 聞く と 近づい て 引 
きず り 倒 そう と し て くる 。 足元 に まとわりつか れる と 攻 
撃 を 防ぐ の は 難し い の で 、 近 寄ら れ な いよ うに 注意 し た 
い 。 ま た 、 死 ん だ ふり を し て 獲物 を 誘き 寄せ る 習性 を 持 
つ 。 動か な く な っ た か ら と いっ て 油断 は 禁物 だ 。 


、 エリア 別 の 体力 
ビル 、 教 会 


Y 








Et 生 史 人 傘 大 ビ ル 、 病院 、 教 会 
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音 に より プレ イヤ ー の 存在 を 感知 する の で 、 
無駄 な 動き は し な い 方 が 得策 。 走り 攻撃 は ダメ ー 
ジ こ そ 少 な いも の の 、 ガ ー ド 不能 で 必ず ダウ ン 
させ られ て し まう の で 、 や っ つかい 。 ビー フジ ャ ー キ ー 
や 死体 に 異常 な ほど の 興味 を 示す の で 、 そ れ ら 
に 群がる の を 待っ て か ら 倒 す よ うに し た い 。 ア 
イデ メニ ュー で ビエ アフ ジャーキー で を 凌 備 、 
右 ス ティ ッ グ で 通路 に 置き お びき 寄せ よう 。 一 














Normal 
Hard 
Extreme 











走り 攻撃 
掴み 攻撃 (始め の 攻撃) 
掴み 攻撃 (掴み 中 
転倒 攻撃 
仰向け ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 中 の 攻撃 




















1 


ST LE N 議 請 剛 時 舞 中 し う 


度 ピ エンジ ャ ヤキ 食 らい つく と プレ イツ ヤー に 
は 興味 を 示さ な く な る の で 、 モ ー ル の 振り 下ろ 
し 攻撃 X4 発 で 一 気 に 倒し て し まお う 。 


の 2 た 0 た 
キー と モー ル の 組 
み 合 わせ で 倒す の 
が ベス ト 。 






























【 ス クレ バー)】 
両 の 手 に 刃 状 の 武器 を 持っ た 人 型 の 存在 。 教会 へ の 侵 
入 者 に 、 何 か を 引っ か き 、 擦 る よう 刀 び 声 を 上 上 較 な が 
ら 襲い 掛か っ て くる 。 容姿 や 射撃 武器 ガ ドド る 青 性 
な ど は ミ シ ョ ナリ ー に 酷似 し て る が それ ほ 過 は 強く 
な い 。 だ が 、 と に か く 攻 撃 が 素 時 WW の で 注意 し た U)。 
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教会 に し か 出現 し な い ク リー チャ ー。 プ レイ ヤー が 背 
中 を 向け て いる と 、 走 っ て 追い か け て くる 習性 が ある 。 
林 撃 武器 で は 日 本 刀 が 有効 で 、 相 手 の 攻 撃 を ガー ド し て 
か ら 突 き 攻 撃 X3 発 程度 で 比較 的 簡単 に 倒せ る 。 た だ 、 攻 
撃 が 素早 い の で 、 最 初 に ガー ド す る タイ ミン グ は か な り 
シビ ピア と な る し 、 攻 撃 力 も そこ そこ ある の で 細心 の 注意 
が 必要 。 身 撃 武器 の 場合 、 ハ ンド ガン か サブ マシ ン ガ ン 
が 有効 な の だ が 、 サ イレ ン サ ー を 装備 し て いな いと し っ 
か り ガ ー ド され て し まう の で 気 を 付け よう 。 





アク ショ ン レ ベル 
Easy 


Creature List 





Normal 





Hard 





Extreme 


攻撃 の 種類 
振り 回 し 攻撃 





殴り 攻撃 








突き 刺し 攻撃 ( 柄 ) 








笑 き 刺 し 攻撃 ( 刃 ) 









ま も 委 部品 しほ 


sfi 沼 沈 中 崇 半 記 戦 対 


作 滑 史 疹 喝 さ 八 記 アー は 約 購 計 9 当 其 4 





ト う 
ー ト 


LL 








こさ 』 [一 こさ で ざさ > いい 、 テ ニー+ ホ キー こざ 


半 一 由 ] 











IN つう [トー コテ さこ いう テニ ー+ ホ ー こ ざさ 





回 クリ ー チ ャ ー リ スト 


【 ス プリ ッ ト ワ ー ム 】 


ショ ッ ピ ング モー ル 裏 世界 下層 部 に 存在 する 。 人 間 の 
数 倍 も の 体 を 持ち 、 蛇 の よう な 移動 方 法 を と る 。 ま た 、 
その 先端 の 内 部 に は 大 き な 顎 を 持ち 、 人 の それ に 酷似 し 
て いる 。 半 径 約 5 メ ー ト ル 以 内 に 接近 する と 通常 噛み つ 
き 攻 撃 を 仕掛 け こ くる 。 この ゲー ム で 最初 の ボス 戦 と な る 。 
体力 


Easy 800 前 後 





Normal 1600 前 後 





Hard 4000 前 後 
Extreme 4000 前 後 








攻撃 力 
攻撃 の 種類 


噛み つき 攻撃 (通常) 20 





地震 攻撃 0 





帳 みつ き 攻 撃 ( 特 殊 ) 100(Hard 以 上 で は 革 死 ) 





移動 時 体 当たり 攻撃 2 





STILENYT は TLL3 








は お Pi 喘 ショ ッ ピ ング モー ル 
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スプ リッ トワ ー ム が 穴 か ら 出 て くる 際 に な る 
べく 正面 に 立っ て 待ち 受け て 、 通 常 只 み つき 攻 
撃 を ガー ド 。 す ぐに 鉄 パイ プ の 振り 回 し 攻撃 X 
2 発 を ヒッ ト さ せる 。 す ぐに 通常 噛み つき 攻撃 
を し て くる の で その 場 で ガー ド し て 、 振り 回 し 
攻撃 X2 発 を ヒッ ト さ せる 。 通常 喧 み つき 攻撃 
を ガー ド 後 、 振 り 回 し 攻撃 X2 発 と いう パタ ー 
ン を 約 16 回 繰り 返せ ば 倒せ る 。 戦う 際 は 必ず 防 
弾 チ ョ ッ キ を 着用 する こと 。 ま た 振り 回 し 攻撃 
の 回 数 が 2 発 以下 だ と 、 ス プリ ッ ト ワ ー ム が 移 
動 を 開始 する の で 注意 。 


3 通常 上 み つき 攻 
撃 は ガー ド 可 能 な 
の 0 の 
を 覚え よう 。 


























・ NSH の 


SN MA 4 


NN 


ん テテ 27 


3 メー トル を 超え る 巨大 な 円 簡 状 の 体 双 を 持っ 
た 存在 。 雑 居 ビ ル の 出口 を 塞い で いる 。 攻 撃 は 一 
切 し て て ず 、 こ ちら か ら ダ メー ジ を 与え る こと も 
で き な い 。 あ る 童話 の 中 に その 姿 が 描か れ 、 町 の 
門 に 住み 着き 人 を 食い 殺す 、 と され て いる 。 


| tm px 個 衝 大 ビル ( 東 ) 























【 章 話 、 始 まり 】 
むか し か し 、 あ る 町 の 門 に 怪物 が 

佳 み つき まし た 。 
と て 8 思い 八 で す 。 


WC も さわ く 
過 紹 つか まえ で は | 


まし 


命 久 を 出し 
際 電 だ の は 、 


[えい っ 
RSC 8。 NOU で つり 


そし L て さき した ち は 馬 
ば 《 と 食べ られ て 


和食 NU ま 2 ので す 。 
町 思 住 ん を で いる 人 は 怪物 が こわ く て 
だ れれ も 町 の 門 に は 近づけ ませ ん 。 
町 の 外 に 出 ら れ な く 
縮 芝 聞い た 王さま は 、 さき 


は りき ち ゎ 
行 圭 ま し た 。 


、 や ぁ っ 』 
[JRMCiiyd cb 


ご と 、 怪 物 は ば く 


お し ゃ むし ゃ と 


な by: 
た 。 





し た ち に 
ま ' じ た さ 
て 怪物 を た お し に 


怪物 は けん で 
でも 発 に ませ ん 。 


(しま WW ま (Ka 





王様 ば と て も 





氷 ま し た 。 





7 な り 声 を あぁ 





き 旨 


了 半 9 まめ て 、 
較 放 Aa いか わか り ま せん 。 


知人 へ 神さま に 作 え る 巫女 さま が 
Me ME 





ん 
『 る けれ ど 








それ を 聞い た 怪物 ば 怒っ 


SAN EE で あ 較 い 人 人 で す 。 
手 き ま は 巫女 さま に 公 物 を 倒し て 
で れる よう 、 た の み ま し た 。 


【 童 話 、 続 き 】 


巫女 さま は 王さま の 願い を 聞い て 
町 の 門 へ と むか いま 誠 。 
や さ し い 巫女 さま は 何 か 怪 物 を 
死な せ た く な か っ た の 説得 し て 
みよ うと 思い 閣 刀 た 。 


る さい 、 だ まれ 主 仙 つて じ し ま うん 
だ けど 怪物 は 天女 さま の 話 を 
聞こ う . 汐 まま せん % 


それ で も 巫女 きま 信 怪 物 に 語 し か ける 
の を や め ま せ ん 。 
「 人 を 食 放 る の は いけ な いこ と で す ] 


、 巫 女 さ まほ 
雪が が りな ん と 、 きま を 
殺し で U ま いま な た 。 


【 童 話 、 終 わり 】 
王さま も 町 の 人 も や さ し い 交 きま の 
079 に を に な み だ を な が し まお 市 導 
あん まり みん な が 泣く の を 、 か わい る 9 に 
思 ぁ な た 神さま は 巫女 さま を 訂 跡 の カ で 

助け まし た 。 





朝起き る よう に 、 
さま り じ 加 の 0040。 


巫女 さま は も う 一 度 、 怪 物 の と さろ へ 


行き 拉 


[ば か な 奴 だ 、 ま た 人 死に た い の か ] 
「 い いえ 、 死 ぬ の は あな た で す ] 
巫女 さま は 今度 は 怪物 を 殺す た め に 
や っ て きた の 意 す 。 


や さ し い や さい 巫女 きま Ia 放 訂 
それ は か な し いこ と で す 。 
で も 仕 方 あり ませ ん 。 


時 ん も や り リ も や く た だ ぎ ず 7 結 
ゆみ や も て っ ぽう も は れれ か AA 表 個 | 
お れ は 殺さ れ な い ぞ と ど 、 惨 物 較 

わら いま す 。 で も 朱 女 ま 引 を 
ゆみ や も 使い ませ 6 
た な 一 す 、U ゆん 選 G 仙 十 二 M 


「 ト wwg・ フ ィ ャ ・ 王 コ 麻 証 六 多 
する と 何 科 9 に 細 較 央 2 
怪物 は 大 き な 、 《@ る 引 定 9 症 ひ の WN あ 
あげ る と 死ん で 、 


お か げ で 町 の 人 た 玉 ほ 、 ま だ た 由 を 作る 
よう に 偶 り まし た 。 

だ れ も が 、 そ の 巫女 さま たいそう 

か ん し ゃ し た と いう で と ヒ で す 。 | 
めで た し めで た し 。 








巫女 さま は 目 を 


消 電 U 二 衣 し た 。 





《 つ の [マテ JIN テハ ニー ュー こざ 


ぬ 一 遇 ] 








ト う 一 こ 寺 ん テハ コニー ホー こざ 





男 ク リー チャ ー リ スト 


ショ ナリ ー) 


両手 に トン ファ ー の よう な 刃物 を 持っ た 人 殺し を 快楽 
と する 人 型 の クリ ー チ ャ ー。 そ の 刃 と 身体 は 、 彼 が 殺し 
た 者 の 血 で 赤く 染まっ て いる 。 背 の 高 さ は 大 人 の 男 ぐ ら 
いで ある 。 頑 健 な 体 を 持ち お 、 そ の くせ その 動き は 俊敏 。 
高い 知能 を 持ち 、 ク ロー ディ ア の 命令 に 従い 行動 する 。 


1500 前 後 





3000 前 後 
4000 前 後 
4000 前 後 











攻撃 力 














Y が ヽ ゝ 
演 め 攻 掌 () 
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ライ ト を 消し て いる と 、 走り 斬り 攻撃 を し て 
と こない の で 、 ラ イト オフ が 基本 。 ま ず は 相手 の 
攻撃 を ガー ド 後 、 モ ー ル の 振り 回 し 攻撃 を ヒッ 
ト さ せ 、 ダ ウン させ る 。 そ こ に モー ル の 振り 下 
ろ し 攻撃 X1 発 で 追い 打ち 。 起き 上 が り ぎ わ の 
起き 上 が り 攻 撃 を ガー ド し て 、 振 り 回 し 攻撃 で 
ダウ ン を 奪う 、 の 繰り 返し 。 相 手 の ダ ウン 状態 
が 短く な っ た ら 、 武器 を 日 本 刀 に 持ち 替え 、 攻撃 
を ガー ド 後 、 突 き 刺 し 攻撃 で 反撃 と いう パタ ー 
ン に 切り 替え を よう 。 ア ンプ ル で スタ ミナ を 維持 
する と 戦い や すぐ な る 。 


3 漁 め 攻撃 は 還 革 、 
監 玉 の 横 移 動 で か 
わし て か ら 攻 撃 す 
る と 良い 。 

































【 レ ナー ド ) 


神 を 信じ 、 称 え 、 そ の 神 の た め に 異教 徒 や 背 教 者 を 殺 
すこ と に 喜び を 感じ て いる 。 水 の 中 に 潜み つつ 、 不 意 還 
浮き 上 が っ て は 襲い 掛か っ て くる 。 そ の 住み 着い て ゆい 窟 
場所 の せい か が 目 は 見 えな いら し く 、 音 に の み 反 応ずる 。 
銃器 系 で 攻撃 を 受け る と 頻繁 に 潜水 モー ド に 移行 。 ま た 
打撃 系 で 複数 回 攻撃 を 受け る と カウ ンタ ー を 発動 する 。 


出現 エリ ア 且 肖 深 











アク ショ ン レ ベル 
Easy 


Creature List 


@ の 7 ルツ 





Normal 





Hard 





Extreme 


攻撃 カ 
AE] 


腕 振 り 攻 撃 ( 左 右 ) 











水中 か ら 立 ち へ の 腕 振り 攻撃 





カウ ンタ ー 攻 撃 (1 発 あ た り ) 
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打撃 系 の 有効 武器 は ナイ フ と 日 本 刀 。 ナ イフ で 戦う 場 
合 は 、 正面 か ら の 振り 回 し 攻撃 連打 が 基本 と な る が 、 き っ 
ちり 真正 面 で な いと カウ ンタ ー を 食らっ て し まう 。 日 本 
刀 の 場合 は 、 背 後 か ら 振り 回 し 攻撃 連打 と な る が 、 こ ち 
ら も 真後ろ みか ら で な いと カウ ンタ ー を 食らう 。 ダ ウン さ 
せ た 後 は 2 つの 行動 パタ ー ン を 取る 。 水 中 か ら 腕 振り 攻撃 


- を 仕掛 け て きた 時 は 、 ガー ド し て か ら 反 撃 。 潜水 モー ド に 


移行 し た 時 は 立ち 上 が る まで 待つ し か な い 。 そ の 際 、 走 
ら ず に 歩い て 近づい た 方 が 気 づ わ れ に くい 。 











。Ji 狼 CU は は は 頭 加 古内 界 可 軸 (Tr 


の さき 人 飲 は 和 計 アー 帳 涯 相 r テ ー サ で る 4 


⑳ 一 軸 ] 








[テー サ で テハ ニー+ー ご こざ 


に ーー 


ぬ 一下] 








FN つ [さい ーー 中 テハ ニー ュー こざ 





田 ク リー チャ ー リ スト 


【 メ モリ ー オ プア レッ サ 】 


も う 一 人 の へ ザー。 ア レッ サ 自 身 で は な く 、 そ の 妄 執 。 
記憶 で あり 、 願 望 、 感 情 で ある 暗い 心 の 残 津 。「SH1」 
に お いて 、 こ の 地 で アレ ッ サ の 希望 が 絶た れ た こと か ら 、 
その 哀 苦 の 思い と 強大 な 力 に より 生み 出さ れ た 。 へ ザー 
を 襲う の は 、 怒 り で は な く 優し さ の た めで ある 。 
体力 

使用 武器 別 の 体力 


ハン ドガ ン | 鉄 バイ プ | サフ 


に ンク ン メ レス 
1600 
2000 
2400 
2400 


ナイ フ 


1120 
1400 
1680 
1680 


1280 
1600 
1920 
1920 


Easy 
Normal 
Hard 
Extreme 














攻撃 力 





攻撃 の 種類 




















ナイ フ 召 ぎ 払 い 10 
ハン ドガ ン 射 撃 20 
ハン ドガ ン 喚 り 8 

鉄 パ イプ 殖 ぎ 払い 

サ プ マ シン ガン 射 渦 

サ プ マ シン ガン 殴り 

















全部 で 四 つ の 段階 が ある が 、 射 撃 武器 で ある 
ハン ドガ ン と サブ マシ ン ガ ン を 持っ て いる 時 
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は 、 密着 状態 で 戦う よう に し 、 射 柚 体 勢 に 入ら 
れ た ら 馬 の 影 で 待機 し よう 。 近づい て 相手 の 攻 







撃 を ガー ド し て か ら 






イミ ング が 悪い と 、 


振り 回 し 攻撃 X2-3 で 反撃 が 基本 パタ ー ン 。 た 
だ し 鉄 パ イプ 時 以降 は 、 プ レイ ヤー の 攻撃 に 耐 | 
え 攻 撃 を 続行 し て くる 。 面 衝撃 能力 が 2 倍 に な り 
ダメ ー ジ モー ショ ン が 出 に くく な る 。 攻撃 の タ 


攻撃 を 食らっ て し まう の で 注意 が 必要 だ 。 


、 日 本 刀 の 突き 刺し 攻撃 や 






攻撃 が ヒッ ト し て も 相手 の 










4 射撃 武器 を 構え 
られ た ら 、 馬 の 凡 
に 陣 れ で や り 過 ご 
すし か な い 。 
























Creature List 





[| 神 」) 


へ ザー の 胎内 で 育ち 、 ク ロー ディ ア に よっ て 生み 出さ 
れ た 神 。 ヘ へ ザー が 拒絶 し た こと で 、 完 全 な 形 で 誕生 する 
こと が で き な く な っ た 。 こ の た め 下 半身 が 未熟 な 状態 の 
まま で ある 。 ま た 、 や 熱 を 自在 に 操る 事 が 可能 。 立 ち 
状態 と 四 つ ん 遺 い 状態 の ら 種類 の 状態 が あり 、 四 つん 遺 
い 状 態 に し な いと 打撃 武器 で ダメ ー ジ は 与え られ な い 。 
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スン モレ 4 の 9 月 Tvt【2】 Oil 


ハン ドガ ン と 日 本 刀 を 使い 分 け な が ら 戦 う 。 立ち 上 が 
り 状態 の 時 は 、 離れ た 場所 か ら ハ ンド ガン を 3 発 打ち 込む 。 
そう する と 四 つ ん 遺 い 状態 へ と 移行 する の で 、 武 器 を 日 
本 刀 に 持ち 替え る 。 四 つん 中 い 状態 に な っ た 直後 に 腕 振 
り 攻 撃 を し て くる の で 射程 外 で 待ち 、 攻 撃 終了 後に 走っ 
て 近づき 日 本 刀 で 頭 に 突き X2 発 を ヒッ ト さ せ た 後 、 走 っ 
て 離れ る 。 武器 を ハン ドガ ン に 持ち 替え 、 何 発 か 当て る 
と 立ち 上 が り 状 態 へ と 移行 。 以 下 同じ パタ ー ン の 繰り 返 
し と な る 。 
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テニ ー+ー こ ざさ 


C う [[「 其 


NG [ ミ H-J で テニ ー+ ィ ホー こざ 


の 6/ 


【 ヴ ァ ル ティ エル 


神 の 従者 。 あ る い は 聖母 を 監視 する 者 。 
ーー に 危害 を 加え る 事 は な い 。 様 々 な 場所 
見 せる が 、 存 在 は 単 一 で ある 。 ゲ ー ム オー バー 時 に 
へ ザー を 引き ずっ て いく の も この ヴァ ル テ ィ エ ル 。 
外見 的 特徴 と し て は 、 裂け た 皮膚 と 左 後頭 部 に 「 口 」 
が 存在 する こと が 挙げ られ る 。 








ーー 明か され る ! 
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1 1 の 人 に 注い だ 0 の クリ ニ デ チ ャ ー と は ? 

・ ジ ェ イム ス が メア リ ニ を 抽 害 じ た の は 3 年 前 で は な か っ た !? 
OS 
ーー も だ ど 『 ン リ ニ ズ を 通じ て の 詳 、 反 問 を 

23 の キー ワー ド に 分 け て 詳細 解 ! 


ーー EPCHIN 


編 記 全文 掲載 「1」「21「3] 全会 話 を 
ーー・ = 例 交 紅 ルコ ュー 
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サイ レン ト ヒ ル 
公式 ガイ ド 


定価 (本 体 1.000 円 + 税 ) 
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サイ レン ト ヒ ル 2 
公式 完全 攻略 & ワ ー ル ドガ イド 
定価 (本 体 1,300 円 + 税 ) 
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サイ レン ト ヒ ル 2 
最期 の 詩 
公式 ガイ ド 


定価 (本 体 1.300 円 + 税 ) 
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亀 1999 年 3 月 4 日 


(ペスト 版 ) 
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@1.800 円 (税別 











人 @5.800 円 (税別 ) 


(PSone Books) 
@2002 年 1 月 24 日 発売 


念 2000 年 4 月 27 日 発売 





) 








人 @GBA 
例 2001 年 3 月 21 日 発売 


人 @5.800 





エ 











(税別 ) 


















例 PS2 
人 @2001 年 9 月 27 日 発売 
介 6.980 円 (税別 ) 

















その WM の 祝電 衣 レ ル 


か っ で は 、 短 記 有 の 翔 紅 
そば ゆで 報 陵 の 導 で あっ た 


町 の 中! 届 に ある の は 、 N ん 湖 
軸 は 
訪れ る 人 々 の 下 : 大 と 放 を 時 に も で 


もじ 見 る 導 に よっ て (や 
。 米 、 存 任 する は すず の な いい 
と も ある と 【 


き で てき 0 に を AU」 U 

ル ん 
い % の Hi は に 5 
も) 人 こも 多く の 謎 を 残し た まま 、 放 言 さ れ て きた 


さて を 振り 返り 、 
つの ), 涼 を 衣 f に MP UM 


SILENT HILL 3 


IMEeicliiie 


SILENT HLL2 


@XBOX S) 
@2002 年 2 月 29 目 著 居 | @2002 年 7 月 4 日 発売 側 2003 年 7 月 3 日 発売 
@6.800 円 (税別 旨 免 4.800 円 (税別 ) 人 @6 980 円 (税別 ) 





際 ポ 0 に 
rw 


ア 「2] の 出来 事 の 前 に 、 火災 に 
2 よって 焼 矢 し で し まっ て いる 。 


| 町 は ずれ に 建て られ た 施 
CRLcoacRsd 





4 絵画 や 写真 で 町 の 歴史 を た ど 
る こと が で きる 机 料 。 


KISSAHYGISM が 


|^ の ひつ て 光生 し た 人 に 和 0 





RAILSu 
CO 


| ^ 住 宅 街 の 南 に 位置 する の が リソー ト ・ タ ウン . 
| 大 通り を 西 へ 進め ば 遊 還 地 へ 


行く こと が 


t 辻 


か VN 


OWNGCJWRTTNWMMBRMNMOTM0GN ご へ ry 


計 A ト ルー カ 湖 に 面 し た 親 水 公園 。 | 


Te、 
D6URY su 


ド り 舞台 と な づな の は 。 滑 の 北側 
街 。 小 学校 、 教 令 な ども ある 。 








FT HILL 


PR 


- で RICHTGN SL 


DR N 


ム 括 を 波 っ た 緊 華 持 に は ショ ッ ピ ング セン ター 


や 策 際 な ど が あり 、 湖 の 南側 より も に ぎ や か だ 





の の とし て 幸い ら 、 
そ イチ (プア アリ カン の 殺生 わ れ を ーー 


| 6 サイ レット EL ル へ の 入村 y98 0 


居 の 伝 衣 が 流行 し 町 が Ht6 


| @ 流 刑 地 と し て 再 入村 開始 間 レ に 
、 サイ レン ト ヒ ル 刑務 所 速 設 
伝 病 の 流行 に <4 り ブル ッ ク ヘ イヴ ン 病 院 半 譜 


@⑯/ ラ ンス ミス の [水辺 の 必 基 が 揃 か れる 


サイ レン ト ヒ ル 刑 務 所 用 鎖 


.@⑯ ポ 田 奈 、 ウ ヴィル ツ 寮 才 の 株 振 が 始 
ー サ イル ント ヒル 沙 柏 化 


の 衝 1 @ ナ クー 人 スチ 、 証 科す て 
| IN | @| ル ー カ 馬上 uu 
@ 市 北 光 殺 千 
II ' ei 5 を 和 導 に ド 才 
@ イ ティ イブ アメ リガ ツン の 組 線 的 折 終 漬 | で AOROCWRU2WK て | 5 | 
(| NM | @ ト ルー カ 刑 務 所 閉鎖 
、 ー サ イル ント ヒル 、 衝 光 地 し て 再 昌 著 へ 
観光 稚 り トル ・ パ ロワ ネ ス 号 行方 不明 
@ ト ルーク 湖 て 実 常人 事件 が 生 


@ サ イレ ント ヒル 市 長 信光 
。 MMMNMWN。 








不思議 な 儀式 が 行わ れ て い : 

ン … ネイ ティ ブ ア メ リカ ン の 聖地 人 

、 ヨー ロッ パ か ら 入 西 者 が や っ て くる 以 還 還 ki 4「 前 か な る 精 埋 眠 
前 か ら 、 サ イレ ント ヒル は 聖なる 場所 人 の 9 所 こ 貫 われ だ 
0 「 MM 町 。 し か し 彼ら は 、 
ao た の 内 か 5 し 電 に 入植 者 に 追わ れ 、 町 
は 不思議 な カカ が 宿っ で いた の だ ろう ぁ | 


導 病 流行 後 の 再 入 視 は 

流刑 地 と し て 開 婚 さ れ た 

多く の 人 々 が 命 を 落と し た 忌 ま わ し き 
、 土地 。 そ れ ゆ え 、 当 初 ほ 流 刑 地 と し て 

利用 きれ る 。「 サ イレ ント ヒル 」 とい | 写真 が 飯 ら れ で いる 

う 名 前 は 、 こ の 時 に 付け られ た 。 

刑 有 
は 、 歌 地 に 歴史 資 


館 が 建て られ た 。 町 
の 歴史 を 伝え て いる 。 


再び 本 う 伝染 病 の 表 威 

町 は 徐々 に 導 に 包ま れる 
伝染 病 が 町 を 間 っ た 。 不慮 の 死 を 遂 「 4 ブル ッ ク ヘ イヴ ン 
た 住民 や 、 受 弄 者 た ちの 念 に よっ て 、 識 粒 生計 、 現 在 の よう 
元々 町 が 持っ て いた 力 は 、 徐 々 に 至 め 詞 な 大 規模 に な っ た の 


( 8 「 は 1800 年 代 の 後半 
いら れ て いっ た の か も し れ な い 。 1 、 に な っ て か ら で あ る 。 


国家 を 分 し た 内 戦 に 
町 は 知 応 な く 巻 き 込ま れ た 


PP 。。.「861 年 に 起こ っ た 南北 光 争 。 湖 に 石像 
が 残る 、 パ トリ ッ ク ・ チ ェ ス ター は 、 
人 この 時 に 戦っ た 戦士 で ある 。 


立 か ら 生ま れ た 関 争 
が 、 後 世に な っ て 人 短 

、 め ら れ 、 家 教 的 な 上 
拝 を 生 お こと に な る 。 


、 抽 光 地 と し て 再 出発 し た 町 を 
度 重なる 不幸 が 負 う 
、 ウ ィ ル ツ 展 の 閉鎖 に 伴い 、 町 は 観 う 


地 と し て の 再 出発 を 模索 。 し か し 、 相 一 転 し て 深い 且 に 包 
次 ぐ 答 の 事故 に まれ た 不気味 な 湖 と 


ト 間 と に 
判 を 落し て し まう 結果 と な っ た 。 MT 











| 幼い 時 か ら 特 殊 な 能力 を 持っ て いた アレ 
ッ サ は 、 小 学校 で は “魔女 " と 呼ば れ 、 


4 「 1 の 不明 
世界 で は 、 彼 女 
の 苦痛 に 満ち た 
少女 時 代 が 二 間 
見 られ た 。 】 





EpP40 に | 
V 


開発 団体 の 役員 が 
相次い で 事故 死 





| 発し よう と し て いた 
| 会 社 の 役員 が 、 相 次 
| いで 謎 の 怪 死 。 死 因 


が あま り に も 謎 に 包 
まま 6 だ だ の 中 


| 地 の 宗教 と の 関連 も 語っ 死 ょ か っ て の 何 め な 信 
| 噂 され た と いう 。 仰 と 重ね 合わ せ て 考え られ た 。 


| アレ ッ サ の 2 年 後に 

は 、 ク ロー ディ ア が 生 
、 まれ て いる 。 2 人 の 親 
、 が 同じ 信仰 を 持っ て い 


た と いう こと も あり 、 識 和 2424024C 


約 14 年 前 





繁華 街 で 6 棟 が 全焼 する 火事 が 発生 。 火 元 で ある ギ 

レス ピー 家 か が から は アレ ッ サ の 中 体 が 見 つか っ た と さ 

れ た 。 し か し この 火事 は 、 ダ リア が 娘 ・ ア レッ サ に 
。 対し て 行っ た 降 神 の 儀式 が 原因 で あっ た 


マ 半 体 は カウ フ マ ン に よっ で 
差し 替え られ た の だ ろう 。 


ムリ サ は 呪 法 に よっ て 生か さ 
| れ 続け る アレ ッ サ を 看護 し た 。 


約 12 年 前 約 11 年 前 












アレ ッ サ クロ ニテ ディア ハリー ダリ ア の 儀式 


妥 ! だ ヨ 誕生 妻 と 死別 シェ リル 誕生 








と いう ドラ ッ グ が 流行 。 捜 査 宮 を は 
じ め 、 取 締り 強化 を 掲げ た 市 長 も 相 
謎 の 死 を 遂げ た 。 





4 背景 に は 、 
病院 と 教団 の 
癒 六 が あっ た 。 


夫 か な 
いた の 供え で る 


少女 時 代 は 非常 に 仲 が ム ァ レッ サ の 部 屋 に は 、 


県 が から た より だ 。 2 人 の 思い 出 が 








残る 。 








心 に 聞 を 抱い た 者 が 集い 、 不 気味 な 神 が 崇 拝 
され る 町 ・ サ イレ ント ヒル 。 そ の 原因 と な っ た 
ー 人 の 少女 の 半生 を 振り 返る 。 


教団 の 司祭 ・ ク ロー ディ ア は 、 ア レッ サ 
、 の 転生 で ある へ ザー を 発見 。 世界 に 楽園 | 
| を 作り 出す た め に 、 彼 女 の 中 に 有 眠る 神 を 


再び 時 ら せ よ うと ずる 。 











降 
時 14 歳 ) は 、 ダ リア の 支配 か ら 逃 れる た め に 、 分 身 
で ある シェ リル (当時 7 歳 ) を 呼び 戻す 。 ア レッ サ 
の 想念 の 力 に より 、 町 は 異 世 界 べ と 変貌 し た 。 


4 クロー ディア 
は 、 へ ザー の 中 
に 眠る 神 を 、 憎 
49 NG 
て よう と する 。 


Y 2 人 の 少女 が 1 つ に な っ た 





後 、 あ ら た な 命 が 生 まれ た 。 


ム ハ リ ー は 、 娘 を 敷 お うと し 
て 、 事 件 に 巻き 込ま れ た 。 


















0) 5 年 後 ? 年 後 
に 1 目 ヨ NN 上 』| 邊 ボー トラ ンド の - SILENT HILL 2 1010// 
AE だ コ 殺人 事件 3 











| 事件 後 、 ハ リー は シ 
員 昼 2 人 A 義 補 ) を 


連れ で ポ エ ト ウ ンド 


に 移り 住ん な で いた 。 
| し か し 、 彼女 を 狙う 
| 教団 員 に 居場所 を 突 。 い リー は この 時 、 犯 人 
き 止 め ら れ て し まう 。 を 殺し て いる よう だ 。 


『1 』 を きっ か け に ] 

つ 力 は 強大 化 。 心 に 間 を 拘 

く 者 を 呼び 集め 、 そ れ ぞ れ | 
を 具現 化す る よう 








巨大 1 
| ダリ ア の 死後 、 一 時 は 
沈静 化し た 教団 の 活動 
だ が 、 十 年 ほど 経つ と 


1 
き 
再び 活発 に な る 。 体 制 『1 Ya 
を 整え 、 女 速 に 信者 を 5 
増やし で いく 敷 団 。 人 どう も あれ は 利用 で き そ 3 





は いい 


の 中 に 間 を 抱く 省 に は 、 深 


の 背後 に は 、1 人 の 青 体制 づく りゃ 資金 繰り に 尽 
議 粒 [次 | が 見 える と いう 。 


年 司祭 が いた 。 力 し た の は ヴィ ン セ ント 。 
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(RzW:NoIW】| 


| クロ ニテ ディア 6 


阻 正 の た め 
拓 








レナ ー ド 


新た 5 ノー StLENT HILL し 


拾う @ 育 ぐる 


シェ リル の 
捜索 を サポ ニ ド 


| 降 神 術 べ の 間 
岳 抗 に 











降 神 術 を 施 ゆ 
8 を 代り せる ) 


の ドン ペ ド < 
ボー ルド ウィ ンジ 


探索 を 信頼 
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HTSTogT F S 

ALESSA 'S HI し 
CHARAC TERS RELATLoN MAP 













logue 1 Ro 
「SILENT HILLI 





logue 2 
「SILENT 












logu 央 3 レー 
「SILENT HILL 3] 







CgEATUEE CoHMENTAET 
ENbING&THEME SoNG ANALTSTS 
SIAEF CEEp15 















Makno cf SrLENT nrLL ろ ] 
STLENT HLLL FUGUE Sog ど se 








ダイ アル ルフ / 


SHL ENT 昌 HL 





[3」 の 主人 公 で ある へ ザー( シ ェ リル ) の 父親 ・ ハ リー が 
主人 公 と し て 登場 する 第 一 作 。 その 後 、 サイ レン ト ヒ ル 
の 町 に 起こ っ た すべ て の 出来 事 の 原点 と な る 物語 を 、 
あら ゆる 全面 か ら 振り 返っ て みよう. 








SILENT HILL STORY PaEVIEW 


単なる 人 物 紹介 に と ど ま ら ず 、 ゲ ー ム 以前 の 出来 事 が 描か れ て いる 
オー プ ニ ン グ 。「GOOD+」END 後 は 、 一 部 の 映像 が 変化 する 。 
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DWH 7 小学校 の 地下 に ある ポイ ラー 室 で 、 --MCD を 9 アレ ッ リ の 0 
の 言葉 に 続い て アレ ッ サ の 写真 が 映し 出さ れる | 叉 「O1」 の 写真 より も 成長 し て いる 。 


v 坊 を 抱き 上 げ る ハル リー と 姦 。 本編 中 に は 生 、 助け を 求め て ハリ ー に すがる リサ 。 彼女 は 、 2 
に シェ リル を 拾っ た 時 の も の だ ろう 。 する た びに 、 ハ リー の 前 に 現れ る 。 提 | 


中 に 立つ シェ リル 。 彼女 を 探し 求め て ハリ クリ ー チ ャ ー を 鉱 で 殺し 、 押 く 休 子 に 座る カウ フ マ ン 。 の | 
町 を さま よう こと に な る 。 寮 室 で ハリ ー と 初め て 出会う 場面 の 映像 だ 。 


ェ の ソフ ァ で 目 を 覚ます ハリ ー 笑み を 浮か べ て 歩み 寄る シビ ル 。 カフ ェ で ハリ ー と 出会っ 
い 込 む 夢 を 見 て いた 。 回 ES まだ 事態 の 深刻 さ に 気づい て いな い 。 提 肌 


1 て いた 机 の 下 か ら は い 出 い 部 道 を 走る 一 台 の クル マ 。 休 暇 を 取り に サイ レン ト ヒ ル 

- ン の 映像 だ 。 や っ て きた ハリー と シェ リル が 乗っ て いる 。 | 
助手 語 で 居 眼 り を する シェ リル の 手 に は 、 ハリ ー か 持っ た スケ ッ チ 
MRHMN 後 で 族 地 要 で 捨 うこ と に な る 。 
















































ーー ハリ ー、 悪 夢 か ら 目 
一 人 の 婦警 が 歩み 寄 
ハリ ー RG な 夢 ? 
婦警 気がつい た ? 
気分 は どう ? 
ハリ ー あま り 良 く は な い が …… 
何と か 大 丈夫 だ 
婦警 そう 良かっ た 
あな た は この 町 の 住人 ? 
何 が 起こ っ た の ? 
ハリ ー ちょ っ と 待っ て くれ 
私 は た だ の 観光 客 だ 
この 町 に は 休暇 を 取り に 





Ra 先月 7 歳 の 


婦警 いい え この 町 で 
会 っ た の は あな た 一 
ハリ ー …… この 町 は いっ た い 
どう な っ て る ん だ ? 
婦警 知っ て いれ ば 教え て 
あげ た いと ころ だ けど …… 








あな た 名 前 は ? 
ハリ ー ハリ ー 
メイ ソン 
婦警 あたし は シビ ル ・ ベ ネッ ト 
隣 の ブラ マ 市 の 警官 よ 
電話 も 無線 も 通じ し ない の 
と りあ え ず あたし は 
一 旦 戻 っ て 応援 を 呼ん で くる わ 
ハリ ー そう か YY 


2 一 





ー 決ま っ て いる 
. 銀 を 探す ん だ 
ジ ビ ル 駄目 よ | 危険 だ わ 
ハリー そう だ と し て も っ と 
- し て いる わけ に は いか な い 
町 が 危険 な ら ば な お さら だ 
シビ ピル 銃 は 持っ て る ? 
ハリ ー POPCLD いや 
シビ ル 、 拳 銃 を 手渡 す 
ルル これ を 項 け て お くわ 
使わ ず に 済 な と いい けど 
| 引き金 を 引く と き に は 
相手 を ちゃ ん と 見 きわ め る の よ 
撃つ べき か 否 か 
まち が っ て も あたし を 撃っ た り 
し な いで よ いい わ ね ? 
ハリ ー ああ 
シビ ピル で きる だ け 
ここ を 動か な いで 
すぐ に 人 を 呼ん で くる わ 
ーー シビ ル 去 る 
(Cafe 5to2) 














ハリ ー 鐘 を 鳴ら し て いた の は 
あん た な の か ? 
老女 あな た が 来る こと は 
わか っ て いた わ 
旋 歩 占い に 出 て いた か ら ね 
ハリ ー 何だ っ て ? 
老女 待っ て いた の よ あの 子 を 
探し て いる の で し ょ う ? 
ハリ ー あの 子 ? 
シェ リル の こと か ? 
老女 あたし に は 
すべ て わか っ て いる わ 
ハリ ー 何 か 知 っ て いる の か ! ? 
教え て くれ ! 
老女 近づか な いで ! 
闇雲 に あがい た と ころ で 
決し て 成就 する こと は な いわ 
た どる べき 道 が ある の よ 
フラ ウロ ス に 秘め られ た 
隠者 の 道 よ 
ハリ ー 何だ ? 
何 を 言っ て る ん だ ! ? 
老女 フラ ウロ ス 静寂 の 年 獄 よ 
宜 導 の 壁 を 打ち 砕き 
泥 土 の 條 念 を 妨げ る も の 
きっ と これ が 必要 に な る わ 
病院 へ 行き な さい 
手 習 れ に し た く な いな ら ば ね 
ハリ ー 待て ! 
まだ 聞き た いこ と が …… 
(Balkan Church) 














ーー ドア を 開く と スー ツ 姿 の 男性 
ハリ ー に 銃 を 向け 発砲 する 

















MR 待 0ORS 和 NGS 了 KDRH 
そ @:3 召 人 作 し いも の じゃ な い 

衝 は ハリ ー・ 紀 信 ソ ン この 
友 観 光 に や っ を きた ん だ が …… 

男 生 やっ と 人 が いた か 

ハリ デビ あん た は ここ の 人 間 か ? 

男 私 ほ は マイ ケル ・ カ ウフ マン 
この 病院 の 医者 だ 

ハリ ー この 町 で 

、 何 が 起こ きた ん だ 2.8 

、 カ ウフ マン わか らん よ 

仕事 明け に 仮 限 を 取っ て 

2 起き で 






季節 外れ の 雪 ま で 降っ て いる 
そし て きわ め つ け は この 
化け 物 だ きみ は こん な 
生き 物 を 知っ て いる か ? 
見 た こと は ある か ? 
聞い た こと は ある か ? 
こん な 化け 物 世界 中 の どこ を 
探し た っ て いや し な い 
ハリ ー そう だ な そう だ 
女の子 を 見 な か っ た か ? 
私 の 娘 な ん だ が まだ 小さ い 
7 歳 の 短い 黒髪 の 女の子 だ 
カウ フ マ ン は ぐれ た の か ? 
悪い が 私 は 見 て いな い 
し か し …… こ ん な 化け 物 が 
うようよ いる 中 で 無事 か どう か 
すま ん な 別に 悲観 させ る 
つも り じ ゃ な いん だ が 
奥さん は ? 
一 緒 に 来 て いな い の か ? 
ハリ ー 妻 は 4 年 前 に 死ん だ 
娘 と 二 人 だ け だ 
カウ フ マ ン そう か …… ぢ 失礼 し た 
と に か く 私 は 町 を 出る よ 


























皿 あり きま だ 。 
"気がつけ ば 人 っ 子 一 人 いな い 





, ハリ ー 


ハリ ー 


この まま じっと し て も 

いら れん か ら な 
ハリ ー そう か 気 を つけ ろ よ 
(Alchemilla Hospital 1F 


Examination Room) 





ー 一 机 の 下 に 看護 婦 が いる 
看護 婦 
まだ 無事 な 

















ハリ ー きみ は ? 


看護 婦 あたし は リサ ・ 


ガー ラン ド あな た は ? 
ハリ ー 
リサ ね え 
いっ た v 


xy) タメ 5 ツジ 2 だ 
* 何 が 起こ っ た の ? 
絹 な っ て し まっ た の ? 
を 失っ て いる 間 に 
誰 6 い な く な っ て し まっ て …… 
本 当 に 怖かっ た わ 
ハリ ー きみ も 知ら な い の か …… 
私 も どう し て こん な こと に 
な っ た の か わか ら な いん だ 
どう な 届 軸 の ん だ | 弟 
すべ て が 悪い 夢 の よ うに も 





リサ 


女の子 を 見 な か っ た か ? 

短い 黒髪 の 7 歳 の 女 の 手 だ 
リサ 7 歳 の 女の子 ……・? 

あな た の 娘 き ん ? 
ああ 

リサ 7 歳 の 女の子 …… 
わか ら な いわ 

ずっ と 気 を 失っ て いた が ら *…! 
ご めん な さい 
ハリ ー いや 
それ な ら この 地下 に ある 
あの 妙 な 一 淀 は 何 な の か 
知っ て る か ? 


いい ん だ 





リサ 何 の こ と ? 
ここ の 地下 に 何 ? 
ハリ ー 知ら な い の か ? 
この 病院 に 勤め て いた の 
リサ 地下 の 倉庫 に 
入ら な いよ うに 言わ れ て いる の 
だ か が りら …""* わか ら な いわ 
あそこ に 何 が ある と いう の …? 
ハリ ー あそこ は 0 
ーー サイ レン の 音 
パリー …… (ro 
リサ どう し た の ? 
し じ っ か り し て …" 
ーー 一 気がつく と 表 世 界 
ハリ ー ee 生 夢 ? 
ー 一 老女 が 入っ て くる 
老女 問 に 合わ な か っ た よう ね ' 
ハリ ー あん た は …… ' 
老女 あたし は 
ダリ ア ・ ギ レス ピー 
ハリ ー 何 を 知っ て いる ? 


頭 が …… 


2N ER 


フリー 








この 町 は いっ た い 
どう な っ て いる ん だ ? 

ダリ ア 間 よ 4 
町 を 痢 が 錠 ん で いる の よ 017 


卑 小 な る 者 の 欲望 の 忌 な べき カカ 
稚 押 な 夢 語り わか っ て いた わ 
この 目 が 来る の は 

ハリ ー 何 を 言っ て る ん だ ? 
さっ ぱり わか ら な いん だ が …… 

ダリ ア 自分 の 目 で 見 た も の を 
信じ れ ば いい だ け よ 
この 町 の 教会 行く 先 は そこ よ 
あたし で は 届か な い 
あな た だ けが 止め られ る の よ 
連中 で 地面 に 描か れ た 紋章 の 
よう な も の を 見 な か っ た ? 

ハリ ー 小学 校 の 申 歴 に あっ た 
あれ が ? あれ が 8 
_ 何だ と いう ん だ ? 

ダリ ア サマ エル の 色 章 人 
すべ で が 完成 する 前 に 
止め る の ね 

和 一 8 り ア 表 者 

ハリ ー 待 で ! お い ! 
(Alchem 中 3 9spitaiE 








Examination Roh 
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ーー 開く . ド ア の 音 を 聞き 
思わ ず 銃 を 向け る バリー 
シビ ピル ハリ ー! 
ハリ ー シビ ピル! ? 
シビ ピル 無事 で 良かっ た 
一 人 に し た の を 後悔 し た わ 
思っ た より も ずっ と 悪い 状況 ね 
頭 が お か し く な り そ う よ 
バハ リー どう し て ここ に ? 
町 は 出 な か っ た の か ? 
シビ ピル あな た が この 店 に 
入る の が 見 えた か ら 
追い か け で きた の よ 
で の 時 か ら は 出 ら れ な か っ た … 
外 へ つなが る 道 は 
すべ て ふさ が れ て いる わ 
車 も 全然 動か な い の よ 
それ に あい か わら ず 
電話 も 無線 も 駄目 
ハリ ー シェ リル は ? 
見 な か っ た か ? 
シビ ピル 見 た わ 女の子 を 
ハリ ー シェ リル な の か ? 
シビ ピル 胎 の か な た に 
か すか に 見 えた だ け な の よ 
追い か けた けれ ど 
いな く な っ て し まっ た わ 
あな た の 娘 か どう か は 
わか ら な いけ ど …… 
ハリ ー それ で 放っ て お いた の 
か 7 ど と で 見 だ なん だ ? 
シビ ピル バッ クマ ン 通 り 湖 の 方 
へ 続く 道 を 歩い て いっ た わ 
で も ね SMA 
正確 に は いな く な っ た わけ じゃ 
な い の その 子 が 行っ た 先 に は 
道 が な か っ た の よ 
陥没 で 根こそぎ 消え て いた わ 
ハリ ー 何だ っ て …… ? 
だ っ た ら シェ リル は …… 

















シビ ル …… 何 も な いと ころ を 
歩い て いっ た の よ 
… あ な た の 方 は 何 か わ か っ た ? 
ハリ ー ああ きる 
変 な 女 に 会 っ た ん だ 
7c RAー 
名 乗っ て いた 知っ て る か ? 
シ ピ ル .。 ダ リア ・ ギ レス ピー? 
知ら な いわ どう か し た の ? 
ハリ ー 彼女 が 言っ て いた ん だ 
町 を 闇 が 触 ん で いる …… 
そん な よう な こと を 
何 の こ と だ か わか る か ? 
シビ ピル 町 を 触 む 閣 ? 
ドラ ッ グ に 決ま っ て る わ 
観光 客 を 中 心 に 出回っ て る の よ 
どう いう ルー ト で 流れ て くる の 
か まだ は っ きり わか ら な い の 
(Ne 還 員 …" 


捜査 あぁ 思う よう に 進ま な く て ね 
ハリ ー fAN 
関係 ある の か ? 


シビ ピル さあ わか ら な いわ 
た だ この 町 を 人 触 む 闇 な ん て 
言わ れ た っ て あたし に は 
ほか に 考え られ な いわ 
ーー ジン ビリ ルミ 人 欠 を 見 つゆ る 
シビ ピル これ は ? 
ハリ ー  … さき さっき 見 つけ た ん だ 
奥 に 何 か あ る の か も し れ な い 
シビ ル 入っ て み ま し ょ う 
ハリ ー 待っ て くれ 
何 が 起こ る か わか ら な い 
まず は 私 が 様子 を 見 て くる 
シビ ピル それ な ら あ だ し が 
ハリ ー いや 私 が 行く 
シビ ピル … わか っ た 
あたし は ここ で 待っ て る わ 
気 を つけ て 
危険 を 感じ た ら す ぐに 戻る の よ 
ハリ ー ああ シビ ル 
シビル 何 ? 
ハリ ー きみ は …… 
わか ら な いか な ? 
も う 一 つの 世界 と いう か …… 
まる で 悪夢 の 中 の よる な ::e… 
シビ ピル 何 の こ と ? 








ハリ ー は っ き 
言え な いん だ 
し っ か り 覚 えて いる つも り で も 
すぐ に 記憶 か ら 色あせ て し まう 
真っ 暗 で 遠く で 
サイ レン が 鳴っ て いて …… 
リサ と いう 看護 婦 に 出会っ て … 
確か に 見 た は ず な の に 
実感 が まる で な い …… 

今 思い 出 そ も うと し て も 
ぼん や り し て 幻覚 だ っ た の か 
と も 思え る ん だ …… 

シビ ピル … わか ら な いわ 

パ ハリー …… そう か いや 
いい ん だ 気 に し な いで くれ 

シビ ピル ハリ ー あな た 
少し 疲れ て いる ん じゃ な い ? 

ハリ ー  …… そう か も し れ な いな 

ーー ハリ ー、 穴 の 中 へ 

(Antique Green Lion) 


り と は 





ハリ ー …… 回 は ? 
リサ ハリ ー 
ハリ ー リサ … こ こ は 病 院 か …… 
リサ ひど くう な され て いた わ 
ハリ ー そう が 上 きこ そ 
顔色 が 悪い ん じゃ な いか ? 
大 丈夫 か ? 
リザ 大 丈夫 ま よ 忌 配 じ な いで 
ハリ ー それ な らい い が … リ サ … 
ダリ ア ・ ギ レス ピー と いう 
女 を 知っ て いる か ? 
リサ ええ あの お か し な 
ギレ スピ ー お ば さん ね 
この 町 で は 
ちょ っ と し た 有名 人 よ 
めった に 人 前 に 姿 を 見 せな い 
か ら 詳 し いこ と は 知ら な いけ ど 
火事 で 子供 を 亡くし て か ら 
お か し く . な っ た っ て 
聞い た ご と が ある わ 














ハリ ー 彼女 が 言っ て た ん だ 
町 を 闇 が 負 ん で いる と 
何 の こ と だ ? 
心当たり は な いか ? 

リサ 町 を 闇 が …… の る の で 
この 町 が 観光 地 に な る 前 …… 
町 は 古く か ら 住 む 静 か な 生活 を 
求め る 人 た ちば か り だ っ た の よ 
その 人 た ちの 間 で は ね 独特 の 
妙 な 信仰 か た いな も の が 
そん な 感じ の 
町 の 若い 人 が 突然 いな く な る と 
上 地 の 神 様 に き され た と か 言い 
あっ て 普 は そう いう こと が 
多かっ た らし い の よ 
観光 地 に な る 前 は 本 当 に 
何 も な いと ころ だ っ た か ら …… 
何 か の せい に し な いと 
不安 で し ょ う が な か っ た の ね 
新しく 入っ て くる 人 が 増え て 
か ら は すっ か り 人 息 を 
潜め て し まっ た らし いけ ど 

ハリ ー 土地 の 信仰 …… 

リサ 最後 に その こと が 話題 に 
あがっ た の は 何 年 前 か し ら …… 
この 町 を 開発 し よう と する 
団体 の 役員 た ち に 事故 死 が 
相次い だ と き 
た たり だ と か 噂 に な っ て ・:wt 
あん まり 関係 な か っ た わ ね 
ご めん な さい 

ーー 一 目覚 め る と 金網 の 上 

ハリ ー これ も 夢 か ? 
また 気 を 失っ て いた の か ? 
考え た く な い が …… 
すべ て は 私 の 頭 の 
中 だ け で 起こ っ て いる こと に 
過ぎ な いん じゃ な いか ? 

車 で 事故 に あっ て 

病院 の ベッ ド で 意識 の な いま ま 

今 も 寝 て いる と か …… 

何 が 本 当 の こと な の か 

さっ ぱり わか ら な い 

シェ リル は 湖 の 方 へ 

歩い て いっ た と 
























































シビ ル が 言っ て いた な …… 
だ が 湖 へ 向かう 道 は 
通れ な い …… か …… 

ee 他 に 道 は な い の か ? 

リサ に 聞け ば わか る だ ろう か ? 


(Antique Green Lion) 





リサ ハ 敵 記 
ハリ ー 無事 だ っ た か 良かっ た 
リサ 良かっ た 
帰っ て き で くれ て ! 
- 人 で 怖かっ た わ 


・ ハリ ー 私 も だ 


会 え 身 放ち 志 だま 
不安 で し か た な か っ た ん だ 
リサ . 潮 の 方 へ 行く に は 
どう すれ ば いい ? 


| リサ 湖 


バッ クマ ン 通 り を 行け ば いい わ 
ハリ ー その道 は 通れ な いん だ 
リサ ほか に 道 は な いね 
ハリ ー 何だ っ て ? 

どう に か な ら な い の か ? 

他 に 方 法 は …… 
リサ 待 ぅ <.} 

道 は ある か も じ 札 な いわ ! 





















ハリ ー どこ だ ! 
リサ あたし が 子供 の ころ 
通っ て いた 学校 の そば に 
給水 施設 が ある の よ 
今 は も う 使わ れ て いな か っ た 
と 思う けど …… そこ に 点検 用 の 
地下 へ の 入り 口 が あっ て 
その ころ 聞い た 話 で は 確か 
湖 の 方 まで つなが っ て る っ て 
ハリ ー 本 当 か ? 
そこ か ら 溢 まで 行け る ん だ な ? 
リサ 絶対 と は 言い 切れ な いわ 
入っ た こと が な いん だ も の 
それ に 人 金網 で 囲ま れ て いて 
入れ な か っ た は ず よ 
ハリ ー 少し で も 望み が ある の 
な ら 行っ で みる 価値 は ある 
リサ ハリ ー 行か な いで 
一 人 に な る の が 怖い の よ 
どう し よう も な ぐ 怖 い の 
ハリ ー きみ も 一 緒 に 行く か ? 
こと も いつ まで も 安全 と は 
限ら な いし 保証 は で き な い が 
一 人 で らい な ら 
. 何 と か 守れ る だ ろう 
リサ 駄目 …… ここ か ら 離 れ て は 
いけ な いよ うな 気 が す る の 
ね え ハリ ー. 居 い の よ 
それ に すず ごく 寒 い の 
ハリ ー ……| も うし ば らく 
た Ye 
娘 を 見 つけ 出し た ら 
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必ず 戻っ て くる 
oo と 
リリ 稼 ハリ ー…… 
(Alchemilla Hospital 1F 


Examinafion Room) 





ー 一 店 に 入る と カウ タマ シン が 
怪物 と 格闘 し そい る 
ハリ ー 大 丈 表 か ? 
カウ フ マ ン ああ 何と か な 
不意 を つが れ だ な ん だ 
死ぬ か と 思っ た よ 
AD の 7 だ 2 
町 か ら 出 られ そう か ? 
ハリ ー いや 今 の と ころ は …… 
あん た の 方 は ? 
カウ フ マ ン 唆 目 だ 
だ が 、 あ きら め る の は 早い 
こん な 馬鹿 げた 事態 が 
いつ まで も 続く は ず が な い 
今 ご ろ は 軍 の 救助 隊 が 
近く まで 来 て いる だ ろう 
町 を 抜け れ ば きっ と 助かる 
パリー …… そう だ と いい な 
カウ フ マ ン 私 は そろ そろ 
行く 悠長 に 話 を し て いる 
場合 で は な いか ら な 
ハリ ー アレ ッ サ と いう 子 を 
知っ て いる か ? 
カウ フ マ ン 知ら な いな 


(Annie's Bar) 





ーー バイ ク の タン ク を 開け る と 
カウ フ マ ン が 入っ て くる 
カウ フ マ ン そい つ を こっ ち に 





渡せ ! 
ハリ ー これ は いっ た い 何 な ん だ ? 
カウ フ マ ン きみ に は 
関係 な いこ と だ ! 
それ より この 馬鹿 げた 状況 か ら 
欧 げ 出 ず 算 段 は つい た の か ? 
パ バリー | いや 
カウ フ マ ン な ら こん な 
と と ろ で の ん びり し で いる 
場合 じゃ や ない だ ろう ! 
いっ た ぬ 何 を 玉 ら る で る ん だ ? 
きみ だ っ て 死 だ だ く な い だ る 1 
それ な ら 逃 げ 道 を 探す ん だ よ ! 
ハリ ー わか っ た よ 
カウ フ マ ン 死に た く な いな ら 
よけい な こと は 考え る な 
いい な 1 
(Aotet 村 aerbey Inn) 








ハリ ー シビ ピル! 

シビ ピル ハリ ー 

ハリ ー どう や っ て ここ に 9? 

シビ ピル トト 水道 を 通っ て きた の 
あそこ を 開け た の は あな た ? 

ハリ ー ああ と に か < く 良かっ た 
心配 し て いた ん だ 

シビ ピル こっ ちの 人 台 詞 よ 
どこ に 消え て いた の ? 
Scoct 今 は そん な こ ど よ り 
… こ の あり きま は いっ た い 
何 な の ? この 町 は どう な っ て 
し まっ た と いう の 1? 

ハリ ー わか り に くい 語 か も 
し れ な い が 聞 いて ぐれ 
た だ …… 信じ て ほし いん だ 
私 は 狂っ て いる わけ で も 
きみ を か ら か うつ も り で も な い 
一 時 は 私 の 頭 が お か し く 
な っ た の か と も 思っ た よ 
だ けど 違う ん だ 
私 だ け じ ゃ な い 








この 町 すべ て が は て 

侵 秀 さ れ て いる ん だ 

も う 一 つの 世界 に 

誰か が 究 想 し た 悪夢 が 
形 を な し た よう な 世界 に …… 
そし て その 侵 触 は 

少し ずつ 拡がっ て いる …… 
すべ て が 痢 その も の に 

の まれ よう と し て いる 
あの 女 の 言 っ て いた こと が 
わか りか け て きた 

よう な 気 が す る 
シビ ピル ハリ ー? 


ハリ ー 私 も すべ て わか っ て 
いる わけ じゃ な い 
は っ きり と は 説明 で き な い ん だ 
シビ ル 結局 町 が こう な っ た 
原因 は 何 な の ? 
バハ リー それ も わか ら な い 
私 に わか っ て いる の は 
あと は シェ リル が そこ に いる 
の らら 7 だ 
シビ ピル そこ ? 
ハリ ー この 章 を 生み 出し た 
誰か の 下 だ 
シェ リル は そこ に いる 
そし て 私 に 助け を 求め て いる 
シビ ピル ハリ ー 
あな た は ずっ と 無理 し すぎ よ 
少し 休む と いい わ 
ハバ ハリー シビ ビル 私 は 回 
ーー ダリ ア が 入っ て くる 
ダリ ア 起 魔 が 目覚 めか け て いる 
わ お! その 細 を 療 げ 始め た の ま 
ハリ ー ダリ ア ・ ギ レス ピー…… 
ダリ ア あたし の 言っ た 通り 
7 こつ 275 で 江 SAY 
あたし は ずっ と 見 て いた わ ね 
そう 89XRO 
あの 悪魔 は 地 に 潜み 
生け 賞 を むき ほり 
この 目 が 来る の を 待っ て いた 
そし て つい に それ が 
成 就 し て し まお うと し で いる わ 
あと. 残り は ニニ つ . . こ の 時 と 
か の 深淵 ど を 結び つば げ ばる 











サマ エル の 印章 すべ て が 
完成 し た と き が 終わ り の 時 よ 
昼間 で も 痢 が 太陽 に 取っ て 
代わ り 死人 が 歩き 
狗 教 者 は 業火 に 焼 か れる の よ 
みん な 死ぬ の よ 

ハリ ー どう すれ ば いい ん だ ? 
どう すれ ば シェ リル を 
助け られ る ? 

ダリ ア 単純 な こと よ 
あの 悪魔 を 止め れ ば いい の よ 
あの 悪魔 を …… 
少女 の 姿 を し た 悪魔 を ね 
あな た の 娘 が 生け 費 に 
きれ る 前 に 
間に合わ な く な る 前 に ね 
と め る の よ 了 人 9 
や め さ せ る の よ …… 


ハリ ー どこ に 行け ば いい ん だ ? 
ダリ ア 湖 に 張り 出し た 灯台 


そし て 遊園 地 の 中 心 よ 
急ぎ な さい 
あな た し か いな いわ 

シビ ピル あたし に は 
何 が どう な っ て いる の か 
わか ら な いけ ど と に か く 
あな た の 娘 を 助け られ る の ね ? 
や っ て みる し か な さそ う ね 
あたし は 遊園 地 に 向かう わ 
あな た は 灯台 に 行っ て 


ZNE 王 


ハリ ー シビ ル …… あ り が と う 
ーー シビ ル 去 る 

ダリ ア あれ を 使う の よ 
ハリ ー 何 ? 


ダリ ア フラ ウロ ス …… 
そう すれ ば 止め られ る わ 
ハリ ー シビ ル は …… ! 


(Lake Side Boab) 





ーー メリ ー ゴ ー ラ ンド で 
変貌 し た シビ ル に 遭遇 





ハリ ー 


ハリ ー 


シビ ル ! 
し っ か り し ろ ! シビ ピル! 

シビ ピル 
… ど うし た の か し ら …… 

ハリ ー しゃ べ る な 
すぐ に 傷 の 手当 て を する 

シビ ピル ハリ ー……: あ な た の 娘 は 
な ぜ 連 れ 去 られ た の か し ら …… 
何 が ある と いう の …… ? 

それ は 私 に も 
わか ら な い た だ …… 
私 と シェ リル は 
血 が つなが っ て いな いん だ 
シェ リル に は まだ 教え て いな い 
いや も う 知 っ で いる か も し れ 
な いな パイ ウェ イ の 近く で 
見 つけ た ん だ 
身元 は まっ た くわ か ら な か っ た 
私 た ち に は 子供 が いな か っ た 
妻 の 持病 が 悪化 じ つ つ あっ て …: 
子供 が 産め る よう な 状態 で は 
な か っ た か ら だ 
そし で 私 た ち は 
シェ リル を 引き 取っ た 

シビ ピル それ じゃ …… 


aess 2 の サー ? 


ハリ ー シェ リル と 
この 町 で 起こ っ た こと と 
何 か つ な が り が 
ある の か も し れ な い 

シビ ピル 3 まる の ? 

ハリ ー。 シェ リル は 私 の 娘 だ 


絶対 に 助け 出 ず それ だ け だ 











少女 が 現れ る 

ハリ ー や は り 現 れ た な 
ここ を 通す わけ に は いか な い 
お まえ が 何者 な の か 
何 を する つも りな の か 


そん な こと は どう で も いい ん だ 


… つ だ は だ 
シェ リル を 返し て くれ 
それ で いい 








少女 を 包 お 見 えな い 壁 を 
フラ ウロ ス の 光 が 破 る 


ハリ ー シェ リル を …… 
娘 を 収 じ で くれ yy: 
ーー ダリ ア が 現れ る 
ダリ ア や っ と 会 えた わ ね 
yy 
アレ ッ サ 
ハリ ー 
ご れ で シェ リル だ 
会 える ん だ ろう ! 
どこ ご に いる ん だ [7? 
人 ダリ ア アレ ッ サ 
これ で 悪ふざけ は お し まい よ 
アレ ッ サ ママ ャ 
ハリ ー 何だ っ で ? 


ダリ ア ・ ギ レス ピー…… 








2 の KON の 

人 ダリア ずい ぶん 小さ ざか し いこ と 
の GS れ 2E わ ね 93 が ウツ 
油断 し て いた わ あたし た ちの 
呪縛 か ら 逃 げ 出 せる と は 思っ て 
いな か っ た わ あな た が そん な 
に 成長 し て いる な ん て 

ママ 知ら な か っ た の 

お か げ ば で あたし だ け で は 
捕まえ る こと が で き な か っ た わ 
で も 残念 だ っ た わ ね 
あな た の 半分 が 

この 男 に 助け を 求め て し まっ て 
ハリ ー お い 、 何 を 言っ て る ん だ ? 
公 リ ア アレ ッ サ 
あたし の か わい い 娘 …… 

あな た に は まだ や っ て 

も ら わ な く て は いけ な いこ と が 
残っ て いる の よ 
アレ ッ サ いや ! 
ダリ ア 悪い 子 ね 
準備 は で き て いる の よ 
さあ 帰り まし ょ う 


近寄ら な いで 


(Lake Side Amusement park) 





バハ リー リサ ここ は …… 財 
ダリ ア と アレ ッ サ は 
どこ に 行っ た ん だ ? 
リサ ハリ ーー 
あな た と 話し て か ら 
び ど く 気 に な る こと が あっ て … 
頭 の 片隅 に 引っ か か っ て 
離れ な い の 
ハリ ー 
月 時 だ か ら …… 
地下 を 見 に 行っ た の よ 
怖く で ぐ …… 行 きた く な か っ た 
(AMU あな た が 言っ て いた 
よう に 奇妙 な 部 屋 が あっ た わ 
だ けど 特に 変わ っ た 様 予 は 
な か っ た で も ね 





そこ で 変 な 感じ が し た の よ 
あの 部 屋 は 初め て じゃ な い 
よう な 気 が し た の …*: 
あそこ に あたし の 覚え て で い ない 
何 か が ある と いう の ? 
あたし は な ぜ …… 
ハリ ー PL 助け て SD 
ひど く 居 い の よ …… 
耐え を られ な いわ 
ハリ ー 
気 を 失っ た と き の ショ ッ ク の 
せい だ 心配 し な く で も 
時 間 が 経て ば 思い 出す …… 
ーー ハリ ー 手 を さ し の べ る 
リサ 駄目 よ 
あな た に は わか ら な いわ 
ーー リサ 去る 
ハリ ー 待て ! 
いっ た い ど うし た ん だ ? 


(Unknown) 





リサ 
ハリ ー 
いっ た い ど うし た ん だ ? 


ハリ ー 


リサ …ー… バ | 


リサ わか っ た の よ どう し て 
みん な 死ん で し まっ た の に 
あたし は 生き て いる の か 
あたし だ け 生 き て る ん じゃ 
な か ら だ の よ みん な と 同じ 
あたし は 気づか な か っ た だ け 

ハリ ー リサ 

リサ バリー 
そば ぼ 総 座 放 … 
あたし 愉 い わ 助け て …… 
あい つ ち か ら 守 っ て …… 
ね 半 間島 サー……・ 

ーー バハ リー で 部屋 か ら 出 る 

(UKi6WQ GQPHIEU 


タリア 計画 は 成功 し て いた わ 
胎内 に 宿る て いた 





… 一 時 的 な も の だ ろう ・ 





男 し か し 完全 で は な い 
魂 の 半分 が 失せ て いる 
その せい で 種子 は 目覚 め な い 
男 2 残っ た 魂 も 
種子 を 抱え た まま 意識 の 底 に 
閉じ こも っ で し まっ た 
カウ フ マ ン それ で は 役に立た な 
いと いう の か ? 話 が 人 違う ぞ ! 
ダリ ア いい え 必死 に 
押 き えつ け て いる だ け よ 
私 た ち が 手 を 貸 せ ば 
力 を 引き 出す こと は で きる わ 
大 丈夫 、 約 東 は 守る わ ね 
男 し か し こん な 状態 で は 
引き 出せ る 力 は ご くわ ず か だ … 
無力 に 等 し い 
消え た 魂 の か けら を 探さ ね ば … 
人 ダリア 呪 法 を 使う わ 
この 子 の 苦し み を 感じ て 
きっ と 現れ る は ず よ 
男 2 
(UnknownARATRON) 








アレ ッ サ いや よ !| 
も う いや な の ! 
ダリア どう し て ママ の 言う こと を 


開い て くれ な い の ほん の 少し 
少し だ け あ な た の 力 を 貸し て 
くれ れ ば それ で いい の よ 
アレ ッ サ いや ! 
2 が 呈し だ な いり | 
人 ダダ リア みん な が 幸せ に 
な る た め な の よ 
あな た の た め に も な る の よ 
アレ ッ サ こん な こと する より 
あたし は ママ と 一 緒 に 
いら れる 方 が 幸せ な の …… 
それ 以上 いら な い 
だ か ら わ か っ て よ 
ダリ ア そう …… そう ね 
ママ が まち が っ て いた の か も 











ダリ ア どう し て 気づか な か っ た 
の か し ら ? 待っ て いる 
必要 な ん か な いん だ わ …… | 
復活 の た め の 力 を 秘め た 母胎 は 
ここ に ある わ 
すべ て を あたし の 手 で 行え ば 
良かっ た の よ 

アレ ッ サ ママ ‥……… ? 








(Unknown Girl's Room) 

















ハリ ー 何 の た め だ ? お まえ ら の よう な 化け 物 に 
何 の た め に こん な こと を する ? 好き に させ て た まる か ! 
ダリ ア 。…… この 7 年 間 人 ダリ ア あな た の 役目 は 
人 ダリア メト ラ ト ン の 印章 を 長かっ た わ 終わ っ た の 必要 な い の よ 
作っ て いる こと に 気がつい た | あの 日 か ら 7 年 の 間 | こん な と ころ に 現れ て 
と き は 本 当 に 驚い た わ | アレ ッ サ は 生か され 続け た わ | どう し よう と いう の ? 
待ち 望ん で いた 消え た 魂 が 。 | 死 よ りつ らい 音 し み が | カウ フ マ ン 何だ と ? 
や っ と 帰っ て きた と いう の に 7 年 間 も 続 いた の よ ずい ぶん 偉 そ うじ ゃ な いか ? 
も う 少 し で すべ て が ] アレ ッ サ は 目覚 め る こと の な い だ が こい つ を 見 て も 
水の泡 に な る と ころ だ っ た の よ 悪夢 を 見 続け …… 彼 は そん な ふう に 涼し い 顔 で 
あの 男 の お か げ よ | その 悪夢 と 共に 育っ て いっ た … | いら れる の か ? 
本 当 に 感謝 し て いる わ 彼 は じっと 生ま れる 日 を ーー カウ フ マ ン 、 赤 い 液体 を 出す 
アレ ッ サ を 止め て も 待ち 続け な わ そし て 人 ダリア アグ ラオ フォ ティ ス ! 
止め な く て も つい に この 日 が 来 た の よ 処分 し た は ず だ わ ! 
結局 あの 男 の 娘 な ん て すべ て は これ か ら よ カウ フ マ ン わ ぎ ざと 見 つか る 
消 を て し まう の に ね | みん な 解放 きれ る わ と ころ に 1 つ 置 いて お け ば 
シビ ピル ふざけ る な ! そん な … | すべ て の 苦し みか ら | お まえ ら じ ゃ それ 以上 
ーー ハリ ー 来 る | あたし た ちの 悲願 …… | 気 が ま わら な いか ら な 
ハリ ー ダリ ア ! | 約束 の 日 甘い ん だ よ ! 切り 札 が 
ダリ ア …… まあ こん な と どころ: | すべ て の 罪 が 洗い 流さ れる 日 - 枚 し か な いと 思っ た か 
まで た どり 着く な ん て | あたし た ち は 真 の 楽園 を | 條 リア や め て ! 
ハリ ー シェ リル は 1 ? | 取り 戻す の よ ! | 一 カウ フ マ ン 、 液 体 を 投げ る 
どこ に いる ん だ ! 、 あたし の 娘 が ! | ハリ ー …… あれ は ? 
ダリ ア 何 を 言っ て いる の ? | 救い 手 の 母 と な る の よ | カウ フ マ ン いっ た い 
何 度 も 会 っ で いる じゃ な い | 一 一 光 に 包ま れる アレ ッ サ | . ど うし た と いう ん だ …… ? 
本 来 の 自分 の 姿 に 恒 元 き され て 銃声 。 ダ リア 倒れ る こん な は ず は …… 
し に っ Ko 何だ っ て ? カウ フ マ ン ふざけ る な ! | 少女 の 体 が 光 に 包ま れる 
ダリア まだ わか ら な い ? と っ と と 元 の 世界 に 戻せ ! (Unkown) 
そこ に いる じゃ な い ハリ ー カウ フ マ ン ! 
- ハリ ー そん な 屋 鹿 な | カウ フ マ ン 誰が こん な こと を 
ダリ ア そう 思わ な い の は koo 音 ん だ る | 
あな た の 勝手 よ この 俺 を 利用 し や が っ て ! 





※『SILENT HILL」 の シナ リオ 採録 は 、「GOOD+」 エン ディ ング の も の を ベー ス に し て いま す 。 





SS よじ E 全 1 括 0 ト L 
CHARACTER 
CO 上 NMENTARY 


共 入 の 原点 と な る 物語 。 登 場 
人 物 た ち に 込め られ た 意味 を 
改め て 探っ て みよ う 。 


剛 FFPFFI PPPPPT 
PPP 


SD tk ウス 

32 歳 

ーー 男 牧 

jo: 作家 

0 NdE ME 

4 年 前 に 妻 を 失い 、 現 在 は 女 と 2 人 で 暮らす 作家 。 ス 々 の 休暇 を 娘 
と 2 人 で 通 ご す た め 、 サ イレ ント ヒル へ や っ て きた 。 思 わ ぬ 交通 事 
赦 を きっ か け に 、 不 思 議 な 事件 に 巻き 込ま れる 。 











GT6at0I S 6 人 NNNBHI 


且 発 当初 は 、 濁 愛す る 義理 の 父親 と いう 設定 か ら 、 ス タン リ 
ー・ キ ュー ブリ ッ ク の 映画 『 ロ リー タ 』 の 主人 公 を 引用 し て 
「 ハ ン バ ー ト ・ メ イス ン 」 と な っ て いま し た が 、 一 般 的 で は 
な いこ と を 理由 に 、 英語 スタ ッ フ に 改名 し て も らい まし た 。 
実は 「『「 ハ リー」 と いう の は 、 こ の 名前 を 付け て くれ た 人 物 の 
愛称 で す 。「 そ の まま や ん け 」 と も 思い まし た が ……。 








024 











nenaz シ ピル ・ ベ ネッ ト 


きま は 128 歳 誤 

XSr 女 計 0 か 9 = 玄米 6 

. 暫 察 宜 件 は 実在 の 的 人 間 其 0 」. 小 生 本 来 は 、 ハ リー と 同じ 理由 で 
所 が G が te4 アッ ベン ベネ ッ ク 」 の 引用 を 、 | 「 ド ロレ ス 」 に し た か つた の で 


サイ レン ト ヒ ル の 隣 町 、 プ 
ラマ 市 の 著 官 。 突然 、 音 信 
不通 に 陥っ た サイ レン ト ヒ 
ル の 調査 に や っ て きた 。 


人 間 


CL63tOTS 
b 全 胃 提 BHT 


一 般 的 に 直し た も の 。 名 前 は 、 
モデ ル の 「 シ ビル ・ バ ッ ク 」 と 、 
アク ショ ン 女 優 の 「 シ ピル ・ ダ 
ニン グ 」 双 方 の イメ ー ジ で す 。 











シェ リル ・ メ イソ ン 


ハリ ー の 一 人 怒 だ が 、 実 は 
血 の つ な が り は な い 。 旅行 
先 に サイ レシ ント ヒ ル を 希望 
し た の は 彼女 だ っ た 。 















fBdL0OTS 
E0 順 Ne 過 


す が 、 猛 反対 で 没 に な り ま し た 。 
この 名 准 の 由来 は 「 シ ェ リ ル ・ 
リー」 か ら で す が 、 持 に 意味 は 
あり ませ ん 。 





3③ aa 


は ee: サ w ガー ラン シンド 








ae)23 歳 CfTE4TOFS 

= 女 柏 

者 婦 COW 人 BI HI 
Sh は NT 

アル ケミ ラ 病 院 に 勤務 し て い | 「 リ サ 」 は 、 映 画 『 サ ン ゲ リア 』 





で 殺人 番 護 婦 を 演じ て いた 役 老 
の 名前 か ら 。 姓 は 、 墓 の 国 に 
迷い 込む 人 物 で ある こと か ら 『 オ 
ズ の 魔法 使い 』 の 「 ジ ュ デ ィ ・ 
ガー ラン ド 」 か ら 引 用 し まし た 。 


MFPEeT 
BB ia 二 。。 
Cr6at6T'S 人 Mi | プラ 


CONIBHI 


『 悪 魔 の 毒々 モン スタ ー』 な ど 、 


た 番 護 婦 。 呪 法 に よっ て 大 天 
傷 の まま 生か され て いる アレ 
ッ サ の 埋 護 を 起 当 し て いた 。 

















数 々 の B 級 作品 で 知ら れる トロ 
マ 社 の 2 人 プロ デュ ー サ ー、 ロイ 
ド ・ カ ウフ マン と マイ ケル ・ ハ 


師 。 ハ リー と 同様 、 こ の 町 を 
脱出 する た め に 審 闘 する が 、 
実は 町 の 異変 に 深い 関わ むり を 
半 っ て いる 。 


アル ケミ ラ 病 院 に 勤め る 医 『 


ー ツ の 名前 を 合成 し た も の で 
EEE ウ 2 SLP キン たる: ん 











AFEPY | Sa 
FTTI EEPT 周 


jaries: ア レッ サ ・ ギ レス ピー 
CfBIDES 
HI eHt 


開発 初期 の 段階 で は 、 イ タリ ア 
の 映画 監 督 『「 ダ リオ ・ ア ル ジ ェ 
ント 」 の 痛 の 名 前 を 引用 し て 
「 ア ー シ ジ 3 どじ で いま し た が 、 
こち ら も 一 般 的 で は な いと いう 
理由 か ら 、 改 名 され まし た 。 


pp 
じ 斑 上 EEpF の 
ダリ ア ・ ギ レス ピー 1 
Cf6SKMTIS | 穫 | 環 と 
CNmBN NAM 
オカ ルト に 谷 倒 する 謎 の 
柏 。 容 の 娘 で ある アレ ッ サ に 、 
降 神 の 僕 式 を 行い 、 命 に 関わ 





7 年 期 の 儀 式 に よっ て 体内 に 
神 を 宿 し て し まっ た 少女 。 僕 
式 の 際 に シェ リル を 分 離し た 
が 、 再 びー つの 肉体 に 戻る た 
め 、 シ ェ リ ル を 呼び 戻し た 。 

















映画 監督 「 ダ リオ ・ ア ル ジ ェ ン 
ト 」 の 元 和 央 さん の 名 世 か ら の 引 
用 で す 。 ダ リオ ・ ア ル ジ ェ ント 





監督 は 、『 サ スペ リア 』 を は じ め 、 る 大 火傷 を 盆 わ せ て いる 。 一 
数 多く の ホラ ー 喘 画 を が け て | 六 の 人 奏 の 人 を 代 つ た 人 


いる 、 黄 罰 映 画 の 巨匠 で す 。 







































S1 ト を 凍 征 電 1 ト L 数 多く の クリ ー チ ャ ー た ち も 
CREATURE 異 世 界 の 重要 な 要素 を 暗示 す 
COMMENTARY る 存在 で ある 。 








NM 】 
na LR 3 ァ 

れつ ィ 人 N い ペ 

住地 家業 拉 な だ 

で Ch で でも 加 交 下 の 康 る 

5 種類 の 行動 パタ ー ン を 装 住宅 地 / 緊 華 街 な ど 
飛行 型 タ 2 状 笠 BC も な を? 
0 も な DO 6 屋外 に 幅広 く 登 場 。 銃 声 な 
「 空 中 で O9 ぶ 洛 」 の 意 。 ア どの 音 に 移 感 に 反応 する 
レッ サ の 愛読 書 『 失 われ た 。  , idiHDOD 3 


世界 』( コ ナン ・ ド イル 原 


「 吟 る 者 」 の 意 。 ア レッ サ が 荘 手 
作 ) の 痢 鍛 か ら の イメ ー ジ 。 


と し て いた 、 大 柄 の 犬 の イメ ー ジ 
が ベー ス と な っ て いる 。 


MrWNe04 し ン 


【 島 華 街 の イヌ 】 


に りら 1 
葉 華 街 プ リゾ ー ト 
で ha は で te を 


和 華 街 の 裏 世 界 以降 に 登 





















場 。 光 に 敏感 に 反応 する | 
(letaDOTt 4 
「 闇 に 羽 ば た く 塩 」 の 意 。 系 華 街 プリ ゾー 
典 世 界 化 の 影 響 を より 強く [9627 
受け 、 頭 部 は ミミ ズ に 埋 も さら に 強力 な 犬 型 ク ! 
れ て し まっ て いる 。 etaNNOS 
「 忠 頭 」 の 意 。 よ り 異 世界 化 の 影 
故 が 強く 、 頭 部 は ミミ ズ に 埋もれ 
1 て し まっ て いる 。 
【 人 型 の 怪物 / 
欧 爪 の ある 禁物 】 
机 人 に 在 謗 婦 】 
学校 / 裏 下水 道 な ど 3 
で HRPO 人 は TeR+ 
動作 は 鈍い が 、 強 力 な カギ 、 病院 不明 世界 
爪 攻撃 を 持っ て いる CharReters 
[Neta や OF は 髪型 ・ 服 装 な ど に よっ て 体 
「 も ご も ご 話す 寺 」 と いう 奄 。 力 ・ 素 早 さ な ど が 異な る 
お と ぎ 話 に 出 て くる 小 悪魔 や 去勢 IN を MIDNOG 


され て いな い 小 動物 の イメ ー ジ 。 「 番 議 婦 人 形 」 の 意 。 何 埋 


か に 寄生 され た 香 計 婦 。 こ 
、 の 寄生 体 は 、 シ ビル に 取 源 


、【 小 さ な 人 型 の 影 】 


放 王 で 3 
学校 / 遊 園地 
CDAEG も ec 

1 も や ッ ャ - シゴ の rhe ど Si 
RI を も DIO 革 る 

「 忍 び 寄 る 埋 の 的 生 j」 と いう 意味 。 
敵 い 声 は 、 学 校 で の いじ め と の つ な 
が り を 想起 させ る 。 
























聞か メン を 
繁華 衛 プ リゾ ー ト 
9 お 3 も を 
、 体 当 た り し 、 組 み 伏 せ て く 
で る 強力 な の リー チャ ヤー 
多 人 同和 NcheDd3 
「 は ね 回 る 間 」 の 意 。 ア レッ サ の 
大 人 へ の 恐 及 想 が 具現 化し た も の 。 


li ペグ こと ん 


「 ぷ ぶら下がり 、 引 っ か が く 赦 」 の 
尾 中 擦 本 か ら の 手合 的 な イ に 


の 水道 
学校 の 下 
ACE テッ 【 手 足 の 長い 怪物 】 
動き が 素早 い 巨 大 な ムシ 。 
ライ ト の 光 に 強く 反応 する 0 
(Bt 人 DAOT5 下水 道 
「 選 い 回 る 乾 』」 の 意 。 ア レッ 
サ が 茜 手 と し て いる 昆虫 の イ 0 
メー ジ が 貞 0 化 し た も の 。 下がっ て いる こと も ある 
6 肖 DYA ・ 
が 具現 共 され た も の 。 
iT ト MM 
ジン キュ Te 
R Me ee NN 8 学校 
人 党 ヽ 間 、 地 ichtEBG1e3 
き 。 、。 勤 作 は 印 い が 一 撃 は 強力 。 
2 『 ーー ロロ の 中 が 吸 索 
Pa 地 や met&DhbOY: 
ms 5 1 「 分 裂 す る 頭 」 と いう 意味 。 小 
f ME 、 0 W 学校 の 童話 に 登場 する 「 大 トカ 
1 ゲ 」 が 具現 化 ・ 変 新 し た も の 。 






【 イ モ ム シ / 0 mr 
皮 大 イモ ムシ 1 の fur 
er 写 」 の / ツゲ ヴ 

3 と 7 

ショ ッ ピ ング モー ル シー ぬか ET 

北 j 下 な で せな で > な 6 で 

地 中 に 洪 み 、 毒 ガス と 体 当たり で 攻撃 し てく る 不明 世界 ピン 
も e で ba で ter* oe US 
の の の 意 。 ア レッ サ の 部 屋 に あっ た 、 空中 に 消 遊 い 、 ー ま WW で の を し て くる 
昆虫 標本 の イメ ー ジ が 具現 化し た も の 。 DNS も DO 6 

6 「 基 魔 」 の 意 。 ダ リア が 抱い て いた 神 の イメ 

- ー ジ が 具現 化し た も の 。 

料 0 伯 1 ん wees 

) 枯 きせ 

明和 な be: ンタ ンー 

OASISM の DD6 に か 

毒 針 と 寒 ガ ス で 攻撃 する 

きも BOT ッ 


源 う 果 を 
ッ サ の 部 屋 に 郊 っ て あお : っ た 
昆虫 標 本 か ら の イメ ー ジ 。 


yy 
カギ 爪 が 己 器 。 天 井 に ぶら で 2 















隊 0%kor 


【 骨 手 状 の 怪物 】 


19 に か Ye 
一 切 の 攻撃 が 効か な い 上 型 クリ ー チ ャ ー 
et48BOT 7 

「 血 を 吸う 疾 」 の 意 。 ミミ ズ や 蛇 な ど に 対す 
る 苦手 意識 が 見 現 化し た も の と み ら れ る 。 





S す 上 ト E 層 NN 作 お | に し 
ENDTING 
ANALYSIS 


三 作 へ つなが る 
正統 派 の エン ディ ング 


t 抑 、 妥 】 


ハリー の 目 の 前 で 、 アレ ッ サ と 車椅子 の 少女 。 
は 光 に 包ま れ 、 一 人 の 女性 の 実 と な る 。 そ ご 


へ 現れ た の が カウ ラマ ン 。 ( 女 柏 めがけ で 
赤い 液体 を 投げ る 。 し か し 、 人 少女 か ら ほ 
Incub 生じ で しまう 。 incubus を 倒し た 
バリー は 、 死 に ゆく 女性 が 差し 出し た 赤ん坊 
を 受け 取り 、 還 の 外 べ 脱 胃 する 。 


MNO 
リゾ ー ト 街 で カウ フ マ ン 関連 イベ ント を 起こ 
し 、 遊 園 他 で シビ ル を 倒し た 場合 に 迎え る エ 
ン デ ィング 。 リ ゾー ト 街 に 着い た ら Annie's 
Bar、Indian Runner へ 行き 、 モ ー テ ル の ガレ 
ー ジ で バイ ク の タン ク を 開け 、 そ の 後 の イ ベ 
ント を 見 れ ば 条件 は 成立 。 


事件 は 衝撃 の 結 表 へ 
暗 玩 


カウ フ マ ン 関連 イベ ント を 起こ さ ず 、 シ ビル 

も 倒し て し まっ た 場合 に 発生 する エン ディ ン 

で は モー テル な ど に 立ち 寄ら 

こ 移動 。 遊 園地 で は 、 シ ビ 

ル を 倒し て し まえ ば 条 件 は 成立 する 。 病 院 で 
「 赤 い 液 体 」 を 入手 する 必要 も な い 。 





主人 合 の 行動 に よっ て 4 つの 
結末 を 迎え る 第 一 作 。 そ れ ぞ 
れ の 違い を 再 礎 認 し て お こう 。 





人 人 incubus を 倒し た 後 、 再 び 閉 を 現し た 女性 。 ハ リ 
ー に 赤ん坊 を 差し 出す 。 


再び サイ レン ト ヒ ル 





胡 だ ろう 7 ジェ リル 1 ? 


人 る 痛 の 語 を 礁 つて し まっ た か も し れ な い 苦 痛 に 、 
皿 わ ず 倒 れこ む ハ リー。 





ES 


全 最 後に 映し 出さ れる の は 稀 か ら 血 を 流す ハリ ー 
の 捧 。 す で に 意識 は な いよ うだ 。 


Pe 4 ハリ ー よ り も 一 足 
先 に ダリ ア の 元 へ た 


DR 222 セリ ルコ も 
、, My/ に 3:)42 の 
lb た アレ ッ サ に は 鋭 
r は 通用 し な い 。 





7 
よ は 、 ダ リア と 本 来 の 箋 
lo ei と 新た に 生ま れ た 赤ん坊 を ハ 
了 人 pn い に 25RR 
。 し か し 失 こ 差 し 出す と 、 姜 性 は 輝 






さき 道 を 指し 示す 。 


ら は incubus が 江 
死に ゆく 女 邊 





を 入手 し 、 寺 eo OFFICE で 「 隊 0 
液体 」 を 回 収 。 そ の 後 、 シ ビル と の 戦闘 時 に 

「 赤 い 液体 」 を 使用 する 称 要 が ある 。 4 最後 の 力 を 振り 絞っ て 、 降 
りか か る 火の粉 を 止め る アレ 
ッ サ 。2 人 は 無事 に 脱出 する 。 


4 シビ ル の 放っ た 弾 
丸 を 跳ね 返し 、1 つ 
の 存在 に 帰っ た アレ 
ッ サ は 、incubator と 
し て ハリ ー に 競い か 
か おら で ぐる 。 





ハリ ー に 向かっ て 礼 を 言う 
incubator。 その 声 は 、 ま ぎれ 














も な く 女 の も の だ っ た 。 
カウ フ マ ン 関連 イベ ント は 起 さ ず に 、 尋 園地 へ  」 
ONE ま 生 す る エン ディ ン | Ia 
体 」 GUDAPCSE3 し ! 才 
その 後 、 。 電 
人 で の シビ ル と の 層 時 に 「 赤 い 液体 」 介 | 1 細 
を 使用 すれ ば 条件 は 成立 する 。 る 返 を 失っ た 苦 冶 に 崩れ 落ち 
8 リー た ハリ ー を 、 シ ビル が 手 荒 い 





や り 方 で 益 い 立た せる 。 
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衝撃 の 結末 と 、 さまざま な 解釈 が 可能 な 複雑 な スト ー 
リー が 大 き な 波 紋 を 呼ん だ 第 二 作 。 級 密 に 練り 込ま 
れ た シナ リオ や 登場 人 物 の 育 景 な ど を 深く 理解 し て 
か ら プ レイ すれ ば 、 物 語 を より 深く 楽し お こと が で 
きる は ず だ 。 








SILENT RiLL 2 STORY PREVIEW 


本 編 に 登場 し な い 映 像 も 多く 、 さ ま ざ ま な 恒 測 が 流れ た オー プ ニ ン グ 
ムー ビー。 一 度 ゲ ー ム を クリ ア す る と 人 台詞 の 音声 が 追加 され る 。 







の トイレ で 、 鎖 に 映っ た 自分 を 見 つめ る ジェ イム ス 。 物 語 の 
な る 場面 だ 。 


前 、 メ アリ ー が ジェ イム ス と サイ レン ト ヒル を 訪れ た 時 に 、 ジェ 
KG の Y/aYAlc 


えた ジェ イム ス が 刑務 所 らし き 場 所 を さま よう 。 本 纏 に は 
な い ジ ェ イ ム ス の 心 旬 風 景 だろ うか? 

同じ く 、3 年 前 に 撮影 され た 映像 。 メ アリ ー は サイ レン ト 
地 を 大 変 気に入っ て いた 。 

内 院 の 理世 界 で ジェ イム ス に 再会 し た マリ ア 。 自分 を メア リー と 見 
間違え た こと に 怒り 、 激しく 問い つめ る 。 


エイ ム ス に 初め て 出会っ た と き の ア ンジ ェ ラ 。 道 を 訪ね る 
ス を 不審 そう に 見 つめ る 。 


01 鉄格子 越し に ジェ イム ス に 語り 
妻 の 記憶 を 持っ て いる よう だ 
、 鉄格子 を 挟ん で 会 話 を する ジ 
マリ ア に 、 ジ ェ イ ム ス は 混 
か ら 光 が 差し 込む 無人 の 病 
間 


























































メア リー の 声 
あい まい な 眠り の 旨 
夢見 る の は あの 町 
サイ レン ト ヒ ル 
いつ か また , 二 妖 


約束 し て お き な が ら 

私 の せい で か な わな か っ た 

私 は 一 人 で そこ に いる 

あの 思い 出 の 場所 で 

あな た を 待っ て いる 
(Observation Deck) 
ー 一 慕 石 の 前 に 女 が 座っ て いる 
ジェ イム ス 失礼 
女 何で も な い の 


ご めん な さい 
た だ 立っ て いた だ け で …… 

ジェ イム ス いや 本 

| 驚か せる つも り は な か っ た 








すま な い ゅ 
ジェ イム ス 手紙 が 来 た 道 を 聞き た か っ た ん だ 
“メア リー" その 名 前 が 女 道 を ? 
封 和 儲 に は 記さ れ て いた ジェ イム ス サイ レン ト ヒ ル に は 
私 の 妻 の 名 この まま 行け ば いい の か ? 
こん な バカ な 話 は な い 女 え 】 呈 語 症 
あり える わけ が な い 霧 が 出 て いる けど 


52P し か な いか ら 
な いと 思う 


来る わけ が な い | 











ジェ イム ス あり が と う 
そう メア リー は 3 年 前 に | 女 で も … 
病気 で 死ん で いる | ジェ イム ス 何 か ? 
だ た 誠 xe・ それ で も 私 は | 女 行か な い 方 が いい と 思う 
メア リー に 会 い に 来 た | 。 あの …… だ か ら …… 
“あの 思い 出 の 場所 " 町 が 変 に な っ て いる の 
それ は どこ な の だ ろう .? 何で て 言 る たら いい のか …… 
この 町 に は 思い 出 が 多 す ぎる … うま ぐ 訓 明 で き な い ん だ けど 


湖畔 の あの 公園 の こと だ ろう か ? | ジェ イム ス 危険 な の か ……? 





















気 を つけ る よ 
安 私 嘘 つ い て な いわ 
ジェ イム ス 信じ て な い 
わけ じゃ な い た だ …… 
どっ ち で も いい ん だ 
嘘 で も 本 当 で も 
私 は あの 町 に 行く 
女 何で ? 
ジェ イム ス 人 探し …… だ な 
女 誰 ? 
ジェ イム ス …… 大 切な 人 だ 
また 会 える な ら 
何 が あっ て も 会 い に 行 く …… 
女 私 も ママ …… 
母 を 探し に 来 た の 
まだ 見 つけ られ な いけ ど 
も う 何 年 も 会 っ て な い …… 
この 場所 に いる と 思っ て いた 
父 と 兄 も 見 当たら な いし …… 
ご めん な さい 
あな た に は 関係 な いこ と な の に 
ジェ イム ス いや 
見 つか る と いい な 
女 あな た も 


(Cemetery) 





ーー クリ ー チ ャ ー と の 戦闘 後 
ラジ オノ イズ に 混じっ た 声 
RECCCD に い … 




















ーー トイ . レ で 男 が 吐い て いる 
男 - お ん れ じ ゃ な い 
違う ん だ 
ジェ イム ス 何 が ? 
男 だ か ら …… その 
お れ は 何 も し て な いん だ 
あれ は 最初 か ら あ っ て …* 
お 沈 愉 だ だ だ だ の 
ジェ イム ス 私 は ジェ イム ス 
ジェ イム ス ・ サ ンダ ー ラ ンド だ 


ジェ イム ス エディ ー 

あの キッ チン の 死体 は 
エディ ー 何 も や っ で な いん だ 
お れ は 人 殺し な ん て し な い 
ジェ イム ス 伴 物 や 
あの 赤い 三角 頭 の 

伸 間 じゃ な いん だ な ? 
エディ ー 赤い 三角 ? 

知ら な い そん な の 

本 当 だ よ 怪物 か な …… 
変 な 生き も の は 見 た ん だ 
怖く で て …… この アパ ー ト の 中 に 
逃げ こん だ ん だ けど …… 

ジェ イム ス この ボロ の 中 も 
安全 で は な い …… み た い だ な 
いっ た い 何 が 起き た ん だ ? 
エディ ー えた ? 。 お れ は 知ら な い 
この 町 の 人 間 じ ゃ な いん だ 


何 か 用 が あっ て ここ に ? 
エディ ー えと まあ …… う ん 
ジェ イム ス 急ぎ の 用 じゃ な い 

な ら さっ さと ここ か ら 

逃げ た 方 が いい ん だ ろう な … 
エディ ー そう だ ね 





4 叉 以 は ? 
ジェ イム ス 私 は 
用 を 済ま せ て か ら に する 
品 W2S0 気 を つけ て な 
エディ ー ジェイムス! 


ジェ イム ス も 気 を つけ て 
(Woo Side Apt. #101) 





ー 一 墓場 に いた 女 が 、 包 丁 を 


握っ て 横たわっ て いる 
安 さっ き 会 っ た 人 ? 


. ジェ イム ス ああ …… 


ジェ イム ス だ 
女 私 ば アシ ジェ ラ 
ジェ イム ス アン ジェ ラ …… 


、 何 を し た い の か 知ら な いけ ど 


危な いこ と は やめた 方 が いい 
アン ジェ ラ を 9 5 

ジェ イム 交 半 ある 

同じ 懲 恨 旨 絞 計 

逃げ る の は 楽 だ し 

それ に 少 癒 誠 村 

許さ れる 気 が す る 
ジェ イム ス 私 は ほ は ……: 違 う 
アン ジェ ラ 怖い ? 








ご めん な さい 
ジェ イム ス いや …… 
母親 は 見 つか っ た ? 
ンジ まだ っ 
どこ に も いな い の 
ジェ イム ス この アパ ー ト に 
住ん で いた の か ? 


アン ジェ ラ 何 も 知 ら な い の …… 


ジェ イム ス わか っ て いる の は 
この 町 に 住ん で いた こと だ け ? 

アン ジェ ラ そう な の ? 
何で 知っ て いる の ? 

ジェ イム ス いや …… ビー 
母親 を 探し て いる と 言う か ら 
る 9 思っ た だ け で 
私 が 知る わけ な い 

アン ジェ ラ 。 そげ 

ジェ イム ス 直 う の か ? 

アン ジェ ラ わか ら な い 

ジェ イム ス 何で アン ジェ ラ は 
と の 町 に 来 た ん だ ? 

アシ ンジ ネプ 5 ご めん な きい 
ジェ イム ス の 探し て いる 
人 は 見 つか っ た ? 

ジェ イム ス まだ だ 
00767)apacW 私 の 妻 な ん だ 

アン ジェ ラ ご めん な きい 

ジェ イム ス いや いい ん だ 
いる わけ が な い 
死ん だ 人 間 が -… 

アン ジ エ ラ 死ん で いる の 

ジェ イム ス 大 丈夫 


9ct 


935 











狂っ て いな い 
だ だ 5 で ML で ち xe 
アン ジェ ラ 私 …… マ マ を 探し に 
行か な いと …… 
ジェ イム ス 一緒 に 行く か ? 
この 町 は 変 だ 
墓 で 会 っ た 時 に 言っ て いた 
意味 が よく わか っ た 
アン ジェ ラ 一 人 で 大 丈夫 
私 ジャ マ に な る し …… 
ジェ イム ス 
アン ジェ ラ 項 か っ て くれ る ? 
ジェ イム ス それ は ……- 構 わな い 
アン ジェ ラ 持っ て いる と 
休 之 な 2 
楽に な り た く な る わ よ ね 
ーー ジェ イム ス 、 手 を 伸ばす 
アン ジェ ラ ダメ | 


ーー アン ジェ ラ 包 丁 を 置い て 去る 
(Blue Creek Apt. #109) 





ー 一 志 の 上 に アパ ー ト で 会 っ た 
少女 が 座っ て いる 
ジェ イム ス 子供 ……? 
さっ き の 子 か ? 


少女 知ら な い 
私 レ じゃ な いよ 

ジェ イム ス 子供 が …… 
こん な と ころ で 
何 を や っ て いる ん だ ? 

少女 見 て わか ん な い の 
バカ な ん だ ね 

ジェ イム ス 手紙 ? 

少女 お まえ な ん か に 関係 な い 
だ っ て メア リー 
嫌い な ん で し ょ ? 

ジェ イム ス 待て! 
何で メア リー の 名 前 を 





知っ て いる ん だ 
ー 一 少女 、 走り 去る 
(Blue Creek Apt.back alley) 












マリ ア あな た の 彼女 に 
似 て いる の ? 


ジェ イム ス いや … 死 ん だ 妻 だ 


似 て いる 本 当 に 似 て いる ん だ 


マリ ア 私 は ね 
マリ ア っ て いう の 





メア リー じゃ な い の か ? 
マリ ア 私 マリ ア 

っ て 寺 . 結 陽 

ジェ イム ス まち が えて 悪かっ た 
マリ ア どこ に 行く の ? 
ジェ イム ス メア リー を 
探し て いる ん だ 

マリ 基 寺 We 見 な か っ た か ? 
マリ ア メア リー っ て 死ん で 
いる ん じゃ な か っ た の ?. 


ジェ イム ス あぁ … 千 準 藤 記 


だ けど 手紙 が 来 た ん だ 
“思い 出 の 場所 " で 待っ て いる 
マリ ア それ が ここ ? 
で も 知ら な い 見 て な いわ 
思い 出 の 場所 っ て 
ここ だ け な の ? 
ーー メア リー の 映像 
ジェ イム ス いや あと は …… 
ホテ ル あそこ も そう だ 
湖 の 見 渡せ る …… 
まだ ある の か ? 0 
マリ ア レイ ク ビュ ご 汎 読 沙 き 86 

















ある けど 
で も ホテ ル で の 思い 出 ? 
いっ た い 何 の 思い 出 か し ら ? 
冗談 よ 色 ら な いで 
それ に そっ ち じ ゃ な いわ 
こっ ちよ 
やり 96 だ つい で くぐる 
ジェ イム ス つい て くる の か ? 
マリ ア 置い て いく つも り 
だ っ た の ? 
2 ws 
マリ ア こん だ 怪物 
の の の 2 の 7 
ジェ イム ス いや 
そう いう わけ で は …… 
マリ ア 他 の 人 も みん な 
いな く な っ ちゃ っ た し ……・ 
メア リー に 似 て いる ん で し ょ 
あな た の 好き な 
それ と も 嫌い だ っ た ? 
ジェ イム ス そん な こと は な い 
マリ ア じゃ あ いい で し ょ ? 
NN 了 
060 2 Park) 

















ボー リン グ 場 の 前 で 
マリ ア 私 ボー リン グ 嫌 い 
だ か ら 。 ここ で 待っ て る 


- ジェイムス ここ で 導 ん で いこ う 


っ て わけ じゃ な い 
マリ ア 早く < 戻っ て き て ね 
ボー リン グ 場 に 入る と 
少女 何 や っ た の ? 
ご うと う ひと ご どろ や my 
エディ ー そん な ひど いこ と …… 
どっ ち で も な いよ 
少女 つま ん な い の . 毅 最 実 ブ 
エディ ー そん な こと 計 お れ で も 
少女 だ っ て ケイ サ ツ に 
。 追い か けら れ て ん で し ょ 5 





| エディ ー た だ 多 げ て る だ け で … 











… 怖 く て 


警察 が どう し て る か な ん て 
わか ん な いよ 
少女 怒ら れる こと 
し た ん だ っ た ら 
ちゃ ん と あや まれ ば いい の に 


私 も よく 逃げ る けど 
エディ ー ダメ だ よ 許 し て くれ な 
いよ お れ を 許し て は くれ な い 
よ ロー ラ は 会 えた の ? 
メア リー だ っ け 
ーー ジェ イム ス が 中 へ 進む と 
ジェ イム ス エディ ー? 
エディ ー あ えー と …… 
ジェ イム ス ジェ イム ス だ 
さき さっき ボロ アパ ー ト の 中 で 
会 っ た だ ろう ? 
下 ま イッ 
ジェ イム ス エディ ー 
- 人 な の か ? 
デイ ネー た MS 
少女 バイ バー イ ! 





ジェ イム ス 待て っ ! 


エディ ー 追い か け よ う ! 
エディ ー え ロー ラ を ? 
何で …… 

ジェ イム ス ロー ラ っ て いう の か 5? 
あの 女の子 は 

エディ ー そう 聞い た けど 


ジェ イム ス 外 に は 怪物 が 
うろ つい て いる ん だ 
ピザ な ん て 食っ て る 場合 


エディ ー で も …… IS 
- 人 で 大 丈夫 だ っ て 

デ プ は 一 緒 に いる と 
7 人 

ジェ イム ス …… じゃ あ いい 


ジェ イム ス あの 子 は 誰 な ん だ ? 
エディ ー お れ も 知 ら な いん だ 
名 前 ぐら いし か 本 当 だ よ 

ー 一 再び ボー リン グ 場 の 前 
ジェ イム ス 女の子 
出 て いっ た だ ろ ? 

マリ ア 逃げ られ ちゃ っ た ! 
追い か け な い の 1 ? 


4 


それ は 覚え て いる けど 


| マリ ア 
| 通っ て 
| ジェ イム 
| マリ ア 


ジェ イム 
鍵 が か 
1 ーー マリ ア 
| 劇場 


マリ ア 


| ジェ 呆 


何と 
た ぶん 





マリ ア 


あの 子 は 
っ た の 
ス 他 に 
ある わ 


ee'Gs 


その 店 の 中 


捧 ダ 吐 較 K マリ 
か っ て いる 

、 鍵 を 取り 出し 
裏口 の 扉 を 開け る 


Heaven's Night) 


ちょ ら と 待っ て 
ぶ 多 


な く 疲れ ちゃ っ て 


日 酔い の せい だ けど ね 
ジェ イム ス 
| 休ん 映 


少し 
いれ ば いい 
話 い ペッ ド だ ね 





道 は な い の か ? 


て 











ジェ イム ス 私 は あの 子 を …… 
ロー ラ を 探し に いく 
すぐ 見 つけ て 戻っ て くる よ 


ジェ イム ス 

も し メア リー が 見 つ 
か ら な か っ た ら ど うす る ? 
ジェ イム ス 考え て な い 


ーー ベッ ド の 陰 に 
少女 が 隠れ て いる 

ジェ イム ス ロー ラ 
私 の 名 前 知っ て ん の ? 

ジェ イム ス エディ ー に 聞い た 

ロー ラ な ん だ お し ゃ べり プ ブタ 

ジェ イム ス 何で メア リー を 
知っ て る ん だ ? 

ロー ラ 別に いい じゃ な い 

ジェ イム ス 教え そく れ な いか … 


ロー ラ 言わ な いと 327 
ジェ イム ス いや …… し な い 
ロー ラ メア リー は …… 
入院 し だ と き 

セグ に な っ だ の 

去年 の …… 
ジェ イム ス 貴 だ | ローラ 


ロー ラ 信じ で くれ な いな らい い 
ジェ イム ス だ が メア リー は 
3 年 前 に 悪かっ た な 

と りあ え ず 話 は 
後 C じ で こと を 出 よ う 
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子供 一 人 が いる べき 
場所 じゃ な い 
この 町 は いろ いろ と …… 
今 ま で よく ケガ を 
し な か っ た な 
ロー ラ あたり まえ じゃ な い 
ーー2 人 、 部 屋 を 出る 
ロー ラ 待っ て 待っ て 
行き た ぃ ふと こる が ある の 
ジェ イム ス また 今度 な 
ロー ラ 大 切な も の な の 
ジェ イム ス 9 に だ ちり 
ロー ラ あの: メア リー の 手紙 
ジェ イム ス 8 
ロー ラ 取り に 行き た い の 
いい で し ょ ? 
ジェ イム ス ああ 
ロー ラ 早く 
ーー 大 処置 室 の 扉 を 開く ロー ラ 
ジェ イム ス だ け 中 に 入る 
ジェ イム ス この 部 屋 に ある の か ? 
ロー ラ うん "ぞう 典 の 方 
の 呈す な スミ ロー ジン の うじ だ? 
ロー ラ も っ と 奥 その 棚 の 中 
ジェ イム ス ロー ラ 
ーー ロー ラ 、 扉 を 閉め る 
ジェ イム ス 何 や っ て ん だ ! 
ロー ラ ば ー か 
7 和光 1 で の 
ジェ イム ス 開け る ん だ 
ロー ラ どう せ 私 は 
うそ つき だ よ 
開け て ほし い ? 
開け て ほし いで し ょ 
お 願い し ます は ? 
ジェ イム ス ロー ラ ! 
ロー ラ 開け て あげ な いよ 
いい の 『? 
この まま どっ か 行っ ちゃ う よ 
ジェ イム ス ロー ラ ふざけ る な ! 
ロー ラ 。 ジェ イム ス の …… 
ジェ イム ス ロー ラ ? 
ロー ラ ジェ イム ス の ば か ! 
Sr トーン) 
(Brookhaven Hospital 1F #C3) 
マリ ア ジェイムス! 
ジェ イム ス メア リー! 





いや マリ ア か …… 
まま ね の もえ た 
お 
で も 生き て で いて 良かっ た 
マリ ア で も 1 ? 
で も っ で 何 ! 
私 が 生き で いる っ て こと は 
その 租 度 な の ? 
ひど いじ ゃ な い 
死に を うに な っ た の よ 
どう し て 助け に 
来 て くれ な か っ た の ! 
メア リー 錠 20 
そん な に 死ん だ 女 が 大 事 ? 
泣き そう に な っ だ の ま 
死に そ を う に な っ た ん だ か ら 
私 な ん て どう で も いい の ? 
ジェ イム ス いや 
そん な こと は な い 
マリ ア じゃ あ 一 緒 に いで よ 
見 捨て な いで よ 
だ っ で 私 の こと 
見 て た じゃ な い 
ロー ラ は ば は? 』 見 つか っ た ? 
ジェ イム ス 一度 は 
だ けど 逃げ られ た 
マリ ア 探し に 行か な きゃ 
ジェ イム ス あの 子 に 
こわ お る ん だ な 
知り 合い ? 
マリ ア 初対面 
だ っ て か わい そう じゃ な い 
それ に …… 何 と な ぐね 
助け て あげ な きゃ 
いけ な い 気 が する の 
(Brookhaven Hospital 
B1F Store room/ 
ジェ イム ス マリ ア は 死ん だ 
守れ な か っ た 











また 私 に は 助け る こと が 
で き な か っ た 
ロー タラ は が と か べ へ 
行っ て し まっ た 

メア リー の 
どう すれ ば いい ? 
いや …… 藻 は 本 当 に 

私 を 待っ て いる の か ? 

それ と も これ は 君 の ………… 


(Brookhaven Hospital Entrance) 





エディ ー 人 を 殺す の っ て 
簡単 な ん だ な 頭 狙 っ て 
パ ァ ン ! 二 発 だ も ん な 

ジェ イム ス 人 を … 殺し た の か ? 

エディ ー で も …… お れ が 
悪い ん じゃ な いん だ 
仕方 な か っ た ん だ 

ジェ イム ス 落ち 着い て 
話し て くれ 
エディ ー. 何 が あっ た ん だ ? 

下 デ ィ ー だ か ら か が … 


殺さ きれ て も 当然 な ん だ 
何 も し て な い の に 
お れ を 殴 ろ うと し た 
それ に お れ の こと 
バカ に し た 目 で 見 た ん だ 
あい つと 同じ だ 
ジェ イム ス それ だ け の 
理由 な の か …… 
エディ ー それだけ だ っ て! ? 
ジェ イム スエ ディ それで も 
人 を 殺す と いう の は …:|: 











エディ ー 十分 な 理由 だ ろう ? 
今 ま で は や ら な か っ た だ け だ 
あい つの 犬 だ っ て そう だ 
今 ま で は 許し て いた 
お れ が 殺し た ん だ ! 
ジェ イム ス エディ ー 
エディ ー ジェ イム ス 
冗談 だ よ 
本 当 は 最初 か ら 
死ん で いた ん だ 
お れ …… も う 行 く よ 
ジェ イム ス エディ ー 
エディ ー ああ 
ーー エディ ー、 去る 
ジェ イム ス エディ ー…… 


(Toluca Prizon cafeteria) 


ー 人 で ? 





ー 一 鉄格子 の 向こう に マリ ア 
ジェ イム ス 無事 だ っ た の か …… 
56 り 52 あめ VS 人 Sn 


殺さ れ た と 思っ て ゆ ぬ た 

ケガ は 大 丈夫 か ? 
マリ ア 逃げ 足早 いか ら 

ー つ も な いわ 
ジェ イム ス … マリ ア ? 
さっ き あ いつ に 

や られ た 傷 は どう し た ん だ ? 
マリ ア や られ た 傷 ? 

ジェ イム ス 何 の こ と ? 
ジェ イム ス エレ ベー ター の 
と ご ろ で 追い つめ られ で …… 
マリ ア 何 の 話 を し て いる の ? 
ジェ イム ス さっ きのこ と だ ぞ 
忘れ た の か ? 
マリ ア あの 長い 廊下 で 

あな た と は ぐれ て で から 
何 か あ っ た の ? 

他 の 和信 と まち が っ で な い ? 
ほら あな た っ て 背 っ か ら 
そそ っ か し いと ころ ある か ら 
覚え る でる? あの 時 の や 








ね り 生き て 





ジェ イム ス マリ ア 

何 言っ て いる ん だ ? 

マリ ア だ か ら ホ テル で の 
忘れ 物 よ ジェ イム ス 
忘れ 物 な ん か な い 

マリ ア 絶対 に 大 丈夫 っ て 
言っ た くせ に 
残っ て いる と いい けど 
あの ビデ オ テ ー プ 

ジェ イム ス 何で 知っ て いる ! 
マリ ア じ ゃ な い の か 『? 

マリ ア 私 は 本 当 の 

メア リー じゃ な いわ 

ジェ イム ス だ か ら 
マリ ア な ん だ ちろ う 『 

マリ ア あな た が 望む な ら 
そう な の か も ね 

ジェ イム ス そん な こと を 
開き た いん じゃ な い 

マリ ア も うい いじ ゃ な い 
私 は 私 で ここ に いる ん だ か ら 
ね ね? 馬 き で る し 本 物 よ 
ほら :…… あな た も 触っ て みる ? 





ジェ イム ス わか っ た 


マリ ア ね え 迎え に 来 て よ 
こん な 鉄格子 ご し じゃ 
何 も で き な い 
ジェ イム ス ああ …… 
待 う て いで 《 れ すぐ に 行く … 
(Labyrinth Halfway jail room) 
アン ジェ ラ いや | や め て パパ ! 
ーー 倒れ た 怪物 に 蹴り を 入れ 
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テレ ビ を 投げ る アン ジェ ラ 
ジェ イム ス ケガ は な いか ? ee 





アン ジェ ラ ? 落ち づく ん だ 9039 
アン ジェ ラ 命令 し な いで 
ジェ イム ス 命令 する つも り は 
な い 
アン ジェ ラ 私 の た め っ て 
言い た い の ? 
な ぁ に じゃ あ 
それ で お 優し いつ も り ? 
わか っ て る の よ 
裏 が ある ん で し ゞ 下心 が 
ジェ イム ス そん な つも り は な い 
アン ジェ ラ 言い 訳 ? ご ま か し ? 
ド 音 出し た ら ど う 
あの 男 み た い に 叩 け ば ? 
殴っ て 思い 通り に し た ら 
- 相手 の 気持 ちな ん て 
どう せ 考 えな いん だ か ら 
あん た た ち み た いな クズ 
ジェ イム ス アン ジェ ラ …… 
ーー ジェ イム ス 、 歩 み 寄 る 
アン ジェ ラ 触ら な いで ! 
気持 ち 悪 い ! 
メア リー は 死ん だ っ て 


et 
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言っ た わ よ ね 『? 
ジェ イム ス …… 病死 だ 
アン ジェ ラ 嘘つき ! 
わか る も の 
いら な く な っ た ん で し ょ 
代わ り で も で きた の ? 
ーー アン ジェ ラ 、 部屋 を 出 て 行く 
ジェ イム ス どう いう こと だ 
が 40 ゴン 28 
(Labyrinth Hallway 
Angela's room) 





ーー ベッ ド の 上 に 横たわる 
マリ ア を 見 つけ て 
ジェ イム ス マリ ア ? 


な あ マリ ア 
いっ た い 
どう な っ て る ん だ ? 


メア リー DCCCCH 


(Labyrinth Hallway jail room) 





ジェ イム ス エディ ー 

何 を や っ て る ん だ ! 
エディ ー 見 て の 通り さ 

あい つが 言っ た ん だ 

“ブタ の 穴 か ら 生 まれ た 
ブタ クソ 野郎 " 

“ 俺 に 頭 ん 中 まで アプ ラ 身 
詰まっ た アホ 面 見 せん な !" 

“いる だ け で 暑苦しい ん だ よ 


酸っぱ い 生 ゴミ は お 家 に 帰れ 1" 


そう だ 正しい さき 
お れ は バカ だ 








運動 が 得意 だ ろう が 
死体 に な っ ちまえ ば 同じ だ 
た だ の デブ より 価値 が ね え 
そう さき : お れ を バカ に 
する よう な 奴 は 

みん な 撃っ ちまえ ば 
いい ん だ よ 殺せ ば 
ジェ イム ス エディ ー 
狂っ た の か ? 
エディ ー ほら な や っ ぱり 





ジェ イム ス そん な つも り は - 
エディ ー いい ん だ よ 
わか っ て る 

ずっ と お れ を 

XS じ で 人 た だ ろう 
会 っ た と きか ら さ 
殺し て や る よ ジェ イム ス 
ーー エディ ー、 隣 の 部 屋 へ 
エディ ー ジェ イム ス わか る か ? 
いつ も こ づ か れ 

バカ に され 

頭 を 抑え つけ られ て いた 

お れ の 気持 ち が ? 

何 か す る た びに 笑わ れ 
いた 記 ら れる 

だ か ら お れ は 

た か が 犬 殺 し た ぐら いで 

ビク 引 グ お ( 失 頒 隊 
逃げ で きち まっ た 

そう さき あい つの 大 は 死ん だ 
お れ が 殺し て や っ た ん だ 
犬 の くせ に お れ を 肖 
バカ に し た か ら だ 
撃っ て や っ た ら 
キャ ン キ ャ ン 鳴 いて 
逃げ や が っ た 

つい で に あい つも だ 

ガタ ガタ 言い や が っ た か ら な 
あの 脚 で 

お 得意 の フッ ト ボ ー ル の 
試合 は どう だ っ た ろう な ? 
ジェ イム ス 人 殺し が 正しい と 
思っ て る の か ? 
エディ ー 











あん た だ っ て 
この 打 に 呼ば れ た ん だ 
お れ と 同じ だ 
善人 面 す る ん じゃ ね え 
わか っ て ん だ ろ ! ? 
さあ パー ティ ー の 始ま り だ ! 
ーー エ デ 綱 志 客 殺し た あと 
ジェ イム ス エディ ー? 


95 

メア リー は 3 年 前 に は 

死ん で いな い …… ? 
(Labyrinth Hallway 


deep freeze) 





ーー ピア ノ か ら 音 が 聞こ える 
ロー ラ お どろ いた ? 
ジェ イム ス ああ …… 
ロー ラ も し か し て 
ジェ イム ス も 会 い に き た の ? 
メア リー に 会 えた ? 
ジェ イム ス ロー ラ は …… 
メア リー に 会 い に ? 
ラ 。 こ の 町 に いる 
の の VS まめ ら だ 必 
知っ て た ら 教え て よ 
も う 足 つ か れ ち ゃ っ た 
ジェ イム ス メア リー に 
会 える の か ? 
ロー ラ メア リー 
手紙 に 書い て た も ん 
ジェ イム ス 手紙 .……‥? 
or 40 読む ? 
で も レイ チェ ル に は 内 緒 だ よ 
ジェ イム ス レイ チェ ル ? 














を 








取っ て きた の 
ーー ジェ イム ス 、 手紙 を 読む 
ジェ イム ス ロー ラ …… 

8 オオ な の か ? 
ロー ラ うん 

1 週間 前 に 誕生 日 だ っ た 
ジェ イム ス 3 年 前 に …… 
死ん で いな い の か …… 

メア リー は ここ に いる の か ? 
本 当 に “遠い 場所 " は 
ここ な の か ? 
ロー ラ メア リー 

サイ レン ト ヒ ル の こと 

いっ ぱい 話し て くれ た 
写真 ちい っ ぱい 見 せ て くれ た し 
また 来 た い っ て 言っ て た も ん 
だ か ら 、 ここ だ よ 

も う -- つ の 手紙 


AAM 落と し ちゃ っ た の か な 
ジェ イム ス ロー ラ ? 
ロー ラ 探し て くる ! 
ジェ イム ス ロー ラ ! 
ne ララ る 
(LakeView Hotel 
ilake shore'") 





何 ち ない けれ ど 
いい と ころ だ っ た 


ご ご ば 
静か で 落ち 着く 

和 A え ) 知ら で る ? 

ずっ と 昔 ここ ら へ ん は 
神聖 な 場所 だ っ た ん だ っ て 
何と な く わか る 気 が す る 
も う 帰 ら な いと いけ な い の が 
も っ た いな い …… 

だ か ら いつ か また 来 な い 


ロー ラ 








W の か また きら と ね 9 
ーー 映像 が 乱れ 、 テ ー プ が 終わ る 
ロー ラ が 来る 
ジェ イム ス メア リー……| 
ロー ラ ジェイムス 
ぐに いた 光 だ 
手紙 見 や け な ? 
碗 No/ 貸 あ た 7 
まだ だ っ た ら 
休ん で ちゃ ダメ だ よ 
ね え 
ジェ イム ス ロー ラー 


ロー ラ 病気 で …… を お 
死ん じゃ っ た の 六 半 
ジェ イム ス 培う 

私 が 殺し た ん だ 

ば か ! 
何で そん な こと し た の 1 
人 殺し ! 

返し て ! 

メア リー を 返し て よ ! 
そん な に キラ イ だ っ た の 1! ? 
ジャ マ だ っ た の 1 ? 

ジェ イム ス の ば か ! 

ば か ば か ば か  。。 
メア リー は CC 6 








ジェ イム 次 の こと 

いつ も 待っ て た の に …*・ 
ジェ イム ス ご めん …… 

ロー ラ の 探し て いる 

メア リー は ここ に は いな い 
ーー ロー ラ 去 る 


| 
| ジェ イム ス 豆 ー ラ ご めん 





ーー ビデ オ の ノイ ズ に 混ざっ て 
メア リー の 声 
メア リー ジェイムス 
どこ に いる の ? 
OO 
| すう と 待っ て いる 


| 、 来 で くれ る で し ょ う 
| 私 が 嫌い ? 


だ か ら 会 いた く な い の ? 


> ジェ イ ぬ ? 
早く 来 て 
道 に 迷っ て いる の ? 
近く よ 
すぐ 近く に いる の よ 
ね え . ジェ イム ス 
人 MAO 








に 到 あ お が YO 


Oo を E 





041 














6it 





042 


ンジ エイ ム ス 
と て は で 
ジェ イム ス 
ジェ イム ス この 声 …… 
(Lake View Hotel #312) 





ー 一 窓 の 外 に は 空中 に 浮い た 
ベッ ド が 見 える 

ジェ イム ス メデ リー が の 
死ぬ な ん て 


ジェ イム スズ ス あん た ら 
医者 じ 斉 松 い か 
人 を 治 ず の め が 仕 事 だ ろう 


で き な い な ん て そん な …… ! 
声 落ち 着い で くだ さい 

医者 と ぼ 深 

最善 を 忌 ぐ な じ ま ず 

し か し 汗水 だ ccy 清 効 な 

治療 法 が 見 つが っ で 

いな い の で す 


ジェ イム ス メア リー は 
後 ど の くら い ? 
声 は っ きり と は 
答え られ ませ ん …… 
早く て 半年 
も っ て 3 年 …… 
我々 に も 予想 が 
つけ られ な い の で す 
(Lake View Hotel 2F library) 





ー 一 燃え る 階段 の 途中 に 
2 クジ キラ が の の 6 いる 
アン ジェ ラ ママ ! 





ママ 会 いた か っ た 
後 は あな た だ け 

それ で 私 は や っ と …… 
や っ と 幸せ に な れる 
どう し て 逃げ る の ? 
ママ じゃ な い 

ご めん な さい 
あな た だ っ た の 
ジェ イム ス 。 いや …… 
アン ジェ ラ さっ き は …… 
あり が と う 

で も 助け て くれ な く 
良かっ た の に 
Se 

8 基 W だ の ED 
私 4 そう いう 人 間 だ か ら 
ジェ イム ス アシ ジェ ラ 

それ が 全て じゃ な い 
アン ジェ ラ いい の 

私 に ほそ ん な 資格 な い 
それ と も 。 助 ば で くれ る ? 
ずら な も 6 秀 め 宮 ぐ れる ? 
いつ ああ 竣 で 」 衣 し て 

私 を 普通 に 愛し で くれ る ? 
きら ね や っ ば ぼり 

ジェ イム ス 

あの 香 二 返し で ぐれ る ? 
ジェ イム ス いや …… ダ メ だ 
アン ジェ ラ あな た が 使う の ? 
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ジェ イム ス 私 は.…… 自 殺 な ん て 


cvs 暑い な 
アン ジェ ラ あな た に も 
見 える の ? 

私 は いつ も そう だ っ た 


(Lake View Hotel B1 葉 54aitWay) 





ー 一 逆さ づり に され で ゆる マリ ア 


三角 頭 に 串刺し に され る 
マリ ア ジェ イム ス ! 
ジェ イム ス や め ろ ! 

も う や め て くれ ! 








何 度 も 私 を 

苦し め な いで くれ ! 
私 は 弱かっ た 

だ か ら お まえ の 
存在 を 望ん で いた 
私 の 罪 を 罰 し て くれ る 


自分 で 決着 は つけ る 
(Lake View Hotel 1F lobby) 





ジェ イム ス メア リー? 
メア リー 何 か 用 ジェ イム ス 
ジェ イム ス ああ ほら これ 
メア リー の 好き な …… 
メア リー 花 買っ て きた の …… 
醸 い 私 へ の あて つけ ? 
帰っ て ジェ イム ス 
ジェ イム ス 何 言っ て る ん だ 
メア リー 
メア リー 私 も 鏡 で 顔 を 
見 た と き は 

ぞっと し た も の 
病気 と 薬 の せい で 

怪物 みた い 

何 見 て ん の ? 
早く 出 て いき な さい よ 

こん な 女 

放っ て お け ば いい で し ょ 
役 に も 立た な いし 

どう せ ぜ すず ぐに 死ぬ ん だ か ら 
今日 だ か 明 上 且 だ か 知ら な いけ ど 
どう せ 死 ぬ な ら 

今 殺 じ で ぐれ た 方 が 
楽 な の に ね 

まあ 医者 に は 

大 切な 金 ツ ヅル だ か ら 
簡単 に は 手放さ な い 

で だ たま の は お 

ジェ イハ ム 多 、 ま だ いた の ? 








7 雪 NGU け 人 
聞こ えな い の ! ? 
二度と 来 な いで ! 


や っ ぱ ヤ ダ 

行か な いで お 願い 
そば に いて 

ずっ と そば に いて 

出 て け な ん て ウソ よ 

ね え ジ ェ イ ム ス お 願い 
大 丈夫 っ て 言っ て 
死な な いよ っ て 

は げ ま し て 


(Lake View Hotel 1F corridor) 


メア リー の 声 

あい まい な 眠り の 中 で 
夢見 る の は あの 町 

サイ レン ト ヒ ル 

いつ か また 
約束 し て お き な が ら 

私 の せい で か な わな か っ た 
私 は 一 人 で そこ に ゆい る 

あの 思い 出 の 場所 で 

あな た を 待っ て いる 

いつ か あな た が 来 て くれ る の を 
待っ て いる 

だ けど あな た は 来 て くれ な い 
寂し さと 哀しみ の 中 で 

いつ まで も 待ち 続け る 

私 の 許さ れ な い 罪 

あな た を 傷つけ て し まっ た 
私 の 浪 

だ けど 現実 も 変わ ら な 

私 は いつ も あな た Fe っ て い 3 
会 い に 来 て くれ る こと 

祈っ て いる 

ベッ ド に 横たわり 

変わ ら な い 天 井 を 眺め な が ら 
いつ も そん な こと を 思っ て いる 





今朝 先生 が や っ て き て 
家 に 帰る こと を 許し て くれ た 


今 は 少し 落ち 着い て いる けれ ど 


良く な っ た わけ で は な い 
ント 3 VA 作っ 
それ で も 家 に 帰れ る こと は 
素直 に 嬉し い 
それ は 変わ ら な い 
で も 私 が 家 に 帰る こ 
あな た は 喜ん で 
くれ る の だ ろう か ? 
病 徐 に 米 る あな た は 
いつ も どこ か 萌 つ いて いる 
私 が 嫌い な の だ ろう か 
私 が 憎い の だ ろう か 
私 を 疎 ま し い の だ ろう か 
それ も 仕方 な い 
自分 の 未来 が な いと 知っ た と き 
死に た く な v 
生き た いと あがい 宏 
どう し て 死な な くち ゃ 
いけ な い の か と 泣き 叫び 
自分 の 焦り の まま に 
あな た を 傷つけ た 
だ か ら 私 を 嫌い 憎み 貴 ん で も 
当 だ り 前 だ と 門 け 
それ で も 私 は 最期 だ か ら 

こ に 書き 留め て お きた 
私 は あな た を 愛し て い だ 
私 が こん な に も な りな が ら も 
何 年 も 側 に いて くれ 大 さ と 
本 当 に 嬉し か っ だ 





た だ 思い つく まま に 
言葉 に する せい で 

と り と め の な い 手 紙 に 

な っ て し まっ て いる と 思う 
私 が 死ん だ ら 

この 手紙 を あな た に 

送 じ で ぐれ る よう し 
頼ん で お いた 

だ か ら あな た が この 手紙 を 
読む と き に は も う 私 は いな い 
忘れ て と は 言わ な い 
忘れ な いで と も 言え な い 

私 が 倒れ そし て 死ぬ まで の 
この 数 年 間 あな た に 杉 を 

は めで し まっ た こと が 

私 は と て も 哀 し か っ た 

あな た に は た くさ ん の も の を 
も ら っ て お き な が ら 
何一つ 返す こと が で き な か っ た 
だ か ら も う あな た は あな た の 
生き た いよ うに 生き 欲 い 
ジェ イ 交 えみ 私 は 府 せ で じ た 


epilogue/) 
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マリ ア 気がつい た ら 
= 人 だ っ た だ 
誰 も いな い の は …… 
あの 怪物 た ちの せい ? 
それ で 私 は どう し た ら 
いい ん だ ろう ? 
戦っ て 生き 延び る ? 
それ と も 怪物 に 殺さ れる ? 
生き て いな くち ゃ いけ な い 
理由 は な いけ ど …… 

今 は 死に た いと も 思わ な い 
痛い の も 苦し い の も 嫌い 
だ っ た ら …… 逃げ ば よう か ? 
誰か 人 に 会 いた い 


この 町 に まだ 


人 は 残っ て いる の だ ろう か ? 
(Bar Heaven's Night) 





開け て 
ね ぇ p 


男 の 声 ” や めで くれ 


耳障り だ 

マリ ア 良かっ だ 
や っ お 緒 光 に 開 沈 だ 
開け で 《 入 ない? 

男 の 声 。 断 る 

マリ ア な ぜ ? 

ーー よ た め 息 ) 

男 の 声 私 に は いち いち 答え な 





ーー 


男 の 声 それ は 知ら な か っ た 
私 は 一 人 で いた い 
他人 の 存在 は 邪魔 な だ な け だ 

マリ ア それ で も 上 顔 ぐ らい 見 せ て 
ほし ぃ い 会 
る か わか づつ で る ? 

誰 も いな い ::…:: 和 物 し か いな い 

男 の 声 わか っ で いる 
だ けど 補 洒 紀 うじ た ? 
私 に は 関係 な いこ と だ 
誰 も いな いな ら .。 静か で いい 

マリ ア こん な 狂っ た 町 の 中 で も 


一 人 で いた の めす 
男 の 声 ああ そう だ 
狂っ て いる の が この 町 だ と 
どう し て 言 盗 れる ? 
狂っ て いる の 活 
私 や 君 か お む じ れ な い 
両方 …… か も し れ な いな 








さあ .。 も うい い だ ろ う ? 


| 私 の 邪 麻 を し な いで くれ 


マリ ア 秘 は …… 
あな た は ? 

男 の 声 アー ネス ト 

人 且 52 ング ウェ イ ? 

アー ネス ト ボー ルド ウィ ン 

旨 5 ア が ー ホ ス トー… 
また 来る か ら 
(Baldwin House 2F Lounge) 


29 が 


肥 が どう な っ て い 、。。 


1 












マリ ア エイ ミー っ て 知っ て る ? 
アー ネス ト な ぜ 


「 大 好き な パパ へ ] 差出 人 は 
エエ 信 き テ ・ ボ エル ドウ ィ ン 料 
あと 

アー ネス ト ああ 
む 写 で あっ た ? 

マリ ア 屋根 裏 部 屋 


遇 か な な 。 今 に な っ で 

や うら と 意味 が わか る な ん で 
な ぜ あの 子 が 
あそこ に いた の か 

な ぜ 落ち た あの 子 が 

空 の 封筒 を 撮り 締め て いた の か 
マリ ア アー ネス ト 


ご めん な さい 
思い 出さ せ て し まっ て 
アー ネス ト 謝る こと は な い 
思い 出し て は いな い 
忘れ て いな い の だ か ら 

に 全 り 

2 で 2 まい と 

忘れ られ な いこ と …… 
どちら が 悲し いこ と 

な ん だ ろう か ? 

も う 1 0 年 も 経っ た の に …… 
マリ ア ご めん な さい アー ネス ト 

















こん な つも り じ ゃ な か っ た 
アー ネス ト いや 
マリ ア 手 紙 を …… 
マリ ア ここ に 置い て いく か ら 
アー ネス ト あり が と う 
君 は も し か し て …… 
だ か ら 君 は 私 に 会 えた 
マリ ア え ? 
アー ネス ト 


いい 


だ か ら か 


な ら ば 私 は 


奇跡 を 望ん で いい ん だ ろう か ? 
マリ ア どう し た の ? 
アー ネス ト 隣 の アパ ー ト に 
瓶 に 入っ た 白い 液体 が ある 
どこ に ある か は わか ら な い が 
そこ に ある の は 知っ て いる ん だ 
それ が 


欲し いん だ 





マリ ア 私 が …… 取っ て くる の ? 
アー ネス ト 頼む …… 
マリ ア 自分 で 行か な い の ? 
アー ネス ト で きる な ら ば 
頼み は し な い 私 に は …* 
UN……・ 白 ? 
アー ネス ト 階段 の 鍵 は 
開け て お く 
マリ ア アー ネス ト 
あれ を 信じ て る ? 
アー ネス ト わか ら な い 


マリ ア 無駄 か も し れ な い 努 力 っ 
て そん な に 嫌い じゃ な い 
少な く と も 最初 か ら 諦め て 
何 も ち し な いよ り は 

アー ネス ト マリ ア …… 
あり が と う 

マリ ア 奇跡 な ん て 起こ る の ? 

アー ネス ト ここ は 
サイ レン ト ヒ ル だ 

マリ ア だ か ら 不 幸 に な っ た の か 
も し れ な い 










































ジェ イム スッ 





アー ネス ト 考え すぎ だ 
それ に 私 は この 町 の 人 間 な ん だ 
(Baldwin House 1F Study) 





アー ネス ト マリ ア あり が と う 
アー ネス ト それ だ けが 

手 に 入れ ん る こと が で きず 
見 つけ た どき に は も う 

私 は この 家 か ら 
離れ られ な く な っ て いた 


マリ ア 
アー ネス ト 神 は いる ん だ よ 
君 だ っ て 知っ て いる だ ろう ? 
この 町 で 上 朱 志 友 大 、 
マリ ア その 呼び 方 
どう か は わか ら な いけ ど 


アー ネス ト 君 は 運命 を 信じ る か ? 


マリ ア 別に 
アー ネス ト それ な ら ば いい 
マリ ア アー ネス ト 

ここ 開け て いい ? 


アー ネス ト ここ は 行き 止ま り だ | 


先 は な い 
マリ ア わが めで る 
運命 を 「 信 じ る 」 






寺 Oo 


アー ネス ト ジェ イム ス 


あれ は ひど い 男 だ 

マリ ア ジェ イム ス …… ? 
ー 一 長い 沈黙 

あ ああ …… 確か に ね 
アー ネス ト 今 も 君 で は な い 君 を 
探し て いる 


マリ ア あの 人 は 優し いか ら 

| 何 か 知っ て いる ? 

アー ネス ト ああ …… 君 は 

| マリ ア で も それ は あな た の 記 想 
私 の 未来 じ や な い 

それ で いい 





(Baldwin House 1F Study) 








ジェ イム ス メア リー! ツ 


EEEG3CE じゃ な い めい のか? 
マリ ア あな た の 彼女 に 
似 て いる の ? 
私 は ね 、 マ リア っ て いう の 
:(epilogue) 








$ 生還 澤 の: 靖 申 時 の 編 調 人骨 

CHARACTER 訪 閥 朋 

COMMENTARY 
ます 


旨 縛 品 遂 較 

8 FL PPF 加 

nane: ジ ェ イ ム ス ・ サ ンダ エラ ンド 』 # E 0 
に 0 っ 了 

、 2 Ohet 


、 事務 見 
OPTOPSHe? 初期 の シナ リオ で は 「 ジ ョ セ フ 」 
と き 吾 ・ メ アリ ー か ら の 手紙 に 考 か れ 。 』 | と ツェ イム ス 」 と いう 2 つの 
"人 招 を 送 つ 人 物 で し た 。『 ョ 


て サイ レン ト ヒ ル を 肪 れる 主人 人 「 
セ フ 」 は “切り 裂き ジャ ッ ク " 


の 容 攻 洗 の 前 を 借り た も の で 、 


ある 理由 か ら サ イレ ント ヒル に 
引き 寄せ られ た 登場 人 物 た ち 。 
それ ぞ れ が 抱い て いた 心 の 痢 と 
は 何だ っ た の だ ろう か ? 











「 ジ ェ イ ム ス 」 は その 派生 で す 。 











メア リー か ら の 手 尋 は 8 起 だ つた 。 病身 の 裏 の 介護 に 疲れ 果 
て た 彼 は 、 彼 女 自身 を 病 茜 か ら 衣 放 する た め に 、 自 ら の 手 で 
メア リー を 殺害 し て いた 。 し か し 、 殺 人 と いう 罪 の 重 さ に 耐 
え か ね た 彼 は 、 自 身 の 妄 想 の 中 に 身 を 投じ 、 サ イレ ント ヒル 
と いう 町 に 引き ぎ 寄 せら れ た と 索 え られ る 。 
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| メア リー と 払 三 つの 安 

欄 。 し か し 柱 格 や 服 の 
趣味 は メア リー と は 正 

| 反対 。 な ぜ か ジェ イム 
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60 1 さ > 
3 年 前 に 病死 し た は ず の ジェ 
イム ス の 裏 。 か つて ジェ イ 
- ム ス と サイ レン ト ヒ ル を 訪 
0 。 れ た こと が あり 、 そ れ 以 来 
ンコ この 町 は 2 人 人 に と っ て 思い 
- ? 出 の 場所 と な っ て いた 。 
Greg TS 'PII6 ETD KU 
WegnlllLH0 WT 1 T 
同じ く 、“ 切 り 裂 き ジ ャ ッ 犯し た 罪 に 気づい た ジェ イ ヒロ イシ も 、 最 初 の シナ リ ジェ イム ス が メア リー 条 富 


ク " に 関す る 察 書 よ り 、 
容疑 許 の 「 ジ ョ セ フ 」 と 同 
棲 し て いた 拘 害 庭 で も ある 
fa ザー ケリ りー が が 
ルル ジル (の 











ム ス に 対し 、 そ れ ぞ れ の 千 
末 で 、 さ ま ざ ま な 千葉 を 投 
げ か ける 。 3 年 前 に 病 区 し 
た と いう の は ジェ イム ス の 
交 想 と 考え られ る 。 





オ で は 二 生 人格 的 な 大 在 で 
し た 。 一 つ 目 の 人 招 は 「2 
アリ リー の お pr 訪 
は 、 そ こ か ら の 派生 で 「 マ 
リア 」 と 名 付け られ まじ た 。 





の 罪 に 耐え 切れ ず に 作り 出 
し た 妄想 の 産物 。 そ の モデ 
ル は 、 劇 場 「 へ ヴ ン スナ イ 
ト 」 の ダン サー で あっ た と こ 
と が 『3』 で 判明 する 。 
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映画 『 イ ンタ ーネット (The 
Net)』 の 主人 谷 の を 前 を 拝借 し 
まし た 。 天使 Ange に 通じ る 宗 
GO て 9:HIE め その ン 系 に 多い 


の で 、, そ こ か ら “移民 " と いっ 潮 





た 設定 も 生み 出さ れ まし た 。 
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メア リー と 同じ 病院 に 入院 し 
て いた と いう 少女 。 母親 の い 
| な い 彼 女 は 、 メ アリ ー を 母 の 
| よう に 蒸 づ つて いた 。 


リチャード ・ ダ ン ブ ロ ジオ の ノ 

ン フ ィ ク ショ ン 「 ロ ー ラ 、 ん 

で ご らん ー フ ライ バン で 焼 か れ 

た 沙 女 の 物語 」 か ら 取 っ て いま 

9 * す 。 これ は 、 弄 待 に 員 け ず 、 幸せ 
を 手 に 入れ た 少女 の 物語 で す 。 
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登場 人 物 の 中 で 、 た だ 一 人 、 心 に 闇 を 抱い て いな い 人 物 。 メ 
アリ ー を 追っ て で サイレント ヒル に 来 た と 朝 え られ る 。 彼 女 に 
は 町 は 正常 に 見 えて お り 、 怪 物 や マリ ア は 見 えて いな い 。 
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母 を 痩 す た め に サイ レン ト ヒ ル 
を 訪れ て いる 女 欄 。 ハ イス クー 
ル 卒 業 後 、 家 出 を する が 克 親 に 
見 つか り 連 れ 戻 され て し まつ た 。 








に 呼び 寄せ られ た と 乾 え られ る 。 





「 血 楽 れ た 新聞 」 の 記事 な どか ら 推 測 す る と 、 待 に 厨 え か 


ね て 父親 を 殺害 。 そ の 後 精神 に 異 沙 を 来 し 、 サ イレ ント ヒル 
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太っ て いる こと を 理由 に 、 い じ め ら 
れ て いる 青年 。 い つも は お と な じい 
、 が 、 感 柄 の 起伏 が 激しい 面 が ある 。 。 革 
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初期 の シナ リオ で は 、 エ ディ ー は と 
て も 陽気 な キャ ラ で し た 。 だ か ら 、 
: 単 秀 に 「 エ ディ ・ マ ー フ ィ 」 か ら 借用 
し まし た 。 結果 と し て は 、 全 く 違 う 性 

















析 の キャ ラ に な っ て し まい まし た が 。 | 





まい 上 T.0 


本 人 の セリ フ に よれ ば 、 い じ め に 対す る 門 り が 頂 吉 に 達し て 





られ た と 坊 え ら る 。 


発作 的 に 犬 を 殺害 、 ま た 、 そ の 飼主 の 足 を 撃っ た よう だ 。 警 
察 か ら 逃 げ る 途中 に 罪悪 感 が 募り サイ レン ト ヒ ル に 呼び 寄せ 
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0 ん (2 
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「 必 和 呈 の 和 芝 (0p) 
意味 頭 部 が 柄 く 膨れ あ が 4 
り 衰 を 向い て いる 。 病 床 の 
メア リー を 連想 させ る 存在 。 





全 鉄 パイ プ で は な く 、 喜 
滴 薬用 の 棒 を 圭 つ た デザ 
ィ イン も 存在 し て いた 。 
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罪悪 感 に 二 ま れる ジェ イム ス 
が 生み 出し た 異形 た ち 。 そ の 
意味 を 誠 り 返っ て みよ う 。 





MA アン 


ァ バ パー トン ホテ ル な ど 
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「 三 郊 豆 」。 か つて の 死刑 款 
自重 意識 に より 具現 花 し た 
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「 肖 う 老 」 の 意 。 前 作 に も 
登場 する こと か ら 、 町 の カカ 
に 由来 す る 部 分 が 大 きい と 
考え られ る 。 
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「 理 想 的 な 父親 」 の 意味 。 
ベッ ド の よう な 箱 形 の 上 に 
覆い か ぶさ る 2 体 の 肉 塊 。 
アン ジェ ラ の 過去 を 察 徴 し 
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2 3 S 3 W し 
刑務 所 の 独房 に 響く 本 所 夫 
味 な うな り 声 。 こ の 声 は ) 
刑務 所 に の み 登 場 する 1 
TPRIZONER」 と 呼ば れる 4 実は 見 えな い が 、 - 誤 電 を 
クリ ー テ チャ ー の も の だ 。 、 指 え れ ば 邊 笠 を 雄 認 で きる 。 
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病院 (0 
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天井 か らぶ ぷら 下がっ て 攻撃 二 
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を 電 1 まま 
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四 う の 諸 示 に 、 ど れ が 正解 と 
いう こと ば が い 。 それ ぞ れ 異 
のち 放 作 を し て いる 。 









ホテ ル の 屋上 に 立っ て いた の は メア リー の 服 
を 着 た マリ ア 。 あ くま で メア リー を 求め る ジ 
ェ イ ム ス に つた マリ ア は 変貌 し 、 彼 に 襲い 
か か る 。 惨 物 を 殺害 する と 場面 は 病室 へ 。 息 
HPS の の 








レン ト ヒ ル 





「「 メ アリ ー の こと を 健一 に 索 え る 」 こ と が 下 . Eee 








要 な 条件 。 具体 的 に は 「 病 院 屋 上 の 日 記 を 読 1 
SM/y/2 
お 」、「 夜 の パー で 壁 の 落書 き を 読む 」、「 ホ テ ま 光 lp 和 の せい で か な わな か っ た 
1 ル (後半 ) の 読書 失 で ヘ ツ ド フ ォ ン を 調べ る 」。 の 後 | 記 が る の は 
本 3 0 芝 細 の 時 天 に 和 人 私 は 人 で そこ に いる 
959 Mk 画面 が 真っ 暗 直 に な る 。 ま 
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男 は この 町 を 去る 
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【 撤 要 】 
屋上 に いた の は メア リー の 服 を 着 た マリ ア 。 売 な な いで 0 
「 悪 い 夢 は 終わ ら せ る 」 と 訴え る ジェ イム ス 
2 っ た マリ ア は 彼 に 毅 い か か る 。 怪 物 殺 害 
後 、 場 面 は 病室 へ 。 事 を 殺し た こと に 茜 箇 す 
る ジェ イム ス に メア リー は 「 死 な な いで 」 と 
言い 残し て 皿 秀 える 。 悪 夢 と 決別 し た ジェ イ 
ム ス は 、 ロ ー ラ と 共に サイ レン ト ヒ ル を 去る 。 
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た 芋 地 を 導 け て 、 町 
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_ 要 想 の 中 に 

























テル の 屋上 で 、 ベ ッ ド の 上 に 槍 た わっ て い 
の は メア リー。 彼 評 は 、 ジ ェ イ ム ス が マリ 
も と いう 堪 想 の 支柱 を 生み 出し た こと を 許さ 
1 ま LA \ か か る 。 尾 物 を 笛 守 する と 、 場 と ジェ イム ス は 、 ウッ 
3 面 は 谷 園 へ 。 湖 を 見 な が ら た た ず む ジェ イム で ある マリ ア に 、 彼 存 し 続け | 
スズ に 赤み 寄っ て きた の は で マ : 9 ゆ 谷 記 92 る こと を 決 章 する 。 
5 を また 殺し た の ?」 と 聞く マリ ア に 、 
EC 洲 MSE 兵 82 買っ 
9 io メア リー か ら 
が 書か れ て いた 。2 人 は 展 芯 台 を 族 け 
て 、 サ イレ ント ヒル の 町 か ら 去 っ て ゆく 。 


「 ど れ だ け マ リア を 大 功 に する か 」 が 打 件 。 
TL 

















マッ ア の く で eK 0 
メー ジ を 少な くす る こと も 重要 と な る 。 
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ホテ ル の 屋上 に 立っ て いた の は メア リ 軸 S メア リー が …… 死 
を 巻 た マリ ア 。 自 分 が 殺し た メア リー を 、 あ と ル た 


くま で 追い 求め る ジェ イ に リア 
は 変貌 し 、 彼 に 毅 い か か る 。 粧 物 を 殺害 する 
と 、 場 面 は 清 の 上 へ 。 湖 に ある 小さ な 島 に 向 
け て 、 ジ ェ イ ム ス が ト を 濃い で いる 。 船 
上 に 機 た わる メア リー の 眉 盤 に 向け て 「 安 ら 
か な 眠り か ら 覚 ます の を 許し て 欲し い 」 と 語 
る ジェ イム ス 。 サ イレ ント ヒル に 才 く か ら 税 
わる 儀式 に よっ て 、 メ アリ ー を 死 か ら 時 ら せ 
よう と し て いる の だ ろう か 





と 自ら が 逃避 する た め に 作り 
出し た 幻想 すら 拒 多 す る ジェ 
イム ス 、 そ の 策 粋 な 間柄 は … 















2 周 目 以降 に 出 塊 する 四 つ の 持 殊 
が 楽 件 、 衝 本 な アイ テム は 更 信 2 
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つい に 「『 死 者 の 首 活 』 と い 
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「1」 の 物語 の 1 7 年 後 が 描か れる 第 3 作 。 存 在 感 を 増 
し た カル ト 教 団 と 、 そ れ に 立ち 向かう 神 を 宿 し た 少 
女 の 物語 だ 。 登 場 人 物 た ちの 言葉 を 再 確認 すれ ば 、 そ 
れ ぞ れ の 目的 や 、 転 生 を 繰り 返す アレ ッ サ (へ ザー) 
の 真実 が 浮か が び 上 が っ て くる だ ろう 。 








SILENT MiLL 3 STORY FREVIEW 


象徴 的 に 登場 する 「2 人 の 少女 の 足 」 か ら 妊 まる 不気味 な オー プ ニ ン グ 。 
テー マソ ング に は 、 初 め て 歌 も の が 採用 され た 。 











RENRRSR282EEEE 拓 RT と ビン 


また つい 寝 ち ゃ っ て 
と に か く 今 か ら 帰 る か ら 
あ 頼ま れ て た や つ 
な か っ た ん だ けど …… 
うん 
は い は い わか っ て る 


父 き ん 


私 も 愛し て る 
(Central Square) 





ー 一 中 年 の 男 が 歩み 寄る 
中 年 男 へ ザー 
君 に 用 事 が ある ん だ 
私 は ダグ ラス ・ カ ー ト ラン ド 























探偵 だ 
へ ザー 探偵 ? 
へ べた そう さよ な ら 


人 ダグ ラス 待っ て くれ 
周 に 会 っ て 欲し い 人 が いる ん だ 
1 時 間 いや 3 0 分 で いい 
つき あっ て も ら え な い だ ろ うか ? 
へ ザー 争 く れ て も 知ら な い 人 に 
つい て いっ ちゃ いけ な いっ て 
2 に 言わ れ で る か ら 
人 ダグ ラス し か し 
と て も 大 練 な 語 な ん だ 
君 の 出生 に 関し て の 
へ ザー 別に 興味 な いか ら 
ど 四 ま GMC の の の もり? 


) 





一 一 廊下 に 女 が 立っ て いる 

ヘ へ ザー 
何 が あっ た の ? 

他 に 人 が 誰 も いな く て 
それ に 変 な …… 

女 始ま り を 迎え よう と し て いる 
人 々 が 失わ れ た 
楽園 を 取り 戻す を た め に 

へ ザー 何 の 話 ? 

女 わか ら な い ? 
あな た の 力 が 必要 な の よ 

へ ザー わか る わけ 
な いで し ょ っ 1! ? 

女 私 は クロ ー デ ィ ア 

ヘ へ ザー だ か ら ? 

クロ ー デ ィ ア 思い 出し て 
そし て 本 当 の あな た を 
あな た の 成す べき こと を 
その 手 を 血 に 濡らし 
楽園 を 招く 者 よ 

へ ザ 一 クロー ディア …… だ っ け ? 
あな た が 何 か し た の ? 

クロ ー デ ィ ア 全て は 神 の 業 よ 

人 へ ザー (うめ き 声 ) 待っ て ! 
伺 が な ん だ か さっ ぱり 
私 に 何 を 思い 出せ と いう の ? 

Centra『Square My Bestsellers) 


私 を 








人 ダグ ラス 何 が 起こ っ た ん だ ? 

へ ザー あな た た ち が 

や っ た ん で し ょ う ! ? 

人 ダグ ラス 私 が 何 を し た ? 
EC あな だ だ ち " だ っ て で て ? 

へ ザー あの クロ ー デ ィ ア と か 
いう 女 の 仲間 で し ょ う 

人 ダグ ラス クロ ー デ ィ ア …… 
そう 5 だ 彼女 ほど うし た ? 

人 ダグ ラス 君 に 会 わせ る 約束 を 
し て いた 

へ ザー や っ ぱり 仲間 な ん だ 

人 ダグ ラス クロー ディ ア が これ を ? 
私 は 君 を 探し て くれ と 
依頼 きれ た だ け だ 
仲間 と か そん な ん じゃ な い 
何 も 知 ら な いん だ 
教え て くれ な いか 
いっ た い 何 が あっ た ん だ 
あの 化け 物 だ っ て そう だ 


へ ザー 私 に だ っ て わか る わけ 
な いじ ゃ な い 
今 の 状況 が と ん で も な く 
お か し いっ て の は 
まち が いな いけ ど ね 
確か に これ は 私 に 
関係 ある こと の よう な 気 が す る 
た ぶん 











ダグ ラス は 巻き 込ま れ た だ け 
、 で も ね 原因 は あな た だ か ら 
同情 し な い : 6 
| 私 を 見 つけ て は いけ な か っ 友 』 
大 グ ラス 、 どう いう こと だ 5 
君 に ほ 伺 が ある ん だ ? 
へ ザー それ が わか ら な いか ら 
困る ん じゃ な い 
何 か あ る の は 確か な の に 
私 は その 何 か か ら 逃 げ ば て いた 
芝 ら と 忘れ て た けど 
そん な こと いつ の 間 に 
0 柚 W 出 も た べた だ ろう 80 
人 ダグ ラス どう し た ? 
へ ザー 何で も な い 
人 ダグ ラス どこ へ 行く ん だ ? 
へ ザー 地下鉄 で 家 に 帰る 


ダグ ラス 私 は どう し た らい い ? 
へ ザー 知ら な い 


(Central Square Entrance) 





眼鏡 の 男 へ ザー…… 
確か 今 は そん な 名 前 だ っ た ね 

へ ザー あな た は ? 

限 鏡 の 男 ヴィ ン セ ント だ 
覚え を て お いて くれ 
君 の 味方 だ 

へ ザー 味方 っ て 言わ れ て も …… 
こん な と ころ に いる な ん て 
も し か し て あい つの 仲間 ? 

ヴィ ン セ ント あい つ …… 
タク タ ロー ディ ア の こと か ? 
違う ! 一 緒 に し な いで くれ 
いか れ た ば あさ ん の 妄 執 に 
取り 光 か れ た よう な 





あん な 女 と ! 

“いか れ た ば あさ ん "は 

ひど か っ た な 君 の 母親 な の に 
へ ザー 母親 ? どう いう 意味 ? 
ヴィ ン セ ント や は り 覚 えて い 

な いか ハリ ー も 





! 合 遂 を な か っ た みた い だ な 
真実 を 隊 す の は 
周 を 手 な づけ る た めか ? 

彼 も また ずい ぶん と 
小 ず る ゆい 手 を 使っ た も の だ 

へ ザー 父さん を 佐 辱 し な いで ! 

ヴィ ン セ ント 起 か っ た 庵 ろ う 
だ か ら 落 ち 着い て くれ 

へ ザー 父さん の 名 前 まで 
何で 知っ て る の ? 

ヴィ ン セ ント 知っ て いる さ 
何で も 君 の 過去 の こと も ね 

の ハ ザー 今 何 が 
起き て いる の か は 謀 

ヴィ ン セ ント そん な こと も 
わか ら な い の か ? 

へ ザー わか ら な いか ら 
聞い て る ん で し ょ 
何で も わか る な ら 
どう すれ ば これ を 
終わ ら せ る こと が 
で きる の か 教え で 

ヴィ ン セ ント 今 は まだ 
その 時 じゃ な い 
も う 少 し 楽し を だ めど おう だ ? 

ヘザー 楽し む ? | 気 が 狂 いそ う 
こん な 世界 の 中 で 
あな た は 何 も 感 じ な い の ? 

ヴィ ン セ ント 感じ て いる き 
これ か ら も っ と お も し ろく な る 
待て ! まだ 話 の 途中 だ 

へ ザー や っ ぱり 
あの 女 の 仲間 じゃ な い 

ヴィ ン セ ント どこ が !? 

へ ザー 頭 が お か し い 

ーー ヘザー、 部 屋 を 出 て いく 

(Green Ridge 


Mental Health Clinic) 





ヘザー 
聞い て よ 


父 き ん た だ いま 


| 





23 がら: 父さん 

父さん ? 
ー 一 父 が 死ん を で いる の を 見 つけ る 
(Daisy Villa Apt. #102) 





へ ザー あな た が や っ た の ? 
クロ ー デ ィ ア 遅かっ た の ね 
へ ザー 何で 人 さ ん を 殺し た の ! 
クロ ー デ ィ ア 一 つ に は 1 7 年 前 
の 復讐 あの 男 が いな 地 れ ば 
全て は 成 さ われ で Ms た ド そ も で 
あな た まで も 共 っ て いっ た 
へ ザー 許さ な い 
クロ ー デ ィ ア 彼 を 殺し た 
も う 一 つの 理由 は あな だ に 
その 憎 赴 を 抱か せる た め 
これ は 必要 な こと な の よ 
あな た も いずれ わか る わ 
へ ザー わか り た くも な い ! 
クロ ー デ ィ ア 早く 思い 出し て 
本 当 の あな た を 
神 を 生み 出し 
永遠 の 楽園 を 築く の 
直接 手 に か けた の は 彼 
私 は 命じ 見 て いた だ け 
あな た は どう する の ? 
全て は 始ま り の 地 に 
サイ レン ト ヒ ル の 町 で 
待っ て いる わ 
(Daisy Villa Apt. rooftop 





ダグ ラス 何と 言っ て いい の か … 
へ ザー 何 も 言 わな く て いい 
何 も 言 わな く て いい か ら 


0: 
057 





を ot 
o58 





出 て っ て 
私 の 前 か らい な く な っ て 


人 ダグ ラス 落ち 着い て くれ 
私 は …… 
へ ザー 落ち 着け ? 


この 状況 で どう し て 落ち 着け る 
の 父 き ん が 死ん で る の に …… 
殺さ れ て ! 

出 て っ て 
あな た の せい な ん だ か ら 
あな た が っ …… ! 
ダグ ラス すま な い 

ヘ へ ザー そう 思う な ら …… ! 
ダグ ラス 私 が 出 て 行く だ け で 
気 が 済む な なら そう し よう 

ーー ハリ ー の 遺体 を 横 た えて 

人 ダグ ラス これ で いい の か ? 

へ ザー 今 は どう し よう も な い 
か ら 祈っ て くれ る 人 も いな い 
父 き ん ご めん ね 

人 ダグラス これ か ら ど うす る ん だ ? 

へ ザー サイ レン ト ヒ ル に 行く 
ダグ ラス そこ に 何 が ある ん だ ? 

へ ザー わか ら な い 
ダグ ラス 大 丈夫 な の か ? 

へ ザー 大 丈夫 な わけ な いで し ょ 
間違い な く ろく で も な い 
こと に な る の は わか っ て る 
で も 今 の 私 に は 
それ 以外 選べ な い 
神 も 楽園 も どう で も いい 
信じ た か っ た ら 
信じ て いれ ば いい 
だ けど 父さん を 殺し た こと を 
私 は 許さ ない 
あの 女 を 私 は 殺す 





ダグ ラス 復讐 は 何 も 生 まな い 
へ ザー 自己 満足 らい 


生ん で くれ る で し ょ 
ダグ ラス どう や っ て あの 町 に ? 
へ ザー どう で も いい じゃ な い 
ダグ ラス 車 で 送 ろ う 
へ ザー 余計 な お 世話 
人 ダグ ラス で も 歩い て いく に は 
遠 す ずる それ に 
少し は 貢 任 を 感じ て いる 
車 は 表 に まわ し て お こう 





別れ が 済ん だ ら 来 て くれ 
へ ザー あな た も 


死ぬ か も し れ な い 
ダグ ラス 構わ な いさ 

泣く の は 借金 取り ぐらい だ 
(Daisy Villa Apt. #102) 





ダグ ラス た っ た 今 
ヴィ ン セ ント と いう 男 が 
へ ザー ヴィ ン セ ント ? 
人 ダグ ラス 君 の 知り 合い だ ろう ? 
へ ザー どう だ か 
人 ダグ ラス サイ レン ト ヒ ル の 町 に 
つい た ら レナ ー ド と いう 男 を 
探せ と 言っ て いた 
そし て この 地図 を 
どう する ? 
へ ザー 信用 で き な い けど 
他 に どう し よう も な いし 
人 ダグ ラス それ か ら こ れ を 
へ ザー これ は ? 


ダグ ラス 君 の 父親 が 持っ て いた 
Daisy Villa Apt.entrance) 





ダグ ラス 雨 が 降っ で きた な 
寝 て いる の か ? 

へ ザー 起き て る 

ダグ ラス 寒く な いか 
サイ レン ト ヒ ル に は 
何 が ある ん だ 
昔 は 静か な 観光 地 だ っ た が 
あそこ は 今 は 

へ ザー 行っ た こと ある ? 

ダグ ラス 仕事 で 一 度 
行方 不明 者 の 捜索 に 








結局 見 つか ら な か っ た 
あの 町 は どこ か お か し い 
こう いう 仕事 を し て いる と 
いろ いろ と 良く な い 噂 も 
耳 に 入っ て くる 
へ ザー 私 が 生ま れ 育 っ た 町 
ダグ ラス すま な い 
君 の 故郷 を 悪く 言っ て し まっ て 
へ ヘザー どう せ 
ろく な 思い 出 な いか ら 
ダグ ラス だ けど 
確か 君 が 幼 い 頃 住ん で いた の は 
ポー トラ ンド じゃ な い の か ? 
どう し た 気分 で も 悪い の か ? 
へ ザー 頭 が ぐら ぐら する 
日 酔い みた い 
人 ダグ ラス 車 に 酔っ た か ? 
へ ザー 培う 
思い 出し て いた だ け 
私 の 過去 を 





サイ レン ト ヒ ル で 


1 7 年 前 
一 つの 事件 が あっ た 

ダリ ア と いう 女性 が その 町 に 
古く か ら 伝 わる 神 を 

呼び 出 そ う と し た 

自分 の 娘 を 捧げ て 


人 ダグ ラス バカ な 話 だ 

へ ザー で も 事実 で 
し か も その 少女 か ら 
神 は 生ま れ だ 

ダグ ラス : 寺 浴 

へ ザー その 了 手 に は 
力 が あっ た か ら 

ダグ ラス カ ? 

へ ザー クラ ス メ ー ト に は 
魔女 っ で 呼ば れ て た 
説明 は で き な い 普通 じゃ な い 旋 
願う だ け で 
人 を 殺す こと も で きる 
で も ね その 生ま れ た 神 は 結局 














一 人 の 人 間 に 倒 され た の 

メイ ソン 私 の 父さん 
人 間 に 倒さ きれ た ぐら い だ か ら 
本 当 の 神 じ ゃ な か っ た の か も ね 
た ぶん クロ ー デ ィ ア は 
同じ こと を 
繰り 返 を うと し て いる 
そし て 私 は 
その 生 旨 に 選ば れ た っ て わけ 

ダグ ラス 君 に も その 力 と や ら が 
ある の か ? 

へ ザー 神 が 倒 され 消え た 中 か ら 
少女 は 再び 現れ た 
その 腕 の 中 に 赤ん坊 を 抱え 
そし て その 子 を 父さん に 
託す と 死ん で いっ た 
父さん は 私 を 愛し て くれ た 
まる で 本 当 の 娘 の よう に 
私 が 何者 な の か も 
わか ら な い の に 
何 の 見 返り も な い の に 
死ぬ に は 早 す ぎる よ 
私 まだ 何 も 返 し て いな い 
論 せ だ っ た っ て こと も 
伝え て な い …… 


Ai 二 


Douglas' Car 





ダグ ラス 私 は レナ ー ド と や ら の 
家 に 行く 

へ ザー は 病院 を 頼む 
地図 は 持っ た か ? 
へ ザー 持っ た 
ダグ ラス 本当に 一 人 で 

大 丈夫 な ん だ な 
へ ザー 子供 じゃ な いん だ か ら 
それ と も ダグ ラス が 

一 人 で 行く の が 怖い の ? 
ダグ ラス 怖い さ 

5 0 年 以上 生き て いて 

こん な 目 に あっ た の は 
初め て だ か ら な 今 で も 








ダグ ラス 全く だ 
早く 目 を 覚まし た い 恋 
病院 の 調査 が 終わ っ た ら 
ここ に 戻っ て くる ん だ 

ヘザー 了解 

(Motel "Jack's Inn' AI06) 





へ ザー 
電話 の 声 クロ ー デ ィ ア か ? 
人 ザー いい え 私 は …… 


電話 の 声 嘘 を つく な 
クロ ー デ ィ ア 
わか っ て いる 
お まえ は いつ も 
そう 逃げ よう と する 
謝り に 来 た ん じゃ な い の か ? 
それ と も お まえ は 
まだ 自分 の 
愚か さ に 気付 いて くれ な い の か ? 
[全て の 入 々 に 救い を ] か 
あま り に も 馬鹿 げ て いる 
願い だ 





へ ザー ちょ っ と 待っ て 
私 の 話 を 聞い で 
電話 の 声 お まえ の 話 は 
も う 聞 き 飽き た 
何で そん な ふう に ……: 私 の 
教育 の 何 が 間違っ て いた ん だ 
ヘ へ ザー だ か ら 待 っ て ぅ で 1 
私 は 
クロ ー デ ィ イア な ん か じゃ な い 
電話 の 声 クロ ー デ ィ ア で は な い ? 
へ ザー 私 は へ ザー 
電話 の 声 へ ザー…… ? 
へ ザー あな た は ? 
電話 の 声 レナード ・ ウ ルフ 
娘 と 間違え た すま な か っ た 
へ ザー クロ ー デ ィ ア が 娘 ? 
レナ ー ド ああ そう だ 
クロ ー デ ィ ア を 知っ て いる の か ? 
まさ か クロ ー デ ィ ア の 仲間 か ? 
へ ザー 倍 う 仲 問 で も な い 
私 に と っ て 彼女 は ……: 
レナ ー ド 憎しみ を 感じ る 
ペ ザ ー え ? 
レナ ー ド 言葉 の 中 に 
:。 そし て 怒り を 
" 殺 じ た い ? 
君 は そう 願っ て いな いか 
へ ザー ご めん な さい 
で も 彼女 は 私 の 父 ほ ん を …… 
レナ ー ド 上 黒 か と は いえ 
私 の 娘 だ 
調 り を 認め る な ら ば 
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許し た いと 思っ て いた 間違っ て な い ? へ ザー 私 は そっ も ち 側 の 人 人 問 じゃ 


だ が も う 手 遅れ の よう だ | 今日 は 私 の …… | 、 な いら で ざと 
へ ザー 私 を 助け て くれ な いか ? 電話 の 声 問 違 っ て いな いよ そん な 楽 園 行き た くも な い 
へ ザー 助け る ? 今日 は 君 の 2 4 オ の 誕生 日 だ レナ ー ド 背 教 者 な の か ? 
レナ ー ド 閉じ 込め られ て | プレ ゼン ト が ある ん だ | 私 を 騙し て いた の か 1 ? 
いる ん だ クロ ー デ ィ ア を 傷つけ る の と 苦し め ら れる の は へ ザー 上 妨 し て いた わけ や ゃ な い 
止め な く て は いけ な い どっ ちがい い ? だ だ 間違っ て いた だ け 
へ ザー あな た は どこ に いる の ? | 君 の 嫌い な 方 を あげ まう 科 ま 天 基 い に 
レナ ー ド 私 に も よく わか ら な い ハッ ピー・ バ ー ス 送 陸 き 生 る あな た は 普通 の 人 か と 
入口 は 2 階 の 廊下 の 端 だ に まゆ ょ は ee 議 贅 00 才 
君 の 力 に な れる と 思う へ ザー 間違っ て る レナ ー ド そう か 
私 に は 印章 が ある 今日 は 私 の 誕生 日 じゃ な ゆい 私 を 騙し て あの 印章 を 
頼む (Brookhaven Hospita2E 次 やつ もり だ っ た ん だ な 
ー 一 電話 が 切ら れる Men's locker room) 8 神 を 滅ぼす つも りか 
へ ザー 印章 ? 異教 徒 め ! 
入口 は 2 階 の 廊下 の 端 ? へ ザー だ か ら 騙 す つ も り は 
(Brookhaven Hospital 3F #S12) な か っ た っ て 


だ いた い 印 章 っ て 何 ? 

レナ ー ド ご ま か そ うと し て も 
無駄 だ も う 騙 され な い 
あの 印章 は 私 が 守る 











レナ ー ド へ ザー? 神 に 命じ られ た 守り 手 た る 
へ ザー ええ レナ ー ド ? 私 の 役目 だ 
i9X = ン どこ に いる の ? お まえ に 与え られ る も の は 
O60 一 一 ロッ カー の 中 に 公衆 電話 レナ ー ド あり が と う 残酷 な 死 だ け だ ! 
電話 の 声 ハッ ピー・ バ ー ス デイ ・ や っ と ここ か ら 出 られ る | へ ザー も し か し て レナ ー ド ? 
トゥ ・ ユ ー これ で クロ ー ア . 柚 衣 の レナ ー ド 神 の 意思 に 背く 才 は 
ハッ ピー・ バ ー ス デイ ・ ト ッ ゥ ・ くだ ら な い 願 い は 終わ り だ 殺す 
ユー ハッ ピー・ バ ー ス デイ ・ さあ クロ ー デ ィ ア を へ ザー 何で こう 頭 が お か し な 
ディ ア …… | 殺し に 行こ う | 人 ば か りな の ?.。 あ あ 
君 の 名 前 を 忘れ て し まっ た 『「 全 て の 人 々 に 救い を | か | これ は も う 人 じゃ な いけ ど ね 
へ ザー あな た は 誰 ? な ぜ 神 に 逆らう 者 に まで | (Brookhaven Hospital BF) 
電話 の 声 ああ そう か | 恩恵 を 分 け 与 を なく て は 
あり が と う いけ な い ? 
2 避 * バ パー ス デ イ ・ デ ィ ア ・ | ヘザー 何 が 言い た い の ? 
アナ タダ レ ハッ ピー・ | レナ ー ド 。 私 た ちの 目的 の 話 だ よ | 
パー ス デ ィ ・ ト ゥ ・ ユ ー | 神 は 確か に 慈悲 深い | 
3 1 オ の 誕生 目 お めで と う - | だ が 選ば れ な く て は いけ な い | 
へ ザー レナ ー ド な の ? | 来 た る 日 の た め に は | 
電話 の 声 それ は 人 殺し の 名 前 だ | 楽園 に 生き る 資格 は | クロ ー デ ィ ア な や ぜ 彼 女 を 父 の と 
私 の 各 前 じゃ な い 神 の 声 を 聞く 私 た ちの も の だ ころ へ 行か せ た の 
君 の 愛し の スタ ン レ ー で も な い そ 黒 が だ ろう へ ザー ヴィ ン セ ント いけ な か っ た か ? 
彼 は 今 ほ 地 下 に いる ペ ザ ー うん 思う クロ ー デ ィ ア あな た の せい で 
新しい 名 前 は "7 番 "” で る 1 の ご 勝手 に " 父 は …… 
そん な こと は どう で も VS ト っ で 感じ で ね | ヴィ ン セ ント 神 に 召さ れ て 
今 は 君 の 誕生 日 を 祝 お う ! レナ ー ド へ ザー | 良かっ た じゃ な いか 彼 も 神 を 








1 
へ ザー 誰か 別 の 人 と どう いう 意味 だ ? お 気に入り だ っ た よう だ し ね 














クロ ー デ ィ ア 神 を 佐 る も の に 
神 の 救い は な い 
あな た は 地獄 に 落ち る わ 
美しき 楽園 と 永遠 の 幸福 は 
あな た に は 届か な い 
ヴィ ン セ ント 神 が 救 っ て くれ る 
と いう の は 甘え じゃ な い の か ? 
クロ ー デ ィ ア あな た の よう な 
人 間 に 何 が わか る の ! 
ヴィ ン セ ント この 世界 で の 
幸福 が 
君 は 勘違い を し て いる ん だ 
私 も 幸せ は 望ん で いる 
だ いた い 君 は 父親 を 
嫌っ て いた ん じゃ な い の か ? 
殴ら れ 蹴 ら れ 泣い て いた 
私 の 幼 心 に 焼き つい て いる よ 
あの 光景 は 
クロ ー デ ィ ア だ か ら 
だ か ら 神 は 必要 な の よ 
ヴィ ン セ ント 君 に は 
それ し か な い まる で 子供 だ 
だ か ら 孤 立 する 
クロ ー デ ィ ア まだ わか っ て 
いな い の よ みん な 
(Motel “jack's Inn”#106) 








へ ザー ダグ ラス は ? 
ヴィ ン セ ント 彼 は 
出かけ て 行っ た 
伝言 が ある 
へ ザー 今 も う 一 人 いな か っ た ? 
ヴィ ン セ ント いや 
私 は ずっ と 一 人 だ よ 
開く 気 は な い の か ? 
へ ザー ダグ ラス は 何 て ? 
ヴィ ン セ ント 「 教 会 は 
湖 の 向こう に ある 』 
、 へ ザー 会 …… ? 
どう いう 意味 な ん だ ろう 
ヴィ ン セ ント わか ら な い の か ? 





クロ ー デ ィ ア の いる 
場所 の こと だ 
湖 を 渡っ た 北岸 に ある 
会 に 入る な ら 
遊園 地 か ら 行 く と ゆい ゆめ 
今 は た ぶん 
あそこ か らし か 人 衝 な ゆめ 
ネイ サン 通り を 北西 べ 
少し 遠い けど 
天国 より は 近い だ る 3 
へ ヘザー 伝言 っ て そる 示 だけ 
ヴィ ン セ ント そう だ 
へ ザー あり が と う 
それ っ て 本 当 に 
ダグ ラス が 言っ た の 1 
ヴィ ン セ ント 私 の 言葉 が 
信用 で き な い の か ? 
(Motel “jack's Inn” 06 





クロ ー デ ィ ア 私 が あな た に 
頼ん だ の は 

あの 子 を 探す こと だ は け 
まだ 何 か 用 ? 

ダグ ラス あん た の 嘘 の せい で 
あの 子 に 迷惑 を か けた 
それ の 償い だ 








クロ ー デ ィ ア 嘘 ? 
公 グ ラス へ ザー は 
誘拐 きれ た 子供 だ と 
クロ ー デ ィ ア 本当 の こと よ 
あの 手 は 私 た ちの も の だ っ た 
それ を あの 男 が 
ハリ ー が 横取り し で 隠し た 
人 ダグ ラス だ が 彼女 は それ で 
幸せ だ っ だ と 言う 
クロ ー デ ィ ア 騙さ れ で いた の よ 
あの 男 に 本 当 の 彼女 が 
目覚 めで いな か っ た か ら 
クロ ー デ ィ ア そう 神 を 和 宿す 娘 
AA アレ ッ サ が 目覚 め れ ば 
人 ダグ ラス 日 覚め れ ば 『? 
クロ ー デ ィ ア 永遠 の 楽園 が 
築 か れる 
ダグ ラス そこ は 
どん な 場所 な ん だ 
クロ ー デ ィ ア 苦し み の な い 世 界 
負え も な く 病気 も な く 
閉 い る こと も な い 
欲望 も 競争 も な く 
た だ 料 の 救い を 信じ 生き で いく 
ダグ ラス な い な い 
何 に も な いん だ な 
去勢 され た 羊 の 楽園 か 
退屈 そう だ 
クタ クローディア か わい そう に 
あな た は わか っ て いな い の よ 
あな た に 私 が 撃て る の ? 
人 が 殺せ る ? 


何 の こ と 


な い 
な い 
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人 ダグ ラス や っ た こと は ある 


クロ ー デ ィ ア 悲しい 話 ね 
(Lake Side Amusement park) 





へ ザー ダグ ラス | 

ダグ ラス 遅かっ た な 

へ ザー ケガ を し て る の ? 

ダグ ラス 右 肢 が 動か な い 
た ぶん 折れ て る 

へ ザー 救急車 を ! 

人 ダグラス 無駄 だ よ 
呼ん で も 来 な い だ る う 
大 丈夫 

人 へ ザー Py バカ じゃ な い 
発電 うつ で ^ ケガ まで し て 

爺 グ ラス すま な いな 

へ ザー 何で あな た が 
電 選 まで や ずる の や 
死ん だ ら ど うす る の ? 


ダグ ラス な あ その 神 と や ら が 


本 当 に 出 て きた ら ど うな る ? 
へ ザー こん な 場末 の 神様 に 


ろく な 力 あ る わけ な いじ ゃ な い 


た いし た こと な い きっ と 
ダグ ラス で も 何 も 起 き な い 
わけ じゃ な い 
へ ザー あの 女 の 言 う よ う に 
それ の 方 が 幸せ だ っ た り し て 
人 ダグ ラス 慈悲 深き 神様 が 
見 せ て くれ る に し て は 
この 世界 は 残酷 だ 
命 を か ける に は 妥当 な 理由 だ 
それ に バカ だ か ら な 


へ ザー 正義 の 味方 の つも り ? 
ダグ ラス な り た いと 思っ た 


こと は ある それ に 
へ ザー それ に ? 

人 ダグ ラス 君 の 助け に な り た い 
へ ザー も う 気 に し な く て いい 
結局 あの 女 が 悪い ん だ か ら 

ダグ ラス へ ザー は 


これ ぐ らい 慣れ て いる 





私 の 息子 に 似 て いる 


へ ザー 泣く 人 は 誰 も いな いっ て 


ダグ ラス 死者 は 泣か な い 
強盗 や っ て 撃ち 殺さ れ た 
バカ な 息子 さ 


人 ダグ ラス 父親 が 不 甲 斐 な く て 
所 乏 だ っ た か ら か な 
今 と な っ て は 本 当 の こと は 
どこ まで いっ て も わか ら な い 
そん な 奴 に 似 て いる な ん て 
悪かっ た な 

へ ザー 娘 だ っ た ら 
嬉し か っ た か な 
後 は 私 が や る か ら 休ん で て 
終わ っ た ら 迎 え に 来 る か ら 

ダグ ラス 人 て で 大 丈夫 な の か ? 

ヘザー . 天 天 夫 
も う 負 きん も いな いし 
私 が や る し か な いか ら 

ーー な ぶ ダ グラ 、 ヘザー に 向け 

銃 を 構え る 

へ ザー 何 ? 

ダグ ラス ある い は ここ で 
君 を 撃ち 殺せ ば 


芋 は 終 あ る ん だ ろう か ? 
へ ザー そう いえ 大 を うか も 
(Lake Side Amusement park) 





彼 が また 導い た の 栓 


あの 男 は どこ まで 邪魔 を すれ ば 


で も いい わ 

あな た を 招く の も 予 建 @ う お 
へ ザー チェ ッ ク メ 人 不 
クロ ー デ ィ ア まだ 職 隊 

新た な る 始ま り の 時 繊 

まだ 来 て いな い 

人 々 の 罪 が 許さ れる 約 東 の 時 

私 た ち が 待 ち 望む 


この 馬鹿 げた 








静 疲 の 楽園 は 築 か れる 
裁き と 幅 い の 後に 広がる 
約束 され た 永遠 
ああ アレ ッ サ 
あな た の 望ん だ 世界 は 





へ ザー そん な も の 
望ん で いな い 
クロ ー デ ィ ア あな た じゃ な い 
アア 必 学 よ 
未だ 眠る 本 当 の あな た 
へ ザー 私 が アレ ッ サ な の 
小さ な クロ ー デ ィ ア 
私 の 愛し き 妹 
クロ ー デ ィ ア アレ ッ サ ? 
あな た な の ? 
会 いた か っ た 
へ ザー 私 は 別 の 世界 な ん て 
いら な い 今 の まま で いい 
クロ ー デ ィ ア 話し て くれ た 
じゃ な い こん な 世界 
な く な っ て し まえ ば いい と 
へ ザー で も 今 の 私 は 
それ を 望ん で いな い 
クロ ー デ ィ ア アレ ッ サ 
あな た は 幸せ が 欲し く な い の ? 
この 苦し み に 満 ち た 世界 が 
見 えな く な っ て し まっ た の 『*# 
神 が 神 の 助け が 必要 な の よ 
へ ザー 苦し み を 生み 出し て いる 
の は 人 な ん だ か ら 
バカ は バカ な り に 
ツケ 払う の も 当然 で し ょ 
夢見 る あな た は 幸せ 
SO YSbzkgd 
周 『 の 人 に は いい 迷惑 
それ に ね 
秋 は 父さん を 殺し た こと を 
絶対 に 許さ な い 
クロ ー デ ィ ア 私 は た だ 
人 る を 救い た い だ け 
その た ぬ め に は ., 世界 は 
生ま れ 変 わら な く で は いけ な い 
だ か ら 神 が 必 要 な の よ 
へ ザー 人 慢 じゃ な い 
誰 も そん な こと 頼ん で な い ! 
クロ ー デ ィ ア 神 が 育 う て い る 














私 を 憎ん で いる の ね 
へ ザー 当たり 前 じゃ な い | 
クロ ー デ ィ ア それ で いい 


Church Chapel 





居 悔 室 の 声 神 よ 
私 を お 許し くだ さい 
人 は 私 の 罪 を 許さ ず | 
死 を 与え る で し ょ う ] 

















私 も それ を 思 み 心 静 か に 出 で き た 利害 の 一 致 と 言っ て 欲し いな 
受け 入れ よう と 思い ます ヴィ ン セ ント 人 を ゴキ ブリ 店 だ っ て 彼女 は 嫌い だ ろう ? 
た だ 無限 の 慈 韻 の 一 か けら を みた い に 言 わな いで くれ 培 で な けれ ば 
お 与え くだ さい | へ 一 結局 あな た は 何者 な の ? | で き な い こと も ある 
いつ か が 子 ど 楽 園 に て | ヴィ シン セン ト まだ 気がつい て  [ 私 に は 君たち の よう な 力 は な い 
再会 で きる よう いな か っ た の か ? [ それ に 昔 労 も ケガ も 嫌い で ね 
地獄 で は な く 旭 獄 へ と | へ ザー クロ ー デ ィ ア の お 仲 陸 | へ ザー ああ そう 
お 送り くだ きい 私 は そこ で | ヴイ ン セ ント あん な 狂人 と ヴィ ン セ ント 自分 さえ 良けれ ば 
罪 の 償い を いた し ます 一 緒 に する な と 言っ て いる | いい 誰 だ っ て そう だ 86z 
炎 の 中 で 祈り へ ザー あな た も 充分 に 狂っ て る 君 一 人 だ けが 善人 の よう な o63 
償い の 終わ る 日 を | ヴィ ン セ ント 確か に 同じ 神 は 顔 を し な いで くれ 
従順 に 待ち 続け ます 信 爺 し て いる 嬉 の が 余 程 ひど ぃ 人 間 だ 
私 の 成 し た 復讐 を だ が 私 は まとも だ 血 を 流し て 苦し む 彼 ら を 見 て 
お 許し くだ さい へ ザー そん な 人 が | 。 楽 bw と 思っ て いた ろう ? 
殺さ れ だ た 我 が 子 の 魂 を 愛し | どう し て 私 を 助け る の ? 踏み つけ る 足 の 下 の 叫 びに は 
私 が 殺し た あの 少女 の 魂 を | それ と も 神 を 復活 させ る た め の 興奮 し な か っ た か ? 
お 救い くだ さい | 計画 の 一 部 ? 民 ZN の 0 の 5 
死 の 恐怖 に 快 える | ヴィン セン ト 同じ 神 を | あの 怪物 た ちの こと ? 
効 子 の よう な 私 に *・。 信じ で いで ヴィ ン セ ント 怪物 ……? 
安らぎ を お 与え くだ さい | 対立 する の は よく ある こと だ | そう か 褒 に は そう 見 えた の か ? 
た だ 一 言 『 許 す ] と いう 言葉 を | へ ザー 悪魔 っ て 言っ た 方 が た だ の 冗談 だ よ 
お 恵み くだ さい | 正しい か も ね 2 と こき 
Church Confession room | . ヴ ィ ン セ ント どっ ち で も いい き | さっ き は 聞く の を 忘れ た が 
| 今 は 本 当 に 若 の 味 詞 だ | メト ラ ト ン の 印章 は 
| 神 が 生ま れ て は 困る Fs 手 に 入 納 決 が Ne 
どう も あれ は ヘザー 何 そ れ ? 
利用 で きそう に な い ヴィ ン セ ント な い の か ! ? 
あま り に も 無茶 苦 茶 だ レナ ー ド が 持っ て いた は ず だ 
へ ザー だ か ら 私 を 利用 し で へ ザー これ の こと ? 
8 クロ ー デ ィ ア の 邪魔 を する っ て | ヴィ ン セ ント そう だ 
ヴィ ン セ ント や あ へ ザー わけ ? 自分 で や れ ば | それ で いい 
へ ザー こん な と ころ に まで ヴィ ン セ ント 利用 ? それ さえ あれ ば 問題 な い 











る 6< 
_o64 





これ を 


ー 一 本 を 渡し 、 ヴ ィ ン セ ント 去る 


(Church Library) 





ヴィ ン セ ント 


1 7 年 前 の 











{件 に つい て 

何 か 知 っ て いる こと は な いか ? 
著 か らい る 君 な ら ば 

詳し いこ と を 聞い で いる だ ろう 








信者 の 声 目先 の 欲望 に 捕らわれ 


楽園 を 否定 ずる 異端 者 た ち が 
メト ラ ト ン の 印章 に よっ 富 
神 の 目覚 め を 妨げ よう と し た 
だ が 僅 大 な る 神 は それ を 記 け 
異端 者 た ち は 
深淵 へ と 落ち て いる た 
だ けど その せい で 」 明 し く 
視 は 生ま れる こと が で きず 
聖母 の 中 で 今 一 度 の 
過 り に つい た と 
目覚 め の 時 を 待ち つつ …… 
私 の 知っ て いる の は 
それ だ け で す 
ヴィ ン セ ント 
あり が と う 
信者 の 声 ヴィ ン セ ント 司祭 
も し か し て 
聖母 が 見 つか っ た と いう 
話 は 本 当 な の で すか ? 
ヴィ ン セ ント アレ ッ サ が ? 
それ は 
クロ ー デ ィ ア が 言っ た の か ? 
信者 の 声 は い 
ヴィ ン セ ント な ら ば 事実 だ ろう 
彼女 に は 力 が ある 
信者 の 声 すばらし いこ と で す 
ヴィ ン セ ント あの 信仰 の 
深 さ 改 か な 
と て も 真似 は で き な い 
し た くも な い 
信者 の 声 私 も で す 


それ だ け か …… 

















クロ ー デ ィ ア 司祭 は 

少し 怖い で す 
ヴィ ン セ ント 今 の は 少し 

不信 心 だ っ た な 

お 互い な か っ た こと に し よう 
信者 の 声 は い 

で も これ で 本 当 に 

奇跡 の 楽園 が この 地 に 

創造 され る の で し ょ うか ? 
ヴィ ン セ ント も し 今 が 

神 が 決 め た その 時 な ら ば 


(Church believer's room) 





ヴィ ン セ ント 何 を 望ん で いる か ? 
大 人 と も 人 死ね ば いい 

で ぞ で れ な だけ の こと だ 

それ で 浩 和 に な る 
クロ ー デ ィ ア な ぜ 

神 を 信じ な い の 
神 は 在 る の よ 
ヴィ ン セ ント 信じ て で いる さき 
神 を 私 は 私 な り の 信仰 で 
長居 し 敬愛 し て いる 


君 の よう に 狂っ で は いな い が ね 


ヴィ ン セ ント これ が 神 の 力 だ と 
の 8 じ D で 詩 ② や 
君 の 見 た 悪夢 が ここ に 
ある だ け じ ゃ な い の か ? 
1 7 年 前 の アレ ッ サ と 同じ よう に 
これ が 神 の 御 業 な ら 


神 は ずい ぶん 悪 趣 味 じ ゃ な いか 


クロ ー デ ィ ア 神 を 財 涯 ずる の 1!? 
裏切り 者 地獄 に 落ち ある ね 
ヴィ ン セ ント また それ か ! 
神 の 言葉 を 代弁 する 著 ほ 

いっ た い 何 様 な ん だ ! ? 
クロ ー デ ィ ア 帰っ で 
ヴィ ン セ ント 
ヴィ ン セ ント 帰れ ? 

ここ は 私 の 教会 だ ま 

君 の 否定 する 私 の 力 で 


この 世界 を 見 て 





建て た ん だ 

確か に この ふざけ た 光景 は 
君 の デザ イン か も 

し れ な いけ ど な 
クロ ー デ ィ ア これ 以上 
邪魔 を する な ら あな た も 
ヴィ ン セ ント 殺す か ? 





ーー バザー 登場 
ヴィ ン セ ント 主 資 の お で まし か 
パー ティ を 始め よう 
さあ へ ザー 
この いか れ た 女 を 殺す ん だ 
そし て 神 の 名 を 借り た 悪魔 も な 
時 は 満ち た 
今 な ら 本 当 に 殺す こと が で きる 
クロ ー デ ィ ア 地獄 に 落ち る わ ! 
ニー ペグ. 円 の イ 77 く 
背後 か ら ヴ ィ ン セ ント を 刺す 
へ ザー 何 か あ っ た の ? 
クロ ー デ ィ ア 別に 
央 し た こき を や ゃ な いわ 
へ ザー も う 逃 げ な い の ? 
ここ が ゴー ル ? 
クロ ー デ ィ ア これ が 始ま り よ 
彼 の 言葉 通り 時 は 満ち た 
アレ ッ サ あな た が 心から 
賛同 し て くれ な か っ た の は 
銀 念 だ けど 
それ で も 憎悪 と 苦痛 に まみ れ た だ 
その 心 で 神 を 育て て くれ だ 
こと は 感謝 する わ 
罪 深 き 生 獄 の 時 代 は 終わ り 
全 で の 人 は 
斉 し みか ら 解 放さ れる 
へ ザー 憎しみ で 生ま れ た 神 に 
楽園 な ん て 築け る わけ 
な いじ ゃ な い 
クロ ー デ ィ ア 辛 福 な 人 間 は 
残酷 だ わ 背 し みや 
し み の 中 か ら 思 いや り が 














生ま れる の は 

そん な に お か し いこ と ? 

な ぜ あ な た は 否 定 す る の ? 

神 の 慈愛 を 

この 膜 ん だ 世界 の 

何 に こだわ る の ? 

神 の 前 に 人 々 は 救 わ れる の に 
へ ザー それ で あな た も 救 わ れ て 

ハッ ピー エン ド ? 

そん な 終わ り に は させ な い 
クロ ー デ ィ ア 私 は 

救 わ れ な いか も しれ な い 

それ で も 構わ な い 

大 好き な アレ ッ サ 

あな た を 苦し め た こと は 

許さ れる と は 思っ て いな い 

人 々 の 救い の た め と は いえ 

あま り に 罪 深 き こと だ わ 

いつ か 来る 約 東 の 日 を 

早め よう と し た の は 

私 の わが まま だ か ら 

その た め の 犠 牲 は 私 の 罪 
ヴィ ン セ ント 罪深い と 

わか っ て いる な ら 

お まえ の 方 こそ 

さっ さと 地獄 に 落ち ろ ! 

へ ザー 印章 を 使う ん だ ! 
クロ ロー ディア ヴィンセント? 
ーー へ ザー、 即 章 を 取り 出す 
クロ ー デ ィ ア メト ラ ト ン の 印章 
ヴィ ン セ ント これ で くだ ら な い 

夢 物語 も 終わ り だ 
クロ ー デ ィ ア そん な の 

た だ の が ラク タ 

それ っ ぽ ぱっち の 力 で 

何 を し よう と いう の ? 

た だ それ だ け で 神 を 殺せ る と ? 

私 の 父 の 愚か な 妄想 に 

つき あっ て くれ て 

あり が と う 
ヴィ ン セ ント 何 っ ! 
クロ ー デ ィ ア 哀れ な 人 
ーー クロ ー デ ィ ア 、 

ヴィ ン セ ント に と ど め を 刺す 
、 クロ ー デ ィ ア で も 神 は 
あな た も お 救い に な る 
さあ アレ ッ サ ! 





アレ ッ サ あな た が や ら な いな ら 私 が 


も う 逃 れる 術 は な いわ 
へ ザー (苦痛 の 声 ) 
ーー ヘザー、 肉体 が 侵 触 され て いく 
クロ ー デ ィ ア 受け 入れ る の よ 
アジ : が 
そう すれ ば 苦し み は な く ぐ な る わ 
ああ 私 は 待っ そい た 
ずっ と 待っ て いた 
小 き い 頃 か ら こ の 日 が 来る の を 
信 革 辻 大 
あな た と いう 奇跡 を 見 な が ら 


いつ か 来る この 裁き の 日 を 1 
デシ レッ 1 
へ ザー うる さい っ ! 


黙れ クソ ババ ア ! 
ーー ヘザー、 お 守り の 中 の 液体 を 

飲み 込む 
クロ ー デ ィ ア 
へ ザー 
クロ ー デ ィ ア 神 が 

産ま れ よ うと し て ゆる 

どう し た の アレ メ 講 縮 

アレ ッ サ 

あな た は 何 を し た の .? 

何 を 飲ん だ の ? 
ーー ヘザー、 体 内 か ら 胎 児 を 

吐き 出す 
クロ ー デ ィ ア これ は :……: が 
へ ザー 神 は 堕ち た みた いね 
クロ ー デ ィ ア や めで っ ! 


何 を し て いる の 『? 








2 AIe 
胎児 を 飲み 込む 





クロ ー デ ィ ア アレ ッ サ 
あな た に 神 は 殺さ せな い 


私 は ……* 
ルル 


私 は 神 を ……… 


クロ ー デ ィ ア ! ? 
ー 一 穴 に 近づい た クロ ー デ ィ ア を 
ヴァ ル テ ィ エ ル が 引き 込む 
(も hukCh) 
ーー 一 後 を 追っ て 飛び 込む へ ザー 
へ ザー 何で 騰 手 に 死ぬ の 
私 が 殺す っ て 言っ な じゃ な い 


(Church Underground) 








寺村 せよ せ も LL る ぅ 3 
CHARACTER 
COMMENTAKRY 


限ら れ た 人 物 の 間 で 濃密 な 物語 
が 展開 され る 『3』。 デ ザイ ン 
の 変遷 を 細 解 いて みよ う 





紅 、 問 軒 叶 夏 呈 証 


| aaiis: ヘ ザー( シ ェ リ ル ・ メ イソ ン | 了 『 
了 (INS メイ ソン ) CT6aKOLS 


3 
2 


















に コ Ma 
名 前 は 、 ゲ ー ム の 音声 や モー 


どこ に で も いる よう な 普通 の 少 ショ ン で ヘザー 役 を 渡 じ た 
均 。 買 い 物 に 訪れ た ショ ッ ピ ン 「 へ ザー・ モ リス 」 さ ん か ら 。 
グモ ー ル で 、 悪 夢 の よ うな 世界 当初 は 「 ヘ レン 」 と いう 名 前 


| に 足 を 踏み 入れ る こと に な る 。 で し た が 、 頁 


kpK 生 (ゴール (の / 





Roodm gKRToH 
の 






(TEdIHUI S 

CB 
名 前 は 1920 年 代 の 名 優 叶 
グラ ス ・ フ ェ ア パ ンク 
ら 。 単 入 に 名 前 の 雰 | 
選 大 @ た だ け で 。) そ の 


は 全く イメ ー ジ の 関連 1 に 
刑事 だ っ た が 十 年 前 に 退 
NARA その 際 、 宮 と も 離 嬉し た 。 











、。. 潮間 NN 
CfBdtOIS 
NII 
名 前 の 由 求 は 『 バ ッ フ ァ ロ ー 
466』 な ど で 知 られ る 俳優 
! ゆ アセ ント ・ ギ ャ ロ 」。 無 
精 ヒ ピゲ か ら 連 起 し まし た 。 彼 
(の た plfeyaID/ が 1 に ロッ ルン 
ター で は あり ませ ん けど 。 











see:20 歳 
sax: 交 柏 
job: 放 団 選 人 
rof 
あ 


し 







「 


TFPFKE 還 し 


Hamet ヴ ィ ジ セン ド 
auei24 一 26 歳 

ex: 男 性 

en 
クロ ー デ ィ ア と 対立 し 、 委 
の 目的 を 阻む た め に へ ザー を 
サポ ー ト する 理 年 司祭 。 自 身 
が 傷つく こと を 恐れ て いる 。 


w 
Ro0og skmrom 


EE 


namei ク ロー ディ 


へ 深い 信仰 を 抱く 交 司 
の 信 造 」 の た め に 、< 


ー を つけ 狙い 、 彼 女 の 中 の 棋 
悪 を 増 師 させ よう と 試み 








Creaters 
Bt 


名 前 は 1960 年 代 の イタ リア 
人 女優 『 ク ラウ ディ ア ・ カ ル 
ディ ナー レ 』。 か ら 。 元々 は 
「 ク リス ティ 」 と いう 名 前 で 
し た が 、 可 愛す ぎる と いう 指 
痛 が あっ た の で 改名 し まし た 。 



























馬 証 還 還 義 ま 伸二 上 上 3 


CREATURE MNO NRN 
GPSirsy No9 TE ag 
COMMENTAK ド RY ぞ れ に 深い 意味 を 持っ て いる 。 


NIIM2O2U 
中 


地下 鉄 / 遊 園地 な ど 
巨大 な 体 を 圭 つ 符 物 。 腕 の 





下水 道 な ど 8 先 か ら 嫁 を 出し て 攻撃 する 
2 本 の 細く 長い 脚 を 送 つ 老 。 科 上 km 巨大 な 体 で 行く 手 を 阻む こ 

な も の が * と か ら 「 ふ さがる 吉 」 と る 
大 小 様 々 な も の が 存在 する MM い Sr 


0 9 「MANDARIN」 が 地上 に あ 
凍え た よう に 身体 を 拍 け させ 、 鈍 ン の ーッ 

重 な 動き で 飼っ て くち こと か ら WW ぶる つた で も ある 。 
「 麻 痺 し た 身体 」 と 名 付け られ て 
いる 。 


WM の 2 作 








AN 
雑居 ビル ン 遊 園 夫 な ど 
割れ た 頭 部 に 鋭い 牛 を 半 
つ 、 大 に 酷似 し た 怪 物 。 
「 割 れ た 頭 」 と いう 意味 。 
火事 に よっ て 重症 を 呉 っ た 
アレ ッ サ の イメ ー ジ が 大 き 【 
2 な 影響 を 与え て いる 。 っ テ 
o68 
ーー ぞ 村 湖 較 UUUI 
デ 昌和 AU U 
ーー 4】 下水 道 聞 園地 な ど 
ング 4 つの 頭 部 と 金属 09 な 体 を 
" 。 e 間 半 ち 細 も な く 空 を 舞う 必 物 
し 
/ 「 振 子 」 と いう 意味 。 上 半身 を 回 
斬 さ せな が ら 移 動 、 攻 撃 し て くる 





( こと か ら 名 付け られ た 。 






っ 主 Sh 
ある こと か ら 名 付け られ 
た 。 





NMP ら 2 





地下 鉄 ノ 雑居 ビル な ど に 
2 病院 

Do は と し た 折っ ぽい M 

を 半 つ 和 物 N ハン ドガ ン や 鉄 パイ プ を 手 
| 1 】 に し た 乾 護 婦 タ イプ の 物 

、 。 問 の 間 拓 た 病院 の 中 を 者 護 

ー ジ が 、 多 の 中 を さま よう 
の 塊 」 を 連想 させ る こと 43 本 婦 。 病院 に いた 看護 婦 が 怪 
か ら 名 付け られ た 。 了 6 物化 し た も の な の か も し れ 


な い が 、 詳細 は 不明 で ある 。 





く 別 立 
OO 


ショ ッ ピ ング モー ル 











先端 の 内 部 に 大 き な 吾 を 半 


うっ て いる 巨 大 な 長 虫 





(6 


ティ 7 


PT 


NSKNNwW 


、 へ プー に 遼 い 的 か り 前 そう 
する 、 も う 一 人 の へ サー 





サザ 
年 前 に 分 離し た アレ ッ 
も う 一 つの 貝 で あり 、 
場所 に こび りつ いた 記入 


Ua2M 


病院 考 会 な ど 


様々 な 場所 に 姿 を 見 せる が 、 
へ ザー を 攻撃 する 事 は な い 


「 従 誤 」 を 意味 する 「valet」 が 由来 。 神 の 従 許 で あ . 
り 「 神 」 の 誕生 を 助け る た め 、 へ ザー を 監視 する 。 


ズ 」 と いう 意味 。『1』 
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両手 に 刃 状 の 武器 を 持っ た 
人 型 の 欄 物 。 非常 に 素早 い 
「 こ する 人 」 と いう 意味 。 

両手 に 圭 つ た 刃物 を 、 執 夫 


に 放り 合わ せる こと か ら 名 


付け られ た 。 








アパート 


ク ロー デ ィ ア の お お 久生 っ 
て 行動 する 人 型 の 筆 物 


「 宮 赤 師 」 と いう 意味 。 ク 
ロー ディ ア の 力 に よっ て 変 
貌 し た カル ト の 信 才 で 、 へ 
ザー の 目 に は 柏 物 に 映っ 
た 5 


AN 
1 
旨 角 
/ し 所 1 4 
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デ 3 1 
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3 拉 各 下 必 る 
ENDING& 
END 旨 エン ディ ング を 振り 返る と と 
も に 、 テ ー マ ソ ング や 独 入 歌 
に 託さ れ た 意味 を 擦っ て みる 。 


も 知ら ig 衝 は き て いけ た 

も 極め さ NB で も あな だ を 釣っ て し まっ 
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NOJUWe5IUI【SIlejitt 新しい 代わ り を 探し に 行く か ら 
と 共に いな く な つて し ま づ だ 
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し て し まう っ た 私 は 
ク に 0H び 各 っ て みせ れ ば 誰が 00 る で し ょ よう 


れ は あな た じゃ な いか ら 意 味 が な 
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十 年 後 の 私 に 私 は 手紙 を 書 
私 は 幸せ で し ょ う が 、: 
8 私 は 和 表 に な っ て いま すか 。 
KUIOTII 1 canit Know for sure 。 


導 相変わらず コリ ン と 仲良 いで ま が 
howithindS worked out [Or diS/ 6 6 W 私 は 勿 玲 、 笑う つて いま すず 
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私 は 人 千 えた い 言 葉 が あり ま 
思い 出し て <? 
AU 人 46MRT29G 人 NE て で い 


POAEA 
それ で お 私 の 私 に 空い た 穴 は 
埋 ま の せ 人 ない けど 


テック Je) 
それ で お 航 の 心 に 識 
埋まら な か も 
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※ 『SILNET HILL 3』 の 歌詞 は 「 日 本 語 原 詩 」 を 書い て か ら 、 そ れ を 歌 に 合わ せ て 「 英 訳 」 す る と いう 流れ で 制作 され た 。 
日 本 語 は あく まで 「 原 詩 」 で あり 、 正 確 な 英訳 に な か っ て いな い 部 分 が 多々 ある の は 、 曲 に 含 わ せ て 英語 化 き れ た た めで ある 。 
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スタ ツラ の 座談 会 形式 で お 贈り し よう 。 サイ レン ト ヒ ル の 町 を 舞台 
(ほれ た の だ ろう か ? そし て 型 怖 を 作り 出す た め の 手法 は ? 主要 
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Producer & Sound Director Art Director & Creature Designer | Character Model Chief Designer 
MachiehrdanxkWemerorhydicoa0 和 MR か Gi ipcyWtoyakwisveiasA3x4eripwrnt 2 notetwtwacy か do Rex が OHhTE 
回 回 固 (Akira Yamaoka) 岡 購 同 還 (Masahiro lto) 回 回 回 回 (Shingo Yuri) 
1968 年 生ま れ 。『11 以降 全 作 品 の サウ ンド 1972 征 生ま れ 。『1』 で は 背景 と クリ ー チ ャ ー 1970 年 生ま れ 。『2] で は キャ ラク ター の モー 
を 担当 。 今 作 で は プロ デュ ー ス も 兼務 し た 。 の デイ ン を 担当 。『2] 以降 の すべ て の 作 ショ ン を 担当 。『3! で は キャ ラク ター 班 の チー 
シリ ー ズ 以外 で は 「 真 魂 斗 羅 』、「BEAT 品 で は し クリー チャ ー・ デ ザイ ン と アー ト ・ デ ィ フ を 務め た 。 シリ ー ズ 以外 で は 『 ハ イ パ ー オ 
MANIAI な ど を 手がけ て いる 。 0 MAN 1 リン ピッ ク 』 な ど を 手がけ て いる 。 
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Graphics Engine Programmer 46 Programimer | Planner & Scenario Writer 


田 散 仁 | (Norihito Hatakeda) 相 還 ヨ 回 (Yuki Mizuoehi) 軸 外 因 (Hiroyuki Owaku) 


1972 年 生ま れ 。「2] か ら 「 サ イレ ント ヒル 」 シ 1972 年 生ま れ 。『1] より キャ ラク ター 周り 1975 年 生ま れ 。 風 以降 、 す べ て の 作品 で | 
リー ズ に 参加 。 一世 し て エフ ェクト 関連 の の プロ グラ ム を 担当 。 戦闘 や アク ショ イ に イベ ント 周り の プロ グラ ム を 担当 。 また 、[21 ] 
プロ グラ ム を 担当 し て いる 。 シリ ー ズ 以外 関す る すべ て を 統括 する 。 シリ ー ズ 以外 の OO 人 3 が 03 を 
で は 『NHL Blade of Steel 2000」 な ど を 制作 。 担当 作品 は 『 栄 光 の フェ アウ ェ イ 』 な ど 。| いる 。 

の 終了 直後 か ら [ さ | へ 


休 g な し で 発 に 突入 


ーー まず 、 開 発 の 経緯 に つい て 教え て で くだ さい 。 | 
大 和久 念 前 作 の PS2 版 が 終了 し た の が 2001 年 の 8 月 で 、 そ の 後 [ 
詩 ](※1) の 作業 を 10 月 の 頭 ぐ らい まで や ちら て いま し た 。「3] の 
は 「 最 期 の 詩 ] が 終わ っ た 直後 か ら ス ター ト し た ん で す 。 
ーー お 休み が な い の は 珍し いで すず ね 。 …… らく な か っ た で すか 7? | 
(一 同和 ) | 
伊藤 @ 殺 す 気 か と 思い まし た よね 。 で も 、 そ こ で 勝手 に 休ん で し まう 
と 、 ク ビ に な っ て し まう の で 。 | 
大 和久 @ ま あ 、 不 満 が な いと は 言い ませ ん サ ど …… 。 た だ 、 メ ンー 
を ほとん と 引き 継げ ば た の は 、 大 き な メ メリ ッ ト で し た ね 。 前 作 で 境 た 
技術 を 、 そ の まま 応用 で きた の で 、 開発 は スム ー ズ ( に 進み まし た 。 
ド の 研究 も 終わ っ て いま す の で 、 開発 期間 も 1 年 ほど 短縮 で きた は ず 
で す 。 
一 前作 は PS2 で 初め て の 作品 と いう こと で 、 目標 も 明確 だ っ た と 思 
いま す 。 今 作 で は 、 ど こ を 目標 に 置い て 制作 し た の で し ょ うか ? 
大 和久 介 確 か に 前 作 は 、 実 験 作 と いう か 、 消 化 不良 の 部 分 が あっ だ ん 
で す 。 で すか ら 「2』 の 開発 で 成 肌 し た 技術 を 使っ て 、 も っ と 優れ た 
の も の を 、 も っ と 怖い も の を 作ろ うと いう の が 大 便 証 で すね 。 ハ ー ド 
の 性能 に と ら わ れず 、 と に か く 怖 い ゲ ー ム を 作ろ うと いう 目標 が あり 
まや た 。 | 
- 一 それ で も 、 前 作 の 完成 度 は 非常 に 高かっ た と 思い ます が 、3 作 目 を 
| 



























| | 
1 

作る に あたっ て 、 プ レッ シャ ー は あり ませ ん で し た か ? | 
伊藤 @ う 一 ー ん 、 で きれ ば [3] は PS3 で 作り だ か っ た で す よね 。 | 
(一 同 笑 ) | 
ェ ーー それ は 。、) 休 みた か っ た っ で ご と で すか 7 | 
伊藤 @ い や 、 ま あ 、 そ れ は 冗 談 で すけ ど 。 芝 計 が の を する 下 で や は 
ば り PS2 で も 家相 不可 能 な こと は あっ た の で 、 も っ と 性 能 の いい ハエ 
ド だ っ た ら な あ 、 と 思う こと は あり まし た ね | 
畑田 ⑯ 何 度 も 文句 を 言わ れ ま し た ね 。 | | 
一 激しい や り と り が あっ た ん で すか ? | 
畑田 あい や も う 、 し ょ っ ちゅ う で す よ 。 | 

伊藤 人 @ モ デリ ング に 関し て は 納得 で きる ん で す が 、 エ フェ クト と いう 
か 買 感 の 部 分 で すね 。 最初 に 「3] で 表現 し た か っ た の は 、 ゴ ム の 質 
感 な ん で す 。 敬い 半 透 明 の ゴム を 伸ばす と 、 靖 後 が 遂 け て 見 える 部 分 
と 、 見 えな い 部 分 が で て きま す よ ね 。 そ う し ] 2 買 三 を 出し た か っ た ん 
で す 。 で も 、 ぶ っ ちゃ け 無 理 だ っ た っ て いう か 。 
大 和久 その へ ん の 表現 は 、 ま だ PS2 で も 難し い で すね 。 例え ば 、 光 
が 物体 に 反射 する の は 表現 で き て も 、 それ が ガラ ス な の か 、 ビニール 
な の か 、 記 な の か 。 そ こま で の 違い は 表現 で で き な い 。 も っ と マシ ン の 
パワ ー が あがれ ば で きる ん じゃ な いか っ て いう 期待 は あり ます ね 。 た 
だ まあ 、 プ ログ ラマ ー は 大 変 に な る と 思い ます けど 。 | 
畑田 めい や それ は 、 ゲ ー ム と し て の 画 白 き に つなが る ん で あれ ば 、 や 
る ん だ けど 。 儲 の 語 だ と 、 ゲ ー ム と し て 成 立 し な いよ ね 。 | 
(一 同 笑 ) | | 
畑田 @ な ん か 、 い つも 、 そ うい うこ と ば っ か り 言っ て る ん で す よ 。 そ 
こ を が ん ば っ て も し ょ う が な いと いう か 。 

- 一 確か に ゴム を 伸ばす ゲー ム じ ゃ な いで す も ん ね 。 

大 和久 @ ( 笑 ) 伸 が 悪い 訳し じゃ な いで すけ ど 、 こ ん な 感じ で 、 も の を 
作る 上 で の 衝突 は 、 必 ず あ り ま す よ ね 。 
山岡 @ み ん な 好き 放題 や っ て ます か ら ね 。 それ が いい 方 向 に 向かっ て 、 
結果 と し て 「 サ イレ ント ヒル ] に な っ て いる よう な 感じ で す 。 ト ッ ア 


} 


ダウ ン 有 的 で は な く て 、 自 分 た ち が 表 現し た いも の を 作っ て いる 。 確か 
に 、 休 みな く ス ター ト し た プロ ジェ ク 下 喉 融け ど 、 いい 雰囲気 で し た 
よ 。 





生き た 英語 の セリ フ を 作る た め 
何 度 も 細か い 修 正 が 加え られ る 脚本 


一 今回 サイ レン ト ヒ ル で は な い 場 所 か ら 物 語 が スタ ー ト する の は 、 
な ぜ で すか ? 

大 和 和 久代 サイ レン ト ヒ ル は 田舎 の 観光 地 (※2) な の で 、 建 物 も 限定 
され で る ん で す よ 。 都会 的 な か ショ ッ ピ ング セン ター や 地下 鉄 な ど を 出 
そう と し た 場合 、 舞 台 を サイ レン ト ヒ ル か ら 出 き ざ る を 得 な か っ た 。 
あと は へ ザー の 設定 も 関係 し て ます ね 。 サ イレ ント ヒル に は 、 あ あい 











| 
| 


う 性 格 の 女性 は いな い だ ろ う 、 と 。 複合 的 な 理由 か ら 、 自然 に 決ま り 
ea | 

一 町 の 外 を 描く に あたっ て 、 映像 を 作る 上 で の 違い は あり まし た 
か ? 

伊 際 @ ノ イズ の か か り 方 は 、 前 作 の よう に 最初 か ら 最後 まで 同じ で は 
あり ませ ん 。 最初 の ショ ッ ピ ング セン ター は 、 ノイ ズ (※3) は ほ と 
ん ど あ り ま せん けど 、 主 世界 を 繰り 返し て 」 地下 鉄 、 下 水道 と 、 サ イ 
レン ト ヒ ル に 近づく に 科 っ て 増え て いく よう な 展開 に な っ て いま す 。 
ーー シナ リオ 翻訳 作業 (※4) の 流れ を 教え て くだ さい 。 
大 和久 葉 ま ず 私 が 日 本 語 の シナ リオ を 書い て 、 そ の 後 、English 
Supervisor の ジェ レミ ー・ ブ ラウ ステ ィ っ (※5) に 翻訳 と いう か 、 
英語 版 の シナ リオ を お 願い し て いま す 。 さ ら に 、 そ の シナ リオ を 
に 演技 し て も ら う ん で す が 、 生 きた 英語 に する た め に 、 こ こ で セリ フ 
が 履正 され る 場合 も あり ます ね 。 現場 で セリ フ が 変 わる の で 、 英 語 に 
あわ せ て 日 本 語 字 地 を 書き 直す こと も あり まし た 。 生 
一 日 本 語 吹 き 替 えと いう 選択 肢 は どう な ん で し ょ う 2 。 
大 和久 語り の 還 9 独 い の で 、 僕 の 中 で は 、 だ う に て 人 
品 と いう イメ ー ジ な ん で すけ ど 。 だ う で すか ? 
山岡 全 俺 は や っ て みた いけ ど な あ 。 握 崎 あめ み に お 願い し た り し で | 
(一 周 笑 ) 


| 


公 が こなつ た 

まじめ ィ 

一 主人 色 を 女性 に し た の は 、 ど うい う 理 曲 か ら な ん で すか ? 
大 和久 @ よ く 聞 か れる ん で すけ ど 、 実 は 般 が 、 男 性 の 主人 公 ( 
に 飽き て し まっ た か ら な ん で す 。 次 は 女 に し ょ う 。 移 きた か 計 
、 と 提案 し た ら 、 誰 も 反対 し な か っ た の で 。 | 
、 ビ 周 先 ) 
- 大 和久 @ ま ぁ 、 それ は 半 人 謀 な ん で すけ 間 0 
て 、 球 鮮 さ を 出 し た か っ た ん で す 。 主人 公 を 女性 に する こと に よっ て 、 
描け る 融 怖 、 物 語 、 感 情 は 、 当 然 、 変 わっ て きま す よね 。 
一 具体 的 に は どの あたり で し ょ うか ? | 
大 和久 @ こ れ は ゲー ム の 梱 妥 に 関わ る 部 分 な ん で す が 、 へ ザー は 間 内 
に 神 を 搬 し て いる (※7) と いう 設定 な ん で す よ ね 。 詩人 公 が 男性 だ 
と 、 胎 内 に 神 を 宿 し て いる と いう 設定 は 、 で きま せん 。 戦 わけ 
れ ば な ら な い 相 手 が 自 分 の 体内 に いる と いう の は 、 女 性 な ら で は す 
よね 。 | | 
一 主要 な 登場 人 物 が 4 人 と 少な いで す が 、 理由 は ? 
IX@ 人 物 を 増やし て も 用 か 分 衣 し て 拉 絆 に な っ て し まう だ けん 
で す よね 。 開 人 当初 か ら シ ンプ ル な 物語 に し よう と いう 方 向 だ っ 及 の 
で 、 初 期 の 段階 か ら 主要 登場 人 物 は 4 人 、 レ ナー ド を 加え て も 5 人 で し 
258 | 



















、 





CPM - な に も 

| 手 を 加え な いと 無機 的 に な っ て し ま 
1 ロン 
1 










、 | 還 人 で ある こと を ハッ キリ と 表す 
- | ため の 重 要 な 要素 に も な っ て いる よ 
うだ 。 財形 な まで に 加え られ た 汚し 、 
| が 、 言 われ な けれ ば 気づか 人 がい ほ ど 
1 に もし た U。 
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| し た こだわ り を 持つ 開発 チ 
前 | 画 の 左右 非 対称 だ け で な く 、『 NL 
- セン ト に は 若干 久 視 の 傾向 暫 S 1 
Ho - ダ グラ ス は 後頭 部 が は ば て いた 





 D と 、 デ ィ デ ティール の 作り 込み は 細 


0 よう 。 NE | 0 
ュー 

エラ クタ ー の We が gg の 

SE プロ グラ ム 。 リ アル な 人 間 | 9 

ーー 55 | 才 mrsce に 補 条 な 処理 が 要求 、 
「 | され る 。 今 作 で は キャ ラク ター 別に 

へ 

い 

1 








PO 


専用 の 表情 を 作成 し 、 それ ぞ 1 
| ャ ラク ター を 、 よ り 個 性 的 に 描く た 
SS 


ln プリ レン ダリ ング の / レー 
実際 の ゲー ム 画面 と は 別に 用 意 さ れ 
] た 高司 質 CG ム ー ビ ー の こと 。 ムー 
ビー 中 は 、 実 際 の ゲー ム 中 より も 美 
ヘー この > 1 
| ベン ト の 際 に 。 いち いち ム : お 
デー タ を 読み込ま な く て は 
の で 、 Re 
| うと いう デメ リッ ト も ある 。 [ 
| レン ト ヒル シリーズ で も |82 
は 、 プリ レシ ダリ ング - ] 
れ て いた 。 0 




























ね 。 見 えな い 部 
来 の こだわ りら です] 


NM 0 





| 
] 1 

| | 

ーー 人 数 が 少な を いこ と は 、 キ ャ ラク ター ー デ 9 イン に 有 才 は あり まし た 
か ? | 

人 償 は 全学 た ちり クキ リティ アメ に 大 まな 晴 間 を 凍 く と ま 
が で きる の で 、 一 人 一 人 丁寧 に つく る こ と は で きま し た ね 。 個人 的 に 

も 、 消 な く て 良かっ た と 思っ て ます 。 | | 

一 今 作 で は 、 キ ャ ラク ター の モデ リン グ の 質 が 非常 に 高い で す よね ! 
百合 めい や 、 テ クス チャ の 書き 込み は 確か は 上 が っ て ます けど 、 モ デ 
リン グ そ の も の は 、 前 作 と それ ほど と 変わ ら な いん で す 。 そ の 辺 は プロ 
グラ ム や エフ ェクト の お か げ で し ょ う ね 。 ヤラ 召 と し て は 、 そ ば カ 
す や シ ミ 、 ホ クロ (※8) な ど を 加え て 、 山 の 質感 に こだわ り ま し た 
ね 。 1 | 
大 和久 @ 一 般 的 な ゲー ム の キャ ラク ター は 、) 顔 の 半分 し か 作ら な いん 
で す 。 右 だ け 作っ て 、 左 は それ を 大 転 させ て いる ん で す よ 。 
百合 @ そ うす る と 、 柚 端 な 話 、 右 の 類 に 傷 /》 あ っ た ら 左 の 頻 に も 傷 が 
入っ て し まう ん で す よね 。 僕たち は 、 左右 幕 対称 (※9) に こだわ っ 
て ます ね 。 鏡 で 見 れ ば わか る ん で すけ ど 、 el 
で す よ 。 
人 に 幸 で 2 の ie AWC 人 
し て いま すね 。 キ ャ ラク ター が 詞 に し わ を 寄せ る と 、 き ちん と 影 が で 
きる よう に な っ た ん で す 。 プ ログ ラマ ー の 力 是 だ と 思い ます 。 
畑田 念 前 作 で も キャ ラク ター の 完成 度 は 十分 に 高かっ た ん で すけ どい 、 
ゲー ム に は うま く 恨 弁 き ん て いな か っ た ん で す 。 で すか ら フ ェ イス ア 
ニ メ は 、 最 優先 で 改良 し まし た 。 逆 に 「21 の ジェ イム ス や マリ ア も 、、 
「3] の プロ グラ ム で 動か せ ば 、 も っ と 表情 農 か に な る ん で す よ 。 
ーー プリ レン ダリ ング の ムー ビー (※11) を 使わ な か っ た の も 、 表 現 
が 向上 し た か ら な ん で すか ? 
大 和久 @ も と も と ムー ビー で ゲー ム の 流れ を 世 ち 切る よう な こと は し 
た く な か っ た ん で す よ 。 で すか ら 「『3] で フェ イス アニ メ を 周 上 させ 
る こと を 前 提 に 、 最 初 か ら 入 れ な い 方 向 で 進め て いま し た 。 | 


ン 











、 ーー モー ショ ン の 演出 に 関し て 教え て くだ さい 。 | 


百合 @ 声 優 を や っ て も ら っ た 俳優 さん の 表情 を ビデ オ に 撮っ それ 
を 参考 に し て 作業 を 進め まし た 。 後 は 、 キ ャ ラク ター に 個性 を 持た せ 
る た め に 、 そ れ ぞ れ に 専用 の 表情 を 用 意 し まし た ね 。 
大 和久 @ 音 声 と モー ショ ン を バラ バラ に 収録 する 場合 ちあ る ん で す 
が 、「 サ イレ ント ヒル の 場合 は 、 政 ず 全部 同じ 俳 大 き ん に お 願い し 

で いま す (※12)。 し ゃ べり な が ら 、 同 時 に 動き も 表情 も 、 演 技 す べ 
で を 収録 し て いる ん で す 。 そ うす る こと に よっ て 、 キ ャ ラク ター に リ 
アリ ティ が 生ま れる ん で す 。 

百 含 @ 指 の 動き や 目 の 表情 は 、 モ ーション キャ プチ ャ ー が で き な い の 
で 、 ビ デキ を 勘 考 に し て 作り 込ん で いき ます ね 。 と くに フェ イス アニ 
メ は 目 を 注意 し て 作り 込み まし た 。 

















凍 作 し て いく 

だ 前 以上 」 の 手応え 

一 3 作 目 を 作る に あたっ て 、 特 に こだわ っ た 点 は どこ で し ょ うか ? 
大 和久 @ 弄 頂 の 買 の 違い で すね 。 弄 怖 は 、 工 度 体 験 する と 慣れ て し ま 
う の で 、 同 じ も の を 作っ て も 怖がっ て も ら た な いん で す 。 だ か ら 「2] 





で は 、 じ わ じ わ と し み 込 ん で いく よう な 、 静 か な 麗 怖 を 描い た の に 対 
て 、[3] で は 、 も っ と 鮮明 で 強烈 な 、 た と えば 表 世 界 と 裏 世 界 の ギ 
ャ ッ プ を は っ きり 描い た 表 怖 を 作り 出 そ う と し まし た 。 動く 壁 の ロフ 
ェクト (※13) な ど は 、 まさ に その た め に 修 り 出 きれ た も の で すね ! 
畑田 @「 サ イレ ント ヒル ] の 世界 観 は 、 非 常に 静か な トイ メー ジ が あり 
ます よね 。 時 間 が 止ま っ て いる と いう か 。 画面 上 で も 伺 も 動か な い シ 
ー ン が 多い ん で すけ ど 。 そ こ を 打破 し た く て 、 璧 が どろ っ と し た よう 
に 見 えた り と か 、 影 が うごめく よう な エフ ォ ク ト を 加え まし た 。 
大 和久 雑居 ビル が 表 か ら 裏 に 変わ る シゴ ン (※14) あり ます よね 。 
あれ を 見 た 時 に 、 私 は 、 前 作 を 超え る 作品 に な ょ る な 、 と いう 手応え を 
つか むこ と が で きま し た ね 。 次 区 ま で は 、 前 作 か ら ず っ と 通 続 で 作業 
し て いる の で 、 本 当 に 新しい 『 落 イレ ン ト ヒ ル ] を 作れ る ん だ 0 細 
っ て いう 不安 が あっ た ん で す が 。 | | 
畑田 @ 個 人 的 に は 、 世界 が リア ル タ イム で 侵 鯉 され て いく 描写 を 表現 
し た か っ た ん で す 。 究 極 的 に は 、 地 下 鉄 か ら 下水 道 の シ ー ン (※15) 
引い 。 、 
の ね 8 | 
ーー テ 議 6、 歌 も の (:K16) に な り ま U た が ? 
山岡 例 以 前 か ら や り た か っ た こ と で は あっ た ん で です が ー , 華 
気 に 合 う よ う な 声質 の 人 を な か な か 見 つけ られ な か っ た ん で す 。 全 回 
は 、 納得 の いく 人 が 見 つか っ た の で 実 喝 す る こ と が で きま し た 。 や っ 


ば り ゲ ゲーム ミ ュー ジッ ク と いう と 、 シン セ サ イ ザー 的 な 昔 や 生 楽 器 で 
な い 彰 と いう の が 多い ん で す 。 で も 人 間 の 声 が 持つ 表現 力 と いう の は 
情報 時 とし て も 非常 に 豊か だ と 思い ます 。 | | 


1 


闘 周り は 全面 修正 、 


大 和久 @ 反 省 点 で いえ ば 、 前 作 で は 戦闘 が や や 不評 だ っ た の で 、 敵 も 
増やし て 、 駆 け 引 き が 楽 し め る よう に 注意 し まし た ね 。 

水落 戦闘 に 関し て は 、 敵 と 武器 の 数 を 増やす と いう の は 当初 か ら 決 
まっ て いま し た 。 そ れ と 、 直 接戦 闘 に 関わ る あ も で は あり ませ ん が 、 
WSEWhone NN 
一 と ころ で 、 バ ックス テッ プ (※17) が な く な っ て し まっ た の は ? 
大 和久 @ バ ックス テッ プ の 時 に 1 回 タッ メ が 入る ん で す が 、 結 局 タ メ が 
入る と 歩い て いる の と 変わ ら な いん で す よ 。 か と いっ て タメ を 入れ な 
いと モー ショ ン と し て 間 療 け な の で 、 そ れ な ら ば と いう こと で 省 い た 








※13 動く 壁 の エフ ェクト 


- 中 艦 か ら 終 艦 病院 や 教会 の 裏 世界 


で 登場 する 璧 の エフ ェクト 。 背景 で 
ある は ず の 壁 が 、 ま る で 生物 の よう 
に に うら ご めき 。 プレ イヤ ー に 未 連 有 の 


、 刀 怖 を 与え る 。 今 作 で も 「 裏 世界 ] が 


圧倒 的 な 迫力 を 持っ で 描か れ て いる , 
14 雑居 ビル が 表 か ら 難 に 


| の イン テリ アシ ョ ッ プ 

口 を 陣 べ る と 発生 する 

ト 。 背 早 が 徐々 に 侵 触 さ れ 、 
7 イル で 異 世 界 へ と 変貌 し て 
』 の ハリ ー の セリ フ も 聞 


、 地下 鉄 で BARGAIN STREET 駅 に 


到着 後 、 地 下 道 へ の 階段 を 下り て い 
く と 徐々 に 界 世 界 へ と 変貌 し て いく 
場面 。 ら 周 目 以降 は 、 プ レイ ヤー は 
立っ て いる だ け で も 徐々 に ダメ ー ジ 
を 受け る こと に な る 。 


和 ※ 16 難 も の 
| 今 作 で は 、 オ ー フ ニング テー マ と エ 
、 ン デ ィング テー マ 、 さ ら に ら 曲 の 挿 
こら の ーー 


の 楽曲 が 使用 され て いる 。 ち な み に 、 


『 UFO エ ン デ ィ シ グ に も 歌 も の 楽曲 
に が 場 。 こ 


ら は な ん と 、 作 詞 ・ 作 
曲 ・ 歌 に 至る まで すべ て 山 較 氏 が 手 
0 00EgA 

















| 
# 


ん で す 。 | 
一 振動 も 、 よ り リ アル に な っ て いま す よ ね 。 | 
水落 人 前 作 で は 振動 の パタ ー ン は 数 種類 し ガ な か っ た ん で す が 、 今回 
は 誤 器 の 種類 が 増え た こと も あっ て 、 そ れれ の 献 器 の 個性 を 出す た 

に も 全面 的 に 見 直し まし た 。 た と えば 、 ガ イフ や 日 本 刀 な ど 、 は デ 
ュ ア ル シ ョ ッ ク の 有 側 の 小さ い モ ー タ ー を | 鉄 パ イプ や モー ル な お 
殴る 可 叶 は 左 剛 の 還 い モー ター を 使っ て ます 


な シナ リオ を 把握 し て いる の は 
美 ほ ジ チ リ オォ る 務 坦 坦 と で いり 


ー 擬 雑 な 設定 で 多様 な 解釈 が で きる 物語 で す が 、 前 作 も 含め て 、 
な さん シナ リオ を 完全 に 把握 され て る ん で し ょ うか ? 












! 


山間 @ い で あ 、 どう な ん だ ろう ? | 厳密 に ば 大 和久 以外 、 誰 も 把握 し 


な いん じゃ な い の か な ? この 間 も 、 フ ロイ ト の 精神 分 析 論 (※18) 
MM て 「 甘 本 は これ で す 」 と か 言 れ て れ て 、「 え っ | ? そう 
だ っ た の ? 」 っ て 衝撃 を 愛 け まし た (人身)。 
畑田 @ 全 部 を 理解 する の は 無理 で し ょ う ね 。 」 大 和久 さん も 肝心 な と と 
ろ は 、 読 明 し て くれ な い 人 な の で 。 
大 和久 @ で も 逆 に 、 私 の 方 が 、 伊藤 の デザ イ ン の 競 欠 性 を 理解 し て い 
な い 部 分 も ある ん で す よ 。 vw 
う や く 分 か っ た ん で すか ら 
伊 際 め そう で すね 。 日 初め て 、 WAF ます 
(一 同 爆笑 ) 1| 
ーー それ で も ゲー ム っ て まとまる も の な ん で すね え 。 | 
大 和久 @ ス タッ フ に ゲー ム の 質問 を し て も 、 NIR と 問 じ レベ ルド 
し か 得 え られ な い 人 は 多い で し ょ う ね 。 
百合 @ こ の 本 が 出来 上 っ て 、 それ を 償 だ あう 詳 ん で 「 な る 人 と | フエ 
思う こと も 多い は ず で す よ 。 


(一 同 爆 疾 ) 
畑田 @ 俺 の 作っ た エフ ェクト (※19) も 、 一 席 、 ア レッ サ の 火傷 と か 
炎 と か 碧 の イメ ー ジ で 作っ て る ん だ けど ・……… そ れ は みん な 理解 し て る 
MOT | 


大 和久 いで ヾ 大 丈夫 。 そ れ は 理解 し て る 。 

畑田 @ え ? 本 当 に ? みん な [怖い で すね え 」 と し か 言わ な いか ら 、 
烏 づ いて も ら っ て な い の か と 恩 っ て た 。 

(一 同 爆 笑 ) 

伊 朋 信 そん な こと な いよ 。( 取 材 陣 に 対し て ) 大 丈夫 で す 。 最低 限 の 
コ ヨ ン セン サス は あり ます か ら 。 

大 和久 @ ゲ ー ム で 語ら れ な い 細か い 部 分 に つい て は 、 敢 えて 説明 し な 
いこ と は ほ あ り ま すけ ど ね 。 

- 一 確か に 説明 し すぎ て し まう と 、 チ ー ム の メン バー の みな さん の 自 
由 な 発想 を 邪魔 し て し まう こと も ある か も し れ ま せん し ね 。 








さて 、 シ リー ズ の 将来 は 、 ど うな る の で し ょ うか ? | 

山岡 @ そ う で すね え 。 や っ ぱり 「 サ イ レン ト ヒ ル ] は 、 クオ リティ の 

高い シリ ー ズ と し て 評価 を 得 て い ます し 、 私 た ちゃ それは 自負 し で い 
す 。 続編 が ある の か どう か 、 今 の 眉 階 で は 分 か ら な いん で す が 、 今 
まで の 投 術 や 精神 を 生か し た も の で あれ ば 」 違う 形 で も いい か ら 出せ 
て いけ れ ば と 慰 い ます 。 別 な ゲー ム に な る か も し れ ませ ん が 。 

ーー 本 当 に 決ま っ て いな いん で すか ? イキ ス が ノー で 答え て も ら う 

と し た ら SHI も し く は [SHO」 は 制作 すれ る ん で し ょ うか ? | 

山岡 @ あ 、「 ゼ ロ 」 は イエ ス ! ( 先 ) いや 」 それ は 宛 談 で すけ ど 。 実 
隙 の と ころ 、 僕 ら で 決め られ る 間 題 で は な い の で 、 本 当 に 分 か り ませ 
和 | 
- 一 と な る と 、 じ ゃ あ 、 み な さん が 次 に 作 コ て みた いも の は ? 
山岡 @ う 一 ん 。 [売れ る ゲー ム 」 で すか ね 。 」 
(一 同 笑 ) 
ーー も の すご く プ ロ デ ュ ー サ ー 6 的 を 打点 で すね 。 
百合 信 「 フ ァ イ ナ ルフ ァ ン タ ジ ー』 (※20) と か 
山岡 @ そ う 。[FF| と 「GTAI (※21) を 足し た よう な ゲー ム 。 | 
百合 @ 僕 は 、 次 は 怖く な い ゲ ー ム が いい で す 。 本 気 で ビビ っ ちゃ うん 
で すま 。 デバ ッ タ 外し て いて と で も 怖い の で 。 | 
畑田 @ 列 な ゲー ム を 作る と し た ら 、 ユ ー ザ こ ー が 何で も で きる も の つ 
くり た いで すね 。 た と えば HALF LIFE 2 (※22) の よう な も の 。| も 
し 「 サ イレ ント ヒル 』 の 世界 ほ を れ を あ で は ほめ る と 、 プ レイ ヤー ゴ 人 
ー 人 に 違う 異 世 界 が 見 えて いる 、 と いう こと も 可能 に な る と 思い ま 
すま | | 

水落 @ 僕 は 、 アメコミ の ヒー ロー も の みた い に 、 も っ と 派手 な こと が 
で きる ゲー ム が いい で すね 。「 サ イレ ント 上ル 』 っ て 主人 公 が 一 般 人 
な の で 、 制約 が 多い ん で す よ ね 。 次 は も っ と 激しく 動く ゲー ム を 作り 
た V い 0 紀 0 | 
伊藤 借 僕 は 、 あ の 、 パ イロ ッ ト に 
(一 同 笑 ) 

伊藤 @ ま じ め な 話 を する と 、SF モ ノ に 挑戦 し た いで す 。 元々 SF 大 好 
き な ん で す よ 。 あ と も う ひ と っ 、 この 会 社 に 入っ た と きか ら 作り 丸い 
ん で すけ ど 、「 赤 ちゃ ん 育成 ゲー ム 」。 (一 周 笑 ) | 

伊藤 @ い や 、 こ れ は 本 当 に まじ め な 企画 たん で す 。 何 度 言っ て も 、 み 
ん な 「 完 れ な い 」 っ て 言う ん で すけ ど 。 よちよち 歩き の 末 ち ゃ ん ガニ 
足 歩行 する まで の ゲー ム な ん で すけ ど ね 。 」 
(一 同和 | 
ーー じゃ あ 、 大 和久 さん お 願い し ます 。 | 

大 和久 @ も っ と 人 生 の 中 に 踏み 込み た いと いう か 、 誰か の 人 生 を 鷹 え 





な り た いで すね 。 








| 前作 「GT 
| 万 本 以上 を 売り 上 げた 。 


22 HALFLIFE2】 
3 20083 + 世界 最大 の ゲー ム の 見 
| 本 市 で 発表 よれ 、 最 大 の 注目 を 集め 。 
。 近 未来 を 舞台 に し た 


CS お 
『 SF アド ベン チャ ー。 プレ イヤ ー は 、 | 
あら め る も 6 ーー 0 


5 









を 取る こと が 可能 。 究極 の 仮 


、 ト 





の る 。 あ まり の 過激 さゆ 
し CO 





」 は 、 全 世界 で 700 





1 
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| 








| ゲー ムク リア 後に 現れ る リザ ルト 画 
面 の と と 。 ク リア タイ ム や 倒し た 敵 
9 、 細 か く 項 目 別に 採点 され 、 
星 マ ー ク の 数 で プレ イ が 評 され 
| る 。 簡単 に な っ た と いう 話 祥 が 、 そ 
| れ で も 満点 を 取る の は 並 大 掴 の 普 労 
OB な 0 


| 
| 





| 


| 


] 
て し まう よう な ゲー ム を 作れ た ら 本 望 で す 引 小説 や 映画 な ら 、 自 分 


の 人 生 を 左右 し た 作品 は ある ん で “すけ と 外 - ム に 関し て は 、 ま だ そ も 


うい う 経 験 が な いん で す よ 。 
arekOD ON そう いう 人 は いる と 思い ます よ 。 『 サ イレ ン ト ヒ ル 
も 、 小 説 や 映画 に 匹 英 する ぐら い の 影 響 力 は ある と 思い ます 。 


月 ミン た ムン る ウル ー 





まれ た 世界 を 堪能 2 の 


ーー で は 、 最後 に プレ イヤ ー の みな さん に メ ャ セー ジ を お 願い し ます 
大 和久 人 @ い ろ い ろ こ ご 託 は 並べ まし た けど 、 其 本 的 に は 、 人 さと 面白 
を 感じ て も ら う ため に 作っ た ゲー ム な な の で 、 則 績 に 邊 さと 面白 さる 
P じ GA 夫 ば のり れ WIG 涼 8 | 
伊藤 念 僕 は 、 そ う で すね 。 何 年 後 か に ゲー ム の デザ イナ ー や アー ト デ 
ィ レ クシ ョ ン を 目 農 ナ 人 が 影響 を 愛 け た 代 品 に 「 サ イレ ン ト と ヒル 3 
の 名 前 を 出し て も ら え た ら と 思い ます 。 | 
水落 @ こ の ゲー ム を や り 込 む 人 は 、 や は り 星 100 個 (※23) が 目標 に 
な る と 思う ん で すけ ど 、 実 は こ この シリ ー ズ っ て 、 だ ん だ ん 満 貞 が 取り 
や すく な っ て いる ん で す よ 。 で すか ら 個 磨 も プレ イ し て 、 ぜ ひ 満 貞 を 
目指 し て みて くだ さい 。 
畑田 る えー と 、 ふ だ ん ゲー ム を 遊ぶ 時 っ て 、 何 も な い と ころ は 素通り 
し て し まう と 思う ん で す が 、 た ま に は め ゆっ く | り 上 い て 、 い ろ い ろ な と 
ころ を 観察 し て ほし いな あと 思い ます 。 そ れ だ け 作 り 込ん で ある ゲー 
ム な の で 、 いろ いろ 発見 が ある と 思い ます 。 | 1 
百合 @ 僕 と し て は 、 と に か く キ ャ ラ を よく 見 て で も らい た い の で 、 デ モ 
シー ン も 字幕 に 気 を 取ら れず に 、 キ ャ ラク ター を よく 見 て くだ さい 。| 
大 和久 @ え ? シナ リオ は ? | 
(一 同 笑 ) ! | 
百合 @ あ 、 じ ゃ あ 、1 周 目 は 字幕 を 、2 周 目 以降 は キャ ラク ター ー を よく 
見 て くだ さい 條 あめ る ロス チュ ムー か 、 負 グラス の 居 思 (Mo0 
と か 、 い ろ い ろ 用 意 し て あり ます の で 、 楽 し ん で くだ さい 。 
山岡 @ そ う で すね 。 シ リー ズ も 三 作 目 を 迎 えて 、 最 高 の ホ ラー ゲー ム 
と し て 仕上 が り ま し た 。 シ リー ズ 作 品 で す が 、 過 去 の 作品 を や っ て い 
な く て も 計 べ る よう な バラ ンス に な っ て ゆい ます し 、 ひ と つの ホラ が 
ー ム と し て 十分 楽し め る よう な 内 容 に な っ で いま す 。 も ちろ ん 、 旧 、 
I2』 を 遊ん で いな い 人 は 、『「3] を 遊ん だ 後 、 ぜ ひ 過 去 の 作品 も 遊ん で 
も ら え る と うれ し いで す 。 よろしく お願い し ます 。 
ー 一 本 日 は あり が と う ご ざ いま し た 。 











っ 実は 、 作品 中 の 登場 人 物 を 暗示 する 存在 で も ある 
、 起 源 こ そ 謎 に 包ま れ て いる が 、 古 来 よ り タ ロッ トカ ー ド に 
意味 が 与え られ 、 占い に 用 いら れ て きた 。 了 。 

ここ か ら は 、「SILENT SS キー- 
タロ ッ ト カ ー ド に な ぞ ら えて 紹介 し て いこ う 。 
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神 を 宿 し た こと に よっ て 不死 の 
、 肉体 を 手 に 入れ て し まっ た へ ザー 
、 は は 、8 人 分 の 記憶 を 持つ て いる 。 
、 ダリ ア の 備 式 に よ つ て 、 大 火傷 を 
[| 貞 の だ 17 レツ り 1。 作 式 に より 
、 て アレ ッ サ か ら 分 離し 、 ハ リー の 
元 で 育て られ た 「 シ ェ リ ル 」、 そ | 
し で アレ ッ サ と シェ リル が 1 人 の 
、 肉体 に 戻っ た 結果 誕生 し た [へ ザー 
。 ( 座 名 シェ リル )」 の 3 人 た 。 
これ ら の 事案 を 整理 し て お け は ば 、 
ダーム 中 の セリ フ や 出来 事 も 、 よ 
、 り 理 解 し や すく な る だ ろう 。 











『1』 の 後 、 ハ リー は ポー トラ ン 
ド で 少女 と 普通 に 暮らし て いた 。 
し か し 12 年 前 、 力 を 取り 戻し た 示 
団 は 、 生 まれ 変わ っ た 少女 の 六 致 
を 画策 。 ハ リー は この 教団 見 を 殺 
害し て し まう 。 こ れ 以 降 、 教団 か 
ら 身 を 了 す た め に シェ リル は 「 へ 
プー」 と いう 倫 名 を 名 乗り 、 黒 朋 。 ム ヶ ケラ ス の 手帳 に ある 「12 年 前 の 殺 


し を 金髪 に 染め た の だ 。 人 事件 」。 詳 細 は 、 ま っ だ たく 語ら れ な い 。 


『 導 TrickH Treat 議 請 回 義 スニ ピン た 32 の 7 や ブ ム で / ピ ルル Mc 40(E31::kd に 当り の 人 4101:(c1 コ 町 じ まま ラク に 1 
i い 要 








示 団 に ょ 


ハ ザ ー:=7L 


PU 


『31 の まま 人 公 
に 登場 し た 2 入 の 少女 | アレ ツ サ | 
と | シェ リル | の 生ま れ 変 わり だ 。 
か つ で の 億 式 選 よ つ で 体内 に 神 を 
宿 し て し まつ た 徴 区 は 、 偽 名 を 名 
乗り 髪 を 染め で 、 符 訪 を く ら ま し 
で いた が 、17 年 の 歳 月 夫 継 ち 
電 の 母体 と し で 成 吉 し た る と に よ ゆ 
で 、 そ の 邊 在 を 教 岡 記 宗 邊 され て 
し まつ と た に な る 。 

ヴ ウィ シセ ント が 「 時 が 満 あ た ] 
と いう 言葉 も 、 へ ザー が 神 の 請 体 
と し て 育つ だ た こ 避 を 意味 する も の 
上 志 あえ で し い い (MO 

また 、 ゲ ー ム 中 、 過 去 の 記 憎 を 


ゲー ム 冒 頭 、 遊 園地 の 場面 は " 泌 知 柚 "。 
これから 起こ る 参 僅 を 区 告 し て いる 。 


解 和み =r 交 


多 Telephone 
24@&51 


20 必 へ は 本 


つ で tO 判 Pk まき れ た _ 


ES 


取り 戻 じ て いく こと に よっ て 、 神 
の 母体 と を し て 能力 が 目覚 め て いく 
の だ が 、 そ の 前 兆 は 、 す で に オー 
プ ェ ング 直後 の 悪夢 に も 現れ て い 
る 。 置 頭 の 悪夢 の 舞台 と な る の は 、 
ゲー ム 後 半 に も 登場 する 途 園 地 。 
これ は 、 予 知能 力 的 な 力 が 彼女 に 
備わり 、 人 彼女 自身 に 警告 を 発し た 
も の だ と 考え る さと も で きる 。 


| Creator』 S 
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『 7 。 


する へ ヘザー の 年 表 END 


金 Birthday Card 
14+7+17=38 





Oi Note 垢 
17? 4? 





病院 ロッ カー の 電話 の 声 が 祝福 
し て いた の は W24 歳 」 と 「8 歳 」 
だ っ た 。 作 ザ ー の 実 年 齢 17 歳 に 、 
シェ リル と し て の 7? 年間 を 加え れ 
ぱ ば 「24 歳 」」 ア レッ サ と し て の 7 年 
間 を 加え れ ば 「31 歳 」 と な る 。 


。 且 くき 素 褒 石 
. 吉 下田 S 肝 8 芋 全 





Trick[M Treat 騰 


最初 の 「14」 は 、 ア レッ サ が 
『1』 で 一 人 の 存在 に 戻る まで の 期 
間 、「7」 は シェ リル が 一 人 の 存在 
に 戻る まで の 期間 、「17」 は 、 一 
人 の 存在 に 戻っ た 後 の 。。 へ ザー が 
生き た 期間 を 示し て いる 。 


1 4 史 7 及 す 17 で 38? 5 れ 


、 私 名 傘 で ある ダグ ラス が 調査 


を 進め た 徹 果 、 へ ザー の 戸籍 年 齢 
は 「24 歳 」 と 判明 する 。 ハ リー は 
へ ザー を 『1』 の 7 年 前 に 燈 っ た 子 
供 、 つ まり シェ リル と し て 高 て て 
いた こと が 准 測 で きる 。 


se の さ 記 は 襲 


吾 導 澄 惑 SMiSN 届 人 る 





|2| の デー タ が ある 状態 で Extra New Game を 始め 、 ア パー ト の 郵便 受け を 調べ る と 亡き 妻 か ら の 手紙 が - 菩 
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ショ ッ ピ ング モール で へ ザー に 


利 遇 し て 以来 、 ま る で スト ー カ ー 














の よう に 人 彼女 に つき まとう 謎 の クタ 
リー チャ ー ・ ヴァル ティエ ル 。 
人 か リー タム 監 視 し つつ 、 人 が に ば 
エ 切 避 豆 を 加え よう と し な いて の 
奇妙 な タリ ー チ ャ ー は 、 実は ある 
特 丈 な 目的 ・ 人 役割 を 持つ て 、 ゲ ー 
ム 中 に 全 場 し て いる 。 
実は ヴァ ル テ ィ エ ル は 、 サ イレ 人 者 
シト ヒル の 町 に 伝わる 信仰 の 中 で も 言え る 存在 だ 
天使 に 相当 する 時 な る 存在 な の だ 。 
その 複雑 で 深遠 な 存在 意義 に つ 只 1 
いて 、 デ ザイ ン や 行動 な ど 、 さ ま 16 
ざま な 多 度 か が 選考 察し て みよ う 。 も へ ザー な 見 つけ た 。 


人 人吉 世 界 べ と 移行 する た び 














Watcher MM easeS eng er 


塊 


ヴァ ル テ ィ エ ル と いう 名 前 は 、「 従 者 ] を 意味 する 
英 単語 「valet] と 、 天 使 で ある こと を 意味 する 「 一 ell 


彼 の 目的 は 、 ヘ へ ザー で は な く 彼 女 の 中 に 眠っ て いる 
神 そ の も の 。 神 を この 世に 復活 させ る た め 、 押 の 母 で 





が 由来 と な っ て いる 。 つ まり ヴァ ル テ ィ エ ル は 、 神 の ある へ ザー (アレ ッ サ ) が 死ぬ た びに 、 何 度 も 時 ら せ 
従者 で あり 、 軍 を 見 守る 存在 な の だ 。 母体 を 守り 監視 て いる の も 彼 だ と 考え られ る 。 ま た 、 彼 が 左手 で 回 す 
する 役目 を 帯び て いる た め 、 神 が 生 まれ る その 時 まで 、 バル ブ ハ ン ドル は 、[ 神 は 何 度 で も 復活 する 」 と いう 


へ ザー を 傷つけ る こと は な い 。 | 教団 の 教義 の 根幹 を 意味 する る の と 考え で いい だ ろう 。 


ゲー ム 終 角 の 教会 で 4 へ ヘザー が 死ん で も 、 
は 、 へ ザー を な 執 効 な ま 神 の 母体 を 時 ら せ る た 
で に 監視 する 。 9 め に 行動 を 続け る 。 





ロー 誠 六 ぁ 王 る 所 で 回 ゆ し て UN 
に 変わ っ て も 、 神 な 年 関 MI 0 る バン ドル は 、 輸 加 


| お た め 訪 特 動 じ だ 岳 生 を 昌 味 し て いる 。 

















シン リーズ 3 作品 を を つなぎ と ぬる > 
デザ イン に 牧 め 5 た 意味 


サイ レン ト ヒ ル の 町 に 古く か ら 
信 わ る 信仰 の 中 で 、 神 に 近い 存在 
と し て 崇拝 され て きた ヴァ ル テ ィ 
エル 。 そ れ ゆ え に 、 こ れ ま で の シ 
02 ズ 作 品 に も 、 異な る 形 で 登 登場 
GSIUDN の OS まり 
エル は 、、 サ イレ ント ヒル で 起こ 
っ つた さま ざま な 出来 事 を つなぎ 止 
め る 存在 で も ある と いう わけ だ 。 

今後 、 サ イレ ント ヒル で 新た な 
出来 事 が 起こ っ た 場合 は 、 ま た 別 
な 形 を 取っ つて 、 プ レイ ヤー の 前 に 
湊 を 現す か も し れ な い 。 





人 ム デ ザイ ン を 仔細 に 比較 し て みる と 、3 
Bm の ) IEHE3) た づ /J 過 可 ら KGkW) 


ME じ 4iale 思 ji 


Ysll 


Creator's 
Commentary 
MIIIIL IIIIUIUIMI II II 


今 作 で は 、『1』 と の 関係 は 強く 閥 か 
れ て いま す が 、『2』 と の 接点 は 、 あ 
まり ハッ キリ と 導 か れ て いま せん 。 
で 0 グ Um で ツウ SF 
品 と の 関連 性 を 持た せ た い 、 と いう 
の が 作成 の 動機 と な り ま し た 。 サイ 
レン ト ヒ ル の 信仰 の 中 で 、 神 に 近い 
才 と し て ヴァ ル テ ィ エ ル は 存在 じ 、 
また その 存在 意義 を 借り た 形 で 三角 
頭 が 存在 し ます 。 つ まり 三角 頭 は 、 
地元 民 の 中 で の 作 像 索 拝 的 思想 か ら 
生ま れ た キャ ラク ター な の で す 。『』 
こも 、 ヴァ ル テ ィ エ ル ペ の 

敬意 が 込め られ て いま 9 
(アー ト ・ デ ィ レ クシ ョ ング 伊藤 氏 ) 














Fcil IT] で は 町 に ある 新聞 ポス ト の サン プル と し て 、 ア メリ カ の 殺人 人 鬼 「 エ ド ・ ゲ イン 」 の 記事 が 使用 され た 。 





司祭 服 

学校 の 裏 世界 に 数 多く 登場 
し た 人 型 の 物体 。 よ く 観 穴 す 
る と 共通 の 衣服 を 身 に つけ て 
いる 。 死体 袋 の よう に 見 える 
EE 0E9>6EiI の 3 
の 914E 電 較 ISK の と こと 
使 の 義 、 す な わ ち ヴァ ル テ ィ 
エル を 模 し て 作ら れ て いる の 
7 


三角 頭 

何 度 も 登場 し 主人 会 を つけ 
狙 つた 「 三 多頭 に も ヴァ ル 
ティ エル と の 重大 な 関連 杜 が 
ト 2X っ 誠 

三角 頭 の 頸 を 覆う 更 状 の も 
の を 外し て みれ ば 、2 体 の デ 
ザイ ン に は 驚く ほど 共通 吉 が 
多い 。 死刑 執行 人 の 接 半 と し 
て 三 衣 頭 が デザ イン され た 時 
に 、 土着 宗 赦 の 天使 で ある ヴァ 
ル テ ィ エ ル が モデ ル に な っ て 
いた の で ある 。 





b 衣服 の 音 面 に 
は 、 布 を 縫い 合わ 
せ た 跡 。 こ れ も 双 
PeE: う PKGAY 


from [SILENT HILL] 


lol に 1 コ \ 上 | 目 間 レ 】 


4 手袋 に 名 まれ た 
EE アル リア 
エル の それ と 非常 
に 似 て いる 。 








TEUIKTRSIukSAS4d 
S 当 ロロ 結 喜 で 誰 RMW ポ デム 








『: TE HIGH PRIESTESS 





ー に 対立 ずる 存在 と し て 登 


場 す る の が 、| 教団 の 女性 司祭 で あ 
約 ウ ロー デ 郷 動 六 固 へ を 進 基 て 
いく と 、 彼 安 が が 玉 紀 アレ ッ サ と 
| 幼なじみ で あう つ だ た 国 と が 分 か る 8 











秩 の 者 と 系 回 の 章 騰 と いう 大 半 














Ce 細 | 
COmSn よ FE 

















ly 





之 ロ ー デ イア を 赴 着 の 宗教 【 

















鶴 半 的 人 格 原 に な つた 
由 


4 か ・ レ ナー ド と の ? 








ト 奉 6 


導い た の は 、 
役 婦 の 父 で ある レナ ー ド 。 厳し 際 宗 教 観 を 持 
嘆 、 ド ば 、 ク 四 一 ディ イア に 週 UM も 信人 
を 強要 し 、 不 信心 な 行動 に 対し で 体罰 を 加え 
で いた よら だ 。 宗教 論争 か ら 患 者 灰 し た と 
いう ピノ mn 自ら を EDB 章 の 守護 者 」 










を 掲 隊 、 上 サー の 父 ・ ハ リー 
じ 信 人 を 持つ は ず の ヴィ ン セ 
を 殺め て し まう 彼女 だ が 、、 その 
底 に ある の は 魂 の 救済 を 願 つ 純粋 
な 信 作 心 。 単 な る 悪役 と し て 片 づ 細 
けら 者 な い 下 し い 存 在 だ 。 





私 た ち が 符 ち 鹿 む 
衣 寂 の 牽 聞 は 第 か れる 














全 楽 園 を 作り 出す こと が 彼 朗 の 目的 。 達 
成 の た め に は どん な 手段 所 大 W\。 

















4 電話 で の クロ ー デ 順 衣 因 対す 
る 上 般 し い 態 度 は 、 レ チー ゴ 民 の 信 
伽 心 の 過激 さ を 物語 っ で いる 。 








と 呼ん だ 過激 な メモ か ら も 、 極 | 





謀 の 選 


の 持ち 主 で あつ た と と が うか が える 。 


フ 回 =ー デ 半 の 2 の 還 開 ば れ だ 秦 婚 了 あ 、 く 、 
べべ て の も の が 救 あ れる 」 と いう 、 3 
ど は 正反対 の 救済 を る 思 む よう に な っ た の は 、 

| 匠 し い 交 則 対 ずる 反発 や 媒 悪 感 が 背景 に あつ , ヴィ ン セ ント は 体罰 上 撃 し 





胃 と 考 史 選 れる 


父 の 教え 





民 思 想 


FVKz3 





て いた よう だ 。 レ ナ 記 民 の 激 じ 
さ は 教団 内 で も 有名 如 っ つた の だ 
ろう が 。 














昌 Trick Treat 隔 議 組 クロ ー デ ィ ア に 出会う ショ ッ ピ ング モー ル の 廊下 の 扉 に は 、 赴 舗 名 に 見 醐 か け て 神 の 名 前 が 数 多く 書か れ て いる 。 











Li【a 


7 し エー テ 


随 


2 


ツー 32H20 け 一 ソサ 
と し 目覚 めで いな い に E 関 柳 ら 
すず 、 異 出 界 が 出 静 す る 。 こと は ま 
きれ 天 な @⑳』 ク 皿 一 デ 人 の 力 (。 
よる 中 の だ 』 彼 変 の 能力 を 示 事 
例 を 検証 し て みよ っ 。 


直接 手 に か けた の は 披 
私 は 命じ 見 で て いただけ 


^ ム ハリー 殺 寺 指 示し た ク 回 一 デイ ア 。 
信者 の 選 を 操る こと ど が で きる よう だ 。 


1 飼 直 月 の 礎 : を う 


1 便 で 、 萌 ロ 寺 テ ィ 学 と し く 
神 の 矯 活 を 上 - 女 居 祭 、 ダ リ 
ア ・ 導 レ ズ 攻 一 置 サ イ 販 シン EE ル 
に 令 え られ る 神 克 信 爺 、 周 じ 落 
団 に 所 属 じ iC いる 2 人 民 、 伯 信 の 
歳 月 隔 で 誤 、。 旨 を 復活 さ 信 る 
行動 し / 思 し 放 し 、2 旭 ア に と 各 
て 神 訂 利用 する 対 だ が 、 口 革 
ディ 光 に 消 っ で は 、 神 人 枚 界 を も 
。 たら 5 牙 存 看 。 「 補 の 復活 」 半 い う 
チ 論 こそ 電路 、 その 目 交 上 
本 交 に 異 欄 っ て いる の だ 。 

2 肉 の 違い を 整理 詞 だ め に 。。 
馬 人 を 振り 週 っ て みよ うぷ 





全 神 の 復活 を め ざ 居 た 答 人 の 導 待 除 だ 
が 、 そ の 理由 隊 提 本 前 だ 輸 な っ て いる 。 


Trick[ 居 Treat 


| 


2 が 『 の 隊 暫 ae 肛 る 


み 骨 力 


p 深 信 仰 心 ど あま っ て 、 彼 女 の 
能力 は 恐れ られ て いた だ よう だ 。 


4 和久 ョ ッ ピ ング 琶 一 頑 暴 世界 に 飲 
み 込 まれ だ めも 彼女 の 影響 だ だ 


en 7 
クー ティ // 


少し 和 い で 書 を 





ーー ey 0 の に 計 ー ル F 

^ P AI ) の g ' 3 キ リツ み ッ S "すす 条 
覆 _ 
ウリ 夏 の 場 全 ロキ すす 作 の 場合 箕 電 


from [SILENT HILLI 


リフ の 日 60 神 の 公 活 ak 
し る 陸 邊 の 板 信 の 大 呈 き 世 定か 
ぞ 電 [3 「 楽 園 の 創設 物 多 いう 電 


ba 
救 済 の の 胃 意 ほ な い 。 . 神 の 和 洒 は 、 
あく まで 和夫 M 現 世 な 載 し て 自分 
が 力 を 操る 妨 め の も の 。 そ の た め 
に 、 最 終 的 に は 自分 の 寺 を 機 柱 に 


し た こ 証 に る 。 彼 交 の 居間 バター 


プ ( 寺 。 力 . プ マル 塊 い リー ム ば 、 
利用 総 き 幼 肉 物 を 片っ端 か ら 利 用 


人 し た ご 名 で 電 四 あ か だ 。『 が 





まっ 


1 
仙 


すぐ て を あお に し の 手 で 林寺 は 良かっ た 0 は 


A 全治 だ 通じ で ダリ ア の ロ か ら 「 救 い 」 
いう 計 業 が 革 ら れる に と は な 。 
K 


1 の 小学 校 裏 世界 の ロビ ー に は [FOR 凡 と いう 看板 が 。 


ンス 
ら の 庄 W 信 逐 の まう に 店 神 ⑳ 復 活 
ボタ mW 
る 語 と 。 少 守 人 の 経験 に ま 
本 着 生生 
秩 た 彼 婦 は 事 す 父 て の 軸 々 姓 私 う 
だ の に 、 失 還 を 作り 胃 そ と し 
に いる 講 結 果 69 に すべ 証 の AZ は 
救 わ れる た ぬ め 、 か リー 芝 ヴ 偽 ン セ 
ント な ま 、 多 少 の 接 柱 ぼや お 客 得 
な いと 埋 え そい る の だ 為 2。 





私 は た だ 人 人 る を 落 軌 た い だ け 


4 活 筆 な 信人 が 引き 起こ 区 た 衝動 で あ 
りき 神 を 利用 し よう いう 訪 図 詩 な い W 


これ は 映画 「12 モ ン キー」 が 連 メ タ 。 





班 : THE EMPRESS 


私 の 考え は “あな た " の 考え と は 痢 う 


5 いら > 送れ る た め に 
彼女 | まひ 2 d 戻 ろ ud 


アレ ッ サ に つい て 理解 する た め に は 、 
17 年 前 に 、 サ イレ ント ヒル で 何 が あっ た 
の か を 振り 返っ て お く 以 要 が ある 。 

降 神 の 儀 求 に よっ て 大 水 傷 を 師 つ た ア 
レッ サ は 、 不 死 の 苦し みか ら 逃 れる た め 
自分 の 分 身 を 探し 出し 、 神 を 復活 させ る 


/ jehUuc と を LT くれ た hn に 人 22020M| と に よ 9G MANRSIMNMA2 
り け ? / 人 韻 全 を 人 1 








長 、 そ の だめ に AUE が | 人 MM ダリ ア 届 NT を 利用 し て 、 也 
利用 され る こと に な る 。 レッ サ の 行動 を 阻ん だ の だ っ た 。 


II】 中 | の 学校 の 教員 名 拓 に ある [ムーア 、 ラ ナル ド 、 ゴ ー ド ン 」 は 、 ソ ニッ ク ユ ー ス の メン バー が 由来 








[ 課 女 「 と あ 
. が 、 教 谷 の 中 を め @ も な くさ ま よ っ で いた の か も し れ な 5 
遊園 みす と (はぐ. ある で 別 大 





終 つら よし ご 后 し み を 
断 ちる CAIRS ラン ル の 
アレ ッ サ の 度 執 


遊園 地 の メ リー ゴー ラン ド に 現 089 
れる 「 メ モリ ー・ オ プ ・ ア レッ サ 
(アレ ッ サ の 妄 執 )」。 彼 女 は 、 そ 
の 名 の 通り 、 ア レッ サ 自 身 で は な 
く 、 場 所 に こび りつ いた 彼女 の 深 
い 闇 の 感情 で ある 。 彼女 の 目的 は 、 
永遠 に 生か され る 苦し みか ら 逃 れ 





< 凍 の 中 の 自分 が 固まっ て 動か 吸 
な く な る 病院 倉庫 の イベ ント は 、 る べく 、 自分 自身 を 滅ぼす こと 。 
アレ ッ サ の 妄 執 が 現れ る 前 兆 。 そし て その 理由 は 、 へ ザー に 同じ 
に の コレ マウ ACycK だ N 只 Ip 
TI し さ に よる も の で ある 。 


『1』 に お いて 、 希望 を 絶た れ た 
アレ ッ サ の 妄 執 は 、17 年 間 も この 
場 に こび りつ いて いた の だ 。 


1 
朗 ら か な 終わ り を 5 
私 は “私” に 生 え た か っ た の に 3 
な ぜ そ れる を 拒み 、 信 も うと 大 う の か 1 
RA 
か っ 役 み い 





最 か な “私” …… 


アレ ッ サ の 亡 執 が う の は 、 


た だ 自己 の 漠 滅 の み 。 そ の 提 底 武器 を 変え て 何 皮 も 奨 つて くる こと 
に は 優し さ が ある 。 8 が 、 彼女 の 苦し み の 深 さ を 物語 る 。 


山大 証人 和 | | 「1」 の 築 華 街 の 地図 に は 「 李 小龍 ] と いう 店 が ある 。 モ デル 担当 が ブル ー ス ・ リ ー 好 きだ っ た た め ら し い 。 


ogo 


Mi:THE 上 MPEROR 





シリ ー ズ の 象徴 と な つて いる 肌 ど 暗 間 。 これ ら は 、 プ レー ヤー を 
暫 か す た め だ け に 存在 し で いる わけ で は な い 。 肥 や 間 に 庶 られ て 地 
平 線 が 見 えな い 状 態 、 つ まり 天地 の 境界 が 曖昧 に な つて いる 状態 は 
その まま 現実 と 夢 と の 芽 界 が 杉 味 に な つて いる こと の 了 暗示 で も ある 。 





4 町 の 象徴 で ある 霧 。 湖 か ら 
立ち の ぼっ た 死者 の 思 飼 が よど 
ん で いる よう に も 解釈 で きる 。 





精神 の 容 戸 み や ブ |! を 表す 
ルイ 2 力 タワ ー ク 


明らか 罰 目 避 見 久 朋 了 や 導 ど いっ だ 要素 の 一 方 で 、 

それ ら を 義 現 守る 丸 で の 技術 的 な 効果 に も 光 出 的 

な 意図 が 込め られ いる 』| た きえ ば リア リティ や や 補 

気 生み 出す ノイ 因 は 、| 心理 面 の ガザ ラ つき を 表し | 

が 進む に 従っ (C 激 し ざ を 増す 。 また 、 カ メラ ワー 

クタ に 議 問 けれ ば 、| ロ き HMIL | (| 
や 泥 員 を 襲 現し て いる 計 と に 気付 くだ ろ 


で は 周 天 か 





人 





4 dG ち | 展 き 
す 


の 心理 を 各 
せる 効果 も 4 


Trick「 昌 Treat 団員 9E 目 「2| の ホテ ル の パー に は な ぜ か が 釣り 道具 が 多い 。 すれ は 担当 者 が 酒 が 昔 手 で パト を 取材 で き な か っ 








sr せ UrEE 滞 O 計 古 志 還 笠 


壮 き ヾ ざく 守 圧 清 9 


sON は 人 は 二 洗 計 圭 弱 叶 
> 下 融 闘 国務 革 る 


」 全 





本 輝 河 














」V:THE HIEROPHANT 





れ ら の アイ テム は 、 
伝承 が ら 引 用 され た 


に は お 守り や 祭 器 な ど 、 
~ な 穴 教 的 な アイ で 誠 が が 登場 する 


. ア グラ オフ ォ テ ィ ス 


T 但 呈 「3」 に 登場 し た 赤い 液体 。 あ 容 上 アレ ッ サ の 
薬草 か ら 作 られ て いて 、 魔 除け の 苑 MOT を 計 に 
果 が ある らし い 。 いら 効 果 を 持っ て いた 、 


NZ 


7 フリ 2 が め る 
UESEOMG 








ツジ PP 生生 24 
アイ テム る か 5 折る 
=- まな か 2 ィ ュ 5 の 8 自 
さま ざま な ぶ : 衣 改 び の 宮 ン 2 
二村 講 カバ ラ (ユダ ヤ 鍋 赦 ) で は 、 天 使 メト ラ ト ン と 
オン の 琴 みく エル は 、 え 々 ー つ の 邊 在 と され て いる 。 


ーー ビー カバ ラ 文 敵 に 登場 する 薬草 。 洲 代 さ れ た 人 間 か 
フ オ フォ オア イズ | 馬 放 を 季 出 す ほ か 、 展 流 陣 に も 使用 され る 。 











フラ ウロ ス イス ラ エ ル 主 ソ 句 馬 ン が 書い た と され る 魔法 
ブイ ーー | 書 『 レ メ ゲ トン 胡 紅 場 する 72 の 悪 廃 の 1 人 。 


| ルー ツル は 、 マ ゼ ヤ 内 較 ス テカ の 誠 式 。 が ゆ て は 人 人 
| 紀 の 守 | 和 和 の 洲 9 折れ て いた 。 


絵画 は 、 人 灯 画 で は な いも の が ある 。 


層 6iy 


人 し いか どう か は 
わか ら な いけ 



















いて きた 『 サ イレ ント ヒル シリ ー ズ だ 
が 、 そ の 背後 に は 、 必 ず 「 愛 ] が 描か れ 
で きた こと は 、 見 落と され が ち だ 。 と く 
に 内 き な 存 在 と な つて いる の は 親子 の 間 
の 愛情 。 親子 愛 は 、 これ まで の 作品 で も 、 


多く の ドラ マ を 生み 、 ま た 、 物 語 を 展開 
0 し 4 [1」 と 「3」 で は 、 そ れ ぞ れ の 親 ム 「2」 で は 、 愛 する が ゆえ に 妻 殺 
する 上 て 大 き な 推 進 力 に も な つて きた 。 志和 が ak する 在任 と し て 描か れ で いる 。 し て し まっ た 見 の 届 悩 が テー マ 。 





from |SILENT HILL | from [SILENT HILL 3] 






も し た 1 54 アグ (が 

、 ハ リー と ジェ リル 、 ダリ ア と アレ ッ パリ ー と ペリー、 て で じ で レナ ー ド と ク 

サ と いう 2 組 の 親子 。 こ れ は 、 強 く 娘 を 愛し た 親 と 、 娘 を ロー ディ ア の 2 組 が 対比 され る 関係 に ある 。 物 語 の 主軸 と 

愛さ ず 私 利 私 欲 の た め に 利用 し た 親 の 対比 に な っ て いる 。 。 な る の は 、 父 親 に 愛さ れ た 娘 ・ へ ザー と 愛さ れ な か っ た 娯 

092 血 が つなが っ で いない に も 関わ ら ず ハリ ー と シェ リル が 、 で ある クロ ー デ ィ ア 。 そ れ ぞ れ の 行動 や 目的 が 見 事 な コン 
強い 絆 で 結ば れ て いる 点 は 興味 深い 。 トラ スト を 形成 し て いる 点 に 注目 し た い 。 





< 主人 公 で ある 八 旧 4 親子 愛 と 同時 に 
リー を は じ め 、 主 「 生 命 」 や 「 輪 廻 ] 
に 行動 する の は 親 と いっ た 要素 も 詩 
の 側 だ っ た 。 題 に 深く 関係 する 。 





の ーー 0 br va 
Yo 


 . 共 導 マ 











WE: THE 


7 メー ンド 
アレ ッ サ の 辻 り 3 コ 


1 から 軸 世 界 の シン ポル と し 
て 登場 する スト レッ チャ ー や 車 イ 
ス 。 これ の 沈 及 キ は 、 だ だ 昌 


HARIOTI 


の 妄想 の 産物 。 火 事 や 病院 な ど に 
ID な が の 9 ジル は 、 すべ で ガレ ツ 
サ が 常に 抱い て いる 苦痛 を ポ し て 






に 不気味 き を 煽る だ め 太 切 加 人 生 在 
し て いる 福 呈 軸 紹 ぬ LN 座間 田 
界 そ の も 人 人 線 宗 理 由 る を 示 引 生 要 
な ヒッ ト @ 訟 朗 いる の で ある 。 

「1 ド ど 語 3』 の 昌 届 界 は 。、 や も 
そ も 車 度 0 縛 結語 57 し 


いる と 考え で 良い 。 そ の 例 を いく 


つか 紹介 し て みよ う 。 人 | 神 ] が 火 を 操る の は 、 復活 の 儀式 で アア 


レッ サ が 焼 か れ た こと に 関連 で いる 。 


晶 イ ス りら ご めく 同 


タ 隊 





ガラ ス が あっ て 向こう に は 行け な い 


人 人 壁 や クリ ー 2 めく 影 
は アレ ッ サ が 人 負っ た 以 位 


全車 イス は 、 入 院 中 の アレ ッ サ や 病院 、 
毅 叶 いっ た イメ ー シ に 結び つく 。 


^ ム オー ブ ニ ン グ の 悪夢 の 後 、 ヘ ザー は 肥 





に 策 E に に 


貞 計 リサ の 残 修 


Creator's 


Commentary 
IILILILIIIHIMIIL TL 


病院 の 裏 世界 の 手前 で は 『1』 に 登 
場 し て いた 看護 婦 ・ リ サ の 姿 を 見 る 
こと が で きま すぎ ま 宮 赤 店 宛 レ ッ サ 
が 記 簡 を 取り 戻し た こと と 、 異 世界 
に アレ ッ サ の 影響 が 強く な っ て いる 
、 || こと を 示す た め に 加え られ た も の で 
す 。『1』 の 後 も 異 世界 で 苦し み 続 け 
て いる 様子 が 凌 か れ て いま す 。 Yan 
才 会 に も 、 同 じ よう に 香 護 婦 が 登場 
し ます が 、 こ ちら は リサ と の 関係 は 
あり ませ ん 。 

(アー ト ・ デ ィ レ クシ ョ ング 伊藤 氏 ) 













病院 が 表 か ら 実 へ と 変わ 
る 狭間 空間 で は 、 前 浪 的 に 
『1』 に も 登場 し た ビデ オ 映 
2 プア 






と うし て あの 了 チ は 生き て る の 2? 


4 ヴァ ル テ ィ エ ル と 共に 登 
場 す る り サ 。 その は 、 永 
遠 に 苦し み 続 け な け れ ば な 
ら な い の だ ろう か ? 














の アバ パー ト で 、 シ ョ ッ ピ ング カー ト か ら ハ ンド ガン を 入手 で きる の は 、 ア メリ カ 印 社会 に 対す る 風 利 。 





MT STRENGTH 
















も と も と 先住 民族 の 聖地 で あっ た サイ レン ト ヒ ル 。 町 
の 力 は 那加 な も の で は な か つた /、 伝染 主 の 流行 や や 刑務 
所 の 処刑 な ど 史 よう で 、 場 所 が 持つ は 犬 きく 邊 ん で し 
まっ つた よう だ 。、 さ ら に [時 発 生 し た 大 規模 な 異 財 界 化 
に よっ て 、 町 は 無 喉 識 を 具現 代 す る 大 き な 人 触媒 へ と 変 朋 。 
心 に 聞 を 抱く 人 々 を 呼び 集め る よる 区 な つた の だ ろう 。 


く か つて は 聖地 し て 故 
初 れ た サイ レン ト ヒ ル 。 


め ら れ て し まう た 。 


その 力 は 歴史 に よっ 民 垂 


サイ レシ トピ ヒル の 町 局 は 、 
心 の 奥底 に ある も の を 目 に 
見 える 形 に し て し まう 力 が 
ある 作品 に 登場 する 異 世 
界 は 、 町 が 悪夢 を 見 せ で い 
る わけ で は な く 、 登 場 人 人物 
の 無意識 が 具現 化し た も の 8 


_ 罪 ある 者 を 畔 び 寄せ る 


IT「 で 王 度 民 大 な 異 時 界 が 


出現 し た こも に より 、 町 ば 、 
心 に 深い 痢 を 持っ た 人 間 を 
呼び 寄せ る よう に な ぁ る ぐし 
まう 。 靖 神 を 病 を だ 人 々 も 、 
異 世界 へ 引き 寄せ ら 和 や す 
いよ うら だ 。 


ディ ア の 能力 に よる も の だ 。 し か 

し 、 人 の 思い が 場所 に 宿り 力 を 持 

つと 意 え れ ば 、 ど ん な 場所 で も 異 
世界 化 は あり 得る の だ ろう 。 


心 に 眼 る 開 を 実体 化す る 







人 主体 の 精神 が 知れ れれ ば 、 異 
世界 の 様 務 も 混乱 し て いく 。 


信 町 は 罪 を 背 貸 っ た 入間 を 
呈 び 寄せ 、 心 の 奥 を 見 せる 』 


時 間 を 超え て 
心 を の つなぐ 


異 紀 界 で は 、 時 間 や 物理 的 
な 制約 を 超え て 、 人 の 思念 
を 伝え る る お が ある よう た 。 
131 で の 謎 の 電話 や 、 ス タ 
シレ ー の 手紙 、[2| に ぉ け 
る 院長 の 手紙 あど が 、 これ 
に 相当 する 。 


) 4 裏 世界 で は 時 間 の 流れ 到 運 


続 的 は な いよ うだ 。 





_ は 、 残 万 思 師 に つい て の 記事 が ある 。 






NR 遇 が 
し (OLUEI: ル を 革 プ RiE え の :H 還 6 アル 上 科 RNIBUBGERI も 生存 し て いろ る 。 ] 
9 NR ' 


衣 良 昌 Trickn Treat Special | 













攻 : THE HERMIT 


4 工事 現場 の よう に 無機 質 
な サウ ンド が 緊迫 感 を 煽る 。 









泊 と 巡 に 
如き ES 


ョ ソ ビ ピン グモ PT8 Creator's We 








| Commentary 
4 LIL LILIIIL 山 が 
放 回 藻 生活 で は 無音 と いう 環境 は 、 あ 
り 得 な いで す よ ね 。 で すか ら 、 同 じ 






4 合 衆 電 話 の 前 の 廊下 よう に ゲー ム の 中 に も 、 足 音 や 人 の 
を 移動 し て いる と 、 何 ざわ めき な ど が ちり ば め て あり ま 
か を 運搬 し て いる よう す 。 ゲ ー ム に 関係 な い 音 に 反応 し て 、 
< 結 。 な 重い 足音 が 聞こ える 。 一 度 現実 に 引き 戻さ れる こと に よっ 


て 、 さ ら に ゲー ム の 世界 に 奥深 ぐ 入 
MM り 込 ん で も ら う 。 そう いう 効 果 を 狙 つ 
守 ビル て いま す 。 発生 確率 は ラン ダム な の 
た ルル 4 際 で 、 プ レー ヤー に よっ で て 意 を 聞く ポ 
ント も 違う は ず で す 。 雰囲気 を 大 
切 に する 『 サ イレ ント ヒル 』 で な は け 
れ ば で き な い 演出 で すね 。 
[ジル アル Op 人 アシル ルー ア 241 1 に 23】 














2 れ り の コル ダ irGi-32 ル くす <0NKoled 
か ら と も な く 猛 獣 の よう な 0 び 声 が 聞 
る 6 
建築 中 ビル 5 階 ペー ゼル スト リー ト 駅 赦 会 エレ ベー タ 停 





麗 
ん 4 
電 の ry 
い w で を と どれ ル 清 作 る い 抽 た お < 9 
人 る 上 の フロ ア か ら 和 足音 が 聞こ 人 る 公 軍 電 話 に 近づく と 、 一 瞬 全島 の 鳴き 声 の よう な 金 切 り 
える が 、 ビル は 5 階 建 て で ある 。 だ け ベ ル が 鳴る こと が ある 。 声 が 聞こ える 。 


Trick( 中 Treat 病院 の 狭間 空間 の 壁 に は 「What a wonderful world !| と 書か れ て いる 。「 エ クソ シス ト 3』 へ の オマ ー ジ ュ 。 





o96 


ッ サ が 匠 す 
証 生 2 の 押 也 の ーッ 


志和 馬 中 吊 に 岬 | 3」 | の も 詞 o) 
この の ⑳ 天 ぎ 想 買上 マ 必 コ C いる 
の 7 力 Mi 生得 綱 隊 寺 馴 。 作っ た 生 
喘 皿 関わ る 選 讃 門 油 回転 ずる 数 太 
や 3 ソン ポイ ン 絆 雇用 ら れ 
て いる 織 計 ど ] 団 午 還 ct 
細 。 刀 、 作 品評 の 至る 所 妹 議 識 
ば め 蘭 又 て お し 大 グラ が | 肛 

/ 革 に よ づ 区 斉 め 尽く 鞍 物 UN 
回 記 lc よ 机 寺 電 は 大 し 

作品 だ け で は な く 欠 人 を グレ 
イ す る と いう 現実 と も 密接 に リン 
ダグ する |「 輔 廻 ] と いう 命題 に つい 
て 潜 く 考察 し て みた いと 思う 。 









回転 する オン ジェ に 
め ら れ だ た 葉 。 


冒頭 の メリ ー エ ゴーランド に に 始まり 
ル 奈 操る パン ド 此 選 巨 大 肩 遇 機 双 < 作品 申 候 還 回 
暫 す 作物 体 が 随所 に 登場 する ご 欄 避 の 7 は 
旦 す る 時 間 容 暗示 wi@ い 名 ぷ 考 史記 れる 。 
回転 する メリ ー ゴ ー 
病 昌 時 ラン ド は 、 転 生 を 線 

ノ り 返 す ア レッ サ 自 身 
を 導 徴 し て いる 。 





以 ア ル テ ィ エ 



















ル と [1] か ら 登 場 し 
て いる 巨大 な 換気 扇 
も 輸 廻 と 重ね 合わ せ 
る と と が で きる 。 


F 教団 の 紋章 の 意味 奉 知っ た 後 の へ 
ザー の 四葉 に は 、 多 様 な 解 息 が 可能 
な 深い 姜 味 が 隠 べ れ で いる 。 * 














死ん で も それ で 終わ り じ ゃ な いっ て わけ か 
それ は 確か に 便 刊 だ と 思う 3 


INN 穫 隊 4 メモ リー・ オ ブ ・ ア レッ サ と の 戦 
= い の 后 icua。 な ぜ メ リー ゴー ラン 
寺 寺 が 選ば れ 訪 の ろ うか 怖 


スト ー リ ー 浅 開 み 
箇 で いる の も 只 然 か る 


『1』 の 物語 は 悪夢 に 始ま り 遊 園地 を 経て 不明 世界 
べ 至 つた だ 。『3」 で も 、 ゲ ー ム は 悪夢 か ら 始 まり 、 早 
後 は 教会 で 幕 を 閉じ る 。 和 人 く ほど 似 て いる 展開 も 、 
事象 が ルー プ し て いる と 考え れ ば 納得 が いく は ず だ 。 
4 「3」 の 幕開け も 
1】 と 同様 、 悪 夢 か 


ら 目 覚め る と こと ろか 
ら 始 また 。 








ょ ゲー ム 終 毅 に は 、 
記憶 に よっ て 形作ら 
れ た 不明 世界 を ざま 
よう こと に な る 。 





【 2SSN/< 四 9)21e| 

2 GE :/ ヤ 
セー ブ ボ イン ト デ だ Y 
落 会 で 読む こと が で きる 書籍 に よれ 


ば 、 赦 団 の 迷 章 で ある 「 太 の 吾 
の 内 側 に 多 か れ た 三 
は と 


5 ) : ( W 

2 が TWINII JUL 

E 3 の ) / る Action Lewel 9 
Riddje Leei 













き ミッ ゲ 


" 4 現実 世界 で プレ ー ヤ ー 
人 が ゲー ム を ロー ド す る た 













だ 9 を びに 、 ゲー ム の 中 の ペ ザ ー 
/ 4 と いう 2 づ の 意 っ 生 は 再生 を 繰り 返 UiC い る 
が メ と いう こと に な 大 








eator's 
UK に Ma 自 中:| 





F 
1 


る こと で 、 現 実 世界 と も リン ク す る よう し 
後 、 ヘ ザー は 「 死 ん で も それ で 終わ り 思 | 
も 何で だ ろう それ っ て すご く イ ヤ だ っ て 交 pc ジー 

TEE2rgeveic ー ジ で も あり ます 。 つま" 


















り 「 寺 誠 7 ヤー に と っ て 何 度 も や り 直 すこ と は 便利 だ が 、 べ 義一 本 人 に と っ て 
それ は 苦痛 で ある 」 と いう こと を 意味 し て いろ の で す 。 


% (シナ リオ ラ 





















人 人 慈 起 と 再 誕 、 さ ら に は 現在 、 過 去 、 未 来 を 意 
味 す る と いう 赦 団 の 統 章 。 


ター/ 夫 入 氏 ) 








金 Gameover&Restart 


っ | AN、 ーー 4 bo 

ル テ ィ エ ル は ES MOE な 作 六 所 
滞 地 や 赦 会 な ど で ゲ ー ム オー バー 

を 迎え る と 、 ヴ ァ ル ティ エル が へ ザー し 1 

、 の 体 を ひき ずっ て いく デモ が 発生 す 


プー の 神 の 母 休 で ある 
1 が 1 Be 導 際 間 
3 」 に と が で き 4 ゲー ム オ ー バ ー 時 に 現 


連 べり / むる ヴァ ル テ ィ エル 。 鐘 
4 6 | の 

プレ イネ ヤー に まっ て 両生 させ られ 、 偽 OUR 

引き ずっ て いく 。 





3 
9 





ォ ⑲ も 
お 1 








9 と 





Creator's 
Commentary 
IIIIIII IIIHIIIIIWIIIIIIIMIIII IIIIIUIHII 昌 晶 
ヴァ ル テ ィ エ ル と いう 存在 は 、 サ イレ ント ヒル に 佑 わ る 土着 の 信仰 の 中 で 
神 に 近い 存在 、 つ まり 天使 と し て 設定 され まし た 。 神 の 代理 人 で ある ヴァ ル 


ティ エル は 、 同 時 に 神 の 復活 まで 神 の 母体 を 見 守る 役割 を 帯び て いま す 。 そ 





| れ 由 に 、 へ ザー を 傷つけ ず に 監視 し 続け る わけ で す 。 ゲ ー ム オー バー の 時 に 

Di へ ザー を 連れ 去る の は 、 神 の 母体 を 再生 させ る た めで す 。 この 場合 の へ ザー の 

革 再生 に は 二 つ の 意味 が あり ます 。 ひ と つ は ゲー ム の シナ リオ に お ける アレ ッ 

YS サ の 転生 と し て の 再生 。 も う ひ と つ は プレ イヤ ー が も う 一 度 ゲ ー ム を 遊び 直 
ム ヴ ァ ル ティ エル が 回 す ハ ンド ル は 、 す べ て の す と いう 意味 の 再生 で す 。 (シナ リオ ライ ター 大 入 氏 ) 








事 窒 が ルー プ し て いる こと を 暗示 し て いる 。 





HI 間 YE eclal 雑居 ビル 裏 の 画廊 に は セー ブ ポ イン ト が ある が 、 表 の 画廊 で この 場所 に ある 絵 を 調べ る と …… 


和 昌 だっ た 」 と 話す ロー ラ が 持っ 
へ の 手紙 」。 彼 女 の 
の 手紙 が 現実 の も の だ と すれ 
最 兵 まで 生き て いた こと に な る 。 


WPT 


"8 な の か 7 し よ GPUSE 25S/ 


を 取り 戻し た 
ェ イ ム ス 。 し か し 
ほ g を 「LV2] 狗 し ん 


人 $* わ せる と 、3 年 前 に メア リー が 
、 ほ ぼ 確 実 だ 。 し か し 、3 年 前 | 
5 間違い な い 。3 年 前 
わせ た 事実 、 そ 


・ RW 1 
遠 体 は 車 の 中 ( 民 


エレ ベー タ 。 に 2 ー の 写真 ] と 「 メ アリ の 手紙 』 っ た まま で も 乗れ 











1 
ONG※ 













、 罪 や 困 線 を 音 負 っ た 人 間 が 集 ま る サイ レン ト ヒ ル の 町 
偶然 事 傘 に 巻き 込ま れ で し まっ 
心 砲 閣 を 持 いで ぐい い 彼 。| 


直し か し 包 グ ラス の 時 うに 、 


た 視 ラク タ 呈 や 位 場 し て きた 。 
ら ( 婦 斑 炎 人 を サポ ー ド する 役割 を 果 だ 消し と に な 才 。 

ハリ ー の 娘 探 し を 手 侯 ち は 
ず だ っ た シビ ル 。 結局 りー 
チャ ヤー 寄 









) まま ロ ー ラ は 。 病院 で 知り 合う 
た メア リー に 会 うた め に 、 彼 
女 の 思 い 出 の 地 を 訪れ た 


|Trick 





陽 』 の 物語 ほ 、 ダグ ラ 和 が へ ザー 
を 見 つけ た さだ を きつ か け に 始ま 
る 。 本 来 は タカ ロー ディ ア の 依頼 で 
へ ザー を 探 ピ て いた ダグ ラス 。 し レ 
か し 、 ハ リー の 死 を きっ か は に 徹 
は ヘザー を 助 恒 る こと に な る 。 し 
か し 、 結 局 彼 の カカ で は 、 へ ザー を 
助 學 る @ ど ほ て で き な か つた 。 














生 さ ざれ て 








し まう 


Treat 闘 呈 語 吊 ダグ ラス 価 実 は 後頭 部 の 頭 右 が 清く 、 ォ キー ル パ ッ 2 の 可 を か ぶせ て 隅 し て いる 。 担 当 者 の こだわ りら し い 。 








| Ca 細 耳 BI S$ 
| CO 本 人 覆 NY 
| H コリ キッ 大 1 正 還 1 」 


[ 吊 師 き 朝 串 男 上 ま の 才 計 まま は 、 林 来 
「 自 己 犠 条 婁 ト 吉 机 」、] 博 われ な い 
努力 ] NN 滑 尋 菩 昧 を 持 9 で ぐい ます 。 
へ ザー の 事 線 司 半 を 容 上 込ん だ も の 
の 、 結 局 答 民 は 宇 だ た な から た ダグ ラ . | 
ス の 皮 具 軍 命 矯 | カ 計 ド で 表現 し 
て み 宮 夫 

( ジ 書 洲 ラ キタ ー グ 大 和久 氏 ) 

















タイ トル 画面 で コナ ミ 
(上 上 下 下 左 お 左右 X 〇 ) を 入力 
し 、Extra New Game を 選ん で ゲー 
ム を 開始 する と 、 ダ グラ ス が 隠し 
コス チュ ー ム で 登場 。 中 年 や も め 
の 隠さ れ た 趣味 が 露 宇 され る 。 








< く 穴 は 深い 業 を 背 仙 画 
た 者 だ けが 見 える 、 六 
の 深淵 へ の 入り 口 な の 
か も 知れ な い 。 


4 赦 会 の 給 に も 魚 長 の 穴 が 
れ て いる 。 何ら か の 儀式 に 用 
られ た も の な の : 















0 


凍り ます か り 
稚 い いり いえ 


4 ヴァ ル テ ィ 


0 エル に よっ て 
が MD 引き 裂 か れ た 
電 な NEE: さ < 
神 の 誕生 を 衰 

徴 し て いる 。 





Creator's 
(ol【-lu 呈 eb/ 
LMILIL IIIILHIIWIII IIIIII II 


『3』 に も 穴 は 数 多く 登場 し ます が 、 今 作 の 穴 は 
縦長 の 頂 円 、 つ まり 「 誕 生 」 の モチ ー フ と し て 
北 か れ で いま す 。『3』 の 主題 と し て の 「 生 命 」 
「 輸 」 に 関係 し て 、 作 品 中 で は さま ざま な 場面 
に 「『 穴 」 を 登場 させ まし た 。「 夜 の 目 」 の カー ド 
に 閥 か れ た 維 柄 も 、「 穴 」 に 関連 し た も の に な っ 
KOE を 選 (シナ リオ ライ ター 大 入 氏 ) 


















































AV: EMPERANCE 


プレ イヤ 雪 の 行く 手 を 阻む 扉 
と 、 そ の 扉 硫 開 く た め の 鍵 。 特 に 
鍵 に 関し て ば 。 そ の 置き 場所 に 奇 
妙 な 傾向 が あ 信 、 そ の 不思議 な 隠 
され 方 に 深い 薦 味 が 隠さ れ て いる 

うに も 感 箇 れる 。 鍵 は 、 単に 
扉 を 開く た 奄 の アイ テム で は な 


Ru 隠さ れ で いる 場所 に も 大 き な ME 人 あり 得 な いこ と が か 起 ぎ る 理 不 玉 き が ブ プ " 0 を 託 も で ゅ \ る 場合 の 方 が 多 Wes 
意味 が ある の 諸 は な い だ ろ うか ? レイ ヤー を と ま ど 柚 入 る 。 9 


制作 者 の 意 


keyS Tor 
Eclipse 

「Eclpse」 と は 天 交 学 で 「 食 」 を 意味 する 単語 。 
た と えば 太陽 と 月 の 位置 が 重なる こと に よっ て 
PP "2 
た こと を 意味 する と いう 解釈 も で き 


こ 
本 | 4 応 を 開く と 、 町 は 一 瞬 


9 に じ ぜ 暗 間 に 包ま れ 、 抽 
4 字 通 リハ リー の 周囲 へ の 


光 は 遮 られ る 。 
床 に ある 扉 from「SILENT HILL 2| 

垂直 に な っ た 鹿 下 と 、 床 に ある 扉 を 開け る 奇 
妙 さ は 、 人 
な いと いう 誕 替 。 も ちろ ん 、 プ レー ヤー に も 強 
い 不 安 と 緊張 感 を 与え て いる 。 








4 克 下 が 下 直 に な 


2 
NN る る いう 異 ※ さ を 営 
了 z の ) 
で は 





Creator 具 S 
Commentagry 
IIIII II II 
鍵 が 置か れ て いる 場 記 に つい で は 、 
シナ リオ と いう より 赴 裏 出 的 な 理 直 
で 選ば れ て いる 場合 趙 多 いで す 。 た 
理 さ れ た 鍵 | は 、 鍵 を 飲 
その ま 衣 料 理 さ れ で し 
さ 。 自動 販売 機 の 向 飲 料 
る 鍵 は 、 役割 の 決ま っ た 
機械 が 違う 働き を す 思 府 怖 。 病院 の 
壁 に は りつ けら れ た 鍵 は 、 精 神 を 病 
ん だ 人 の 支離滅裂 な 発想 を 描い た も 
の で す 。 ど ちら か と 多 ば 、 扉 の 方 


(シナ リオ ライ 多 計 大 和久 氏 ) 





『 サ イレ ジン ト ヒ ル 』 シリ ー ズ で は 、 宗 赦 的 な キー 
アイ テム や 、 文 学 作品 を モチ ー フ に し た 鍵 な ど 
と 同様 、 プ レー ヤー の 行く 手 を 阻む 扉 と いう 存 
在 も 奥 の 深い 示唆 に 満ち て いる 。 

これ まで の 作品 に 登場 し た 代表 的 な 扉 に つい 
で 振り 返り 、 そ れ ぞ れ が 含ん で いた 重要 な 意味 


に つい て 再 確認 1 の (と / や io 
月 の 扉 from 「SILENT HILL 3] 


扉 の メッ セー ジ に ある 「 三 百 の 夜 と 昼 を 電 欄 』 
た 先 に 「 苦 冶 の 声 が 聞こ える 」 と いう の は ほ は 、 建 
娠 か ら 出 産 に 王 る 経 堤 の 暗 嘱 。 神 を 身ごもっ た 
へ ザー に 待ち 受け る 蔵 し い 運 命 を 暗示 し て いる 。 


Y 4 「 月 の 扉 」 で ある が 

8 由 に 、 こ の 扇 を 開く ア 
52SS42288 き 4。 イ 天 較 PGI ニン 
MC スト ー シ 」 が 選ば れ た 。 


Trick[ETreat 「2」 の 井戸 の 壁 は 、 打 撃 系 の 武器 で な けれ ば 壊せ な い が 、 隠 し 武器 の スプ レー だ け は 壊す こと が で きる 。 








01 





102 


クリ ー チ ヤー た ちの 存在 理由 は 各 作 品 に よ つ で 微妙 に 
異な る 。 1J で は 、 ア レツ サ の 憎しみ の 対象 が 、[2』 で 
は 、 罪悪 感 に 苦し お ジ エ イ ム ス の 妄想 が 具現 化し た 。 9] 








民 は 、 グ 











ーー デイ ア の 指示 を 受け で 行動 する タリ ー チ ャ ヤー 


も 登場 する こと がら 、 彼 ら の 存在 に も 変化 が あつ た こと 


誠 840 県 た だ た じ て クチ に は し ボ 当 信 
の 人 る つの YY 





怪物 な 
彼ら の 正体 を 探 ら て みよ う 。 


4 作品 に 登場 する 
人 My の ば 
ヘザー の 見 だ 幻 な 
の だ ろ つ か? 


Makinq of 


し 「edtureS 











Creator's 


Commentary 
昌 LIL LL II LIMII HI IIIIII II 


ネー の 正体 に つい て は 、 き ま ざ ま を 朋 選 が 成り 


うみ 9 1 ー チ ャ ー の 正体 に つ 


いて の 質問 を 多く 受け まし た 。 こち ら か ら 正 解 を 提示 す 


| る つも り は あり ませ ん が 、 教 会 の 図書 室 で ヴィ ン セ ント 
が 言う [怪物 …… ? そう か 君 に は そう 見 えた の か ? | 


と いう 言葉 は 、 そ の 質問 に 対す る 答え と し て 用 意 し た も 
の で す 。 (シナ リオ ライ ター/ 大 和久 氏 


本 の 太 0 丘 rt 
を 倒す こと に 司 
感 を 覚え て いる 
こと を 指摘 する 。 





Creator's 
Commentary 
MLITIIWM II 
画 で は 、 座 物 は 角 や 邊 を 詩 っ 
物 と し て 孝 か れ て いま す 。 これ 
時 の 恐 施 の 対 請 が 猛獣 で あっ 
e で すか ら 、 魔物 の 綿 さ を 現 
現す る た め に は 、 別 の モチ ー 
( 要 に な ます 。 鞭 本 的 に 入間 
は 、 神 考 、 と くに 理解 不能 な も の に 
対し て 恐 秩 を 抱 きま す 。 で すか ら 人 
体 を モチ ー ワ に し 、 そ れ が 意味 不明 
な 生物 に 異化 し た よう な クリ ー チ ャ ー 
を 数 多く デザ イン する こと に な り ま 
かん 
(アー ト ・ デ ィ レ クシ ョ ン ノ 伊藤 氏 ) 


る は すず の な し 


クリ ー テ ャ ー。 
と 』 人 体 の 
不明 な 物 


の ラフ スゲ ケッ 








と 化し て いる Penduiu 
た 。 











『 サ イレ ント ヒル 』 に は 、 実 は 没 
に な っ た 子供 型 の クリ ー チ ャ ー が 
いる 。『 1 』 の 発売 当初 、 そ ん な 
噂 が 一 部 の ファ ン の 間 で 話題 と 
な っ て いた 。 そこで 、1994 年 の 
E3 で 谷 開 さ れ た 『 1 』 の 予告 編 
の 映像 を 認 し て みる と 、 そ こ に 
は 確 か に ゲー ム に は 登場 し な い ク 
リー チャ ー が 映っ て いた 。 

実は 小学 校 に 現れ る mumbler は 、 
代理 委 見 会 に よる 3 回 も の NG を 
党 け て 、 よ う や く 世 に 出さ れ た も 





_ CODE NAME 


HH 












人 
3 で 合 開 さ れ た 映像 の 一 部 。 
開 人 中 画 全 と し : MA 媒体 に も 掲載 。 


全 赦 室 に 登場 する 子供 型 の クリ ー チ ャ ー 
は 、 非 常に 衝 映 的 だ 。 





KerllipEJ 


(EKCS IEIGIIKSD) 














全 攻 撃 で き な い 影 の よう な 存在 に する こ 
と で 代理 委 兄 会 の 認可 が 下り た 。 











の だ っ た と いう 。8J の クリ ー チ ャ ー 
か ら mumbler に 呈 る デザ イ ン 間 
の だ や 9.27I の Sp 衣 













ムー 部 で 叶 に な う 民 いた 子供 型 クリ 
チャ ー は 、 や は り 音 奏し て いた ! 








電王 





CHILD #2" 


GIIRSW) 






ムネ ト 明 世界 で 登場 する stalker は 、CHILD 
#27 を シル エッ ト に し た も の 。 


HILD #4 
(mumbler) | 


人 型 の シル エッ 
ト を 捨 て 、 カ ギ 爪 

を つけ る こと に よっ 
て よう や く 国 内 販 
売 の 許可 が 下り た 。 








いな い の っ ぺら ぴ ぼ 計 





































1@9) り 当 い 13 


CHILD3 





人 新た に デザ イン され た ク 


北米 発売 版 に は 、 


こち ら が 登 





40 
登場 する 。 


由 抽 本 理 人 necial 「3| の お 化け 屋敷 で 、 ダ ニー の 部 屋 に 吊り 下がっ て くる 死体 の 服装 は 、 制 作 担当 者 の も の と 同じ 。 





IL:THE 0WwER 


前 % 佑 s 逢 の 信人 大 叶 は 時 
COmmentary 

かこ 「 て め られ た LUI IIUIIUIWIIL LU 

つ (| サイ レン ト ヒ ル の 宗 閑 ば 、 キ リス ト | 

教 を は じ め 、 日 本 の 民話 や アス テカ | 
の 儀式 な ど ま 、 さ ま ざ ま な 宗教 を 考 | 


に し て いま す 。 本科 の ネイ ティ フ ア 
メリ カン の 信仰 は 、 獣 や 場所 に 神 が | 


























| クロ ー テ ディ ア や ダリ ア を 神 の 復活 へ と 取り 立て 、『2』 で は ジェ イム ス 
に 亡き 者 を 再生 させ よう と し た サイ レン ト ヒ ル に 伝わる 土着 の 信仰 。 作 

品 内 で は 不気味 な 儀式 や 、 狂 信 的 な 司祭 ば か り が 人 営 場 し て 、 そ の 実体 が | | の pe 

に My ぁ 有り は 、 邊 

プレ ー ヤ ー の 前 に は つき り と し た 形 で 現れ た こと は な い 。 先住 民族 に よっ 「、 「 MM | 
て 生み 出さ れ た 信仰 と は 、 ど の よう な も の な の だ ろう か ? | 6 

加地 と し て め られ て きた この 地 の 歴史 や 、 信 爺 の 根幹 と な る 教 工 に | "(1 コラ ッッ ー ン di ス RE 
つい て 、 作 品 内 の 文書 や 言葉 、 映像 を 整理 し て みよ う 。 


“ 1 恒 [ 


Ei 











入植 が 始ま る 以前 か ら 、 サ イレ WI [ 
還 r4 ント ヒル の 地 は 、 聖 な る 場所 と し | で ある と の 困 で 、 礎 妙 な 儀 

104 て 堤 ば れ て きた 。 この 地 で 行なわ 壮 識 ンー 半 中 有 和 0 “ 
れ た 儀式 が 、 現 在 の カル ト 信仰 の 

原型 と な つて いる 。 注意 し た い の 

は 、[ 寺 着 宗教 = カル ト ] で は な 

いと いう 点 。 日 本 で 言え ば 、 神 社 

や 地 蔽 の よう な も の と 考え れ ば 分 [1]j の 骨 箇 屋 の 地下 に 


か りや すい だ ろう 。 あっ た 祭壇 。 日 本 で 言え ば 
神棚 の よう な も の だ ろう っ か 。 





信 促 の 根幹 と な る の は 、 十 く か っ 引 省 0 
ら 伝え られ て いる 神話 。 そ の 概要 の 6 枚 の 絵 は 、 教 義 の 根幹 
は 「 か つて 神 は 楽園 を 作り 力尽き 2 し る 六 間 で の 61 持 拓 和 0OLNA 
た が 、 い つか 再び 神 は 豆 り 、 楽 園 1 
へ の 扉 を 開い て 人 々 を 救う だ ろ 
う 」 と いう も の 。 すべ て の は じ め 
に 苦痛 と 憎悪 が あつ た と いう 異色 
の 内 容 は 、 独 特 の 信仰 を 生 お 下地 ム 4 人身 冬 竹 を 連想 させ る 信 


と な つて いる よう に も 思わ れる 。 者 の 声 。 手 信 的 な 信徒 
多く いた と と を 想像 させ る 。 





Trick:i Treat 請 較 上 教会 地図 の 下地 に な っ て いる 絵 を 描い た の ほ ス タッ フ の 友人 の 娘 き さん 。 な ん と [ぶら ん ず ] が 描か れ で いる 。 








伯 制 wvSttii 


マ 土 芽 の 信仰 に 宗教 と し で 
土着 の 民間 信仰 が 宗教 と し て の の 形態 を 与え た の は 、 ウ ヴィ 


形態 を 持ち 始め た の は 、 数 十 年 前 2 ン セ ント の 側 き の よう だ 。 
か ら 。 とこ 数 年 の 間 選 急速 に 臣 大 神 は 分 に 従い い - 炭 才 導 で 参 在 を 作 ・ 
0 示 の 神 ネ チェ ル バ ラ 。 
化し た の は 、 ウ イル セル ント の 功績 久 の 神 ロ プル ・ ビ 区 
ぃ 1 肖 そし て 大 範 の 神 た ちと 天 便 で ある 
に 因 る と と 各 人 計 較 NND tt か 4 ば 4 を の 
30 年 ほど 前 忠利 東条 想 了 上 2 前 (0 6 | 
内 の 聖人 記 制 定 き され で いる 

- か ら も 、 教 周 ② 集 制 が きく 最 
巡 た ルカ ポタ 人 る 主神 の 下 に 多く の 従 神 が 
近 に 表 え られ た こま が る か が える 。 いる 権 成 は 、 キ リス ト 教 と 

大 きく 異な っ て いる 。 














まだ 一 部 の 信 後 か ら 、 ヴィ ン ャ ント 
包 表 が 鶴 を し て 入る と いう 、 












桂 世 界 の 散会 か らむ か る 
才 団 / 訂 歴 更 と 実像 
全 3 人 の 聖 隊 、 南 散 戦 証 以 降 。 し か も か 


な り 最 近 に 制定 され た も の だ ろう 。 『1』 に 甘 場 し た 放 会 は 、 キ リス ト 孝 の も の だ っ た が 、 

『3j の 交 会 は 、 カ ルト 教団 に よっ て 作ら れ 症 固 放 の デ 

ザイ シシ 。 17 年 の 間 に 区 団 は 勢力 を 増し 、 赦 会 を 建築 す 

る まで に 呈 っ て いる こ あ が うか が える 。 さら に に 還 裏 世 界 92< 
と な る 散会 の 地下 は 、 か つて 先住 民族 が 儀式 を 行っ て 105 
いた 遼 跡 と いう 設定 。 壁 を 人 細 ( 蛋 調 ぶ て みれ ば 』 新た 

な 発見 が ある に 培い な 県 。 









神 の 人 馬 に し で 遼 の 娘 




















Creator.,s 


Commentary 
IMIIIL ILIIILHIMIIII 


現実 世界 の 散会 は 、 局 祭 と 信 才 が 対 
面 する 形 で す が 、 最 後 の 裏 世界 の 赤 
会 は 、 信 未 が 司祭 を 囲 お よう な 形 に 
し まし た 。 神 に 向かっ て 祈る の で は 
な く 、 中 央 で 行なわ れ て いる 儀式 を 、 
信吉 全 見 で 見 守 お イメ ー ジ で す 柚 。 
デザ イン は イギリス の 議会 を モテ チー 
フ に し て いま す 。 

(アー トディ レク ジョ ン ノ 伊藤 氏 ) 


赦 会 の 裏 世 界 に は 壁画 の よう 
な も の が 准 か れ 、 こ の 場所 が 層 
跡 で あっ た こと を 物語 っ て いる 。 

















y W 
# 


別に 大 し た と と じゃ な いわ 区 敵 
一 般 の 教会 を 異な り 、 信徒 同 

全 地 下 に あっ た 礼拝 堂 は 、 こ れ ま で 封 土 の 座席 が 向かい 合う よう な 構 

包 さ れ て きた 中 中 ド の よう だ 。 造 と な う て い る 。 


Trick『 呈 Treat 教会 衰 の 通路 や 外壁 は 壁画 に な っ で いて 、 婦 性 を 中 心 に ヴァ ル テ ィ エ ル や イン キュ バス も 描か れ て い ず 。 


>TAR 






ト ヒ ル 」 シ リー ズ は 、 数 
沈 作 品 を 謎 解き の 1 
i@ 引 用 し て きた 。 し か し 、 
引用 は 単なる 引用 に と ど ま ら 
\N。 原典 と な っ た 作品 の 主題 や 
隊 界 准 は 、 ゲ ー ム の 中 で 重要 な 意 
味 や 示唆 を 持っ て いる 。 数 多く の 


モチ ナー フ を 振り 返り 、 そ こ に 込め ム 児 童 文 に まつ わる モチ ー フ は シリ ー 4 鍵 の 名 前 ひと つ に も 、 作 品 の 根幹 に 深 
られ た 意味 を 再 確認 し て いこ う 。 ズ を 通し て 数 多く 登場 し て いる 。 く 関 わる 重要 な 意味 が 込め ゆら れ て いる 。 



























































シリ ー ズ に 登 





組 引 の 0 ナー ブフ と 世界 が 心 の 中 の 具現 化 で ある こと 

















15 し て 、 最 も 多く 用 いら れ て いる も を は つき り と 示し て いる 。 
IO6 の が 童話 を は じ め と する 児童 文学 『G』 の 終 表 に 登場 する 少女 の 部 
で ある 。 こ れ ら の 作品 が 多用 され 屋 で は 、 本 棚 に 「 オ ズ 」、「 ア リス ] 


る の は 、 異 世 界 そ の も の が 、 アレ ッ を は じ め 「 マ ザー・ グー ス 」 や 96 折り で 
と いう 少女 の 深層 意識 に 関連 す | シン デレ ラ | 0 、 作 員 中 仙 答 オズ と か アリ ス と か 

婚 め 大 。 少 劉 の 愛し た 作品 が 異 易 し て きた モ 世 語 認 の 原典 を 見 つ ム [不思議 の 国 の アリ ス 」 と 「 オ ズ の 麻 
電 中 導 場 する と いう こと は 、 異 J る こと が で きま 法 使い 」 は 重要 参考 書 の 1 つ だ 。 

































11 の 序盤 、 小 学校 へ の 道 を 開 < s め 品 必 要 と な る の が 「 か か 
し 」 全 | ライオン] と いう 3 本 の 絆 。 省 前 は 『 オ ズ の 魔法 
の 少女 と 旅 を する 3 人 人 ⑳ 伸 間 に 由来 し て いる 。 


















売 に し た アイ テム や 謎 解き が 人 LA MM 


登場 し ます が 、 こ れ は 彼女 の 












屋 「 猫 |「 女 王 ] の プ 
も | 不思議 の 国 の アリ ス ! の 

















も の で ある と 言う と と を 示し て 
ます 。 同様 に 、『1』 に 登場 する ク 
り リー チャ ー も 、 一 部 は 彼女 の 算 読 書 
I ぐ ある 「 失 われ た 世界 」 の 挿絵 を モ 
200MONN ま すま た 、「 罰 リ 
ス | も 「 オ ズ | も 、 少 女 が 異 世界 へ 
と ※※ い 込む 話 。 ら う し た 内 容 も 、 異 











『 の NNW travell で の 謎 解き に 
と 白雪 姫 が 登場 。 この 2 人 の 姫 の 物語 は 、『2] で も ホテ ル の 
オル ゴー ル の 謎 解き に 登場 し た 。 






[31 の 雑居 ビル に 登場 する この 童話 だ け は 完全 な オリ ジ ナ ル 。 
も ちろ ん 、 童話 の 中 で 一度 死ん で 生き 返る 「 黄 女 」 が 、 へ ザー 
(アレ ッ サ ) を 意味 し じ て い る こと は 言う まで も な い だ る 2。 














時 の み 、 長 
3③。 こ て の 詩 は 、 


マザー グー ス 』 の 詩 。I8』 


賜 申 に 登場 する こと に ば は 、 ど 


Creator'S 


CommentaFY 
IIIIE UIHIIIIIEIIIMI II 


「 マ ザー グー スズ を 何だ の は 、[ オ 
ズ 】 芝 ま アリ ス す と 司 % く 少女 時 
代 の アレ ッ サ が 好き だ っ た と いう ぐ 
と が 理由 で す 。 ゲ ー ム の 舞台 が ザイ 
レン シン ポ ヒ ル に 移り 、 異 世界 も クロ ー 
ディ アア の 支配 下がら 、 ア レッ サ の も 
| の べべ 宅 移 行 し て いる こと を 示唆 し て 


オフ ィ エ ル は 水星 を 


、 ギ ト は 金星 を 、 フ ァ レ 


前 
は 
六 


消 田 生 購 癌 
茹 @ 浴 汗 叶 さ 適 A 


人 


Creator7s 
CommentaP メ 
IIII II II 
「1] の 不明 世界 ほぼ 直 に ダリア の 持 
っ て いる 呪術 的 恋 震 素 を 表現 ずる た 
め に 、 ア イ 元 な 麗 雇 の 名 前 紀 や 齋 カ カ 
ルト 的 な も の を 配置 じ ま じ た 。 肩 の 
名 前 は 、 惑星 を 暗示 じ で いて 、 ア レッ 
サ の 精神 世界 の 、 より 深い 部 分 べ 入 っ 
て いる ご と を 示し て いま す 。 


いま す 。 (ツナ リオ ライ ター 大 和久 氏 ) 


し ISDS 


モチ ー フ 


っ "ipJPpl - 


竜巻 まき に よっ て オズ の 国 へ 飛ば され て し まっ た 


(シナ け オ タイ ター 大 和久 氏 ) 


ちの 概要 


オス の 魔法 使い ドロ シー は 、 の 世界 へ 正 る た め に 3 人 の 仲間 由 寺 姫 
有 | と 部 を めざす 。 導電 
8 白 ウ サギ を 追い か け て いっ た アリ ス は 、 深 い 穴 押 
不 選 識 の 国 の アリ ス に 湊 ち 、 償 な 動 秘 六 の 住む 不思議 の 国 へ 送 い 人 責 姫 
人 込ん で し まう 。 NH 
8 時 敢 な 臣 将 マク ベス は , 謀 廊 の 予言 を 信じ て 周 了 拓 
ムク ん 9Z4 囲 の 人 間 を 次 々 と 殺し 、 悪 夢 の 世 界 へ 引き ずり | シン デレ ラ 
込ま れ て ゆく 。 
王 の 亡 起 の こと ば で 、 父 の 死因 を 知っ た ハム 間 
ハム レレ 小 レッ ト は 、 新 た な 王 へ の 復 休 の た め に 衝 所 を 姜 マザー グー ス 
う 。 
衣 敵対 する 家柄 で あり な が ら 門 に 落ち て し まう 口 |  、 
ミオ と ジュ リエ 小 ミオ と ジュ リエ ッ ト 。 2 和信 は 家 同 土 の 争 い の 従 グリ モア 
粧 と な る 。 
黒人 で ある オセ ロー は 、 青 の デス デモ ー ナ ( 白 1 
オセ ロ 人 ) を 信じ られ な く な り 、 最 軒 の 決 叫 を 下す こ トウ フエ コッ エリ ス 
と に な る 。 
古代 茶 国 を モチ ー フ に し た 中 謀 。 娘 に 歌 切 られ | 
リア 王 た 夫 王 リア は 、 羽 を 乱 し て 発 手 。 世 を 呪い 、 葉 





野 を さま よう 。 


Creator's 
Commentary 

日 吊 四則 軒 1 箇 面 1 旧 
eo い 入 れ が 強い の は マク ペ 
ス ] で すね 。 ヒー ス の 丘 は べ へ の 
発音 に 通じ る 部 分 も あり ます 4 また 
本 を 調べ る と 

は 「 終 わっ たら 忘れ 去ら れ で 上 まう 
存在 ] ち いう 、. ゲ ー ム の キャ ラ 必 鐘 ー 
に と 記 人 真実 を 示し て いま す 。 





太 作 は グリ ム 章 話 。 寺 リ ン ゴ に よっ て を 落と 
し た 白 直入 は 、 王 子 の 愛 に よっ て 息 を 吹き 返す 。 


アン デル セン の 奪 話 。 人 間 に 恋 を し て し まっ た 


人 各 姫 は 、 最 後に は 泡 と な っ て その 身 を 愛 に 狂 
ば げ る 。 

原型 は タ ャ ルル ・ ペ ロー の 痢 話 。 後 に グリ ム 電 
話 に 編 業 。 ガ ラス の 靴 が きっ か け で 王子 と 崎 症 
する 門 の 物語 。 

英語 圏 で 古く か ら 倍 承 さ れ て きた 童 衣 。 数 百 編 
ある と され 、 映 画 や 文学 な ど あ ら ゆ る 方 面 で 引 
用 され て いる 。 

中 世 の 魔術 書 。 登場 する 夫 使 た ちの ルー ツ は 、 
お 代 ギ リ シ ャ の オリ ン ピ ビュア の 霊 で ある と され 
て いる 。 

ラテ ン 語 で 「 和 私 は あな た で あっ た 。 あ な た は 私 
に な る だ ろう 」 と いう 意味 、 本 来 は 墓 大 銘 に 刻 
まれ る 言葉 。 





シェ ー ク スピ ア 全 集 が 抜け 落ち た 場所 の 隣 に 、 マ クベ ス と 王妃 が 抱き 合っ て いる 背 表 紙 が 見 られ る 。 


0 見 0 月 、| 


教団 の 司祭 で ある に も か か わら ず 、 神 の 復活 を 妨げ よう と する 

ィ インセン ト 。 信 者 の 投 軟 か ら は 、 教 団 の 規模 を 拡大 し た の が 彼 

教団 の 活動 資金 を 強制 的 に 徴収 し て いる こと が 分 か る 。 ヴ イィ 
セン ト の 目的 は 、 教団 を 利用 し た 金儲け 。 タク ローディ ア や アレ ッ 
| サ の 特殊 な 力 を 、 教 団 へ の 信仰 に 結び つけ た の は 彼 の 目論見 通り 
だ が 、 本 当 に 神 が 復 活 し この 世界 が 作り 変え られ る の は 、 彼 の 望 
むと ころ る で は ほな い 。 そ の た め に へ ザー に 近づき 、 ク ロー ディ ア の 
行動 を 止め よう と 画策 する の で あ 事 


Creator7S 
CommentaPy 
日 LIU LE UL HI 
| 「 育 惑 」、 
2 OU た 意味 が あり ま 
に させ た サ 、 モ ノ を 


今 は 本 雪上 君 の 味方 


^ 自 ら が 傷つく こと を 選 隊 夫 十 め 、 へ ザー に 接 
近 し 利用 し よう と 試み 共 』 











KJ 1 【 ゆ 衣 、| 

に ヾ 釧 。 

ノ イ 8 計 上 が 全 圭 す る 1 章 1 

- MM こ 交 で 

「 ゃ シー キィ 夫 上 

尽 の 

名 

さる 

か っ っ た | はず だ が …… た 六 

Creator's 3 

Commentary 

IIIE IIIHIIMI III を 
「 メ トラ トン の 名 凍 は 、 攻 団 と は 5 
関係 の な い 普 通 の 魔 除 け で す 。 本 来 大] 
は 『1』 で アレ ッ サ が そう し た よう "0 
に 、 町 全体 を この 統 章 で 埋め 尽く さ W い 
な けれ ば 、 効 力 を 発 提 し な いも の な つが 
の で す が 、 ヴ ィ ン セ ント も レナ ー ド 3 eee 人 
も 効力 を 菱 連 い し て いた わけ で す 。 1 
(シナ リオ ライ ター 大 和 ス 氏 ) 神 を 倒す 効力 が ある と 信じ て いた が … ? 重 














…。 


Trick『 則 Treat 地下 鉄 、 次 の 駅 名 は 「Bargain Street」。 映画 「 ジ ェ イ コブ ス ・ ラ ダー」 へ の オマ ー ジ ュ と な っ て いる 。 


XWV: THE :UN 


これ まで の 作品 で も 、 さ ま ざ ま な 面 で プレ ー ヤ ー を 楽 
し ませ て きた クリ ア 後 の オマ ケ 要 素 。 「3』 に よ つ て 気 に 
な る 関連 性 が 浮か が び 上 が つっ で きた 。 そ れ ( は 9 作品 に 共通 Coorma 語 2 エア に 5 
する [UFO エ ン デ ィング 」。 ご これ まで に 登場 し きた SF 4 に な コス テ チュ ー ム が 入手 可能 と な る 。 
的 な 追加 要素 は 、 す べ て UFO エ ン デ ィング と 何ら か の 関 
わり が ある の で は な い だ ろ うか ? 




















^ 追 加 さ れる コス チュ ー 
ム の 数 は 海外 版 も 訪 め る 
と 全部 で ら 5 種 類 。 io9 








へ ザー が 人 体 実験 を 施さ れ て いる ど 考 明らか に 地上 の ば な い 光 の 語 。 
えれ ば 、 変 身 で き て も 不思議 で は な い !? 一 体 誰 に 与え られ た も の な の か ? 


^ 守 ロ ュ ビ ュ ま 電 
2: 0 て NE 呈 
い た 









全 「]」 に 登場 し た ハイ パー ブラ スタ ー 
は UFO エ ンド クリ ア 後 に 使用 可能 。 


Creator*s 
Commentary 
HIEII HIHIIM 


見 た 大 な ら 分 か る と 思い ま 


す が 3 作品 すべ て つ 6 の つ 
て いま す よ ね 。 実は あれ が 
事件 の 真相 で すれ, (シナ リ A ム へ ザー が 変身 で きる 理由 も 、 符 
オラ イタ ー/ 犬 和 放 氏 ) 殊 な 武器 を 使え る 理由 も 、.UEO エ ジ 
ディ ング を 見 れ ば 明らか 世 な る 














Trick ETreat 請 語 診 紅 某 SF 大 作 を 連想 させ る ビー ム セ ー バ パー だ が 、 本当 の 元 ネ タ は [宇宙 刑 事 」 シリ ー ズ らし い 。 証拠 は 構え 方 。 


芝 : .、UDGEMENT 


『2J | 具 人 に 月 は 、 導く 残 ブ レー 


に より 、 そ の 後 
割 意 識 の 計 徴 と し 


三角 請 は 、 ジ ェ 人 記 本人 注 け で な く | 
We 狙い 、 傷 けた 。 


マ 涯 稼 | に あっ た 三 舟 の 絵画 。 
お つて 特 な われ た 和議 遼 が 拉 
か れ を いる 。 


ILHII IIIIMII 較 。) 0 あ いっ だ … 
ゴ 角 吸 規 リ ア を 何 度 も 傷 づ る の 
ぼ 、 交 衣 一 が 死ん で いる と いう 事 
天 を 繰り 返し 訴え 、 亡 想 か ら 目 を 8 
よ 邊 本 の 80 WM つまり ジュ イ 

え の 深層 意識 は 、 自 分 の 罪 を 思い 
出 きせ よう と し て いた ん で す 。 

(シナ リオ ライ ター/ 大 和久 氏 ) 


ウォ ルター サリ / / ン の 旧 | 
IN 陽 


ヤマ 三 角 頭 の モデ ル と な つた ヴァ ル テ ィ エ 
ル も 、 人 に よっ て 違う 形 に 見 えて いる 。 


(1 f ] 放 ! 


層 合 


信人 へ そ 本 うそ 到 計 


テ 
ト 記 


、 ム 赤い 悪 寿 」 を 見 た と 語る サリ バン 。 


| NMMMMMANIK の だ ろう が MD 


Trick「 テ Treat 





と | 還 記 


間 |,。L 


自殺 し た ウォ ルター・ サ リバ ン 。 


彼 が 見 た 「 赤 い 悪魔 」 と 「 三 衣 頭 」 
と の 関連 性 も プレ ー ヤ ー の 間 で 話 
題 と な っ た 。 し か し 三角 頭 を 自重 
意識 の 懲 と し て いる の は ジェ イ 
NN サリ バン が 付 を 見 た の 

か 、 本 人 以外 知る こと ば で き な い 。 


| の 歴史 次 迷 の 展 示 室 に は 、 開発 スタ ッ フ の 人 則 語 っ TSC9 





XX:THE WORLD 












人 の 心 を 吸収 し 、 そ の 潜在 意識 ・ 妄想 を 具現 化す 
る と いう サイ レン ト ヒ ル の 力 。 それ ゆえ に 、 一 言 で 
「 異 世界 ] と 言っ て も 、 実 は その 主体 と な っ つて いる 
意識 は 異な つて いる 。 これ まで の 作品 で 、 い くつ か 
の 異 世界 が 提示 され て きた が 、 その 作品 ご と の 違い 
を 確認 し て お こう 。 


箇 語 に ょ う 


[STLETYT HILL | 


重度 の 火傷 と 不死 の 苦し み に よ っ 
て アレ ッ サ の 力 が 景 走 。 彼 女 の 苦 
痛 が 具現 化し 、 町 全体 が 異 世界 に 
呑み 込ま れ て し まう 。 








犯し 
に 対し 、 


想 が 混在 し ) 


。 ぜ 生 で ご 箕 全 藻 


Creat 1 
Commen 間 | 
昌和 WW 1 
実は 開発 当初 、 こ の ケー ス も ひと つ 
の エン ディ ング に し よう と 坊 え て い 
まし た 。 し か し 、 別 の 解決 方 法 を 分 か 
りや すく 示す た め に 、 ゲ ー ム オー バー 
と いう 形 に し まし た 。 ど ん な 神 が 生 
まれ た の か 。 そ し て 世界 は どう な っ 
て し まっ た の か 。 放 は 残り ます が 、 
へ ザー が すでに いな い の で 、 プ レイ | 
ヤー も その 後に つい て 知る こと は で 
に る cf 

ジル ョ ウレ レル シ ニニ アル リリ レ 6: う 】 


レン ト ヒ ル 」 だ が 、 実際 の マッ プ 作 成 の 参考 資料 は 、 


* ある きっ か け に よっ つっ 
て 、 突 然 異 世界 へ と 変貌 
し で し まう 場合 も ある 。 


金 [SILETNT THTLT, 2 | 


に 罪 か ら 拓 選 す る ジェ イム ス 
深層 意識 が 具現 化 。 町 の 
計 診 ス に 自 和音 剛 と 秋 
記せ 界 を 見 せ た 。 


。 サ AU 六 叶 半 洒 司 は 更 
frrle の lgl 鶏 器 層 通 4 


ゲー ム の 終盤 、 ク ロー 
ディ ア を 攻撃 する と 、 神 
が 誕生 し 、 ゲー ム オ ー バ ー 
と な っ て し まう 。 し か し 
これ を 物語 の ひと つの 結 
未 と 解釈 する こと も 可能 
5 


有 < 人 に よっ て 、。 それ 者 
違う 世界 が 見 える サイ レ 
ント ヒル の 異 世 界 。 






信 | SILENT HILL S 
ショ ッ ピ ング モー ル な どの 異 世 界 
化 は タロ ー デ ィ ア も 関係 し て い 
る 。 記憶 を 取り 戻す に 従っ て アレ 
ッ サ の 影 書 が 強く な つて ゆく 。 





若年 NMIー ニ HN 4 


ああ 神 よ …… 


ム ゲ ー ム オー バー で は な く ひ と つ 
の エン ディ ング と な る は ず だ っ た 。 


il:tDAS: ル ゴー 


III 








90 ま 計 まま EYE 0 IGHT 


ーー ニン ュ 
。「 靖 る 作 の クリ = ォ テ ャ ー も 則 書 か の 到 李 の 
3 ke 


も 、 洪 春 意 識 が 顕在 化 M た 


も の な の か も 知れ な い 。 CTG 蘭 論 GTTY'S 


COm 界 軸 諾 9 Y 
HMIII IIIIIIIKNIIH II 
NN タ 凡 R 画 『 夜 の 還 尼 いう カ - 
は あり ま び 孝和 父 由 ド は ベ プ 
3 yh 凌 p(G 作 と 
に 症 音 選 が がい ハン 
| 国 半 が ああ たら 、. と い ] 
で 加え まゆ も た カ 寺 は [ 神 」」 
いじ で UN ま ⑨ 
ナナ り チラ タデ 大 和久 氏 ) 


> が 時 寺 出 し た 胎児 ph | 人 rt 
1 

| 

16 

| 

| 





2 





NN 間 
『 抽 





電 富 禁 前 本 電 
人 人 赦 会 に ある 神 の 矯 に 関す る 書籍 。 神 の に こ に lu の は 捧 よ ! る どこ と な く ア レッ サ に 似 で ゆる の は 、 
テ る も を ed un ま : 較 、 科 間 2 寺 坦 Wa 
| konreal 信和 ea ES う すい マ ) 理 5 
ii1 人 可 WW P sa 了 0 、 甘 Oi 送 











MatePrials 
『CF 
SQOlve 


シリ ー ズ 各 作品 に 登場 する 多く の 文書 。 これ 
ら を 読み 飛ば し て し まっ て いて は 、 作 品 に 対 
する 理解 を 深め る こと は 不可 能 だ 。 さ ら に 、 
作品 中 に は 普通 に プレ イ し て いる だ け で は 気 
づか な い 隠 され た メッ セー ジ も 存在 し て いる 。 
ここ で は シリ ー ズ 全 作 品 に 登場 し た 重要 文書 
や 絵画 ・ 写 真 の 全て を 一 挙 掲載 する 。 作 品 を 
より 深く 理解 する た め の 一 助 と し て ほし い 。 












1 で 


時 トニ ーーー で 2 PS26c 


= の 上 " 地 か 
に 1 トコ 





SILENT HH 四 生 


To school 
学校 へ 
(FINNY St.) 


や 


LEVIN 通 り 犬 小屋 
(MATHESON st.) 


や 


keys for Eclipse 
(LEVIN St. ) 


WOLF 


の な い 口 の 中 へ 飛ん で いき 、 お 腹の中 に 
ぶっ すり と ささ り ま し た 

それ に や られ て トカ ゲ は どう と 倒れ る と 死 
ん で し まい まし た 

(Midwith Elementary Schoo】 2f) 


や 


サイ レン ト ヒ ル を 中 心 に し た 
特定 地域 の み で 出回っ て いる 
原料 と な る ホワ イト クロ ジェ ア は 
この 地方 特有 の 植物 

生産 地 も この 近辺 ? 
販売 者 = 生産 者 ? 


ムー ア ラナ ルド ゴー ドン …… 
どう や ら この 学校 の 教員 名 簿 の よう だ 
(Midwith Elementary School) 


(Police Station) 


や 





や 


十 時 
錬金術 師 の 実験 坦 
老人 の 常に 黄金 
撮り 隠さ れ た 未来 
賢者 の 水 と 引き 替え に 


五 時 

叶い 風 を 生む 光 届 か ぬ 地 
静寂 を 破り 灯 さ れる 人 炎 
目覚 め る 負え た け も の 

時 の 扉 を 開き 餅 を 招く 


十 二 時 

歌 と 音 の 集う 場所 
失わ れ た 言葉 の 中 
眠り に つく 銀 の 道標 

定め られ た 流れ に 目覚 め る 
(Midwith Elementary School 1F) 


や 





(Midwith Elementary School 1F) 


や 





(Midwith Elementary School 2F) 


や 


レナ ー ド ・ ラ イン 潜在 する 怪物 


(Midwith Elementary School 1F) 


や 


[潜在 する 怪物 | 

第 三 章 : 妄 想 の 顕在 化 
また 、 ポ ルター ガイ スト も 、 その 一 種 と 考え られ 
で いる , 
極度 の 不安 、 葉 怖 、 ス トレ ス 等 の ネガ ティ ブ 
な 感情 が 、 物理 作用 を 持つ 外部 的 な エネ ル 
ギー と し て 発露 する の だ 。 
睡 眼中 に 悪夢 が 引き 金 と な っ て 起こ っ た と 思 
われ る ケー ス も 確認 され で て いる 
し か し 、 こ れ ら の 事象 は 誰 に で も 起こ り 得 る 
も の で は な い 
生来 の 要素 が 大 きく 関わ っ て いる が 、 思春 其 
の 少年 少女 、 と り わ け 少 女 の 身の回り で 起 
こる 場合 が 多い 
(Midwith Elementary Schoeol 2F) 


図書 館 の 童話 

それ を 聞い た 弓矢 を か つい だ 旅人 は 

「 そ れ な ら 私 が トカ ゲ を や っ つけ よう 」 

と 言い まし た 。 

旅人 は トカ ゲ に 会 うと いき な りや っ つけ よ 
うと は し な いで 、 悪口 を 言い 出し まし た 。 
「 な ん だ い 、 こ ん な へ な ちょ こ ト カゲ 、 

ちっ と も 怖く な い 」 

それ を 聞い て トカ ゲ は 怒り まし た 。 

「 お まえ も 一 日 に 呑み 込ん で や る 」 

トカ ゲ は 旅人 めがけ て 大 き な 口 を 開け て 
と ぴか か り ま し た 

突 は 旅人 は これ を 待っ て いた の で す 。 
旅人 は 落ち 着い て 弓 に 矢 を つが える と 、 
その 口 め が け て ひ ゅ う と 射 ま し た 。 

見 事 、 失 は トカ ゲ の 申 の 中 へ 、 回 いう ろ こ 


シー ルズ 医師 より 電話 

グッ ジ 捜 査 官 が 殺さ れ た 可能 性 は きわめて 
低い と の こと 。 自然 死 ら し いで す . 

た だ し 、 グッ ジ 提 査 官 は 過去 の 検査 で 、 
心臓 の 疾患 が 発見 され た こと は 

な か っ た と も 言っ て いま し た 


(Police Station) 


や 


アレ ッ サ 





(Alchemla Hospital B2F) 


や 


給水 用 設備 
族 可 無き 立ち 入 D を 禁ず 
(Water Supply facilties) 


や 








ノー マン 開業 祝い 


(Indian Runner) 


ぐ 


パン 3 丘 

ミル ク 3 パッ ク 

卵 2 ケー ス 

毎朝 8 時 まで に 衰 口 へ 届け る こと 
裏口 の ナン バー は 0886 


サー マン ・ ヤ ング 
(Indian Runner) 


「 日 記 」 

8 月 20 晶 

あい つが や っ て きた 。 

あの 女 か ら 預 か っ て いる も の を 渡す 。 
9 月 12 日 

あい つが ノー マン の と ころ へ も 
現れ た らし い 。 

あん な 奴ら と は これ 以上 

関わ り 合 い に な り た く な い の だ が …… 
あい つ に は 以前 に は な か っ た 
得体 の 知れ な い 恐 ろ し さ を 感 じ る 。 
いっ その こと この 町 を 出 よ うか と も 
考え た が 、 それ こそ ど ん な 目 に あう か 
考え た だ け で も 恐ろし い 。 

(Indian Runner) 


ぐ 


「 新 聞 記 事 」 

捜査 難航 

麻 楽 “PTV" の 売 人 特定 で きず 。 
相次ぐ 怪 死 事 件 。 

麻薬 売買 の 取締 り 強 化 を 掲げ た 市 長 に 続き 、 


麻薬 捜査 官 が 原因 不明 の 心 臓 発作 で 死亡 。 


(Motel "Hearbey Inn") 


帰れ 
泥棒 
死ね 
(Unknown BIF) 


ぐ 


石版 
The Grim Reader's list 
35 Lydia Findly 
60 Trever F White 
18 Albert Lords 
45 Roberta T Morgan 
.38 Edward C Briggs 
(Unknown 1F) 
ぐ 





石版 2 

石板 に 刻ま れ た 名 前 

それ は 眠 府 に 帰り し 者 の 目録 

き あ 、 そ の 頭 を 並べ ろ 

若き を 彰 び 老い を あざ けり 列 を 作れ 
その 時 、 道 が 開か れる 

行く 手 に 待つ は 狂 台 、 死 の 門 ! 
(Unknown IF OFIEL) 


「 リ サ の 日 記 」 

先生 に あの 患者 の 担当 か ら 
外し て も ら え る よう に 頼ん だ 。 
どう 考え て も お か し い 。 


まだ 生き て いる 。 
な の に 傷 は 治ら な い 。 


先生 に 辞め る 意志 を 伝え た 。 
も う 、 あの 病院 で 働く つも り は な い 。 


部 屋 に 数 え 切れ な い ほ どの 虫 が いる 。 
窓 や 扉 を 閉め て も 入っ て くる 。 


震え る あたし を あざ 笑っ て いる 。 


気持 ち が 悪い 。 
吐き 気 が す る 。 

だ けど 、 も う 何 も 出 て こない 。 
胃液 すら 吐き つく し た 。 


バス ルー ム の 蛇口 か ら 

血 と 臓 が 流れ 出し て くる 。 
止め よう と し て も 止ま ら な い 。 
薬 が 、 欲し い 。 

だ れ か 、 た すけ て …… 
(Unknown 1F) 


光導 く 未 来 





(Unknown 3F) 


ぐ 








(Unknown 3F) 


ぐ 


[ホワ イト クロ ジェ ア ] 
河岸 湖岸 に 生え る 多年 草 。 
高 さ は 30 一 40cm。 
長 棒 円 状 の 葉 を 持ち 、 白 い 花 を 咲か せる 。 
種 に 幻覚 作用 の ある 成分 が 含ま れ て いる 。 
古来 、 そ の 幻覚 作用 を 利用 し て 、 宗教 儀式 
に 使わ れ て いた と いう 記録 も 残っ て いる 。 
(Unknown 3F) 

や 


「 7 年 前 の 新聞 」 

捜査 難航 

麻薬 *”PTV" の 売 人 特定 で きず 。 
相次ぐ 怪 死 事件 。 

麻薬 売買 の 取締 り 強 化 を 掲げ た 市 長 に 続き 、 
麻薬 捜査 官 が 原因 不明 の 心臓 発作 で 死亡 。 





第 華 街 で 不審 火 。 

6 棟 が 全焼 。 

逃げ 運 れ た アレ ッ サ ・ ギ レス ビー(7 歳 ) の 9fz 
焼死 体 が 発見 され た 。 il5 
出火 の 原因 を 調 在 中 。 


調査 の 結果 、 出 火 場 所 は 

ギレ スピ ビー 宅 の 地下 室 と 限定 され た 。 
出火 原因 は 老朽 化し た ボイラ ー の 
故障 で は な いか と 推測 され る 。 
(Unknown 3F) 


異常 な 高熱 状態 が ずっ と 続い て いる わ …… 
肌 覚 まさ な い …… 点 滴 を 受け …… 

か すか に 息 を し て いる だ け 

皮膚 の ほとん ど が 焼け た だ れ て いる の 
放 

包帯 を 何 度 替え て も 

すぐ に 血 と 騰 で ドロ ドロ に な る の よ ! 


どう し て あの 子 は 生き て いる の ? 
あたし TE も う 耐 えら れ な い FET 
9 誰 に も 話さ な いわ 

…… 約 束 す る 

だ か ら …… も う 許 し て 
(Unknown 1F) 


移 が 手中 に あり 
その 身 を 護り し 
五 つ の まじ な い 
ここ に 捧げ よ 
(Unknown 1F ) 
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SILENT HILL2 


「 メ アリ ー か ら の 手紙 」 
あい まい な 眠り の 中 で 
夢見 る の は あの 町 

サイ レン ト ヒ ル 

いつ か また 二 人 で 行こ うと 
約束 し て お き な が ら 

私 の せい で か な わな か っ た 
私 は 一 人 で そこ に いる 
あの 思い 出 の 場所 で 

あな た を 待っ て いる 
(Observaton Deck) 


当地 咽 碑文 
一 玉 較 画 沼 中 地 

この 碑 を 中 心 と し た 、 罰 圏 男 一 トル 
四方 は 、 沼 が 埋 証 て られ て 一 一男 
上 地 で ある 。 

この 沼 は 別名 、 血 染 め 泊 計 詳 わ れ 、 
その 出来 は 画 一 題 た ち が 、 死 国 較 
加重 較 較 剛 較 較 旧 た 沈 っ た 水 画面 
還 の 沼 に 捨て た こと に よる 。 

そう いっ 田 国 圏 國 せい か 、 こ の 沼 に は 
副 画 圏 画 較 圏 も 多い 。 
(Lindsey St.) 


死体 の 傍ら に あっ た メモ 1 

私 が 知っ た こと 、 思っ た こと を ここ に 書 ぶ 
て お く 。 それ が 少し で も あな た の 助け に な れ 
ば と 思う 。 

あな た が これ を 読ん で いる と いう こと は 、 
た ぶん 私 は も うな い の だ ろう けれ ど 。 
(Neely St) 


死体 の 惨 ら に あっ た メモ 2 

私 は あの 悪魔 た ち を 見 た 。 確か に そこ に 
いた 。 し か し 友人 は 何 も 見 て いな いと 言う 。 

それ が 真実 な ら ば 、 私 が 見 た も の は 幻 だ 
っ た の か ? 

た だ 、 言え る の は 、 あ の 人 を 食らう 量 魔 た 
ち が 実 在 し て いて も 、 私 の 頭 が お か し く な り 
幻覚 を 生み 出し て し まっ た の で も …… ど ちら 
に し ろ 私 は 救 わ れ な い 。 

(Neely St.) 


死体 の 傍ら に あっ た メモ さ 3 

彼ら は 灯り に 寄っ て くる 習性 を 持っ て いる 
よう だ 。 いや 光 の 中 に 見 える 人 と いう 餅 に な 
の だ ろう 

そし て 音 に 対し て も 反応 を 示す 。 

も し た だ 生き 延び た い の な ら ば 暗 痢 の 中 
で 、 じ っ と し て いる の が 正しい の か も し れ な 
い 。 

それ で 助かる 保証 は な いけ れ ど 。 

(Neely St.) 


死体 の 傍ら に あっ た メモ 4 
も し 戦う こと が ある な ら ば 、 第 一 に 落ち 着 


旧 - と だ 。 恐怖 に 駆 られ て 、 銃 を 乱射 する の 
引 む し ろ 危 険 で ある 。 

計 く 狙い 、 そ し て 引き つけ る こと 。 そ し て と 
還 め を 忘れ て は いけ な い 。 

あの 化け 物 た ちゃ も 、 た いて い 倒 せな いこ 
四 は な い 。 人 ほど 、 も ろく な い に し て も 。 
MNeely St.) 


発 体 の 傍ら に あっ た メモ 5 
中 げろ 
MNeely St.) 


発 体 の 傍ら に あっ た メモ 6 
夷 げ ろ ! 逃げ ろ ! 逃げ ろ ! 
中 げ ろ | 逃げ ろ ! 逃げ ばろ ! 
貴 げ ろ ! 逃げ ろ ! 逃げ ろ ! 
eely St) 


時 一 - ニ ーー リィ イー ズ で 待つ 
WSaul St.) 


回 
店 の 窓 に 貼ら れ た 新聞 


皿 に に 穴 が あっ た 
今 は も うな い 
(Bar Neely's) 


衣 間 に 目覚 めし 扉 
曲 夢 の 中 に 開か れる 
(Katz St.) 


「 明 日 へ の 道 ] 

健康 へ の 第 一 歩 は 、 病気 に な ら な いこ と 
で す 。 当 た り 前 の こと と 思わ れる か も し れ ま 
せん が 、 こ れ が 大 事 な の で す 。 

病気 に な っ て か ら 治す より も 、 な ら な いよ う 
に 予防 を し ます 。 

そし て 前 向き で 明る い 生 き 方 を する こと で 
す 。 心 の 健康 は 身体 の 健康 に も 結び つく の 
で す 。 つ ま ら な いこ と を 悩ん だ り 、 
過ぎ 去っ た こと に いつ まで も こだわ っ た り 。 
そう いっ た こと を や め る の で す 。 小 難 し い 本 
な ん か 読ん で 頭 を 疲れ させ る よう な こと ば か 
りや っ て な いで 、 た ま に は 外 に 出 て 軽く 身体 
を 動か し て くだ さい 。 
(Wood Side Apt#205) 


[幸福 な 二 人 に な る た め に 」 

本 当 に あな た は 彼女 を 愛し て いま すか ? 
健やか な る 時 も 病める 時 も 。 

愛し て いる の な ら ば 、 後 は 行動 ある の み で 
す 。 結末 は あな た の 替 力 次 第 で す 。 

何 が あっ て も 諦め な いで 、 もう一度 、 も う 一 
度 と 挑戦 し て くだ さい 。 勿論 、 な か な か うま 
くい か な いか ら と いっ て 、 他 の 女性 に は 浮気 
し た り し な いこ と 。 





そし て 何 か あ っ た と き は 、 彼 女 を その 身 を 
も っ て 守っ て くだ さい 。 自分 の 影 に 隠れ る よ 
うな 男 を 歓迎 する よう な 女性 は 、 そう そう い 
ませ ん か ら ね 。 ・ 

これ で 後 は 運 き さき え あれ ば 、 き っ と 幸福 な 結 
末 を 迎え る こと が で きる で し ょ う 。 

(Wood Side Apt.#205) 


「 死 と いう 結論 

生き る の に 絶望 し た と き 、 人 は それ を 選ぶ 
し か な い 。 私 も また 、 そ れ を 選ん だ 。 

あの 過去 は それ 以外 の 選択 肢 を 私 に 投 
ば げ かけ て くれ な か っ た か ら 。 

それ を 選ん で か ら 、 それ を 行う と いう こと 


・ だ けが 、 私 の 命 を つなぎ と め て いた 。 


時 折 、 音 の こと に 思い 出し て 泣く 以外 、 ど 
こ で 、 どう や っ て 、 どん な タイ ミン グ で それ を 
する か 、 それ だ け を 考え て いた 。 

自分 の 身 に 危険 が 及ぶ よう な こと も 、 ど う 
せ 死 ぬ の だ か ら 、 こ れ で も いい か と 思っ た 。 
むし ろ 自 分 か ら 危 な いこ と も や っ た 。 

人 付き 合い が 悪く な り 、 か つて 友人 だ っ た 
者 と も 疎 剖 に な っ た が 、 それ も 気 に な ら な か 
っ た 。 


(Wood Side Apt#205) 
還 


殺人 事件 の 記事 

サイ レン ト ヒ ル で 2 月 に 起き た ビリ ー プ ミリ 
アム ・ ロ ケイ ン 見 妹 殺 害 事件 の 犯人 と し て 、 今 
月 18 日 に 退 捕 きれ て いた ウォ ルター・ サ リバ パ 
ン が 、22 日 の 深夜 に 拘 寺 所 独房 内 で 自殺 
し た こと を 警察 は 発表 し た 。 

発表 に よる と 、 ウォ ルター・ サ リバ ン は 食事 
に つい て くる スプ ー ン を 、 自 分 の 首 ( 前 面 左 、 
妥 動 脈 付近 ) に 和 突き 刺し た 。 ス プー ン は 首 に 
約 5 モ ンチ ほど め り 込 み 、 その 傷 か ら の 出血 
に より 、 看守 に よっ て 発見 され た と き に は 既 
に 死亡 し て いた 。 

ウォ ルター・ サ リバ ン の 住ん で いた プレ ザ 
ント リバ ー の 同級 生 は 、「 子 供 を 殺す よう な 人 
間 に は 見 えな か っ た 。 学校 で は 穏やか で 、 
それ に 親切 な 人 間 だ っ た 。 た だ 、 あい つが 
示 捕 きれ る 少し 前 に 会 っ た と き に 、 妙 な こと 
を 口走っ て いた の は 覚え て いる 。「 あ いつ は 
俺 を 殺 そ うと し て いる 。 裁 こ うと し て いる 。 赤 
い 悪 魔 だ 、 怪物 だ 。 許し て くれ 。 や っ た の は 
俺 だ けど 、 俺 じゃ な いん だ 』…… 確か に 、 少 
し お か し か っ た の か も し れ な い 」 と 語っ た 。 
(Wood Side Apt.) 





3 でない スコ ッ ト は 組 '5 で お や すみ 。 
(Wood Side Apt#208) 


時 計 の メッ セー ジ 

音 を 語る 傷 損 は 

動き を 止め る 釘 を 抜く 
(Wood Side Apt#208) 


観光 案内 パンフレット 
サイ レン ト ヒ ル へ よう こそ ! 

湖 を の ぞ む 静か な リゾ ー ト タウン 、 サイ レン 
ト ヒ ル 。 皆様 の この 町 へ の 来訪 を 歓迎 し ま 
す 。 騒が し く 忙 し い 日 々 は 忘れ て 、 ゆっ くり と 
休暇 を お 楽し みく だ さい 。 

落ち 着き ある 素朴 な 町 並み 。 

自然 あふ れる 山々 の 景観 。 

そし て 早朝 、 昼間 、 夕 暮れ と 時 間 の 変化 
と 共に 、 幾つ も の 美 し さ を 見 せる 潮 。 

サイ レン ト ヒ ル は 、 き っ と 皆様 に 深い 感動 
と 、 安らぎ を 与え る こと で し ょ う 。 

この 町 で の 滝 在 が 楽し く 充実 し た も の に 
な る こと を 、 最高 に 思い 出 深い も の に な る こ 
と を 願っ て お り ま す 。 
編集 者 : ロ ジャ ー・ ウ ィ ド マー ク 
(Wood Side Apt#104) 
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(Blue Creek Apt.#109) 
圏 


「 み ぎ は し いち ば ん お ね えさ ん 」 (EASY) 


「 み ぎ は し いち ば ん お ね えさ ん 」 
みぎ は し いち ば ん お ね えさ ん 

ひだ り の は じ っ こ お じい さん 

まん まん な か で に ょ ろ に ょ ろり 

あな ころ ふた だ たつ は あま る けど 

まあ よし それ よし 


. はい お し まい 


「 五 つの 穴 に 三 貨 幣 」(NORMAL) 
つ の 穴 に 三 貨幣 





手 か せ 足 か せ 囚われ の 
その 身 の 左 自 き 髪 
並び 立ち 随 つ 人 の 隆 よ 
虜囚 の 裏 毅 撫 ぜ ゆく は 
見 え ぎ る 風 の 優し き 手 
虚空 と 呼ば れ し その 者 は 
形 無き 尾羽 で 円 を 埋め 
誰 よ り 遠 く 風 を 層 く 
老い た 男 の 傍ら に 
長き も る の は 止ま ら ず 
比 ま り た る は 最果て で の 
六 か 夜 期 け の | ほど 近 き 
手 な き 走 な き 誘惑 者 


「 始 まり の 一 つ は 彼 の も の の 」 (HARD) 
始ま り の 一 つ は 彼 の も の の 磨 で ある 

彼 の も の を 例え る 言葉 は な い 

側 に 従う の は 下僕 で あり 、 財 め る も の で 
ある 

地 を 流れ る も の は 隠れ る も の の 隣 に ある 

地 を 流れ る も の は 誘う も の で ある 

謎 う も の は まず 女 の 必 に 寄る 

人 々 は 見 える も の 全 で を 見 、 そし て 語り 合う 
言葉 は 口 より 発する こと を 知ら ぬ 者 は な い 
ある が な く 、 な く て ある も の 、 

それ は 彼 の も の で ある 

な く て あり 、 あ る が な きも の 、 

それ は 隠れ る も の で ある 


Blue Creek Apt. キ 109) 


人 々 の た め 、 自 由 の た め 
そし て 明日 の た め に 戦い 
死ん で いっ た 英雄 
その 志 は 今 も 残る 


(Rosewater Park) 


団 霊 碑 

病 に 倒れ 湖 に 眠る 
67 人 の 慰霊 の た め に 
(Rosewater Park) 


玉 遼 一 較 圏 徒 の 迫害 に 負け ず 
ジェ ニ フ ヽ 較 キャ ロ ル は 
誇り 高く 生き た 

私 た ち は そ れ を 忘れ な い 
(Rosewater Park) 


失わ れ た 記憶 

その 名 前 は 、 こ の 土地 を 奪わ れ 、 そ し て 
追わ れ た 彼ら の 伝承 に 由来 する 。 

「 静 か な る 精霊 眠る 場所 」、 ここ で いう 精 
寺 と は 自然 世界 に お ける 構成 要素 で あり 、 





同時 に 死者 で あり 、 崇め る べき 存在 だ と いう 。 
そし て この 伝承 は 、 そう 呼ば れる この 土地 
が 、 神 聖 な 祭礼 の た め の 場 で あっ た と 語る 。 
し か し 最初 に 彼ら か ら こ の 土地 を 奪い 、 
移住 し た の は 、 今 こ の 町 に 住ん 人 で いる 人 々 
の 祖先 で は な い 。 そ れ よ り 前 に も 、 移 住 者 
た ち は い た 。 
その 時 は 、 こ の 町 は 別 の 名 前 で あっ た 。 
だ が 、 そ れ が 何と いう 名 前 な の か は 、 記録 
は な く 、 知る 者 も いな い 。 
わか っ て いる の は 、 そ の 名 前 が あっ た と 
いう こと 、 そ し て この 町 が 何ら か の 原因 に 
より 、 一 度 は 放棄 され た と いう こと だ け で 
ある 。 
(Texxon Gas) 


患者 の 記録 
ジャ ッ ク ・ デ ー ヴ ィ ス 

過去 に 3 度 の 自殺 未遂 を 起こ し て いる 。 そ 
の 理由 は 不明 。 

性 格 は 穏やか で 、 医者 や 看護 婦 の 指示 に 
従う 模範 的 な 患者 で ある が 、 突発 的 に 自殺 
を 行う 可能 性 が ある の で 、 監視 は 必要 。 


ジョ セ フ ・ バ ー キ ン 

発病 の 要因 は 、 娘 を 自分 が 原因 で 死な せ 
て し まっ た こと に よる も の と 思わ れる 。 
現実 逃避 、 偏執 的 行動 な どの 症状 が 見 ら 
れる 。 


(Brookhaven Hospital 1F) 
一 





医者 の 手記 

この 病 の 要因 は 全て の 人 の 中 に 存在 し 得 
る も の で あり 、 そし て 何ら か の きっ か けが あ 
れ ば 、 例え ば 彼 の よう に 向こう 側 へ 行っ て し 
まう こと も 容易 に あり える 。 

“向こう 側 " と いう 言い 方 は 正しく な いか も し 
れ な い 。 

その 間 に 璧 は な い 。 ち ょ うど 現実 と 非 現 
実 の 境目 が 曖昧 で ある よう に 。 近く か も し れ 
ず 、 遠く か も し れ な い 場 所 だ 。 

これ は 病気 で は な いと いう 人 も いる 。 それ 
を 私 は 青 定 する こと は な い 。 

* 私 は 医者 で あっ て 、 哲学 者 で は な く 、 そし 
て 心理 学者 で も な い の だ か ら 。 

し か し 、 私 は 時 に は 疑問 を 抱か ざる に は 
いら れ な い 。 

確か に 彼 の 想像 は 、 我 々 に と っ て は 虚構 
で ある 。 だ が 、 彼 に と っ て は それ が 現実 に 
他 な ら な い 。 そし て 彼 は そこ で 幸せ な の だ 。 

それ な の に 、 我々 は 我々 の 現実 に 、 彼 に 
と っ て は 苦痛 で し か な いこ の 世界 に 、 引き 戻 
す た め の 治療 を し な く て は いけ な い の だ ろ 
うか ? 
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(さら に 何 か 手 で 書い て ある ) 
ジョ セ フ か ら 鍵 を 預かっ た 。 
お そら く あ の 和 の 鍵 だ ろう 。 
(Brookhaven Hospital 1F) 


冷蔵 庫 の メモ 
食品 専用 、 楽 を 入れ る な 1! 
(Brookhaven Hospital 1F) 


診察 室 の ファ イル 
人 格 否 定 問診 に よる 実験 記録 
(Brookhaven Hospital 1F) 


カー ボン 紙 の タイ プ 跡 (EASY) 

は この ば ん ご お し っ て いる ぞ お お は 
xxxx こ れ で あい つの は お こ は や く 
に た た だ た な いあ ん な ポタ ン の か ぎ を お 
れ は こはく な いこ れ で も も うお れ は 誰 
も この 俺 は だ れ も の この の 誰 $ お れ は 


カー ボン 紙 の タイ プ 跡 (NORMAL,HARD) 
お お お お れ は し いっ て いる ひみ つ を 困ら せ 
で や る る ふと お に そく ば くさ れ で いる この 
悪 ま の し る た 一 は も うこ れ で や くに た た 
な いや つ は 手先 な ん だ も うお れ の メイ レイ 
を きか な か か な く て は いけ な いそ うこ れ で 
あの は こ は や くに た な な い 忘 れ て は いけ な 
い xxxx こ れ で 良い あい つ は さい て で てい だ 
これ で お れ も か い ほ うさ れる お きき っ と い 
つ だ っ て し た が わな く て は いい け な い お れ 
は て ん きい だ も う 誰 も お れ を 誰 も この お れ 
を この お れ を 誰 も この 誰 も この 誰 も 
(Brookhaven Hfospital 2F) 


ホワ イト ボー ド の 落書 き (HARD) 

今回 の 購 証 番号 は 『T」 だ 。 

前 軸 は 『X』」 だ っ た し 。 そ の 前 は 「Z」』 だ っ た 。 

だ けど 来 月 は どう する つも り だ ろう ? 

4 桁 で 表現 で きる の は それ ぐら いし か な い 
ぜ ど 。 

だ いた いこ ん な 妖 繁 に 、 病室 棟 へ 行く 扇 
の 番号 を 変え る 必要 が ある ん だ ろう か ? 
(Brookhaven Hiospital 1F) 


| | 
屋上 に 落ち て いた 日 記 
5 有 9H 
今日 は 雨 。 


ぼーっと し た 頭 で ぼ ー っ と し て いる 。 

何 も な い 日 々 は 平穏 だ けど 、 退屈 だ 。 

私 は 何 も 変わ っ て いな いか ら 、 外 に も 行 
け な い 。 


5 月 10 晶 
雨 が 降り 続い て いる 。 
先生 と 、 少し 話 を し た 。 
悲し な 人 が いな けれ ば 、 私 を 助け な か っ 
た の か ? 
私 が 弱い の は 事実 だ 。 
誰 も が 強く 生き て いけ る わけ じゃ な い 。 


5 月 11 日 

雨 。 

今日 の 薬 は 少し 苦 か っ た 。 

これ で 治っ た ら 、 薬 漬け の 私 は 本 当 の 私 
な ん だ ろう か 。 


5 月 12 晶 
今日 は 雨 。 
全く 迷惑 を か け な い と いう の も 難し い だ ろ 
う 。 
だ けど 、 今 の まま で も 、 や っ ぱり 同じ こと だ 。 
逃げ る の は 本 当 に 、 悪い こと だ ろう か ? 


否定 する 人 は いる 。 だ けど 、 私 の 気持 ち ・ 


は 私 に し か わか ら な い 。 
勝手 か も し れ な い が 、 私 は それ で 幸せ だ 。 
この まま は 苦し い 。 
苦し い 、 だ か ら 

5 月 13 日 
今日 は 晴れ 。 
退院 する こと に な っ た 。 

私 は 
(Brookhaven Hospital RF) 


ぐる ぐる の ば ん ご う 

ぐる ぐる の ば ん ご う 

わす れれ し まう 

だ か ら こ こ に か いと く 
ぼく の か くさ れ た 

も ひと つの な まえ だ 
(Brookhaven Hospital 3F) 


璧 の メモ 

ジョ セ フ が 落ち 着い て いる よう だ っ た ら 
年 か ら 出 し て も 良い 

(Brookhaven Hospital 3F) 


「 る ー い ぜ ]」 

る 一 い ぜ 

ま も ら ね ば な る な い 

これ は ぼく の し めい だ ら か 
(Brookhaven Hospital 3F) 


* 旭 下 の 地下 に " 

地下 の 地下 に 閉じ 込め られ まし た 

と て も 狭く と て も 暗く と て も 怖かっ た で す 
大 切な 指輪 を 落と し て し まい まし た 

で も も う あ そこ に は 入り た く な いで す 
(Brookhaven Hospital 2F) 


「 あ の 人 は 天 し 」 

あの 人 は 天 し 誰 も し な らい 俺 だ け 
わか て る と ぴら の 人 ほそ いい いと 
の ハシ お あい つら は わた な な い 
で お ちる ツ ミ お も いか ら お ちる み 
に くく 太っ た みず し 体 の よ な 人 の 
ああ あく の 人 を 食べ て る あの 人 お 
れ を お れ を すく て くれ る すく て す 
く て くれ る すく て くれ る くく て く 
(Brookhaven Hospital 3F) 


「 い ん ちょ う せ せい の 」 

いん ちょ う せ せい の し り ょ か ん の か ぎ 
あそび に いっ た と き に か くし た 

い の る お ん な の ひと の うし ろ に こそ り と 
ひろ っ た けれ ど ぬ す で い な い 

わる も の あつ か いし た むく い だ 
(Brookhaven Hospital 3F) 


“トリック ・ オ ア ・ ト リー ト ”" 
紳士 泌 女 の 背 様 

お 待た な せ じ まし た 
"ホリック * オ アト リー ト " の 
時 間 で す 

タイ ズ に 見 事 。 正 解 し て 
賞品 を 手 に 入れ る か ? 


・ それと も 問 連 えて 


禄 を 受け る の か ? 

それ は 解答 者 の 知力 次 第 
今日 の 羊 福 で 不 率 な 
挑戦 者 は ジェ イム ス ! 

ジェ イム ス ・ サ ンダ ー ラ ンド で す 
心 の 準備 は よろ し いで すか ? 
で は . 早 速 で す が 第 1 問 
メリ ー ゴ ー ラ ンド 

お 化け 屋 理 

ジェ ッ ト コ ー ス ター 

観覧 車 に コー ヒー カッ プ 
子供 も 大 人 も 大 癌 び 

楽し い 楽 し い 遊 財 地 が 
この 町 に あり ます 

き で 問題 

この 遊園 地 の 名 前 は 何で し ょ う ? 
1 香 ファ ンタ ジー・ ラ ンド 

2 番 サイ レン ト ヒ ル ・ ア ミュ ー ズ メン トバ パー ク 
3 番 レイ クサ イド ・ アミューズ メン トバ ー ク 
休ま ず 続 け て 第 2 問 

この 町 で 陰惨 な 殺人 事件 が 
起き まし た 

路上 で 遊ん で いた 幼い 兄妹 が 
介 で バラ バラ に 

製 ける 皮膚 砕け る 骨 

飛び 散る 血 そし て 流さ れる 所 
か わい そう な こと で す …… 
罪 深 き 者 に 復讐 を ! 
死 の 制裁 を ! 

き て この 喝 妹 を 殺し た 犯人 は 
いっ た い 誰 で し ょ う ? 

1 番 ウォ ルター・ サ サリ パン 

2 番 スコ ッ ト ・ フ ェ ア バ パン クス 
3 番 - エ リッ ク ・ ゲ イン 

そし で 最後 の 第 3 間 

湖 の 南側 に 位置 する 寂れ た 
住宅 地 サウ ス ・ ヴ ェ イ ル 地 区 
ここ か ら リゾ ー ト 街 の 中 心 で 
ある 湖 の 北西 岸 に ある 

ペ ベイル ヴィ ル 地 区 に 行く た め の 
道 は 一 本 し か あり ませ ん 

- 本 だ け 

他 に は 全く な し 

それ で は 問題 で す 
この 道 の 名 前 は ? 

1 番 パッ クマ ン ・ ロ ー ド 





“手紙 と スパ ナ が ある " 

深淵 に 見 つめ られ る こと を 怖 れる 者 に は 
深淵 を 覗き 込む こと は で き な い 

真実 は 進む こと で し か 得 ら れ な い 
地図 に 従え 

手紙 と スパ ナ が ある 

(Brookhaven Hospital 1F) 


"資料 館 の 鍵 は 公園 だ " 

ある い は 君 は 机 か 者 で ある 
真実 は た いて い 人 を 裏切る 
資料 館 に その 深淵 の 一 つ は ある 
資料 館 の 鍵 は 公園 だ 

祈る 聖女 の 像 の 足元 

上 の 中 の 、 そ し て 箱 の 中 に ある 
開け る に は スパ ナ が 必要 だ 

私 の 加 者 が そこ に 埋め た 

知っ て お き な が ら 放 っ て お いた 

手元 に 置い て お く の は 
不安 だ っ た か ら だ 

私 は 真実 より も 平穏 を 求め た 

私 も あれ を 見 た の だ 

私 は 逃げ 、 そ し て 資料 館 も 封印 し た 
町 の 住民 も 今 は 誰 も 立ち 寄 ろ うと し な い 
それ で も 止ま る こと を 言 ま な いな ら ば 
ジェ イム ス 

貴方 に 神 の 加 誠 が ある よう に 祈 ろ う 
(Lindsey St) 


「 店 の 壁 に 書か れ た 文字 」 

本 当 に メア リー に 

会 いた い な ら ば 死ね ば いい 
ジェ イム ス あな た が 行く の は 
メア リー と は 別 の 場所 

か も し れ な い けれ ど 

(Bar Neely's) 


「 水 辺 の 風景 」 

アレ ン ・ ス ミス ( 生 没 年 不明 ) 

この 近辺 の 普 の 風景 で ある 。 

描か れ た 内 容 か ら 1820 年 頃 の 制作 と 推測 さき 
れる 。 

この 頃 は 今 に 比べ て 人 が 少な く 、 建物 も 数 
える ほど し か な い 

(Silent Hi Historical Society 1F) 





「 比 の 日 、 裁き の 跡 」 
(Siem 還 HiStGrieal Society 1F) 


圏 

ウィ ルツ 炭鉱 

(Si 上 SN6GaI Society 1F) 
男 





(SiemWHilHiSiorieal Society 1F) 
思 


深い 穴 の 写真 
(Silenm 還 軸 上 Siemieal Society 1F) 


ブル ッ ク ヘ イヴ ン 病 院 (1880 年 ) 

直 の 病院 の 歴 則 は 古く 入植 時 に 

起 計 記 だ 丘 蔽 敵 の 流行 に 対応 する た め 
建 談 き の が る その 始ま り で ある 
始め は た いし た 設備 も 無い 相 末 な 
直属 考 引 な が 次 第 に 大 きく な り 今 に 至 る 
(Sijlei 役 Sal Society 1F) 


書類 

1820 年 9 月 11 日 

受刑 者 番号 :Cー221 

Silemml 還 上 Stemical Society) 


トル ー カ 捕 虜 収容 所 
南昌 肛 稀 較 作 赴 建 委 さ れ た 収容 所 
後 の ト ルー カ 刑 務 所 で ある 


串 素 し に され る 受刑 者 

刑務 所 I 箇 お る 負 刑 風景 で ある 
刺殺 か 絞殺 か その 選択 は 

因 贅 に 族 き る 最後 の 自由 と な る 


神 に 捧げ る 赤 と 白 の 冥 
(SilemmHil 計 (ocal Society) 


婦 旋 文字 の 鍵 
「 流 の 迷い の まま に 、 そ れ は 灯 獄 に つなが る 」 
(Silent Hill Historical Society) 


処刑 台 に 書か れ た 文字 
人 よ 、 血 を 

三 つ の 罪 の 、 清算 を 
(Toluca Prizon) 


較 
独房 に 置い て あっ た 絵 、1 


も える ひと 


独房 に 置い て あつ た 絵 、 2 





436 に ん の か ん きゃ く が いる 
えん そう か い 


独房 に 置い て あつ た 絵 、 3 





そら と ぶ お ん な 
(Toluca Prizon) 


散ら ば っ て いる 本 

「 深 淵 の 軒 魔術 」 

「 恨 者 蘇生 の 種子 」 

「 ア グリ ッ パ の 系 譜 』 

「 鉄 輪 偽 写本 」 

「 悪 魔 契 約 と 生 連 に 関す る 考察 」 
「 等 媒 真 書 

「 魔 女 達 の 晩 近 」 
慈悲 と 恩恵 の 堕天 使 」 

(Toluca Prizon) 
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の 伝承 

サイ レン ト ヒ ル の 中 導 還 細 汎 四 押 因 の 店 
な 観光 資源 と ちな っ ' 請 語 且 語 iM 

この 美しく 澄ん だ 滑 康 請 谷 の 表 和 5652 
の 顔 を 持っ て いる 。 

それ は どこ に で も 板 誠 病 森 甘 直 が 本 
談 や 昔話 、 証 い 町 に 統 記 棒 下 問 全 の 頻 
に 見 える か も し れ な 過 

し か し 、 その も う - 令 良 の 環 妥 in 
て 問題 な の は 、 それ 回 人 軸 正人 舌 還 半 記 ii 
て いる と いう こと で あ 羽 5 

1918 年 11 月 、 肥 の 議 蘭 普 基 務 申 請 湖 奄 出 
た 観光 船 リ トル ・ バ パロ 計 談 世継 政義 時 間 貞 な 
っ て も 戻っ て くる こと ( 缶 沈 因 四 

「 何 ら か の 原因 で 、 了 弧 連 軸 大 ある の が 
妥当 だ ろう 」 と 当時 の 導 開 記 攻 は 書き 残 上 
いる 。 警察 の 必死 の 主 府 幼 上 関 吉 活 毅 の 
破片 の 一 つも 見 つ 計 軸 到 だ だ め 太 
が 事実 か どう か は 1 語 語 加 上 が NN 
乗 由 、 乗客 合わ せ て 症 落 内 否 大 語 邊 春 才 回 
ころ か 、 その 死体 す ! 縛 商 見 宮 @MN が MI 

も っ と 異常 な 事件 . 棚 還 89 争 結 起 き II あ 
( 何 ペー ジ か 破 か れ て 束 証 間 居 扱 紀 の) 

この 湖 に は 多く の 0 計 誠也 な 語 湖 を 
渡る 船 に 湖面 か ら 仲 奈 軸 欄 数 の 請 ( ま あお Mi 
は 彼ら が 仲 問 を 求め 仁 請 訟 の が お 眼 相 な Mi 
(Toluca Prizon) 


刑務 所 員 の 日 誌 

囚人 た ち は 反 省 と 大 議 貞 の 知 后 な Mi 目 
分 を 如 人 と 思っ て い 共 三友 放 な に 幸 
養 の な い 悪 人 で すり 度 了 交 語 科 記 自 独 
正当 化す る 。 

そし て 彼ら は 、 く だ 議 大 環 癌 末 不 共 直 特 語 
て 生き て いる 。 この 統計 間 の HHiGS 更 5 
死刑 囚 で すら 例外 で 主 森 較 

人 問 と いう の は 本 聞 計 計上 訟 所 | 還 枯 目 
分 が どん な に 醒 い 存 灯 二 回 還 義 お お が 


いも の だ 。 
(Toluca Prizon) 
固 

血塗れ た 新聞 

画 圏 圏 画 園 、 ち 園 向け に 闇 っ で 倒れ で い 
る 男性 の 死体 を 発見 議 

男 害 者 は トー マス ・ 主 認証 呈 較 が 画 画 9 
木材 伐採 業 )。 


首 前 面 、 及 び 、 左 華 請 昌 抜 請 旧 選 の 還 印 
利 な 刃物 に よる 刺し 作 言 義 語 還 想 入 が 施 画 
の 原因 と 思わ れる 。 妨 置 疾 名 話 症 引 舞 義 中 
時 較 ら 午前 0 時 半 。 

部 屋 の 中 に は 争議 月 葬 あり 国 苑 画 許 
に 使わ れ た 凶 問 も 2 還 詳 本 証 上 Ii 生 が 
ら 、 警察 は こ 較 を 条 加 請 縮 箇 嘱 誠 
捜査 を 開始 し た 。 

部 屋 の 中 に あっ た 座 襲 練 請 軍記 
お ら ず 、 ま 一 田 マス ミ 寺 康 侯 訂 申 の 礎 条 謙 
薬 の 所 持 及 び 使 用 3 因 結 馬 天 前 衝 応 数 柏 あ 
る 田 国 固 男 、 常 田 画 強 で は な 国 計 そう い 
較 圏 較 較 圏 ル しぶ 宮 恨 が 原因 開 還 時 圏 呈 画 
較 脳 際 室 凡 
(Labyrinth Hallwa 通 


葛 碑 
ウォ ルター・ サ リバ ン 


墓碑 が 刻ま れ て いる 

- 瓶 の エー ル を 盗ん だ 
名 も 知ら れ ぬ 罪人 
処刑 の 果て に ここ に 眼 る 


"売国 奴 " ミリ アム ・K 
エディ ー・ ド ンプ ラウ スキ ー 
アン ジェ ラ ・ オ ラス コ 


ジェ イム ス ・ サ ンダ ー ラ ンド 
(Labyrinth Hallway) 
田 


地図 に 書か れ た メッ セー ジ 
あな た を 待っ て いる 
(LakeView Hotel) 


ロー ラ へ の 手紙 

レイ チェ ル に 託し た この 手紙 を 
あな た が 手 に する 時 に は 

私 は も うこ の 病院 に は いな い 

と て も 遠く 静か な 場所 に 
行っ て し まっ た か ら 

別れ も 言わ ずい な く な っ て し まっ て 
ご めん な さい 

私 は も う 帰 っ て これ な いけ れ ど 
ロー ラ 元気 で いで 

あま り シ スタ ー を 困ら せな いよ うに 
それ と あな た は ジェ イム ス を 
嫌っ て いて 会 お うと し な か っ た けど 
ぶっ きら ぼう で あま り 笑わ な い 
ちょ っ と 短気 な 人 だ けど 

本 当 は と て も 優し いか ら 

何 か あ っ た ら ジ ェ イ ム ス を 頼り 0 な さい 
ロー ラ 娘 の よう に 愛し て いた 
も し 病気 が 治る も の な ら ば 

















本 当 の 娘 に し た いと 思っ て いた 
ロー ラ の 8 の 誕生 日 に 
メア リー 
(LakeView Hotel) 
圏 


受付 の メモ 
ジェ イム ス ・ サ ンダ ー ラ ンド 様 
お 忘れ 物 の ビデ オ テ ー プ は 、 1 階 事務 室 
に て お 頂 か り し て お り ま す 。 
(LakeView Hotel 1F) 


その 時 に これ を 捧げ よう 
霧 を まとう 意思 よ 、 
私 た ち に 祝福 を 
(Baldwin House 2F) 


黒い 方 板 

黒き 祭具 を 得 た 、 

その 時 に これ を 捧げ よう 
死 を 否定 する 者 よ 、 
私 た ち に 祝福 を 
(Baldwin House 2F) 


赤い 方 板 

赤き 言葉 を 得 た 、 

その 時 に これ を 捧げ よう 
深く 眠る 神 よ 、 
私 た ち に 祝福 を 


だ けど 私 は 諦め は し な い 


スト ー ブ の メッ セー ジ 
“ 俺 は ジョ ニー、 熱い 男 だ " 
(LakeView Hotel 1F) 


較 
「 素 の 舞 志 」 
語れ 。 
我 は 真紅 の も の で ある 。 


嘘 と 肥 は 、 彼ら で は な く 、 また 我 で ある 。 
汐 ら は 我 が 一 人 で ある こと を 知っ て いる 。 
そう 、 一 人 は 我 で ある 。 

お お 、 信じ る 者 よ 。 

四 百 の 僕 、 七 千 の 獣 と 共に 


言葉 を 聞き 、 そし て 語れ 。 
太陽 の 下 に あっ て も 、 

それ は 忘れ て は な ら な い 。 

無限 の 盲目 と 降り 注 が れる 矢 、 

それ は 我 の 復讐 で ある 。 

枯れ 行く 花 の 輝き と 否定 され る 死者 、 
それ は 我 の 祝福 で ある 。 

光ら は 我 と 我 の 司る 全て を 
沈黙 の うち に 称え よ 。 

赤き 心臓 の 四方 へ 放つ 誇り 高き 香り よ 。 
白き 酒 を 満た す 杯 、 全て は それ に 始ま る 。 
(LakeView Hotel 2F) 


L 上 L 2 - Born From A Wish 
F F ト ] ーー BOKU ELOUJ V /WI2D 


方 板 が 全て を 症 い 隠し 

悲し み の 全 て を 科 い 隠し 
思い 出 が 現実 に 帰る まで 
私 は それ まで 、 た め 息 を 符 み こむ 
方 板 が 全て を 覆い 隠し 
悲し み の 全 て を 覆い 隠し 

思い 出 が 現実 に 帰る まで 
私 は それ まで 、 た め 息 を 奉 み こむ 
(Baldwin House 2F) 


バー ス デ ー カ ー ド 
大 好き な パパ へ - 
誕生 日 お めで と う 
エイ ミー・ ボ ー ル ドウ ィ ン よ り 
(Baldwin House 3F) 


画 
補 物 事典 : アカ シア 


"本 と され 、 生 命 の 象徴 で あっ た 。 


の 真 悼 、 葬 式 の 意 も ある 。 
(Baldwin House 2F) 


「 失 われ た 記憶 
根強く 期待 - それ は 信仰 と 言い 換 
えて も 良い 一 され て いる の は 、「 死 
者 の 復活 | と いう 奇跡 で ある 。 
光 落 ち た 丘 の 上 で 獣 は 歌う 
その 言葉 は 血 に 、 
その 滴 は 霧 に 、 
その 器 は 夜 に 
か くし て 墓 は 、 た だ の 野 に 変わ り 
すべ て の 民 は 再会 の 居れ と 喜び に ふけ る 
スチ ェ ル パ バ の 救い の 下 に Oiz 
私 は 迷わ ず 1I21 
吉 い 伝承 の 中 に も それ は 語ら れる 。 
元々 、 こ の 宗教 で は 必ず し も 死 は 終 
わり で は な く 、 死 者 は 過去 の 存在 で は 














ー つ 、 お まえ の 笑顔 に 近づく た びに ユダ ヤ 教 で も 聖 木 と され 、 か の 十戒 を お 化け 屋敷 に つき 立ち 入り 禁止 
ー つ 、 祝 福 の 祈 り を ささ げ お さめ た 聖 橋 (アー ク ) は この アカ シア (Baldwin House) 
その 日 を 待 と う 材 で 作ら れ て いる 。 ま た 同時 に 、 死 者 へ 
SILENT HILL 3 
@eI『EML HIFTF 3 
「 パ ン 屋 ・ チ ラ シ 」 あな た の 家 の 食 卓 に 「 シ ェ イ クス ピア の 謎 か け 」(HARD) 
ふわ ふわ さく きく の 焼き た て パン を 割引 セー ル 実 施 中 ! ここ に ある の は 悲劇 だ 
あな た の 家 の 食 卓 に ヘレ ン ・ ベ ー カ リー 入 の 名 は 役者 か 観客 か 
割引 セー ル 実 施 中 ! (Central Square 2F) いずれ に し て も 粘 未 は 変え られ ぬ 
へ ヘレン ・ ベ ー カ リー 信 どい つも こい つも 死に 往 ぐ の み だ 
(Central Square 2F) - 番 目 の 言 葉 は 左 あっ た 
仙 「 シ ェ イ クス ピア の 謎 か け 」 (NORMAL) それ は 偽り の 狂気 だ 、 寿 気 に 候 る 男 だ 
正しい は 間 癌 い 、 間 違い は 正しい 聞け ぬ 言 葉 を 開き する 者 を 薬 場 へ 
「 バ ン 屋 ・ チ ラ シ (火災 放射 器 獲得 後 )」 並べ よ 、 そ の 本 、 狂 える よう に ある い は それ こそ 間 実 の 狂気 か 
ふわ ふわ さく きく の 焼き た て 死体 を 死 を 偽り 演じ た 者 も 同じ に 


6<z 








「 電 気 を 消す 」 

注意 ! 

部 屋 を 出る と き に は 
必ず 電灯 を 消す こと 
消し 忘れ が 目立ち ます 
(Central Square 1F) 


「 月 の 刻 」 

三 百 の 夜 と 恒 を 重ね 巡る 

扉 の 先 に は 苦痛 の 声 が 聞こ える 

そし て 迎 り 着く 場所 は 現実 で ある 
それ は 決し て 幸福 の 始ま り で は な い 
(Central Square 3F) g 


「 券 売 機 の 上 の 新聞 」 

ヘー ゼル スト リー ト 駅 で 人 身 事故 

4 日 深夜 11 寺 ご ろ 、 ヘ ー ゼ ルス トリ ー ト 駅 
で 列車 を 待っ て いた 男性 が ホー ム よ り 線 
路上 に 転落 し 、 進 人 し て きた セン トレ ナ 
ー タ カレ ッ ジ 駅 行 の 電車 に は ね られ 、 即 
死 し た 。 

警察 は 事故 と 自殺 の 両面 で の 調査 を 進め て 
いる が 、 目 撃 者 の 証言 に よる と 酔っ て いた 様 
子 も な く 、 自 分 か ら ホ ー ム へ 飛び 込ん だ よう 
に 見 えた と の こと で 、 自 殺 の 可能 性 が 高い と 
見 て いる 。 

な お 、 男 性 の 身元 は 未だ 不明 で ある 。 
年 齢 40 才 前 後 、 身長 約 180 セ ンチ 、 黒い ジャ 
ケッ ト を 着用 し て いた 。 

(Subway station Hazel Street) 


「 オ カル ト 雑 誌 」 
自殺 や 事故 死に よっ て 急死 し た 人 の 霊魂 は 、 
その 自分 の 死 を 認識 で きず 、 そ の 場 に と ど ま 





っ て 地 縛 霊 に な る こと が ある 。 

地 縛 電 は 人 と し て の 意識 や 記憶 を 失 証 語 区 | 
ん だ と き の 痛み や 悲し み だ け を 半 度 も 工 護 相 
追 体験 する 。 

そし て 時 に は 、 そ の 苦し み の あ まり 人 陸 症 呈 
を 求め 、 あ る い は その 生 を 始 み 憎しみ 軸 賠 瞳 
苦し み を 味 あ わせ よう と 、 生き て いる 疫 較 宙 
引き ずり 込む 。 

「 自 殺 の 名 所 』「 事 故 多 発 地 域 』 と 呼ば 瀬 座 府 
うな 場所 も 、 こ れ が 原因 に な っ て いる 証 較 枯 
多い 。 

員 方 も そう いっ た 事件 が あっ た 場所 に 雇 雇 座 


と き は 、 気 を つけ た 方 が 良い 。 特に 、 厚 評 


件 が 起き た 日 や 時 間 に は 。 足 方 も それ 編 藤 大 
た い の で な けれ ば ……・ ゃ 
(Subway station Hazel Street) 


「 怪 物 の 警告 」 

水 の 中 に 怪物 が いる 

奴 に 仲間 が 二 人 も 殺さ れ た 
下水 道 に は ワニ が 住ん で いる っ て 
冗談 を 言 お うっ て ん じゃ な い 
真面目 な 話 だ 

で も 誰 も 信じ て くれ な い 

二 人 は 酔っ て 足 を 滑ら せ た ? 

俺 た ち は そ こま で バカ じゃ な い 

確か に 怪物 な ん て ふざけ て る と は 思う 
他 の 何 か な ん だ ろう と 思う 

だ けど 何 か い る の だ け は 確か だ 
俺 は これ か ら 奴 を 倒し に いく 

この ノー ト が その まま 残っ て いた ら 
これ が 俺 の 遺書 だ と 思っ て 欲し い 
復讐 だ な ん て くだ ら な い 

これ を 読ん だ 奴 は 思う か も し れ な い 
で も ホセ も ハイ メ も 俺 の 大 事 な 
友達 だ っ た ん だ 

た だ どう や っ て 倒す か が 問題 だ 

水 の 中 に いる せい で 拳銃 は きか な い 
得意 の ナイ フ を 振っ て も 届き ゃ し な い 
手 科 弾 で も 手 に 入れ ば 助かる ん だ が ・ 信 記 
(Sewer) 


「 暗 段 刻 の 張り 紙 一 3 階 」 

3 階 の 天井 が 壊れ た た め 
危険 な の で 入室 を 禁止 し ます 
(Construction site) 


「 只 段 肩 の 張り 紙 一 4 階 」 
4 階 の 床 が 壊れ た た め 
危険 な の で 入室 を 禁止 し ます 


(Construction site) 


ハリ ー の 言葉 

侵 触 され て いる ん だ 

も う 一 つの 世界 に 

誰か が 妄想 し た 悪夢 が 

形 を 成 し た よう な 世界 に …… 
(Hiltop Center 2F) 


人 @ 
「 落 ち て いた 写真 」 


聖女 を 確認 
殺す か ? 
(Hiltop Center 2F) 


「 理 科 の 教科 書 」 

酸化 マン ガン に 、 う すい 過 酸 化 水素 水 
を そそ ぐ と 酸素 を 発生 させ る こと が で き 
る 。 
酸素 は それ 自体 が 燃え る こと は な い が 、 他 
の 物 が 燃え る の を 助け る 性 質 を 持つ 。 

- 酸 化 マ ン ガ ン と 過 酸 化 水素 水 の 代わ 
り に 、 す りお ろ し た 野菜 や レバ ー に 消毒 
次 の オキ シド ー ル を か け て も 同じ こと が 
起き る 。 
(Hilltop Center 2F) 


「 画 廊 の 絵 」 

炎 は 全て を 汐 化 する 
その 跡 に 、 人 は 楽園 へ と 
至る 道 を 見 出す だ ろう 
(Hilltop Center 5F) 


「 記 憶 を 妨げ る 者] 
(Hilltop Center 5F) 


「 人 の 命 は 富 へ と 変わ る 」 

人 の 命 は 富 へ と 変わ る 

か つて は - 袋 の 銀貨 に 

今 は 本 の 中 の 数 字 に 

され ど 命 に 買値 は 存在 し な い 
それ を 人 は 知っ て いる だ ろう か ? 
(Hilltop Center 4F) 


信 
宣 話 、 始 まり 
むか し ちか し 、 ある 町 の 門 に 怪物 が 
住み つき まし た 。 


と て も こわ く 、 と て も 悪い 怪物 で す 。 
人 を つか まえ て は 、 むしゃむしゃ と 
食べ て し まう の で す 。 

町 に 住人 で いる 人 は 怪物 が こわ く で 、 
だ れ も 町 の 門 に は 近づけ ませ ん 。 
町 の 外 に 出 ら れ な く て 、 と で て も こま 

り ま し た 。 

それ を 聞い た 王 き ま は 、 き し た ち に 
命令 を 出し まし た 。 

き し た ち は 、 は りき っ て 怪物 を た お し に 
行き まし た 。 

『 え いっ 、 や あぁ っ] 

と ころ が た い へ ん 、 怪物 は けん で 
きっ て も 、 や り で つい て も 死に ませ ん 。 
そし で き し た ち は 馬 ご と 、 公 物 に ば ぱく 
ば ぱく と 食べ られ て し まい まし た 。 

平 き ま は と て も 困り まし た 。 

こま っ て こま っ て 、 う 一 ん 、 と 

うな り 声 を あげ る けれ ど 
どう し た らい いか わか り ま せん 。 

そこ へ 神さま に 仕え る 巫女 きま が 

や っ て きま し た 。 

と て も や き し く 、 と て も 良い 人 で す 。 
王さま は 巫女 きま に 怪物 を 倒し て 








くれ る よう 、 た の み ま し た 。 
(Hilltop Center 1F) 


宣 話 、 続 き 

巫女 きま は 王 き ま の 願い を 開い て 

町 の 門 へ と むか いま す 。 

や さき しい 巫女 きま は 何と か 怪物 を 
死な せ た く な か っ た の で 説得 し て 
みよ うと 思い まし た 。 

「 う る さい 、 だ まれ 。 食っ て し まう ぞ 」 

だ けど 怪物 は 巫女 きま の 話 を 

開 こう と は し ませ ん 。 

それ で る 巫女 きま は 人 怪物 に 話し か ける 
の を や め ま せ ん 。 

『 人 を 食べ る の は いけ な いこ と で す 』 
それ を 開い た 怪物 は 稀 っ て 、 巫女 きま に 
お そい か か り 、 な ん と 、 巫女 さま を 
殺し て し まい まし た 。 

(Hilltop Center 4F) 


童話 、 終 わり 
王さま も 町 の 人 も や さ し い 亜 女 き ま の 
死ん だ こと に な み だ を な が し まし た 。 
あん まり みん な が 泣く の を 、 か わい そう に 
思っ た 神さま は 邊 女 きま を 奇跡 の 力 で 
助け まし た 。 
朝起き る よう に 、 巫女 きま は 目 を 
さま し た の で す 。 
邊 女 さ ま は も う 一 度 、 怪物 の と ころ へ 
行き まし た 。 
「 ば か な 奴 だ 、 ま た 死に た い の か 』 
『 い いえ 、 死ぬ の は あな た で す 」 
巫女 さま は 今度 は 怪物 を 殺す た め に 
や っ で きた の で す 。 
や き さ し いや さき し い 巫 女 き さき ま に と っ て 、 
それ は か な し いこ と で す 。 
で も 仕方 あり ませ ん 。 
『「 け ん も や り も や く た た ず だ 。 

ゆみ や も て っ ぽう も は ね か えす ぞ ] 
お れ は 殺さ れ な い ぞ と 、 怪物 は 
わら いま す 。 で も 女 さま は けん も 
ゆみ や も 使い ませ ん 。 
た だ 一 言 、 じ ゅ も ん を と な えま し た 。 
トゥー フ ィ ・ エ ゴブ ・ エリス] 
する と 何と いう こと で し ょ う 。 
公 物 は 大 き な 、 く る し そう な ひめ い を 
あげ る と 死ん で 、 消え て し まい まし た 。 
お か げ で 町 の 人 た ち は 、 ま た 門 を 使え る 
よう に な り ま し た 。 
だ れ も が 、 そ の 大 女 きき に た いそ う 
か ん し ゃ し た と いう こと で す 。 
めで た し めで た し 。 
(Hiltop Center IF) 


「 ボ スタ ー の セリ フ 」 

『 必 ず 朝 は 来る 陳腐 だ けど それ は 真実 
だ 』 

『 い つま で も 夜 だ と 感じ る の は あん た が 目 を 
つぶ っ た まま だ か らき | 

(Daisy Vila Apt. #102) 


「 父 親 の 手記 」 

二胡 の が 役に立た な いこ と を 願っ て い 
区 語 寺 棚 、 お まえ に と っ て 知ら な いま まで い 
誠 訪 が 還 間 せな は ず だ か ら 。 

舞 赤 り 還 お まえ が 私 の も と か ら 去 っ て し まう 
が お 呈 軍 参 い こと が 怖い か ら 。 

閥 が 時に は 真実 は 必要 だ 。 

閥 が 5 語 - れ を 記し て お こう 。 死 と 忘却 の 
申 還 傘 起 析 て し まう 前 に 。 

計 表 還 何 が あっ た の か 。 

庁 相 ほお まえ が " 誰 ' な の か と いう 話 で も ある 。 

論 園 の 始ま り は 24 年 前 に さか の ぼる 。 私 と 
美 ほ 上 旅 特 の 帰り 、 ハイ ウェ イ で 赤ん坊 を 拾っ 
意 評 硬 位 の いな か っ た 私 た ち は 、 神 の 巡り 合 
起 曲 還 識 放し て 、 あの 子 を …… つ まり その 女 
の 詳 夫 絢 き 取 る こと に し た 。 

画 棚 が 5 3 年 経ち 妻 は 亡くな り 、 さ ら に 4 年 
欄 還 まり 7 年 前 、 私 は サイ レン ト ヒ ル を 訪 
れ た 。 

あの の 願い を 聞い て 、 あ の 子 と 共に 。 あ 
の 人 訪 ぜ 、 それ を 願っ た の か は 知ら な い 
まま 5 

交 の 町 Ii あ の 子 は いな く な っ た 。 どこ か へ 
提 仙 記 有 まっ た わけ で は な い 。 死ん だ わけ 
で も な い 。 

四 飛 の 自認 に 返っ た 」 

上 詳 レ ス ピー は そう 言っ て いた 。 

具 来 の 自分 …… そ れ は 、 母親 の 手 に より 、 
伯 の 目 重 と し て 炎 に 焼 か れ た 少女 …… ア 
上 古江 ほ スピ ビー の こと だ 。 

内 の HG 彼女 は 、 そ の 魂 の 半分 を 逃がし 
開 還 で 上 CE れ は 赤ん坊 に 宿り ……… そ れ が 、 
あの 論考 た らし い 。 

第 の 貴 に 経て サイ レン ト ヒ ル へ 帰っ て きた 
卓 葬 ある あの 子 と 、 アレ ッ サ は 再び 一 つ に 
り MiWE 力 を 取り 戻し た 彼女 が 願っ た の 
結 才 を 殺 申 こと だ っ た 。 

議 葬 居 上 っ て 呼び 出さ れ 、 生音 で ある 彼女 
の 論 肉 細 昌 食い 角 む 神 の 胎児 を 。 

着 夫 り 結果 、 アレ ッ サ 自身 の 存在 が 失 
起 細 5 彼女 は それ を 望ん だ の だ 。 

夫 考 語 伯 し は か な わな か っ た 。 あの 子 を 取 
! 証 間 還 有 を 党 ん だ 、 私 の 邪魔 の せい で 。 

者 想 @ 私 の 手 に は 、 あの 子 は 返っ て 来 
は な が 57-。 

征 全 結 也 と し て ダリ ア が や ろう と し た 、 アレ 
の 中 才 ら 神 を 生み 出す 儀式 の 手助け を 

紹 上 また だ け だ 。 

尊 奏 還 で 生ま れ 出 で た 神 も また 、 産声 を 
あ 時 起 浴 財 で 死ん で いっ た 。 

力 の 目 ほ あっ た あの 子 の 、 そし て た ぶん ア 」 
2 の 電 調 が 抵抗 し た せい で 。 

殺 想 わ り で は な い 。 

郊 康 端 の 中 に 消え て いっ た 後 、 ア レッ サ は 
お 9 壮 静 れ 、 一 人 の 赤ん坊 を 私 に 託し た 。 

間 の あの 子 に よく 似 て いた 。 

町 上 後 み は 死ん で いっ た 。 

季 財 ほ 助 ける こと が で き な か っ た 。 

考 だ 赤 あ 坊 を 抱い て 、 逃げ 出す の が 、 や っ 
と だ っ た 。 

焦 I 診 開 の よう な 出来 事 だ っ た 。 

癒 が 現 笑 で ある 証拠 に 、 あ の 子 は どこ に 
吉 貞 が 記し て 腕 の 中 に 、 赤ん坊 が いる 。 

静 相 が 四 1 7 年 の 時 が 過ぎ た 。 

直 衣 加 な 問 だ っ た 気 も する し 、 ひ どく 長 か 


っ た 気 も する 。 

その 赤ん坊 を 育て る こと に 、 最初 は 抵抗 
が あっ た こと を 告白 し た い 。 

愛す る こと が で きる か 迷っ た 。 

どこ の 誰 と も 知れ な い 、 得 体 の 知れ な い 存 
在 だ っ た 。 

その 赤ん坊 が 私 の 手 か ら 、 最愛 の 娘 を 
奪っ た あの 少女 か も し れ な いと も 思う こと 
が あっ た 。 そ し て その 妄想 の まま に 悲し み 
と 稀 り を 抱き 、 赤ん坊 の 細い 喉 に 手 を か け 
た こと も ある 。 捨 て よう と 思っ た こと も ゃ 一 度 
や 二 度 じ ゃ な い 。 私 は そう いう ひど い 人 間 
だ 。 

だ が 結局 は 育て る こと に し た 。 

手放す こと な ど で き な か っ た か ら だ 。 

赤ん坊 が …… お まえ が 私 を 見 て 、 笑う か 


あの 子 の こと は 今 も 忘れ られ な い 。 
だ が 、 私 は お まえ を 愛し て いる 。 
今 は その 愛 に 少し の 迷い も な い 。 
それ だ け は 信じ て 欲し い 。 


(Motel Jack's INN #106) 


チラ シ 

真夜 中 の 貴婦人 マリ ア 復 活 1 
27 日 夜 8 時 より 出演 

へ ヴ ン スナ イト 

(Heaven's Night) 


「 サ イレ ント ヒル 銀 光 案内 」 
サイ レン ト ヒ ル へ よう こそ ! 

湖 を の ぞ む 静か な リゾ ー ト タウ ン 、 サイ レン 
ト ヒ ル 。 皆様 の この 町 へ の 来訪 を 歓迎 し ます 。 
駆 が し く 忙 し い 日 々 は 忘れ て 、 ゆっ くり と 休暇 
を お 楽し みく だ さい 。 

落ち 着き ある 素朴 な 町 並み 。 

自然 あふ れる 山々 の 景観 。 

そし て 早朝 、 昼間 、 夕 暮れ と 時 間 の 変化 
と 共に 、 幾つ も の 美しき を 見 せる 湖 。 

サイ レン ト ヒ ル は 、 き っ と 皆様 に 深い 感動 と 、 
安らぎ を 与え る こと で し ょ う 。 

この 町 で の 滝 在 が 楽し く 充実 し た も の に な る 
こと を 、 最高 に 思い 出 深い も の に な る こと を 願 
っ て お り ま す 。 
編集 者 : ロ ジャ ー・ ウ ィ ド マー ク 
(Heaven's Night) 


「 レ ナー ド と スタ ン レ ー に つい て 」 
レナ ー ド ・ ウ ルフ 

る 12 号室 に 収容 。 

軽い 幻聴 や 幻覚 、 感 情 の 不安 定 さ き 、 思 
考 の 固執 な どの 症状 が 見 られ 、 軽 度 の 精 
神 分 裂 病 と 思わ れる 。 引き 続き 観察 を 行 
う 。 

基本 的 に は 穏和 で 協調 的 な 性 格 で あり 、 
正義 感 が 強い 。 

た だ し 、 極度 に 興奮 し た 場合 、 異常 に 暴 
力 的 に な る と の 報告 も ある 。 


スタ ン レ ー・ コ ー ル マン 


SEz 
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S07 号 室 に 収容 。 「 2 階 東 廊下 の メモ 」 (HARD) いつ も 君 を 思っ て いた 。 
平常 時 は 消極 的 で あり 磨 病 で 、 か つ 、 自 青い 硝 隆 玉 の よう な 無垢 な 央 今日 に な る まで 私 は 君 の 
己 中 心 的 な 性 格 で ある 。 菩 は いつ だ っ て 僕 を 見 て いる し 名 前 も 君 の 顔 も 知ら な か っ た 。 
時 折 、 特 定 女 性 に 対し て の 偏執 的 な 執着 、 僕 も いつ だ っ て 人 寺 を 見 て いる で も 、 わ か る ん だ 。 
及び 、 そ れ に 作 う 行動 を 見 せる 。 ああ 、 あ まり に 素直 に 、 君 は 私 が 待っ て いた 人 だ と 。 
これ が 元 で 暴行 事件 な ども 起こ し て いる の 美しく 汚れ な いか ら 君 も そう だ ろう ? 
で 、 注意 が 必要 で ある 。 僕 は つら い ほ ど に 切な ぐ 、 君 も 私 を 待っ て いた 。 
(Brookhaven Hospital 1F) 普 し い ほ ど に 千 し く な る だ か ら 君 は 私 を 救い に 来 て くれ た ん だ 。 
人 @ 僕 は 若 を 傷つけ 、 破 減じ し で いき た い ああ 、 愛し て いる よ 、 へ ザー。 






マー ガレ ッ ト 、 愛 を 折 お う 


きる 。 
し か し 、 自 殺 と も 思わ れる 状況 だ が 、 傷口 
の 角度 な ど 不 審 な 点 が あり 、 詳し い 調 査 の 


僕 の この 思い を 知っ た ら 、 


僕 は 歓喜 に 打ち 恩 えな が ら 、 
淫 狼 に 描 き 混 ぜ 、 そ の 血 の 


ああ 、 あ あ 、 そ れ は 
どん な に 壮 福 な ん だ ろう 
次 欲 で 意地 汚い 犬 の よう に 、 


この 出会い を 、 こ の 永遠 の 愛 の 


だ が 狂っ た 奴ら と 一 緒 に 


この 命 、 終わ る 時 まで 閉じ 込め られ て いて も 、 
(Brookhaven Hospital 2F) ぬる み を 味わう の だ 私 は いつ まで も 正常 の まま だ 。 
@ 君 は どん な 声 を あげ る の だ ろう か 接着 剤 で 壁 に 貼り 付け て どう する ? 
光 さ れ た 目 か ら 、 そん な こと を し て も 無 価値 だ 
「 死 体 に つい て の メモ 」 展 砂 の よう に 赤い 涙 を 流し て 何故 っ て ? 
身元 不明 。 名 前 、 年 齢 共に 不明 。 痛い 痛い 、 と 吐 ぶ の だ ろう か あれ で は が せる じゃ な いか 、 醒 悪 な 
入院 患者 で は な い 。 寺 度 交わ し た か 忘れ る ほど の 女 ども が 性 筐 り も な く 使っ て いる あれ で 。 
当 病院 敷地 内 で 心神 宮 失 の 状態 で 見 つ 口づけ の 中 で 僕 が 狗 お し い ほ どの 全て は 意味 を 持た な く て は 
/g か っ た も の を 、 院長 の 判断 に より 、 一 時 的 に 角 僚 を 思っ て いた こと を 君 は 知ら な い 存在 する 理由 が な い 。 
SD M4 号 室 へ 収 黄 し て いた 。 君 の その 泣き 叫ぶ 声 を 飲み 込む よう に 、 君 が 私 の た め に 存在 し て いる よう に 。 
124 本 日 深夜 、 凶 動 脈 切 断 に よる 失血 死 。 今 、 僕 は 願い を 果たし 、 で も 、 君 は 何で 僕 の 人 形 を 
右手 に 本 人 の 所 有 物 と 思わ れる 包丁 を 所 若 の 言 を 噛み 千 切 る 持っ て いか な いん だ ? 
っ て いた 。 部 の 傷 は これ が 原因 と 推定 で 日 紅 を 味わう よう に 、 奈 に 食らい つく 照れ て いる の だ ろう か …… 


可愛 いよ 、 へ ザー。 
スタ ン レ ー・ コ ー ル マン 
(Brookhaven Hospital 1F) 


た め に 、2 階 処置 室 へ 移送 。 欲望 が 満た す の は @ 
な お 、 同 室 の 和 患 者 か ら は この 事件 に 関す 。 君 の 桜色 に 染まる 類 も 、 僕 は 億 れ て いた 
る 一 切 の 目撃 証言 は 取れ て いな い 。 それ は 舌 が 薄 け る ほど に 旨い に 違い な い 「 ス タン レー の 日 記 ( 東 廊下 )」 
警察 へ は 連絡 せ ず 。 た だ し 、 後 に 必要 に 僕 は きっ と 癒さ れ 、 幼子 の よう に 泣く だ 君 は まだ 自分 の 本 当 の 気持 ち に 
な っ た 場合 に 備え 、 M4 号 室 の 披 害 者 の 寝 ろう 気付 いて いな い の か も し れ な い 。 
て いた ベッ ド や 持ち 物 は その まま に し て お 君 の 柔らか な 耳 委 は どう だ ろう か で も 無意識 で は わか っ て いる ん だ 。 
く こ と 。 類 に 触れ る 僕 の 唇 を 違い 上 げ て だ か ら 君 は 私 に 近づこ うと 努力 し て いる 。 
(Brookhaven Hospital 2F) 歯 を 立て た い それ は 美徳 だ 、 楽園 に 至る 道 だ 。 
@ いつ も タル ト の よう に 甘い 言葉 を も し 鍵 が か か っ て いた ら 開 けれ ば いい 。 
嗜 い で きた 藻 の 諾 圭 に 僕 の 監獄 へ の 扉 を 開け る た め の 合言葉 で 。 


「 2 階 東 廊下 の メモ 」 (EASY) 
押す 、 右 2 つ 移 動 、 
押す 、 上 1 つ 移 動 、 


本 当 の 想い を 聞か せ た い 
偽り は 無かっ た けれ ど 
秘 審 は つ も 有 っ た 


医者 の …… 名 前 は 忘れ た 。 
と に か く あ の バカ 医者 が 貼っ て いた 。 
あい つこ そ 、 こっ ち に いる べき な ん だ 。 


押す 、 ド 2 つ 移 動 、 ああ 、 君 は 僕 は どう 思う の だ ろう か だ っ て 4 つの 数 字 を 書く だ け で 
押す 、 誹 が 開く た ぶん 憎 吉 か 恐怖 な の だ ろう 済む こと な の に 無駄 が 過ぎ る じゃ な いか 。 


僕 が 君 を 終演 に 至る 苦痛 へ と 読 う よ う に 
菩 が 刻む な ら 壊 し て くれ て も 構わ な い 
菩 が 堂 む まま に 、 


で も 惜しい か な 。 私 は そっ ち に は いな い 。 
じらし て いる の か ? 
待ち こ が れ て いる の に 、 君 は ひど い 人 だ 。 
だ けど 愛し いよ 、 へ ザー。 

スタ ン レ ー・ コ ー ル マン 

(Brookhaven Hospital 2F) 


「 2 階 東 廊下 の メモ 」 (NORMAL) 
* つ 目 の 数 字 は 二 つ 晶 より 大 きく 
こつ 目 の 数 字 は 三 つ 目 の 二 倍 僕 を 壊し て くれ て も 構わ な い 
三 つ 目 の 数 字 は 四 つ 目 より 小さ く (Brookhaven Hospital 2F) 

四 つ 目 の 数 字 は =* つ 目 の 半分 だ け @ 

四 つ の 数 字 は どれ -: つ 同じ で は な く 
* つ の 数 字 は 上 の 列 で は な く 


「 ス タン レー の 日 記 (面会 室 )」 「 ス タン レー の 日 記 (病室 M4)」 


= つの 数 字 は 右 の 列 で は な い この 日 が や っ と 来 た 。 そこ の 散ら か っ た ベッ ド は 
- つ の 数 字 は それ が 終わ り の 鍵 に な る そう 、 私 と 君 と が 出会う 日 だ 。 入れ 愚 野郎 が いた 。 今 は いな いけ ど 。 
この 薄暗い 生 獄 の 中 で 、 だ か ら そ の 目覚 し 時 計 も 














薄 汚 い カ パン も 彼 の も の だ 。 
ああ 、 勘違い し な いで 欲し い 。 
私 は 何 も や っ て いな い 。 

あれ は 嫌い じゃ な か っ た 。 

上 嘘 つき だ っ た けれ ど 。 

そう だ 私 も 書く こと に し よう か ? 
この 胸 に 。 この 心 を 切り 開い て 
見 せら れ な い 、 その 代わ り に 。 
「 ア イ ・ ラ プ ・ へ ザー』 と 。 

いや 、 も う 少 し 気 の 利 いた 
言葉 に し よう 。 それ っ ぽ っ ち じ ゃ 、 
まだ 私 の 思い に 足り な い 。 
ああ 、 こ れ は と て も 甘美 な 
気持 ち に な れる 想像 だ ね 。 
スタ ン レ ー・ コ ー ル マン 
(Brookhaven Hospital 3F) 


「 ス タン レー の 日 記 ( 隔 訣 室 )」 
革 の 打ち 振る 、 黒き 爵 
夜空 が 如く 、 香 を 撤 き 

胸 に 描き 鳴る 、 我 が 鼓動 
嵐 の 如く 、 弄ぶ 

君 の 無垢 な る 、 眼差し が 
宴 が 如く 、 微笑 め ば 
想い 荒 ぶ る 、 我 が 息吹 
阿片 の 如く 、 手 わせ る 

私 の 気持 ち を 表現 し て くれ た 
エリ ッ ク は 偉 大 な る 詩人 だ 。 

この 町 に 侵さ きれ 狂っ て いく の は 
ご めん だ が 、 君 と の 愛 に 源 れ る の は 
素晴らし く 楽し いこ と だ 。 

で も 君 は 、 何で 僕 の 愛情 の 証 を 
受け 取っ て くれ な いん だ ろう ? 
遠慮 する こと は な いん だ 。 

私 と 君 と は いずれ 一 つ に な る 
存在 な の だ か ら 。 

君 に あげ る と いう こと は 、 

私 に あげ る の と 同じ こと な ん だ 。 
スタ ン レ ー・ コ ー ル マン 
(Brookhaven Hospital 3F) 


「 ス タン レー の 日 記 ( 廊 庫 )」 

へ ザー、 神 聖なる 恋人 よ 。 

私 は 君 を いつ も 見 て いる 。 

君 が ど こ に いよ うと も 、 

何 を し て いよ うと も 、 

私 は 君 を 見 失う こと は な い 。 

君 が つら く 寂 し い 思い を 

し て いる こと も わか っ て いる 。 

な の に 、 た か が 廊下 の 扉 の 鍵 一 つ で 、 
それ を 著 魔 され る な ん て 、 こ ん な 
理不尽 な こと は な いと 私 も 思う よ 。 

で も 、 長い 間 、 二 人 は 出会え 

な か っ た ん だ 。 後 少し の 時 間 だ か ら 、 
我慢 し て 欲し い 。 私 も 我慢 し て いる 。 
君 を この 手 に 抱き し め た い の に 。 

鍵 は 地下 倉庫 の 棚 の 裏 だ 

何だ っ て そん な と ころ な の か は 、 
あの パカ 医者 に 聞い て くれ 。 

、 ここ に いる 奴 は 誰 一 人 と し て 
まとも じゃ な いん だ 。 

この 病院 だ け じ ゃ な い 、 こ の 

サイ レン ト ヒ ル っ て 町 全体 が そう だ 。 


例外 は 私 だ け だ 。 
スタ ン レ ー・ コ ー ル マン 
(Brookhaven Hospi 軸 亡 重 


「 ス タン レー の 日 記 固 護 際 衣 
屋上 は 私 も 好き だ 。 
飛び た く な る 。 
君 も そう だ ろう ? 

スタ ン レ ー・ コ ー ル マコ 
(Brookhaven Hospital RF) 


「 ス タン レー の 日 上 記 (病室 S7)」 
さよ うな ら 、 へ ザー 

君 の 愛 に 応え られ な く て 、 ご めん 
も う 、 終わ り だ 。 

レナ ー ド は 私 が 憎い ん だ 。 

私 が あれ を バカ に し た か ら 。 
それ が こん な こと に な る な ん て 。 
あい つが 邪魔 を し な けれ ば 、 

も う 少 し で 君 に 逢え た の に 。 

そし て 苫 を 私 の 世界 人 
連れ て 行け た の に 。 

ここ より も っ と 素晴らし 

二 人 だ け の 世界 だ っ 柱 
待っ て いた の に 、 今日 記 計 誠 旧 
君 と 本 当 に 出会え る 、 
私 が 救 わ れる 、 

この 日 を 。 

へ ザー、 あい つ に 気 亡 同 親 記 
レナ ー ド は 、 普通 じゃ 再 呈 計 

さよ うな ら 、 愛し て い . 所 訪 

へ ザー、 私 の 女神 。 

へ ザー、 私 の 恋人 。 

へ ザー、 私 の 

(Brookhaven Hospi 軸 議 硬 


「 隔 離 室 の メモ 」 

患者 へ の 度 重 な る 暴 凌 商議 幼 応 到 
処罰 と し て 隔離 宝 に 1 加 議 間 の 工 茜 
解雇 処分 は 中 止 

この 件 で 不満 の ある 者 属 院 症 容 
(タイ プラ イタ ー で 打 た 租 門 調 共 還 

さら に 手書き で 何 か 書 計 麻 詳 想 計 葬 ) 
跡 が 残ら な いよ うに や 其 あ 大 言 l 
もう 一 つ 書 いて ある 語 9 週 諾 別 の 内 が 書 
た よう だ ) 

院長 は 変態 ! か わり 請 誠 診 欠 
首 に な っ た 方 が 良 か 野 還 5 


(Brookhaven Hospi 軸 有 遼 


「 希 望 の 家 の 記事 」 
絶望 を 育む 「 希 望 の 守 計 

サイ レン ト ヒ ル 苑 久 還 本 項 斉 間 美 護 施設 
「 希 望 の 家 ]」。 し か し 計 半 の 才 前 正 瑞 腹 加 大 
こ で 行わ れ て いる の に 拓 請 較 代 夫人 の 上 直 待 
洗脳 で ある 。 

この 「 希 望 の 家 」 計 請 因 還 IIS の は 
「4S」 と 呼ば れる 慈 次 譲 詳 囲 祭 昌 Silem 調 則 
Smile Support Soc 騙 坂 軒 還 あ あ 訪 証 確 が (| 
“身寄り の 無い 子供 達 護 語 訪 N 証 恩 中 の 
は 立派 な 慈 療 事業 で 議論 施 誰 下 が 認 のち 


or セー 

し か し 、 そ の 真 の 姿 が 邪教 集団 で 、 子 供 
達 に 施す の は 正当 な 教育 で は な く 、 彼ら の 
歪ん だ 教義 で ある と し た ら 、 どう だ ろう か ? 

この 「 和 希望 の 家 」 の 近く に 住む スミ ス さ ん 

(仮名 ) は 、 こ う 語る 。 
「 施 設 の 方 か ら 夜 、 奇 妙 な 祈り 声 や (子供 
達 の ) 悲鳴 が 聞こ えて くる こと が ある 。 
私 も 一 度 、 そ の こと で 抗議 に 行っ た が 追 
い 返 され て し まっ た 。…… 今 ? 今 も 変 
わら な い 」 

私 も や また 、 こ の 「 希 望 の 家 ] に 真実 を 確か 
め る た め に 、 取材 を 行 お うと し た が 拒否 され 
て いる 。 何 も 返事 は も ら え ず 、 一 枚 の 写真 も 
許さ きれ な か っ た 。 

取材 に 行っ た 際 、「 希 望 の 家 」 の 近く で 、 私 
は 怪し い コ ンク リー ト の 円 科 形 の 建物 を 見 か 
けた 。 この 建物 も また 、 施設 の 一 部 で ある と 
斉 う 。 

だ が 、 そ れ が 何 な の か 、 私 の 聞き 込み に 
答え られ る 人 は 誰 も いな か っ た 。 それ が 、 た 
だ の 児童 半 護 施設 に 必要 な も の と は 思え な 
い 。 そこ は 彼ら に と っ て 監獄 で あり 、 教会 な 
の か も し れ な い 。 

「 希 望 の 家 」 を 運営 する 真 の 団体 で ある こ 
の カル ト 宗 教 は 、 独自 の 名 前 は な く 、 地元 で 
は た だ 「 教 団 ] と 呼ば れ て いる 。 

古く か ら サ イレ ント ヒル に 根付 いて い 
る 宗教 だ が 、 一 部 に 選民 思想 的 な 過激 な 
信仰 が 伺え る 危険 な 面 も 持ち 合わ せ て い 
る 。 

私 は 引き 続き 、 こ の 「 希 望 の 家 」 と 教団 に 
つい て 調査 し て いく つも り で ある 。 

“真実 を 人 々 に "、 そ し て 子供 達 に は 明る 
く 正しき 道 を 示す の が 我々 の 義務 と 、 私 は 信 
じ て い る 。 
ジョ セ フ ・ シ ュ ラ イ バ ー 
(Brookhaven Hospital 3F) 


「 医 者 宛て の メモ 」 
ミッ ドキ フ 先生 へ 

312 番 加 者 へ の 注意 を お 願い し ます 。 

信仰 の 自由 は 病院 内 で も 変わ ら な いと は 
思い ます が 、 他人 へ の 押し 売り は どう か と 
思い ます 。 か く 言 う 私 も 、 被害 に あい まし 
に で 

な お 、 そ も そ も 入 院 の 原因 が 、 宗教 論争 
か ら 起 こっ た ケン カ の 、 相手 を 刺し た せい と 
の 噂 が あり ます の で 、 充分 お 気 を つけ くだ さ 
い 。 


R. クロ スピ ー 


追加 情報 ! 
. 噂 は 本 当 の こと だ そう で す 。 婦長 が 教え て く 
れ ま し た 。 

他 は いい 人 だ と 思う ん で すけ ど ね 。 手 が か か 
ら な く て 。 
(Brookhaven Hospital 1F) 


「 デ イル ー ム の ノー ト 」 

世界 に は 必要 の な い 人 間 が 溢れ て いる 
私 は 神 の 意思 に 従い 、 戦 う 
栄誉 ある 騎士 と し て 、 印章 の 守護 者 と し て 
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罪人 た ちの 血 を 捧げ よう 
(Brookhaven Hospital 1F) 


信 
「 ビ デオ の 映像 」 


どう し て あの 子 は 生き て る の ? 
(Brookhavyen Hospital) 


「 壁 の 落書 き 」 
初め て の 誕生 日 お めで と う 
(Brookhaven Hospital 1F) 


「 バ ー ス デー カー ド 」 

38 回 目 の 誕生 日 お めで と う 
14 足 す 7 足す 17 で 38? 
(Brookhaven Hospital 1F) 
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「 書 : 失わ れ た 記憶 」 

特徴 的 な も の で は 、 現代 に は 忘れ 去ら れ 、 稀 
少な 文献 の 中 に 記さ れ て いる の み で は ある 
が 、 生 賞 の 儀式 と いう の が ある 。 

「 祈 り を 捧げ 、 男 の 胸 に 鋼 の 杭 を 突き 立て る 。 
心臓 に 穴 を 宰 ち 、 吹き 出す 赤い 血 に て 祭壇 
を 濡らす 。 神 を 慰め 、 神 へ の 忠誠 を 示す た 
めで ある 』」 

同文 献 内 に 生 賞 の 儀式 の も う 一 つの も の と し 
て 、 生き な が ら 炎 に 焼 か れる 、 と いう の が 書 
か れ て いる 。 

これ は より 高位 な も の で 、 捕虜 や 罪人 で は な 
く 、 聖職 者 の み が 生 癌 と な る こと が 許さ れ て 
いる 。 

火 刑 に も る 似 た この 儀式 は 、 近郊 の 宗教 で は 
類似 が 見 られ な い 。 これ は この 神 が 太 陽 神 
で ある こと が 関係 し て いる の で は な い だ ろ う 
か 。 

この 宗教 が 人 々 の 救済 を 唱え な が ら も 、 ど こ 
か 後ろ 暗い カル ト 性 を 感じ る の は 、 こ うい っ た 
歴史 を 内 包 し て いる せい か も し れ な い 。 
(Brookhaven Hospital 1F) 


「 お 化け 屋敷 の ガイ ド 音 声 」 
ボー リィ の 幽霊 屋敷 へ よう こそ ! 
君 の 来訪 を 歓迎 し よう 
好き な だ け 見 物 し て いっ て 欲し い 
さあ 心 の 准 備 が で きた ら 
入口 の 扉 を 開け る ん だ 


助け て …… 助け て …… 

そん な 声 は 聞こ えな いか 
ここ は 一 家 四 人 が 切り 刻ま れ た 
悲惨 な 殺人 事件 が あっ た 部 屋 だ 
ほら 子供 の 泣き 声 も …… 

犯人 は 捕まっ て いる 

彼 が 家族 を 殺し た 理由 は 何だ と 思う ? 


「『 そ うし な くち ゃ いけ な い 気 が し た ん だ 」 
な ん て な 

全部 嘘 だ 

た だ の 冗談 だ よ 

君 を 怖がら せよ うと 思っ て ね 

本 当 は 自殺 で 一 人 死 ん で る だ け だ 


彼 は ダニ ー 
無口 だ けれ ど な か な か 
人 盾 っ こい 青年 で ね 

君 に 会 いた く で 思わ ず 
出 て き て し まっ た そう だ 
出身 は ニュ ー オ ー リ ンズ 
元々 は 道 に 迷っ て 

ここ に 来 て し まっ た ん だ 
そう だ 君 は 知ら な いか な 
天国 へ の 道 っ て の は 
どこ に ある ん だ ? 


この 屋敷 も ずい ぶん 古い 

だ か ら 眉 元 に は 気 を つけ て 徹 し い 
床 が 時 々 落ち る ん だ 

そし て 床 の 下 に は 何 に も な い 
失礼 し た 

本 当 に この 屋敷 も 古い 

機械 が 誤動作 し た らし い 

本 当 は ちゃ ん と 最後 まで 

落ち て くる は ず だ っ た の に 


そこ が も う 測 口 だ 


君 に 楽し ん で も ら え た の で あれ ば 議 い だ 


また いつ で も 遊び に 来 て 欲し い 
も し 許さ れる な ら 今 度 は 私 た ち が 
君 の 家 に 遊び に 行こ う 


本 当 は 出口 の は ず だ っ た 

だ が みん な は 若 の 帰り を 
望ん で は いな いよ うだ 

君 の こと が と て も 気に入っ て 
いつ まで も 一 緒 に いた いら し い 
実は その 意見 に は 私 も 倫 成 だ 
大 丈夫 死ぬ こと は 

生き て いく こと より 簡単 だ 
(Amusement Park) 


「 ダ グラ ス の 手帳 」 
依頼 人 - ク ロー ディ ア ・ ウ ルプ 
依頼 内 容 17 年 前 に ハリ ー・ メ イ 
ソン と いう 男 に 誘拐 され た アレ ッ サ ・ 
ギレ ス ビ ー( 当 時 0 才 ) を 探す 
警察 へ の 届け 出 な し 

誘拐 現場 不明 

サイ レン ト ヒ ル の 大 い 新 聞 

アレ ッ サ ・ ギ レス ピー(7 す ) の 
火事 に よる 死亡 記事 

今回 の 依頼 と の 関連 性 は ? 

要 調 査 一 優 先 度 、 低 

へ ザー と いう 偽名 を 使用 
近所 に 本 名 を 知る 者 は いな い 
何 を 隠し て いる の か ? 


戸籍 年 齢 で は 24 才 、 外 見 か ら 
考え る と 依頼 和信 の 言う 17 オ と 
いう の が 変 当 か ? 











12 年 前 まで ポー トラ ンド に 在住 
殺人 事件 に 巻き 込ま れん 、 ハ リー は 
その 犯人 を 射殺 

正当 防衛 と し て 起訴 な し 

その 直後 に 突然 、 転居 し て いる 
信 名 使用 も この 転居 後 か ら 
犯人 と の 関係 は 見 当たら ず 
犯人 は た だ の オカ ルト マニ ア 
前 か ら お か し か っ た と の 評判 
元 サ イレ ント ヒル 在住 ? 
(Amusement Park) 


人 @ 


「 父 さん の 書い た メモ 」 

ダリ ア は 言っ て いた 。 

あの 少女 は 悪魔 だ と 。 

私 の 娘 を 生 帝 に する た め に さら っ た と 。 

どこ か 信じ られ な い 気 持ち が ある 。 

外見 に 騙さ きれ て いる の だ ろう か ? 

病院 の 地下 に あっ た 写真 を 見 て 思っ た 。 
「 あ の 少女 は シェ リル に 似 て いる 」 と 。 

だ か ら そ う 感 じ て し まう の だ ろう か ? 

確か に どこ か 普通 で は な い 負 の 意識 の よ 
うな も の は 感じ る 。 

けれ ど あ の 少女 が 悪魔 だ と は 私 に は 思え 
な い 。 

それ に あの 少女 が 悲し そう に 、 思え る の は 
私 の 気 の せ い だ ろ うか ? 

助け を 求め られ て いる よう な 気 が す る の は 
何故 だ ろう か ? 

た だ 私 に と っ て 、 大 切な の は シェ リル だ 。 

全て は シェ リル を 取り 返し て か ら 考え よう 。 
(Amusement Park) 
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「 メ リー ゴー ラン ド の メモ 」 

填 三 の 回 転 が 四 を 数 える 時 
あな た は 彼ら の 呪い で 死ぬ だ ろう 
逃れ る こと を 願う な ら 

その 方 法 は た だ 一 つ 

殺さ れる 前 に 殺す だ け 

填 二 の 死に より 、 救 わ れる 
(Amusement Park) 


人 @⑯ 


「 ア レッ サ の メッ セー ジ 」 

“私 "は 死ぬ べき だ 

それ を 恐れ る こと は な い の に 

あの 子 が …… あ の 悪魔 が 艇 り 

氷 遠 の 苦し み に 囚 われ る こと を 思え ば 
あの 病室 の 日 々 より も 深く 残酷 な …… 
安らか な 終わ り を 

私 は “私 "に 与え た か っ た 

な ぜ そ れ を 拒み 、 進 も うと 願う の か 
愚か な “ 私 " essess 


(Amusement Park) 


合 


「 神 を 称え る 言葉 」 

この 世界 の 害悪 に まみ れ 

私 た ち は 悲 し み を た め る 

それ を 癒す の は 引 方 だ け 
朝 に 、 昼 に 、 夕 に 、 夜 に 

我ら は 貫 方 を 称え よう 

奇跡 の 降り 積もる 日 を 待ち 望み 


余す こと な く こ の 身 の 全 て は 
足 方 に 捧げ られ る 供物 で ある 
どん な 暗闇 が 私 を 遊 ろう と も 
や が て 買 方 に 辿り 着く だ ろう 
深き 信仰 の 奇跡 の 証 に 


羊 の よう に 従順 に 尽く す 我ら の 魂 
ああ 、 神 よ 、 楽園 に お 導き くだ さい 
いか な る 誘惑 もち 足 方 へ の 信仰 を 

播 る が すこ と は な いで し ょ う 

お 救い くだ さい 、 その 慈悲 で 


ああ 、 神 よ 、 恵み を お 授け くだ さい 
ああ 、 神 よ 、 祝福 を お 与え くだ さい 


(church) 


人 @ 
「 教 会 の 扉 」 
この 扉 は 楽園 へ と 至る 道 の 
始め の 門 で ある 


大 いな る 母 の 膝 に 抱か れ 、 
深き 罪 を 告白 し 、 そ の 許し を を えば 
永遠 の 平穏 は あな た の も の で ある 
(church) 


に / 


「1. 多 原 」 





全て の 始ま り の 時 、 人 は 何 も 持 た な か っ た 


体 に は 苦痛 、 心 に は 憎悪 の 他 に は 何 も 
争い 傷つけ あい な が ら 、 
死ぬ こと すら か な わ ず 

氷 遠 の 泥 土 の 中 に 、 人 は 絶望 し て いた 


「2. 誕生 」 





ある 男 は 太陽 に 蛇 を 捧げ 、 救 い を 祈り 
ある 女 は 太陽 に 華 を 捧げ 、 喜び を 願っ た 
大 地 に 夢 延 する 悲し み を 憐れみ 、 
神 は この 一 組 の 男女 か ら 生 まれ た 








「3. 救済 」 


神 は 時 間 を 作り 、 昼 と 夜 を 切り 分 けた 
人 に 救い の 道 を 示し 、 喜び を 与え 
そし て 人 か ら 無 限 の 時 間 を 預かっ た 





神 は 自分 に 従い 、 人 を 導く 存在 を 作っ た 
赤 の 神 ス チェ ル バ ラ 

黄 の 神 ロ プ セ ル ・ ビ ス 

そし て 大 勢 の 神 た ちと 天使 で ある 
最後 に 神 は 楽園 を 作り 出 そ う と し た 

た だ 人 が 在 る だ け で 幸せ に 足る 世界 


「5. 約束 」 


し か し 神 は そこ で 力尽き て 倒れ た 
世界 の 誰 も が それ を 嘆き 悲し ん だ が 
神 は その まま 息 を 失い 、 土 へ と 還っ た 
今 一 度 、 生ま れ て くる こと を 人 に 約束 し て 


「6. 信仰 」 


神 は 失わ れ た わけ で は な い 

私 た ち は 信 仰 を 忘れ ず 、 祈り を 捧げ る 
楽園 へ の 道 が 開か れる 日 を 

待ち 望み な が ら 

(Church) 















可 ア レッ サ の 肖像 





聖 ア レッ サ 
神 の 母 に し て 神 の 娘 


可 二 コラ ス の 肖像 





聖 ニ コラ ス 
奇跡 の 手 、 神 に 仕え る 医師 


構 ジェ ニ フ ァ ー の 肖像 





下 ジ ェ デ ファ ー 
死 の 刃 の 下 に あっ て も 、 信仰 は 揺るが ず 
(Churcbh) 


「 教 団 の 赤 章 に つい て 」 

太陽 の 聖 環 』 と 呼ば れる 神 を 表す 紋章 の 一 
つ で 、 教 団 の 銀 微 と に て 用 いら れる 

外側 の 二 つ の 円 は 慈悲 と 再 誕 、 内 側 の 三 つ 
の 円 は 現在 、 過去 、 未 来 を 意味 し で いる 
通常 は 赤 で 描か れる 。 時 な どの 赤 以 外 の 色 
で 描く こと も ある が 、 青 で 描く こと は その 意味 
を 逆 転 し 、 神 へ の 呪い と な る の で 禁じ られ て 
いる 。 

(Church) 


トド 


「 神 の 姿 に つい て 」 

「 サ イレ ント ヒル 地方 に 古く か ら 伝 わる 神々 と 、 
その 呼称 ・ 表 現に 関す る 考察 」 

どん な 宗教 で も 同じ よう に 、 こ の 宗教 も また 、 
今 に 至 る まで に 変化 する こと な く 昔 の 姿 を 止 
め て きた と いう こと は な い 

特に 主体 が 入植 者 の 手 に 移っ た 時 点 で 、 彼 
ら の 元々 の 宗教 で も る キリ スト 教 の 影響 を 色 濃 


く 受 け て いる 

例え ば その 教義 や 伝承 の 中 に 現れ る 神 の 使 
い に は 、 キリ スト 教 に お ける 天使 の 名 前 や 容 
姿 と いっ た 共通 点 、 類似 点 が 見 られ る 
(中 に は 、 主神 で ある 「『 楽 園 の 創造 者 ! あ る い 
は 『 蛇 と 董 の 王 」 に 、 悪魔 の 名 前 が 完 き れ て 
いた 珍し い 例 も 見 つか っ て いる 。 この ケー ス 
の 場合 、 無論 、 そ う 呼 ぶ の は 信者 で は な く 英 


対 者 で あろ う ) 
(Church) 

人 @ 
「 タ ロッ ト に つい て 」 


タロ ッ ト は へ プラ イ 文 字 の 22 の 子音 を 基盤 と 
し て 成立 し 、 世界 の 全て を 表し て いる と いう 。 
この 0 か ら 21 ま で の 数 字 を ふら れ た カー ド の 
- 枚 一 杉 に は 、 様々 な 意味 が 込め られ 、 そ 
れ を 読む こと に より 、 占い 師 た ち は 未 来 を 見 
通す 。 
例え ば 一 枚 目 の "魔術 師 "は 創造 、 知恵 、 始 
まり 、 ある い は 破壊 や 詐欺 を 意味 し 、 二 枚 目 
の “ 女 教皇 "で あれ ば 直感 、 調和 、 純粋 な る 
信仰 、 あ る い は 独断 や 高慢 な ど を 意味 し て 
いる 。 
し か し 、 あ る 文献 に よれ ば 、 ガー ドナ ー 版 と 
呼ば れる タロ ッ ト で は 22 枚 目 以降 の カー ド が 
存在 し た らし い (ガー ドナ ー 版 は 現存 し て いな 
い 。 文献 に 名 前 を 留め る の み で ある )。 
これ は 失わ れ た へ プラ イ の 母音 を 基盤 と す 
る 、 世界 を 超越 し た 存在 、 す な わ ち 神 を 意味 
する カー ド で あっ た と いう 。 
(Church) 


人 @ 


「 書 : 異 界 の 法則 」 

これ は 強力 な 魔 除 け ・ 魔 封じ の 力 を 持つ 魔 
法 陣 で 、“ ヴ ィ ル ン の 第 七 紋章 "、 あ る い は “ メ 
トラ トン の 印章 "と 呼ば れる 。 

対象 の 敬正 を 問わ ず 効 果 を 及ぼ し 、 そ の 絢 
力 き 故に 使用 者 に 対し て の 負荷 も 非常 に 高 
い 。 扱い も 難し い の で 、 普通 に 使わ れる こと 
は な い 。 

だ か ら こ そ 、“ 神 の 代理 人 "と も 呼ば れる 、 天 
使 メ タ ト ロ ン ( メ トラ トン は 彼 の 別名 で ある ) の 
名 が つけ られ て いる の で あろ う 。 

(Church) 


人 @ 


「 父 さん の 日 記 」 

今 で も 時 々 、 あ の 子 が あの 少女 
アレ ッ サ の 生ま れ 変 わり の よう な 気 が す る 
それ で も 最近 は 、 悩ま な く な っ て きた 
その 全て を 放せ る 

愛さ きれ な か っ た シェ リル 

それ が アレ ッ サ な の か も し れ な い 
そし て シェ リル も また 、 ア レッ サ な の だ 
何より 、 誰 の 生ま れ 変 わり で あろ うと 
あの 子 は 、 私 の 最愛 の 宝 だ 

た だ 、 あ の 名 前 を つけ た の は 
間違い だ っ た 

あの 頃 は 愚か に も 失っ た シェ リル の 
代わ り に と 思っ て し まっ た か ら 
真実 を 知っ た と き 、 悲し み は 

し な い だ ろ うか 

それ が 心配 だ 





(Church) 

人 @ 
「 ア グラ オフ ォ テ ィ ス 」 
アグ ラオ フォ ティ ス 


血 の 色 に も 似 た 赤い 液体 、 ま た は 結晶 。 

この 名 前 は カバ ラ 文 献 の 中 で 、 アラ ビア の 
砂漠 に 育つ と 言わ れる 、 悪霊 を 追い 出す 力 
を 持つ 薬草 か ら 取 られ て いる 。 

服用 の 他 、 加熱 し 気化 させ 、 散布 する こと 
に より 悪魔 に 対す る 防護 の 力 を も 持つ 。 

強力 で は ある が 、 稀少 な た め 入手 は 極め て 


難し い 。 
(Church) 

人 @ 
「 教 室 の 机 」 
帰れ 死ね 泥棒 
(Church) 

信 


「K. ゴー ドン の 手帳 」 

私 が 担任 に て いる クラ ス に アレ ッ サ と いう 子 
が いる 。 

君 の 記憶 力 が 良けれ ば 覚え て いる か も し 
れ な い 。 前 に 話し た 「 魔 女 』] と 呼ば れ て いる 
だ 

彼女 は お そら く 母 親 か ら 虐 待 を 受け て い 
る 。 ケガ ー つ 、 傷 一 つ な く 登校 し て くる の を 、 
見 た こと が な い 。 

その 表情 は これ で 6 才 か と 真 し く な る ほど 
に 購 い 。 

こん な 話 は 珍し く な いこ と な の か も し れ な 
い 。 無駄 な こと は 考え ず 、 静観 する の は 最も 
楽 な 対応 だ 。 

だ けど 、 私 に し て あげ られ る こと は な い の だ 
ろう か ? 

弁護 士 に 相談 し て みよ うか と も 思っ て いる 
が 、 迷い も ある 。 だ か ら 、 ま ず は 、 友人 で 
る 若 の 意見 を 聞か せ て 欲し いと 思っ て いる 
K. ゴー ドン 
(Church) 





「 信 者 の 訴え 」 

ヴィ ン セ ント 司 然 が 組織 運営 の 資金 を 、 私 
利 私 和 欲 の た め に 用 いて いる と いう 、 不満 の 声 が 
あがっ て いま す 

また 一 部 の 信徒 か ら 、 ヴィ ン セ ント 司祭 が 
寄付 の 強制 を し て いる と いう 、 障 も 聞い て い 
ます 

彼 は 本 当 に 、 そ の 地位 に 足る 人 物 な の で し 
ょ うか ? 

組織 を 大 きく し た 彼 の 業績 は 私 も 否定 する 
も の で は あり ませ ん 

し か し 、 我々 が 神 を 信夫 する もの の 集まり 
で あれ ば 、 章 ば れる べき は 小 器 用 さや 鐘 舌 
さき で は な く 、 信仰 の 深き で は な い の で し ょ う 
か ? 


も , る 
(Church) 

@⑯ 
「 ク ロー ディ ア の 日 記 」 
11 月 10 日 











彼女 は あの 時 、 死ん だ だ の で は な く 、 生ま れ 
た の だ 。 

私 は 確か に それ を 知っ た 。 

だ けど な ぜ 、 彼 女 は いま だ に 見 つか ら な い 
の だ ろう か ? 楽園 の 創設 の た め 、 人 々 の 幸 
福 の た め に 、 彼 女 の 力 が 必要 だ と いう の に 。 

彼女 は その た め に 、 も う 一 度 、 生ま れ た は 
生 だ 。 

それ に 、 私 は 彼女 に 会 いた い 。 


11 月 14 晶 

聖典 「 礼 替 文 書 』 を 読む 。 

貴重 な この 本 を 快く 貸し くれ た 司教 に は 感謝 
L た い 。 

そこ に は 、 私 が 求め て いた も の が あっ た 。 
神 を 目覚 め さ せる 方 法 。 

だ が 、 そ れ は あま り に も 残酷 だ 。 

私 は 彼女 に 出会っ た と き 、 そ れ を 
成す こと が で きる だ ろう か ? 


11 月 16 晶 

今日 は 一 日 、 時 間 が あっ た の で 「 難 民 の 近 
代 史 」 と 「 幼 き 奴 隷 - 捧 取 され る 子供 た ち 」 を 
読む 。 

私 は この 世界 に 対し て 修 観 者 で あろ うと は 
思わ な い 。 だ が 何 も で き な い の が 現状 だ 、 そ 
れ が つら い 。 

(Church) 


「 パ ー ス デー カー ド 」 
小さ な ク ロー ディ アヘ 

6 歳 の 誕生 日 お めで と う 

私 は 本 当 の 妹 の よう に あな た が 大 好き 
だ か ら こ れ か ら る 仲良 くし て ね 
(Church) 


「 父 さん の メモ 2」 

この 扉 の 先 に 、 あ の 子 が いる 。 

理由 は な いけ れ ど 、 私 は そう 感じ る 。 

で も この 扉 の 先 に いる の は 、 あ の 子 だ け じ 
ゃ な い 。 

ひど く 人 危険 で 、 気分 の 悪く な る 何 か …… あ 
る い は それ が 彼ら の 言う " 神 " な の か も し れ 
な い …… の 存在 を 感じ る 。 

それ で も 私 は この 扉 を 開け る こと に は 変わ 
り が な い 。 そし て 、 こ の パカ げた 話 を 終わ ら 
せよ う 。 

私 は “ 神 " で は な い 。 だ けど 、 あの 子 を … 
"いや 、 あ の 子 た ち を 救い た い 。 
(文章 の 最後 に 書か れ た 日 付 は 17 年 前 の も 
の だ ) 

(Church) 
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INSPIRE WORKS 男 還 還 汗 


「 サ イレ ント ヒル ] は 、 多 く の 作品 の 影響 を 受け て 制作 
され て きた 。 そ の ジャ ン ル は 文学 や 映画 ば か り で な く 、 
漫画 や 絵画 、 音楽 な ど 多 岐 に わた る 。「 サ イレ ント ヒル | 
の 源泉 と な っ た 作品 た ち を 紹介 し て いこ う 。 





B OOKS 





ロロ | が 収録 
映画 化 作品 も 多い と い る スケルトン 
モダン ホラ ー の 巨匠 請 還 間 詳 識 ク ルー<]>」@ 扶 革 社 
ロ ミス テリ ー 旬 \620 

世界 中 に 多く の ファ ン を 獲得 うり 大 作品 
し て いる モダ ン ホ ラー の 大 御 ろ い ろ 参 考 に し て ます し 、 影 
所 。 代表作 は 「 キ ャ リー」、『 シ ャ 響 も 受け で いま す 。 映画 化 さ 
イニ ング 」、『 ベ ペット セ メ タ リー」 な ど 。 本 生 処 9 
ほとん どの 作品 が 映画 化 さ れ 、 陸 <。Ky た いい 
高い 人 気 を 集め て いる 。 1 (大 和久 氏 ) 
ちな み に 、「1』 に 登場 する 誠 アメ リカ で 製作 され た [it』 


BACHMAN Rd. の 由来 と な っ た ON 7 の テレ ビ ド ラマ 版 も 非常 に 見 
上 2 の 吉 68 ウマ ンド 5 え が あ り ま し た 。 
キン グ の 別名 義 。 @ 新 潮 文 庫 @\590 Se Ro: 


々 7 4「 フ ァ ン トム 」@ ハ 
キン グ と 双璧 を な す LN 間 ) ヤ カ ワ 文庫 NV 一 モダ 
人 気 ホラ ー 作 家 ンー ンタ ショ 
に ン @\660 (上 下巻 ) 
エン ター テイ メン ト に 徹し た ーー テ クー ン ツ は 、 キ ング と 同様 
職人 肌 の ベス ト セ ラー 作家 。 60 モダ ン ホ ラー の 大 家 と し て 
年 代 に は 複数 の ペン ネー ム で 非常 に 参考 に じ て ま すじ 、 ま 
SF や サス ペン ス を 手がけ て い ミ S 5/ 人 


5 の な 3 と 軒 い ます 。 映 画 化 さ れ た も 
た が 、70 年 代 後半 以降 は ディ ー の が 多い の で キン グ 作 品 の 


ン ・ ク ー ン ツ 名 義 で モダ ン ホ ラー > K 方 が 有名 で す が 、 小 説 単体 で 
に 専念 し て いる 。 代表作 は 「 ミ で 4 考え れ ば 、 個 人 的 に は クー ン 
スタ ー・ マ ー ダ ー』、「 マ ン ハ ッ / ( ツ の 方 が 好き で す 。 と くに 
タン 魔 の 北 壁 }、「 悪 摩 は は ば た と.「12 有 の 主 ] の 東 半 線 計 較 和 「 ハ イダ ウェ イ 」 は 強く お 拓 

で に 京 浪 元 社 / 創 元 ノ ヴ ェ めし た い 一 氏 で す 。( 大 和久 氏 ) 
く 」、『 間 の つぶ や き 』 など 。 ルズ @\680( 上 下巻 ) と 5 の 






















伝承 を 体系 化し た 民俗 学 の 多 祖 


民間 伝承 を 追い 続け た 民俗 学者 口頭 伝承 を 
まとめ た 「『 遠 野 物語 ]」 に は 、 異 界 の 存在 を 思わ 
せる 不思議 な 説話 が 数 多く 収録 され て いる 。 


時 9 計 F 調 olm 

MM Clrlelaitlolr 
サイ レン ト ヒ ル の 伝承 
は 、 こ の 作品 の 散文 的 
な 民俗 伝承 の 在り 方 や 
位置 付け を 参考 に し て 
いま す 。 (大 和久 氏 ) 















侍 を 折り た モダ ン ホ ラー の 重 針 


『 ス ワン ・ ソ ング 」、『 マ イン 』 な ど で 知 られ る 
小説 家 。 キ ング や クー ン ツ と と も に モダ ン ・ ホ 
ラー を リー ド し て きた が 、99 年 に 引退 を 発表 。 


4 エイ リア ン と 人 間 と の 間 に 
繰り 広げ られ る ドラ マ を 描い 
た 「 ス ティ ン ガ ー」 欠 扶 桑 社 
信 \660 (上 下巻 ) 





Pt [ に | 
諸星 大 二郎 


妖怪 か ら SF ま で 、 あ ら ゆ る 怪 現 象 を 圧倒 的 な 
リア リティ で 描く ベテラン 。 常識 が 通用 し な い 
異 世 界 は 「SH」 の 世界 に も 通じ る も の が ある 。 


4「 葉 と 紙魚 子 (し お り と し 
みこ ) の 生 首 事件 」 
人 朝日 ソノ ラマ 久 \757 





民間 習 谷 に 潜む 吉 怖 を 具現 化 


『 狗 神 】、「 死 国 】 な ど で 知 られ る ホラ ー 小 説 家 。 
多く の 作品 で 、 日 本 に 古く か ら 根 づい た 文化 や 
信仰 な ど を 背景 に し た 恐怖 を 描い て いる 。 










徹 臭い 雰囲気 と 箱 性 の 
圧迫 感 を 備え た 文章 が 
秀逸 。 そ の 空気 感 を ゲー 
な に 練り 込む ぷく 茜 記 
し まし た 。( 大 和久 氏 ) 








抽象 的 な 不条理 作品 


抽象 的 で 不条理 な 作風 で 知ら れる 前 衛 小 説 家 。 
SF や ミス テリ ー な ど さ ま ざま な ジャ ン ル を 扱う 
が 、 い ずれ も 難解 で 多様 な 解釈 が 可能 で ある 。 


4 代表 作 「 箱 男 }」 で は 、 箱 の 
魅力 に 取 小 か れ 、 箱 男 と な っ 
て し まう 男 の 独白 が 綴 ら れる 。 
@ 新 潮 文 庫 令 \400 





日 本 に お ける 恐怖 漫画 の 第 一 人 者 。『 富 江 』 シ 
リー ズ を は じ め 、 「 死 びと の 恋 わ ずら い ]、 『 押 切 ] 
な ど 数 多く が 映画 化 さ れ て いる 。 


2 4 「 恐 怖 マ ン ガ Collection] 
シリ ー ズ 1 1 巻 「 道 の な い 街 」 
の @ 朝 日 ソノ ラマ @\55 ら 








OKz 


i31 








Roots of Street's Namne 


町 に 存在 する 通り の 名 前 は 、 そ の ほとん ど が 作家 の 名 
前 に 由来 し て いる 。 すべて の ルー ツ を 明らか に し よう 。 


「2』 と 「3」 の 舞台 と な る の は 、 ト ルー 力 湖 の 南岸 、South Vale 地 区 。 細 い 路 地 も 含め 
て 、13 本 の 道路 すべ て が 、 作 家 名 に 由来 し て いる 。 


較 NSthan Ave。 

詩作 な ども こなす ファ ンタ ジー 作家 。 代表 作 は 「 ジ ェ ニ ー 
の 肖像 ]、「 タ ビオ ラ の 冒険 」、「 夏 は 遠く すぎ て 」 な ど 。 
悦 Witse Rd。 


映画 や テレ ビ の 脚本 家 と し て も 活躍 し た 小説 家 。 代 表 作 
は 「 わ が 故郷 に 殺人 鬼 」、『 倒 錯 者 の 祈り 」 な ど 。 


Lindsey St. 
織 


サイ コス リラ ー を 得意 と する ミス テリ ー 作 家 。 代 表 作 は 
「 噛 みつ いた 女 」 な どの 「 ヘ イド ン 刑 事 ] シリ ー ズ 。 


結 VSchss Rd。 


幼児 虐待 専門 の 弁護 士 と し て も 活躍 する 異色 の 作家 。 地 
元 NY を 舞台 に し た 「 フ ラッ ド 」 で デビ ュー し た 。 


較 Martin St。 


ハー ド ボ イ ルド 色 の 強い サイ コス リラ ー を 得意 と する 。 
「 嘘 、 そ し て 沈黙 ]、『「 過 去 、 そ し て 惨劇 の 始ま り 」。 


賠 KKatz St。. 


代表 作 は 「 フ ェ イ ス メ ー カ ー」、「 恐 怖 の 誕生 パー ティ 」 
な ど 。5SF を 素材 に し た サス ペン ス を 得意 と する 。 


細 2"ders St。 


ジャ ー ナ リス ト と し て 活躍 し た 後 、50 歳 の 時 に 「 盗 聴 」 
で 作家 デビ ュー。「 大 罪 」 シリ ー ズ な ど が 有名 。 





園 Neely St. 


新聞 社 勤務 を 経て 作家 に 転身 。 代 表 作 は 「 仮 面 の 情事 」 
や 「 心 ひき 裂 か れ て 」。 一 部 に カル ト 的 な ファ ン を 持つ 。 


9 Harris St。 


ハン ニ バ ル ・ レ クタ ー 博 士 の 生み の 親 。「 羊 た ちの 沈黙 」 
な ど 、 計 4 作 し が 発表 し て いな い 超 究 作 で 知ら れる 。 


19| Saul St. 


キン グ 、 ク ー ン ツ に 次 ぐ と 言わ れる ホラ ー 小 説 界 の 大 御 
所 。 代 表 作 は 「 闇 の 惨劇 」、『 ク リー チャ ー』」 など 。 


軸 enson St。 


コン ピュ ー タ ー を 題材 に し た サス ペン ス 作 品 を 得意 と す 
る 。 代表作 は 「 フ ァ ン ・ メ イル 」、『「 ナ イト ・ ヴ ィ ジ ョ ン 」。 


田 Rendell St. 


現代 英国 ミス テリ ー 界 の 女王 と 呼ば れる 女流 作家 。 代 表 
作 は 「『 シ ミソ ラ 」 や 「 ウ ェ ク ス フォ ー ド 甘 部 ] シリ ー ズ 。 


國 CSrroll St。. 


「 死 者 の 書 ]、「 沈 黙 の あと 」 な ど 、 ダ ー ク な 描写 を 得意 と 
する モダ ン ホ ラー 作家 。 現 在 は ウィ ー ン に 在住 。 








「1」 の 舞台 と な る の は トル ー 湖 の 北岸 。 FINNEY St. 
BACHMAN Rd. を は じ め 、 ほ と ん どの 道 
が 崩れ て 通行 不能 だ っ た 。 代表 作 : 「 時 の 旅人 」、「 夢 の 10 セ ント 銀貨 ]。 


較 WATHESON St. 
代表 作 : [精神 一 到 …]、「 サ ディ スト 』」。 
BLOCH St. 
ヒッ チコ ッ ク の 「 サ イコ 」 の 原作 者 と し て 有名 。 
BRADBURY St. 
4 8 代表 作 : 「 交 星 年 人 記 」、「 華 氏 45 1 度 」。 
提議 5 画 * | 旨 2 | 園 W!DWICH St. 
8 還 い MATHES 4 旨 昌 作家 で は な く 映 画 [光る 目 』 の 村 の 名 前 が 由来 
| orpsi 全 NTm 唱 LEVIN St. 
は ーー 1 代表 作 : 「 ロ ー ズ マリ ー の 赤ちゃん 」 な ど 。 
ーー 詳 『^CHMAN Rd. 
穫 計時 ステ ィ ー ヴ ン ・ キ ング の 別名 義 。 
ER ELLROY St. 
代表 作 : 「LA コ ン フ ィ デ ン シ ャ ル 」。 


員 3 


符 ー 
ADBU 


BLOCH St. と SAGAN St. は 開閉 式 の 橋 に よっ 
て つなが っ て お り 、 住宅 街 と の 間 を 結ん で いる 。 


計 S^GAN St. の 
と 

代表 作 :「 コ ンタ クト 」、「 コ スモ ス 」 な ど 。 | 人 二 由 肖 
KOONTS St. ] 主軸 吉 | | 二 計 ョ 。 


代表 作 : 「 マ ン ハ ッ タ ン 魔 の 北 壁 」 な ど 。 

較 ( ぐ RICHTON St. 

「 ジ ュ ラ シッ ク バ ー ク 」 な どの 原作 者 。 
WILSON St. 

代表 作 :「 殺 人 百科 ]、『「 オ カル ト ]。 
SIMMONS St. 

代表 作 : 「 カ ー リ ー の 歌 ]、「 ハ イベ リオ ン 」。 


新た な 道路 は ら 本 だ け 。W.SANDFORD の 「W」 
は "WEST" の 略 。BACHMAN Hd. は 、 住 宅 街 の 
同名 道路 と つなが っ て いる も の で ある 。 


SANDFORD St. 


代表 作 は [プレ イ 」 シリ ー ズ 、「 獲 物 」 シリ ー ズ 、 
「 一 瞬 の 死角 ] な ど 。 ビ ュー リッ ツァー 賞 を 受賞 
し た ジャ ー ナ リス ト で も ある 。 


CRAIG St-. 


本 名 は リリ アン ・ ク レイ グ ・ リ ー ド 。 新聞 記者 
か ら 転 身 し た 女流 作家 。 複 数 の ペン ネー ム を 持 
つが 、 キ ッ ト ・ ク レイ グ 名 義 で は 『「 過 去 が 追い 
か け て くる 】 な どの サイ コ ・ ス リラ ー を 発表 。 











F 


』I LEL MS 


独創 的 な 映像 セン ス か ら 朱 才 
の 名 を 欲し いま ま に す る デヴィ ッ 
ド ・ リ ンチ 。 描 か れる の は 、 常 
に 「 平 和 な 日 常に 潜ん で いる 異 
常 性 」。 悪 夢 的 な 映像 と 不条理 
な スト ー リ ー 展 開 は 、 常 に 熱狂 
的 な ファ ン を 虜 に し て いる 。 


FIr 放 m 
Cirielaltlolr 
個人 的 に 、 彼 の 最高 傑作 は 
ん 1022 が ビー 多 上 還 だ だ 雪 
いま す 。 ま た 、 中 学生 の 時 に 
観 た ! デ ュー ント. に は で ぞ の 
映像 美 に カル チャ ー シ ジョ ッ ク 
存 受 け ま し た (伊藤 氏 ) 


完璧 主義 者 と し て 知ら れ た 巨 
匠 ・ キ ュー ブリ ッ ク 。 幅広 い ジ ャ 
ン ル を 手がけ た が 、 ど の 作品 も 
圧倒 的 な 緊張 感 を 混 え 、 映 像 は 
哲学 的 な 示唆 に 満ち て いる 。 
FIrlolm 
Clrle 許 tlolr 
{フル メタ ルル ジャケ ッ ト 』 は 
サディ ステ ィ ッ ク な 人 間 描 写 
が た ま ら な いで す 。 (伊藤 氏 ) 


カル ト ・ ム ー ビ ー の 祖 と も い 
われ る チリ の 映像 作家 。 実験 映 
像 の よう な 独特 の 描写 で 、 不 気 
味 な 儀式 や 暴力 を 描き 、 夢 と 現 
実 の 境界 を 狂わ せる 。 


FlIrlolm 

峰 「eatlor 

人 に は 絶対 勧め られ ませ ん 
が れ も 強 く 印 象 に 残る 不 
思 議 な 作品 で す 。( 大 和久 氏 ) 


= レ 4 9 ムレ た で 6 


人 @DVD 発 

売 ・ 販 売 元 : パイ 
ニア LDC 旬 価 

: \3.800 ( 税 抜 ) 


謎 の ビデ オ テ ー プ を 見 た ショ ッ ク で 意 
識 を 失っ た 主人 公 が 陥る 迷宮 の よう な 
心理 的 恐怖 を 描く ミス テリ ー 作 品 。 


7 


ガー ルフ レン ド が 奇形 の 赤ん坊 を 産ん 
だ こと が きっ か け で 、 悪 夢 と 狂気 の 世 
界 へ 入り 込ん る で し まう 男 の 姿 を 描い た 
衝撃 の 長編 デビ ュー 作 。 


フル メタ ル ジ ャ ケ ッ 


@DVD 仁 Em 
売 ・ 販 売 元 : ワー 
ナー ホー ム ビ デ オ 
例 価 格 :\2.500 
( 税 抜 ) 


ベト ナム 戦争 を 描い た 戦争 映画 。 前 半 
は 延々 と 訓練 の 場面 が 続き 、 人 間 が 兵 
器 へ と 変貌 し て いく 様 が 描か れる 。 


人 DVD 発 
売 ・ 販 売 元 : エス 
ピー オー 介 価 格 : 
\4.800 ( 税 抜 ) 


西部 劇 を モチ ー フ に し た ロー ドム ー ビ ー。 
荒野 で 起こ る 異様 な 出来 事 に 、 禅 の 思 
想 や フリ ー ク ス が 交錯 する 。 





ルー ベル ペット 


平凡 な 青年 が 偶然 人 間 の 耳 を 拾っ た こ 
と か ら 事 件 に 巻き 込ま れる サス ペン ス 。 
主人 公 が クロ ー ゼ ッ ト に 隠れ る 場面 は 
「2」 を 連想 させ る 。 


2 レス コラン ル < 
アメ リカ の 田舎 町 で 起き た 女子 高生 殺 
人 事件 を 描い た 全 ら 9 話 の テレ ビ ド ラ 


マ 。 謎 が 謎 を 呼 雇 展開 は 、 社 会 現象 と 
化す ほど 熱狂 的 な 人 気 を 集め た 。 


デュ ー ン ノ 砂 の 惑星 
砂漠 の 惑星 を 舞台 に 繰り 広げ られ る 勢 
力 争 い を 描い た SF アク ショ ン 。 リ ンチ 


監督 に し て は 珍し く 、 特 殊 効 果 を 駆使 
し た 壮大 な 映像 を 体験 で きる 。 


ロリ ー タ 


少女 へ の 禁断 の 愛 に 苦悩 し 、 自 滅 し て 
ゆく 中 年 男 の 悲 哀 が 描か れる 問題 作 。 
冒頭 の 有 霧 の 中 を 走る 車 は 、「1」 の オー 
プ ニ ン グ を 想起 させ る 。 


時 計 じ か け の オレ ンジ 


無秩序 な 近 未 来 を 舞台 に し た 異色 の SF 
作品 。 悪 の 限り を 尽く す 不 良 少年 が 逮 
捕 さ れ 、 生 体 実験 に よっ て 矯正 され る 
様 が ポッ プ に 描か れる 。 


ホー リー・ マ ウン テン 


9 人 の 男女 は 、 錬 金 術 師 に 導 か れ 、 不 
老 不死 の 賢者 が 住む 聖なる 山 に 向かう 。 
そこ で 待っ て いた の は 衝撃 の 結末 だ っ 
た 。 最 も 難解 と 言わ れる 作品 。 


サン タ ・ サ ング レノ 聖なる 血 
互い に 傷つけ あう サー カス 団 の 親子 の 
物語 が 、 独 特 の 映像 美 で 展開 され る 。 
カル ト 宗 教 を 崇拝 する 主人 公 の 母 は 、 
クロ ー デ ィ ア の モデ ル に も な っ た 。 

















ジェ イコ プス ・ ラ ター 
ベト ナム 戦争 の 帰還 兵 が 
見 る お ぞ ま し い 幻 覚 。 病院 
や 地下 鉄 な ど 、 舞台 設定 は 
「SH] と の 共通 点 も 多い 。 


kobs Ladder 
高校 生 の 時 に 観 て 、 初 め 


て 精神 的 に 恐怖 を 感じ た 
映画 で す 。 (伊藤 氏 ) 


@DVD 発 売 ・ 販 売 
元 : パイ オニ ア LDC 参 価 
格 : \4.700 ( 税 抜 ) 


チェ コ の 鬼才 ・ シ ュ ワ ン 
クマ イエ ル が 、 ア ニ メ で 描 
いた シュ ー ル で 不気味 な 
「 不 思 議 の 国 の アリ ス 』。 


FIFIOIm 

Clrle ja 回 っ Fr 
f2』 の 「 缶 詰 の 中 の 電球 」 
ね ど は SE の 人 A 避 め 影響 
で す 。 (大 和久 氏 ) 


人 @DVD 発 売 ・ 販 売 
元 : コロ ム ビ ア ビデ オ 旬 価 
格 : \4,700 ( 税 抜 ) 


と ムル ルス 

7 年 前 に 消え た 宇宙 船 が 再び 出 
現 。 救 助 隊 の メン バー は 船内 で 、 過 
去 の 心 の 傷 を 元 に し た 幻覚 を 見 る 。 


@DVD 発 売 ・ 販 売 
元 : パラ マウ ント 
だ の の の 
パン 介 価 格 : 


\4.700 ( 税 抜 ) \2980 ( 税 抜 ) 


シュ ー ル な 作風 で 知ら れ 
る ギリ アム 監督 の SF 長編 。 
ウイ ルス に よる 人 類 減 亡 を 
防ぐ た め 、 囚 人 が 過去 の 世 
界 へ 送ら れる 。 


FIrlolm 
Clrlelalt 還 還 r 
ヴィ ン セ ント の 瞳 が 左右 
非対称 な の は B・ ピ 

が ヒン ト で す 


「12 モ ン キ 
ー ズ <dts EDITION>」 
人 @DVD 発 売 ・ 販 売 
元 : 松竹 (株 ) ビデ 
オ 事 業 室 氏 価格 : 
\4.700 ( 税 抜 ) 


* @DVD 発 売 ・ 販 売 
イン メン ト ジャ 。 pc で ホ 三 
LDC 欠 価格 : 


ペティ ・ ブ ルー イン テク ラル 完全 版 
激しく 愛す る が ゆえ に 破 


減 し 
人 を 


て ゆく 女 と 、 狂 っ た 恋 
献身 的 に 支え る 男 と の 


究極 の 愛 を 描い た 問題 作 。 


F 
C 


「『2} は 、 こ の ラス トシ 
ン に 少 


すけ てい ます 


賠 om 
rlelaltlolr 人 @DVD 発 売 ・ 販 売 
元 : 20 世 紀 フ ォ ッ クス ホ 
ー ム エン ター テイ メン トド 
ジャ パン 旬 価 格 : \3.980 
( 税 抜 ) 


少な く な い 影 響 を 受 
(大 和久 氏 ) 


エク ソ シ ス ト 3 

『 エ クソ シス ト 』 の 原作 
者 W・P・ ブ ラッ ディ が 、 
正統 な 続編 と し て 自ら 監督 


し た 


F 
C 


1 


出 な どい る ろ い ろ な 面 で 参 。 
考 に 


ザ ・ セ ル 

ミュ ー ジ ッ ク ビ デオ 界 出身 の ター 
セム 監督 が 、 狼 奇 殺人 犯 の 精神 世 
界 を 鮮やか な 映像 美 で 描い て いる 。 


シリ ー ス 第 3 作 。 
Flo 


rielaitiolr 


] の 頃 か ら 、 喘 像 や 深 

DVD 発売 ・ 販 売 
て に 元 : ポ ボニー キャ ニオ ン 欠 価 
GS 用 :ogoo 相 


鮮 別 な 恐怖 と 濃密 な 人 間 描写 が 
魅力 の 市 川 党 版 ・ 金 田 一 耕助 。 功 
薦 の 句 に 見 立て た 犯行 現場 の 映像 
は 衝撃 的 。 の 


発売 ・ 販 売 元 : 訂 
東宝 ビデ オ 倫 ビデ 
オレ ンタ ル 中 





ビョーク の ビデ オク リッ 
プ 「ALLIS FULLOF LOVE] 
な ど で 知 られ る クリ ス ・ カ 
ニン ガム 監督 は 、 一 貫 し て 
異化 し た 身体 を モチ ー フ と 
し て 扱っ て いる 。* 











FITIOIm 

C 記 elaltlolr 
[Aphex Twin] の ビデ オ 
を 買っ た ら 、 映 像 が 良く 
て 英 き まし た 。 (伊藤 氏 ) 


ッ ト @DVD 発 売 販 
売 元 : ユニ バー サル 
イジ ター ナシ ョ ナル 
人 @ 価 格 :\4.200( 税 抜 ) 
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HIerOIVNNUS BOsch 


5 誠 こ <」 






15 世 紀 後 半 に 活躍 し た 
オラ ンダ の 画家 。 迷宮 や 奇 
妙 な 怪物 、 悪 魔 な ど を 好 ん 
で 描い た 。 代表作 『 快 楽 の 


、 Bosch= 「 
園 」 に は 、 頭 と 足 だ け と い 含 世 物 た ち が 舞い 


踊る 不気味 な 儀式 


う 怪 物 も 登場 する 。 も 多く 描い た 。 


Fr2CIS BCOI 


英国 の 現代 美術 家 。「 人 


SalVaQOr Dal 


16 世 紀 の オ ラン ダ 人 画 
家 。| 旧 約 聖 書 を モチ ー フ に 
し た 宗教 画 で 有名 だ が 、 一 
方 で 、 昆 虫 や 植物 を モチ ー 時 還 較 間 
フ に し た 奇妙 な 怪物 が 登場 全 「 バ ベル の 知 」 


な ど 、 聖 書 を 主題 
する 作品 も 数 多い 。 に し た 作品 が 中 心 。 





二 





Andrew Wyel 


20 世 紀 を 代表 する スペ イ アメ リカ ン ・ リ アリ ズム 


体 ] や 「 暴 力 ] を モチ ー フ 
に し た 作品 で 知ら れる 。『2』 
以降 の クリ ー チ ャ ー 人 造型 
に 、 大 き な 影 響 を 与え て いる 。 


ン の 画家 。「 溶 けた 時 計 」 
や 「 変 形 し た 肉体 」 を 描い 
た 作品 で 有名 。 静 物 画 も 奇 
怪 な 生物 の よう に 描い た 。 


を 代表 する 画家 。 中 心 的 な 
主題 は 田舎 の 日 常 生活 。 何 
気 な い 風景 が 独特 の 空気 感 
を も っ て 描か れ て いる 。 


攻撃 的 な 激しい サウ ンド 


工事 現場 の よう に 無機 的 で 聞く 者 を 恐怖 に 陥 
れる 音 は 、KILLING JOKE や ALIEN SEX FIEND の 
暗黒 的 な サウ ンド が 影響 を 与え て いる と いう 。 


高揚 感 を 与え る テク ノ 


無機 的 で 不思議 な 高揚 感 の ジャ ー マ ン 系 テク 
ノ サ ウン ド 。DAF や Nizer EDb、KLAUS NOMI な 
ど が 強い 影響 を 与え て いる と いう 。 





深い 空気 感 の 源泉 


「 ブ レー ドラ ン ナ ー』 等 を 手がけ た VANGELIS 
や 、 フ ュー ジョ ン の GEORGE WINSTON ら の 楽 
曲 は 、 空 気 感 を 演出 する サウ ンド の ルー ツ 。 


長 甘 を 感じ る 80 年 代 ボ ポッ プ 


衰 区 感 の 源 は 80 年 代 の 電子 楽器 を 使っ た エレ 
クト ロニ ッ ク ・ ポ ッ プ 。VISAGE や ULTRAVOX 
を 率い た MIDGE URE の サウ ンド は 必聴 。 








